
ISSN 0917-2181

浄土宗総合研究所年報

浄土宗総合研究所

2025年（令和 7 年）

No. 36



No.36
2025年（令和7年）





教
化
研
究
　
第
三
十
六
号
●
目
次

　
　
令
和
六
年
度　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解 �

 

2

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究 �

 

5

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
対
人
支
援
の
研
究
―
開
く
対
話
と
場
づ
く
り
の
指
針
― �

 

8

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
地
球
環
境
へ
の
向
き
合
い
― �

 

10

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
展
開 �

 

14

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

宗
立
宗
門
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育 �

 

17

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ �

 

21

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　
『
和
語
灯
録
』
現
代
語
訳
の
研
究
（
第
四
期
） �

 

32

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

外
国
語
浄
土
宗
教
化
資
料
の
作
成 �

 

35

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究 �

 

37

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究 �

 

39

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

法
然
上
人
漢
語
文
献
『
無
量
寿
経
釈
』
の
研
究 �

 

43

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究 �

 

45

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

法
式
研
究 �

 

48

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

布
教
研
究
（『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
） �

 

52

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
） �

 

55

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
） �

 

58



　
　
研
究
成
果
報
告

『
三
部
経
』
説
教
の
研
究 

―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
（
二
）『
無
量
寿
経
』
巻
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布
教
研
究
（『
三
部
経
』
説
教
の
研
究 

―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
） �

 

62

地
球
環
境
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
仏
教　
　
　
　

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
地
球
環
境
へ
の
向
き
合
い
― �

 

153

　
　
研
究
ノ
ー
ト

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解
―
第
一
軽
戒
～
第
十
二
軽
戒
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解 �

 

196

『
無
量
寿
経
釈
』
書
き
下
し　
　
　
　
　
　
　

法
然
上
人
漢
語
文
献
『
無
量
寿
経
釈
』
の
研
究 �

 

245

英
訳
「
あ
る
人
に
示
す
こ
と
ば
」「
津
戸
の
三
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事
」
抄
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究 �

 

＊
45

社
会
貢
献
に
取
り
組
む
浄
土
宗
寺
院　
　
　
　

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
展
開 �

 

＊
11

令
和
六
年
度　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
ス
タ
ッ
フ
一
覧 �

 

＊
7

令
和
六
年
度　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
覧 �

 

＊
6

浄
土
宗
総
合
研
究
所
運
営
委
員
一
覧 �

 

＊
5

浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
一
覧 �

 

＊
4

編
集
後
記 �

 

＊
3



【
令
和
六
年
度
】
研
究
活
動
報
告



2

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

井
野
周
隆

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
田
中
芳
道　

 

柴
田
泰
山　
八
橋
秀
法　

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　
曽
田
俊
弘　
伊
藤
茂
樹　

 

安
達
俊
英　

善
裕
昭　
上
野
忠
昭　

 

中
川
正
業　
鵜
飼
秀
徳　
粟
飯
原
岳
志　

 

角
野
玄
樹　
岩
井
正
道　
田
中
裕
成

【
研
究
目
的
】

現
在
、
浄
土
宗
教
師
養
成
課
程
に
お
い
て
、
四
十
八
軽
戒
の

戒
相
ま
で
学
ぶ
機
会
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
教
師
で
す
ら

四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相
に
つ
い
て
は
、
理
解
が
不

十
分
で
あ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず

教
師
自
身
が
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相
を
正
し
く

理
解
し
た
う
え
で
、
現
代
社
会
に
戒
の
精
神
を
伝
え
、
実
践
に

つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
研
究
班
の
目
的
は
、
四
十
八
軽
戒
の
条
項
や
一
々
の
戒
相

に
つ
い
て
、
制
定
意
図
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
代
的
解
釈
を

施
し
、
一
般
・
檀
信
徒
に
対
し
、
戒
に
基
づ
く
生
活
を
勧
め
る

一
助
と
な
る
試
案
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
四
十

八
軽
戒
の
一
々
の
条
項
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
化
し
て
、
掲
示
伝

道
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
利
用
し
易
い
情
報
を
提
供
し
た
い
。

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解



3　 

研究活動報告

【
研
究
内
容
】

本
研
究
班
で
は
、
研
究
目
的
を
達
成
す
る
た
に
、
大
雲
校

訂
版
『
菩
薩
戒
経
』（『
梵
網
経
』）
を
輪
読
し
、
書
き
下
し
と

現
代
語
訳
を
作
成
し
た
う
え
で
、
四
十
八
軽
戒
の
一
々
の
戒
相

に
つ
い
て
現
代
的
理
解
を
施
し
て
い
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、
四

十
八
軽
戒
の
戒
相
の
中
に
は
、
少
な
か
ら
ず
現
代
人
の
生
活
習

慣
や
価
値
観
と
か
け
離
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
研
究
班
の
方
針
と
し
て
、
字
句
通
り
に
理
解
す
る
だ
け
で
な

く
、
一
々
の
戒
相
の
制
定
意
図
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
現
代
に

も
通
じ
る
よ
う
な
四
十
八
軽
戒
の
理
解
を
施
し
て
い
き
た
い
。

本
年
度
は
、
四
十
八
軽
戒
の
第
一
軽
戒
（
不
敬
師
長
戒
）
か

ら
第
十
二
軽
戒
（
脳
他
販
売
戒
）
を
検
討
す
る
前
段
階
と
し
て
、

大
雲
校
訂
版
『
菩
薩
戒
経
』（『
梵
網
経
』）
に
基
づ
き
、
十
重

禁
戒
の
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
を
作
成
し
、
以
下
の
形
式
で
四

十
八
軽
戒
（
第
一
軽
戒
～
第
十
二
軽
戒
）
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
作
成
し
た
。

一
．
戒
の
名
称　
二
．
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー　
三
．
戒
の
趣
旨　

� 

四
．『
梵
網
経
』
漢
文　
五
．『
梵
網
経
』
訓
読　

�
 

六
．『
梵
網
経
』
和
訳　
七
．
例
話

な
お
、「
戒
の
精
神
を
現
代
に
生
か
す
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

九
月
十
七
日
の
研
究
会
で
京
都
大
学
の
船
山
徹
氏
、
ま
た
二
月

十
二
日
の
研
究
会
で
は
、
大
本
山
金
戒
光
明
寺
布
教
師
会
顧
問

の
日
下
部
謙
旨
師
を
講
師
に
招
聘
し
、
教
示
を
受
け
た
。

【
研
究
成
果
】

四
十
八
軽
戒
の
第
一
軽
戒
（
不
敬
師
長
戒
）
か
ら
第
十
二
軽

戒
（
脳
他
販
売
戒
）
ま
で
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
上
記
の
形
式

で
作
成
し
、『
教
化
研
究
』
三
十
六
号
に
掲
載
す
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
九
年
三
月
（
六
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�
四
月
十
八
日　
五
月
十
四
日　
六
月
十
八
日　

�
 

七
月
九
日　
九
月
十
七
日　
九
月
二
十
四
日　

�
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十
月
二
十
九
日　
十
一
月
二
十
六
日　

�
 

十
二
月
十
日　
十
二
月
二
十
四
日

令
和
七
年　

�

一
月
七
日　
一
月
二
十
八
日　
二
月
四
日　

�
 

二
月
十
二
日　
三
月
四
日　
三
月
五
日　

�
 

三
月
十
二
日　
三
月
二
十
六
日

�

【
文
責
】
井
野
周
隆
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

名
和
清
隆

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
東
海
林
良
昌　
宮
坂
直
樹　

 

和
田
典
善　
大
橋
雄
人　
工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
上
壽
應　
菅
波
正
行　
大
屋
正
順　

 

斎
藤
唯
衣　
小
路
竜
嗣

【
研
究
目
的
】

現
在
、
寺
院
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
か
つ
て
寺
院
は
、
所
在
す
る
地
域
に
居
住
す
る
檀
信
徒

に
よ
っ
て
主
に
護
持
さ
れ
て
い
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の
人

口
移
動
を
契
機
と
し
て
、
遠
距
離
に
居
住
す
る
檀
信
徒
も
増
加

し
、
現
在
で
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
を
同
じ
場
所
で
過
ご

す
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
少
数
派
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
二
ー
三
世
代
同
居
率
の
減
少
、
未
婚
率
の
上
昇
、
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
檀
信
徒
の
次
世
代
に
信
仰
・
寺
檀
関
係

を
継
承
す
る
の
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
て
お
り
、「
墓
じ
ま
い
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
い
わ
ば
流
行
語
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
に
お
い
て
、
寺
院
を
運
営
す
る
住
職

に
は
、
こ
れ
ま
で
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
寺
院
運
営
の
知

識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
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【
研
究
内
容
】

上
記
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
な
か
、「
よ
り
良
い
寺
院
運
営
」

に
必
要
な
点
を
整
理
し
、
そ
の
具
体
的
方
法
を
提
示
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
檀
信
徒
の
情
報
収
集
と
管

理
、
有
効
な
寺
院
の
広
報
の
仕
方
、
墓
地
な
ど
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
法
律
や
経
営
の
視
点
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。
そ
の
成

果
は
、
浄
土
宗
僧
侶
が
利
用
で
き
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
出

版
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

【
研
究
成
果
】

研
究
一
年
目
に
あ
た
る
本
年
は
広
く
情
報
収
集
を
し
、
寺

院
運
営
に
関
す
る
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
ず

は
研
究
員
に
よ
る
情
報
収
集
、
課
題
の
抽
出
を
行
っ
た
う
え
で
、

専
門
家
を
招
い
て
の
情
報
収
集
、
お
よ
び
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

上
半
期
で
は
二
名
の
専
門
家
に
よ
る
特
別
講
義
の
機
会
を
設

け
た
。
当
研
究
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
小
路
竜
嗣
師
に
よ
る
「
お
寺

の
Ｉ
Ｔ
活
用
」（
六
月
十
七
日
）、
弁
護
士
・
長
野
教
区
天
然
寺

副
住
職　

齊
藤
善
隆
師
に
よ
る
「
寺
院
が
、
人
生
の
最
後
に
寄

り
添
う
た
め
に
」（
七
月
二
十
九
日
）
の
二
回
で
、
Ｉ
Ｔ
と
法

律
の
視
点
か
ら
寺
院
運
営
に
関
す
る
知
見
を
深
め
た
。

下
半
期
で
は
、
課
題
の
整
理
、
お
よ
び
、
よ
り
具
体
的
な
検

討
課
題
の
抽
出
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
お
寺
の
未
来
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
挙
げ
ら
れ
た
諸
課
題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
に
対
す
る
具
体
的
対
応
策
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
重
ね
た
。
当
研
究
班
の
構
成
員
は
、
東
日
本
居
住
者
を
中
心

と
し
て
い
る
。
議
論
の
偏
り
を
防
ぐ
た
め
、
西
日
本
在
住
研
究

員
の
参
加
協
力
を
仰
ぎ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
三
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
十
五
日　
五
月
十
三
日　
六
月
三
日　

�
 

六
月
十
七
日　

七
月
二
十
九
日　

八
月
二
十
六
日　

 

九
月
二
日　
九
月
十
一
日　
十
月
七
日　

�
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十
一
月
十
四
日　
十
一
月
二
十
五
日

令
和
七
年　

�

一
月
二
十
日　
二
月
三
日　
二
月
二
十
五
日　

�
 

三
月
十
日　
三
月
三
十
一
日

�

【
文
責
】
名
和
清
隆
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
曽
根
宣
雄

研
究
員　
　
　
　
郡
嶋
昭
示　
宮
坂
直
樹　
春
本
龍
彬　

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

曽
田
俊
弘　
大
河
内
大
博　
樋
口
広
思　

 

大
島
慎
也　

籠
島
浩
貴　
小
野
静
法　

 

高
瀬
顕
功　
平
間
俊
弘

【
研
究
目
的
】

法
然
上
人
の
人
間
観
や
救
済
観
に
立
脚
し
た
寺
院
活
動
を
見

出
す
こ
と
を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
、
浄
土
宗
の
教
え
に
基
づ
く

実
践
可
能
な
活
動
を
取
り
上
げ
て
、
法
然
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
活
用
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
。
特
に
、
地
域
特
性
に
即

し
た
寺
院
活
動
に
お
い
て
、
少
し
の
工
夫
で
実
践
可
能
な
活
動

の
事
例
研
究
を
通
じ
、
教
師
と
寺
庭
が
檀
信
徒
と
の
対
話
の
機

会
や
集
う
場
の
持
つ
意
義
を
検
証
し
、
そ
の
場
面
や
場
づ
く
り

を
中
心
に
、
日
常
的
な
寺
院
活
動
の
あ
り
方
や
実
践
可
能
な
指

針
を
示
す
こ
と
を
目
指
す
。

【
研
究
内
容
】

浄
土
宗
寺
院
の
活
動
の
中
で
、「
開
く
対
話
と
場
づ
く
り
」

に
結
び
つ
い
て
い
く
可
能
性
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
情
報

収
集
を
行
っ
た
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
寺
院
に
お
け
る
活
動
の

他
、
子
供
を
対
象
と
し
た
活
動
（
信
行
道
場
・
お
寺
フ
ェ
ス
等
）

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
対
人
支
援
の
研
究
―
開
く
対
話
と
場
づ
く
り
の
指
針
―
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が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
繋
が
っ
て
行
く
方
法
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
。
ま
た
、
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
継
続
で
あ
る
『
法

然
上
人
の
教
え
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
の
出
版
の
た
め
の
校
正

作
業
を
行
っ
た
。

【
研
究
成
果
】

子
供
達
を
対
象
と
し
た
寺
院
活
動
の
中
に
は
、
参
加
し
た

小
学
生
が
中
学
生
と
な
っ
た
際
に
は
、
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

大
学
生
と
な
っ
た
際
に
は
指
導
員
に
な
る
と
い
う
形
式
を
用
い

て
い
る
寺
院
に
お
い
て
、
住
職
や
寺
庭
と
の
結
び
つ
き
が
強
く

相
談
に
来
る
者
が
多
い
と
い
う
実
例
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
結
び
つ
く
例
を
精
査
し
て
行
き
た
い
。
な

お
、『
法
然
上
人
の
教
え
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
に
つ
い
て
は
、

令
和
七
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
十
五
日　
五
月
二
十
日　
六
月
二
十
四
日　

九
月
三
十
日　
十
月
二
十
八
日　

 

十
一
月
二
十
五
日　
十
二
月
二
十
三
日

令
和
七
年　

�

一
月
二
十
七
日　
二
月
十
七
日　
三
月
十
九
日　

�

【
文
責
】
曽
根
宣
雄
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

吉
田
淳
雄

研
究
員　
　
　
　

�

工
藤
量
導　
若
林
隆
仁

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
雅
翁　
水
谷
浩
志　
伊
藤
竜
信　

�
 

熊
谷
信
是　
岡
崎
秀
麿　
平
子
泰
弘

【
研
究
目
的
】

科
学
技
術
が
進
展
し
社
会
へ
普
及
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生

活
や
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
昨
今
は
と
り
わ
け
科
学

技
術
の
発
展
が
地
球
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ

う
し
た
「
環
境
問
題
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
か
、

社
会
的
な
関
心
と
影
響
が
強
ま
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践

な
ど
は
そ
の
代
表
例
で
あ
ろ
う
。

当
研
究
所
で
は
人
間
の
「
い
の
ち
」
に
関
す
る
諸
問
題
、
い

わ
ゆ
る
生
命
倫
理
が
問
わ
れ
る
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
調

査
と
検
討
を
行
っ
て
き
た
が
、
生
態
系
や
地
球
環
境
と
い
っ
た

人
間
以
外
の
「
い
の
ち
」
に
対
す
る
倫
理
に
関
し
て
は
ほ
と
ん

ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
今
後
、
地
球
環
境
に
対

す
る
倫
理
や
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
社
会
（
マ
ス
コ
ミ
等
）

や
宗
内
（
宗
議
会
な
い
し
個
々
の
寺
院
）
か
ら
浄
土
宗
な
ら
で

は
の
見
解
や
指
針
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
私
た
ち

は
仏
教
者
・
浄
土
宗
侶
と
し
て
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応�

�
�

―
地
球
環
境
へ
の
向
き
合
い
―
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そ
こ
で
「
地
球
環
境
へ
の
向
き
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
球

環
境
を
め
ぐ
る
議
論
の
歴
史
や
そ
の
社
会
的
影
響
、
他
宗
教
に

お
け
る
対
応
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
う
え
で
、

浄
土
宗
の
立
場
か
ら
私
た
ち
の
向
き
合
い
方
（
考
え
方
や
具
体

的
な
行
動
）
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
成
果
を
『
教
化
研
究
』

等
で
報
告
、
一
宗
な
い
し
個
々
の
寺
院
の
教
化
の
参
考
に
供
し

た
い
。

【
研
究
内
容
】

二
年
計
画
で
進
め
る
。
令
和
六
年
度
は
現
状
調
査
を
主
と
し
、

地
球
環
境
問
題
の
概
要
や
現
状
、
環
境
を
め
ぐ
る
倫
理
に
関
す

る
議
論
、
ま
た
各
宗
教
の
環
境
問
題
へ
の
向
き
合
い
（
発
信
や

実
践
）
等
を
調
査
し
報
告
書
に
ま
と
め
る
。
研
究
所
で
は
令
和

三
年
度
に
企
画
調
整
室
委
託
研
究
と
し
て
「
包
括
宗
教
法
人
に

お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
参
照
し
な
が
ら
進
め
て
ゆ
く
。

令
和
七
年
度
は
そ
れ
ら
の
調
査
を
踏
ま
え
、
ま
ず
論
点
や
注
目

点
を
整
理
し
た
う
え
で
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
そ
れ
ら
に
ど
う

対
応
す
る
べ
き
か
を
検
討
し
、
こ
う
し
た
問
題
に
直
面
し
た
場

合
に
考
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
基
本
的
な
向
き
合
い
方
、
私
た

ち
に
出
来
る
、
私
た
ち
が
す
べ
き
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
試

案
を
ま
と
め
た
い
。
な
お
両
年
度
と
も
、
必
要
に
応
じ
て
適
時

専
門
家
を
招
い
た
講
義
な
ど
の
形
で
、
正
確
な
知
識
知
見
の
導

入
と
情
報
の
共
有
に
努
め
て
ゆ
く
。

令
和
六
年
度
は
、
広
く
環
境
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

現
状
と
歴
史
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
、
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
の
関

心
や
問
題
意
識
の
所
在
に
つ
い
て
共
有
を
図
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
を
軸
と
し
て
研
究
活
動
を
実
施
し

た
。
上
半
期
に
は
、
各
自
が
成
果
報
告
書
で
担
当
し
た
い
テ
ー

マ
・
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
発
表
し
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
意
見
交

換
を
経
て
今
年
度
の
成
果
報
告
書
の
分
担
を
決
定
、
各
自
で
調

査
・
執
筆
を
行
っ
た
。
下
半
期
に
は
、
成
果
報
告
書
の
読
み
合

わ
せ
作
業
を
進
め
、
内
容
の
推
敲
を
重
ね
た
。

ま
た
年
間
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の
発
表
会
や
専
門
家

を
招
い
て
の
講
義
を
実
施
し
た
。
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
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＊�

発
表
「
企
画
調
整
室
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
包
括
宗
教
法
人

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
〉
研
究
成
果

の
共
有
」
工
藤
量
導
研
究
員　

令
和
六
年
五
月
二
十
日

＊�

発
表
「
曹
洞
宗
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
（
曹
洞
宗
で
か
つ
て
一

宗
を
挙
げ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
だ
事
例
）
及
び
奈
良
康

明
師
の
論
文
に
つ
い
て
」
平
子
泰
弘
研
究
ス
タ
ッ
フ　

同
七

月
一
日

＊�

講
義
「
公
害
か
ら
地
球
環
境
問
題
へ
」
北
野
大
先
生
（
秋
草

学
園
短
期
大
学
学
長
）
令
和
七
年
三
月
七
日

＊�

講
義
「
本
願
寺
派
総
研
『
環
境
問
題
・
論
点
整
理
』
に
つ
い

て
」
冨
島
信
海
先
生
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研

究
員
）
同
三
月
二
十
六
日

【
研
究
成
果
】

今
年
度
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、こ
こ
で
は
本
号
所
載
の「
成

果
報
告
書
」
の
構
成
と
担
当
者
を
掲
げ
て
お
く
。
内
容
に
つ
い

て
は
「
成
果
報
告
書
」
の
当
該
ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

＊�

は
じ
め
に
（
吉
田
淳
雄
）

＊�

現
在
の
「
環
境
問
題
」
と
そ
の
対
応
（
吉
田
淳
雄
）

＊�

環
境
問
題
に
お
け
る
最
新
科
学
技
術
の
活
用
―
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ

技
術
を
中
心
に
―
（
熊
谷
信
是
）

＊�

環
境
倫
理
の
概
要
（
水
谷
浩
志
）

＊�

日
本
に
お
け
る
環
境
問
題
に
対
す
る
仏
教
の
関
わ
り
（
岡
崎

秀
麿
）

＊�

宗
教
教
団
と
環
境
問
題
―
曹
洞
宗
の
事
例
か
ら
―
（
平
子
泰

弘
）

＊�

環
境
問
題
に
関
す
る
仏
教
者
と
仏
教
関
係
者
の
取
り
組
み
事

例
（
伊
藤
竜
信
）

＊�

小
結
（
吉
田
淳
雄
）

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
十
五
日　
五
月
二
十
日　
六
月
三
日　

�
 

七
月
一
日　
七
月
二
十
二
日　
八
月
二
十
六
日　

 



13　 

研究活動報告

九
月
二
日　
九
月
三
十
日　
十
二
月
二
日

令
和
七
年　

�

一
月
二
十
日　
一
月
二
十
七
日　
二
月
三
日　

�
 

二
月
十
七
日　
三
月
三
日　
三
月
七
日　

�
 

三
月
二
十
四
日　
三
月
二
十
六
日　

�
 
三
月
三
十
一
日

�

【
文
責
】
吉
田
淳
雄
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
東
海
林
良
昌

研
究
員　
　
　
　

�

中
野
孝
昭　

名
和
清
隆　
田
中
芳
道　

 

吉
田
淳
雄　
宮
入
良
光　
工
藤
量
導　

 

大
橋
雄
人　

斎
藤
唯
衣

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

伊
藤
竜
信　
岩
田
照
賢　
小
川
有
閑　

 

下
村
達
郎

【
研
究
目
的
】

こ
れ
ま
で
当
研
究
班
で
は
、
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
浄
土
宗

に
お
け
る
社
会
事
業
の
代
表
例
と
し
て
、
宗
派
の
推
進
事
業
と

な
っ
て
い
る
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
に
取
り
組
む
寺
院
に
つ

い
て
研
究
し
て
き
た
。
直
近
の
2
年
間
で
は
、
全
国
各
地
で
開

催
さ
れ
て
い
る
介
護
者
カ
フ
ェ
の
展
開
と
連
携
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
調
査
と
知
識
提
供
を
行
っ
た
結
果
、
有

志
に
よ
り
全
国
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
連
絡
協
議
会
が
結
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
中
で
分
か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
開

催
寺
院
同
士
の
地
域
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
、
会
運
営
の
た
め
の
有
益
な
知
識
交
換
、

主
催
者
の
精
神
的
安
定
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
に
付
随
し
て
、
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
、
お
寺
で
の
介
護

者
カ
フ
ェ
が
、
都
会
や
地
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
住
職

の
特
技
や
地
域
社
会
の
特
性
に
よ
り
、
多
様
な
あ
り
方
を
有
し

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
展
開
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て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。
そ
の
各
地
で
の
カ
フ
ェ
の
多

様
性
を
調
査
す
る
必
要
性
が
研
究
の
動
機
で
あ
る
。

【
研
究
内
容
】

上
半
期
は
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
以
外
の
浄
土
宗
が
取
り

組
む
社
会
事
業
全
体
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
検
討
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
宗
に
関
わ
る
社
会
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て

い
る
「
公
益
財
団
法
人　

浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
」
の
助
成
事

業
の
研
究
で
あ
る
。
財
団
担
当
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
、
そ
し

て
助
成
事
業
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
助
成
事
業
全

体
の
傾
向
や
年
度
ご
と
の
助
成
事
業
数
の
変
化
等
を
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
い
く
つ
か
の
助
成
内
容
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
助
成
事
業
の
評
価
や
可
能
性
を
検
討
す
る

に
あ
た
り
、
実
際
に
調
査
を
行
う
必
要
性
が
出
て
き
た
。
下
半

期
に
は
各
助
成
事
業
の
運
営
者
に
対
し
、
福
井
教
区
や
大
阪
教

区
の
寺
院
へ
の
実
地
調
査
を
行
っ
た
。

【
研
究
成
果
】

近
年
浄
土
宗
が
取
り
組
む
社
会
貢
献
事
業
の
傾
向
や
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
途
中
経
過
を
研
究
ノ
ー
ト
と
し

て
『
教
化
研
究
』
に
掲
載
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
三
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
四
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

五
月
一
三
日　
五
月
二
七
日　
六
月
一
〇
日　

 

六
月
二
四
日　
七
月
一
日　
七
月
二
二
日　

 

七
月
二
九
日　
九
月
二
三
日　
十
月
二
一
日　

 

十
一
月
一
一
日　
十
一
月
二
五
日　
十
二
月
二
日　

十
二
月
九
日

令
和
七
年　

�

一
月
七
日　
一
月
八
日　
一
月
二
〇
日　

 

一
月
二
一
日　
一
月
二
二
日　
二
月
二
六
日　

 
三
月
三
〇
日　
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�

【
文
責
】
東
海
林
良
昌
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
坂
直
樹

研
究
員　
　
　
　

�

今
岡
達
雄　
袖
山
榮
輝　
林
田
康
順　

 

名
和
清
隆　
工
藤
量
導　
石
田
一
裕　

 

青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

高
瀬
顕
功　
大
屋
正
順　
平
間
理
俊　

 

神
田
眞
雄　
渡
邉
龍
彦

【
研
究
目
的
】

浄
土
宗
は
多
く
の
宗
立
宗
門
学
校
を
抱
え
て
い
る
（
中
学
校

十
二
校
、
高
校
十
七
校
）。
毎
年
数
千
人
の
生
徒
を
相
手
に
仏

教
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
学
校
現
場
の
経
験
や
事
例
の

中
に
は
、
十
代
の
若
者
が
興
味
を
持
つ
内
容
、
生
徒
の
悩
み
の

解
決
に
寄
与
し
た
内
容
な
ど
、「
中
高
生
世
代
へ
の
教
化
」
と

い
う
点
で
知
見
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
班
は
、
担
当
の
教
学
部
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
宗
立
宗
門
学
校
の
仏
教
教
育
の
内
容
調
査
を
通

し
て
、
以
下
の
二
点
を
目
標
と
す
る
。

①�

全
国
の
浄
土
宗
寺
院
と
浄
土
宗
教
師
が
中
高
生
世
代
の
檀

信
徒
へ
の
教
化
に
あ
た
っ
て
有
効
な
仏
教
の
要
素
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と

②�

学
校
間
で
種
々
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
宗
立
宗

門
学
校
で
の
仏
教
教
育
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宗
立
宗
門
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
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あ
わ
せ
て
各
校
で
情
報
を
共
有
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
情
報
収
集
（
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
に
加
え
以

下
の
内
容
の
研
究
会
を
行
っ
た
。

・�

授
業
に
て
生
徒
が
関
心
を
持
っ
た
内
容
（
心
に
残
っ
て
い
る

こ
と
）
に
関
す
る
調
査
（
二
校
に
て
年
度
末
に
実
施
）

・�Google W
orkspace

を
利
用
し
た
教
材
情
報
共
有
ツ
ー
ル

の
試
験
運
用
と
公
開
に
向
け
た
意
見
の
集
約

・�

宗
立
宗
門
校
教
職
員
研
修
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

と
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
の
項
目
の
検
討
、
事
後
レ
ポ
ー
ト
分
析

・�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
事
務
局
次
長
・
伊
藤
容
子
氏

を
お
迎
え
し
て
「
開
発
教
育
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
身
近

な
も
の
か
ら
持
続
可
能
な
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」

の
体
験
と
、
仏
教
教
育
と
の
親
和
性
の
検
討
（
仏
教
教
育
を

社
会
的
意
義
と
し
て
広
義
で
捉
え
る
た
め
の
考
察
）

・�

開
宗
八
五
〇
年
記
念
「
浄
土
宗
宗
立
宗
門
学
校
合
同
音
楽
法

要
」
に
参
列
し
た
感
想
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査

・�

法
然
上
人
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
研
究
班
の
冊
子
に
掲

載
す
る
対
談
に
参
加
す
る
生
徒
の
募
集
と
参
加
生
徒
と
の
対

話
・�

本
研
究
班
が
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ

た
一
般
の
方
か
ら
の
依
頼
で
成
城
学
園
初
等
学
校
二
年
生
の

一
ク
ラ
ス（
三
十
六
名
）と
教
員
二
名・保
護
者
十
名
で
の「
お

寺
に
泊
ま
ろ
う
」
の
企
画
と
大
本
山
増
上
寺
で
の
実
施
の
サ

ポ
ー
ト

・�

庭
野
平
和
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
若
者
の
宗
教
性
は
ど
う
涵

養
さ
れ
る
の
か
、
さ
れ
な
い
の
か
。
ど
こ
で
、
誰
に
。」
へ

の
参
加
と
、
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

【
研
究
成
果
】

・�

教
材
の
共
有
は
各
教
員
に
一
定
の
要
望
が
あ
る
も
の
の
、
個

人
で
所
有
す
る
教
材
の
共
有
に
は
や
や
消
極
的
な
先
生
も
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
教
材
を
共
有
し
て
他
の

教
員
が
使
用
し
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
他
の
教
員
が
使
用
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し
て
い
る
教
材
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
と
し
て
も
「
自
分
の

授
業
」
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
思
い
も
一
因
に
あ
る
。
収
集
の
方
法
を
再
検
討

す
る
と
と
も
に
、
研
究
所
内
の
他
の
研
究
班
が
研
究
成
果
と

し
て
作
成
し
た
冊
子
の
活
用
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

・�

開
発
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
村
で
油
ヤ
シ

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建
設
す
る
こ
と
へ
の
賛
否
を
、
現
地

政
府
の
役
人・村
長・住
民・開
発
企
業
の
社
員
な
ど
推
進
派・

否
定
派
に
分
か
れ
て
議
論
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
論

を
通
し
て
①
身
近
な
商
品
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
油
ヤ
シ
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
と
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
、
②
開
発

を
と
り
ま
く
人
々
の
文
化
や
価
値
観
、
主
張
を
理
解
し
、
開

発
の
問
題
と
と
り
ま
く
理
想
の
衝
突
を
体
験
す
る
、
③
自
ら

に
も
世
界
を
変
え
る
力
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
何
が
で
き
る
か

考
え
る
、
こ
と
が
出
来
た
。
公
正
や
共
生
な
ど
多
く
の
理
念

を
含
む
開
発
教
育
と
仏
教
教
育
に
は
接
点
が
多
く
、
こ
う
し

た
社
会
問
題
の
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
な
が
ら
仏

教
の
理
念
を
伝
え
る
こ
と
の
有
用
性
を
感
じ
た
。
ま
た
仏
教

教
育
で
の
参
加
型
学
習
の
在
り
方
を
考
え
る
一
助
と
な
っ
た
。

・�

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
に
総
本
山
知
恩
院
で
開
催
さ
れ

た
「
浄
土
宗
開
宗
八
百
五
十
年
記
念　

宗
立
宗
門
校
合
同

音
楽
法
要
」
は
千
名
を
超
え
る
生
徒
が
参
加
。
関
東
な
ど

遠
方
の
学
校
は
生
徒
代
表
が
参
加
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。
参

加
し
た
生
徒
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
は
、
総
本
山
知
恩
院
と
い

う
場
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
感
動
と
と
も
に
、
同
じ
浄
土

宗
立
宗
門
学
校
の
生
徒
が
全
国
に
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
ま

た
各
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
仏
教
行
事
に
も
思
い
を
新
た
に

し
た
、
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。
一
方
で
「
せ
っ
か
く
の

機
会
で
あ
り
ま
た
待
ち
時
間
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し

た
時
間
に
他
校
の
生
徒
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ

か
っ
た
」「
関
東
と
関
西
で
は
普
段
触
れ
て
い
る
仏
教
聖
歌

が
違
い
知
ら
な
い
曲
も
あ
っ
た
。
ま
た
知
っ
て
い
る
曲
も
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
違
う
よ
う
に
感
じ
た
」「
と
て
も
良
い
経
験
だ
っ

た
の
で
関
東
で
も
行
っ
て
、
全
員
は
無
理
だ
と
し
て
も
自
校

の
生
徒
に
も
経
験
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
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聞
か
れ
た
。
研
究
班
と
し
て
は
い
ず
れ
の
意
見
も
、
こ
う
し

た
機
会
が
良
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
の
意
見
と
受
け
止
め
て
い

る
。

・�

成
城
学
園
初
等
学
校
二
年
生
の
研
修
で
は
ま
だ
宿
泊
行
事

経
験
が
無
い
児
童
に
対
し
て
ま
ず
は
「
お
寺
と
い
う
場
や
仏

教
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
」
を
主
眼
に
企
画
。
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
鐘
撞
見
学
、
木
魚
の
音
楽
会
を
取
り
入
れ
た
。
大

本
山
増
上
寺
安
國
殿
で
の
成
長
祈
願
や
朝
勤
行
へ
の
参
列

は
「
希
望
者
の
み
」
と
し
た
が
、
全
員
が
参
加
し
た
。
普
段

の
学
校
と
は
ま
た
違
っ
た
場
で
、
規
律
を
求
め
ら
れ
る
生
活

も
児
童
た
ち
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
る
よ
う
で
、
先

生
方
や
保
護
者
か
ら
は
「
場
が
変
わ
れ
ば
き
ち
ん
と
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
注
意
し
合
う
な
ど
成
長
が
見
ら
れ
た
」

と
の
話
を
耳
に
し
た
。
児
童
や
保
護
者
の
感
想
を
後
日
い
た

だ
い
た
た
め
今
後
検
証
を
す
る
予
定
。

・�

中
高
生
へ
の
心
に
残
っ
て
い
る
授
業
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

年
度
末
に
実
施
し
た
た
め
次
年
度
に
検
証
予
定
。

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

五
月
二
十
七
日　
六
月
二
十
六
日　
七
月
五
日　

七
月
二
十
三
日　
七
月
三
十
日　
八
月
一
日　

 

七
月
三
十
一
日　
九
月
二
十
四
日　

 

十
月
二
十
三
日　
十
一
月
二
十
六
日　

令
和
七
年　

�

一
月
二
十
九
日　
二
月
七
日　
三
月
十
三
日　

 

三
月
十
四
日

�

【
文
責
】
宮
坂
直
樹
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　

�

工
藤
量
導

研
究
員　
　
　
　

�

東
海
林
良
昌　
石
田
一
裕　
宮
坂
直
樹　

 

宮
入
良
光　
大
橋
雄
人　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

斎
藤
唯
衣　
吉
水
岳
彦　
服
部
祐
淳　

 

関
光
恵　
山
下
千
朝　
中
村
吉
基　

 

エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
ッ
リ　
若
麻
績
憲
義

【
研
究
目
的
】

本
研
究
会
の
目
的
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問
題
に
関
す
る
最
新

の
情
報
、
と
く
に
各
宗
教
団
体
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
調
査
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
法
然
上
人
の
平
等
思

想
を
基
底
と
す
る
浄
土
宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
と
い

か
に
関
わ
り
、
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
ゆ
く
べ
き
か
を
検
討
し
て
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土

宗
の
寺
院
が
誰
に
と
っ
て
も
足
が
運
び
や
す
く
、
僧
侶
が
安
心

の
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
教
学
・
布
教
・
法
式
の
各
分
野
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
べ
き
か
を
ま
と
め
る
。

【
研
究
内
容
】

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
総
研
叢
書
第
一

〇
集
『
そ
れ
ぞ
れ
の
か
が
や
き
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
る
』
を
刊
行
、

二
〇
一
九
年
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
然
上
人
に
み
る
平
等

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
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思
想
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
考
え
る
視
座
と
し
て
」
を
開
催
し
て
、
寺

院
お
よ
び
僧
侶
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
の
抱
え
る
困
難
や
生
き

づ
ら
さ
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
共
に
社
会
を
生
き
て
ゆ
く
か
を

考
え
て
ゆ
く
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
は
、

具
体
的
な
展
開
を
欠
い
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
社
会
的
な
関
心
は
よ
り
高
ま
っ
て

お
り
、
小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
各
種
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
お
け
る
活
動
の
進
展
は
も
と
よ
り
、
宗
教
界
お
よ
び
仏

教
界
に
お
い
て
も
個
々
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
少
し
ず
つ
支
援

の
輪
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
牧
師
か
つ

当
事
者
で
も
あ
る
中
村
吉
基
氏（
本
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
）が「
宗

教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
本
研
究
班
に

属
す
る
工
藤
、
石
田
も
こ
れ
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
や
取
り
組
み
は
、
多
様
性
、

社
会
的
包
摂
、
公
益
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た
現
代
社
会
の
宗

教
者
・
宗
教
団
体
に
期
待
さ
れ
る
示
準
と
も
直
結
す
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
浄
土

宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
か
を
研
究
し
、
提
言
を
ま

と
め
て
ゆ
く
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
活
動
に
お
け
る
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

（
１
）
講
師
招
聘

・
遠
藤
ま
め
た
先
生
（
一
般
社
団
法
人
に
じ
ー
ず
代
表
）

一
般
社
団
法
人
に
じ
ー
ず
代
表
で
あ
り
、『
教
師
だ
か
ら
知
っ

て
お
き
た
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
入
門
』『
み
ん
な
自
分
ら
し
く
い
る
た

め
の
は
じ
め
て
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』『
Ｑ
＆
Ａ
多
様
な
性
・
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
包
括
的
性
教
育
』
な
ど
の
著
書
を
執
筆
さ
れ

た
遠
藤
ま
め
た
先
生
を
招
聘
し
て
、「
性
の
多
様
性
を
前
提
と

し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
」
と
の
発
題
に
て
講
義
を
い
た

だ
き
、
研
究
員
お
よ
び
研
究
ス
タ
ッ
フ
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

主
た
る
講
義
内
容
は
、
①
一
般
社
団
法
人
に
じ
ー
ず
の
活
動

状
況
、
②
性
の
多
様
性
に
関
す
る
基
礎
知
識
（
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
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ト
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
、
普
段
の
会
話
な
ど
）、
③
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
（
学
校
環
境
の
見
直
し
、
い
の
ち
と
学
習
権

の
問
題
、
制
服
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
）、
④
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事

者
の
お
か
れ
た
環
境
、
⑤
生
き
や
す
い
世
の
中
に
つ
い
て
、
⑥

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
（
ト
ラ
ン
ス
の
要
件
を
め
ぐ

る
判
決
、
生
活
実
態
と
法
的
性
別
が
違
う
ケ
ー
ス
、
よ
く
あ
る

誤
解
と
整
理
の
ポ
イ
ン
ト
、ス
ポ
ー
ツ
、ト
イ
レ
な
ど
）
で
あ
る
。

質
疑
応
答
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
支
援
を
め
ぐ
る
現
在
の
状
況

を
ふ
ま
え
た
将
来
的
な
展
望
、
あ
る
い
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す

る
視
点
を
取
り
入
れ
た
宗
教
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
。

（
２
）�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
啓
発
冊
子
『
カ
ラ
フ
ル
な
共
生
社
会
を

目
指
し
て
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え

る
―
』
の
編
集

本
年
度
の
主
た
る
研
究
活
動
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
啓
発
冊

子
『
カ
ラ
フ
ル
な
共
生
社
会
を
目
指
し
て
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に

つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
る
―
』
の
編
集
作
業
で
あ
っ
た
。
本
年

度
末
の
令
和
七
年
三
月
十
四
日
付
で
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
完
成
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

し
た
（
Ｂ
５
版
、
24
ペ
ー
ジ
）。
デ
ー
タ
の
完
成
の
み
で
、
印

刷
に
つ
い
て
は
次
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。

【
作
成
の
目
的
】

法
然
上
人
の
平
等
思
想
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の
中
に
偏

見
や
差
別
の
意
識
が
な
い
か
ど
う
か
見
つ
め
な
お
し
、
性
の
多

様
性
（
カ
ラ
フ
ル
さ
）
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
生
き
づ
ら
さ
と
い

う
課
題
に
つ
い
て
、「
共
生
（
と
も
い
き
）」
の
立
場
か
ら
一
緒

に
み
ん
な
で
考
え
て
ゆ
こ
う
と
い
う
観
点
の
も
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
啓
発
冊
子
を
作
成
し
た
。
浄
土
宗
寺
院
だ
け
で
な
く
、
宗

立
宗
門
学
校
に
お
け
る
教
材
と
し
て
の
利
用
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
の
利
用
も
想
定
し
た
サ
イ
ズ
感
と

な
っ
て
い
る
。
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【
目
次
】

座
談
会

・
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
か
ら
考
え
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

気
づ
く

　
・「
い
な
い
」
の
で
は
な
く
、「
見
え
て
い
な
い
」
？

　
・
身
近
に
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋

　
・
当
事
者
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う

知
る

　
・「
性
＝
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

　
・
性
は
虹
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

　
・
多
様
な
「
性
」
の
あ
り
方
／
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を
知
る

　
・
コ
ラ
ム
：
い
つ
か
語
り
合
い
た
い
―
Ｍ
さ
ん
へ
の
手
紙
―

考
え
る

　
・
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
こ
う

　
・
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

　
・
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
、
自
分
ら
し
さ

　
・
コ
ラ
ム
：
あ
な
た
の
代
名
詞
は
な
ん
で
す
か
？

目
指
す
：
法
然
上
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
・
フ
ェ
ア
な
ま
な
ざ
し
の
も
と
正
々
堂
々
と

　
・
み
ん
な
の
幸
せ
を
共
に
考
え
る

　
・
普
通
を
突
き
抜
け
た
カ
ラ
フ
ル
な
生
き
方

　
・
ア
ラ
イ
に
な
ろ
う
―
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
―

オ
ス
ス
メ
の
作
品
／
相
談
窓
口
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【
装
丁
】

〈
表
紙
―
裏
表
紙
〉

〈
１
ペ
ー
ジ
―
２
ペ
ー
ジ
〉
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〈
３
ペ
ー
ジ
―
４
ペ
ー
ジ
〉

〈
５
ペ
ー
ジ
―
６
ペ
ー
ジ
〉
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〈
７
ペ
ー
ジ
―
８
ペ
ー
ジ
〉

〈
９
ペ
ー
ジ
―
10
ペ
ー
ジ
〉



28

〈
11
ペ
ー
ジ
―
12
ペ
ー
ジ
〉

〈
13
ペ
ー
ジ
―
14
ペ
ー
ジ
〉
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〈
15
ペ
ー
ジ
―
16
ペ
ー
ジ
〉

〈
17
ペ
ー
ジ
―
18
ペ
ー
ジ
〉
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〈
19
ペ
ー
ジ
―
20
ペ
ー
ジ
〉

〈
21
ペ
ー
ジ
―
22
ペ
ー
ジ
〉
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【
研
究
期
間
】

令
和
三
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
五
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
お
よ
び
協
議
内
容
】

令
和
六
年　

�

四
月
十
一
日　
四
月
十
八
日　
五
月
十
六
日　

 

五
月
二
十
三
日　
六
月
十
三
日　
六
月
二
十
日　

七
月
十
一
日　
七
月
十
八
日　
八
月
一
日　

 

八
月
八
日　
八
月
二
十
三
日　
九
月
二
十
日　

 

九
月
二
十
六
日　
十
月
三
日　
十
月
十
日　

 

十
月
二
十
三
日　
十
月
三
十
日　

 

十
一
月
二
十
一
日　
十
二
月
十
二
日　

 

十
二
月
十
八
日　
十
二
月
二
十
三
日　

 

十
二
月
二
十
五
日

令
和
七
年　

�

一
月
十
六
日
（
遠
藤
ま
め
た
先
生
講
義
）　 

一
月
二
十
日　
二
月
三
日　
二
月
十
二
日　

 

二
月
十
七
日　
二
月
二
十
日　
三
月
十
一
日　

 

三
月
二
十
六
日

�

【
文
責
】
工
藤
量
導
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
林
田
康
順   

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
曽
根
宣
雄　
和
田
典
善　

 

東
海
林
良
昌　
佐
藤
堅
正　
郡
嶋
昭
示　

 

石
田
一
裕　
工
藤
量
導　
大
橋
雄
人　

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
川
琢
道　
吉
水
岳
彦　
石
上
壽
應　

 

杉
山
裕
俊　
長
尾
隆
寛　
杉
浦
靖
隆

【
研
究
目
的
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
法
然
上
人
『
和
語
灯
録
』
全

七
巻
（『
浄
土
宗
聖
典
』
第
四
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
を
進
め
、

そ
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。
す
で
に
当
研
究
所
に
お
い
て
、

「
浄
土
三
部
経
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
第
一
巻
所
収
）、
及
び
、『
法

然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四
十
八
巻
伝
』）（『
浄
土
宗
聖
典
』
第

六
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
は
そ

う
し
た
『
浄
土
宗
聖
典
』
現
代
語
訳
作
業
の
一
貫
で
あ
る
。
か

つ
て
、
当
研
究
所
法
語
班
に
お
い
て
多
く
の
法
語
が
現
代
語
訳

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
的
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
資
産
を
大
い
に
活
用
し
、
着
実
に
成
果
を
積
み

重
ね
、『
和
語
灯
録
』全
七
巻
の
現
代
語
訳
を
完
遂
し
た
い
。『
和

語
灯
録
』
に
所
収
さ
れ
る
法
然
上
人
御
遺
文
の
現
代
語
訳
は
、

宗
学
・
教
学
の
興
隆
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
布
教
の
充

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
和
語
灯
録
』
現
代
語
訳
の
研
究
（
第
四
期
）
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実
に
直
結
し
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す
こ
と
と
な
る

で
あ
ろ
う
。 

な
お
令
和
六
・
七
年
度
に
現
代
語
訳
に
取
り
組

む
聖
典
は
、『
和
語
灯
録
』
第
四
巻
で
あ
る
。 

【
研
究
内
容
】

令
和
六
年
度
の
研
究
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず

現
代
語
訳
に
取
り
組
む
テ
キ
ス
ト
の
底
本
は
、『
浄
土
宗
聖
典
』

第
四
巻
所
収
の
『
和
語
灯
録
』
第
四
巻
の
釈
文
と
す
る
。
本
巻

は
次
の
九
編
の
法
語
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

大
胡
太
郎
の
妻
室
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
三

熊
谷
の
入
道
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
四

津
戸
三
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
五

黒
田
の
聖
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
六

越
中
の
光
明
房
へ
遣
わ
す
御
返
事　
第
十
七

正
如
房
へ
遣
わ
す
御
文　
第
十
八

禅
勝
房
に
示
す
御
こ
と
ば　
第
十
九

十
二
問
答　
第
二
十

十
二
箇
条
問
答　
第
二
十
一

こ
れ
ら
の
御
法
語
を
全
研
究
員
が
分
担
し
て
試
訳
を
作
成
し
、

全
体
会
で
そ
れ
を
検
討
し
て
、
順
次
完
成
稿
を
ま
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
註
を
作
成
し
た
。

【
研
究
成
果
】

令
和
六
年
度
に
お
い
て
、
大
胡
太
郎
の
妻
室
へ
遣
わ
す
御
返

事
・
熊
谷
の
入
道
へ
遣
わ
す
御
返
事
・
津
戸
三
郎
へ
遣
わ
す
御

返
事
・
黒
田
の
聖
へ
遣
わ
す
御
返
事
・
越
中
の
光
明
房
へ
遣
わ

す
御
返
事
・
正
如
房
へ
遣
わ
す
御
文
・
禅
勝
房
に
示
す
御
こ
と

ば
の
七
編
の
第
一
次
試
訳
及
び
脚
註
の
作
成
を
と
り
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
て
、『
教
化

研
究
』
第
三
七
号
に
掲
載
し
て
研
究
成
果
の
報
告
と
す
る
。
な

お
、
今
後
も
作
業
を
継
続
し
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
現
代
語

訳
の
刊
行
を
目
指
し
た
い
。
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【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
一
日　
四
月
十
五
日　
五
月
十
三
日　

 

五
月
二
十
日　
五
月
二
十
七
日　
六
月
三
日　

 

六
月
十
七
日　
六
月
二
十
四
日　
七
月
八
日　

 

七
月
二
十
二
日　
八
月
十
九
日　
九
月
九
日　

 

九
月
三
十
日　
十
月
二
十
一
日　
十
一
月
十
一
日　

 

十
一
月
十
八
日

令
和
七
年　

�

一
月
六
日　
一
月
二
十
日　
二
月
三
日　

 

三
月
十
日　
三
月
二
十
四
日　
三
月
三
十
一
日

（
全
二
十
一
回
）

�

【
文
責
】
林
田
康
順
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
田
中
芳
道

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

 

八
橋
秀
法　
北
條
竜
士

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　
石
川
広
宣　
原
マ
リ　
林
雅
清　

前
田
信
剛　
吹
田
隆
徳　
下
端
啓
介　

 

酒
井
仁
成　
岩
井
正
道

【
研
究
目
的
】

当
研
究
は
、
浄
土
宗
劈
頭
宣
言
に
あ
る
「
世
界
に
共
生
を
」

を
具
現
化
す
る
た
め
、
海
外
に
い
る
人
々
に
、
浄
土
宗
の
教
え

と
し
き
た
り
を
周
知
す
る
。

こ
れ
か
ら
日
本
の
寺
院
が
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
を

考
え
て
、
日
本
に
住
む
外
国
人
が
理
解
可
能
な
簡
潔
な
資
料
の

作
成
を
目
的
と
す
る
。

【
研
究
内
容
】

当
研
究
班
は
、『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
』
を
は
じ
め
、
引
導・

表
白
を
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

中
国
語
な
ど
に
翻
訳
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
多
言
語
化
研
究

を
通
し
て
、
海
外
開
教
区
と
の
繋
が
り
も
で
き
、
各
言
語
へ
の

翻
訳
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
』
引
導
・
表
白
等
の
翻
訳
に
引
き
続

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

外
国
語
浄
土
宗
教
化
資
料
の
作
成
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き
、
海
外
開
教
区
の
方
々
の
要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。
社
会
部
と
の
連
携
を
前
提
と
し
て
海
外
開
教
区
か
ら

の
要
望
に
積
極
的
に
応
え
て
い
き
た
い
。

加
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
最
近
は
日
本
仏

教
、
浄
土
宗
に
関
心
を
持
つ
外
国
人
が
増
え
、
外
国
語
で
の
文

献
を
探
索
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
つ
ま

り
多
く
の
外
国
人
が
日
本
に
移
住
し
、
日
本
の
文
化
、
宗
教
に

か
か
わ
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
外
国
人
は
異
文

化
、
異
宗
教
、
し
き
た
り
、
に
つ
い
て
多
く
戸
惑
う
こ
と
が
あ

る
た
め
、
外
国
語
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
も
の
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

浄
土
宗
出
版
の
書
籍
の
中
か
ら
、
海
外
開
教
区
で
行
わ
れ
て

い
る
行
事
な
ど
を
踏
ま
え
て
、『
仏
事
で
“
困
っ
た
！！
”
そ
の
時

に
』
を
も
と
に
、
英
語
の
資
料
作
成
し
て
い
る
。
各
開
教
区
に

合
わ
せ
た
資
料
を
作
成
し
て
い
る
た
め
、
不
足
分
は
浄
土
宗
出

版
の
『
よ
く
わ
か
る
浄
土
宗
の
お
仏
壇
』、『
お
葬
式
は
な
ん
の

た
め
？
だ
れ
の
た
め
？
』、『
法
事
は
な
ん
の
た
め
？
だ
れ
の
た

め
？
』
な
ど
を
参
考
に
し
て
補
い
、
必
要
で
な
い
部
分
は
除
外

し
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

英
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
資
料
が
完
成
後
、
依
頼
元
で
あ
る

社
会
部
に
提
出
す
る
。
そ
の
後
社
会
部
の
指
示
に
従
う
。

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月 

か
ら 

令
和
八
年
三
月
（
二
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

五
月
二
十
一
日　
六
月
十
七
日　
七
月
十
六
日　

 

八
月
二
十
七
日　
九
月
三
十
日　
十
月
二
十
八
日　

十
一
月
十
一
日　
十
一
月
十
九
日　
十
二
月
三
日　
　

令
和
七
年　

�

一
月
二
十
二
日　
二
月
二
十
五
日　

 

三
月
三
十
一
日

�

【
文
責
】
田
中
芳
道
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
石
田
一
裕

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
佐
藤
堅
正　
北
條
竜
士　

 

春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
渡
邉
眞
儀

【
研
究
目
的
】

本
研
究
の
目
的
は
釈
尊
聖
語
を
通
じ
て
開
宗
八
五
〇
年
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
お
念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
や
布
教
の
た
め
の
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
研

究
所
よ
り
そ
の
解
釈
を
提
示
し
た
（『
教
化
研
究
』
三
〇
号
）。

本
研
究
は
そ
の
解
釈
を
踏
ま
え
、
釈
尊
聖
語
に
基
づ
い
た
仏
教

的
な
幸
せ
の
理
解
を
示
す
と
と
も
に
、
三
部
経
や
法
語
と
の
関

連
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗
教
師
が
日
常
的
な
布
教
を
行

う
際
の
資
料
と
し
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
広
報
・
教
化
に
資
す
る
た
め
、

原
文
を
踏
ま
え
た
短
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
成
す
る
。

【
研
究
内
容
】

本
年
度
は
三
か
年
計
画
の
三
年
目
と
し
て
研
究
を
進
め
た
。

四
月
と
五
月
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
大
法
輪

閣
社
よ
り
出
版
す
る
『
ブ
ッ
ダ
＋
法
然 

幸
せ
の
智
慧
』
の
内

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究
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容
の
検
討
を
行
っ
た
。
六
月
に
原
稿
執
筆
に
お
け
る
表
記
の
統

一
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
た
。
そ
の
後
は
研
究
担
当
者
各
自

が
執
筆
を
進
め
た
。
一
二
月
に
入
稿
原
稿
を
全
体
で
検
討
し
た
。

原
稿
入
稿
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ
共
有
を
し
、
各
自
校
正

作
業
等
を
行
っ
た
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
成
果
は
大
法
輪
閣
社
よ
り
『
ブ
ッ
ダ
＋
法
然 

幸
せ
の
智
慧
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
浄
土
宗
開
宗
八

五
〇
年
記
念
の
一
書
で
あ
り
、
全
五
章
で
構
成
さ
れ
る
。
全
国

の
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
四
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
三
年
計
画
の
三
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
十
二
日
、
四
月
二
十
六
日
、
四
月
三
十
日　

五
月
十
四
日　
六
月
十
一
日　
十
月
十
日　

 
十
二
月
十
日

�

【
文
責
】
石
田
一
裕
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研究活動報告

【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
北
條
竜
士

研
究
員　
　
　
　

�

戸
松
義
晴　
齊
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　

 

佐
藤
堅
正　
石
田
一
裕　
田
中
芳
道　

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

髙
瀨
顕
功　
平
間
理
俊　
酒
井
仁
成　

 

和
田
良
世　
岩
谷
隆
法　
下
端
啓
介　

 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ

業
務
委
託　
　
　

�

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム　
ウ
エ
イ
ン
横
山
茂
人

【
研
究
目
的
】

現
在
、
海
外
あ
る
い
は
英
語
文
化
圏
に
お
い
て
日
本
浄
土

教
の
基
本
典
籍
（
浄
土
三
部
経
、
祖
師
の
典
籍
な
ど
）
を
扱
っ

て
日
本
浄
土
教
に
つ
い
て
学
ぶ
場
合
、
既
に
数
多
く
出
版
さ
れ

て
い
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
の
も
の
に
依
存
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
世
界
に
お
け
る
日
本
浄
土
教
の
関
心
あ
る
い

は
研
究
対
象
が
、
親
鸞
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
法
然
、
浄
土
宗
関
係
の
英
語
出
版
物
は
極
め
て
少
な

い
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
、
浄
土
宗
の
教
え
を
世
界
に
発
信
す
る

に
は
、
ま
ず
浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
作
業
を
行
い
、
そ
れ
ら

を
出
版
、
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
法
然
浄

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究
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土
教
に
世
界
の
人
々
が
触
れ
、
そ
れ
を
機
縁
に
研
究
者
の
育
成
、

浄
土
宗
の
信
仰
の
拡
充
、
牽
い
て
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭

宣
言
の
具
現
化
が
叶
う
。

本
研
究
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
で
あ
る
「
愚
者
の

自
覚
を　

家
庭
に
み
仏
の
光
を　

社
会
に
慈
し
み
を　

世
界
に

共
生
き
を
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
浄
土
宗
の
教
え
を
典
籍
の
翻

訳
作
業
、
出
版
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
で
の
公
表
、
国
際
学
会
で
の

発
表
、
海
外
研
究
者
や
仏
教
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
国
内
は

も
ち
ろ
ん
世
界
へ
劈
頭
宣
言
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
研
究
内
容
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』

・�

新
規
英
訳
作
業
…
本
作
業
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
の
仏
教
学
教
授
で
あ
る
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
と
研

究
会
を
開
催
し
、『
和
語
灯
録
』
の
全
英
訳
を
目
指
す
。

②
英
訳
『
観
経
疏
』

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
と
柴
田
研
究
員
・
和
田
研
究
員
に
よ

る
研
究
会
を
開
催
し
、『
観
経
疏
』
の
全
英
訳
を
目
指
す
。

③
英
訳
『
四
十
八
巻
伝
』

『
四
十
八
巻
伝
』の
英
訳
本（Coats and Ishizuka

『H
onen 

T
he Buddhist Saint

』）
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
作
業
に
よ
っ
て
デ
ー
タ

化
し
、
現
代
に
適
し
た
英
訳
に
修
正
し
、
そ
の
公
開
を
目
指
す
。

現
在
、
英
訳
修
正
作
業
は
終
了
し
て
い
る
が
、
公
開
先
で
あ
る

浄
土
宗
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
作
業
中
で
あ
る
た

め
公
開
作
業
は
保
留
と
な
っ
て
い
る
。

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会

本
研
究
会
は
英
訳
作
業
の
将
来
的
展
望
と
し
て
従
来
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
翻
訳
者
に
よ
る
英
訳
作
業
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
翻
訳
技
術

を
英
訳
作
業
に
導
入
し
、
効
率
的
か
つ
生
産
的
に
翻
訳
作
業
を

進
め
る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
な
う
。
現
在
は
国
立
研
究
開

発
法
人
情
報
通
信
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た

「
み
ん
な
の
自
動
翻
訳
＠ T

exT
ra 

テ
キ
ス
ト
ラ
（
自
動
翻
訳

サ
イ
ト
に
お
け
る
高
精
度
自
動
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
）」
を
利
用
し
、

当
研
究
所
が
所
有
す
る
経
典
等
の
日
本
語
訳
を
テ
キ
ス
ト
ラ
に

組
み
込
み
、そ
の
結
果
に
つ
い
て
考
察・研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。
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研究活動報告

【
研
究
成
果
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』

・�

新
規
英
訳
作
業
…「
あ
る
人
に
示
す
こ
と
ば
」（『
浄
土
宗
聖
典
』

四
、
五
一
一
・
六
～
五
一
三
・
十
一
）、「
津
戸
三
郎
へ
遣
わ

す
御
返
事 

十
月
十
八
日
付
、
九
月
廿
八
日
付
、
四
月
廿
六

日
付
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
五
一
三
・
一
二
～
五
二
〇
・

十
四
）、「
あ
る
女
房
に
示
す
法
語
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、

五
二
一
・
一
～
五
二
二
・
五
）

・�

下
訳
編
集
作
業
…「
大
胡
太
郎
妻
室
へ
遣
わ
す
御
返
事
」（『
浄

土
宗
聖
典
』
四
、
四
〇
八
・
十
三
～
四
一
三
・
二
）、「
熊
谷

入
道
へ
遣
わ
す
御
返
事
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
四
一
五
・

七
～
十
四
）、「
津
戸
三
郎
へ
遣
わ
す
御
返
事　

九
月
十
八
日

付
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、四
一
六・一
～
四
二
○・十
）、「
越

中
の
光
明
房
へ
遣
わ
す
御
返
事
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
四

二
二
・
二
～
四
二
三
・
十
四
）、「
十
二
の
問
答
」（『
浄
土
宗

聖
典
』
四
、
四
三
三
・
七
～
四
三
五
・
十
六
）

②
英
訳
『
観
経
疏
』

・�

新
規
英
訳
作
業
…
『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
中
品
下
生
下
輩

観
～
下
品
上
生
（『
浄
土
宗
聖
典
』
二
、
三
一
三
・
十
一
～

三
一
六
・
十
三
）

③
英
訳
『
四
十
八
巻
伝
』

作
業
な
し

③
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究

・�

埼
玉
工
業
大
学
の
亀
岡
氏
にT

extra 

を
利
用
し
た
「
浄
土

三
部
経
」
研
究
を
依
頼

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
五
年
計
画
の
四
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』
下
訳
作
業
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

令
和
六
年　

�

四
月
十
日　
四
月
十
七
日　
四
月
二
十
四
日　

 

五
月
十
五
日　
五
月
二
十
二
日　
五
月
二
十
九
日　

九
月
四
日　
九
月
十
一
日　
十
月
二
日　

 
十
月
九
日　
十
月
三
十
日　
十
一
月
六
日　
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十
一
月
二
十
日　
十
一
月
二
十
七
日　

 

十
二
月
十
一
日　
十
二
月
十
八
日　

令
和
七
年　

�

一
月
二
十
九
日　
二
月
五
日　
二
月
十
二
日　

 

三
月
五
日　
三
月
十
二
日　
三
月
二
十
六
日

②
英
訳
『
和
語
灯
録
』
集
中
研
究
会
（
於
研
究
所
）

令
和
六
年　

�

六
月
十
日　
六
月
十
一
日　
六
月
十
二
日　

 

六
月
十
三
日　
六
月
十
八
日　
六
月
十
九
日　

 

六
月
二
十
日　
六
月
二
十
四
日

③
英
訳
『
観
経
疏
』
集
中
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

六
月
二
十
二
日　
六
月
二
十
三
日　
六
月
二
十
五
日

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

な
し

�

【
文
責
】
北
條
竜
士
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
郡
嶋
昭
示

研
究
員　
　
　
　
吉
田
淳
雄　
青
木
篤
史　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
伊
藤
茂
樹

【
研
究
目
的
】

宗
祖
で
あ
る
法
然
上
人
の
文
献
が
、
現
代
語
訳
や
多
言
語
化

さ
れ
る
な
ど
、
現
代
社
会
に
広
ま
る
よ
う
な
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
も
『
浄
土
宗
聖
典
』
に
書
き
下
し
文
・
釈
文
が
整

理
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
れ
ら
の
作
業
が
行
い
や
す
く
な
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
法
然
上
人
の
文
献
の
中
、『
浄
土
宗
聖
典
』
に
は

『
選
択
集
』
と
『
和
語
灯
録
』『
往
生
機
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

教
え
の
多
く
が
記
さ
れ
る
『
漢
語
灯
録
』
の
作
業
が
行
わ
れ
て

い
な
い
現
状
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
で
は
こ
の
『
漢
語
灯

録
』
所
収
の
漢
文
の
文
献
を
翻
刻
・
書
き
下
し
を
し
、
今
後
の

多
く
の
研
究
の
役
に
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
た
い
と
思

う
。
具
体
的
に
は
『
無
量
寿
経
釈
』
か
ら
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

法
然
上
人
の
遺
文
集
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
の
中
、『
浄
土

宗
聖
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
漢
語
灯
録
』
の
書
き
下
し

作
業
を
行
う
。
昨
年
度
と
本
年
度
は
冒
頭
の
『
無
量
寿
経
釈
』

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
然
上
人
漢
語
文
献
『
無
量
寿
経
釈
』
の
研
究
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の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
底
本
を
寛
永
版『
無
量
寿
経
釈
』と
し
、

他
の
諸
本
も
参
照
し
な
が
ら
書
き
下
し
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

『
無
量
寿
経
釈
』
の
作
業
を
終
え
、
本
誌
研
究
ノ
ー
ト
に
掲

載
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
五
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
二
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

五
月
三
十
一
日　
六
月
十
一
日　
七
月
四
日　

 

七
月
十
一
日　
七
月
十
八
日　
十
月
二
十
五
日　

十
一
月
十
五
日　
十
一
月
二
十
二
日　

 

十
二
月
六
日　
十
二
月
十
七
日　
十
一
月
一
日　

令
和
七
年　
二
月
二
十
日　
二
月
二
十
一
日　

�

【
文
責
】
郡
嶋
昭
示
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　
市
川
定
敬　

 

大
橋
雄
人　
工
藤
量
導　
春
本
龍
彬　

 

若
林
隆
仁

【
研
究
目
的
】

情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・
宗
教
学
・

宗
教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に
お
い
て
も
、

情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調
査
分
析
す

る
方
法
論
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
分
析

方
法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に
変
換
（
電

子
テ
キ
ス
ト
化
）
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
情
報
技
術
は

さ
ら
に
進
み
、
最
近
で
は
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
音
声
・
映
像
が

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
宗
教
教
団
の
中
で
は
浄
土

宗
の
情
報
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
大
学
や
研

究
機
関
と
い
っ
た
一
般
の
組
織
あ
る
い
は
世
の
中
一
般
と
比
べ

る
と
、
ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
状
況
と

言
っ
て
よ
い
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
発
し
、
運
用
し
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
保
守
・
管
理
を
引
き
続
き
行
い
な
が
ら
、

新
た
な
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
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イ
ブ
構
築
を
目
指
し
て
研
究
を
進
め
る
。
常
に
、
こ
の
分
野
に

お
け
る
仏
教
界
の
牽
引
役
を
自
任
し
、
他
教
団
の
シ
ス
テ
ム
と

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
活
動
す
る
。
当
研
究
会
で
保
守
・
管

理
し
て
い
る
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
は
、
浄
土
学
研
究
者
が
研
究
の
発
展
の

た
め
に
用
い
る
の
み
な
ら
ず
、
広
く
一
般
の
浄
土
宗
教
師
が
檀

信
徒
教
化
の
材
料
と
し
て
大
い
に
役
立
て
る
こ
と
を
も
目
的
と

し
て
い
る
。

【
研
究
内
容
】

①�

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄

土
宗
大
辞
典
の
改
良
・
保
守
・
管
理
を
行
う
。
本
年
度
は
特

に
サ
ー
バ
ー
の
Ｓ
Ｓ
Ｌ
化
と
、
大
辞
典
のskin

の
書
き
変

え
を
行
う
。
ま
た
、
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

へ
の
法
然
上
人
伝
全
集
の
追
加
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

②�

浄
土
宗
関
連
典
籍
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
行
う
。
本
年
度
は

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
、『
昭
法
全
』
と
略
す
。）

本
文
の
訓
点
を
電
子
化
す
る
。

③�

他
教
団
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
連
携
を
計
る
。

④�

人
文
情
報
学
関
連
の
情
報
収
集
と
発
信
。

⑤�

他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
の
推
進
。

⑥�

浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
慶
讃
事
業
「
増
上
寺
三
大
蔵
経
電
子

化
」
へ
の
協
力
。

⑦�O
penA

I

のChatGPT

等
、
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
情
報
収
集
。

【
研
究
成
果
】

・�

浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄

土
宗
大
辞
典
の
保
守
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
サ
ー

バ
ー
の
Ｓ
Ｓ
Ｌ
（Secure Sockets Layer

）
化
、
す
な

わ
ち
、デ
ー
タ
通
信
の
暗
号
化
を
行
っ
た
。Ｓ
Ｓ
Ｌ
化
に
よ
っ

て
、
や
り
取
り
し
て
い
る
情
報
が
も
れ
な
い
安
全
な
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
な
る
。
そ
の
結
果
、Google

な
ど
の
検
索
エ
ン

ジ
ン
で
検
索
し
た
時
に
、
検
索
結
果
の
上
位
に
表
示
さ
れ
て

閲
覧
さ
れ
や
す
く
な
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
形
式
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
を
作
る
の
に
用
い
て
い
る
メ

デ
ィ
ア
ウ
ィ
キ
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
最
新
版
に
合
わ
せ
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てskin

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
形
式
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
外
装
）

を
書
き
換
え
た
。

・�『
昭
法
全
』
本
文
の
訓
点
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
業
者
に
発

注
し
、
二
月
末
に
納
品
さ
れ
た
。
こ
れ
で
『
昭
法
全
』
に
含

ま
れ
る
文
字
情
報
が
す
べ
て
電
子
化
さ
れ
た
。

・�

浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
慶
讃
事
業
で
あ
る
「
増
上
寺
三
大

蔵
経
電
子
化
」
へ
の
協
力
と
し
て
画
像
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
の

保
守
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
浄
土
宗
総

合
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
、「
浄
土
宗
デ
ジ
タ
ル
典
籍
」

の
ペ
ー
ジ
を
作
り
、「
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
」
及
び
「
浄
土
宗
大

本
山
増
上
寺
所
蔵
三
大
蔵
」
の
各
サ
イ
ト
の
内
容
を
直
接
検

索
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

・�O
penA

I

のChatGPT
s

（
カ
ス
タ
ム
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）に
、『
寺
院・

教
師
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
及
び
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
内
容

を
学
習
さ
せ
、
浄
土
宗
に
特
化
し
た
知
識
を
持
つ
対
話
型
Ａ

Ｉ
を
試
験
的
に
作
成
し
た
。（
非
公
開
）

【
研
究
期
間
】

令
和
元
年
四
月
～
令
和
九
年
三
月
（
八
年
計
画
の
六
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　
五
月
二
十
七
日　
七
月
八
日　
七
月
十
七
日

�

【
文
責
】
佐
藤
堅
正
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　
　

�

坂
上
典
翁　
荒
木
信
道　
柴
田
泰
山　

 

八
橋
秀
法　
若
林
隆
仁　
青
木
篤
史　

 

大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

山
本
晴
雄　
粟
飯
原
岳
志　
井
上
良
昭　

 

遠
田
憲
弘　
青
木
玄
秀　
井
川
直
樹　

 

吉
原
寛
樹　
清
水
秀
浩　
八
尾
敬
俊

【
研
究
目
的
】

今
ま
で
法
式
関
係
の
研
究
班
は
「
現
代
教
化
儀
礼
の
研
究
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現
代
教
化
儀
礼
の
構
築
と
伝
承
儀
礼
の
保

存
と
い
う
内
容
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
過
去
に
は
「
特
殊

法
要
」・「
節
念
仏
」・「
声
明
」・「
比
較
浄
土
儀
礼
」
な
ど
を
研

究
対
象
と
し
て
き
た
が
、近
年
は
「
六
道
講
式
」・「
三
途
講
式
」・

「
知
恩
講
式
」
等
の
各
種
講
式
に
加
え
、「
半
月
布
薩
」・「
般
舟

讃
」・「
放
生
会
」・「
地
蔵
講
式
・
地
蔵
尊
供
養
」
な
ど
具
体
的

法
要
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
本
宗
に
お
い
て『
宗
規
』

に
お
け
る
特
殊
法
要
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
部
で
伝
承

さ
れ
修
さ
れ
て
い
る
も
の
、
寺
院
に
よ
っ
て
各
々
独
自
に
修
さ

れ
て
い
る
も
の
、
経
本
法
則
本
は
存
在
す
る
が
現
在
は
修
さ
れ

て
い
な
い
も
の
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
復
興
伝
承
を
目
的
と
し

て
き
た
。
ま
た
復
興
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
に
対
応
す
べ

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
式
研
究
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く
内
容
の
要
約
化
、
一
般
寺
院
で
行
え
る
よ
う
少
人
数
で
も
修

せ
る
よ
う
に
簡
略
化
を
行
い
、
次
第
を
新
た
に
作
成
し
現
代
版

と
し
て
提
案
し
て
き
た
。
以
上
の
研
究
成
果
を
、
公
開
講
座
に

て
内
容
の
講
義
と
共
に
発
表
を
行
い
、『
教
化
研
究
』
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果
の
音
声
及
び
映
像
記
録
も
行
い
、

そ
れ
ら
を
研
究
所
に
て
保
存
し
て
い
る
。

「
法
式
を
研
究
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
法
式
教
師
と

い
う
立
場
に
お
い
て
、「
法
式
関
係
資
料
の
存
在
を
知
っ
て
い

る
」、
ま
た
「
そ
れ
を
閲
覧
で
き
る
」
と
い
う
環
境
が
重
要
で

あ
る
。
従
っ
て
、
現
在
法
式
研
究
班
で
は
各
種
法
要
、
作
法
の

映
像
化
を
継
続
し
行
っ
て
お
り
、
伝
承
儀
礼
の
保
存
の
た
め
の
、

古
式
の
復
興
だ
け
で
は
な
く
、『
浄
土
宗
法
要
集
』
掲
載
の
次

第
も
映
像
化
と
保
存
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
法
式

関
係
各
種
資
料
を
積
極
的
に
デ
ー
タ
化
し
保
存
し
、
そ
れ
ら
を

検
索
閲
覧
可
能
に
し
て
、
今
後
の
法
式
研
究
に
役
立
て
た
い
。

【
研
究
内
容
】

儀
礼
の
伝
承
は
経
本
法
則
本
と
そ
れ
を
修
し
て
き
た
寺
院
と
、

そ
れ
に
関
わ
る
人
の
記
憶
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
本
研

究
班
で
は
そ
れ
ら
を
映
像
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
修
す
た
め
の
参

考
と
な
る
も
の
と
し
た
い
。
今
ま
で
の
研
究
対
象
と
し
て
き
た

法
要
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
古
式
法
要
・
儀
礼
等
他
、
現
代
各

寺
院
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
法
要
の
映
像
化
保
存
を
行
う
。

ま
た
浄
土
宗
に
お
け
る
法
式
は
威
儀
、
犍
稚
、
音
声
と
い
っ

た
基
礎
的
な
こ
と
と
、
更
に
は
各
種
法
要
儀
式
作
法
に
至
る
ま

で
、
原
則
的
に
宗
の
定
め
る
『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
基
づ
い
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
過
去
に
『
浄
土
宗
法
要
集
』
の
威
儀

部
・
犍
稚
部
及
び
「
日
常
勤
行
式
」
は
映
像
化
さ
れ
て
い
る
が
、

差
定
部
に
所
載
の
各
種
法
要
は
映
像
化
さ
れ
て
い
な
い
。
更
に

令
和
七
年
一
月
に
『
浄
土
宗
法
要
集　

新
訂
令
和
版
』
が
刊
行

さ
れ
た
。
今
後
は
『
浄
土
宗
法
要
集　

新
訂
令
和
版
』
基
づ
き
、

年
度
ご
と
に
研
究
テ
ー
マ
を
定
め
て
法
要
次
第
を
映
像
化
し
、

今
後
修
す
る
場
合
の
参
考
と
な
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
各
種
法

要
の
映
像
化
に
よ
り
後
世
に
正
し
く
伝
承
し
て
い
き
た
い
。
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【
研
究
成
果
】

昨
年
度
よ
り
研
究
対
象
を
「
釈
迦
三
大
法
要
」
と
し
、
総
合

的
な
研
究
の
他
に
各
次
第
を
映
像
化
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

令
和
六
年
度
中
に
『
浄
土
宗
法
要
集
』
が
刷
新
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
た
め
、
次
年
度
に
先
送
り
し
、
本
年
度
は
「
釈
尊
讃
歎

法
要
」
を
研
究
対
象
と
し
た
。

次
第
内
容
は
『
新
訂
釈
尊
讃
歎
法
要
』
に
基
づ
く
も
の
と
し

た
。『
新
訂
釈
尊
讃
歎
法
要
』
は
平
成
三
十
一
年
に
「
総
本
山

知
恩
院
式
衆
会
」
に
よ
っ
て
編
集
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、「
釈
尊
讃
歎
法
要
」
は
平
成

三
年
七
月
に
総
本
山
知
恩
院
法
儀
研
鑽
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
、

平
成
四
年
の
知
恩
院
三
門
上
の
釈
迦
前
に
て
厳
修
さ
れ
、
ま
た

平
成
二
十
三
年
の
元
祖
法
然
上
人
八
百
年
大
遠
忌
奉
修
の
際
に

も
厳
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
釈
尊
を
本
尊
と
し
て

定
め
ら
れ
た
法
要
次
第
で
あ
る
。「
釈
尊
讃
歎
法
要
」
を
研
究

テ
ー
マ
、
映
像
化
す
る
に
あ
た
っ
て
先
ず
は
「
総
本
山
知
恩
院

式
衆
会
」
に
研
究
対
象
と
し
て
の
可
否
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

快
く
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
第
内
容
は
、「
笏
念
仏
」
な
ど
主
に
知
恩
院
で
唱
え
ら
れ

て
い
る
声
明
を
、
対
象
を
釈
尊
讃
歎
と
し
た
も
の
を
中
心
と
し

て
い
る
が
、
増
上
寺
で
唱
え
る
「
称
讃
偈
」
も
含
ま
れ
る
た
め
、

東
西
の
研
究
員
を
お
互
い
に
講
師
と
し
て
音
声
・
威
儀
の
研
鑽

を
行
っ
た
。
実
際
の
法
要
習
礼
を
経
て
、
三
月
五
日
に
浄
土
宗

教
化
研
修
会
館
の
道
場
に
て
撮
影
を
行
っ
た
。
今
後
「
釈
迦
三

大
法
要
」
の
他
に
、
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
法
要
を
執
行
す
る
際

の
参
考
と
し
て
欲
し
い
。
来
年
度
以
降
は
『
浄
土
宗
法
要
集　

新
訂
令
和
版
』
に
基
づ
き
「
釈
迦
三
大
法
要
」
を
映
像
化
す
る

予
定
で
あ
る
。

ま
た
東
京
教
区
江
東
組
金
蔵
寺
の
前
住
職
の
本
葬
が
令
和
七

年
三
月
一
日
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
葬
儀
式
設
え
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
研
究
員
他
数
名
の
有
志
の
協
力
を
得
、
葬

儀
式
七
導
師
の
作
法
を
撮
影
し
た
。
内
容
は
「
作
梵
・
合
鈸
・

鎖
龕
・
起
龕
・
奠
湯
・
奠
茶
・
霊
供
・
念
誦
・
下
炬
」
で
、
細

か
い
作
法
内
容
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
と
思
う
が
、
昨
今
行
わ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
七
導
師
作
法
の
参
考
と
な
る
と
確
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信
し
て
い
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
二
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
六
年
計
画
の
五
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

五
月
五
日　
五
月
一
三
日　
五
月
二
九
日　

 

六
月
二
七
日　
九
月
一
〇
日　
九
月
一
七
日

令
和
七
年　
一
月
二
二
日　
二
月
二
八
日　
三
月
四
日

�

【
文
責
】
中
野
孝
昭
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
入
良
光

研
究
員　
　
　
　

�

青
木
篤
史　
井
野
周
隆　
郡
嶋
昭
示　

 

北
條
竜
士　

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

岩
井
正
道　
大
髙
源
明　
工
藤
大
樹　

 

後
藤
真
法　
遠
田
憲
弘　
中
川
正
業　

 

宮
田
恒
順　
八
木
英
哉　
山
田
紹
隆

【
研
究
目
的
】

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
六

年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究

―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
後
述
の

日
程
で
研
究
会
を
開
催
し
た
。

浄
土
宗
の
説
教
に
は
、「
讃
題
」（
経
文
や
祖
師
法
語
の
一
節
）

を
頂
戴
し
て
説
き
示
し
、
称
名
念
仏
を
結
勧
す
る
と
い
う
型
が

あ
る
。
仏
教
徒
と
し
て
、
何
故
我
々
は
念
仏
行
を
頂
戴
し
実
践

し
布
教
す
る
の
か
。
仏
教
の
教
理
（
無
常
・
無
明
・
因
果
・
苦
・

生
死
輪
廻
／
仏
の
智
慧
、
慈
悲
、
覚
り
…
）
に
立
ち
返
っ
て
法

を
説
く
こ
と
を
考
え
る
。

そ
こ
で
本
研
究
は
、
仏
説
を
直
に
頂
戴
し
て
お
伝
え
す
る
こ

と
を
意
識
し
、『
三
部
経
』
説
教
を
想
定
し
た
「
讃
題
・
フ
レ
ー

ズ
集
」
作
成
を
目
的
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
従
来
の
檀
信
徒

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

布
教
研
究
（『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
）
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を
対
象
と
し
た
法
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
線
拡
大
の
た
め

の
幅
広
い
聴
衆
に
対
す
る
仏
教
法
話
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る

資
料
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
研
究
内
容
】

・
本
研
究
は
、
三
カ
年
の
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

　

令
和
五
年
度
…
『
無
量
寿
経
』
巻
上

　

令
和
六
年
度
…
『
無
量
寿
経
』
巻
下

　

令
和
七
年
度
…
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』

・�

本
年
度
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
よ
り
讃
題
を
選
定
し
た
。

・�

選
定
し
た
各
讃
題
に
つ
い
て
、①
〈
讃
題
〉
②
〈
現
代
語
訳
〉

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉
④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉
⑤

〈
語
義
・
用
語
解
説
〉
⑥
〈
解
説
〉
⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

（
ポ
イ
ン
ト
・
法
話
原
稿
な
ど
）
と
い
う
フ
ォ
ー
ム
に
基
づ
き
、

研
究
班
員
一
名
が
執
筆
を
担
当
し
た
。
執
筆
原
稿
に
は
、
研

究
会
に
て
検
討
を
加
え
た
。

【
研
究
成
果
】

令
和
六
年
度
の
研
究
成
果
は
、「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究

―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
（
二
）『
無
量
寿
経
』
巻
下
」

と
題
し
て
、『
教
化
研
究
』
本
号
の
研
究
成
果
報
告
に
掲
載
し
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
五
年
四
月
～
令
和
八
年
三
月
（
三
年
計
画
の
二
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
十
二
日　
四
月
二
十
三
日　
五
月
九
日　

 

五
月
二
十
二
日　
六
月
五
日　
六
月
二
十
一
日　

 

七
月
五
日　
七
月
十
八
日　
八
月
一
日　

 

八
月
二
十
九
日　
九
月
十
八
日　
十
月
二
日 

十
月
三
十
日　
十
一
月
十
四
日　

 

十
一
月
二
十
七
日　
十
二
月
十
一
日　

 

十
二
月
十
八
日　

令
和
七
年　

�
一
月
十
五
日　
一
月
二
十
九
日　
二
月
十
四
日　
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二
月
二
十
八
日　
三
月
十
四
日　
三
月
二
十
八
日

�

【
文
責
】
宮
入
良
光
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
柴
田
泰
山

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

小
川
法
道　
坂
上
雅
翁　
長
尾
光
恵　

 

松
尾
善
匠　
和
田
良
世　
林
田
徹
順　

 

堀
田
啓
明

【
研
究
目
的
】

法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
立
教
開
宗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
要
因
を
考
察
す
る
際
、
必
然
的
に
法
然
上
人
と
同
時
代
の
資

料
を
参
照
し
つ
つ
、
法
然
上
人
の
時
代
背
景
お
よ
び
思
想
背
景

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
会
で
は
、
法
然
浄

土
教
の
思
想
的
背
景
で
も
あ
る
『
安
養
抄
』
を
取
り
上
げ
、
東

大
寺
が
所
蔵
す
る
写
本
を
も
と
に
講
読
を
進
め
、
平
安
時
代

お
よ
び
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
の
具
体
的
状
況
を
解

明
す
る
と
と
も
に
、
往
生
思
想
の
多
様
性
の
指
摘
す
る
こ
と
で
、

浄
土
宗
の
教
義
的
特
徴
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。『
安
養
抄
』
と
は
、平
安
時
代
に
『
往
生
要
集
』

成
立
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
安
養
集
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
も
と 

に
、
再
度
、
論
義
的
な
タ
イ
ト
ル
を
も
と
に
編
集
さ
れ
た
、
論

義
の
際
の
出
典
を
念
頭
に
お
い
た
要
文
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

中
国
、
新
羅
は
も
と
よ
り
、『
往
生
要
集
』
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
浄
土
教
文
献
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
立
年
次
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
引
用
文
献
か
ら
考
え
る
と
お
そ
ら
く
法

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
）
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然
上
人
と
同
時
代
の
浄
土
教
文
献
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

も
内
容
を
見
る
と
、
法
然
浄
土
教
が
意
図
的
に
議
論
を
回
避
し

た
当
時
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
学
的
な

課
題
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
理
解
を
通
じ
て
、
ま
さ
に

法
然
浄
土
教
の
同
時
代
性
を
研
究
す
る
視
座
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。

【
研
究
内
容
】

東
大
寺
本『
安
養
抄
』の
講
読
を
進
め
つ
つ
、『
安
養
集
』や『
浄

土
厳
飾
抄
』
と
の
比
較
、
あ
る
い
は
所
引
文
献
の
他
の
引
用
な

ど
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
日
本
仏
教

に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
提
示
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
諸
問
題
に
つ
い
て
法
然
上
人
お
よ
び
門
下
が
ど

の
よ
う
な
教
義
的
対
応
を
試
み
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

研
究
を
展
開
す
る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
浄
土
教
を
専
門
と
す

る
柴
田
、
あ
る
い
は
南
都
浄
土
教
を
専
門
と
す
る
坂
上
が
中
心

と
な
っ
て
、
若
手
研
究
者
に
対
し
て
『
安
養
抄
』
が
提
示
す
る

諸
論
義
内
容
を
解
説
し
、
研
究
方
法
や
調
査
内
容
を
適
宜
に
指

示
し
て
い
く
こ
と
で
、
若
手
研
究
者
が
積
極
的
に
学
会
な
ど
で

研
究
成
果
を
発
表
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
本
書

講
読
は
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
作
業
を
通
じ
て
、
小
川
法
道
や

長
尾
光
恵
の
諸
氏
か
ら
、
自
身
の
さ
ら
な
る
研
究
分
野
開
拓
の

た
め
に
懇
願
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
現
在
の
日
本
浄
土
教
研

究
者
か
ら
す
れ
ば
必
ず
参
照
と
す
べ
き
研
究
成
果
を
提
示
す
る

こ
と
が
可
能
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

【
研
究
成
果
】

本
年
度
の
研
究
を
通
じ
て
、
法
然
上
人
の
時
代
背
景
お
よ
び

思
想
背
景
に
、
貞
慶
な
ど
が
提
示
す
る
三
生
往
生
説
が
存
在
し
、

こ
の
三
生
往
生
説
こ
そ
が
別
時
意
往
生
説
・
長
時
浄
土
説
・
兜

率
往
生
説
・
辺
地
胎
生
説
な
ど
の
諸
説
の
教
義
的
根
幹
で
あ
る

こ
と
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
覚
鑁
な
ど
に
よ
る
密

教
的
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
存
在
も
、
法
然
浄
土
教
に
色
濃
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
研
究
成
果
を
通
じ
て
、
法
然
浄
土
教
の
対
論
者
と
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し
て
、
再
度
、
覚
鑁
や
貞
慶
の
存
在
を
見
直
す
と
と
も
に
、
善

導
教
学
を
全
根
拠
と
し
た
本
願
念
仏
往
生
説
が
当
時
の
仏
教
界
、

ひ
い
て
は
仏
教
思
想
史
に
お
い
て
、
い
か
に
衝
撃
的
な
こ
と
で

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
十
年
三
月
（
四
年
計
画
の
一
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
四
日　
四
月
十
八
日　
四
月
二
十
五
日　

 

五
月
二
日　
五
月
二
十
三
日　
六
月
二
十
日　

 

七
月
四
日　
七
月
二
十
日　
八
月
二
十
二
日　

 

九
月
十
九
日　
十
月
七
日　
十
一
月
七
日　

令
和
七
年　

�

一
月
十
六
日　
二
月
六
日　
三
月
四
日　

 

三
月
二
十
七
日

�

【
文
責
】
柴
田
泰
山
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【
研
究
担
当
者
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
八
橋
秀
法

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

 

田
中
芳
道

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

粟
飯
原
岳
志　
伊
藤
茂
樹　
岩
井
正
道　

 

岩
谷
隆
法　
小
川
法
道　

角
野
玄
樹　

 

曽
田
俊
弘　
永
田
真
隆　
松
尾
善
匠　

 

南
宏
信

【
研
究
目
的
】

以
前
よ
り
、
京
都
分
室
を
中
心
に
活
動
す
る
本
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
浄
土
宗
の
諸
相
を
解
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
江

戸
時
代
に
活
躍
し
た
先
徳
た
ち
の
教
学
研
究
や
布
教
教
化
な

ど
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
幕
末
期
の
混
乱
や
明
治
維
新

後
の
廃
仏
毀
釈
を
乗
り
越
え
、
現
在
も
浄
土
宗
が
存
在
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
、

先
徳
た
ち
の
持
っ
て
い
た
問
題
意
識
は
、
現
在
、
浄
土
宗
と
所

属
寺
院
・
僧
侶
が
抱
え
る
問
題
と
通
じ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な

い
。
近
世
の
浄
土
宗
を
知
る
こ
と
は
、
現
代
の
我
々
が
問
題
解

決
を
目
指
す
際
の
道
標
と
な
り
う
る
、
と
の
認
識
に
基
づ
き
研

究
を
進
め
て
い
る
。

令
和
六
年
度
　
研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
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【
研
究
内
容
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
令
和
二
年
度
か
ら
、
四
休
庵

貞
極
（
一
六
七
七
〜
一
七
五
六
）
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本

年
度
も
引
き
続
き
、『
四
休
菴
貞
極
全
集
（
以
下
『
全
集
』）』

所
収
の
著
作
の
精
読
を
行
っ
た
。

貞
極
は
、
京
都
・
室
町
の
豪
商
・
大
西
氏
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
二
十
七
歳
で
厭
求（
貞
憶
）の
元
で
得
度・出
家
。
江
戸・

伝
通
院
に
て
修
学
、
宗
戒
両
脈
相
承
の
後
、
諸
国
を
教
化
、
江

戸
・
根
岸
に
寓
し
た
道
場
の
名
に
よ
り
「
四
休
庵
」
と
も
称
せ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
様
々
な
分
野
に
関
わ
る
著
作
は
、
昭
和
に

な
っ
て
か
ら
全
三
巻
の
『
全
集
』
と
し
て
活
字
出
版
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
ま
で
板
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
写
本
に
よ
っ
て
の
み

流
布
し
た
著
作
も
少
な
く
な
い
。

現
在
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
『
全
集
』
冒
頭
の
『
五

重
廃
立
鈔
』
を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
。「
五
重
廢
立
抄マ

マ
の
如

き
當
時
彼
（
貞
極
）
に
非
れ
ば
到
底
言
ひ
え
ざ
る
所
を
道
破
せ

る
も
の
。
後
年
（
福
田
）
行
誡
が
傳
語
を
作
り
て
傳
法
の
改
革

を
企
て
し
が
如
き
。
彼
の
言
論
に
動
か
さ
れ
た
る
も
の
な
り
。」

（『
浄
土
宗
史
』
浄
全
二
十
・
六
七
五
頁
）
と
評
さ
れ
て
い
る
本

書
も
、『
全
集
』
で
出
版
さ
れ
る
ま
で
は
、
写
本
で
し
か
伝
播

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
『
全
集
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
は
底
本
が

不
明
で
あ
り
、
ど
の
程
度
校
訂
さ
れ
て
い
る
か
も
定
か
で
は
な

い
。
そ
こ
で
、『
全
集
』
を
元
と
し
つ
つ
も
、
諸
写
本
と
対
比
し
、

表
記
を
整
え
、
註
記
を
加
え
つ
つ
、
精
読
を
行
っ
て
い
る
。

【
研
究
成
果
】

昨
年
度
ま
で
に
、『
五
重
廃
立
鈔
』
撰
述
の
理
由
を
述
べ
た

上
巻
の
精
読
・
現
代
語
訳
を
終
了
し
た
後
、
貞
極
の
主
張
の
概

略
を
把
握
す
る
べ
く
、『
五
重
廃
立
鈔
』
の
前
身
書
で
あ
る
『
五

重
相
承
節
要
』『
五
重
相
承
私
記
』の
精
読・現
代
語
訳
を
行
っ
た
。

『
五
重
相
承
節
要
』
は
、
伝
書
に
つ
い
て
述
べ
た
『
五
重
廃

立
鈔
』
中
巻
（
本
・
末
）
の
元
と
な
っ
て
い
る
。
初
重
か
ら
第

五
重
の
伝
書
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
三
巻
七
書
を
中
心
に
要

文
を
抜
粋
し
、
適
宜
、
貞
極
が
批
評
を
加
え
て
い
る
。
書
き
下

し
テ
キ
ス
ト
と
現
代
語
訳
は
、『
教
化
研
究
』
三
十
四
号
に
研
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究
成
果
報
告
と
し
て
掲
載
済
で
あ
る
の
で
、
ご
一
覧
頂
き
た
い
。

『
五
重
相
承
私
記
』
は
、
九
箇
条
の
伝
目
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
『
五
重
廃
立
鈔
』
下
巻
の
原
型
で
あ
る
。
塗
香
・
坐
具
・

自
証
門
・
授
手
印
・
五
通
五
箇
伝
・
口
授
・
三
種
病
人
・
未
回

心
声
聞
・
気
息
の
九
箇
条
の
伝
目
に
つ
い
て
、
文
献
的
な
裏
付

け
（
文
証
）
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
解
説
し
て
い
る
。

そ
の
後
、『
五
重
廃
立
鈔
』
の
残
り
の
巻
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
。
本
年
度
は
、
初
重
か
ら
四
重
に
つ
い
て
触
れ
た
『
五
重

廃
立
鈔
』
中
巻
（
本
）
を
読
了
後
、
第
五
重
を
扱
う
『
五
重
廃

立
鈔
』
中
巻
（
末
）
の
精
読
に
取
り
掛
か
っ
た
。

【
研
究
期
間
】

令
和
六
年
四
月
～
令
和
七
年
三
月
（
八
年
計
画
の
五
年
目
）

【
研
究
会
開
催
日
】

令
和
六
年　

�

四
月
三
十
日　
五
月
二
十
八
日　
六
月
二
十
五
日　

七
月
二
十
三
日　
九
月
十
日　
十
月
二
十
二
日　

十
一
月
十
二
日　
十
二
月
十
七
日

令
和
七
年　

�

一
月
十
四
日　
三
月
十
一
日　
三
月
二
十
五
日

�

【
文
責
】
八
橋
秀
法
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１
．
は
じ
め
に

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
五

年
度
よ
り
、「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究
―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集

の
作
成
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
研
究
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
本

研
究
の
期
間
は
三
年
間
と
す
る
。

令
和
六
年
度
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
よ
り
讃
題
を
選
定
し
、

次
に
挙
げ
る
「
凡
例
」
に
沿
っ
て
ま
と
め
た
も
の
が
本
報
告
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
従
来
の
檀
信
徒
を
対
象
と
し
た
法
話
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
教
化
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、
幅
広
い
聴

衆
に
対
す
る
仏
教
法
話
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る
資
料
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
。

２
．
凡
例

①
〈
讃
題
〉

『
浄
土
宗
聖
典
』
第
一
巻
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

②
〈
現
代
語
訳
〉

浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『【
現
代
語
訳
】
浄
土
三
部
経
』（
浄

土
宗
、
二
〇
一
一
）
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

こ
の
讃
題
に
て
お
伝
え
す
る
内
容
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
た
。

「
／
」
の
あ
と
に
は
、
讃
題
を
掲
げ
る
法
話
が
特
に
適
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
法
要
行
事
等
を
挙
げ
た
。

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

各
讃
題
の
要
旨
を
一
言
で
言
い
表
し
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

令
和
六
年
度
　
布
教
研
究
　
研
究
成
果
報
告

『
三
部
経
』
説
教
の
研
究 

―
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
の
作
成
―
（
二
）

『
無
量
寿
経
』
巻
下
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ズ
案
で
あ
る
。
寺
報
、
掲
示
伝
道
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
使
え

る
も
の
を
意
識
し
た
。

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

主
に
、
義
山
上
人
（
一
六
四
八
―
一
七
一
七
）
の
講
説
を
記

し
た『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』を
参
照
し
た
。『
三
経
随
聞
講
録
』

は
『
浄
土
宗
全
書
』
巻
一
四
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で

は
特
に
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
発
足
し
た
「
近
世
浄
土
宗
学
の

基
礎
的
研
究
」（
平
成
二
六
年
度
か
ら
は
「
教
学
研
究
Ⅱ
〈
京

都
分
室
〉）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
研
究
成
果
で
あ
る
、
左

記
の
資
料
を
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・「『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
一
―
二　
書
き
下
し
」

　

�（『
教
化
研
究
』
第
二
五
号
〈
二
〇
一
四
年
〉
―
第
二
六
号
〈
二

〇
一
五
年
〉）

⑥
〈
解
説
〉

讃
題
に
採
り
上
げ
た
経
文
の
簡
単
な
解
説
で
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉
は
、
研
究
班
一
名
が
執
筆
を
担
当
し
、

研
究
会
に
て
内
容
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。（
記
名
原
稿
）

基
本
的
に
は
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
の
箇
条
書
き
で
あ
る
。
適
宜
、

法
話
原
稿
を
付
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
現
在
起
き
て
い
る

時
事
問
題
や
身
近
な
問
題
に
繋
が
る
よ
う
努
め
た
記
述
も
あ
る
。

〇
〈
そ
の
他
〉

・
注
な
ど
に
お
け
る
書
名
は
、
次
の
よ
う
な
略
号
を
用
い
た
。

　
聖
典　
　
…
『
浄
土
宗
聖
典
』

　
昭
法
全　
…�

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
五
五
）

　
浄
全　
　
…
『
浄
土
宗
全
書
』

　
続
浄　
　
…
『
浄
土
宗
全
書
続
篇
』

　
正
蔵　
　
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

　
現
代
語
訳
…�

『【
現
代
語
訳
】
浄
土
三
部
経
』（
浄
土
宗
、

二
〇
一
一
）

３
．
讃
題
・
フ
レ
ー
ズ
集
（『
無
量
寿
経
』
巻
下
）

３
―
１
「
菩
薩
の
心
」

①
〈
讃
題
〉

「
諸
も
ろ
の
衆
生
に
お
い
て
、
大
慈
悲
・
饒に

ょ
う

益や
く

の
心し

ん
を
得
た
り
。
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柔に
ゅ
う

軟な
ん

に
調じ

ょ
う

伏ぶ
く

し
て
、
忿ふ

ん

恨こ
ん

の
心し

ん
な
し
。
離り

盍こ
う

清
浄
に
し
て
、
厭え

ん

怠た
い

の
心し

ん
な
し
。
等
心
・
勝
心
・
深
心
・
定
心
・
愛
法
楽ぎ

ょ
う

法ほ
う

喜
法

の
心し

ん
の
み
あ
り
。
諸
も
ろ
の
煩
悩
を
滅
し
て
、
悪
趣
の
心し

ん
を
離

れ
、
一
切
菩
薩
の
所
行
を
究
竟
せ
り
」（
聖
典
一
・
二
五
七
―

二
五
八
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
ま
た
彼
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
〕
人
々
に
大
い
な
る
慈

悲
を
も
っ
て
利
益
を
施
そ
う
と
す
る
心
を
具
え
て
い
る
。〔
彼

ら
は
〕
お
お
ら
か
で
、
よ
く
抑
制
し
、
怒
っ
た
り
恨
ん
だ
り
す

る
心
が
な
い
。
煩
悩
か
ら
離
れ
て
い
て
一
点
の
汚
れ
も
な
く
、

〔
仏
道
修
行
を
〕
怠
け
よ
う
と
す
る
心
も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
修

行
に
全
身
全
霊
を
傾
け
る
心
（
等
心
）、
ど
の
よ
う
な
修
行
に

も
ひ
る
ま
な
い
心
（
勝
心
）、ひ
た
す
ら
覚
り
を
求
め
る
心
（
深

心
）、
散
り
乱
れ
ぬ
心
（
定
心
）、
教
え
に
と
き
め
き
、
教
え
を

慕
い
、
教
え
に
よ
っ
て
喜
び
が
満
ち
溢
れ
る
心
（
愛
法
楽
法
喜

法
之
心
）
ば
か
り
持
ち
、諸
々
の
煩
悩
を
滅
し
尽
く
し
、〔
地
獄・

餓
鬼
・
畜
生
と
い
う
〕
悪
し
き
世
界
に
堕
ち
る
よ
う
な
〔
邪
な
〕

心
か
ら
離
れ
、
あ
ら
ゆ
る
菩
薩
が
修
め
る
行
の
一
々
を
す
べ
て

完
成
さ
せ
て
い
る
（
現
代
語
訳
・
一
二
一
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

菩
薩
、
慈
悲
／
年
回
法
要
、
中
陰
、
彼
岸
会
、
仏
教
講
演

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
菩
薩
の
心
、
慈
悲
の
心
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

饒
益
…
慈
悲
の
心
を
も
っ
て
有
情
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
。

・�

等
心
…
諸
善
を
等
し
く
修
す
る
心
。ま
た
、救
お
う
と
思
う
心
、

人
に
対
し
て
平
等
に
接
す
る
心
。

・
勝
心
…�

最
勝
の
心
。

・�

深
心
…
慇
重
な
る
求
道
心
の
こ
と
。『
観
経
』
に
説
か
れ
る

三
心
の
一
つ
で
あ
る「
深
心
」と
は
異
な
る
。
こ
こ
で
は「
あ

ら
ゆ
る
修
行
に
全
身
全
霊
を
傾
け
る
心
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

・�

定
心
…
①
心
の
乱
れ
を
去
り
、
思
い
を
こ
ら
す
こ
と
。
②
動

揺
し
な
い
心
。
ま
た
、
心
の
落
ち
つ
い
て
い
る
さ
ま
。

・�
愛
法
…
聞
慧
の
こ
と
。
聞
慧
と
は
、
三
慧
ま
た
は
四
慧
の
一

つ
で
、
教
え
を
聞
い
て
得
る
智
慧
の
こ
と
。
ま
た
三
慧
と
は
、

『
法
華
経
』
や
『
十
住
心
論
』
な
ど
に
も
説
か
れ
る
聞
・
思
・
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修
の
三
種
の
智
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
教
を
聞
い
て
得
ら
れ

る
聞
慧
、
思
惟
・
考
察
し
て
得
ら
れ
る
思
慧
、
実
践
修
行
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
修
慧
の
三
つ
を
い
う
。

・�

楽
法
…
思
慧
の
こ
と
。
思
慧
と
は
、
思
惟
し
考
察
し
て
得
た

智
慧
の
こ
と
。

・�

喜
法
…
修
慧
の
こ
と
。
修
慧
と
は
、
実
践
修
行
に
よ
っ
て
得

る
智
慧
の
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
、
極
楽
浄
土
の
菩
薩
に
つ
い
て
説
か

れ
る
段
の
一
節
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

先
立
た
れ
た
方
の
現
世
で
の
姿
を
思
い
、
極
楽
浄
土
で
の
様

子
を
心
配
す
る
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
極
楽
浄
土
に

往
生
し
た
後
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
下
、
清
ら
か
な
姿
、
心
で
、

慈
悲
を
も
っ
て
救
い
導
い
て
く
だ
さ
る
。
年
回
法
要
や
中
陰

忌
法
要
な
ど
の
際
に
、
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

�

極
楽
浄
土
か
ら
慈
悲
を
も
っ
て
こ
ち
ら
の
こ
と
を
想
っ
て
く

だ
さ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
か
ら
も
手
を
合
わ
せ
、

極
楽
浄
土
に
先
立
た
れ
た
大
切
な
方
を
想
う
。
こ
の
よ
う
な

尊
い
関
係
、
ご
縁
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
関
係
の
連

続
性
を
い
た
だ
け
る
浄
土
宗
の
教
え
の
尊
さ
が
わ
か
る
一
節

で
あ
る
。

・�

こ
こ
に
説
か
れ
る
よ
う
な
菩
薩
の
姿
に
対
し
て
、
私
た
ち
凡

夫
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
説
か
れ
る
よ
う
に
「
悪
し
き
世
界
に

堕
ち
る
よ
う
な〔
邪
な
〕心
」の
持
ち
主
で
あ
る
。い
ま
の
我
々

の
心
と
対
比
し
て
説
く
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

�

つ
ま
り
、
私
た
ち
凡
夫
は
利
益
を
独
り
占
め
す
る
心
に
苛
ま

れ
（
←→
饒
益
の
心
）、
怒
っ
た
り
恨
ん
だ
り
す
る
心
を
抑
制

で
き
な
い
（
＝
忿
恨
の
心
）。
怠
け
よ
う
と
す
る
心
か
ら
離

れ
ら
れ
ず
（
＝
厭
怠
の
心
）、
修
行
に
は
全
身
全
霊
を
傾
け

る
心
を
持
て
な
い
（
←→
等
心
）。
修
行
に
は
ひ
る
ん
で
ば
か

り
い
て
（
←→
勝
心
）、
覚
り
を
求
め
る
心
を
持
て
ず
（
←→
深

心
）、
散
り
乱
れ
る
心
（
←→
定
心
）
ば
か
り
。
教
え
を
不
審

に
思
い
、
教
え
を
蔑
ろ
に
し
、
喜
び
を
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま

さ
に
邪
な
心
の
持
ち
主
で
あ
る
。

�

こ
の
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
と
い
う
こ
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と
を
示
し
、
お
念
仏
を
勧
め
る
説
き
方
も
で
き
る
。
ど
こ
ま

で
も
凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
自
身
が
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た

後
に
は
尊
い
菩
薩
の
姿
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
。
至
ら
ぬ

我
が
身
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
尊
い
未
来
の
姿
が
待
っ
て
い

る
と
い
う
有
り
難
さ
を
お
伝
え
し
た
い
。

・�「
教
え
に
と
き
め
き
、
教
え
を
慕
い
、
教
え
に
よ
っ
て
喜
び

が
満
ち
溢
れ
る
心
」と
訳
さ
れ
る「
愛
法
楽
法
喜
法
の
心
」は
、

語
義
に
示
し
た
よ
う
に
智
慧
の
三
種
と
さ
れ
る
。
智
慧
と
は
、

も
の
ご
と
を
判
断
し
、
決
定
す
る
心
の
働
き
だ
が
、
こ
れ
を

清
浄
な
智
慧
で
あ
る
般
若
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
仏
道
修
行

の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
彼
岸
会
な
ど
で
の
六

波
羅
蜜
に
関
す
る
法
話
な
ど
に
繋
げ
ら
れ
よ
う
。

�

仏
教
徒
の
為
す
べ
き
姿
と
し
て
、
正
し
い
智
慧
の
中
で
、
法

に
触
れ
る
と
愛
法
楽
法
喜
法
の
心
が
湧
き
上
が
る
。
彼
岸
会

な
ど
で
聴
衆
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
心
が
け
を
す
す
め
、

い
ま
聞
い
て
い
た
だ
て
い
る
法
話
に
よ
っ
て
も
、
教
え
に
と

き
め
き
、
教
え
を
慕
い
、
教
え
に
よ
っ
て
喜
び
が
満
ち
溢
れ

る
心
を
起
こ
し
、
お
念
仏
を
称
え
称
え
る
姿
へ
と
誘
い
た
い
。

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

３
―
２
「
三
界
は
空
な
り
」

①
〈
讃
題
〉

「
等
し
く
三
界
は
空
な
り
無
所
有
な
り
と
観
じ
て
、
佛
法
を
志

求
し
、
諸
も
ろ
の
弁
才
を
具
し
て
、
衆
生
の
煩
悩
の
患
い
を
除

滅
す
」（
聖
典
一
・
二
五
八
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
迷
い
の
世
界
で
あ
る
欲
界・色
界・無
色
界
の
〕
三
界
は
〔
夢

幻
の
如
く
〕つ
か
み
所
が
な
い
も
の（
空
無
所
有
）と〔
彼
ら
は
〕

見
極
め
、
み
仏
の
教
え
を
願
い
求
め
る
。〔
誰
に
で
も
伝
わ
る

よ
う
な
〕
言
葉
を
駆
使
し
て
、
人
々
の
悩
み
、
苦
し
み
を
取
り

除
く
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
二
二
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

極
楽
の
菩
薩
、
三
界
、
空
、
煩
悩
、
四
苦
八
苦
、
方
便
／
念
仏
会
、

十
夜
会
、
仏
教
講
座

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
三
界
の
儚
さ
」
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「
方
便
の
力
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

三
界
…
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
こ
と
。
衆
生
が
輪
廻
し
て

生
死
を
繰
り
返
す
三
種
の
境
界
。六
道
の
こ
と
。『
随
聞
講
録
』

に
は
「
三
界
と
は
、
己
界
・
仏
界
・
衆
生
界
、
及
び
欲
等
の

三
界
、
皆
、
悉
く
因
縁
生
の
物
、
如
幻
の
法
な
る
が
故
に（

（
（

」

と
あ
る
。「
円
頓
章
」（『
魔
訶
止
観
』
序
文
）
に
「
一
色
も

一
香
も
中
道
に
非
ざ
る
こ
と
無
し
。
己
界
お
よ
び
仏
界
・
衆

生
界
も
ま
た
然
り（

（
（

」
と
あ
る
。

・�

空
…
固
定
的
実
体
が
無
い
こ
と
。
初
期
経
典
に
も
「
自
我
に

固
執
す
る
見
解
を
う
ち
破
っ
て
、
世
界
を
空
な
り
と
観
ぜ

よ（
（
（

」（『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
第
一
一
一
九
偈
）
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
「
こ
の
講
堂
に
は
牛
は
い
な
い
、
牛
に
つ
い
て
い
え
ば

空
（
欠
如
）
で
あ
る
。
し
か
し
比
丘
が
お
り
、
比
丘
に
つ
い

て
い
え
ば
空
で
は
な
い（
残
る
も
の
が
あ
る
）」（『
中
阿
含
経
』

巻
四
九
）
と
説
か
れ
、
欠
如
と
残
る
も
の
と
の
両
者
が
空
の

語
の
使
用
と
重
な
り
説
か
れ
る
。（『
岩
波
仏
教
辞
典
』参
照
）

�

仏
教
で
は
、
す
べ
て
の
事
物
が
因
縁
に
よ
っ
て
生
起
し
て
い

る
事
を
意
味
す
る
縁
起
を
説
く
が
、
こ
の
因
縁
に
よ
っ
て
生

起
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
切
は
他
に
依
っ
て
存
在
し
、

そ
れ
自
身
で
は
独
立
し
て
存
在
し
て
は
い
な
い
か
ら
、
永
遠

不
滅
の
固
定
的
実
体
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
空
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
縁
起
せ
る
も
の
に
は
実
体
が
な
く
（
無

自
性
）、
実
体
が
な
い
（
無
自
性
）
故
に
空
な
の
で
（
縁
起

→
無
自
性
→
空
）、
空
と
は
縁
起
を
言
い
換
え
た
も
の
と
も

考
え
ら
れ
る
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
参
照
）

※�

自
性
は
そ
れ
自
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
で
、
他
に
原

因
を
持
た
な
い
も
の
を
い
う
。
対
し
て
無
自
性
と
は
、
別
の

も
の
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
の
う
ち
に

原
因
を
持
た
な
い
も
の
を
い
う
。
自
性
は
不
変
で
あ
り
、
無

自
性
は
生
起
→
存
続
→
消
滅
す
る
。

�

『
方
丈
記
』
の
「
ゆ
く
河
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も

も
と
の
水
に
あ
ら
ず
。
よ
ど
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
は
、
か

つ
消
え
か
つ
結
び
て
、久
し
く
と
ど
ま
り
た
る
た
め
し
な
し
」

に
み
ら
れ
る
空
思
想
は
上
座
部
の
空
思
想
と
さ
れ
、
大
乗
の

空
思
想
は
無
自
性
で
あ
る
。
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・�

無
所
有
…
何
も
所
有
し
な
い
こ
と
。
少
欲
知
足
と
は
区
別
さ

れ
る
。
財
産
・
精
舎
・
妻
子
は
む
ろ
ん
、
時
に
頭
、
肉
、
心

臓
な
ど
ま
で
捨
て
よ
と
強
調
さ
れ
る
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞

典
』
参
照
）

・�

弁
才
…
弁
述
・
弁
説
の
巧
妙
な
こ
と
で
、
弁
舌
の
才
能
に
た

け
て
い
る
こ
と
。
妙
弁
才
、
無
礙
弁
、
ま
た
は
単
に
弁
と
も

い
う
。『
無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願
の
う
ち
、
第
二
十
九
願

を
得
弁
才
智
の
願
、
第
三
十
願
を
弁
才
無
尽
の
願
と
い
う
。

（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
参
照
）

・�

煩
悩
…
身
心
を
乱
し
悩
ま
せ
、
正
し
い
判
断
を
さ
ま
た
げ
る

心
の
は
た
ら
き
。
貪
・
瞋
・
痴
の
い
わ
ゆ
る
三
毒
が
煩
悩
の

根
源
的
な
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
中
の
痴
、
す
な
わ
ち

物
事
の
正
し
い
道
理
を
知
ら
な
い
こ
と
、
十
二
因
縁
の
無
明

に
あ
た
る
状
態
が
、
も
っ
と
も
根
本
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。

（『
岩
波
仏
教
辞
典
』
参
照
）

⑥
〈
解
説
〉

極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
菩
薩
は
、
一
切
の
障
り
の
な
い
智
慧

に
よ
っ
て
真
理
を
見
通
し
、
三
界
は
等
し
く
空
で
あ
り
、
世
界

が
空
で
あ
る
が
故
に
一
切
の
事
物
に
対
し
て
の
執
着
の
心
を
捨

て
去
り
、
真
実
の
心
を
も
っ
て
仏
法
を
求
め
、
成
仏
へ
の
道
を

歩
む
。
又
、
四
十
八
願
中
の
第
二
十
九
願
「
得
弁
才
智
願
」
及

び
第
三
十
願
「
智
弁
無
窮
願
」
に
よ
り
、
極
楽
の
菩
薩
は
、
い

か
な
る
者
に
対
し
て
も
、
教
法
を
誤
る
こ
と
な
く
伝
え
る
為
の

智
慧
と
弁
舌
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
弁
才
智
に
限
り
は
な

い
。
そ
の
弁
才
智
を
も
っ
て
、
衆
生
の
機
根
を
見
極
め
、
相
応

の
法
を
常
に
説
き
示
し
教
導
す
る
。
そ
の
真
実
の
智
慧
に
よ
る

弁
才
に
よ
り
、
衆
生
の
煩
悩
か
ら
起
こ
る
種
々
の
患
い
を
取
り

払
う
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

極
楽
の
菩
薩
様
は
智
慧
に
よ
り
真
理
を
見
通
し
て
正
し
き
教

え
を
説
き
示
し
て
下
さ
る
。
競
う
こ
と
も
是
非
を
言
い
争
う

こ
と
も
な
い
。
覚
り
を
得
る
為
の
修
行
を
極
め
、
全
て
の
存

在
は
空
で
あ
り
、
無
常
で
あ
り
、
常
に
移
り
変
わ
る
と
の
事

を
見
極
め
て
い
る
の
で
事
物
に
対
し
て
の
執
着
の
心
が
な
い
。

対
し
て
、三
界
の
衆
生
で
あ
る
我
々
は
、無
明
で
あ
る
が
故
に
、

自
分
に
と
っ
て
の
都
合
の
良
い
こ
と
を
正
し
い
と
考
え
、
執



69　『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―（二）『無量寿経』巻下

研究成果報告

着
の
心
か
ら
離
れ
る
事
が
出
来
ず
、
競
い
合
い
、
奪
い
合
い
、

争
い
が
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
菩
薩
様
は
自
性
を
求
め
る
存

在
で
あ
り
、
三
界
の
衆
生
は
無
自
性
に
縛
ら
れ
る
存
在
で
あ

ろ
う
。
生
起
、
存
続
、
生
滅
を
繰
り
返
す
。
こ
れ
故
に
四
苦

八
苦
等
の
苦
し
み
が
生
じ
る
。
真
理
を
体
得
し
、
自
性
た
る

こ
と
を
目
指
す
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
道
理
に
暗
く
、
無

自
性
に
捉
わ
れ
る
衆
生
の
苦
し
み
の
原
因
を
見
定
め
て
、
正

し
き
み
教
え
に
よ
り
衆
生
の
苦
し
み
を
取
り
除
い
て
下
さ
る
。

・
世
の
無
常
（
自
性
、
無
自
性
に
つ
い
て
の
譬
え
と
し
て
）

【『
万
葉
集
』
五
・
七
九
三
番
歌
】

�

「
世
の
中
は　

空
し
き
も
の
と　

知
る
時
し　
い
よ
よ
ま
す

ま
す　

悲
し
か
り
け
り
」（
大
伴
旅
人
）

�

（
大
宰
府
に
て
妻
を
亡
く
し
た
時
に
詠
ん
だ
和
歌
。
世
の
中

は
皆
空
で
あ
り
、
無
常
で
あ
る
と
い
う
事
を
実
感
と
し
て

知
っ
た
の
で
、
悲
し
み
は
ま
す
ま
す
深
く
な
る
）

〔
左
注
読
み
下
し
〕

�

「
蓋
し
聞
く
、
四
生
の
起
滅
は
夢
の
み
な
空
し
き
が
ご
と
く
、

三
界
漂
流
は
環
の
と
ど
ま
ら
ぬ
が
ご
と
し
」

�

（
三
界
四
生
の
生
ま
れ
て
は
滅
ぶ
事
は
、
夢
の
よ
う
に
空
し

き
事
で
、
三
界
輪
廻
は
環
の
如
く
繰
り
返
さ
れ
る
）

・�

九
相
（
執
着
の
心
・
釈
尊
の
墓
地
で
の
瞑
想
等
を
挙
げ
て
も

よ
い
だ
ろ
う
）

一
、�

脹
相
（
ち
ょ
う
そ
う
）
…
死
体
が
腐
敗
に
よ
る
ガ
ス
で

内
部
か
ら
膨
張
す
る
。

二
、�

壊
相
（
え
そ
う
）
…
腐
乱
が
進
み
、
皮
膚
が
割
け
る
。

三
、�

血
塗
相
（
け
ち
ず
そ
う
）
…
腐
乱
が
進
み
、
脂
肪
や
血

液
、
体
液
が
体
外
に
滲
み
る
。

四
、�

膿
爛
相
（
の
う
ら
ん
そ
う
）
…
死
体
が
腐
敗
に
よ
り
溶

け
だ
す
。

五
、�

青
瘀
相
（
し
ょ
う
お
そ
う
）
…
死
体
が
変
色
し
青
黒
く

な
る
。

六
、�

噉
相
（
た
ん
そ
う
）
…
虫
が
湧
き
、
鳥
獣
に
喰
わ
れ
る
。

七
、�

散
相
（
さ
ん
そ
う
）
…
死
体
の
部
位
が
散
乱
す
る
。

八
、�
骨
相
（
こ
つ
そ
う
）
…
骨
だ
け
に
な
る
。

九
、�
焼
相
（
し
ょ
う
そ
う
）
…
骨
が
焼
か
れ
灰
と
な
る
。

�

特
に
肉
体
へ
の
執
着
を
離
れ
る
為
に
、
九
相
観
が
修
せ
ら
れ



70

た
。
釈
尊
も
し
ば
し
ば
墓
地
に
て
瞑
想
さ
れ
た
と
あ
る
。
小

野
小
町
や
檀
林
皇
后
（
嵯
峨
天
皇
の
皇
后
）
の
九
相
図
が
有

名
。
ま
た
、
古
来
よ
り
人
間
を
糞
袋
と
称
し
た
事
も
肉
体
へ

の
執
着
か
ら
離
れ
る
為
で
あ
ろ
う
。

・�

極
楽
の
菩
薩
様
が
、
智
慧
の
眼
に
よ
り
一
切
の
捉
わ
れ
の
心

か
ら
離
れ
、
そ
の
弁
才
に
よ
る
お
導
き
に
よ
り
、
衆
生
の
煩

悩
の
患
い
を
取
り
除
い
て
下
さ
る
と
説
か
れ
る
が
、
無
明
の

存
在
故
に
我
が
耳
も
眼
も
心
も
、
正
し
き
方
向
へ
向
く
事
が

出
来
な
い
。
煩
悩
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
世
の
中
を
見
て

し
ま
う
我
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
成
仏
へ
の
道
を
歩
ま
れ
な

が
ら
、
常
に
衆
生
の
為
に
法
を
説
い
て
下
さ
り
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
弁
才
を
も
っ
て
我
々
の
煩
悩
の
苦
し
み
を
取
り
除
こ

う
と
し
て
下
さ
る
極
楽
の
菩
薩
様
方
の
存
在
は
、
我
々
衆
生

に
と
っ
て
大
い
な
る
励
ま
し
と
な
る
。
煩
悩
や
捉
わ
れ
の
心

を
な
く
す
事
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
後
押
し
し
て
下
さ

り
、
善
き
方
へ
お
導
き
下
さ
る
菩
薩
様
の
存
在
は
有
難
く
、

娑
婆
世
界
で
念
仏
往
生
の
思
い
を
保
ち
続
け
る
こ
と
へ
の
大

い
な
る
励
み
と
な
ろ
う
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

３
―
３
「
横
截
五
悪
趣
」

①
〈
讃
題
〉

「
必
ず
超
絶
し
去
っ
て
、
安
養
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、

横
に
五
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
、
道
に
昇
る
こ
と
窮

極
な
し
」（
聖
典
一
・
二
六
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
娑
婆
世
界
と
〕
縁
切
り
し
て
、
極
楽
世
界
（
安
養
国
）
に

往
生
す
る
こ
と
が
間
違
い
な
く
で
き
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
時
、

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
と
い
う
〕
五
つ
の
悪
し
き
世
界

へ
と
赴
く
道
を
断
ち
切
る
こ
と
に
な
っ
て
、〔
す
る
と
〕
悪
し

き
世
界
へ
と
赴
く
道
は
自
然
と
途
絶
え
、〔
往
生
し
た
者
は
〕

ど
こ
ま
で
も
仏
道
を
歩
ん
で
行
く
」（
現
代
語
訳
・
一
二
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

往
生
、
悪
趣
、
生
死
輪
廻
／
施
餓
鬼
会
、
盂
蘭
盆
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
煩
悩
を
断
て
な
い
私
達
、そ
れ
で
も
救
う
阿
弥
陀
仏
の
尊
さ
」
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⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�
安
養
国
…
極
楽
浄
土
の
こ
と
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語am

r.ta
の
訳
と
す
る
説
が
あ
る
が
、 sukha-vati

（
極
楽
）
の
異
訳

と
す
る
説
が
有
力
。
康
僧
鎧
訳
で
あ
る
『
無
量
寿
経
』
巻
下

に
も
「
恭
敬
歓
喜
去
還
到
安
養
国
」（
聖
典
一
・
二
五
四
頁
）

と
あ
る
。

・�

横
に
…『
随
聞
講
録
』に
は
、「「
横
」は
竪
に
対
す
。
上
の「
超

絶
」
と
、
其
の
意
同
じ
。
俗
に
イ
チ
ド
キ
ニ
ト
云
う
に
同

じ（
（
（

」
と
あ
る
。
竪
に
截
る
と
は
一
つ
ず
つ
順
を
追
っ
て
断
じ

る
こ
と
、
横
に
截
る
と
は
多
く
の
も
の
を
い
っ
ぺ
ん
に
断
じ

る
こ
と
。

・�

五
悪
趣
…
六
道
の
う
ち
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
の

こ
と
。
一
般
的
に
こ
の
五
つ
の
悪
い
世
界
を
悪
趣
と
い
う
。

・�

截
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
蓋
し
按
ず
る
に
截
の
言
、
猶
お

伏
の
ご
と
し
。
牽
果
の
用
を
伏
す
る
を
言
う
。
断
体
を
謂
う

に
は
非
ず
。
所
詮
、
截
と
云
い
閉
と
云
う（

（
（

」
と
あ
る
。

・�

道
に
昇
る
こ
と
窮
極
な
し
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
言
う
こ

こ
ろ
は
、
イ
キ
ア
タ
ル
コ
ト
無
く
、
仏
果
迄
ヌ
ケ
ト
ホ
ル
故

ニ（
（
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

（
こ
の
教
説
の
前
段
で
は
、極
楽
の
菩
薩
の
尊
さ
が
説
か
れ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
部
分
か
ら
娑
婆
の
衆
生
の
醜
い
姿
が
説

か
れ
出
す
）

・�『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
極
楽
の
様
子
を
説
く
部
分
で
、
極
楽

の
菩
薩
は
無
量
の
功
徳
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
こ

れ
ら
の
声
聞
・
菩
薩
の
功
徳
知
恵
は
説
き
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の

も
の
で
あ
る
と
い
い
、
ど
う
し
て
こ
う
し
た
善
を
積
ま
な
い

こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
努
め
て
極
楽
を
願
っ
て
善
を
積
み
、
極

楽
に
往
生
す
れ
ば
五
悪
趣
へ
つ
な
が
る
道
は
全
て
押
さ
え
こ

ま
れ
て
閉
ざ
さ
れ
る
と
い
い
、
悟
り
へ
の
道
は
確
実
な
も
の

と
な
る
の
だ
、
と
説
か
れ
て
い
る
。

・
聖
光
上
人
『
浄
土
宗
要
集
』（『
西
宗
要
』）
の
解
説

「
第
二
十
五　
橫
截
五
悪
趣
事
」

　
横
の
文
字
は
い
か
よ
う
に
心
う
べ
き
や
。

　
答
う
、
竪
截
に
対
す
る
横
截
な
り
。

　

�

又
尋
ね
て
云
く
、
竪
截
と
い
う
は
い
か
よ
う
に
い
う
事
ぞ
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や
。

　
�

答
う
、竪
截
と
い
う
は
、見
思
の
煩
悩
を
断
ず
る
な
り
。〈
中

略
〉

　

�
横
截
と
い
う
は
、
煩
悩
を
断
ぜ
ざ
る
な
り
。
凡
夫
と
こ
れ

が
い
わ
る
る
な
り
。
浄
影
の『
寿
経
の
疏
』に
い
わ
く
、「
ま

ず
見
惑
を
断
じ
て
三
途
の
因
を
離
れ
、
三
途
の
果
を
滅
し
、

後
に
修
惑
を
断
じ
て
人
天
の
因
を
離
れ
人
天
の
果
を
絶
す
。

漸
除
な
れ
ば
横
截
と
名
付
け
ず
。
も
し
弥
陀
の
浄
土
に
往

生
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
娑
婆
の
五
道
一
時
に
頓
捨
す
。
故

に
横
截
と
名
く
。〈
中
略
〉

　

�

難
じ
て
云
く
、
横
截
と
い
う
も
截
あ
り
、
竪
截
と
い
う
も

截
あ
り
、
截
と
は
断
な
り
。
故
に
横
竪
俱
に
断
惑
に
し
て

横
に
断
じ
竪
に
断
ず
る
な
る
べ
し
。

　

�

答
う
、「
般
若
等
」
の
経
に
、
苦
に
二
あ
り
、
死
苦
と
死

な
ど
の
苦
と
な
り
。
死
苦
と
は
竪
の
苦
な
り
、
正
し
く
死

す
る
が
ゆ
え
に
。
死
な
ど
の
苦
と
い
う
は
、
死
せ
ず
と
い

え
ど
も
、
そ
の
苦
切
な
る
が
ゆ
え
に
死
等
の
苦
と
い
う
、

こ
れ
横
な
り
。
故
に
截
に
二
あ
り
。
断
の
截
と
伏
の
截
と

な
り
。
今
は
伏
截
な
る
が
ゆ
え
に
横
截
と
い
う
な
り
。
伏

の
ゆ
え
に
未
だ
理
を
見
ず
。

　

�

難
じ
て
い
わ
く
、
浄
土
門
の
意
、
横
截
竪
截
の
中
に
横
截

を
以
て
浄
土
門
と
な
る
こ
と
い
か
ん
。

　

�

答
う
、
穢
土
の
習
い
、
我
等
凡
夫
の
為
に
は
穢
土
の
法
門

は
穢
土
の
衆
生
の
法
相
な
れ
ば
な
り
。
こ
れ
竪
に
あ
た
れ

り
。
浄
土
の
法
門
は
穢
土
に
し
て
得
道
す
べ
き
本
体
を
捨

て
て
、
他
方
の
浄
土
へ
生
ぜ
し
む
る
が
ゆ
え
に
横
な
れ
ば
、

穢
土
の
為
に
は
横
法
門
に
て
あ
る
な
り（

（
（

。

�

聖
光
上
人
の
『
西
宗
要
』
の
説
で
は
、
因
果
の
道
理
で
は
、

悪
趣
に
堕
す
る
「
因
」
を
積
ん
だ
な
ら
ば
「
果
」
は
悪
趣
に

堕
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
仏
説
な
の
で
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
こ
ろ
、「
果
」
が
断
た
れ
る
の
で
は
な
く
、「
伏

せ
る
・
抑
え
込
ま
れ
る
」
と
理
解
し
て
仏
説
を
否
定
し
な
い

配
慮
を
し
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
う
え
で
聖
光
上
人
は
続
け
て
、
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀
仏

の
誓
願
は
尊
く
、
叶
っ
た
時
に
は
大
千
ま
さ
に
感
動
し
、
華

を
雨
降
ら
せ
る
の
だ
と
加
え
て
い
る
。
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・�

牛
秀
『
説
法
色
葉
集
』
第
四
で
は
、「
横
截
五
悪
趣
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

�
見
惑
と
思
惑
と
い
う
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
、

見
惑
の
煩
悩
は
断
じ
る
こ
と
が
た
や
す
い
が
、
思
惑
を
断

ず
る
の
は
難
し
い
と
い
う
。
仏
教
で
は
こ
れ
ら
煩
悩
を
一

つ
ず
つ
断
じ
て
漸
く
少
し
ず
つ
阿
羅
漢
に
近
づ
く
の
で
あ

る
。
煩
悩
や
罪
障
の
際
限
な
い
我
々
は
、
智
者
は
智
者
な

が
ら
愚
者
は
愚
者
な
が
ら
「
助
け
給
え
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
称
え
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
往
生
の
指
南
で
あ
る
。
法
然
上

人
の
お
歌
に
、

　

�「
と
に
か
く
に　

我
に
い
ろ
わ
ぬ　

心
か
な　

身
を
ば
慈

悲
あ
る　
弥
陀
に
任
せ
て
」（
出
典
不
詳
）

　

�

と
あ
る
。
凡
夫
の
分
際
で
煩
悩
を
断
じ
て
菩
提
を
得
る
な

ど
、
三
つ
に
な
る
赤
子
に
ひ
げ
が
生
え
た
よ
う
な
も
の
で
、

機
教
不
相
応
な
こ
と
で
あ
る（

（
（

。（
筆
者
意
訳
）

⑦
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

煩
悩
や
雑
悪
を
自
力
で
断
つ
こ
と
は
不
可
能
な
私
達
、
煩
悩

を
断
ぜ
ず
と
も
救
う
と
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
尊
さ

�

こ
こ
で
は
、
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
の
大
変
さ
を
意
識
し
て
み

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。「
横
截
五
悪
趣
」
は
、
五
悪

趣
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
・
天
）
に
輪
廻
す
る
「
果
」
が
、

阿
弥
陀
仏
の
来
迎
引
摂
に
よ
っ
て
い
っ
ぺ
ん
に
抑
え
込
ま
れ

る
こ
と
で
、「
悪
趣
自
然
閉
」
は
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る

こ
と
が
叶
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
以
降
悪
趣
に
輪
廻
す
る
と
い

う
「
果
」
を
も
た
ら
す
「
因
」
を
つ
く
ら
な
く
な
る
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

し
た
が
っ
て
、
テ
ー
マ
は
こ
の
世
で
煩
悩
や
雑
悪
を
な
く
す

こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
い
う
こ
と
、
そ
う
し
た
凡
夫
で

あ
っ
て
も
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
で
そ
れ
は
必
ず
遂
げ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

�

仏
教
の
常
識
で
普
通
に
考
え
れ
ば
、
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
で

悟
り
を
得
て
輪
廻
を
出
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
つ
ず
つ

煩
悩
を
断
じ
る
修
行
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
私
達

は
煩
悩
を
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
で
は
輪
廻
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

現
実
の
事
例
を
用
い
て
力
説
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
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え
ば
、
嫉
妬
や
ね
た
み
、
自
分
が
心
か
ら
大
事
に
す
る
も
の

は
何
か
を
犠
牲
に
し
て
で
も
守
り
た
い
と
思
う
願
い
、
我
々

の
安
寧
の
裏
に
は
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
人
が
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
世
を
見
渡
し
て
見
え
て
く
る

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
貧
し
い
人
々
が
裕
福
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
は
あ
れ
ど
、
そ
う
な
る
こ
と
で
新
た
に
貧

し
く
な
る
人
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
家
族
を
守

る
た
め
に
両
親
で
必
死
に
働
く
こ
と
で
家
族
は
守
れ
る
が
、

そ
の
分
世
の
中
か
ら
仕
事
が
減
っ
て
職
に
就
け
る
人
が
減
り
、

貧
困
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
り
…
純
粋
な
願
い
も
、
そ
こ
に

は
犠
牲
に
な
る
も
の
が
付
き
ま
と
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

私
達
に
は
そ
う
し
て
で
も
生
き
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

状
況
が
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

そ
し
て
そ
ん
な
私
達
で
も
輪
廻
を
出
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

が
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
順
を

追
っ
て
伝
え
る
た
め
に
こ
の
一
節
は
有
用
で
あ
ろ
う
。

�

（
執
筆
者
：
郡
嶋
昭
示
）

３
―
４
「
往
き
易
く
し
て
人
な
し
」

①
〈
讃
題
〉

「
往
き
易
く
し
て
人
な
し
。
そ
の
国
、
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽

く
所
な
り
。
何
ぞ
世
事
を
棄
て
て
、
勤
行
し
て
道
徳
を
求
め
ざ

る
。極
長
生
を
獲
て
、寿
楽
極
ま
り
あ
る
こ
と
な
か
る
べ
し
」（
聖

典
一
・
二
六
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
極
楽
世
界
に
は
〕
容
易
に
往
生
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
よ
う
な
者
は
〔
ま
ず
〕
い
な
い
。〔
極
楽
〕
世
界
〔
へ
の
道
〕

が
〔
道
理
に
〕
反
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
な
く
、〔
そ
の
道
を

歩
め
ば
〕
当
然
の
こ
と
と
し
て
〔
極
楽
世
界
へ
と
〕
迎
え
摂
ら

れ
る
の
だ
。〔
そ
う
で
あ
る
以
上
、〕
日
々
の
暮
ら
し
の
こ
と
ば

か
り
を
考
え
、
仏
道
を
歩
ま
ず
修
行
を
積
ま
な
い
で
い
て
よ
い

は
ず
が
な
い
。〔
極
楽
に
往
生
し
さ
え
す
れ
ば
〕
永
い
永
い
寿

命
を
獲
得
し
、
生
き
る
こ
と
の
幸
せ
を
無
限
に
楽
し
む
の
で
あ

る
」（
現
代
語
訳
・
一
二
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

易
行
、
安
楽
、
寿
楽
／
念
仏
会
、
成
道
会
、
涅
槃
会
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
今
、
ど
の
様
に
生
き
る
の
か
」

「
命
の
分
岐
点
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

逆
違
…
道
理
に
対
し
て
、
逆
ら
い
、
違
う
こ
と
が
無
い
の

意（
（
（

。

・
牽
く
…
引
く
、
つ
づ
く
。

・
世
事
…
世
の
中
の
事
柄
。
俗
事
。

・
道
徳
…
こ
こ
で
は
仏
道
精
進
の
功
徳
を
指
す
。

・
極
長
生
…
限
り
の
無
い
寿
命
。

・
寿
楽
…
寿
命
無
量
に
よ
っ
て
受
け
る
と
こ
ろ
の
楽
。

⑥
〈
解
説
〉

極
楽
浄
土
は
容
易
に
往
く
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

往
生
す
る
人
は
ま
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
易い

往お
う

而に

無む

人に
ん

」
と
い
う

経
説
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
種
々
の
解
釈
が
あ
る（

（1
（

が
、
浄

土
宗
僧
侶
た
る
我
々
が
依
る
べ
き
説
は
七
祖
聖
冏
上
人
が
示
し

て
下
さ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
糅に

ゅ
う

鈔し
ょ
う

』
四
に
「
仏
願
力
を

以
て
往
生
を
得
易
き
が
故
に
易
往
と
云
う
。
然
る
に
願
生
人
希

な
る
が
故
に
無
人
と
云
う（

（1
（

」
と
釈
し
て
い
る
。

こ
の
段
で
は
、
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
れ
ば
五
悪
趣
へ
の
道
を

断
ち
切
っ
て
、
寿
命
無
量
の
環
境
（「
第
十
五
、
眷
属
長
寿

願（
（1
（

」
参
照
）
に
お
い
て
自
然
に
仏
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る

の
だ
か
ら
、
日
常
の
世
事
を
捨
て
て
仏
道
修
行
に
励
む
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
釈
尊
が
勧
め
て
い
る
。
こ
の
事
を
「
強
く
見
る
べ

し（
（1
（

」
と
義
山
上
人
は
『
無
量
寿
経
隨
聞
講
録
』
に
て
説
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
「
何
ぞ
世
事
を
棄
て
ざ
る
。
何
ぞ
勤
行
し
て

道
徳
を
求
め
ざ
る（

（1
（

」
と
、
こ
の
こ
と
を
深
く
受
け
止
め
る
べ

き
で
あ
る
と
説
か
れ
、
こ
こ
に
お
け
る
経
説
を
「
釈
尊
の
重
勧

な
り（

（1
（

」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

私
た
ち
浄
土
宗
僧
侶
が
、
自
ら
信
じ
、
他
に
伝
え
る
御
教
え

は
お
念
仏
の
御
教
え
で
あ
り
、
釈
尊
付
属
の
御
教
え
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
や
や
も
す
る
と
私
た
ち
は
、
伝
え
る
べ
き

お
釈
迦
さ
ま
の
御
教
え
を
自
ら
の
判
断
で
選
り
好
み
し
か
ね
な

い
存
在
で
す
。
こ
の
経
説
を
よ
く
よ
く
見
返
し
て
、「
往
生
を

求
め
る
こ
と
が
釈
尊
の
勧
め
で
あ
る
」
と
自
ら
の
信
仰
が
定
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ま
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
自
身
が
、「
往
生
を
遂
げ
て
得
ら
れ
る
寿
楽
」
を
見
つ
め
、

そ
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
現
世
で
の
歩
み
も
ま
た
、
ま
こ
と
の
幸

せ
へ
と
続
く
こ
と
を
感
じ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
れ
が

な
け
れ
ば
、開
宗
八
五
〇
年
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
も
あ
る「
お

念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
を
、
今
を
生
き
る
人
に
伝
え
る
こ

と
が
叶
わ
な
い
。「
自
信
偈
」
に
「
自
ら
信
じ
、
人
を
し
て
信

ぜ
し
め
る
こ
と
は
、
難
し
い
中
さ
ら
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。

大
悲
の
心
を
伝
え
て
普
く
教
化
す
る
こ
と
が
、
真
に
仏
恩
に
報

ず
る
こ
と
で
あ
る（

（1
（

」
と
示
さ
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
自
身
の
信

仰
を
見
つ
め
、
法
を
伝
え
る
こ
と
を
も
っ
て
仏
恩
に
報
ず
る
姿

を
心
が
け
て
参
り
た
く
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、「
お
釈
迦
さ
ま
の
勧
め
」、「
世
事
に
囚
わ
れ
が

ち
な
現
実
が
あ
る
け
れ
ど
、
私
た
ち
が
修
す
る
べ
き
勤
行
、
目

指
す
べ
き
場
所
」
を
ゆ
っ
く
り
と
お
伝
え
す
る
だ
け
で
、
伝
わ

る
法
話
に
な
る
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
お
釈

迦
さ
ま
は
「
発
遣
教
主
」
で
あ
る
と
善
導
大
師
が
お
示
し
を
下

さ
っ
た
こ
と
や
、
浄
土
宗
の
御
教
え
は
二
尊
教
で
あ
る
と
法
然

上
人
が
お
示
し
下
さ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
用
語
（「
発
遣
教

主
釈
迦
牟
尼
仏
」
や
「
二
尊
」
な
ど
）
を
紙
で
示
し
、
解
説
を

行
う
形
で
お
話
を
す
る
こ
と
も
宜
し
い
か
と
思
い
ま
す（

（1
（

。

取
り
分
け
、
お
釈
迦
さ
ま
の
由
縁
と
な
る
法
要
（
成
道
会
な

ど
）
に
お
い
て
、
こ
の
経
説
を
拝
読
し
な
が
ら
、
教
え
を
お
伝

え
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
釈
迦
さ
ま
が
私
た
ち
に
対

し
て
、
日
々
の
生
活
の
慌
た
だ
し
さ
（
関
連
法
語
・『
元
祖
大

師
御
法
語
』
前
篇
二
一
「
精
進
」）
に
決
し
て
生
死
の
一
大
事

を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
浄
土
往
生
を
勧
め
て
下
さ
っ
た
こ
と
を

法
話
で
お
伝
え
す
れ
ば
、
共
々
に
信
仰
を
確
認
す
る
機
会
と
な

る
は
ず
で
す
。

ま
た
そ
の
際
に
は
、「
分
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
つ
い

目
的
を
見
失
っ
て
し
ま
う
比
喩
説
」
や
「
信
心
に
関
す
る
因
縁

説
」
を
用
い
る
と
、
話
の
幅
が
広
が
る
事
と
考
え
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）
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３
―
５
「
三
毒
段
（
貪
欲
）」

①
〈
讃
題
〉

「
し
か
る
に
世
人
薄
俗
に
し
て
、
共
に
不
急
の
事じ

を
諍
う
。
こ

の
劇ぎ

ゃ
く

悪あ
く

極ご
っ

苦く

の
中
に
お
い
て
、
勤ご

ん

身じ
ん

営よ
う

務む

し
て
、
も
っ
て
自
ら

給
済
す
。
尊
と
な
く
卑
と
な
く
、
貧
と
な
く
富
と
な
く
、
少
長

男
女
共
に
銭
財
を
憂
う
る
こ
と
、
有
無
同
じ
く
し
か
り
」（
聖

典
一
・
二
六
一
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
し
か
し
な
が
ら
、〔
こ
の
〕
世
の
〔
迷
え
る
〕
人
々
は
浅
は

か
に
も
欲
望
に
眼
が
く
ら
み
、
誰
も
彼
も
他
愛
も
な
い
欲
望
を

満
た
そ
う
と
血
眼
に
な
っ
て
い
る
。〔
彼
ら
は
〕
荒
み
き
っ
た
、

苦
し
み
の
極
み
に
あ
る
こ
の
〔
世
界
の
〕
中
で
、
身
を
粉
に
し

て
働
き
、〔
や
っ
と
の
思
い
で
〕
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
。
地

位
が
上
で
も
下
で
も
、
貧
し
く
て
も
金
持
ち
で
も
、
老
若
男
女

と
も
に
財
産
を
心
配
す
る
の
は
、〔
財
産
が
〕
あ
ろ
う
が
な
か

ろ
う
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
二
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

三
毒
段
、
貪
欲
、
物
惜
し
み
／
施
餓
鬼
会
、
帰
敬
式
、
懺
悔
会

な
ど

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
貪
欲
は
苦
悩
の
も
と
」

「
財
に
果
て
あ
り
、
欲
に
果
て
な
し
」

「
火
急
な
る
は
来
世
の
安
穏
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

薄
俗
…
『
随
聞
講
録
』
に
「
心
の
厚
カ
ラ
ヌ
ヲ
薄
と
云
い
、

し
カ
ラ
ヌ
ヲ
俗
と
云
う（

（1
（

」
と
あ
り
、
薄
情
で
不
善
の
悪
い

風
俗
を
い
う
。

・�

劇
悪
極
苦
…
風
難
・
火
難
・
水
難
・
地
震
・
雷
電
な
ど
の
艱
難
、

極
め
て
苦
し
い
こ
と
。

・�

勤
身
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
身
ヲ
苦
シ
ム
ル
を
『
勤
身
』

と
云
う（

（1
（

」
と
あ
る
。

・�

営
務
…
世
事
の
営
み
、
つ
と
め
。
渡
世
の
仕
事
。

・�
給
済
…
世
を
渡
り
、
暮
ら
し
を
立
て
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

こ
の
一
節
以
降
は
「
三
毒
段
」
と
呼
ば
れ
、
衆
生
が
煩
悩
に

よ
り
如
何
に
し
て
苦
し
み
を
得
る
の
か
を
、根
本
の
三
毒（
貪
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欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
）
を
挙
げ
て
、
つ
ぶ
さ
に
示
さ
れ
た
部
分

で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
「
貪
欲
」
で
あ
る
。

・�
こ
の
直
前
の
部
分
に
は
、「
何
ぞ
、
世
事
を
棄
て
勤
行
し
て

道
徳
（
往
生
を
求
む
る
道
の
功
徳
）
を
求
め
ざ
る
、
極
長
生

を
獲
て
寿
楽
極
り
有
る
こ
と
無
か
る
べ
し（

（2
（

」
と
あ
る
。
極

め
て
長
い
寿
命
と
快
楽
を
得
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
極

楽
世
界
に
往
生
す
る
た
め
の
「
往
き
易
き
道
」
が
示
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
従
お
う
と
は
せ
ず
、
三
毒

煩
悩
に
は
極
め
て
従
順
に
行
動
す
る
、
世
の
人
の
愚
か
さ
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
耳
の
痛
い
説
示
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
「
娑
婆
世
界
の
住
み
に
く
さ
に
目
覚
め
て
厭
離

の
心
を
起
こ
し
、
安
楽
な
る
浄
土
へ
の
往
生
を
求
め
よ
」
と

の
釈
尊
の
お
勧
め
で
あ
る
と
受
け
取
り
た
い
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

お
釈
迦
さ
ま
の
御
目
か
ら
ご
覧
に
な
る
と
、世
の
多
く
の
人
々

の
考
え
は
軽
薄
で
俗
に
ま
み
れ
た
も
の
と
映
っ
て
い
る
。
皆

共
に
、
急
が
ず
と
も
良
い
「
不
急
の
事
」
を
「
火
急
の
事
」

と
考
え
違
い
を
起
こ
し
、
自
ら
の
生
活
を
立
て
る
た
め
の
生

業
こ
そ
が
重
大
事
と
、
躍
起
に
な
っ
て
勤
し
ん
で
い
る
。
目

の
前
の
儲
け
を
取
り
損
な
う
こ
と
を
恐
れ
、
常
に
血
眼
で
利

欲
を
追
う
様
は
、
身
分
の
上
下
・
貧
富
の
差
・
年
齢
・
性
別

を
問
わ
ず
同
様
で
あ
る
。
人
々
は
金
銭
・
財
産
を
手
に
す
る

こ
と
を
人
生
第
一
の
目
的
と
考
え
、
所
有
・
不
所
有
い
ず
れ

に
し
て
も
精
神
を
苛
ま
れ
て
、
生
涯
を
徒
に
過
ご
し
て
し
ま

う
有
り
様
で
あ
る
。
財
無
き
者
は
常
に
生
計
に
追
わ
れ
て
息

つ
く
暇
も
な
く
、
又
、
財
有
る
者
は
、
そ
れ
を
失
い
は
し
な

い
か
、
奪
わ
れ
は
し
な
い
か
、
い
つ
ま
で
持
ち
続
け
ら
れ
る

の
か
、
と
心
を
砕
き
続
け
ね
ば
な
ら
ず
、
ひ
と
時
と
し
て
心

休
ま
る
時
は
訪
れ
な
い
。

・�

昨
今
の
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
浅
は
か
な
考
え
で
生
活
苦
を
解

消
し
よ
う
と
す
る
若
者
の
「
闇
バ
イ
ト
」
事
件
が
多
く
報
道

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
身
は
強
盗
殺
人
で
あ
り
、
身

の
破
滅
を
招
く
の
み
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
、
財
有
る
人
の

多
く
が
株
に
投
資
を
す
る
よ
う
な
世
情
だ
が
、
利
益
を
出
し

続
け
損
を
出
さ
な
い
為
に
は
、
株
価
の
上
が
り
下
が
り
を
常

に
注
視
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
神
経
を
す
り
減
ら
す
労
苦
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が
つ
い
て
回
る
。
疲
弊
を
伴
う
利
益
で
人
は
真
に
幸
福
た
り

得
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
提
示
す

る
事
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

・�

金
銭
・
財
産
は
、
得
て
も
得
ら
れ
な
く
て
も
、
所
詮
苦
痛
を

伴
う
も
の
で
あ
る
の
に
、
利
欲
を
満
た
す
事
こ
そ
を
「
生
き

甲
斐
」
や
「
人
生
の
意
義
」
と
考
え
る
な
ら
ば
、
や
が
て
身

を
責
め
る
「
毒
」
を
好
ん
で
食
べ
続
け
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
「
貪
欲
」
は
、
ど
こ
ま
で
叶
え
て
も
満
足
は
得
ら
れ
ぬ

も
の
で
あ
る
か
ら
「
渇
愛
」
と
も
い
う
。

『
法
句
経
』（
中
村
元
訳
）
に
も
次
の
偈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

�

た
と
え
貨
幣
の
雨
を
降
ら
す
と
も
、
欲
望
の
満
足
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

　

�「
快
楽
の
味
は
短
く
て
苦
痛
で
あ
る
」
と
知
る
の
が
賢
者

で
あ
る（

（2
（

。（
第
一
八
六
偈
）

・�

讃
題
に
続
く
経
文
の
中
に
は
「
あ
る
い
は
摧
砕
に
坐
っ
て
、

身
亡
び
命
終
わ
り
ぬ
れ
ば
、
こ
れ
を
棄
捐
し
て
去
る
。
誰
の

随
う
者
も
な
し
」
と
見
え
、
財
は
如
何
に
願
っ
て
も
、
命
終

時
に
一
切
手
放
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
来
世
に
持
ち
越
し
は
で
き

な
い
。
所
詮
は
苦
労
の
甲
斐
無
き
も
の
で
あ
り
、
人
生
の
第

一
義
と
す
る
の
は
空
し
い
こ
と
で
あ
る
。
失
う
こ
と
の
な
い

覚
り
の
喜
び
を
手
に
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
極
楽
へ
の
往

生
を
志
す
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

・�

限
ら
れ
た
人
生
の
内
、
自
身
の
来
世
の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の

時
間
を
か
け
て
考
え
、
行
動
し
て
来
た
か
を
問
い
か
け
る
こ

と
も
時
に
必
要
だ
ろ
う
。
法
話
以
外
の
場
で
は
ま
ず
問
わ
れ

る
こ
と
の
無
い
質
問
で
あ
る
。
貪
欲
に
よ
る
苦
悩
を
二
度
と

味
わ
う
心
配
の
無
い
極
楽
世
界
を
、
阿
弥
陀
さ
ま
は
私
た
ち

凡
夫
の
た
め
に
ご
用
意
く
だ
さ
っ
て
い
る
。今
、お
念
仏
申
し
、

来
世
の
安
楽
を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
銭
財
を

貪
る
よ
り
も
、
火
急
の
一
大
事
で
あ
る
こ
と
を
聴
衆
と
共
に

共
有
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

・�

施
餓
鬼
会
の
法
話
で
は
、
貪
欲
が
現
世
に
お
い
て
も
讃
題
の

よ
う
な
苦
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
の
み
な
ら
ず

来
世
に
も
餓
鬼
道
堕
ち
の
苦
の
報
い
を
生
ず
る
こ
と
を
伝
え
、

施
し
へ
と
心
を
転
向
さ
せ
る
よ
う
促
す
の
も
一
つ
の
方
策
で

あ
ろ
う
。
帰
敬
式
で
は
、
仏
弟
子
と
な
っ
て
貪
欲
を
制
御
す
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る
法
を
授
か
る
と
い
う
善
縁
を
得
た
こ
と
の
喜
び
を
お
伝
え

し
、
懺
悔
会
な
ら
ば
、
懺
悔
念
仏
に
よ
る
滅
罪
の
功
徳
と
合

わ
せ
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
も
浄
土
に
引
き
入
れ
て
頂
け
る

念
仏
往
生
の
尊
さ
を
お
伝
え
す
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

・�

突
き
詰
め
れ
ば
生
存
活
動
の
停
止
を
意
味
す
る
か
ら
欲
望
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
凡
夫
の

我
々
に
は
断
ち
切
る
術
が
な
い
。
し
か
し
野
放
し
に
す
れ
ば
、

い
ず
れ
心
の
母
屋
を
乗
っ
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
貪
欲
は
な
る

べ
く
小
さ
く
留
め
よ
う
と
心
が
け
た
上
で
、
お
念
仏
を
称
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
足
る
こ
と
を
喜
べ
ぬ
大
欲
の
心
は
、
や

が
て
虚
仮
心
を
生
じ
さ
せ
、
極
楽
往
生
を
し
損
ね
る
要
因
と

も
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
悪
を
も
す
て
給
わ
ぬ
本
願
と
き
か

ん
に
も
、
ま
し
て
善
人
を
ば
、
い
か
ば
か
り
か
よ
ろ
こ
び
給

わ
ん
と
思
う
べ
き
な
り（

（2
（

」（「
十
二
箇
絛
の
問
答
」）
と
の
ご

法
語
も
心
に
留
め
て
の
お
念
仏
を
促
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
関
連
の
ご
法
語
】

「
す
べ
て
も
ろ
も
ろ
の
煩
悩
の
お
こ
る
事
は
、
み
な
も
と
貪
瞋

を
母
と
し
て
出
生
す
る
な
り
、
貪
と
い
う
に
つ
い
て
喜
足
小
欲

の
貪
あ
り
、
不
喜
足
大
欲
の
貪
あ
り
、
い
ま
浄
土
宗
に
制
す
る

と
こ
ろ
は
、
不
喜
足
大
欲
の
貪
煩
悩
也
。
ま
ず
行
者
か
よ
う
の

道
理
を
心
え
て
念
仏
す
べ
き
也
。
こ
れ
が
真
実
の
念
仏
に
て
あ

る
也
。
喜
足
小
欲
の
貪
は
く
る
し
か
ら
ず（

（2
（

」（「
七
箇
絛
の
起

請
文
」）

「
念
仏
し
て
往
生
せ
ん
と
心
ざ
し
て
念
仏
を
行
ず
る
に
、
凡
夫

な
る
が
ゆ
え
に
貪
瞋
の
煩
悩
お
こ
る
と
い
え
ど
も
、
念
仏
往
生

の
約
束
を
ひ
る
が
え
さ
ざ
れ
ば
、
か
な
ら
ず
往
生
す
る
な
り（

（2
（

」

（「
十
二
箇
絛
の
問
答
」）

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「
欲
深
き　
人
の
心
と　
降
る
雪
は　
積
も
る
に
つ
け
て　

道
見
え
ぬ
な
り
」

「
後
の
世
と　
聞
け
ば
遠
き
に　
似
た
れ
ど
も　

知
ら
ず
や
今
日
も　
そ
の
日
な
る
ら
ん
」

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）
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３
―
６
「
三
毒
段
（
瞋
恚
）」

①
〈
讃
題
〉

「
あ
る
時
は
心
諍
っ
て
、
恚い

怒ぬ

す
る
所
あ
り
、
今こ

ん
世ぜ

の
恨
み
の

意こ
こ
ろ

、
微す

こ
し
く
相あ

い

憎ぞ
う

嫉し
つ

す
れ
ば
、
後ご

世せ

に
転う

た
た

劇は
な
は

だ
し
く
し
て
、
大

怨
と
成
る
に
至
る
。
所ゆ

以え

は
何い

か
ん
。
世
間
の
事じ

、
更た

が
い

に
相あ

い

患げ
ん

害が
い

す
」（
聖
典
一
・
二
六
二
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
し
か
し
〕
場
合
に
よ
っ
て
は
〔
相
手
に
〕
腹
を
立
て
て
怒

り
狂
う
こ
と
が
あ
る
。
今
生
で
恨
む
心
が
あ
っ
て
、〔
た
と
え
〕

わ
ず
か
で
も
互
い
に
憎
ん
だ
り
妬
ん
だ
り
し
て
し
ま
え
ば
、
後

生
に
は
〔
そ
の
恨
み
が
〕
ど
ん
ど
ん
激
し
く
な
っ
て
、〔
つ
い

に
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
〕
大
き
な
恨
み
と
な
っ
て
現
れ
て

し
ま
う
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
世
間
〔
を
生
き
抜
く
〕
と

い
う
こ
と
は
、〔
ど
こ
か
で
〕
互
い
に
傷
つ
け
合
う
と
い
う
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
三
一
―
一
三
二
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

三
毒
段
、
瞋
恚
／
授
戒
会
、
彼
岸
会
、
仏
名
会
、
懺
悔
会
、
戦

没
者
追
悼
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
恐
ろ
し
い
怒
り
の
心
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

三
毒
…
貪
（
貪
り
）・
瞋
（
い
か
り
）・
痴
（
お
ろ
か
さ
）
の

三
つ
の
煩
悩
の
こ
と
。
三
不
善
根
、
三
火
と
も
い
う
。
数
多

く
の
煩
悩
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
根
源
的
な
も
の
と
さ
れ
る

こ
れ
ら
三
つ
を
、
心
を
害
す
る
毒
の
意
味
で
も
こ
の
よ
う
に

称
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
心
を
汚
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、

三
垢
と
も
呼
ば
れ
る
。

・�

瞋
恚
…
三
毒
の
一
つ
。
気
に
入
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
怒
る

こ
と
。

・�

恚
怒
…
腹
を
た
て
、
い
か
り
い
き
ど
お
る
こ
と
。
現
代
語
訳

で
は
「
怒
り
狂
う
こ
と
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。「
恚
」
は
主

な
意
味
と
し
て
「
い
か
る
」「
い
か
り
」
な
ど
が
あ
る
。
訓

義
と
し
て
「
う
ら
む
」
も
あ
る
。「
怒
」
は
、「
い
か
る
」「
い

き
ど
お
る
」「
お
こ
る
」
こ
と（

（2
（

。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
三
毒
段
」
の
中
、
現
世
の
有
様
と
し
て
「
瞋
恚
」
に
よ
る
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苦
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。

・
こ
の
箇
所
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
�

世
間
の
人
民
父
子
兄
弟
、
夫
婦
家
室
中
外
の
親
属
、
ま
さ

に
あ
い
敬
愛
し
て
、
あ
い
憎
嫉
す
る
こ
と
な
く
、
有
無
あ

い
通
じ
て
、
貪
惜
を
う
る
こ
と
な
く
、
言
色
つ
ね
に
和
し

て
、
あ
い
違
戻
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。

　

�

現
代
語
訳：〔
そ
も
そ
も
〕
世
間
の
人
々
は
、
親
子・兄
弟・

夫
婦
・
諸
々
の
親
類
縁
者
で
あ
れ
ば
、
互
い
に
敬
っ
て
親

愛
し
あ
い
、〔
ま
た
〕
互
い
に
憎
ん
だ
り
妬
ん
だ
り
す
る

こ
と
な
く
、〔
物
が
〕
あ
る
時
も
な
い
時
も
と
も
に
分
か

ち
合
い
、
意
地
汚
く
独
り
占
め
す
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、

言
葉
遣
い
も
表
情
も
い
つ
も
穏
や
か
で
、
お
互
い
に
誤
解

し
仲
違
い
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

�

前
段
で
は
、
親
類
縁
者
と
の
為
す
べ
き
善
き
関
係
性
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
制
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
よ
く
起
こ
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
前
段
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
廃
悪
修
善
へ
と

導
く
一
節
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
自
ら
の
機
根
を
知

り
、
厭
欣
心
を
深
め
る
た
め
の
一
節
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
記

し
た
前
段
を
讃
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
一
般
聴
衆
に
向
け
た

通
仏
教
的
な
法
話
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

た
と
え
わ
ず
か
な
憎
し
み
や
妬
み
で
も
、
後
生
で
は
大
き
な

う
ら
み
と
な
っ
て
現
れ
て
し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
輪
廻
や

悪
業
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
。
輪
廻
と
合
わ
せ
て
説
き
た
い
。

・�

三
毒
段
の
第
一「
貪
欲
」
に
続
き
説
か
れ
る
「
瞋
恚
」
で
あ
る
。

貪
欲
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
瞋
恚
は
起
こ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、「
貪
欲
」
と
関
連
付
け
な
が
ら

お
伝
え
し
た
い
。

・�

現
世
に
お
い
て
も
、
ほ
ん
の
小
さ
な
い
か
り
の
種
が
う
ら
み

と
な
り
、
大
き
な
事
件
や
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
報
道
が

後
を
絶
た
な
い
。
実
例
を
示
し
な
が
ら
、
お
伝
え
し
た
い
。

（
例
：
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
末
の
殺
人
事
件
、
運
転
中
の
些

細
な
争
い
か
ら
の
交
通
事
故
な
ど
〈「
煽
り
運
転
」
な
ど
〉）

そ
の
際
に
は
、
人
ご
と
で
は
な
く
、
自
分
自
身
も
そ
う
な
り

か
ね
な
い
存
在
な
の
だ
と
い
う
自
覚
を
促
す
。
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・�

後
半
の
「
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
世
間
〔
を
生
き
抜
く
〕

と
い
う
こ
と
は
、〔
ど
こ
か
で
〕
互
い
に
傷
つ
け
合
う
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
小
さ
な
い
か
り
の
種

は
世
間
を
生
き
抜
く
中
で
簡
単
に
生
ま
れ
て
し
ま
う
私
た
ち

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
相
手
の
た
め
に
し
て
あ
げ
た
こ
と
さ

え
も
、
そ
れ
に
対
し
て
恩
恵
や
感
謝
の
念
が
無
い
こ
と
で
、

「
こ
ん
な
に
し
て
あ
げ
て
い
る
の
に
」
と
い
う
い
か
り
の
種

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
互
い
に
傷
つ
け
合
う
こ
と
が
い
と
も

簡
単
に
行
わ
れ
る
こ
の
世
間
で
あ
る（

（2
（

。

・�

こ
こ
の
一
節
を
い
た
だ
く
と
、
漆
間
時
国
公
か
ら
法
然
上
人

へ
の
遺
言
の
尊
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。
話
材
と
し
て
も
取
り
上

げ
る
こ
と
も
で
き
る（

（2
（

。

�

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
『
ダ
ン
マ
パ
ダ
（
法
句
経
）』
の
一
節

も
あ
る
。
こ
こ
に
、
中
村
元
訳
を
記
す
。

�

「
怨
み
に
報
い
る
に
怨
み
を
以
て
し
た
な
ら
ば
、
つ
い
に
怨

み
の
息
む
こ
と
が
な
い（

（2
（

」（
第
五
偈
）

※�

な
お
「
釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究
」
の
中

で
こ
の
偈
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、『
教
化
研
究
』
三
一

号
（
二
〇
二
〇
）
で
報
告
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
参
照
さ
れ
た
い
。

・�

法
然
上
人
は
「
七
箇
条
の
起
請
文
」
の
中
で
、「
瞋
煩
悩
も

敬
上
慈
下
の
心
を
破
ら
ず
し
て
、
道
理
を
心
得
ん
ほ
ど
な

り（
（3
（

（
訳
：
瞋
り
の
煩
悩
に
つ
い
て
も
、
上
の
者
を
敬
い
、
下

の
者
を
慈
し
む
心
を
失
わ
ず
に
、
道
理
を
心
得
て
振
る
舞
う

こ
と
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
す（

（3
（

）」
と
仰
っ
て
い
る
。
瞋
恚

を
抑
え
る
心
得
と
し
て
、
敬
上
慈
下
を
大
事
に
他
者
と
接
す

る
と
い
う
人
と
し
て
の
道
理
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
た
い
。

・�

六
波
羅
蜜
の
一
つ
で
あ
る
「
忍
辱
」
に
つ
い
て
、『
摂
大
乗
論
』

に
は
、
忍
と
は
い
か
り
や
う
ら
み
を
滅
し
、
自
己
と
他
者
を

と
も
に
安
穏
な
状
態
に
さ
せ
る
働
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い

る（
（3
（

。
例
え
ば
彼
岸
会
な
ど
で
、
忍
辱
、
つ
ま
り
堪
え
忍
ぶ

こ
と
を
も
っ
て
瞋
恚
を
抑
え
る
こ
と
を
す
す
め
る
と
い
う
話

も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

・�
十
重
禁
戒
の
第
九
番
目
の
「
瞋
心
不
受
悔
戒
（
不
瞋
心
不
受

悔
戒
）」
は
、
い
か
り
の
心
に
よ
っ
て
他
人
の
謝
意
を
受
け

入
れ
な
い
こ
と
を
禁
じ
た
戒
だ
が
、
合
わ
せ
て
説
く
こ
と
で
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相
手
の
謝
意
を
許
す
と
い
う
こ
と
や
、
自
身
の
い
か
り
に
ま

か
せ
た
行
動
を
懺
悔
す
る
こ
と
の
重
要
さ
へ
も
つ
な
が
る
。

い
か
り
が
う
ら
み
を
呼
び
、
う
ら
み
が
い
か
り
を
呼
ぶ
と
い

う
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
こ
そ
が
仏
教
徒
の
あ
る
べ
き

姿
で
あ
る
。

※�

な
お
『
教
化
研
究
』
三
五
号
（
二
〇
二
四
）
に
は
、「
四
十

八
経
戒
の
現
代
的
理
解
」
研
究
班
に
よ
る
研
究
ノ
ー
ト
『
十

重
禁
戒
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
』が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
第
九・

瞋
心
不
受
悔
戒（

（3
（

」
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・�

こ
の
世
間
で
は
、
ど
う
し
て
も
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
苦
し

み
が
あ
る
。
例
え
ば
戦
争
と
い
う
大
き
な
出
来
事
の
中
で
は
、

ど
ん
な
に
大
義
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
身

近
な
人
の
死
に
よ
っ
て
瞋
恚
の
炎
は
た
ち
の
ぼ
り
、
そ
れ
に

よ
り
い
か
り
、
う
ら
み
を
抱
い
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
私

た
ち
だ
か
ら
こ
そ
お
念
仏
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
娑
婆
世
界

で
も
仏
教
徒
と
し
て
の
心
が
け
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
の
ご
法
語
を
示
す
。

　

�「
仏
は
一
切
衆
生
を
あ
わ
れ
み
て
、
よ
き
を
も
、
あ
し
き
を

も
わ
た
し
給
え
ど
も
、
善
人
を
見
て
は
よ
ろ
こ
び
、
悪
人
を

見
て
は
か
な
し
み
給
え
る
な
り
。
よ
き
地
に
よ
き
種
を
か
ん

が
ご
と
し
。
か
ま
え
て
善
人
に
し
て
し
か
も
念
仏
を
も
修
す

べ
し
。 

こ
れ
を
真
実
に
仏
教
に
随
う
者
と
い
う
な
り（

（3
（

」

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

３
―
７
「
代
わ
る
者
あ
る
こ
と
な
し
」

①
〈
讃
題
〉

「
人
、
世
間
愛
欲
の
中
に
在
っ
て
、
独
り
生
じ
独
り
死
し
、
独

り
去
り
独
り
来
る
。
行
を
当お

う
て
苦
楽
の
地
に
至
り
趣
く
。
身み

ず
か自

ら
こ
れ
を
当う

く
。
代
る
者
あ
る
こ
と
な
し
」（
聖
典
一
・
二
六

二
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
人
と
い
う
も
の
は
俗
世
の
営
み
の
中
で
欲
望
の
赴
く
ま
ま
に

生
き
て
い
く
が
、〔
結
局
は
〕
独
り
で
生
ま
れ
、
独
り
で
死
に
、

独
り
で
〔
こ
の
世
か
ら
〕
去
り
、
独
り
で
〔
こ
の
世
に
〕
や
っ

て
来
る
。
行
い
に
応
じ
て
、
苦
で
あ
れ
楽
で
あ
れ
〔
報
い
を
受

け
る
〕
こ
と
に
な
る
。
そ
の
〔
苦
楽
を
〕
自
分
自
身
が
受
け
、
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代
わ
っ
て
く
れ
る
者
な
ど
誰
も
い
な
い
」（
現
代
語
訳
・
一
三

二
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

三
毒
段
、
世
間
、
愛
欲
、
生
死
輪
廻
、
因
果
応
報
（
自
業
自
得
）

／
授
戒
会
、
仏
教
法
話
会
、
一
般
聴
衆

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
独
り
世
間
を
渡
る
」

「
渡
る
世
間
は
独
り
き
り
」

「
誰
も
代
わ
っ
て
く
れ
な
い
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

世
間
…
移
り
変
わ
り
、
壊
れ
ゆ
く
迷
い
の
世
界
の
こ
と
。
仏

教
で
は
三
界
（
無
色
界
・
色
界
・
欲
界
）
を
世
間
と
す
る
。

・�

愛
欲
…
物
や
人
に
対
す
る
執
着
や
性
的
欲
望
の
こ
と
。『
随

聞
講
録
』
に
は
「
世
間
の
受
生
は
皆
、
愛
欲
に
依
り
て
生
ず

る（
（3
（

」
と
あ
る
。

・�

代
わ
る
者
あ
る
こ
と
な
し
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
、『
正
法

念
処
経
』
を
引
い
て
「
異
人
悪
を
作
し
て
、
異
人
苦
報
を
受

け
る
に
非
ず
。
自
ら
の
業
、
自
ら
果
を
得
。
衆
生
皆
、
是
の

如
し（

（3
（

」
と
あ
る
。
こ
れ
は
閻
魔
王
が
罪
人
を
責
め
て
説
い

た
偈
文
で
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

巻
下
四
分
一
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
（
極
楽
の
菩
薩
に
つ
い
て
説

き
示
さ
れ
た
あ
と
）、
あ
わ
れ
む
べ
き
世
間
の
あ
り
さ
ま
に

つ
い
て
釈
尊
が
お
示
し
下
さ
る
（
巻
下
四
分
二
ま
で
）。
そ

の
な
か
、「
三
毒
段
」
瞋
恚
の
箇
所
に
て
示
さ
れ
る
お
言
葉

で
あ
る
。（
ち
な
み
に「
三
毒
段
」の
終
わ
り
は
、釈
尊
が「
無

量
寿
仏
〔
と
称
讃
す
る
名
号
〕
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た（

（3
（

」

こ
と
や
、
極
楽
世
界
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
讃
え
る
お
言
葉
で

締
め
ら
れ
て
い
る
）

・�

同
様
の
お
示
し
と
し
て
、
巻
下
の
「
五
悪
段
」
第
二
悪
に
は
、

「
富
有
な
れ
ど
も
慳
惜
し
て
、
肯
て
施
与
せ
ず
。
宝
を
愛
し

重
き
を
貪
じ
て
、
心
労
し
、
身
苦
し
む
。
か
く
の
ご
と
く
し

て
竟
り
に
至
っ
て
、恃
怙
す
る
所
な
し
。独
り
来
り
独
り
去
っ

て
、
一
り
も
随
う
者
な
し
。
善
悪
禍
福
、
命
を
追
っ
て
生
ず

る
所
な
り
。あ
る
い
は
楽
処
に
在
り
。あ
る
い
は
苦
毒
に
入
る
。

し
か
し
て
後
に
す
な
わ
ち
悔
ゆ
と
も
ま
さ
に
ま
た
何
ぞ
及
ぶ
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べ
き
」（
聖
典
一
・
二
七
〇
頁
）
と
あ
る
。（
現
代
語
訳
・
一

四
五
頁
参
照
）

・�
ま
た
「
五
悪
段
」
第
五
悪
に
は
、
因
果
応
報
に
よ
る
輪
廻
が

説
か
れ
た
後
、「
自
分
自
身
が
そ
の
〔
報
い
〕
を
受
け
る
の

で
あ
っ
て
、
代
わ
り
に
〔
そ
れ
を
受
け
て
〕
く
れ
る
人
は
誰

も
い
な
い
。
因
果
の
道
理
と
は
、〔
そ
の
人
の
〕
行
い
に
従
っ

て
必
ず
報
い
が
あ
る
も
の
な
の
だ
。〔
か
つ
て
犯
し
た
〕
罪

科
の
報
い
は
〔
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
〕
そ
の
人
を
追
い
か
け

て
き
て
、〔
決
し
て
〕
見
逃
す
こ
と
は
な
い
」（
現
代
語
訳
・

一
五
四
頁
）
と
あ
る
。（
聖
典
一
・
二
七
五
頁
参
照
）

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

世
間
一
般
の
感
覚
と
仏
教
の
世
界
観
の
違
い
を
伝
え
る

�

「
世
間
」
と
は
、
一
般
的
に
は
世
の
中
・
社
会
や
自
己
の
活

動
範
囲
な
ど
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
で
は

う
つ
り
変
わ
り
壊
れ
ゆ
く
世
界
を
指
す
。
こ
の
語
意
の
差
異

を
示
し
、
壊
れ
死
に
ゆ
く
無
常
の
世
間
に
お
い
て
、
物
や
人

に
執
着
す
る
ゆ
え
に
苦
し
む
私
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
、
実
感

を
持
っ
て
お
伝
え
し
た
い
。
法
然
上
人
は
、「
あ
る
時
に
は

世
間
の
無
常
な
る
こ
と
を
思
い
て
こ
の
世
の
幾
程
な
き
事
を

知
れ
。
あ
る
時
に
は
仏
の
本
願
を
思
い
て
必
ず
迎
え
た
ま
え

と
申
せ（

（3
（

」
と
仰
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
界
六
道
と
い
う
仏

教
の
世
界
観
を
丁
寧
に
お
伝
え
す
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
出
世
間
」
と
は
解
脱
を
得
た
仏
の
境
地
で
あ
る
。

・
人
、
世
間
愛
欲
の
中
に
在
り

�

「
愛
欲
」
つ
ま
り
恩
愛
の
絆
は
断
ち
が
た
く
、
そ
れ
で
も
三

界
を
生
死
輪
廻
し
（
流
転
三
界
中
恩
愛
不
能
断
）、「
独
り
生

じ
独
り
死
し
、
独
り
去
り
独
り
来
る
」
我
ら
の
悲
し
い
現
状

を
、『
登
山
状
』
の
お
言
葉
な
ど
を
示
し
て
お
伝
え
す
る
。

�

「
屍
は
遂
に
苔
の
下
に
埋
も
れ
、
魂
は
独
り
旅
の
空
に
迷
う
。

妻
子
眷
属
は
家
に
あ
れ
ど
も
伴
わ
ず
、
七
珍
万
宝
は
蔵
に
満

て
れ
ど
も
益
も
な
し
。
た
だ
身
に
随
う
も
の
は
後
悔
の
涙
な

り（
（4
（

」（『
登
山
状
』）

�

ま
た
、
旅
路
で
ひ
ど
く
道
に
迷
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
生
極
楽

の
先
達
を
求
め
て
法
然
上
人
に
帰
依
し
た
、
阿
波
介
様
の
因

縁
話（

（4
（

も
尊
く
頂
戴
し
た
い
。
彼
は
愛
欲
の
業
深
き
陰
陽
師

で
あ
っ
た
。
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�

そ
し
て
我
ら
の
愛
欲
に
つ
い
て
は
、
臨
終
の
際
に
起
こ
す
執

着
心
で
あ
る
「
三
種
の
愛
心
」
に
つ
い
て
話
す
の
も
良
い
だ

ろ
う
。

　

①
境
界
愛
…
家
族
親
族
、
財
産
等
に
対
す
る
執
着
心
。

　

②
自
体
愛
…
自
身
の
体
や
命
に
対
す
る
執
着
心
。

　

③
当
生
愛
…�

死
後
に
自
身
の
生
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
憂
い
。

�

「
十
二
因
縁
」
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
う
し
た
対
象
へ

の
衝
動
的
な
「
愛
欲
」
が
「
取
」（
執
着
）
を
引
き
起
こ
し
、

さ
ら
に
「
有
」（
輪
廻
的
な
生
存
）
→
「
生
」（
生
ま
れ
る
こ

と
）
→
「
老
死
」（
苦
の
代
表
格
）
を
引
き
起
こ
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

・
因
果
応
報
を
説
く

�

因
果
応
報
は
こ
の
世
の
理
で
あ
り
、
仏
が
説
き
示
す
重
大
な

教
え
で
あ
る
。
し
か
し
「
俗
世
の
営
み
の
中
で
欲
望
の
赴
く

ま
ま
に
生
き
て
い
く
」
よ
う
な
世
間
の
人
々
は
、「
善
悪
の
事
、

都
て
こ
れ
を
信
ぜ
ず
（
善
悪
に
は
〔
そ
の
報
い
が
あ
る
と
い

う
因
果
の
〕
道
理
を
ま
っ
た
く
信
じ
て
い
な
い
）（

（4
（

」
と
釈
尊

は
嘆
か
れ
る
の
で
あ
る
（
３
―
８
「「
三
毒
段
（
愚
痴
）」〈
青

木
篤
史
〉参
照
）。
人
間
の
み
が
、意
識
し
て
悪
や
善
の
業（
行

為
。
の
ち
に
結
果
を
も
た
ら
す
働
き
）
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
。
因
果
の
道
理
を
共
に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
い
。
何
で
も
人
の
せ
い
に
す
る
の
が
世
の
風
潮
で

あ
る
が
、
善
く
も
悪
く
も
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
特

に
「
代
わ
っ
て
く
れ
る
者
な
ど
誰
も
い
な
い
」
と
示
さ
れ
る

自
業
自
得
の
恐
ろ
し
さ
や
悲
し
さ
を
、
三
時
業
を
含
め
て
お

伝
え
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
悪
因
苦
果
」（
例
え
ば
「
人
を
呪
わ
ば
穴
二
つ
」）

　

�「
鉄
か
ら
起
っ
た
錆
が
、
そ
れ
か
ら
起
っ
た
の
に
、
鉄
自

身
を
損
な
う
よ
う
に
、
悪
を
な
し
た
な
ら
ば
、
自
分
の
業

が
罪
を
犯
し
た
人
を
悪
い
と
こ
ろ
（
地
獄
）
に
み
ち
び

く（
（4
（

」（『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
第
二
四
〇
偈
）。

「
善
因
楽
果
」（
例
え
ば
「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」）

※�
現
在
の
状
況
が
ど
の
よ
う
な
過
去
世
の
因
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
か
等
は
、
凡
夫
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
。

仏
の
み
、
三
世
の
因
果
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
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あ
る
。（
因
果
の
道
理
・
自
業
自
得
の
法
話
の
注
意
点
は
、

３
―
１
９「
無
為
の
安
き
に
昇
ら
し
む（
五
悪
段
総
括
）」〈
井

野
周
隆
〉
を
参
照
の
こ
と
）

・
我
と
励
み
て
念
仏
申
せ

�

因
果
の
道
理
ゆ
え
に
、
未
来
永
劫
生
死
輪
廻
に
沈
む
凡
夫
の

私
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀
様
は
、
こ
の
「
酬
因
感
果

の
理
を
、
大
慈
大
悲
の
御
心
の
内
に
思
惟
し
て（

（4
（

」（『
登
山

状
』）、
本
願
念
仏
を
選
択
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
⑥
〈
解
説
〉
に
記
し
た
よ
う
に
、「
三
毒
段
」
は
釈

尊
が
「
無
量
寿
仏
〔
と
称
讃
す
る
名
号
〕
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
」
こ
と
や
極
楽
往
生
を
讃
え
る
と
い
う
記
述
で
締
め
ら

れ
る
。
釈
尊
が
念
仏
往
生
を
お
勧
め
下
さ
る
通
り
、
因
果
応

報
・
自
業
自
得
の
道
理
を
心
得
て
、「
自
分
が
死
ん
だ
ら
身

内
に
弔
っ
て
も
ら
え
ば
良
い
か
ら
…
」
と
か
「
菩
提
寺
の
和

尚
さ
ん
に
拝
ん
で
も
ら
え
れ
ば
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
…
」
で

は
な
く
、「
我
と
励
み
て
念
仏
申
し
て
、
急
ぎ
極
楽
へ
参
り

て
…
」（【
資
料
】
参
照
）
と
い
う
心
意
気
を
お
伝
え
し
た
い
。

【
資
料
】

「
一
、
七
分
全
得
の
こ
と
、
仰
せ
の
ま
ま
に
申
す
げ
に
候
。
さ

て
こ
そ
逆
修
は
す
る
こ
と
に
て
候
え
。
さ
候
え
ば
、
後
の
世
を

訪
い
ぬ
べ
き
人
の
候
わ
む
人
も
、
そ
れ
を
憑
ま
ず
し
て
、
我
と

励
み
て
念
仏
申
し
て
、
急
ぎ
極
楽
へ
参
り
て
、
五
通
三
明
を
悟

り
て
、
六
道
四
生
の
衆
生
を
利
益
し
、
父
母
師
長
の
生
所
を
尋

ね
て
、
心
の
ま
ま
に
迎
え
取
ら
ん
と
、
思
う
べ
き
に
て
候
な

り（
（4
（

」（『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
三
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

３
―
８
「
三
毒
段
（
愚
痴
）」

①
〈
讃
題
〉

「
か
く
の
ご
と
き
世
人
、
善
を
作
し
て
善
を
得
、
道
を
為
し
て

道
を
得
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
人
死
し
て
さ
ら
に
生
じ
、
恵
施
し

て
福
を
得
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。善
悪
の
事
、都
て
こ
れ
を
信
ぜ
ず
。

こ
れ
を
然
ら
ず
と
謂お

も
う
て
、
つ
い
に
是
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
な

し
。
た
だ
こ
れ
に
坐よ

る
が
故
に
、か
つ
自
ら
こ
れ
を
見
る
」（
聖

典
一
・
二
六
三
頁
）
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②
〈
現
代
語
訳
〉

「
こ
の
よ
う
な
世
間
の
人
々
は
、善
行
を
修
め
れ
ば〔
そ
の
結
果
〕

善
い
こ
と
が
あ
り
、
仏
道
を
歩
め
ば
〔
そ
の
結
果
〕
覚
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
。〔
ま
た
〕
人
は
死

ね
ば
再
び
生
ま
れ
変
わ
り
、〔
以
前
に
行
っ
た
〕
優
し
さ
に
満

ち
た
施
し
が
、〔
後
の
〕
幸
福
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を
信

じ
て
い
な
い
の
だ
。
善
悪
に
は
〔
そ
の
報
い
が
あ
る
と
い
う
因

果
の
〕
道
理
を
ま
っ
た
く
信
じ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
〔
因
果
の
〕
道
理
を
事
実
で
は
な
い
と
思
い
、
決
し
て

認
め
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な〔
不
信
心
〕を
懐
け
ば
こ
そ
、

さ
ら
に
自
分
の
〔
見
方
で
〕
こ
の
〔
世
の
あ
り
さ
ま
〕
を
見
て

し
ま
う
の
だ
」（
現
代
語
訳
・
一
三
三
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

三
毒
段
、
愚
痴
、
因
果
応
報
、
生
死
輪
廻
、
不
信
心
、
邪
見
／

仏
教
法
話
、
学
生
（
中
高
生
）
へ
の
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
信
じ
る
心
が
未
来
を
変
え
る
」

「『
良
い
種
』
を
ま
く
人
生
を
歩
も
う
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

恵
施
…
布
施
の
こ
と
。
他
者
に
対
し
て
施
し
を
す
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

こ
の
文
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
序
盤
、「
三
毒
段
」
愚
痴

の
箇
所
に
て
示
さ
れ
る
お
言
葉
で
あ
る
。
釈
尊
が
弥
勒
菩
薩
と

天
人
、
さ
ら
に
は
人
々
に
向
け
て
説
か
れ
た
内
容
で
あ
る
。
こ

こ
で
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
極
楽
世
界
が
え
も
言
わ
れ
ぬ
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
ど
う

し
て
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
た
め
に
善
行
を
積
ま
な
い
の
か
と

い
う
問
い
か
ら
始
ま
る
。
人
間
は
と
に
か
く
欲
望
に
ま
み
れ
悪

行
を
積
ん
で
し
ま
う
が
、「
善
行
を
積
み
仏
道
を
歩
め
ば
往
生

が
叶
う
」
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
説
い
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

〔
教
員
の
立
場
か
ら
〕

�　

今
の
世
の
中
で
は
、「
善
い
行
い
を
す
れ
ば
必
ず
良
い
結

果
が
返
っ
て
く
る
」
と
か
、「
正
し
い
道
を
歩
ん
で
い
け
ば

必
ず
良
い
未
来
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
信
じ
ら
れ
な
い
人
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が
た
く
さ
ん
い
る
。
ま
た
、
人
に
親
切
に
し
た
り
、
誰
か
を

助
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
に
も
何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
、

そ
ん
な
考
え
方
を
「
そ
ん
な
の
迷
信
だ
」
と
一
笑
に
付
す
人

も
い
る
。
さ
ら
に
は
、
自
分
の
「
も
の
さ
し
」（
邪
見
）
で

物
事
を
捉
え
、「
こ
の
世
の
中
を
見
て
し
ま
う
」
の
で
あ
る
。

・
学
生
へ
の
問
い
か
け

�

「
あ
な
た
は
、
自
分
の
行
動
が
必
ず
未
来
を
作
っ
て
い
る
と

気
づ
い
て
い
ま
す
か
？
」

�

た
と
え
ば
、
学
校
生
活
で
何
か
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い

る
と
き
、す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も
、あ
と
か
ら
振
り
返
っ

て
み
る
と
「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
瞬
間
っ
て
な
い

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
友
達
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助
け

た
こ
と
で
、
そ
の
友
達
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
、

絆
が
深
ま
る
経
験
を
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

�

一
方
で
、も
し
「
ど
う
せ
努
力
し
て
も
意
味
が
な
い
」
や
「
誰

か
を
助
け
て
も
得
に
は
な
ら
な
い
」
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

私
た
ち
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
、
何
も
行
動
し
な

く
な
り
、
未
来
に
希
望
を
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
や
っ
て
自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

う
と
、
自
分
の
目
で
見
え
る
も
の
だ
け
が
全
て
に
な
り
、
ま

さ
に
「
自
分
の
〔
見
方
で
〕
こ
の
〔
世
の
あ
り
さ
ま
〕
を
見

て
し
ま
う
」
の
だ
。
そ
れ
は
本
当
に
大
事
な
こ
と
を
見
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

・
仏
教
に
お
け
る
「
因
果
の
法
則
」

�

こ
れ
は
、「
す
べ
て
の
行
動
に
は
結
果
が
伴
う
」
と
い
う
教

え
で
あ
る
。
善
い
こ
と
を
す
れ
ば
善
い
（
楽
の
）
結
果
が
、

悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
悪
い
（
苦
の
）
結
果
が
、
い
つ
か
必
ず

現
れ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
因
果
の
法
則
は
目
に
は
見
え
な

い
が
、
私
た
ち
の
人
生
お
よ
び
後
の
世
に
影
響
を
与
え
続
け

て
い
る
。

�

学
生
が
今
日
、「
善
い
行
い
」
を
選
ぶ
こ
と
で
、
そ
の
小
さ

な
行
い
が
周
り
の
人
に
広
が
り
、
や
が
て
自
分
に
も
良
い
未

来
を
連
れ
て
く
る
。
た
と
え
そ
れ
が
今
す
ぐ
結
果
と
し
て
見

え
な
く
て
も
大
丈
夫
。
信
じ
て
、
少
し
ず
つ
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
し
て
周
り
の
大
人
は
「
悪
い
行
い
」

の
危
険
も
し
っ
か
り
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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【
参
考
】「
三
時
業
報
」

�
業
報
に
は
、
こ
の
世
で
生
き
て
い
る
う
ち
に
果
を
受
け
る
順

現
業
、
次
の
生
に
果
を
受
け
る
順
次
業
、
次
の
次
以
降
の
生

に
果
を
受
け
る
順
後
業
が
あ
る
。
目
に
見
え
る
範
囲
で
（
こ

の
世
で
）「
報
わ
れ
る
／
報
わ
れ
な
い
」
を
判
断
し
て
い
る
と
、

「
邪
見
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
す
ぐ
に

結
果
は
出
な
く
て
も
、
善
い
こ
と
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
人

の
善
因
（
善
知
識
な
ど
に
も
）
に
な
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

�

ま
た
、
努
力
を
（
そ
の
過
程
も
）
周
り
の
人
が
認
め
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
自
他
共
に
、
早
ま
っ
た
結

果
主
義
に
陥
ら
な
い
で
、
い
ま
目
の
前
の
善
い
こ
と
を
良
く

や
る
べ
き
で
あ
る
。

・「
生
死
輪
廻
」
を
受
け
止
め
る

�

「
人
死
し
て
さ
ら
に
生
じ
」
…
、
我
々
は
長
い
こ
と
生
死
を

輪
廻
し
て
き
た
。
仏
教
の
一
般
論
と
し
て
、
命
が
終
わ
れ
ば

閻
魔
大
王
に
よ
っ
て
審
判
が
下
さ
れ
、
次
の
行
き
先
が
決
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
は
閻
魔
大
王
の
判
断
い
か

ん
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
は
な
い
。
自
身
の
善
悪
の
行
い
の

結
果
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
行
き
先
は

ど
こ
に
な
る
の
か
、
今
の
私
に
は
分
ら
な
い
。
し
か
し
、
と

り
わ
け
お
念
仏
の
み
教
え
を
信
仰
す
る
も
の
は
、
お
念
仏
を

称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
必
ず
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。
法

然
上
人
は
「
一
紙
小
消
息
」
の
中
で
、「
受
け
難
き
人
身
を

受
け
て
、
会
い
難
き
本
願
に
会
い
て
、
発
し
難
き
道
心
を
発

し
て
、
離
れ
難
き
輪
廻
の
里
を
離
れ
て
、
生
ま
れ
難
き
浄
土

に
往
生
せ
む
こ
と
、
悦
び
の
中
の
悦
び
な
り（

（4
（

」
と
仰
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
我
々
は
今
、
有
り
難
い
こ
と
に
人
間
と

し
て
生
を
受
け
、
阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
に
遇
う
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
心
を
起
こ
し
、

お
念
仏
に
よ
っ
て
生
死
輪
廻
か
ら
抜
け
出
て
浄
土
に
往
き
生

ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
悦
び
の
中
の
悦

び
」
で
あ
る
。
我
々
は
常
に
善
い
行
い
を
心
が
け
、
お
念
仏

の
日
暮
し
を
送
り
、
命
終
わ
っ
た
後
は
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、

い
ず
れ
仏
と
な
っ
て
苦
し
む
衆
生
を
救
う
と
い
う
目
的
を

持
っ
て
生
き
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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・�

人
生
に
お
け
る
苦
し
み
は
「
理
想
と
現
実
と
の
ズ
レ
に
生
じ

る
」

�
お
釈
迦
様
は
「
一
切
皆
苦
」（「
人
生
は
す
べ
て
苦
し
み
で
あ

る
」）
と
説
か
れ
た
。
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ
と
思
う
が
、

な
ぜ
人
間
は
苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

か
。そ
れ
は
苦
し
み
が
、「
理
想
と
現
実
と
の
ズ
レ
に
生
じ
る
」

か
ら
で
あ
る
。
人
間
誰
し
も
「
理
想
」
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」
な
ど
の
誇
れ

る
「
理
想
」
は
抱
き
が
た
く
、「
楽ら

く
し
て
暮
ら
し
た
い
」「
人

か
ら
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
た
い
」
と
い
っ
た
「
理
想
」
は
無
数
に

湧
き
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る「
煩
悩
」に
よ
っ

て
生
じ
る
の
だ
が
、
目
の
前
に
起
こ
る
「
現
実
」
は
、
そ
の

描
い
て
い
た
「
理
想
」
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
多
い
。
そ
う
し
た
時
に
「
苦
」
は
起
こ
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
人
生
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
」。
こ
れ

が
苦
し
み
の
本
質
で
あ
る
。

・
学
生
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

�「
善
い
行
い
は
、
種
を
ま
く
よ
う
な
も
の
で
す
。
種
を
ま
い

て
も
す
ぐ
に
花
は
咲
き
ま
せ
ん
が
、
信
じ
て
水
を
あ
げ
て
育

て
れ
ば
、
や
が
て
美
し
い
花
が
咲
き
ま
す
」

�

人
生
は
思
い
通
り
に
な
ら
ず
、
結
果
は
す
ぐ
に
は
出
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
精

進
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
必
ず
結
果

は
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
善
い
行
い
を
し
て
精
進
努
力
を
続

け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
。

【
話
材
】

〇
山
下
監
督
の
言
葉

�

「
山
下
監
督
に
は
、
野
球
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
指
針
と

な
る
よ
う
な
言
葉
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
星
稜
高
校
の

一
塁
側
ベ
ン
チ
や
室
内
練
習
場
に
は
、
こ
ん
な
言
葉
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る

習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る

人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る

�

高
校
時
代
に
は
、
あ
ま
り
意
味
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
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も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
卒
業
し
て
プ
ロ
野
球
の
世
界
に

入
り
、
大
リ
ー
グ
に
入
り
、
年
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
て
少

し
ず
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
も
自
分

の
心
の
中
で
輝
く
言
葉
で
す
」

�

（
松
井
秀
喜『
不
動
心
』新
潮
社〈
新
潮
新
書
〉二
〇
〇
七
年・

一
〇
二
―
一
〇
三
頁
）

〇�

久
世
由
美
子
コ
ー
チ
の
言
葉（
水
泳・松
田
丈
志
選
手
の
コ
ー

チ
）

�

「
夢
な
き
者
に
は
理
想
な
し
。
理
想
な
き
者
に
は
目
標
な
し
。

目
標
な
き
者
に
は
行
動
な
し
。
行
動
な
き
者
に
は
成
果
な
し
。

成
果
な
き
者
に
は
喜
び
な
し
」

【
参
照
】

青
木
篤
史
「
３
―
７
『
忍
終
不
悔
』」（「『
三
部
経
』
説
教
の
研

究
（
一
）」、『
教
化
研
究
』
三
五
・
一
七
四
―
一
七
七
頁
）

�

（
執
筆
者
：
青
木
篤
史
）

３
―
９
「
顛
倒
上
下
」

①
〈
讃
題
〉

「
顛
倒
上
下
、
無
常
の
根
本
な
り
。
皆
ま
さ
に
過
ぎ
去
る
べ
し
、

常
に
保
つ
べ
か
ら
ず
。
教
語
開
導
す
れ
ど
も
、
こ
れ
を
信
ず
る

者
は
少
な
し
。
こ
こ
を
も
っ
て
生
死
の
流
転
、
休
止
あ
る
こ
と

な
し
」（
聖
典
一
・
二
六
三
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
年
齢
順
〔
に
死
ぬ
〕
と
は
限
ら
な
い
と
こ
ろ
が
、
真
の
無
常

の
姿
で
あ
っ
て
、誰
も
彼
も
み
な
死
ぬ
の
だ
。
い
つ
ま
で
も〔
命

を
〕
保
つ
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。〔
そ
の
よ
う
に
〕
説
き
示
し

導
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
を
真
実
と
し
て
受
け
止
め
る
者
は
少

な
い
。
そ
れ
故
に
生
死
を
繰
り
返
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら

な
い
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一
三
四
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

三
毒
段
、
愚
痴
、
顛
倒
上
下
、
無
常
、
生
死
輪
廻
、
不
信
心
／

一
般
聴
衆
、
若
年
層
へ
の
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
生
き
た
年
齢
に
関
係
な
く
命
尽
き
る
時
が
や
っ
て
く
る
こ
の
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世
の
不
条
理
」

「
厭
離
穢
土
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

顛
倒
上
下
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
少
な
き
者
は
早
く
夭
し
、

老
い
た
る
者
は
後
れ
て
死
す
。
故
に
『
顛
倒
』
と
曰
う（

（4
（

」

と
あ
っ
て
、
若
い
も
の
が
早
く
命
尽
き
る
意
。

・�

教
語
開
導
…
釈
迦
が
教
え
を
説
い
て
導
く
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

『
無
量
寿
経
』
の
巻
下
に
説
か
れ
る
一
節
（「
三
毒
段
」
の
中
、

愚
痴
を
説
く
部
分
）
で
、
こ
の
世
の
衆
生
の
罪
の
深
さ
を
説
く

部
分
で
説
か
れ
る
人
の
命
の
は
か
な
さ
と
、
そ
れ
を
信
じ
ら
れ

な
い
我
々
の
至
ら
な
さ
を
伝
え
る
部
分
で
あ
る
。

い
つ
命
が
尽
き
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
私
達
で
あ
り
な

が
ら
、
年
を
重
ね
な
く
て
は
そ
れ
を
深
く
考
え
る
こ
と
を
せ
ず
、

結
果
命
尽
き
た
あ
と
の
自
分
に
つ
い
て
何
も
考
え
ず
に
命
終
を

迎
え
て
し
ま
い
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
輪
廻
か
ら
出
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
釈
迦
の
憂
い
が
説
か
れ
て
い
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
子
供
た
ち
に
伝
え
る

�

若
い
人
で
あ
っ
て
も
様
々
な
理
由
で
命
を
落
と
す
こ
と
は
、

く
や
し
く
も
こ
の
世
で
は
少
な
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
私
達

が
生
き
る
日
本
は
平
和
で
、
子
供
た
ち
が
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
は
極
め
て
少
な
い
。
し
か
し
自
然
災
害
は

年
々
増
え
、
命
の
は
か
な
さ
、
命
の
無
常
さ
を
悲
し
み
を
以

て
感
じ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。

�

釈
迦
は
こ
こ
で
老
い
も
若
き
も
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
信
じ
る

べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
問
題
、
子
供

た
ち
に
「
死
」
や
「
次
の
世
」
に
つ
い
て
説
き
示
す
こ
と
は

難
し
い
。

�

問
わ
れ
た
な
ら
ば
順
を
追
っ
て
極
楽
浄
土
に
つ
い
て
伝
え
る

こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
死
を
身
近
に
感
じ
て
い
な

い
子
に
対
し
て
、
唐
突
に
こ
れ
を
説
く
こ
と
で
い
ら
な
い
不

安
を
植
え
付
け
た
り
、
予
期
せ
ぬ
心
配
を
あ
お
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
と
感
じ
る
。

�

し
か
し
、
大
好
き
な
お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
が
死
ん
で
い
な
く
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な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
不
安
に
な
る
瞬
間

は
い
つ
か
や
っ
て
く
る
。「
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
？
」
と

小
さ
な
子
が
聞
い
て
く
る
こ
と
は
時
々
あ
る
。
そ
う
い
う
場

面
が
や
っ
て
き
た
場
合
、
そ
こ
で
私
達
は
何
を
説
く
べ
き
か

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
一
文
で
あ
る
と
思
う
。

�

地
獄
や
極
楽
浄
土
を
伝
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
、
お
念
仏
を

説
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
こ
う
し
た
質
問
を
し
て
く

る
子
は
不
安
に
な
っ
て
聞
い
て
く
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
し
た
場
合
自
信
を
も
っ
て
説
け
る
の
は
、「
極

楽
浄
土
に
阿
弥
陀
様
が
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
か
ら
大
丈

夫
」「
そ
し
て
み
ん
な
死
ん
だ
後
も
一
緒
だ
か
ら
心
配
は
い

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
達
は
こ
う
し
た
説
明

を
す
る
際
に
も
浄
土
経
典
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
根
拠
を

も
っ
て
説
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
こ
う
し
た

経
典
を
伝
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
先
人
た
ち
、
そ
し
て
そ
れ

を
広
め
て
下
さ
っ
た
法
然
様
を
は
じ
め
と
す
る
先
人
達
が

脈
々
と
伝
え
て
下
さ
っ
た
か
ら
と
、
あ
り
が
た
み
を
か
み
し

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

理
想
と
し
て
は
釈
迦
の
教
説
の
通
り
「
順
番
に
命
尽
き
る
と

は
限
ら
な
い
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
早
く
か
ら
求
め
る

べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

し
か
し
、「
命
尽
き
て
も
み
ん
な
一
緒
」
と
自
信
を
も
っ
て

説
く
こ
と
が
、
釈
迦
の
想
い
に
通
ず
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

・
不
安
を
懐
く
人
に
伝
え
る

�

ま
た
、
生
き
死
に
に
関
す
る
不
安
を
懐
く
人
は
、
本
当
に
そ

の
問
題
、
自
ら
の
命
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
人
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
「
極
楽
浄
土
で
一
緒
に
な
れ
る
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
う
言
葉
が
響
く
状
況
は
な
か
な
か
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
以
前
に
、
社
会
的
な
手
続
き
や
残
さ

れ
た
人
た
ち
の
保
証
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
片
付
い
た
後
で

よ
う
や
く
出
番
が
来
る
の
が
私
達
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
こ
で
す
べ
き
こ
と
は
こ
の
死
が
順
番
に
周
っ
て
こ
な
い
と

い
う
不
条
理
を
、
共
に
確
認
し
、
共
に
く
や
し
が
る
こ
と
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
極
楽
浄
土
の
教
え
は
そ
う
し
た
共

感
を
繰
り
返
し
、
求
め
ら
れ
た
後
に
こ
そ
説
け
る
も
の
と
認
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識
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�
こ
う
し
た
共
感
の
上
に
よ
う
や
く
教
え
を
少
し
説
く
こ
と
が

出
来
る
と
い
う
の
は
、
若
年
層
に
限
ら
ず
不
安
を
懐
く
す
べ

て
の
人
に
対
し
て
、
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
感
ず
る
の
で

あ
る
。

・
共
に
祈
る

�

そ
う
し
て
よ
う
や
く
お
念
仏
の
教
え
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
の
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
様
の
極
楽
浄
土
で
ま
た
会
え

る
、
極
楽
浄
土
か
ら
残
さ
れ
た
人
た
ち
を
見
守
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
、
そ
れ
が
お
念
仏
の
教
え
で
あ
り
、
そ
れ
が
か
な
う
よ

う
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏
を
一
生
懸
命
お
称
え
し
、
残

さ
れ
た
時
間
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
準
備
と
し
て
お
過
ご
し

い
た
だ
く
べ
き
こ
と
を
伝
え
、
そ
し
て
共
に
祈
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
執
筆
者
：
郡
嶋
昭
示
）

３
―
１
０
「
第
一
悪
（
殺
生
）」

①
〈
讃
題
〉

「
強
き
者
は
弱
き
を
伏
し
、
転
相
剋
賊
し
残
害
殺
戮
し
て
、
迭

い
に
相
呑
噬
す
。
善
を
修
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
悪
逆
無
道
な

り
。
後
に
殃
罰
を
受
け
て
、
自
然
に
趣
向
す
。
神
明
記
識
し
て
、

犯
ぜ
る
者
を
赦
さ
ず
」（
聖
典
一
・
二
六
八
頁
）　　
　

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
強
い
者
が
弱
い
者
を
ね
じ
伏
せ
、
代
わ
る
代
わ
る
歯
向
か
う

者
を
打
ち
負
か
し
、
痛
め
つ
け
て
は
命
を
奪
い
、
次
か
ら
次
へ

と
貪
り
喰
ら
う
の
で
あ
る
。
善
行
を
積
む
な
ど
と
い
う
こ
と
は

露
知
ら
ず
、極
悪
非
道
の
限
り
を
尽
く
す
。〔
そ
う
い
っ
た
場
合
〕

や
が
て
罰
を
受
け
て
、〔
さ
ら
に
は
〕
赴
く
べ
き
世
界
に
赴
く

の
で
あ
る
。
天
地
の
神
々
は
〔
彼
ら
の
〕
犯
し
た
〔
罪
状
〕
を

記
録
に
と
っ
て
〔
一
つ
た
り
と
も
〕
見
逃
す
こ
と
は
な
い
」（
現

代
語
訳
・
一
四
二
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、第
一
悪
、殺
生
、因
果
応
報
／
「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、

授
戒
会
、
各
種
法
要
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
自
他
の
命
を
大
切
に
」

「
す
べ
て
の
生
き
物
に
と
っ
て
愛
し
い
命
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・
剋
賊
…
殺
害
。

・
残
害
…
傷
つ
け
る
こ
と
。

・
殺
戮
…
多
く
を
殺
す
こ
と
。

・
呑
噬
…
争
っ
て
噛
み
合
う
こ
と
。

・
逆
…
理
に
背
き
人
の
道
に
違
う
こ
と
。

・
殃
罰
…
殃
は
禍
、
罰
は
罪
。
現
世
の
苦
果
の
こ
と
。

・
趣
向
…
悪
道
に
行
く
こ
と
。
後
世
の
苦
果
の
こ
と
。

・
神
明
…
神
々
の
こ
と
。

・
記
識
…
し
る
す
。
記
憶
す
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
五
悪
段
」
の
項
目
に
は
、「『
無

量
寿
経
』
下
の
、
娑
婆
世
界
の
苦
し
み
の
さ
ま
を
示
し
て
厭

離
穢
土
の
想
い
を
懐
か
せ
る
た
め
の
一
段
。
特
に
自
ら
の
悪

業
の
報
い
と
し
て
の
苦
果
を
受
け
る
姿
を
説
き
、
五
種
類
の

悪
業
を
示
す
こ
と
か
ら
五
悪
段
と
呼
ば
れ
る
」
と
あ
る
。

・
第
一
悪
で
は
殺
生
に
関
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

※�

『
浄
土
宗
「
戦
時
資
料
」
に
関
す
る
報
告
書
』（
浄
土
宗
平
和

協
会
発
行
、
二
〇
二
三
）
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

殺
生
と
い
う
悪
業
を
犯
す
こ
と
で
現
当
二
世
で
苦
果
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
伝
え
た
い
。
殺
生
は
悪
業
で
あ

る
こ
と
、
苦
果
を
受
け
る
こ
と
の
二
点
を
伝
え
る
こ
と
は
、

戒
と
念
仏
の
両
方
に
通
じ
る
の
で
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
極
め

て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

・�『
法
句
経
』
第
一
三
〇
偈
の
「
す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び

え
る
。
す
べ
て
の
（
生
き
も
の
）
に
と
っ
て
生
命
は
愛
し
い
。

己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め

て
は
な
ら
ぬ（

（4
（

」
を
伝
え
る
こ
と
も
聴
衆
が
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
。

・�
慈
悲
に
反
す
る
殺
生
は
止
め
（
止
悪
）、
慈
悲
に
沿
う
よ
う

他
者
に
優
し
い
言
動
で
接
す
る
（
行
善
）
こ
と
も
勧
め
た
い
。

・�

釈
尊
在
世
の
イ
ン
ド
や
法
然
上
人
在
世
の
日
本
と
、
現
代
社
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会
の
共
通
点
と
異
な
る
点
を
伝
え
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

共
通
点
は
人
間
の
欲
深
さ
で
あ
り
、
無
明
で
あ
る
が
故
に
殺

生
を
肯
定
し
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。
異
な
る
点
は
、
科
学
技

術
の
発
達
に
よ
り
、
殺
生
で
き
る
範
囲
が
遥
か
に
広
が
り
、

数
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
国
王
や
一
部
の
権
力
者
で
は
な
く
、
現
代
の
日
本

は
国
民
が
主
権
を
も
っ
て
い
る
点
も
大
切
な
違
い
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
国
民
が
戦
争
に
な
ら
ぬ
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

す
る
こ
と
の
重
要
性
も
伝
え
た
い
。
戦
争
は
究
極
の
殺
生
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
の
も
僧
侶
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

　
※�

『
教
化
研
究
』
第
三
五
号
掲
載
の
、
殺
生
に
関
す
る
布
教

例
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。�

 

「
◎
第
一
殺
戒
」
の
「
七
、
例
話

（
（4
（

」（「
四
十
八
軽
戒
の
現

代
的
理
解
」
研
究
班
『
十
重
禁
戒
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
―
』）

・�

人
間
と
畜
生
の
殺
生
の
違
い
を
伝
え
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ

る
。
他
の
動
物
は
小
さ
な
縄
張
り
を
護
り
、
現
世
を
生
き
る

た
め
の
食
糧
確
保
と
、
死
後
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
残
す
た
め
の
雌
雄

の
奪
い
合
い
の
場
合
に
の
み
殺
生
を
す
る
。
人
間
は
煩
悩
を

肥
大
化
さ
せ
、
貪
り
の
心
に
歯
止
め
を
か
け
ず
に
生
き
て
、

戦
争
等
の
と
て
つ
も
な
い
殺
生
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

・�

殺
生
の
具
体
例
と
し
て
、
食
糧
廃
棄
問
題
（
食
べ
物
の
命
を

奪
っ
て
生
き
て
い
る
が
、
大
量
廃
棄
は
必
要
以
上
の
殺
生
で

あ
る
。
ま
た
食
糧
自
給
率
が
極
め
て
低
い
日
本
は
、
他
国
か

ら
沢
山
の
食
糧
を
輸
入
し
て
大
量
廃
棄
を
し
て
い
る
。
他
国

で
は
飢
餓
に
よ
り
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
自
分
た
ち
で
取
り
込
ん
で
廃
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
飢
餓
死
と
無
関
係
と
は
言
え
な
い
）
や
、
薬
や
ワ
ク

チ
ン
開
発
（
小
動
物
を
使
っ
た
実
験
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
結

果
、
病
気
治
癒
や
長
寿
社
会
の
実
現
が
あ
る
）
な
ど
を
あ
げ

て
も
よ
い
。

・�

わ
た
し
た
ち
が
生
き
る
娑
婆
世
界
に
お
い
て
、
完
全
に
不
殺

生
を
続
け
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
し
か
し
、
少
し
で
も

殺
生
を
し
な
い
、
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
殺
生
の
話
を
聞
い
た
聴
衆
が
、
法
話
会
終
了
後
に

「
農
家
で
殺
生
と
関
わ
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
せ

め
て
他
の
事
で
生
き
物
の
命
を
大
切
に
し
て
生
き
て
い
き
た
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い
」
と
考
え
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
浄
土
宗
的
な
戒
の
実
践
例

で
あ
る
。

・�

完
全
に
殺
生
し
な
い
で
生
き
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、

そ
の
苦
果
は
現
当
二
世
で
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
阿
弥

陀
仏
の
救
い
を
願
っ
て
日
々
お
念
仏
を
称
え
て
生
き
る
こ
と

も
合
わ
せ
て
伝
え
た
い
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

３
―
１
１
「
第
二
悪
（
偸
盗
）」

①
〈
讃
題
〉

「
世
間
の
人
民
、
心
愚
か
に
智
少
な
く
し
て
、
善
を
見
て
は
憎

謗
し
て
、
慕
い
及
ば
ん
こ
と
を
思
わ
ず
。
た
だ
悪
を
為
さ
ん
と

欲
し
て
、
み
だ
り
に
非
法
を
作
し
、
常
に
盗
心
を
懐
い
て
、
他

の
利
を
悕
望
す
。
消
散
し
糜
尽
し
て
、
亦
求
索
す
。
邪
心
正
し

か
ら
ず
し
て
、
人
の
色
あ
ら
ん
こ
と
を
懼
る
。
あ
ら
か
じ
め
思

い
計
ら
ず
、
事
至
っ
て
す
な
わ
ち
悔
ゆ
」（
聖
典
一・二
七
〇
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
世
間
の
人
々
は
、心
愚
か
に
し
て
、智
慧
が
浅
い
も
の
で
あ
る
。

〔
人
の
〕
善
行
を
見
て
は
〔
か
え
っ
て
〕
憎
し
み
を
覚
え
て
け

な
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
に
憧
れ
て
〔
自
分
も
善
行
を
〕
修
め
よ

う
と
は
〔
決
し
て
〕
思
わ
な
い
。
た
だ
た
だ
悪
事
を
は
た
ら
こ

う
と
思
い
、
や
る
こ
と
な
す
こ
と
法
に
触
れ
、
い
つ
も
〔
人
の

物
を
〕
盗
ろ
う
と
他
人
の
資
産
に
目
を
つ
け
る
。〔
そ
う
し
て

盗
ん
だ
り
奪
い
取
っ
た
り
し
た
財
産
も
結
局
は
〕
使
い
果
た
し

て
、
再
び
〔
他
人
の
財
産
に
〕
狙
い
を
つ
け
る
。〔
こ
う
し
て
〕

邪
な
心
で
不
正
を
続
け
て
い
る
と
、〔
次
第
に
〕
他
人
の
目
を

恐
れ
る
よ
う
に
な
る
。〔
悪
事
を
は
た
ら
く
時
に
は
〕
後
先
を

考
え
る
こ
と
な
ど
な
く
、
い
ざ
捕
ま
っ
て
み
て
は
じ
め
て
後
悔

の
念
が
湧
い
て
く
る
の
だ
」（
現
代
語
訳
・
一
四
六
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、
第
二
悪
、
偸
盗
、
因
果
応
報
、
偸
盗
と
そ
の
報
い
／

「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、
帰
敬
式
、
授
戒
会
、
懺
悔
会
、
刑
務

所
法
話

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
愚
か
ゆ
え　
人
の
善
行　

喜
べ
ず　
そ
の
ふ
と
こ
ろ
を　

�
 

狙
う
盗
心
」（
拙
詠
）
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「
因
果
知
ら
ぬ
が
、
泥
棒
の
始
ま
り
」

「
財
に
果
て
あ
り
、
欲
に
果
て
な
し
」

「
後
悔
先
に
立
た
ず
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

心
愚
か
に
智
少
な
く
し
て
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
「
心
愚
少

智
と
は
、
善
悪
の
因
果
を
知
ら
ざ
る
の
愚
人
な
り（

（5
（

」
と
あ
る
。

・�

憎
謗
…
憎
み
、
そ
し
る
こ
と
。

・�

悕
望
…
下
心
を
以
て
う
ら
や
み
、
獲
得
し
よ
う
と
願
い
求
め

る
こ
と
。

・�

糜
尽
…
「『
糜
』
は
『
玄
応
音
義
』
第
九
に
曰
わ
く
、『
按
ず

る
に
散
な
り
。
亦
た
砕
な
り
』（

（5
（

」（『
随
聞
講
録
』）
と
あ
り
、

す
べ
て
使
い
果
た
す
こ
と
。

・�

求
索
…
さ
が
し
求
め
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
第
二
悪
」
の
内
容
に
つ
い
て
、『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
仏

言
其
二
悪
と
は
、有
主
物
に
於
き
て
、若
し
は
多
、若
し
は
少
、

与
え
ず
し
て
取
る
を
以
ち
て
此
の
悪
と
為
す
。
故
に
下
の
文
、

『
常
に
盗
心
を
懐
き
て
他
の
利
を
悕
望
す
』
と
云
う（

（5
（

」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
説
か
れ
る
中
心
的
悪
は
「
不
与
取
（
与

え
ら
れ
ざ
る
も
の
を
取
る
こ
と
）」、
つ
ま
り
「
偸
盗
の
悪
」

で
あ
る
。

・�「
偸
盗
の
悪
」
の
生
ず
る
原
因
は
、「
第
二
悪
」
冒
頭
に
「
義

理
な
く
、法
度
に
順
ぜ
ず（

（5
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、物
事
の
道
理・

法
則
を
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た
め
、法
に
背
い
て
で
も
、

贅
沢
と
好
色
を
追
い
求
め
、
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
は
親
し

い
人
さ
え
も
欺
き
、
心
に
も
無
い
嘘
を
平
然
と
つ
き
お
お
せ

る
、
人
間
悪
の
象
徴
的
姿
が
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
賢
者
を

見
れ
ば
嫉
み
、
善
人
を
見
れ
ば
謗
り
、
見
習
お
う
と
は
せ
ず
、

逆
に
策
を
め
ぐ
ら
し
て
陥
れ
よ
う
と
す
ら
す
る
の
が
、
多
く

の
場
合
、
人
の
世
の
常
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

�

そ
の
結
果
、
目
下
の
者
が
目
上
の
者
を
欺
き
、
親
子・兄
弟・

夫
婦
等
も
互
い
に
騙
し
合
う
よ
う
に
な
り
、
家
も
親
族
も
我

が
身
も
や
が
て
滅
亡
に
向
う
の
で
あ
る
。
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
て
も
、
遺
産
相
続
な
ど
の
利
害
を
め
ぐ
っ
て
恨
み
合
い

が
始
ま
る
よ
う
な
こ
と
は
、
現
代
で
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

裕
福
に
も
関
わ
ら
ず
、
施
す
心
を
失
っ
た
者
は
、
私
財
を
愛
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す
る
あ
ま
り
に
生
存
中
は
心
労
が
絶
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の

末
路
は
、
臨
終
に
も
悲
し
ん
で
く
れ
る
人
の
無
い
悲
し
い
最

期
と
な
る
。

�

更
に
「
天
神
剋
識
し
て
、
そ
の
名
籍
を
別
つ
」
と
も
説
か
れ

る
よ
う
に
、
天
界
の
神
々
は
、
ど
こ
の
誰
が
い
か
な
る
悪
行

を
な
し
た
か
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
仮

に
現
世
で
悪
事
が
露
見
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
隠
し
通
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
寿
命
尽
き
れ
ば
、

来
世
は
苦
毒
の
世
界
へ
の
転
生
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
三
途

（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
）
の
中
ば
か
り
を
転
生
し
続
け
、
世

世
累
劫
に
出
離
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
そ
の
苦
痛
は
筆

舌
に
尽
く
し
難
い
と
、
釈
尊
は
説
く
の
で
あ
る
。

�

「
五
悪
段
」
で
は
、
な
す
べ
か
ら
ざ
る
人
間
悪
と
、
そ
の
報

い
と
し
て
現
世
で
受
け
る
苦
の
「
五
痛
」
並
び
に
、
来
世
で

受
け
る
更
に
激
烈
な
苦
の
報
い
の
「
五
焼
」
が
、
く
り
返
し

説
か
れ
て
い
る
。

�

「
第
二
悪
」
で
は
、特
に
「
偸
盗
」
と
、そ
こ
に
連
な
る
様
々

な
悪
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
仮
に
計
略
の
通
り
、
他
者
の

財
物
を
せ
し
め
た
と
し
て
も
、
苦
労
な
く
し
て
手
に
入
れ
た

物
ゆ
え
大
事
と
思
わ
ず
、
易
々
と
使
い
果
た
し
、
ま
た
次
の

獲
物
を
探
し
求
め
る
始
末
で
あ
る
。
し
か
し
、
習
慣
化
し
た

悪
事
は
、
常
に
露
見
を
心
配
し
、
人
の
目
を
恐
れ
、
怯
え
な

が
ら
暮
ら
す
、
心
安
か
ら
ぬ
日
々
と
な
っ
て
我
が
身
を
苛
む

の
で
あ
る
。

�

因
果
の
道
理
を
知
ら
ぬ
愚
か
さ
か
ら
、
先
々
自
分
が
見
舞
わ

れ
る
悪
し
き
結
果
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
取
り
返
し

の
つ
か
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
後
悔
す
る
の
が
オ
チ
で
あ
る
。

釈
尊
が
、
こ
う
も
生
々
し
い
ま
で
の
具
体
例
を
挙
げ
ら
れ
る

の
は
、
目
の
前
で
起
き
て
い
た
現
実
の
悲
劇
を
つ
ぶ
さ
に
観

察
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
信
仰
な

き
人
間
が
陥
る
行
動
パ
タ
ー
ン
を
見
抜
か
れ
た
釈
尊
か
ら
の

「
因
果
の
道
理
に
目
を
向
け
よ
」「
こ
れ
と
同
じ
轍
を
踏
ん
で

は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
取
る
べ
き
部
分
で

は
な
か
ろ
う
か
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

ま
ず
始
め
に
、
僧
俗
と
も
に
お
互
い
が
「
因
果
の
道
理
」
の
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中
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
る
と
再
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
悪
事
が

「
善
悪
因
果
の
道
理
」
を
知
ら
な
い
た
め
に
生
み
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
釈
尊
は

「
悪
」
→
「
痛
」
→
「
焼
」
と
次
第
す
る
実
例
を
挙
げ
て
、

他
人
事
と
思
わ
せ
ぬ
手
立
て
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
聴
衆
の
方
々
に
も
、
条
件
さ
え
揃
え
ば
自
分
自
身

も
こ
の
「
第
二
悪
」
の
盗
み
心
を
起
こ
し
か
ね
な
い
脆
弱
な

凡
夫
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

・�「
善
を
見
て
は
憎
謗
し
て
、
慕
い
及
ば
ん
こ
と
を
思
わ
ず
」

と
の
経
文
を
味
わ
う
こ
と
は
、
他
者
の
善
行
や
成
功
を
、
心

か
ら
喜
ん
で
差
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
自
分
で
あ
る
か
を
振
り

返
る
良
き
機
会
に
繋
が
る
で
し
ょ
う
。
笑
顔
や
お
祝
い
の
言

葉
と
は
裏
腹
に
、
内
心
で
は
「
嫉
妬
」
の
炎
が
燃
え
上
が
る

な
ど
、
ど
な
た
も
思
い
当
た
る
節
は
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
本
来
は
良
き
手
本
と
し
て
追
随
し
よ
う

と
す
る
べ
き
も
の
で
、
同
様
に
出
来
な
い
ま
で
も
、
そ
の
善

行
を
讃
え
、
協
力
す
る
「
随
喜
」
の
思
い
を
起
こ
す
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
も
の
で
す
。
特
に
現
代
で
は
、
真
剣
に
取
り

組
む
人
を
「
ま
じ
め
か
！
」
な
ど
と
茶
化
す
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
、
本
来
は
讃
え
る
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。
善
行
を
バ
カ

に
す
る
愚
か
な
発
言
は
こ
の
世
を
益
々
苦
し
く
さ
せ
、
言
っ

た
本
人
の
努
力
も
ま
た
報
わ
れ
な
い
社
会
を
創
り
出
す
原
動

力
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
「
因
果
」
の
一
側
面
で
す
。

・�

現
代
の
事
件
で
も
、
人
を
欺
き
、
金
品
を
盗
む
事
件
は
後
を

絶
た
ず
、
手
口
は
年
々
巧
妙
に
練
り
上
げ
ら
れ
、
防
ぐ
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
複
数
人
が
俳
優
の
よ
う
に

役
割
を
演
じ
分
け
る
「
劇
場
型
詐
欺
」
や
、
釈
尊
の
在
世
に

は
無
か
っ
た
「
仮
想
通
貨
」
を
盗
む
と
い
う
現
代
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
生
み
出
し
た
新
手
の
偸
盗
も
あ
り
ま
す
。
個
人
情

報
デ
ー
タ
も
盗
品
の
ひ
と
つ
と
数
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
偸

盗
の
対
象
は
形
あ
る
物
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

�
人
の
善
意
や
好
意
を
手
玉
に
取
っ
て
金
銭
を
引
き
出
す
「
頂

き
女
子
」
な
ど
も
記
憶
に
新
し
い
所
で
し
ょ
う
。
こ
れ
な
ど

は
言
わ
ば
「
心
を
偸ぬ

す
む
」
罪
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し



103　『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―（二）『無量寿経』巻下

研究成果報告

か
し
、「
悪
銭
身
に
付
か
ず
」
の
こ
と
わ
ざ
通
り
、
騙
し
盗
っ

た
多
額
の
お
金
は
ホ
ス
ト
へ
と
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
、
底
を

つ
け
ば
次
の
標
的
を
探
す
繰
り
返
し
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
最

後
は
ほ
と
ん
ど
所
持
金
の
無
い
よ
う
な
状
態
で
逮
捕
さ
れ
る

と
い
う
、「
第
二
悪
」
に
説
か
れ
る
通
り
の
結
末
を
迎
え
て

い
ま
す
。
金
に
目
が
眩
ん
で
先
々
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
の
も
「
善
悪
因
果
の
道
理
」
を
知
ら
ぬ
愚
か
さ
ゆ
え

と
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・�

偸
盗
の
直
接
的
原
因
で
あ
る
貪
り
は
、「
渇
愛
」
の
訳
語
も

あ
る
通
り
、
飢
渇
の
人
が
塩
水
を
呑
ん
で
更
な
る
渇
き
に
責

め
苛
ま
れ
る
よ
う
な
も
の
で
、
決
し
て
満
足
は
得
ら
れ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

�

『
法
句
経
』
に
も
、「
た
と
え
貨
幣
の
雨
を
降
ら
す
と
も
、
欲

望
の
満
足
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
快
楽
の
味
は
短
く
て
苦

痛
で
あ
る
と
知
る
』
の
が
賢
者
で
あ
る（

（5
（

」（
第
一
八
六
偈
）

と
の
釈
尊
の
金
言
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

多
く
の
聴
衆
は
、「
自
分
は
泥
棒
な
ど
絶
対
に
し
な
い
」と
思
っ

て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
盗
ん
だ
こ
と
が
露
見

す
る
可
能
性
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
場
合
も
、
同
様
の
こ
と
が
胸
を

張
っ
て
言
え
る
で
し
ょ
う
か
？
」
と
問
い
か
け
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。
絶
対
に
バ
レ
な
い
と
い
う
一
定
の
条
件
が

揃
え
ば
、
悪
事
に
も
手
を
染
め
か
ね
な
い
危
う
さ
を
抱
え
た

お
互
い
だ
と
い
う
こ
と
に
突
き
当
た
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

・�「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
と
な
ら
ぬ
た
め
に
も
、
釈
尊
の
お
諭

し
に
耳
を
傾
け
る
機
会
を
増
や
し
て
い
た
だ
く
よ
う
促
し
、

仰
せ
の
通
り
の
信
仰
生
活
を
お
薦
め
し
ま
し
ょ
う
。

・�「
第
二
悪
」
の
終
わ
り
に
は
、
そ
の
真
逆
を
向
か
せ
る
「
二

大
善
」
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
一
心
に
意こ

こ
ろ

を

制
し
、
身
を
端た

だ
し
行
を
正
し
て
」
我
が
身
ひ
と
り
で
あ
っ
て

も
諸
善
を
な
し
、
も
ろ
も
ろ
の
悪
を
な
さ
な
け
れ
ば
、
現
世

で
も
福
徳
を
得
、
や
が
て
は
「
泥な

い

洹お
ん

の
道
（
さ
と
り
の
道
）」

を
獲
る
と
あ
り
ま
す（

（5
（

。

・�
お
念
仏
申
し
て
極
楽
往
生
を
志
す
者
に
と
っ
て
は
、
お
念
仏

こ
そ
が
最
大
の
善
行
と
な
り
ま
す
。
勿
体
な
く
も
、
次
の
来

世
は
、
浄
土
の
菩
薩
の
ひ
と
り
に
加
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
身

で
す
。
気
を
引
き
締
め
て
、
身
と
心
を
な
る
べ
く
清
ら
か
に
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保
ち
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念
仏
を
口
か
ら
離
さ
ぬ
よ

う
心
掛
け
て
称
え
、
ご
縁
に
触
れ
れ
ば
目
の
前
の
善
行
も
な

し
、
お
浄
土
入
り
前
に
相
応
し
い
、
娑
婆
最
後
の
一
生
を
き

れ
い
に
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
お
薦
め
い
た

だ
く
の
が
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「
心
に
て　
快
き
ぞ
と　
思
う
こ
と　

多
く
は
た
め
に　

�
 

な
ら
ぬ
も
の
な
り
」

「
登
っ
て
も　
峠
を
知
ら
ぬ　
欲
の
道
」

「
持
つ
人
の　
心
に
よ
り
て　
宝
と
も　

仇
と
も
な
る
は　

�
 

黄
金
な
り
け
り
」

「
善
き
悪
し
き　

実
を
後
の
世
に　

結
ぶ
ら
ん　

今
咲
く
花
は　

前
の
世
の
種
」

【
参
考
】

※�

「
五
悪
段
」
の
経
文
を
讃
題
と
し
て
拝
読
す
る
に
あ
た
っ
て

の
前
文
案

「
つ
つ
し
み
敬
っ
て
拝
読
し
た
て
ま
つ
る
、釈
迦
牟
尼
世
尊『
無

量
寿
経
』
に
「
第
二
の
悪
」
を
示
し
の
た
ま
わ
く
…
」

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

３
―
１
２
「
第
三
悪
（
邪
淫
）」

①
〈
讃
題
〉

「
中
に
不
善
の
人
あ
り
。
常
に
邪
悪
を
抱
け
り
。
た
だ
淫
妷
を

念
じ
て
、
煩
い
胸
中
に
満
つ
。
愛
欲
交
乱
し
て
、
坐
起
安
か
ら

ず
」（
聖
典
一
・
二
七
一
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
様
々
な
人
が
い
る
が
、〕
そ
の
中
に
は
善
か
ら
ぬ
人
も
い
て
、

常
に
邪
な
思
い
を
懐
い
て
い
る
も
の
だ
。
い
つ
も
頭
の
中
で
は

猥
ら
な
こ
と
ば
か
り
を
考
え
、
悶
々
と
し
た
思
い
で
胸
が
張
り

裂
け
そ
う
な
の
で
あ
る
。
情
欲
に
か
き
乱
さ
れ
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
」（
現
代
語
訳
・
一
四
七
―
一
四
八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、
第
三
悪
、
邪
淫
／
「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、
授
戒
会

（
十
重
禁
戒
）、
帰
敬
式
（
五
戒
）、
仏
式
結
婚
式

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
情
欲
、
愛
欲
、
色
欲
、
肉
欲
に
溺
れ
る
な
」
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「
淫
欲
は
盲
目
」

「
一
瞬
の
快
楽
、
一
生
の
後
悔
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

邪
悪
…
こ
こ
で
い
う
「
邪
悪
」
と
は
、「
邪
淫
」
を
指
す
。

昼
夜
問
わ
ず
、
常
に
淫
欲
の
事
を
考
え
、
非
処
（
不
適
切
な

場
所
）、
非
道
（
不
適
切
な
道
理
）、
非
境
（
不
適
切
な
部
位
）、

非
時
（
不
適
切
な
時
）、
非
量
（
不
適
切
な
回
数
）
に
淫
し

た
な
ら
ば
「
邪
淫
」
で
あ
る
。

・�

淫
妷
…
「
淫
」
は
、「
淫
楽
」
を
指
し
、
正
し
く
な
い
快
楽

を
い
う
。「
妷
」
は
、「
蕩
」
を
指
し
、
欲
望
に
身
を
ま
か
せ

振
る
舞
う
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、「
淫
妷
」
と
は
、
悪
し

き
楽
し
み
で
あ
り
、
具
体
的
に
言
う
と
、
同
意
の
な
い
性
行

為
や
、
誰
か
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う
な
性
行
為
を
「
淫
妷
」
と

い
う
。

・�

交
乱
…
煙
が
こ
も
る
よ
う
に
、
淫
欲
の
思
い
で
、
心
の
中
が
、

淀
ん
で
い
る
状
態
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

讃
題
に
取
り
あ
げ
た
の
は
、「
五
悪
段
」
の
第
三
悪
に
あ
た
り
、

邪
な
性
交
渉
で
あ
る
邪
淫
を
戒
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

い
う
不
善
の
人
と
は
、
常
に
邪
な
考
え
を
起
こ
し
、
誰
彼
構

わ
ず
本
能
の
ま
ま
に
淫
欲
に
溺
れ
る
者
の
こ
と
を
い
う
。
こ

う
い
う
人
は
、
常
に
邪
な
考
え
で
頭
が
一
杯
で
、
精
神
が
錯

乱
し
て
お
り
、
淫
欲
を
貪
っ
て
は
、
如
何
な
る
手
段
を
使
っ

て
で
も
、
欲
を
満
た
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

・�

浄
土
宗
で
は
、
道
光
『
無
量
寿
経
鈔
』
以
降
、『
無
量
寿
経
』

下
の
「
五
悪
」
を
「
五
戒
」
に
当
て
は
め
て
説
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
在
家
信
者
が
守
る
べ
き
基
本
的
な
五
つ
の
戒
の
中

で
、
邪
淫
を
戒
め
て
い
る
。

・�

十
重
禁
戒
の
中
で
も
第
三
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
菩
薩

の
波
羅
夷
罪
（
教
団
追
放
）
と
し
て
戒
め
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
出
家
者
と
在
家
者
に
は
違
い
が
あ
り
、
出
家
者
に
対

し
て
は
一
切
の
性
交
渉
が
禁
じ
ら
れ
（
婬
）、
在
家
者
に
は

不
倫
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
邪
婬
）。

・�
イ
ン
ド
で
は
、
禁
欲
の
行
を
「
梵
行
」
と
い
う
。
こ
れ
に
つ

い
て
、『
大
智
度
論
』
二
〇
に
は
、「
婬
欲
の
法
を
断
ず
る
を

名
づ
け
て
梵
行
と
な
す（

（5
（

」
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
無
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量
寿
経
』
に
説
く
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
中
第
三
十
六
願

の
「
常
修
梵
行
願（

（5
（

」
で
は
、「
私
（
阿
弥
陀
仏
）
が
成
仏
し

た
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
菩
薩
た
ち
が
自
分
の
名
号
（
阿

弥
陀
仏
）
を
聞
く
と
、
命
終
の
後
、
仏
道
を
成
し
遂
げ
る
ま

で
い
つ
で
も
禁
欲
の
行
（
梵
行
）
を
な
す
よ
う
に
し
た
い
」

と
誓
わ
れ
て
い
る
。

・�

釈
尊
が
指
摘
し
た
梵
行
と
は
、
性
交
渉
を
し
な
い
生
活
を
送

る
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
で
は
煩
悩
で
あ
る
淫
欲
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
大
智
度
論
』

三
五
に
は
、「「
梵
行
の
菩
薩
は
世
間
に
著
せ
ざ
る
が
故
に
速

や
か
に
菩
薩
道
を
成
ず
。
娞
欲
者
の
ご
と
き
は
譬
え
ば
膠
漆

の
如
く
離
れ
る
を
得
べ
き
こ
と
難
し
。
所
以
は
い
か
ん
。
身

に
欲
楽
を
受
け
娞
欲
の
根
深
け
れ
ば
な
り
。
こ
の
故
に
出
家

の
法
中
に
娞
戒
は
初
め
に
在
り（

（5
（

」
と
あ
り
、
実
際
、
淫
欲

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
こ
そ
淫
欲
に

溺
れ
る
と
、
粘
着
力
の
あ
る
「
膠
」
や
「
漆
」
の
よ
う
に
離

れ
が
た
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
出
家
者
に
対

し
て
は
、
四
種
の
波
羅
夷
罪
（
婬
・
盗
・
殺
・
妄
）
の
一
番

目
に
婬
戒
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
性
交
渉
が
戒
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

現
在
、
浄
土
宗
が
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
の
問
題
に
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
の
観
点
か
ら
、

男
女
の
性
差
を
超
え
た
邪
淫
に
対
す
る
戒
め
も
、
現
代
的
に

「
邪
淫
」
を
考
え
る
上
で
必
要
で
あ
ろ
う
。

・�

新
羅
の
太
賢
は
「
邪
淫
戒
」
の
こ
と
を
「
無
慈
行
欲
戒
」
と

命
名
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
意
の
な
い
性
交
渉
や
無
慈
悲
な

鬼
畜
の
所
業
で
あ
る
強
姦
等
も「
邪
淫
」に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

現
在
、職
場
な
ど
で
の
性
的
嫌
が
ら
せ
の
こ
と
を「
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
言
う
が
、
こ
の
よ
う
に
一
方
が
不
利

益
を
被
る
性
的
言
動
も
「
邪
淫
」
を
戒
め
る
中
で
説
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

・�
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
良
好
関
係
を
保
つ
上
で
、
相
手
に
対
す
る

裏
切
り
行
為
で
あ
る
浮
気
や
不
倫
を
犯
さ
な
い
こ
と
は
最
低

限
の
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
一
瞬
の
快
楽
が
一
生
の
後
悔
に
な
り
、
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ひ
と
時
の
行
動
で
、
大
切
な
家
族
を
失
い
、
人
生
を
狂
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
。
週
刊
誌
等
で
報
道
さ
れ
た
不
倫
等
の
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
説
く
と
、
説
得
力
を
増
す
で
あ
ろ
う
。

・�『
梵
網
経
』
で
は
、
邪
淫
を
犯
す
こ
と
が
、
孝
順
心
や
慈
悲

心
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら
戒
め
ら
れ
て
い
る
と
も
取
れ

る
。
な
ら
ば
、
逆
に
孝
純
心
や
慈
悲
心
に
満
ち
、
互
い
に
礼

節
を
重
ん
じ
、
敬
愛
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
関
係
を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
示
す
の
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

《
十
分
法
話
例
》

「
妻
が
か
く　
老
後
の
計
画　
俺
い
な
い
」

「
赤
い
糸　
夫
の
い
ぬ
ま
に　
そ
っ
と
切
る
」

冒
頭
で
紹
介
し
た
川
柳
は
、
あ
る
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
旦
那
さ
ん
（
夫
）
が
奥
さ
ん
（
妻
）

に
三
下
り
半
を
突
き
付
け
ら
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
至
る
詳
し
い
経
緯
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
か
し
た
ら

旦
那
さ
ん（
夫
）の
浮
気
や
不
倫
が
そ
の
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仏
教
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
相
手

と
邪
な
関
係
に
な
る
こ
と
を
「
邪
淫
」
と
申
し
ま
す
。
昨
今
、

テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
等
の
報
道
で
、
よ
く
浮
気
や
不
倫
、
セ
ク
ハ

ラ
の
報
道
を
見
聞
き
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
不
貞
行
為
全
般

が
「
邪
淫
」
に
含
ま
れ
る
の
で
す
が
、
十
重
禁
戒
の
第
三
番
目

で
は
、「
不
邪
淫
戒
」
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
互
い
の
礼
節
を

軽
ん
じ
こ
と
を
戒
め
ら
れ
、
逆
に
互
い
に
敬
愛
し
尊
重
す
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
来
、
仏
教
で
は
、
煩
悩
で
あ
る
淫
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
、
淫
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
こ
そ
淫
欲
に
溺
れ
る
と
、
粘
着
力

の
あ
る
「
膠
」
や
「
漆
」
の
よ
う
に
離
れ
が
た
い
と
説
か
れ
て

お
り
、
実
際
、
テ
レ
ビ
や
週
刊
誌
等
の
報
道
を
見
聞
き
す
る
と

淫
欲
に
溺
れ
た
話
は
、
快
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

数
年
前
も
あ
る
有
名
な
落
語
家
さ
ん
の
不
倫
が
発
覚
し
、
そ

の
直
後
の
釈
明
会
見
が
大
き
く
報
道
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
そ
の
落
語
家
さ
ん
は
、
当
時
の
心
境
を
、
次
の
よ
う
に
、

な
ぞ
か
け
で
表
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

�「
今
回
の
騒
動
と
か
け
ま
し
て
、
今
、
東
京
湾
を
出
て
行
っ

た
船
と
解
き
ま
す
」
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�「
そ
の
心
は
、
後
悔
（
航
海
）
の
真
っ
最
中
」

こ
れ
に
は
、
詰
め
か
け
た
報
道
陣
の
方
か
ら
も
拍
手
が
起
き

た
そ
う
で
す
が
、
し
か
し
、「
後
悔
」
の
真
っ
最
中
と
い
う
の

は
本
心
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
落
語
家
さ
ん
の
よ
う
に
著
名

な
方
で
あ
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
、
不
倫
が
原
因
で
、
番
組
や

Ｃ
Ｍ
を
降
板
さ
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
ひ

と
時
の
行
動
が
多
く
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
折

角
、
築
き
あ
げ
た
地
位
や
名
誉
も
棒
に
振
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

し
て
何
よ
り
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、

時
に
は
家
族
に
も
不
幸
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
、
ま
さ
に
、

一
瞬
の
快
楽
が
一
生
の
後
悔
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
だ

か
ら
こ
そ
仏
教
で
は
淫
欲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、「
不
邪
淫
戒
」
で
も
戒
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

以
前
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
、
一
つ
屋
根
の
下
に
住
む

祖
父
母
の
夫
婦
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
お
孫
さ
ん
が
、
お
手
紙

で
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

�

僕
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
某
有
名
大
学
出
身
で
と
て
も
頭

も
賢
く
、
運
動
神
経
も
抜
群
で
、
小
さ
い
頃
は
よ
く
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
色
々
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
尊
敬

も
し
て
い
た
し
、
誇
り
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
な
い
。
正
確

に
い
え
ば
、
教
え
て
も
ら
う
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
僕
が
高
校
二
年
生
の
頃
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
認

知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
今
で
は
僕
の
事
も
、
実

の
娘
の
僕
の
母
親
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
い

つ
も
僕
た
ち
に
「
初
め
ま
し
て
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

る
。
唯
一
、
奥
さ
ん
で
あ
る
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
事
は

分
か
っ
て
い
る
み
た
い
だ
っ
た
け
ど
、
こ
こ
最
近
に
な
っ

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
事
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日
笑
顔
で
、
懸
命
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
世
話
を
し
て
い
た
。
今
年
の
年
初
め
、

家
族
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
家
で
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
と
い

う
事
に
な
り
、
久
々
に
家
族
全
員
で
集
ま
る
こ
と
に
な
っ

た
。
家
族
の
誰
一
人
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
と

て
も
緊
張
を
し
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、
お
ば
あ
ち
ゃ
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ん
が
笑
顔
で
家
族
の
み
ん
な
を
紹
介
し
て
い
っ
た
。
す
る

と
、
い
き
な
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
真
剣
な
顔
を
し
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
向
か
っ
て
話
し
出
し
た
。

　

�「
あ
な
た
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
お
方
だ
。
い
つ
も
素

敵
な
笑
顔
で
、
僕
に
笑
い
か
け
て
く
る
。
あ
な
た
が
笑
っ

て
く
れ
た
ら
、
僕
は
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

も
し
、
独
り
身
な
ら
、
僕
と
結
婚
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

　

�

家
族
全
員
の
間
で
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
だ
っ
た
。
二
回
目
の
プ

ロ
ポ
ー
ズ
に
、
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
こ
ぼ
し
な
が
ら
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
笑
顔
で
、「
は
い
」
と
答
え
た
。

私
、
こ
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
、
何
と
も
言
え
な
い
感
動
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
長
年
連
れ
添
っ
て
き
た
ご
夫
婦
、
も
し
ど
ち

ら
か
が
過
去
に
浮
気
や
不
倫
と
い
っ
た
「
邪
淫
」
を
犯
し
て
い

た
な
ら
ば
、
二
回
目
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。結
婚
生
活
の
中
で
お
互
い
が
礼
節
を
重
ん
じ
、敬
愛
し
、

尊
重
し
て
、
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
二
回
目

の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

さ
に
、
こ
の
ご
夫
婦
の
姿
は
、
我
々
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
良
好
な

関
係
を
築
く
た
め
に
、
見
習
う
べ
き
姿
と
言
え
る
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

３
―
１
３
「
第
四
悪
（
妄
言
）」

①
〈
讃
題
〉

「
そ
の
四
悪
と
は
、世
間
の
人
民
、善
を
修
せ
ん
こ
と
を
念
ぜ
ず
。

転う
た
た

相あ
い

教き
ょ
う

令り
ょ
う

し
て
、
共
に
衆
悪
を
為
す
に
、
両
舌
・
悪あ

っ

口く

・
妄も

う

言ご
ん

・
綺
語
す
」（
聖
典
一
・
二
七
二
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
第
四
番
目
の
悪
に
つ
い
て〔
説
き
明
か
そ
う
〕。
世
間
の
人
々

に
は
、
善
行
を
修
め
よ
う
と
い
う
気
な
ど
な
い
も
の
で
あ
る
。

代
々
、互
い
に
示
し
合
い
、共
に
悪
行
を
犯
す
。
二
枚
舌
を
使
い
、

口
が
悪
く
、
嘘
を
つ
き
、〔
そ
の
気
も
な
い
の
に
〕
お
世
辞
を

並
べ
立
て
る
」（
現
代
語
訳
・
一
四
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、
第
四
悪
、
両
舌
、
悪
口
、
妄
言
（
妄
語
）、
綺
語
、

因
果
応
報
／
「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、
授
戒
会
、
一
般
聴
衆
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
口
の
過と

が
よ
り
出
づ
る
悪
」

「
言
葉
で
為
す
悪
へ
の
戒
め
」

「
口
は
禍

わ
ざ
わ
い

の
元
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

転
相
…
こ
こ
で
は
、
親
か
ら
子
へ
と
伝
わ
る
よ
う
に
徐
々
に

互
い
に
見
習
い
聞
き
習
っ
て
、
と
い
う
こ
と
。

・�

教
令
…
教
化
令
命
。
教
え
い
ま
し
め
て
、
命
令
す
る
こ
と
。

・�

両
舌
…
十
悪
の
一
つ
。
二
枚
舌
。
離
間
語
と
も
い
う
。
人
と

人
と
を
仲
違
い
を
さ
せ
る
発
言
を
す
る
こ
と
。

・�

悪
口
…
十
悪
の
一
つ
。
麤
悪
語
と
も
い
う
。
罵
詈
誹
謗
し
人

を
傷
つ
け
悩
ま
せ
る
こ
と
。

・�

妄
言
…
十
悪
の
一
つ
。
妄
語
と
も
い
う
。
嘘
を
つ
き
人
を
だ

ま
し
惑
わ
す
こ
と
。

・�

綺
語
…
十
悪
の
一
つ
。
雑
穢
語
と
も
い
う
。
飾
り
立
て
た
言

葉
で
あ
り
、
真
実
に
違
い
道
理
に
背
い
た
発
言
。

⑥
〈
解
説
〉

・�「
三
毒
段
」
に
ひ
き
続
き
、「
五
悪
段
」
と
な
る
。
世
間
（
娑

婆
世
界
）
の
五
悪
と
そ
の
報
い
に
よ
る
苦
し
み
の
様
相
（
今

世
の
苦
〈
五
痛
〉、
未
来
世
の
苦
〈
五
焼
〉）
が
説
か
れ
、
廃

悪
修
善
・
厭
穢
欣
浄
の
想
い
へ
と
導
く
段
で
あ
る
。

・�「
五
悪
段
」
の
第
四
悪
は
、
口
業
の
悪
が
説
か
れ
る
。
十
悪

の
う
ち
「
口
四
」
と
呼
ば
れ
る
悪
業
で
あ
る
。

・�

讃
題
の
御
文
に
続
い
て
、
こ
の
後
、「
両
舌
…
」
等
々
よ
り

生
じ
る
具
体
的
な
悪
行
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、

因
果
応
報
の
道
理
に
よ
っ
て
、
今
世
に
お
い
て
は
寄
る
辺
を

無
く
し
空
し
く
立
ち
尽
く
し
（
四
痛
）、
来
世
に
於
い
て
は

三
悪
道
へ
赴
き
苦
痛
を
受
け
る
（
四
焼
）。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

世
間
の
人
々
は
善
行
を
し
よ
う
せ
ず
、
か
え
っ
て
互
い
に
示

し
合
っ
て
悪
事
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
釈
尊
が
お
示
し
く
だ

さ
っ
た
我
ら
世
間
の
有
様
を
、
ま
ず
胸
に
留
め
た
い
。

・�

特
に
注
意
す
べ
き
は
「
口
は
禍
の
元
」
で
あ
る
。
自
他
と
も

に
害
を
為
す
。（
因
果
応
報
）

�
「
人
が
生
ま
れ
た
と
き
に
は
、
実
に
口
の
中
に
斧
が
生
じ
て

い
る
。
愚
者
は
悪
口
を
言
っ
て
、 

そ
の
斧
に
よ
っ
て
自
分
を
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斬
り
割
く
の
で
あ
る（

（5
（

」（『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
第
六
五
七
偈
）

�
「
口
の
虎
は
身
を
破
る
。
舌
の
剣
は
命
を
断
つ
。
口
を
鼻
の

ご
と
く
に
す
れ
ば
、後
あ
や
ま
つ
事
な
し
」（
行
基
菩
薩
『
十

訓
抄
』
よ
り
）

・�

説
き
示
さ
れ
る
口
業
の
悪
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ネ
ッ
ト

社
会
に
お
け
る
誹
謗
中
傷
、
さ
ら
に
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
、
多
く
の
問
題
を
想
起
さ
せ
る
。
実
際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ブ

ロ
グ
に
て
、
人
を
言
葉
で
追
い
詰
め
、
死
に
至
ら
せ
る
と
い

う
現
実
が
あ
る
。
現
代
は
、
時
と
場
所
を
超
え
て
言
葉
を
伝

え
や
す
い
世
の
中
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
案
外
身
近
な

も
の
で
あ
り
、気
付
か
ぬ
う
ち
に「
互
い
に
示
し
合
い
」、徐
々

に
見
聞
き
し
な
が
ら
、
共
に
悪
業
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
様

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

�

他
に
も
、
災
害
時
の
風
評
被
害
や
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

お
よ
び
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
時
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

と
い
っ
た
時
事
問
題
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
軍
事
・
経
済
の
面

で
は
特
に
、
あ
か
ら
さ
ま
な
嘘
や
非
難
、
過
激
な
交
渉
術
な

ど
、
国
家
が
戦
略
的
に
口
業
の
悪
を
活
用
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

�

ま
た
、
二
〇
二
五
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
八
〇
年
と

な
る
。
戦
争
の
こ
と
、
そ
し
て
戦
時
下
の
浄
土
宗
に
お
け
る

教
学
・
布
教
方
針
や
活
動
に
つ
い
て
も
、
検
証
し
学
ぶ
機
会

と
し
た
い
。

【
関
連
資
料
】

�

浄
土
宗
「
戦
時
資
料
」
に
関
す
る
委
員
会
編
『
浄
土
宗
「
戦

時
資
料
」
に
関
す
る
報
告
書
』（
浄
土
宗
平
和
協
会
発
行
、

二
〇
二
三
）

・�

こ
う
し
た
世
相
を
ふ
ま
え
、
口
業
の
悪
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
我
が
身
の
様
相
を
、
経
文
（
左
記
「 

」
は
、
現
代

語
訳
・
一
四
九
―
一
五
〇
頁
を
参
照
）
を
示
し
な
が
ら
お
伝

え
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
自
分
勝
手
で
お
ご
り
た
か
ぶ
っ

た
姿
な
の
で
あ
る
。（
現
代
語
訳
を
配
布
し
、
聴
衆
と
共
に

ゆ
っ
く
り
読
み
上
げ
て
、教
え
を
頂
戴
す
る
と
良
い
だ
ろ
う
）

�
「
告
げ
口
や
中
傷
で
人
を
陥
れ
た
り
、
仲
た
が
い
を
さ
せ
て

波
風
を
立
て
た
り
す
る
」
…
両
舌
の
過（

（6
（

。

�

「
善
人
を
見
て
は
憎
し
み
と
嫉
妬
を
懐
き
、
賢
者
か
ら
は
何
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も
か
も
失
わ
せ
」
…
両
舌
の
過（

（6
（

�
「
そ
れ
を
陰
で
〔
手
を
た
た
い
て
〕
喜
ぶ
」
…
悪
口
の
過（

（6
（

。

�
「
父
母
に
孝
行
せ
ず
、
師
匠
や
年
長
者
を
軽
ん
じ
」
…
悪
口

の
過（

（6
（

。

�

「
仲
間
に
対
す
る
真
心
が
な
く
、〔
誰
に
対
し
て
も
〕
不
誠
実

で
あ
る
」
…
妄
語
の
過（

（6
（

。
�

「
不
遜
な
態
度
で
、
自
分
は
〔
正
し
い
〕
道
を
〔
歩
ん
で
い

る
と
〕
思
い
込
ん
で
、
身
勝
手
に
威
張
り
ち
ら
し
、
他
人
を

見
下
し
て
虐
げ
る
」
…
綺
語
の
過（

（6
（

。
�

「〔
し
か
も
、
そ
う
い
う
自
分
に
〕
気
付
く
こ
と
が
で
き
ず
、

悪
行
を
犯
し
て
も
恥
じ
入
る
こ
と
が
な
い
」
…
以
下
、
総
じ

て
口
過
を
挙
げ
て
顕
す（

（6
（

。

�

「〔
さ
ら
に
〕
自
ら
の
権
勢
を
奮
っ
て
、他
人
が
恐
れ
入
る
よ

う
に
し
た
が
る
の
で
あ
る
。〔
こ
う
し
た
者
は
〕天
地
の
神
々
、

太
陽
や
月
さ
え
も
畏
れ
な
い
。〔
自
ら
〕
進
ん
で
善
行
を
修

め
る
よ
う
な
こ
と
も
な
い
。〔
こ
の
よ
う
な
者
を
〕
ひ
れ
伏

さ
せ
て
、従
わ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
自
分
勝
手
に〔
し

か
も
〕
尊
大
に
振
る
舞
い
、
い
つ
も
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と

考
え
る
。
思
い
悩
ん
だ
り
怯
え
た
り
す
る
こ
と
が
な
く
、
常

に
高
慢
な
心
を
懐
く
」

・�

ち
な
み
に
「
憍
慢
」
と
は
、『
随
聞
講
録
』
で
は
『
倶
舎
論
』

を
引
い
て
、「
憍
は
、
謂
わ
く
、
自
法
に
染
著
す
る
を
先
と
す
。

心
を
し
て
傲
逸
な
ら
し
め
顧
み
る
所
無
き
性
な
り
」
お
よ
び

「
慢
は
、
謂
わ
く
、
他
に
対
し
て
、
心
、
自
挙
す
る
性
な

り（
（6
（

」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
憍
と
は
自
尊
心
よ
り
自
ら
生
ま

れ
る
お
ご
り
」、「
慢
と
は
他
者
と
の
比
較
に
よ
る
優
越
感
か

ら
生
ま
れ
る
お
ご
り（

（6
（

」
と
い
え
る
。
こ
れ
は
仏
道
修
行
に

お
い
て
大
き
な
妨
げ
と
な
る
煩
悩
で
あ
り
、『
無
量
寿
経
』

巻
下
に
は
「
憍
慢
と
弊
と
懈
怠
と
は
、
も
っ
て
こ
の
法
を
信

じ
難
し（

（6
（

」（
思
い
上
が
っ
た
り
悪
行
を
な
し
た
り
精
進
を
怠

る
者
は
／
そ
れ
が
た
め
に
〔
無
量
寿
仏
の
救
い
の
〕
法
を
／

〔
な
か
な
か
〕
信
じ
ら
れ
な
い（

（7
（

）
と
あ
る（

（7
（

。

・�

こ
う
し
た
悪
行
の
報
い
に
よ
っ
て
、
今
世
に
お
い
て
は
寄
る

辺
を
無
く
し
て
空
し
く
立
ち
尽
く
し
、
寿
命
が
尽
き
果
て
る

と
三
悪
道
へ
至
っ
て
、
自
ず
と
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
を
受
け

る
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
悪
し
き
世
界
に
何
度
も
生
ま
れ
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変
わ
り
、
ど
れ
ほ
ど
永
い
時
間
を
か
け
て
も
そ
こ
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。（
悪
因
苦
果
・
生
死
輪
廻
）

・�

一
方
こ
の
世
に
お
い
て
、
身
と
心
を
正
し
て
行
い
を
慎
み
、

善
行
を
励
み
悪
行
を
犯
さ
ず
に
い
れ
ば
、
ま
ず
こ
の
世
に
お

い
て
幸
福
と
な
り
、
命
終
の
後
に
極
楽
世
界
に
往
生
し
、
覚

り
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。（
善
因
楽
果
・
往

生
極
楽
）

・�

そ
も
そ
も
人
間
は
他
の
動
物
と
違
っ
て
、
言
葉
に
よ
る
高
度

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
つ
生
き
物
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
他
人
の
口
業
の
悪
に
触
発
さ
れ
や
す
い
。
三
毒
煩
悩

を
駆
り
立
て
ら
れ
（
意
業
）、
口
業
・
身
業
に
お
い
て
も
悪

業
を
積
み
重
ね
て
し
ま
う
。

・�

凡
夫
と
凡
夫
は
、
口
業
で
互
い
に
禍
を
招
い
て
し
ま
う
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
々
の
称
名
念
仏
を
も
っ
て
「
禍

の
元
」
を
抑
え
て
み
る
こ
と
が
肝
要
。
称
名
念
仏
は
、
凡
夫

で
あ
る
私
が
阿
弥
陀
仏
と
親
し
く
ご
縁
を
い
た
だ
け
る
行
で

あ
る
。
称
え
て
い
る
う
ち
は
、
口
で
罪
造
る
こ
と
は
止
ん
で
、

萬
徳
所
帰
の
大
善
大
功
徳
を
得
る
の
で
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

３
―
１
４
「
第
五
悪
（
飲
酒
）」

①
〈
讃
題
〉

「
そ
の
五
悪
と
は
、
世
間
の
人
民
、
徙し

倚い

懈け

惰だ

し
て
、
肯あ

え
て
善

を
作
し
、
身
を
治
め
業
を
修
せ
ず
。
家け

室し
つ

・
眷
属
、
飢き

寒か
ん

・
困こ

ん

苦く

す
」（
聖
典
一
・
二
七
三
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
第
五
番
目
の
悪
に
つ
い
て〔
説
き
明
か
そ
う
〕。
世
間
の
人
々

は
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
怠
け
た
生
活
を
送
り
、
進
ん
で
善
行
を
積
も

う
と
は
せ
ず
、〔
そ
れ
ば
か
り
か
〕
生
計
さ
え
立
て
よ
う
と
も

し
な
い
の
で
、
一
族
郎
党
を
飢
え
と
寒
さ
に
苦
し
ま
せ
る
こ
と

に
な
る
」（
現
代
語
訳
・
一
五
二
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、
第
五
悪
、
飲
酒
の
失
、
不
飲
酒
戒
、
三
毒
煩
悩
、
因

果
応
報
／
「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、
授
戒
会
、
一
般
聴
衆

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
百
薬
の
長
は
昏
酔
の
薬
」
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「
蒔
い
た
種
は
刈
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�
五
悪
…
飲
酒
の
悪
を
標
す
。
次
下
の
文
に
「
耽
酒
嗜
味
」
と

云
う
。
然
る
に
余
悪
を
挙
ぐ
る
は
、
酒
過
を
成
ん
が
為
の
み
。

今
、
云
わ
く
、
飲
酒
は
七
支
の
業
罪
に
非
ず
と
雖
ど
も
、
身

口
七
支
の
悪
、
皆
、
酒
の
過
に
従
い
て
生
ず
。
況
や
人
、
尤

も
好
む
所
な
り（

（7
（

。（『
随
聞
講
録
』）

・�

徙
倚
懈
惰
…
酒
に
依
り
て
懈
怠
す
る
こ
と
を
明
す
。「
徙
倚
」

は
『
広
韻
』
に
、「
猶
お
徘
徊
の
ご
と
し
」
と
。
義
寂
、
云

わ
く
、「
循
循
と
し
て
徘
徊
す
る
な
り
」〈
興
師
、之
れ
に
同
じ
〉。

今
、
云
わ
く
、「
徙
倚
」
は
タ
チ
モ
ド
ヲ
ル
な
り
。「
懈
憜
」

は
ヲ
コ
タ
ル
ナ
リ
。
是
れ
ハ
飲
酒
の
有
様
を
説
く
な
り
。
酒

を
飲
ム
人
ノ
ク
セ
ト
シ
テ
、
常
に
ア
チ
ラ
ヘ
ハ
行
キ
、
コ
チ

ラ
ヘ
ハ
行
き
テ
、
ブ
ラ
メ
ク
モ
ノ
な
り
。
故
に
出
世
及
び
世

間
の
業
を
作
さ
ざ
る
な
り（

（7
（

。（『
随
聞
講
録
』）

・�

治
身
修
業
…
治
生
産
業
、
皆
、
モ
ノ
ウ
キ
な
り（

（7
（

。（『
随
聞

講
録
』）

・�

飢
寒
困
苦
…
浄
影
の
云
わ
く
、「
飲
酒
の
人
は
善
業
を
修
せ
ず
、

家
業
を
事
と
せ
ず
」〈
已
上
〉。
今
、
云
わ
く
、
家
業
無
き
に

由
り
て
衣
食
に
乏
し
、
故
に
「
飢
寒
」
と
云
う
。
畢
竟
、
身

を
治
め
業
を
修
せ
ず
。
故
に
妻
子
眷
属
等
も
飢
寒
困
苦
す
る

な
り（

（7
（

。（『
随
聞
講
録
』）

⑥
〈
解
説
〉

・�

第
五
悪
は
飲
酒
の
悪
で
、
飲
酒
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

様
々
な
悪
業
ま
で
も
述
べ
る
。〈
中
略
〉
五
悪
の
配
当
に
つ

い
て
は
異
説
が
あ
り
、
義
寂
は
身
口
意
の
三
業
に
よ
る
悪
を

明
か
す
も
の
と
し
、
そ
の
内
容
を
十
悪
に
配
当
す
る
。
す
な

わ
ち
第
一
、
第
二
、
第
三
悪
を
身
業
の
三
（
殺
生
・
偸
盗
・

邪
婬
）
に
、
第
四
悪
を
口
業
の
四
（
妄
語
・
両
舌
・
悪
口
・

綺
語
）
に
、
第
五
悪
を
意
業
の
三
（
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
）

と
す
る（

（7
（

。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』）

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

酒
は
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
、
ま
た
時
に
人
間
関
係
の
潤
滑
油

と
も
な
る
。
し
か
し
、
仏
教
で
は
、「
昏
酔
の
薬
」
と
呼
び
、

飲
酒
に
よ
る
過
失
を
数
々
説
い
て
、
戒
と
し
て
制
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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�

そ
も
そ
も
戒
に
お
い
て
は
「
性
戒
・
遮
戒
」
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。「
性
戒
」
と
は
、
不
殺
生
・
不
偸
盗
・
不
邪
婬
・
不

妄
語
を
い
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ら
は
「
行
為
そ
の
も
の
が
本

性
と
し
て
罪
過
で
あ
り
、
そ
の
行
為
を
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て

三
途
の
生
存
が
結
果
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
釈
尊
が
戒
と
し

て
定
め
て
制
止
し
よ
う
と
し
な
く
て
も
、
お
の
ず
か
ら
な
し

て
は
な
ら
な
い
行
為
と
し
て
定
め
ら
れ
た
戒
で
あ
る
」。一
方
、

「
遮
戒
」
と
は
「
本
来
的
に
は
罪
過
で
は
な
く
て
も
、
種
々

の
事
情
か
ら
釈
尊
が
制
止
し
て
初
め
て
戒
の
条
項
と
し
て
制

定
さ
れ
た
戒
」
で
あ
る
。
飲
酒
は
本
来
そ
れ
自
体
、
罪
と
は

な
ら
な
い
が
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
放
逸
と
な
り
他
の
戒
を
犯

す
原
因
と
な
る
の
で
禁
止
さ
れ
」、
例
え
ば
治
療
の
た
め
に

酔
わ
な
い
程
度
に
飲
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た（

（7
（

。（『
新
纂

浄
土
宗
大
辞
典
』）

�

仏
弟
子
と
し
て
は
度
を
過
ご
し
、
放
逸
と
な
り
、
三
宝
を
軽

ん
じ
、
罪
を
犯
す
因
縁
と
な
る
た
め
に
五
戒
の
中
に
不
飲
酒

戒
と
し
て
、
こ
れ
を
制
し
て
い
る
。
第
五
悪
と
は
、
こ
れ
を

犯
す
意
で
あ
る
。

・�

こ
の
飲
酒
に
つ
い
て
は
「
開
遮
の
分
別
」
が
あ
る
と
し
、
開

は
許
す
、
遮
は
制
す
る
を
言
う
。
遮
は
不
飲
酒
戒
を
立
て
罪

と
す
る
一
方
、
若
し
酒
を
飲
ん
で
心
を
喜
ば
し
め
、
善
を
生

ず
る
こ
と
あ
れ
ば
、
飲
め
ど
も
犯
戒
な
ら
ず
と
し
て
、
こ
れ

を
許
す
と
す
る
。（『
的
門
上
人
全
集
』
三
・
一
四
七
頁
）

・�

法
然
上
人
は
「
酒
飲
む
は
罪
に
て
そ
う
ろ
う
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
、「
答
う
、
ま
こ
と
に
は
飲
む
べ
く
も
な
け
れ
ど
も
、

こ
の
世
の
習（

（7
（

」（『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』）
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
お
言
葉
は
決
し
て
飲
酒
を
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

本
来
は
飲
む
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
凡
夫
の
心
は
、
物
狂
い
酒
に
酔
い
た
る
が
ご
と
く
し
て
、

善
悪
に
つ
け
て
思
い
定
め
た
る
事
な
し（

（7
（

」（『
往
生
浄
土
用

心
』）
と
い
う
人
間
の
凡
夫
性
、
業
を
よ
く
よ
く
見
つ
め
ら

れ
て
、「
こ
の
世
の
習
」
と
結
ん
だ
も
の
と
推
測
す
る
。

・�「
飲
む
な
」
と
説
い
て
も
現
実
的
に
は
難
し
い
面
が
あ
る
。

ま
た
、
実
際
に
多
く
の
僧
侶
が
公
然
と
酒
を
嗜
ん
で
い
る
。

地
方
に
よ
っ
て
は
、
葬
式
や
法
事
の
後
に
僧
侶
が
皆
と
お
酒

を
飲
む
こ
と
が
故
人
の
供
養
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
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さ
え
あ
る
。
た
と
え
話
者
が
不
飲
酒
戒
を
守
っ
て
い
て
も
、

日
頃
か
ら
他
の
そ
う
し
た
僧
侶
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て

い
る
聴
衆
か
ら
す
る
と
飲
酒
を
咎
め
た
と
こ
ろ
で
「
言
行
不

一
致
」「
我
田
引
水
」
の
そ
し
り
を
受
け
る
だ
け
か
も
し
れ

な
い
。
と
は
言
え
、本
来
、飲
酒
が
戒
に
反
す
る
行
い
で
あ
り
、

悪
罪
と
な
る
こ
と
を
改
め
て
伝
え
（
飲
酒
が
戒
に
反
す
る
こ

と
を
知
ら
な
い
方
は
意
外
に
多
い
）、
そ
の
失
は
説
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

・�「
五
悪
段
」
に
は
様
々
な
飲
酒
の
失
が
説
か
れ
る
が
、
そ
の

様
は
概
ね
『
長
阿
含
経
』
の
「
飲
酒
の
六
失（

（8
（

」
に
ま
と
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。「
六
失
」
と
い
う
の
は

聴
衆
の
記
憶
に
も
残
り
や
す
く
、
伝
え
や
す
い
の
で
は
な
い

か
。
す
な
わ
ち
、
①
財
を
失
い
、
②
病
を
生
じ
、
③
闘
諍
し
、

④
悪
名
流
れ
、
⑤
恚
怒
暴
生
し
、
⑥
智
慧
日
に
損
す
、
と
の

お
諭
し
で
あ
る
。飲
酒
に
は
こ
れ
程
の
害
が
あ
る
こ
と
を「
釈

尊
の
教
え
」
と
し
て
伝
え
、
わ
き
ま
え
て
飲
む
こ
と
を
改
め

て
自
覚
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

・�

ま
た
、
現
代
社
会
で
は
薬
物
は
も
ち
ろ
ん
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

へ
の
依
存
も
五
悪
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
飲

酒
の
失
に
準
じ
る
以
上
の
害
が
あ
る
こ
と
も
添
え
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

・�

古
来
よ
り
第
五
悪
は
飲
酒
の
悪
を
説
く
も
の
と
さ
れ
て
来
た

が
、
そ
の
説
か
れ
る
様
は
、
決
し
て
酔
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
も
の
で
な
く
、
問
題
行
動
と
し
て
社
会
で
目
に
す

る
状
況
で
あ
る
。

�

「
世
間
の
人
は
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
怠
け
た
生
活
を
送
り〈
中
略
〉

父
母
が
〔
そ
れ
に
〕
意
見
す
る
と
目
を
吊
り
上
げ
怒
っ
て
言

い
返
す
」

�

「〔
も
の
の
〕
や
り
と
り
に
見
境
が
な
い
の
で
〈
中
略
〉
貧
し

さ
に
苦
し
む
〔
上
に
、
お
金
を
〕
再
び
調
達
す
る
手
立
て
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

�

「
や
り
た
い
放
題
気
の
向
く
ま
ま
に
過
ご
し
、
粋
が
っ
て
は

〔
人
に
〕
因
縁
を
つ
け
、他
人
の
気
持
ち
な
ど
見
向
き
も
せ
ず
、

ど
う
で
も
〔
人
を
〕
支
配
し
て
自
分
の
言
い
な
り
に
し
よ
う

と
思
う
」（
以
上
、
現
代
語
訳
・
一
五
二
頁
）

�

こ
の
よ
う
な
行
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
殺
人
の
犯
罪
が
引
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き
起
こ
さ
れ
こ
と
さ
え
珍
し
く
な
い
。
時
代
は
隔
て
て
も
釈

尊
在
世
の
人
の
有
様
と
現
代
人
の
有
様
は
、
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
よ
う
。

�

そ
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
飲
酒
は
き
っ
か
け
に
す
ぎ
ず
、

根
本
的
に
は
我
々
の
三
毒
煩
悩
に
よ
る
。
何
を
し
で
か
す
か

わ
か
ら
な
い
凡
夫
性
を
我
々
は
内
に
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
第
五
悪
に
つ
い
て
飲
酒
の
悪
を
説
く
こ
と
に

止
ま
ら
ず
、
十
悪
中
の
意
業
を
説
く
方
に
お
く
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

【
話
材
】（
駅
員
へ
の
暴
力
禁
止
ポ
ス
タ
ー
よ
り
）

　

�「
手
が
出
た
の
は
酔
っ
て
い
た
か
ら
？
酔
っ
た
自
分
も
自

分
じ
ゃ
な
い
の
か
い
？
」

　

�「
お
酒
の
失
敗
じ
ゃ
な
い
。
あ
な
た
の
失
敗
で
す
」

・�

三
毒
煩
悩
か
ら
引
き
お
こ
さ
れ
る
行
為
に
よ
り
、
こ
の
世
の

み
な
ら
ず
、
来
世
も
苦
し
み
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

つ
ま
り
仏
教
の
基
本
で
あ
る
因
果
応
報
の
道
理
・
六
道
輪
廻

を
お
伝
え
す
る
。
そ
し
て
因
果
撥
無
の
愚
か
さ
を
説
く
べ
き

で
あ
ろ
う
。

・�

総
じ
て
「
五
悪
段
」
は
善
悪
因
果
の
道
理
を
知
ら
し
め
、
悪

心
を
翻
し
て
懺
悔
し
、
念
仏
相
続
を
勧
め
、
現
当
二
世
共
に

安
楽
な
ら
ん
と
の
教
え
で
あ
る
。「
善
人
は
善
を
行
じ
て
、

楽
よ
り
楽
に
入
り
、明
よ
り
明
に
入
る
。悪
人
は
悪
を
行
じ
て
、

苦
よ
り
苦
に
入
り
、
冥
よ
り
冥
に
入
る（

（8
（

」
と
い
う
結
文
を

伝
え
、
五
悪
を
成
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
、
共
に
明
る
い
人
生

を
送
り
た
い
旨
、
そ
の
た
め
の
念
仏
相
続
を
勧
め
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

３
―
１
５
「
第
五
悪
（
五
悪
段
総
括
）」

①
〈
讃
題
〉

「
善
人
は
善
を
行
じ
て
、楽
よ
り
楽
に
入
り
、明
よ
り
明
に
入
る
。

悪
人
は
悪
を
行
じ
て
、
苦
よ
り
苦
に
入
り
、
冥
よ
り
冥
に
入
る
。

誰
か
能
く
知
る
者
あ
ら
ん
。
独
り
佛
の
み
知
り
た
も
う
の
み
」

（
聖
典
一
・
二
七
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
善
人
は
善
行
を
修
め
る
の
で
、
幸
福
〔
な
世
界
〕
か
ら
幸
福
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〔
な
世
界
〕
へ
と
赴
き
、光
〔
に
満
ち
溢
れ
た
世
界
〕
か
ら
光
〔
に

満
ち
溢
れ
た
世
界
〕
へ
と
赴
く
。〔
一
方
、〕
悪
人
は
悪
行
を
犯

す
の
で
、
苦
し
み
〔
の
世
界
〕
か
ら
苦
し
み
〔
の
世
界
〕
へ
と

赴
き
、暗
闇
〔
の
世
界
〕
か
ら
暗
闇
〔
の
世
界
〕へ
と
赴
く
。〔
た

だ
し
、
一
体
、
こ
の
こ
と
を
〕
誰
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

た
だ
み
仏
の
み
が
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一

五
四
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、
第
五
悪
、
因
果
応
報
（
自
業
自
得
、
善
因
楽
果
、
悪

因
苦
果
）、
生
死
輪
廻
／
「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、
各
種
法
要

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
楽
果
を
求
め
て
」

「
苦
を
減
ら
す
た
め
に
」

「
凡
夫
に
も
で
き
る
お
念
仏
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

善
人
行
善
等
と
は
、
此
の
三
句
は
、
二
に
は
善
の
因
果
を
明

か
す（

（8
（

。（『
随
聞
講
録
』）

・�

悪
人
行
悪
等
と
は
、
此
の
三
句
は
、
三
に
は
悪
の
因
果
を
明

か
す（

（8
（

。（『
随
聞
講
録
』）

⑥
〈
解
説
〉

・�「
五
悪
段
」
中
の
第
五
悪
の
中
に
出
て
く
る
御
文
で
あ
る
が
、

内
容
と
し
て
は
、「
三
毒
段
」「
五
悪
段
」
す
べ
て
に
通
じ
る

も
の
で
あ
る
。

・�「
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
」
を
現
代
社
会
に
説
く
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
僧
侶
が
伝
え
な
け
れ

ば
聴
衆
は
知
る
こ
と
も
受
け
取
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
仏

の
み
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
の
は
浄
土
宗
教
師
と
し

て
の
勤
め
で
あ
る
か
ら
、
繰
り
返
し
て
伝
え
た
い
内
容
で
あ

る
。

・�

関
連
法
語
❶
「
善
を
修
す
る
者
は
、
善
趣
の
報
を
得
、
悪
を

行
ず
る
者
は
、
悪
道
の
果
を
感
ず（

（8
（

」（『
登
山
状
』）

・�

関
連
法
語
❷
「
然
れ
ば
或
る
文
に
は
、『
一
人
一
日
の
中
に

八
億
四
千
の
念
あ
り
。
念
々
の
中
の
所
作
、
皆
是
れ
三
途
の

業
』
と
云
え
り（

（8
（

」（『
登
山
状
』）

・�「
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
」
や
「
生
死
輪
廻
」
と
い
う
大
前

提
が
な
け
れ
ば
、
極
楽
往
生
の
有
難
さ
・
お
念
仏
を
唱
え
る
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こ
と
の
重
要
さ
は
伝
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
讃
題
を

通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
聴
衆
に
伝
え
た
い
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

ま
ず
、
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
を
通
し
て
、
生
死
輪
廻
を
伝

え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。（
関
連
法
語
❶
）

・�「
三
毒
段
」
や
「
五
悪
段
」
の
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
参
照
の
上
、

具
体
的
な
悪
を
提
示
し
た
い
。
凡
夫
の
弱
さ
は
、
善
を
修
し

難
く
、
煩
悩
に
よ
り
悪
を
行
じ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

後
世
に
は
苦
や
冥
に
入
る
の
が
道
理
で
あ
る
。（
関
連
法
語

❷
）
こ
の
こ
と
を
凡
夫
は
実
感
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
、

「
仏
の
み
が
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
讃
題
を
通
し
て
、
仏
の

声
に
耳
を
傾
け
る
重
要
性
を
伝
え
た
い
。

・�

現
世
に
お
い
て
も
、
悪
業
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
悪
業
を
し
や

す
く
な
り
、
ま
す
ま
す
悪
・
苦
に
陥
る
こ
と
を
伝
え
る
の
も

よ
い
。

（
例
）
嘘
が
嘘
を
生
む
、
嘘
つ
き
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
な
ど
。

・�

凡
夫
の
現
実
か
ら
す
れ
ば
、
善
因
に
よ
り
楽
果
を
得
る
こ
と

は
極
め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
少
し
の
善
で
あ
っ
て
も

出
来
る
こ
と
を
精
進
す
る
大
切
さ
を
伝
え
た
い
。
ま
た
悪
因

も
出
来
る
だ
け
作
ら
な
い
よ
う
に
生
き
る
こ
と
も
勧
め
た
い
。

・�

修
善
や
廃
悪
を
習
慣
化
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
楽
や
明
の
果

を
増
や
し
て
苦
や
冥
の
果
を
減
ら
す
こ
と
に
限
ら
な
い
。
自

分
の
悪
業
は
周
り
の
人
を
傷
つ
け
苦
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、

廃
悪
修
善
に
よ
り
、
他
者
の
苦
を
減
ら
す
こ
と
に
も
な
る
。

苦
し
み
多
き
娑
婆
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
以
上
、
苦
・
冥

が
増
さ
な
い
よ
う
に
、
少
し
で
も
楽
・
明
な
世
界
に
な
る
よ

う
に
精
進
し
た
い
。

・�

し
か
し
、
こ
の
世
は
完
全
な
る
明
・
楽
な
世
界
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
凡
夫
同
士
が
共
存
す
る
娑
婆
で
あ
る
い
う
現
実
を

伝
え
た
い
。

・�

そ
の
よ
う
な
現
実
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

❶ �

善
を
修
し
難
い
凡
夫
で
も
修
め
る
こ
と
が
出
来
る
最
も

易
し
い
行
が
お
念
仏
で
あ
る
。

❷ �
苦
や
冥
の
世
界
に
往
く
べ
き
凡
夫
が
究
極
の
楽
・
明
の

世
界
で
あ
る
極
楽
へ
と
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
ほ
ど
、

最
も
勝
れ
た
修
行
が
お
念
仏
で
あ
る
。
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と
い
う
こ
と
も
伝
え
た
い
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

３
―
１
６
「
六
波
羅
蜜
」

①
〈
讃
題
〉

「
汝
等
、
こ
こ
に
お
い
て
、
広
く
徳
本
を
植
え
よ
。
恩
を
布
き

旋
恵
し
て
、
道
禁
を
犯
ず
る
こ
と
な
く
、
忍
辱
と
精
進
と
一
心

と
智
慧
と
を
も
っ
て
す
べ
し
。
転
相
教
化
し
て
、
徳
を
為
し
善

を
立
て
よ
」（
聖
典
一
・
二
七
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
汝
ら
よ
。
こ
の
〔
世
界
〕
で
、
大
い
に
善
行
を
修
め
て
功
徳

を
積
む
よ
う
に
せ
よ
。
親
愛
の
情
を
も
っ
て
施
し
を
な
し
、
仏

の
戒
め
る
こ
と
は
犯
さ
ず
、〔
何
が
あ
っ
て
も
〕
堪
え
忍
び
、

果
敢
に
取
り
組
み
、
心
を
一
つ
に
集
中
さ
せ
、
智
慧
を
磨
く
が

よ
い
。〔
そ
し
て
〕
互
い
に
導
き
合
い
な
が
ら
、〔
よ
り
一
層
の
〕

功
徳
を
積
み
、
善
行
に
励
む
が
よ
い
」（
現
代
語
訳
・
一
五
七

―
一
五
八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

六
波
羅
蜜
／
彼
岸
会
、
施
餓
鬼
会
、
一
般
聴
衆

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
教
徒
の
六
つ
の
修
行
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

※�

特
に
引
用
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
『
無
量
寿
経
随
聞

講
録
』
に
よ
る（

（8
（

。

・�

汝
等
於
是
等
と
は
、
此
の
自
行
の
中
に
、
六
波
羅
蜜
を
挙
ぐ

る
な
り
。「
於
是
」
と
は
、
娑
婆
世
界
を
指
す
な
り
。

・�

広
植
徳
本
と
は
、
此
の
一
句
は
、
総
じ
て
六
度
を
標
す
。「
布

恩
」
已
下
は
別
説
な
り
。

・�

六
波
羅
蜜
…
大
乗
菩
薩
に
お
け
る
代
表
的
な
六
つ
の
実
践
徳

目
。
六
波
羅
蜜
多
と
も
音
写
し
、
六
度
・
六
度
無
極
・
六
到

彼
岸
と
義
訳
す
る
。
①
布
施
（
め
ぐ
み
ほ
ど
こ
す
こ
と
）
②

持
戒（
い
ま
し
め
ま
も
る
こ
と
）③
忍
辱（
た
え
し
の
ぶ
こ
と
）

④
精
進
（
つ
と
め
は
げ
む
こ
と
）
⑤
禅
定
（
し
ず
め
た
も
つ

こ
と
）
⑥
般
若
（
智
慧
、
さ
と
り
め
ざ
め
る
こ
と
）
と
い
う

六
つ
の
善
行
・
徳
行
。
覚
り
を
目
指
し
、
そ
の
成
就
に
努
力
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す
る
大
乗
菩
薩
の
修
行
の
眼
目
で
あ
る
。（『
新
纂
浄
土
宗
大

辞
典
』）

・�

布
恩
施
恵
と
は
、
即
ち
檀
度
な
り
。
仁
慈
、
先
づ
被
む
る
を
、

之
れ
を
布
恩
と
謂
う
。
財
物
、
後
に
与
う
、
之
れ
を
施
恵
と

謂
う
。

・�

勿
犯
道
禁
と
は
、
即
ち
戒
度
な
り
。
仏
道
の
為
の
故
に
、
諸

悪
を
制
禁
す
。
之
れ
を
道
禁
と
謂
う
。

・�

忍
辱
等
と
は
、
忍
辱
・
精
進
は
進
度
。
一
心
は
禅
度
。
心
、

一
境
に
住
し
て
、
散
乱
せ
ざ
る
が
故
に
。
智
恵
は
智
度
な
り
。

六
波
羅
蜜
は
自
他
に
通
ず
。
故
に
、
以
ち
て
、
自
行
と
す
。

・�

転
相
教
化
と
は
、
六
度
は
自
他
に
通
ず
る
が
故
に
、
六
度
を

以
ち
て
、
亦
た
他
を
教
化
す
る
な
り
。

・�

為
徳
立
善
と
は
、「
徳
」
は
五
徳
な
り
。
五
悪
を
翻
じ
て
徳

と
す
。
即
ち
現
在
世
に
約
し
て
之
れ
を
言
う
。「
善
」
は
五

善
な
り
。
即
ち
未
来
に
約
し
て
之
れ
を
言
う
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

こ
の
讃
題
は
、
釈
尊
が
先
に
五
悪
を
説
い
た
の
に
次
い
で
、

現
世
に
て
善
根
功
徳
を
植
え
る
こ
と
を
す
す
め
る
一
段
で
あ

る
。
度
脱
を
求
め
三
途
の
苦
を
離
れ
ん
と
す
る
も
の
は
、
今

こ
の
五
濁
の
世
に
あ
っ
て
六
波
羅
蜜
の
徳
本
を
植
え
、
互
い

に
教
え
導
い
て
功
徳
を
積
み
、五
悪
を
止
め
て
五
善
（
五
戒
）

を
為
す
べ
し
と
の
お
示
し
で
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

浄
土
宗
に
お
い
て
、
六
波
羅
蜜
を
説
く
機
会
と
し
て
、
彼
岸

会
や
施
餓
鬼
会
（
特
に
は
布
施
波
羅
蜜
）
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

近
年
、
京
セ
ラ
の
創
業
者
で
あ
る
稲
盛
和
夫
氏
が
六
波
羅
蜜

を
「
六
つ
の
精
進
」
と
表
現
し
、
経
営
な
ど
に
生
か
す
処
世

術
と
し
て
紹
介
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
仏
教
語
を
耳
に
し
た

こ
と
の
あ
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

で
あ
る
が
ゆ
え
に
古
代
イ
ン
ド
語
で
「
到
彼
岸
」
を
意
味
す

る
「
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
」
を
語
源
と
す
る
こ
と
、
生
死
の
迷
い

の
此
岸
か
ら
涅
槃
の
覚
り
の
彼
岸
へ
到
る
大
乗
菩
薩
道
の
六

つ
の
実
践
徳
目
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
仏
教
本
来
の
意
味
を
伝

え
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

・�

法
然
上
人
は
、
こ
の
六
波
羅
蜜
の
行
を
比
叡
山
に
て
一
五
歳

よ
り
二
八
年
間
ご
修
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
成
就
ず
る
こ
と
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は
大
変
困
難
で
あ
っ
た
。
六
波
羅
蜜
中
の
、
持
戒
・
禅
定
・

智
慧
の
三
を
三
学
と
い
う
が
、
上
人
は
深
く
ご
自
身
を
見
つ

め
ら
れ
「
こ
こ
に
余
が
ご
と
き
は
す
で
に
戒
定
慧
の
三
学
の

器
に
あ
ら
ず（

（8
（

」
と
し
て
、
三
学
の
実
践
と
は
別
に
、
凡
夫

に
ふ
さ
わ
し
い
行
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
仏
道
修
行
に

耐
え
ら
れ
な
い
凡
夫
の
為
の
行
と
し
て
の
称
名
念
仏
の
教
え

に
出
会
わ
れ
、
お
念
仏
こ
そ
が
阿
弥
陀
仏
の
本
意
で
あ
る
と

し
て
。
立
ち
ど
こ
ろ
に
余
行
を
捨
て
、
一
向
に
念
仏
に
帰
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
法
然
上
人
の
お
言
葉
は
六
波

羅
蜜
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
法
蔵
菩
薩
の
菩
薩

行
の
実
践
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・�

菩
薩
道
の
実
践
と
し
て
の
六
波
羅
蜜
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

で
あ
り
、
例
え
ば
布
施
波
羅
蜜
で
は
求
め
る
者
に
自
ら
の
眼

や
血
肉
を
与
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（8
（

（『
無
量
寿
経
釈
』）。

ま
た
忍
辱
波
羅
蜜
で
は
、
乞
わ
れ
て
与
え
た
眼
を
、
乞
人
が

こ
れ
を
地
に
捨
て
屈
辱
を
与
え
て
も
、
怒
り
を
耐
え
ね
ば
菩

薩
道
か
ら
退
転
す
る
と
い
う
（「
乞
眼
の
婆
羅
門（

（8
（

」）。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
法
然
上
人
の
三
学
非
器
の
言
葉
が
単
な
る
謙

遜
、
卑
下
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

・�

宗
義
で
は
六
波
羅
蜜
は
異
類
の
助
業
で
あ
り
、
念
仏
者
は
こ

と
さ
ら
に
こ
れ
を
修
め
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
仏
教

徒
の
心
得
と
し
て
、
分
に
従
っ
て
修
す
る
べ
し
と
い
う
の
が

先
徳
の
教
え
で
あ
る（

（9
（

（『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』）。『
随
聞
講

録
』
に
は
さ
ら
に
専
修
念
仏
者
が
自
然
に
為
す
六
波
羅
蜜
も

説
か
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
も
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

・「
布
施
波
羅
蜜
」

�

六
波
羅
蜜
の
最
初
に
置
か
れ
重
要
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
布
施
と
い
う
と
読
経
へ
の
御
礼
と
考
え
て
い
る
方
が

多
い
。
そ
こ
で
財
施
・
法
施
・
無
畏
施
の
三
施（

（9
（

を
教
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
財
物
が
な
く
て
も
他
者
に
布
施

を
な
す
こ
と
の
で
き
る
七
つ
の
行
い
、
無
財
の
七
施（

（9
（

を
仏

教
徒
の
心
構
え
と
し
て
説
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
実

践
に
は
三
輪
清
浄（

（9
（

が
理
想
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
伝
え
ら

れ
よ
う
。
専
修
念
仏
者
が
自
然
に
為
す
布
施
波
羅
蜜
と
し
て

「
貧
窮
乞
人
を
見
て
、
之
れ
を
憐
れ
み
、
一
銭
を
施
し
、
或
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い
は
亦
た
、
他
に
称
名
の
行
を
教
う
る
は
、
即
ち
法
施
ニ
テ
、

此
れ
檀
波
羅
蜜
な
り（

（9
（

」（『
随
聞
講
録
』）
と
の
教
え
が
あ
る
。

・「
持
戒
波
羅
蜜
」

�

法
然
上
人
は
持
戒
を
往
生
の
正
行
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

仏
教
徒
と
し
て
当
然
、
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
。（「
戒
は
是
佛
法
の
大
地
な
り（

（9
（

」『
七
箇
條
起
請
文
』）

昨
今
の
凶
悪
犯
罪
の
増
加
や
不
貞
行
為
の
蔓
延
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

の
誹
謗
中
傷
な
ど
を
鑑
み
る
に
、
五
戒
を
説
く
こ
と
は
僧
侶

と
し
て
の
務
め
で
あ
る
と
考
え
る
。
故
久
米
慶
勝
台
下
が
知

恩
院
布
教
師
会
の
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
時
、
両
手
に
腕

輪
数
珠
を
つ
け
、
悪
心
が
起
き
た
時
そ
れ
を
見
て
自
分
を
戒

め
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
持
戒
の
た
め
に
そ
の
よ

う
な
工
夫
を
伝
う
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
な
お
、
専
修
念
仏

者
が
自
然
に
為
す
持
戒
波
羅
蜜
と
し
て
「
念
仏
の
行
人
も
相

応
に
止
悪
す
る
と
き
は
、
此
れ
戒
波
羅
蜜
な
り（

（9
（

」（『
随
聞

講
録
』）
と
の
教
え
で
あ
る
。

・「
忍
辱
波
羅
蜜
」

�

ま
ず
、
我
々
の
い
る
世
界
は
「
堪
忍
土
」
と
い
わ
れ
、
決
し

て
何
も
か
も
思
い
通
り
に
い
く
世
界
で
は
な
い
。
一
時
の
怒

り
の
た
め
に
前
後
を
忘
れ
、
身
を
滅
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
。
確

か
に
不
快
な
こ
と
に
対
し
て
，
苛
立
ち
を
覚
え
る
こ
と
も
多

い
。
し
か
し
こ
の
時
に
そ
の
感
情
に
囚
わ
れ
て
、
憎
み
、
憤

怒
し
、
ま
た
害
そ
う
と
し
て
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
う
。

�

釈
尊
は
「
第
二
の
矢
を
受
け
ず（

（9
（

」（『
雜
阿
含
経
』）
と
説
か

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
苛
立
ち
を
第
一
の
矢
、
憎
み
、
憤

怒
し
、
ま
た
害
そ
う
す
る
こ
と
を
第
二
の
矢
と
し
、
第
二
の

矢
を
受
け
な
い
も
の
が
仏
弟
子
で
あ
る
と
す
る
。
不
快
や
苛

立
ち
を
受
け
る
こ
と
は
仕
方
な
い
が
、
そ
こ
か
ら
先
に
進
む

こ
と
は
、
第
二
の
矢
と
し
て
意
識
し
、
避
け
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
私
の
尊
敬
す
る
あ

る
ご
老
僧
は
、
腹
立
ち
を
覚
え
た
時
に
は
（
第
一
の
矢
）、

低
声
に
て
念
仏
を
称
え
、そ
れ
で
も
お
さ
ま
ら
な
い
時
は「
念

仏
が
足
ら
ん
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
お
ら
れ
た
（
第
二

の
矢
を
受
け
ず
）。
そ
れ
を
聞
い
た
相
手
が
苦
笑
い
し
て
し

ま
い
、
そ
の
場
が
お
さ
ま
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
と
い
う
。

な
お
、専
修
念
仏
者
が
自
然
に
為
す
忍
辱
波
羅
蜜
と
し
て「
違
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縁
に
妨
げ
ら
れ
ず
、
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
に
破
壊
せ

ら
れ
ず
等
は
忍
辱
波
羅
蜜
な
り（

（9
（

」（『
随
聞
講
録
』）
と
の
教

え
で
あ
る
。

・「
精
進
波
羅
蜜
」

�

物
事
を
成
し
遂
げ
る
の
に
、
何
事
で
も
精
進
が
必
要
だ
が
、

仏
道
を
歩
む
に
も
極
め
て
重
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
歎

仏
頌
』
に
は
「
戒
聞
精
進
」「
戒
忍
精
進
」「
如
是
精
進
」「
我

行
精
進
」
と
、
次
々
と
説
か
れ
て
い
る（

（9
（

。
二
祖
聖
光
上
人

は
「
菩
薩
ノ
行
モ
六
波
羅
蜜
ノ
行
成
就
シ
テ
成
佛
ト
申
ハ
六

波
羅
蜜
ノ
中
ノ
精
進
波
羅
蜜
ト
申
ス
行
ガ
強
シ
テ
餘
ノ
五
波

羅
蜜
ノ
功
德
ヲ
成
就
セ
サ
セ
テ
成
佛
ス
ル
也
若
夫
精
進
波
羅

蜜
ノ
力
弱
キ
ハ
餘
ノ
五
波
羅
蜜
ノ
功
德
ヲ
全
ク
不
可
成
就
不

成
就
バ
全
ク
不
可
成
佛（

（10
（

」（『
念
仏
名
義
集
』
巻
下
）
と
述
べ
、

他
の
波
羅
蜜
の
行
を
成
就
さ
せ
る
大
切
な
行
で
あ
る
と
の
お

示
し
で
あ
る
。

�

従
っ
て
、
精
進
波
羅
蜜
は
六
波
羅
蜜
を
伝
え
る
に
あ
た
っ
て
、

特
に
強
調
す
べ
き
徳
目
で
あ
り
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
栄
光

を
つ
か
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
長
年
の
研
究
を
成
就
し
た
研

究
者
の
話
材
を
比
喩
に
、
お
祖
師
様
あ
る
い
は
篤
信
者
の
念

仏
精
進
の
姿
を
因
縁
と
し
て
法
話
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
な
お
、
専
修
念
仏
者
が
自
然
に
為
す
精
進
波
羅
蜜

と
し
て
「
日
課
、
三
万
・
六
万
を
行
じ
、
懈
怠
せ
ざ
る
は
、

精
進
波
羅
蜜
な
り（

（10
（

」
と
の
教
え
で
あ
る
（『
随
聞
講
録
』）。

ま
た
専
修
念
仏
者
に
と
っ
て
精
進
は
、五
重
相
伝
初
重
の「
四

障
四
機
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
浄

土
往
生
の
要
で
あ
る
。
法
然
上
人
は
「
数
を
定
め
そ
う
ら
わ

ね
ば
懈
怠
に
な
り
そ
う
ら
え
ば
数
を
定
め
た
る
が
よ
き
事
に

て
そ
う
ろ
う（

（10
（

」
と
毎
日
称
え
る
念
仏
の
数
を
定
め
る
日
課

念
仏
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
各
々
日
課
を
定
め
る
こ
と

を
布
教
で
き
よ
う
。

・「
禅
定
波
羅
蜜
」

�

法
然
上
人
は
「
凡
夫
の
心
は
、
物
に
従
い
て
移
り
易
し
。
例

え
ば
、
猿
猴
の
枝
に
伝
う
が
ご
と
し
。
真
に
散
乱
し
て
動
じ

易
く
、
一
心
静
ま
り
難
し（

（10
（

」
と
述
べ
、
凡
夫
が
禅
定
波
羅

蜜
を
成
就
す
る
難
し
さ
を
説
い
て
い
る
。

�

こ
れ
に
つ
い
て
故
藤
井
実
応
猊
下
は
、
禅
定
に
つ
い
て
、
落
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ち
着
き
を
失
わ
な
い
心
が
け
と
教
え
て
い
る
。
そ
の
例
と
し

て
ど
ん
な
場
合
で
も
街
路
で
は
決
し
て
「
走
ら
な
い
」
と
い

う
知
人
を
紹
介
し
、
そ
の
悠
々
と
し
た
姿
か
ら
は
学
ぶ
も
の

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
心
が
け
た
い
と
述
べ
て
い

る
。
忙
し
い
現
代
人
が
忘
れ
が
ち
な
心
の
落
ち
着
き
を
取
り

戻
す
方
法
と
し
て
説
く
こ
と
が
出
来
よ
う
。
さ
ら
に
猊
下
は

一
心
に
称
名
す
る
も
の
は
余
行
を
修
せ
ず
、
余
境
に
移
ら
な

い
か
ら
禅
定
を
修
す
る
と
異
な
ら
な
い
と
続
け
て
い
る（

（10
（

。

こ
れ
は
専
修
念
仏
者
が
自
然
に
為
す
禅
定
波
羅
蜜
と
し
て
の

教
え
、「
心
を
一
境
に
住
し
て
、
一
心
に
称
名
す
る
は
、
此
れ
、

等
一
分
な
れ
ば
、
禅
波
羅
蜜
な
り（

（10
（

」（『
随
聞
講
録
』）
に
通

ず
る
も
の
で
あ
る
。

・「
智
慧
波
羅
蜜
」

�

浄
土
宗
は
還
愚
痴
の
教
え
で
あ
り
、
智
慧
を
極
め
る
教
え
で

は
な
い
。
し
か
し
、
法
然
上
人
は
「
智
慧
光
と
は
、
此
れ
は

是
れ
無
痴
の
善
根
所
生
の
光
な
り
〈
中
略
〉
此
の
光
は
ま
た

愚
痴
の
罪
を
滅
す
。
然
れ
ば
無
智
の
念
仏
者
な
り
と
い
え
ど

も
、
彼
の
智
慧
の
光
を
以
て
照
ら
し
て
摂
取
し
給
う
故
に
、

即
ち
愚
痴
の
愆
を
滅
し
て
智
者
と
勝
劣
あ
る
こ
と
無
し（

（10
（

」

（『
逆
修
説
法
』）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
古

徳
は
、
念
仏
相
続
の
中
で
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
、

漸
々
に
で
は
あ
る
が
、
発
心
以
前
と
は
違
う
私
に
成
長
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
と
教
え
て
い
る（

（10
（

。
智
慧
波
羅
蜜
に
関
連
し

て
念
仏
相
続
の
功
徳
を
説
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
専

修
念
仏
者
が
自
然
に
為
す
智
慧
波
羅
蜜
と
し
て
「
因
果
を
知

り
、
出
離
を
思
い
、
厭
欣
心
を
生
ず
る
等
は
智
波
羅
蜜
な

り（
（10
（

」
と
の
教
え
が
あ
る
（『
随
聞
講
録
』）。

・�

以
上
、
浄
土
宗
で
六
波
羅
蜜
を
説
く
に
あ
た
っ
て
、
広
く
仏

教
徒
と
し
て
の
修
行
と
し
て
、
狭
め
て
念
仏
者
が
相
続
の
中

に
自
然
と
為
す
行
い
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
え

て
み
た
。
な
お
、
話
者
は
混
乱
を
招
か
ぬ
よ
う
、
六
波
羅
蜜

は
あ
く
ま
で
も
異
類
の
助
業
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
説

く
べ
き
と
考
え
る
。

�

（
執
筆
者
：
大
高
源
明
）
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３
―
１
７
「
十
日
十
夜
」

①
〈
讃
題
〉

「
こ
こ
に
お
い
て
善
を
修
す
る
こ
と
、
十
日
十
夜
す
れ
ば
、
他

方
諸
仏
の
国
土
に
お
い
て
、
善
を
為
す
こ
と
千
歳
す
る
に
勝
れ

た
り
」（
聖
典
一
・
二
七
七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
こ
の
〔
世
界
〕
で
十
日
十
夜
の
間
、
善
行
を
修
め
る
こ
と
は
、

〔
そ
の
功
徳
は
〕
他
の
仏
の
世
界
で
千
年
に
わ
た
っ
て
修
行
に

励
む
〔
功
徳
〕
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
」（
現
代
語
訳
・
一
五

八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

十
日
十
夜
、
善
、
娑
婆
世
界
で
の
善
行
・
浄
土
の
修
行
・
世
間

の
あ
り
さ
ま
／
念
仏
会
・
十
夜
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
十
日
十
夜
の
善
行
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

善
…
正
し
い
こ
と
。
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
。
悪
の
対

概
念
。
仏
教
で
は
安
穏
な
る
報
い
を
受
け
る
業
を
善
と
し
、

積
善
に
よ
っ
て
身
に
つ
く
功
徳
を
基
礎
と
す
る（

（10
（

。
十
善
（
十

悪
の
対
）
と
は
、
不
殺
生・不
偸
盗・不
邪
淫
（
以
上
身
業
）・

不
妄
語
・
不
悪
口
・
不
両
舌
・
不
綺
語
（
以
上
口
業
）・
無
貪
・

無
瞋
・
正
見
（
以
上
意
業
）
で
あ
る
。「
諸
悪
莫
作　

衆
善

奉
行　

自
浄
其
意　
是
諸
仏
教
」（
七
仏
通
戒
偈
）。

・�

他
方
諸
仏
国
土
…
極
楽
浄
土
以
外
の
諸
仏
の
国
土
。「
十
方

に
浄
土
多
け
れ
ど
、
西
方
を
願
う
は
十
悪
五
逆
の
衆
生
の
生

ま
る
る
ゆ
え
な
り
」（『
一
紙
小
消
息
』）。

⑥
〈
解
説
〉

十
夜
会
の
典
拠
と
な
る
文
で
あ
り
、『
選
択
集
』
十
三
に
「
念

仏
は
多
善
根
・
大
善
根
・
勝
善
根
で
あ
る（

（11
（

」
と
説
か
れ
る
よ

う
に
、
最
も
勝
れ
た
善
根
は
念
仏
を
称
え
る
事
で
あ
る
。
こ
の

娑
婆
世
界
で
十
日
十
夜
の
間
、
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
、
他
方

諸
仏
の
国
土
に
お
い
て
の
千
年
の
積
善
よ
り
勝
れ
る
。
そ
の
理

由
は
、
諸
仏
国
土
は
善
を
為
す
者
が
多
く
、
悪
を
為
す
者
は
少

な
い
の
で
、
自
然
に
福
徳
を
得
る
事
が
出
来
る
。
逆
に
娑
婆
世

界
は
悪
を
為
す
者
が
多
く
、
善
を
為
す
者
は
少
な
い
為
で
あ
る

と
説
か
れ
る
。
又
、
こ
の
文
が
「
五
悪
段
」
の
次
に
説
か
れ
る
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事
に
も
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
善
＝
念
仏
で
は
あ
る
が
、
娑

婆
世
界
で
の
廃
悪
修
善
を
説
く
文
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
娑
婆

の
衆
生
の
多
く
は
、
因
果
の
道
理
を
信
じ
る
こ
と
を
せ
ず
、
愚

か
で
道
理
に
暗
い
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
等
が
「
五
悪
段
」

で
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
煩
悩
に
支
配
さ
れ
た
無
明
の
存

在
そ
の
も
の
で
あ
る
。
娑
婆
世
界
は
善
行
を
行
う
事
が
難
し
く
、

悪
行
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
臨
終
を
迎
え
た
時
、
三
途
へ
落
ち

る
恐
怖
に
慄
き
、
自
ら
の
悪
業
を
後
悔
す
る
事
と
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
心
を
整
え
、
身
を
正
し
、
行
い
を
慎
し
み
、
善
行

に
励
ん
だ
な
ら
ば
、
こ
の
世
で
の
幸
福
を
得
、
六
道
輪
廻
か
ら

離
れ
て
極
楽
浄
土
に
往
生
が
叶
い
、
正
し
く
悟
り
へ
の
道
を
歩

む
事
が
出
来
る
と
説
か
れ
る
。
ま
た
法
然
上
人
は
、「
か
ま
え

て
善
人
に
し
て
し
か
も
念
仏
を
も
修
す
べ
し
。
こ
れ
を
真
実
に

仏
教
に
随
う
者
と
い
う
な
り（

（11
（

」（『
念
仏
往
生
義
』）
と
説
か
れ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

⑴
十
夜
会
の
拠
り
所
と
な
る
部
分
で
あ
る
。

⑵
七
仏
通
戒
偈
の
部
分
→
善
行
を
勤
め
る
事
を
勧
め
る
。

⑶�

義
山
は
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』
巻
下
之
二
の
「
於
此
修
善
」

を
注
釈
す
る
中
で
、「
上
来
、『
比
挍
顕
勝
』
に
明
す
所
の
布

恩
施
恵
等
の
六
波
羅
蜜
、
及
び
齋
等
な
り（

（11
（

」
と
述
べ
、
具

体
的
な
「
善
」
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
本
願
念
仏
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
布
施
や
持
戒
な
ど
の
六
波
羅
蜜
と
八
齋
戒
に
よ
る

も
の
と
し
て
い
る（

（11
（

。

⑷�

六
波
羅
蜜
や
齋
戒
等
は
漠
然
と
し
た
善
行
で
は
な
く
、
成
仏

へ
の
道
程
。

⑸�

娑
婆
世
界
に
お
け
る
衆
生
の
善
悪
の
判
断
は
、
煩
悩
に
ま
み

れ
た
無
明
の
存
在
の
為
、
独
り
よ
が
り
と
な
る
場
合
が
多
い
。

自
分
に
と
っ
て
の
都
合
の
良
し
悪
し
、
無
明
故
に
悪
行
を
為

す
事
が
多
い
。
善
行
を
行
う
事
は
難
し
い
。
故
に
他
方
諸
仏

国
土
で
の
千
年
の
善
行
よ
り
勝
れ
る
と
説
か
れ
る
。

⑹
善
＝
念
仏

▪
煩
悩
具
足
の
身
で
娑
婆
世
界
で
の
善
行
は
難
し
い
。

▪
煩
悩
具
足
の
身
で
念
仏
称
え
て
往
生
す
る
。

⑺
娑
婆
世
界

▪
衆
生
は
無
明
の
存
在
で
あ
る
か
ら
、
悪
行
を
為
し
や
す
く
善

行
を
為
す
事
は
難
し
い
。
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▪
道
理
に
暗
い
→
六
道
輪
廻

⑻
他
方
諸
仏
国
土
…
娑
婆
世
界
で
の
善
行
と
の
対
比

▪
善
を
為
す
者
が
多
く
、
悪
を
為
す
者
は
少
な
い
。

▪
福
徳
を
得
る
。

⑼
極
楽
浄
土
…
娑
婆
世
界
で
の
仏
道
修
行
と
の
対
比

▪
阿
弥
陀
仏
の
導
き
に
よ
り
、
修
行
を
為
す
事
が
極
め
て
楽
で

あ
り
、
成
仏
へ
の
道
を
自
然
と
歩
む
事
が
出
来
る
。

▪
成
仏
を
得
る
。

⑽
娑
婆
世
界
と
他
方
諸
仏
国
土
と
極
楽
浄
土

▪�

娑
婆
で
の
十
日
十
夜
の
善
行
…
他
方
諸
仏
国
土
で
の
千
年
の

善
行
よ
り
勝
れ
る
。

▪�

娑
婆
で
の
一
日
一
夜
の
斎
戒
清
浄
…
極
楽
浄
土
で
の
百
年
の

修
行
よ
り
勝
れ
る
。

⑾�

こ
の
文
の
前
に
、
娑
婆
世
界
に
お
い
て
五
悪
を
為
さ
ず
、
心

身
を
清
く
保
ち
五
善
を
為
し
、
斎
戒
清
浄
な
る
事
、
一
日
一

夜
し
た
な
ら
ば
、
極
楽
浄
土
に
お
い
て
の
仏
道
修
行
の
百
年

よ
り
勝
れ
る
と
説
か
れ
る
。

⑿�

娑
婆
で
の
積
善
が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
を
思
い
、
厭
離
穢

土
欣
求
浄
土
の
思
い
を
新
た
に
、
念
仏
を
称
え
る
励
み
と
な

る
だ
ろ
う
。
他
方
諸
仏
の
国
土
は
善
行
を
行
う
環
境
に
適
し

て
い
る
が
、
衆
生
が
悟
り
へ
の
道
を
歩
む
の
に
最
適
な
仏
国

土
は
極
楽
浄
土
で
あ
ろ
う
。
娑
婆
世
界
で
の
十
日
十
夜
の
善

行
は
他
方
諸
仏
国
土
の
千
年
の
積
善
よ
り
勝
れ
て
い
る
が
、

阿
弥
陀
仏
の
導
き
に
よ
り
、
悟
り
へ
の
道
を
歩
め
る
極
楽
浄

土
こ
そ
求
む
べ
き
仏
国
土
で
あ
る
事
に
思
い
を
い
た
し
、
南

無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

⒀�

十
夜
法
要
で
は
、
本
願
念
仏
を
勧
め
る
事
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
仏
教
の
大
前
提
で
あ
る
廃
悪
修
善
を
も
進
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

⒁�

「
念
仏
は
こ
れ
大
善
根
な
り
」
と
説
か
れ
る
通
り
、
娑
婆
世

界
で
最
も
勝
れ
る
善
行
は
念
仏
を
称
え
る
事
で
あ
る
。

⒂�

「
か
ま
え
て
善
人
に
し
て
し
か
も
念
仏
を
も
修
す
べ
し
。
こ

れ
を
真
実
に
仏
教
に
随
う
者
と
い
う
な
り
」（『
念
仏
往
生

義
』）
と
の
お
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
御
法
語

を
も
っ
て
結
論
と
し
た
い
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）



129　『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―（二）『無量寿経』巻下

研究成果報告

３
―
１
８
「
苦
心
に
誨
喩
し
て
」

①
〈
讃
題
〉

「
吾
れ
、
汝
等
天
人
の
類
を
哀
れ
み
て
、
苦ね

ん

心ご
ろ

に
誨け

喩ゆ

し
て
、

教
え
て
善
を
修
せ
し
め
、
器き

に
随
っ
て
開
導
し
て
、
経
法
を
授

与
す
る
に
、
承じ

ょ
う

用ゆ
う

せ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
」（
聖
典
一
・
二
七

七
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
私
〔
釈
尊
〕
は
汝
ら
天
人
や
人
々
を
憐
れ
み
、

手
を
尽
く
し
て
〔
汝
ら
を
〕
教
え
諭
し
て
善
行
を
修
め
さ
せ
よ

う
。
一
人
一
人
の
資
質
に
応
じ
て
導
き
、〔
各
々
ふ
さ
わ
し
い
〕

教
え
を
授
け
る
か
ら
、〔
そ
れ
を
〕
聞
け
ば
実
践
し
な
い
者
な

ど
い
る
は
ず
も
な
い
」（
現
代
語
訳
・
一
五
八
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

慈
悲
、
開
導
、
出
世
本
懐
／
念
仏
会
、
釈
尊
降
誕
会
、
成
道
会
、

各
種
法
要

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
お
釈
迦
様
の
お
慈
悲
に
よ
る
お
念
仏
へ
の
お
導
き
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

苦
心
…
相
手
に
思
い
を
か
け
て
、
あ
れ
こ
れ
と
手
を
尽
く
す

こ
と
。

・�

誨
喩
（
誨
諭
）
…
物
事
の
道
理
な
ど
を
よ
く
分
か
る
よ
う
に

教
え
さ
と
す
こ
と
。
教
誨
。
訓
誨
。

・�

器
…
う
つ
わ
。
こ
こ
で
は
人
間
の
器
量
や
才
能
を
う
つ
わ
に

喩
え
て
用
い
て
い
る
。

・
開
導
…
仏
の
教
え
に
導
く
こ
と
。
導
き
悟
ら
せ
る
こ
と
。

・
承
用
…
敬
い
受
け
と
め
て
実
践
す
る
こ
と
。

⑥
〈
解
説
〉

お
釈
迦
様
は
、
こ
の
讃
題
に
至
る
直
前
ま
で
、
娑
婆
世
界
に

お
け
る
私
た
ち
人
々
の
苦
し
み
の
有
り
様
を
具
に
お
説
き
く
だ

さ
い
ま
し
た（

（11
（

。
お
釈
迦
様
は
そ
う
い
っ
た
こ
の
世
界
で
苦
し

む
人
々
の
有
り
様
を
無
勝
浄
土（

（11
（

か
ら
常
々
ご
覧
に
な
ら
れ
て

い
ま
し
た（

（11
（

。
そ
し
て
、
そ
の
様
子
を
見
る
に
見
か
ね
て
、
人
々

を
救
う
た
め
に
は
お
念
仏
の
み
教
え
し
か
な
い
と
、
こ
の
世
界

に
応
現
、
八
相
成
仏
さ
れ
、
お
慈
悲（

（11
（

の
御
心
で
人
々
に
思
い

を
か
け
て
わ
か
り
や
す
く
お
念
仏
の
み
教
え
を
お
説
き
く
だ
さ
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い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
釈
迦
様
か
ら
お
念
仏
の
み
教
え
を
授

か
っ
た
人
々
は
皆
、
そ
の
有
難
い
み
教
え
を
敬
い
受
け
と
め
て

称
名
念
仏
を
実
践
し
た
の
で
す
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
お
釈
迦
様
の
お
慈
悲
の
御
心
を
伝
え
る

�

ま
ず
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
果
て
し
な

く
輪
廻
を
繰
り
返
し
、
煩
悩
に
よ
っ
て
苦
し
み
続
け
て
き
た

そ
の
有
り
様
を
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
い
て
、
聴
衆
に

実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
私

た
ち
の
苦
悩
す
る
有
様
を
常
々
ご
覧
に
な
ら
れ
た
お
釈
迦
様

が
、
何
と
し
て
で
も
私
た
ち
を
救
い
た
い
と
願
わ
れ
た
お
慈

悲
の
御
心
を
お
伝
え
し
た
い
も
の
で
す（

（11
（

。

�

尚
、
お
伝
え
の
際
に
は
、
具
体
例
（
例
え
ば
、
親
の
我
が
子

に
対
す
る
お
慈
悲
の
御
心
な
ど
）
を
挙
げ
た
り
し
な
が
ら
、

私
た
ち
を
漏
ら
す
こ
と
な
く
何
と
し
て
で
も
救
い
取
ろ
う
と

お
念
仏
の
み
教
え
を
説
か
れ
た
お
釈
迦
様
の
お
慈
悲
の
御
心

を
聴
衆
に
し
っ
か
り
と
受
け
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・�

お
釈
迦
様
の
出
世
の
本
懐
は
お
念
仏
を
説
く
こ
と
で
あ
っ
た

こ
と
を
伝
え
る

�

私
た
ち
す
べ
て
が
苦
し
み
か
ら
救
わ
れ
る
お
念
仏
の
み
教
え

を
説
き
弘
め
る
為
に
お
釈
迦
様
は
こ
の
娑
婆
世
界
に
応
現
、

八
相
成
仏
さ
れ
て
お
念
仏
の
み
教
え
を
説
か
れ
ま
し
た
。
お

念
仏
の
み
教
え
を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
が
お
釈
迦
様
が
こ
の
世

に
お
出
ま
し
に
な
ら
れ
た
目
的
（
出
世
本
懐
）
で
あ
っ
た
こ

と
を
お
伝
え
し
て
お
念
仏
の
み
教
え
の
有
り
難
さ
を
お
伝
え

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

�

「
さ
れ
ば
念
仏
は
弥
陀
に
も
利
生
の
本
願
、
釈
迦
に
も
出
世

の
本
懐
な
り（

（11
（

」（『
津
戸
返
状
』）

�

「『
弥
陀
を
念
ぜ
よ
』
と
い
う
事
、釈
迦
一
代
の
教
え
に
普
く

勧
め
給
え
り（

（12
（

」（『
十
二
箇
条
の
問
答
』）

・�

お
念
仏
の
み
教
え
を
有
り
難
く
頂
戴
し
、
共
々
に
実
践
す
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る

�
お
釈
迦
様
の
出
世
の
本
懐
で
あ
る
と
こ
ろ
の
お
念
仏
を
実
践

す
る
こ
と
こ
そ
が
お
釈
迦
様
の
意
を
汲
ん
だ
仏
教
の
実
践
と

い
え
ま
す
。「
承
用
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
」と
あ
る
よ
う
に
、
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お
釈
迦
様
が
お
説
き
下
さ
っ
た
お
念
仏
の
み
教
え
を
私
た
ち

は
共
々
に
敬
い
受
け
と
め
、
お
念
仏
に
励
む
よ
う
に
つ
と
め

る
こ
と
を
お
示
し
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

�

「
釈
尊
は
『
善
哉
、
我
が
教
え
に
随
い
て
生
死
を
離
る
』
と

知
見
し
給
い（

（12
（

」（『
一
紙
小
消
息
』）

�

「
今
、
釈
迦
の
教
え
に
随
い
て
往
生
を
求
む
る
者
、
付
属
の

念
仏
を
修
し
て
釈
迦
の
御
心
に
適
う
べ
し（

（12
（

」（『
大
胡
太
郎

実
秀
が
妻
室
の
も
と
へ
遣
わ
す
御
返
事
』）

�
（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

３
―
１
９
「
無
為
の
安
き
に
昇
ら
し
む
（
五
悪
段
総
括
）」

①
〈
讃
題
〉

「
我
れ
、
汝
等
諸
天
・
人
民
を
哀
愍
す
る
こ
と
、
父
母
の
子
を

念
ず
る
よ
り
も
甚
だ
し
。
今
我
れ
こ
の
世
間
に
お
い
て
作
佛
し

て
、
五
悪
を
降
化
し
、
五
痛
を
消
除
し
、
五
焼
を
絶
滅
し
、
善

を
も
っ
て
悪
を
攻
め
、
生
死
の
苦
を
抜
き
、
五
徳
を
獲
て
、
無

為
の
安
き
に
昇
ら
し
む
」（
聖
典
一
・
二
七
八
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
私
〔
釈
尊
〕
が
汝
ら
諸
々
の
天
人
や
人
々
を
慈
し
み
思
い
や

る
こ
と
は
、
父
母
が
我
が
子
を
愛
す
る
気
持
ち
よ
り
も
は
る
か

に
深
い
。〔
そ
れ
故
〕
今
、
私
は
こ
の
〔
苦
し
み
の
〕
世
界
で

仏
と
な
り
、
五
悪
を
制
し
、
五
痛
を
取
り
除
き
、
五
焼
を
根
絶

や
し
に
し
、善
〔
行
を
修
め
さ
せ
る
こ
と
〕
に
よ
っ
て
悪
〔
行
〕

を
攻
め
立
て
、生
死
を
繰
り
返
す
〔
汝
ら
の
〕
苦
痛
を
抜
き
去
り
、

〔
さ
ら
に
は
五
善
に
も
と
づ
く
〕
五
徳
を
身
に
具
え
さ
せ
、
つ

い
に
は
極
楽
世
界
に
往
生
を
遂
げ
さ
せ
る
の
で
あ
る
」（
現
代

語
訳
・
一
五
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

五
悪
段
、
因
果
応
報
、
廃
悪
修
善
、
五
悪
、
五
痛
、
五
焼
、
五
徳
、

五
戒
／
「
五
悪
段
」
連
続
法
話
、
十
夜
会
、
除
夜
会
、
仏
名
会
、

節
分
会
、
授
戒
会
（
十
重
禁
戒
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
自
分
の
し
た
こ
と
は
、
必
ず
報
い
と
な
っ
て
自
分
に
か
え
っ

て
く
る
（
自
業
自
得
・
因
果
応
報
）」
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⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�
哀
愍
…
哀
れ
み
の
心
を
抱
く
こ
と
。
慈
し
む
こ
と
。
こ
こ
で

は
釈
尊
が
衆
生
に
対
し
て
か
け
る
哀
れ
み
、
慈
し
み
の
心
は
、

父
母
が
我
が
子
に
か
け
る
愛
情
よ
り
も
勝
る
こ
と
を
意
味
す

る
。

・�

作
佛
…
仏
と
成
る
こ
と
。

・�

五
悪
…
五
悪
と
は
現
世
に
お
い
て
犯
す
五
種
の
悪
業
の
こ
と

で
、
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲
酒
の
行
為
を
い
う
。

・�

五
痛
…
五
悪
を
犯
し
た
者
は
法
律
（
王
法
）
に
し
た
が
っ
て

罰
せ
ら
れ
、
罰
金
や
懲
役
等
の
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

現
世
に
お
け
る
報
い
で
あ
り
、
こ
れ
を
華
報
と
い
う
。

・�

五
焼
…
五
悪
を
犯
し
た
者
は
、
現
世
だ
け
な
く
死
後
に
お
い

て
も
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
っ
た
三
悪
道
に
堕
し
、
苦

し
み
を
受
け
る
。
来
世
に
お
け
る
報
い
で
あ
り
、
こ
れ
を
果

報
と
い
う
。

・�

五
徳
…
五
善
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
五
悪
の
反
対
で
五
種
の
善

業
の
こ
と
で
、
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲
酒
の
行
為

を
犯
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

讃
題
に
取
り
あ
げ
た
箇
所
は
、「
五
悪
段
」
の
ま
と
め
に
あ

た
り
、
釈
尊
自
身
が
在
世
中
に
世
間
の
人
々
を
導
い
て
「
五

悪
」
を
制
し
、「
五
痛
」
を
取
り
除
き
、「
五
焼
」
を
根
絶
や

し
に
し
、「
五
徳
（
五
善
）」
を
得
さ
せ
、
極
楽
往
生
へ
と
導

く
こ
と
が
釈
尊
自
身
の
世
間
の
人
々
へ
の
哀
れ
み
、
慈
し
み

の
心
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。　
し
か
し
、釈
尊
滅
後
に
は
、

世
間
に
「
五
悪
」
が
蔓
延
し
、「
五
痛
」
や
「
五
焼
」
が
再

発
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
釈
尊
の
教
え

に
従
う
べ
き
旨
が
説
か
れ
て
い
る
。

・�「
五
悪
」
を
「
五
戒
」
に
配
当
す
る
説
は
、浄
影
寺
慧
遠
の
『
観

無
量
寿
経
義
疏
』
下
（
浄
全
五・五
〇
頁
下
）
に
拠
っ
て
お
り
、

浄
土
宗
に
お
い
て
も
道
光
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
以
降
、
伝
統

的
に
「
五
悪
」
を
「
五
戒
」
を
破
る
こ
と
と
し
て
解
釈
し
て

い
る
。

・�
そ
も
そ
も
「
五
悪
段
」
は
、
現
世
は
穢
れ
た
世
界
で
、
人
々

は
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
煩
悩
に
よ
っ
て
悩
み
苦
し
み
、

さ
ら
に
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲
酒
と
い
っ
た
「
五
悪
」
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の
行
為
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
々
に
厭
離
穢
土
の

想
い
を
懐
か
せ
る
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
自

ら
の
悪
業
の
報
い
と
し
て
の
苦
果
を
受
け
る
姿
が
説
か
れ
、

「
五
悪
」
そ
れ
ぞ
れ
に
現
世
に
お
け
る
苦
果
で
あ
る
「
五
痛
」、

死
後
に
お
け
る
苦
果
で
あ
る
「
五
焼
」
が
説
か
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
第
五
悪
（
飲
酒
）
の
五
痛
は
、「
か
く
の
ご
と
き

世
人
、
心
意
倶
に
し
か
り
。
愚
癡
曚
昧
に
し
て
、
自
ら
智
慧

を
も
っ
て
し
て
、
生
の
従
来
す
る
所
、
死
の
趣
向
す
る
所
を

知
ら
ず
。〈
中
略
〉
心
中
閉
塞
し
て
、
意
、
開
解
せ
ず（

（12
（

」
で

あ
り
、
五
焼
は
「
故
に
自
然
の
三
塗
、
無
量
の
苦
悩
あ
り（

（12
（

」

で
あ
る
。

�　
以
上
の
よ
う
に
、第
一
悪
（
殺
生
）
か
ら
第
五
悪
（
飲
酒
）

ま
で
共
通
し
て
、
自
ら
が
悪
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
報
い

で
あ
る
「
五
痛
」「
五
焼
」
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
お
り
、「
五
悪
段
」
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
教

え
が
、
自
業
自
得
・
因
果
の
道
理
（
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
）

な
の
で
あ
る
。

・�「
五
悪
」
が
蔓
延
す
る
世
の
中
に
あ
っ
て
も
、
自
業
自
得
・

因
果
の
道
理
に
し
た
が
っ
て
、
廃
悪
修
善
を
実
践
す
れ
ば
極

楽
に
往
生
で
き
る
と
あ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�「
五
悪
段
」
の
ま
と
め
と
し
て
、「
五
悪
」
の
原
因
と
な
る
三

毒
煩
悩
に
触
れ
、「
五
悪
」
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
簡
単
に
紹

介
し
た
う
え
で
、
仏
教
の
大
原
則
で
あ
る
自
業
自
得
・
因
果

の
道
理
（
善
因
楽
果
・
悪
因
苦
果
）
を
中
心
に
自
分
の
し
た

こ
と
は
必
ず
「
五
痛
」「
五
焼
」
と
い
う
報
い
と
な
っ
て
返
っ

て
く
る
と
い
う
、
自
己
責
任
論
に
基
づ
い
た
悪
業
へ
の
抑
止

と
な
る
よ
う
な
話
が
望
ま
し
い
。

・�

自
業
自
得
・
因
果
の
道
理
に
つ
い
て
法
然
上
人
の
お
言
葉
と

し
て
、「『
諸
悪
莫
作
、
諸
善
奉
行
』
は
、
三
世
の
諸
仏
の
通

戒
な
り
。
善
を
修
す
る
者
は
善
趣
の
報
を
得
、
悪
を
行
ず
る

者
は
悪
道
の
果
を
感
ず
と
い
う
、
こ
の
因
果
の
道
理
を
聞
け

ど
も
聞
か
ざ
る
が
ご
と
し（

（12
（

」（『
登
山
状
』）
と
い
う
一
節
と

関
連
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、「
諸
悪
莫
作
、

衆
善
奉
行
、
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
」
の
偈
文
は
、「
七
仏
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通
戒
偈
」
と
い
う
釈
尊
を
含
む
七
人
の
仏
が
共
通
し
て
説
い

た
、戒
の
根
本
精
神
を
あ
ら
わ
し
た
偈
文
で
あ
る
。ま
た
、『
景

徳
伝
灯
録
』
四
（
正
蔵
五
一
・
二
三
〇
頁
中
）
に
よ
る
と
、

白
居
易
が
鳥
窠
道
林
に
仏
教
の
大
意
を
質
問
す
る
と
、
師
は

「
諸
悪
莫
作
最
善
奉
行
」と
答
え
た
。
さ
ら
に
白
居
易
が
、「
そ

ん
な
こ
と
は
三
歳
の
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い
る
」
と
言
う
と
、

師
は
「
三
歳
の
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
が
、
八
〇
歳

の
老
人
で
も
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答
え
、
こ
れ
を
聞

い
て
白
居
易
は
師
に
礼
を
な
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
白

居
易
と
鳥
窠
道
林
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
仏

教
の
基
本
で
あ
る
廃
悪
修
善
の
教
え
へ
と
話
を
展
開
し
て
い

く
の
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

・�

自
業
自
得
・
因
果
の
道
理
を
説
く
際
に
、『
業
を
見
す
え
て
』

に
以
下
の
よ
う
な
注
意
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

�

業
の
因
果
関
係
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
業

と
そ
の
結
果
と
の
因
果
関
係
は
凡
夫
の
思
惟
を
超
え
て
い

る
と
い
う
点
で
す
。
つ
ま
り
我
々
凡
夫
に
「
こ
の
悪
業
が

原
因
で
こ
の
よ
う
な
苦
の
報
い
が
生
じ
た
」
と
い
う
よ
う

に
、
一
つ
の
業
と
一
つ
の
果
を
具
体
的
に
結
び
つ
け
て
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
仏
陀
の
言
葉
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　

�

比
丘
た
ち
よ
、
業
の
果
報
は
不
可
思
議
で
あ
り
、
思

惟
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　

�

こ
れ
を
思
惟
す
る
者
は
、
狂
乱
・
脳
害
を
な
す
で
あ

ろ
う
。

　

�

業
の
具
体
的
な
因
果
関
係
は
仏
陀
だ
け
が
知
り
う
る
も
の

で
あ
り
、
我
々
凡
夫
が
と
や
か
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す（

（12
（

。

�

以
上
、
自
業
自
得
・
因
果
の
道
理
の
説
示
は
、
あ
く
ま
で
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
一
人
称
で
語
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
決
し
て
他
者
に
向
け
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
現
在

の
行
動
が
将
来
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
と
考
え
て
、
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
の
動
機
づ
け
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

《
十
分
法
話
例
》

「
コ
ロ
ナ
よ
り
も
怖
い
の
は
人
間
だ
っ
た
」

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
当
初
に
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
店
員
さ
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ん
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
現・エ
ッ
ク
ス
）
で
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
で
す
。

日
本
で
コ
ロ
ナ
が
流
行
り
出
し
た
頃
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
マ

ス
ク
を
買
い
求
め
る
た
め
に
、
多
く
の
人
が
殺
到
し
ま
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
伴
っ
て
マ
ス
ク

は
品
薄
状
態
で
あ
り
ま
し
て
、
店
内
は
マ
ス
ク
を
買
い
求
め
る

お
客
さ
ん
で
殺
気
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
マ
ス
ク
が
な

い
と
分
か
る
と
、
殺
気
だ
っ
た
お
客
さ
ん
か
ら
「
何
で
マ
ス
ク

が
な
い
ん
だ
」
と
何
度
も
詰
め
寄
ら
れ
た
結
果
、
店
員
さ
ん
が

思
わ
ず
「
コ
ロ
ナ
よ
り
も
怖
い
の
は
人
間
だ
っ
た
」
と
つ
ぶ
や

い
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

大
変
、反
響
を
呼
び
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な
状
況
と
い
う
の
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
は
コ
ロ
ナ
の
陽
性
反
応
が
出
な
く
と
も
、
私
た

ち
の
心
が
、
も
う
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
仏
教

で
は
心
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
原
因
を
「
煩
悩
」
と
見
做
し
ま
す
。

煩
悩
と
は
、
私
た
ち
の
心
を
蝕
み
、
悪
し
き
方
へ
と
向
か
わ
し

め
る
心
の
働
き
の
事
で
す
。そ
の
煩
悩
の
代
表
的
な
も
の
が「
三

毒
煩
悩
」
と
い
わ
れ
る
「
貪
・
瞋
・
痴
」
の
三
つ
の
煩
悩
で
す
。

一
つ
目
の
「
貪
」
と
は
、あ
れ
も
欲
し
い
、こ
れ
も
欲
し
い
、も
っ

と
欲
し
い
と
い
っ
た
貪
り
欲
望
の
心
。
二
つ
目
の
「
瞋
」
と
は
、

怒
り
腹
立
ち
の
心
。
最
後
、
三
つ
目
の
「
痴
」
と
は
、
道
理
に

暗
い
愚
か
な
心
で
す
。

こ
の
「
三
毒
煩
悩
」
を
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
一
件
に
置
き

換
え
て
み
た
な
ら
ば
、
マ
ス
ク
が
品
薄
状
態
と
い
う
の
は
、
貪

り
欲
望
の
心
で
マ
ス
ク
を
買
占
め
、
買
い
あ
さ
っ
た
結
果
と
い

え
ま
す
（
貪
煩
悩
）。
そ
し
て
、店
頭
に
マ
ス
ク
が
な
か
っ
た
ら
、

店
員
さ
ん
に
、
怒
り
な
が
ら
「
何
で
マ
ス
ク
が
な
い
ん
だ
」
と

食
っ
て
か
か
る
（
瞋
煩
悩
）。
こ
の
よ
う
に
、
買
占
め
、
買
い

あ
さ
り
に
し
て
も
、
店
員
さ
ん
へ
怒
り
の
矛
先
を
向
け
る
に
し

て
も
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と

い
う
利
己
的
な
愚
か
な
心
で
す
（
痴
煩
悩
）。
だ
か
ら
、
道
理

に
暗
く
、
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
私

た
ち
は
、「
三
毒
煩
悩
」
に
振
り
回
さ
れ
て
、
つ
い
つ
い
悪
し

き
方
へ
と
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
挙
句
「
五
悪
」
と
い
っ
た

悪
し
き
行
為
に
手
を
染
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ち
な
み
に
「
五
悪
」
と
は
、
以
下
の
悪
し
き
行
為
を
指
し
ま

す
。
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第
一
悪
「
殺
生
」・
・
・
生
き
物
の
命
を
奪
う
行
為
。

　
第
二
悪
「
偸
盗
」・
・
・
与
え
ざ
る
物
を
盗
む
行
為
。

　
第
三
悪
「
邪
淫
」・
・
・
邪
な
性
行
為
。

　
第
四
悪
「
妄
語
」・
・
・
嘘
を
つ
く
行
為
。

　
第
五
悪
「
飲
酒
」・
・
・
酒
を
飲
む
行
為
。

以
上
、
五
つ
の
悪
し
き
行
為
を
「
五
悪
」
と
申
し
ま
す
。
お

釈
迦
さ
ま
は
、
こ
れ
ら
の
「
五
悪
」
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
そ
の

報
い
を
現
世
と
来
世
に
わ
た
っ
て
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

強
調
さ
れ
ま
す
。
現
世
の
苦
の
報
い
を
「
五
痛
」、
来
世
の
苦

の
報
い
を
「
五
焼
」
と
申
し
ま
す
が
、
例
え
ば
第
一
悪
の
殺
生

に
関
わ
る
こ
と
で
、
殺
人
を
犯
し
た
ら
、
当
然
、
法
律
に
よ
っ

て
罰
せ
ら
れ
、
罰
金
や
懲
役
と
い
う
現
世
の
苦
の
報
い
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
痛
）。
さ
ら
に
は
、
死
後
も
「
三
悪
道
」

と
よ
ば
れ
る
六
道
輪
廻
の
世
界
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
苦
し
み

多
き
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と
い
う
何
れ
か
の
世
界
に
堕
ち
て
い

く
と
い
う
来
世
の
苦
の
報
い
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す

（
焼
）。
ま
さ
に
お
釈
迦
さ
ま
は
「
五
悪
段
」
を
通
し
て
、
仏
教

の
大
原
則
で
あ
る
自
業
自
得
・
因
果
の
道
理
（
善
因
楽
果
・
悪

因
苦
果
）
を
説
く
中
で
、「
五
痛
」「
五
焼
」
を
受
け
た
く
な
か
っ

た
ら
、
悪
を
廃
し
善
を
修
す
、「
廃
悪
修
善
」
を
勧
め
て
お
ら

れ
る
の
で
す
。

自
業
自
得
・
因
果
の
道
理
の
実
例
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
布

教
仲
間
の
京
都
教
区
安
養
寺
で
住
職
を
務
め
て
お
ら
れ
る
喜
早

俊
定
上
人
よ
り
、
と
て
も
印
象
に
残
る
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
れ
は
弁
護
士
の
長
谷
川
洋

二
先
生
が
、
あ
る
雑
誌
の
中
で
書
か
れ
て
い
た
以
下
の
よ
う
な

内
容
の
エ
ッ
セ
イ
で
し
た 

。

　
「
天
網
恢
恢
、
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
」

　

�

私
は
、
無
神
論
者
で
無
宗
教
で
何
の
思
想
も
な
い
。

　

�

が
、
弁
護
士
を
続
け
他
の
人
生
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、

神
は
存
在
し
天
罰
は
下
る
と
確
信
し
た
。

　

�

神
は
法
律
で
裁
け
な
い
悪
行
を
確
実
に
裁
き
、
天
罰
を
落

と
す
の
だ
。
こ
れ
は
恐
い
。

　
�

な
ぜ
な
ら
、
法
の
罰
は
罰
金
と
か
懲
役
な
ど
受
け
る
罰
が

決
ま
っ
て
い
る
が
、
天
罰
は
い
ろ
い
ろ
に
形
を
変
え
る
か

ら
だ
。
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�

今
か
ら
二
十
二
年
ほ
ど
前
、
私
は
飲
み
屋
で
ケ
ン
カ
し
包

丁
で
相
手
方
を
刺
し
殺
し
た
男
の
弁
護
を
し
た
。
彼
は
私

に
、
殺
意
は
あ
っ
た
が
、
な
か
っ
た
こ
と
で
弁
護
し
て
ほ

し
い
と
依
頼
し
た
。
悩
み
つ
つ
も
私
は
殺
意
を
否
定
し
殺

人
罪
は
成
立
し
な
い
と
法
廷
で
戦
っ
た
。

　

�

な
ん
と
裁
判
所
は
私
の
主
張
を
認
め
殺
人
罪
で
は
な
く
傷

害
致
死
罪
で
懲
役
六
年
だ
け
の
刑
に
処
し
た
。
殺
す
つ
も

り
で
殺
し
た
の
に
殺
人
罪
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
弁
護

士
と
し
て
は
勝
利
し
た
が
、
人
と
し
て
後
味
の
悪
い
勝
利

だ
っ
た
。

　

�

か
く
し
て
、彼
は
六
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
出
所
し
た
。が
、

恐
る
べ
し
、
七
ヶ
月
後
、
肺
が
ん
で
ゴ
ミ
の
よ
う
に
死
ん

だ
。
私
に
も
そ
の
頃
、
不
幸
が
あ
っ
た
。
天
罰
が
落
ち
た

と
思
っ
た
。

　

�

ま
た
、
あ
る
組
織
に
数
十
億
の
不
正
融
資
の
問
題
が
あ
っ

た
。
関
与
し
た
三
人
は
数
年
は
そ
の
金
で
贅
沢
三
昧
を
し

て
い
た
が
、
や
が
て
一
人
は
失
明
し
、
一
人
は
喉
頭
が
ん

で
声
を
失
い
、
一
人
は
社
会
的
地
位
を
失
っ
た
。
彼
ら
の

行
為
は
法
的
に
は
裁
か
れ
な
か
っ
た
が
神
が
裁
い
た
。

　

�

妻
が
妊
娠
中
に
彼
女
を
作
り
、
そ
の
彼
女
に
も
妊
娠
さ
せ

た
男
が
い
た
。
彼
は
妻
に
出
産
を
、
彼
女
に
は
中
絶
を
強

い
た
。
彼
女
は
不
倫
関
係
故
に
彼
に
は
何
の
請
求
も
で
き

な
か
っ
た
。
請
求
す
れ
ば
彼
の
妻
か
ら
逆
請
求
さ
れ
る
か

ら
だ
。
ま
も
な
く
、
彼
は
、
プ
レ
ス
機
で
両
手
を
つ
ぶ
さ

れ
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
両
手
で
抱
け
な
く
な
っ
た
。

　

�

こ
ん
な
事
例
が
い
く
つ
も
あ
る
。
悪
事
を
し
た
も
の
が
法

律
で
裁
か
れ
る
の
は
、
そ
の
者
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
裁

か
れ
方
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
か
れ
方
が
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

�

し
か
し
、
神
は
違
う
。
天
罰
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
悪
人
を

苦
し
め
、
時
に
は
命
を
奪
う
。
神
は
万
能
な
の
だ
。

　
�「

天
網
恢
恢
、
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
」
と
は
、
神
は
ど
ん

な
悪
事
も
見
逃
さ
な
い
網
を
張
っ
て
い
る
と
い
う
格
言
だ

が
、
私
は
こ
の
言
葉
を
信
ず
る
。

　

�

金
で
買
え
な
い
も
の
は
無
い
と
断
言
し
た
傲
慢
な
経
営
者

は
実
刑
判
決
を
受
け
た
が
、
彼
は
法
律
の
裁
き
を
受
け
た
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だ
け
で
も
想
定
の
範
囲
の
処
罰
で
助
か
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
仮
に
法
律
の
裁
き
を
免
れ
た
な
ら
、
彼
の
身
に

天
罰
が
落
ち
た
で
あ
ろ
う
。

　

�
最
後
に
、
神
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
逆
に
い
う
と
、
真
面

目
に
コ
ツ
コ
ツ
誠
実
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
る

人
に
は
幸
運
が
保
障
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
神
は
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
方
に
応
じ
て
、
天
罰
と
天
恵
を
選
択
し
て
与

え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

�

愛
、
幸
福
、
微
笑
み
、
自
然
、
心
の
安
ら
ぎ
、
こ
れ
ら
生

き
て
い
く
上
で
一
番
大
切
な
も
の
は
す
べ
て
金
で
買
え
な

い
の
だ
。
神
が
誠
実
で
優
し
い
貴
方
に
そ
っ
と
与
え
て
く

れ
る
の
だ
。

　

�

悪
人
に
は
天
罰
を
下
す
よ
う
に
ね（

（12
（

。

皆
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
、
長
谷
川
先
生
の

エ
ッ
セ
イ
に
は
第
一
悪
の
殺
生
等
の
「
五
悪
」
を
犯
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、「
五
痛
」、
現
世
の
報
い
が
様
々
な
形
で
そ
の
人
に

降
り
か
か
る
現
実
が
、
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
一
つ
だ

け
誤
解
の
な
い
よ
う
に
申
し
て
お
き
ま
す
と
、「
天
罰
」
と
い

う
言
葉
が
何
度
か
出
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、仏
教
に
は
「
天
罰
」

と
い
う
概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
様
は
、
け
っ
し
て
罰
を
与
え

ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
こ
こ
で
申
し
上
げ
た
い
の

は
、
あ
く
ま
で
、
仏
教
の
大
原
則
で
あ
る
自
業
自
得
・
因
果
の

道
理
に
基
づ
い
た
「
五
痛
」「
五
焼
」
と
い
っ
た
苦
の
報
い
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
、
法
律
の
網
の
目
か
ら
は
、
す
り

抜
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
け
っ
し
て
業
報
の
網
の
目
か
ら
は
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
分
の
し
た
こ
と
は
、
必
ず
苦
の
報
い

と
な
っ
て
自
分
に
か
え
っ
て
く
る
の
で
す
。
と
り
わ
け
、
そ
の

苦
の
報
い
は
、
現
世
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
来
世
に
お
い
て
も

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
の
何
れ
か
の
世
界
に
堕
ち
て
、

火
に
焼
か
れ
る
よ
う
な
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
し
み
を
受
け
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
は
、「
三
毒
煩
悩
」
に
振
り
回
さ
れ
て
、
つ
い
つ
い

悪
し
き
方
へ
と
流
さ
れ
て
し
ま
い
、「
五
悪
」
と
い
っ
た
悪
し

き
行
為
に
手
を
染
め
て
し
ま
う
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
で
あ
り

ま
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
緊
急
事
態
の
時
に
は
、
何
と

か
普
段
は
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
る
「
三
毒
煩
悩
」
が
一
気
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に
暴
れ
だ
し
ま
す
。
ま
さ
に
、「
三
毒
煩
悩
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
出
来
ず
、「
五
悪
」
を
犯
し
て
し
ま
う
で
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

お
釈
迦
さ
ま
は
、
あ
た
か
も
親
が
我
が
子
に
か
け
る
慈
し
み
の

心
で
私
た
ち
に
、「
善
を
も
っ
て
悪
を
攻
め
、
生
死
の
苦
を
抜
き
、

五
徳
を
獲
て
、
無
為
の
安
き
に
昇
ら
し
む
」
と
お
諭
し
に
な
ら

れ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
自
分
の
し
た
こ
と
は
、
必
ず
報
い
と
な
っ
て
自

分
に
か
え
っ
て
く
る
」、自
業
自
得・因
果
の
道
理
を
弁
え
、日
々

の
生
活
の
中
で
、
な
る
べ
く
殺
生
・
偸
盗
・
邪
淫
・
妄
語
・
飲

酒
と
い
っ
た
「
五
悪
」
の
反
対
で
五
種
の
善
行
で
あ
る
「
五
徳
」

に
基
づ
い
た
言
動
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

３
―
２
０
「
大
利
を
得
た
り
と
す
」

①
〈
讃
題
〉

「
か
の
佛
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
っ
て
、
歓
喜
踊

躍
し
て
、
乃
至
一
念
せ
ん
に
、
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
、

大
利
を
得
た
り
と
す
。す
な
わ
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
」

（
聖
典
一
・
二
八
四
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
か
の
〔
無
量
寿
〕
仏
の
名
を
耳
に
し
た
人
が
い
る
と
し
よ
う
。

〔
こ
の
人
が
〕
踊
り
出
す
ほ
ど
に
歓
喜
し
て
、
一
声
で
も
念
仏

を
称
え
る
な
ら
ば
、〔
弥
勒
よ
、〕よ
く
わ
き
ま
え
て
お
く
が
よ
い
、

こ
の
人
は
〔
極
楽
往
生
す
る
と
い
う
〕
と
て
も
大
き
な
利
益
を

得
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
上
な
い
功
徳
が
〔
念

仏
に
〕
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」（
現
代
語
訳
・
一

六
九
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

乃
至
一
念
、
大
利
、
無
上
の
功
徳
／
十
夜
会
、
念
仏
会
な
ど

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
お
念
仏
に
出
遇
い
お
称
え
し
、
大
き
な
利
益
を
得
た
悦
び
」

「
天
に
仰
ぎ
地
に
臥
し
て
悦
ぶ
べ
し
！
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�
歓
喜
踊
躍
…
信
仰
上
の
喜
び
が
大
い
に
高
ま
り
、
思
わ
ず
踊

り
あ
が
る
こ
と
。
踊
躍
歓
喜
と
も
い
う（

（12
（

。

・�

乃
至
一
念
…
念
仏
に
出
遇
う
以
降
の
生
涯
に
わ
た
る
念
仏
か
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ら
、
臨
終
間
際
の
た
っ
た
一
声
の
念
仏
に
よ
っ
て
も
極
楽
往

生
す
る
こ
と（

（12
（

。
法
然
上
人
は
「
一
念
ま
で
も
定
め
て
往
生

す
と
思
い
て
退
転
な
く
命
終
ら
ん
ま
で
申
す
べ
き
な
り（

（13
（

」

と
し
て
一
念
の
念
仏
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
お
念
仏
を
称
え

続
け
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

・�

大
利
…
大
き
な
利
益
。
義
山
上
人
に
よ
れ
ば
「
一
世
の
称
名

に
て
、
報
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
は
、
誠
に
謂
い
つ
べ
し
、

是
れ
大
利
な
り
。
又
た
、
無
上
功
徳
な
り（

（13
（

」（『
随
聞
講
録
』）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
度
の
生
涯
の
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
凡
夫
が
こ
の
生
を
終
え
た
後
に
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽

浄
土
（
報
土
）
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
大
利
と
い
う（

（13
（

。

⑥
〈
解
説
〉

こ
の
讃
題
は
、『
無
量
寿
経
』
の
結
論
を
述
べ
る
流
通
分（

（13
（

の

冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、お
釈
迦
様
が
後
世
に
流
布・

伝
持
す
べ
き
と
さ
れ
た
、
最
も
私
た
ち
に
お
伝
え
し
た
か
っ
た

み
教
え
が
こ
こ
に
改
め
て
明
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
讃
題
は
要
約
す
る
と
「
お
念
仏
に
出
遇
い
、
心
か
ら

悦
び
、
た
だ
お
念
仏
を
一
念
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
称
え
る
こ

と
こ
そ
が
、
極
楽
往
生
と
い
う
大
利
を
得
る
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
お
釈
迦
様
は
極
楽
往
生
の
為
に
は
称
名
念
仏

の
一
行
を
勧
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�

お
念
仏
に
出
遇
え
た
悦
び
を
伝
え
る

�

讃
題
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
様
の
御
名
を
聞
い
た
も
の
は
踊
り

出
す
ほ
ど
に
歓
喜
す
る
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
即
ち
、
お
念

仏
の
み
教
え
に
出
遇
っ
た
も
の
は
大
き
な
悦
び
を
得
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
生
涯
で
、

な
か
な
か
出
会
い
難
い
と
さ
れ
る
お
念
仏
の
み
教
え
に
出
遇

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
私
た
ち
は
悦
ぶ
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
お
伝
え
し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
称
名
念

仏
に
よ
っ
て
こ
の
生
涯
を
終
え
た
後
に
往
生
を
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

も
ま
た
こ
の
上
な
い
悦
び
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
お
伝
え
し

た
い
も
の
で
す
。

�
「
受
け
難
き
人
身
を
受
け
て
、
遇
い
難
き
本
願
に
遇
い
て
、

発
し
難
き
道
心
を
発
し
て
、
離
れ
難
き
輪
廻
の
里
を
離
れ
て
、
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生
ま
れ
難
き
浄
土
に
往
生
せ
ん
事
、悦
び
の
中
の
悦
び
な
り
」、

「
天
に
仰
ぎ
地
に
臥
し
て
悦
ぶ
べ
し
、
こ
の
た
び
弥
陀
の
本

願
に
遇
う
事
を（

（13
（

」（『
一
紙
小
消
息
』）

�

「
経
に
『
一
た
び
名
号
を
称
う
る
に
、
大
利
を
得
と
す
。
ま

た
す
な
わ
ち
無
上
の
功
徳
を
得
』
と
説
け
り
。
い
か
に
況
や

念
々
相
続
せ
ん
を
や（

（13
（

」（『
念
仏
往
生
義
』）

・
悦
び
な
が
ら
の
生
涯
の
お
念
仏
生
活
を
勧
め
る

�

讃
題
に
お
い
て
、
お
釈
迦
様
は
往
生
極
楽
の
為
に
は
称
名
念

仏
の
一
行
の
み
で
よ
い
こ
と
を
結
論
と
し
て
私
た
ち
に
お
示

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
法
話
で
も

そ
の
点
を
お
伝
え
し
た
い
も
の
で
す
。
お
念
仏
に
出
遇
う
タ

イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
お
念
仏
の
み
教
え
に
出

遇
わ
れ
た
時
か
ら
、
そ
の
出
遇
い
を
悦
び
、
悦
び
の
中
で
お

念
仏
を
お
称
え
す
る
生
活
を
生
涯
続
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

た
い
も
の
で
す
。

【
和
歌
・
道
詠
な
ど
】

「
一
念
も　

大
利
無
上
と　

聞
く
か
ら
は　

申
さ
に
や
居
れ
ぬ　

南
無
阿
弥
陀
仏（

（13
（

」

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

３
―
２
１
「
特
留
此
経
」

①
〈
讃
題
〉

「
当
来
の
世
、
経
道
滅
尽
せ
ん
に
、
我
れ
慈
悲
を
も
っ
て
哀
愍

し
て
、
特
り
こ
の
経
を
留
め
て
、
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
。

そ
れ
、衆
生
あ
っ
て
、こ
の
経
に
値
う
者
は
、意
の
所
願
に
随
っ

て
、
皆
得
度
す
べ
し
」（
聖
典
一
・
二
八
五
頁
）

②
〈
現
代
語
訳
〉

「
未
来
の
世
に
〔
私
の
説
い
た
〕
教
え
が
す
べ
て
消
滅
す
る
時

に
な
っ
て
も
、
私
は
〔
そ
の
時
の
人
々
を
も
〕
救
い
た
い
一
心

か
ら
〔
彼
ら
を
〕
哀
れ
ん
で
、
唯
一
こ
の
教
え
だ
け
を
〔
こ
の

世
に
、
さ
ら
に
〕
百
年
の
間
は
止
め
置
く
こ
と
と
す
る
。〔
そ

う
い
う
時
代
で
あ
っ
て
も
、〕人
々
が
こ
の
教
え
に
巡
り
逢
え
ば
、

願
い
の
通
り
に
み
な
〔
輪
廻
生
死
か
ら
〕
解
脱
で
き
る
の
で
あ

る
」（
現
代
語
訳
・
一
七
○
頁
）

③
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
／
設
定
〉

特
留
此
経
、
止
住
百
歳
／
十
夜
会
、
通
夜
、
葬
儀
、
年
回
忌
、
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一
般
仏
教
法
話
会

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
さ
あ
、
お
念
仏
を
お
称
え
し
よ
う
。
今
で
し
ょ
！
」

⑤
〈
語
義
・
用
語
解
説
〉

・�

当
来
の
世
…
末
法
万
年
の
の
ち
の
世
、
時
代
。

・�

経
道
滅
尽
…
経
道
は
釈
尊
の
説
い
た
経
説
、
教
え
。
釈
尊
の

滅
後
、
三
宝
が
滅
尽
す
る
こ
と
。
三
宝
は
仏
宝
・
法
宝
・
僧

宝
の
三
種
の
こ
と
で
、
の
ち
に
転
じ
た
意
味
と
し
て
「
住
持

の
三
宝
」（
仏
宝
が
仏
像
や
仏
画
、
法
宝
が
仏
教
聖
典
、
僧

宝
が
僧
や
僧
像
）
も
説
く
。

・�

特
留
此
経
…「
留
め
る
経
」に
つ
い
て
は「
経
巻
止
住
」と「
念

仏
止
住
」の
二
義
が
あ
る
。
義
山
は『
随
聞
講
録
』に
て
、『
選

択
集
』
や
『
三
部
経
私
記
』
お
よ
び
『
西
宗
要
』
に
は
「
各

お
の
倶
に
二
義
を
含
む
と
見
え
た
り
」
と
述
べ
、「
今
、
私

に
按
ず
る
に
、
大
聖
の
慈
悲
、
特
り
此
の
『
経
』
を
留
む
。

有
縁
要
法
、
亦
た
人
口
に
留
ま
る
の
み
」
と
記
し
て
い
る（

（13
（

。

・�

百
歳
…
川
合
梁
定
に
よ
る
と
「
百
年
と
は
必
ず
し
も
百
年
を

限
り
と
す
る
義
で
は
無
く
、
経
道
滅
盡
後
の
一
切
衆
生
の
有

ら
ん
限
り
と
の
意
味（

（13
（

」
と
し
、
そ
の
永
遠
性
を
強
調
す
る
。

・�

得
度
…
『
随
聞
講
録
』
に
は
、「
言
う
所
の
得
度
は
、
即
ち

往
生
を
指
す
な
り（

（13
（

」
と
あ
る
。

⑥
〈
解
説
〉

・�

讃
題
の
経
文
は
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
流
通
分
で
釈
尊
が
弥

勒
菩
薩
に
対
し
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
く
人
は
、
少
な
く

と
も
一
念
す
れ
ば
（
乃
至
一
念
）、
極
楽
往
生
と
い
う
大
い

な
る
利
益
（
大
利
）
を
得
る
と
し
、『
無
量
寿
経
』
の
御
教

え
を
し
っ
か
り
と
読
誦
、
修
行
し
、
私
（
釈
尊
）
が
滅
し
た

後
で
も
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
御
教
え
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
未
来
世
に
お
い
て
そ
の
教
え
が
滅
び
る
こ
と
に
な
っ
て

も
（
三
宝
滅
尽
＝
末
法
の
一
万
年
が
終
わ
っ
た
時
）、
こ
の

経
典
に
説
か
れ
る
念
仏
の
御
教
え
だ
け
は
百
年
間
残
り
続
け

て
、
そ
の
教
え
に
出
会
っ
た
人
々
が
解
脱
で
き
る
と
説
か
れ

る
。

・�
こ
れ
を
受
け
て
善
導
大
師
は
『
往
生
礼
讃
』
で
、「
万
年
に

三
宝
滅
す
れ
ど
も
、
こ
の
経
、
住
す
る
こ
と
百
年
な
ら
ん
。

そ
の
時
、
聞
き
て
一
念
せ
ん
に
、
皆
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
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る
こ
と
を
得
べ
し（

（14
（

」
と
す
る
。
こ
れ
を
法
然
上
人
は
「
こ

の
『
経
』
の
止
住
は
、
す
な
わ
ち
念
仏
の
止
住
な
り（

（14
（

」（『
選

択
集
』
六
）
と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
『
往
生
大
要
抄
』（『
和

語
灯
録
』）
で
は
『
無
量
寿
経
』
の
経
文
を
「
三
宝
滅
尽
の

後
の
衆
生
、乃
至
一
念
に
往
生
す（

（14
（

」
と
解
釈
し
、『
逆
修
説
法
』

五
七
日
で
は
「
経
巻
は
み
な
隠
没
す
と
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏

と
い
う
事
は
、
人
の
口
に
留
ま
り
て
百
年
に
て
も
聞
き
伝

う（
（14
（

」
と
し
て
、「
念
仏
の
特
り
留
ま
る
こ
と
（
念
仏
止
住
）」

を
述
べ
る
。

⑦
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�「
経
道
滅
尽
」
の
説
に
基
づ
い
て
法
話
を
組
み
立
て
る
の
で

あ
れ
ば
、
寺
離
れ
・
墓
じ
ま
い
・
無
信
仰
と
い
っ
た
末
法
の

様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
で
も
、
現
に
お
念

仏
の
御
教
え
、
南
無
阿
弥
陀
仏
は
人
の
口
か
ら
口
へ
と
伝

わ
っ
て
残
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
改
め
て
今
一
度
、

お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
さ
ま
と
お
釈
迦

さ
ま
が
私
た
ち
に
向
け
て
下
さ
っ
た
、
遥
か
先
の
時
代
の

人
々
を
も
救
い
取
り
た
い
と
の
慈
悲
の
心
を
し
っ
か
り
と
受

け
取
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

・�「
特
留
此
経
」
と
は
釈
尊
の
滅
後
、
三
宝
が
滅
尽
し
、
仏
や

経
典
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
後
で
も
、
念
仏
の
御
教
え
だ
け

は
少
し
で
も
長
く
留
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
衆
生
を
哀
れ

む
仏
の
慈
悲
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
御
教
え
そ
の
も
の

は
不
変
で
あ
る
一
方
で
、
仏
が
こ
の
世
か
ら
滅
し
て
し
ま
っ

た
後
や
、
そ
の
経
典
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
衆
生
は
仏
の
教

え
に
対
し
て
疑
い
を
持
ち
や
す
い
。
さ
ら
に
こ
の
世
に
仏
が

現
れ
た
と
し
て
も
な
か
な
か
仏
に
会
う
こ
と
は
出
来
ず
、
仏

の
御
教
え
を
聞
く
こ
と
も
出
来
ず
、
善
知
識
に
会
っ
て
教
え

導
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
念
仏
の
御
教
え

を
聞
い
た
今
こ
そ
、
極
楽
往
生
を
願
い
、
お
念
仏
を
称
え
る

べ
き
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

・�
ま
た
上
記
『
逆
修
説
法
』
の
「
経
巻
は
み
な
隠
没
す
と
も
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
事
は
、
人
の
口
に
留
ま
り
て
百
年
に

て
も
聞
き
伝
う
」
と
い
う
説
示
に
基
づ
き
、
経
典
は
失
わ
れ

て
も
お
念
仏
の
御
教
え
、
す
な
わ
ち
口
称
念
仏
だ
か
ら
こ
そ
、
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お
念
仏
の
声
と
し
て
何
年
経
て
も
人
の
口
を
通
じ
て
残
り
伝

わ
っ
て
い
く
、
故
に
お
念
仏
に
出
会
う
す
べ
て
の
人
た
ち
の

極
楽
往
生
が
叶
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
ょ
う
。

《
法
話
例
》

日
本
の
昔
話
や
紙
芝
居
を
読
ん
で
い
ま
す
と
、
登
場
人
物
が

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
称
え
す
る
場
面
が
結
構
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
お
葬
式
や
ご
法
事
の
場
面
、
あ
る
い
は
何
と
か
助

け
て
ほ
し
い
時
や
、
そ
の
人
の
一
大
事
の
場
面
で
は
、
と
に
も

か
く
に
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
と
い
う
習
慣
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
私
の
幼
少
の
頃
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
そ
う
で

あ
り
ま
し
た
。
お
寺
の
近
所
に
住
む
お
年
寄
り
た
ち
は
、
事
あ

る
ご
と
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
口
々
に
お
称
え
を
し
て
い
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
お
寺
の
住
職
さ
ん
に
出
会
っ
た
時
、

お
仏
壇
に
向
か
う
時
、
お
葬
式
の
時
、
ご
法
事
の
時
、
思
わ
ず

虫
な
ど
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
時
、そ
の
成
仏
を
願
っ
て
一
言「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
口
に
す
る
。
私
た
ち
の
ご
く
身
近
に
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
は
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
お
年

寄
り
た
ち
は
自
分
の
親
や
祖
父
母
、
あ
る
い
は
親
類
の
年
配
者

た
ち
が
お
念
仏
を
す
る
姿
を
見
て
育
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
親

の
背
を
見
て
子
は
育
つ
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
す
。
た
と

え
お
念
仏
の
御
教
え
に
つ
い
て
深
く
知
ら
ず
と
も
、
口
に
南
無

阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏
が
身
に
付
い
て
い
た
の
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
は
、『
無
量
寿
経
』
と
い
う
お
経
の
中
で
阿
弥

陀
さ
ま
の
ご
本
願
を
お
説
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

ず
れ
時
代
と
と
も
に
、
そ
の
お
経
も
失
わ
れ
、
御
教
え
も
失
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
さ
れ
、
そ
の
お
経
の
最
後
に
、
誰
し

も
が
お
念
仏
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
で
き
る
と
い
う
御
教
え
が
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
名
号
と
し
て
残
り
続
け
、
人
の
口

か
ら
口
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
お
釈
迦
さ
ま
の
願
い
の
功
が
奏
し
て
、
今
の
世
で
も
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に

も
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

お
念
仏
は
、
仏
さ
ま
に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
く
と
も
、
そ
の

御
教
え
が
説
か
れ
て
い
る
お
経
を
詳
し
く
知
ら
ず
と
も
、
あ
る

い
は
阿
弥
陀
さ
ま
と
か
、
極
楽
往
生
と
か
に
つ
い
て
詳
し
く
知

ら
ず
と
も
、
人
々
の
口
か
ら
口
へ
と
伝
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
り



145　『三部経』説教の研究 ―讃題・フレーズ集の作成―（二）『無量寿経』巻下

研究成果報告

ま
す
。
お
経
そ
の
も
の
は
い
ず
れ
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
て

も
、
い
や
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
必
然
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

阿
弥
陀
さ
ま
が
私
た
ち
を
憐
れ
み
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
一

言
に
、
そ
の
慈
悲
の
御
心
を
す
べ
て
込
め
て
下
さ
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。

最
近
は
、
時
代
や
社
会
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
環
境
な
ど
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
お
寺
離
れ
、
あ
る
い
は
墓
じ
ま

い
な
ど
が
増
え
て
お
り
、
み
な
さ
ん
が
仏
さ
ま
の
御
教
え
、
お

念
仏
の
御
教
え
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。悲
し
い
か
な
、そ
ん
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
い
つ
の
世
の　

口
に
も
残
る　

南
無
阿
弥
陀
仏
」
で
す
。
そ

う
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
遥
か
昔
か
ら
み
な
さ
ん

の
ご
先
祖
さ
ま
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お

念
仏
を
お
称
え
し
て
、
極
楽
往
生
を
果
た
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
ご
先
祖
さ
ま
に

な
ら
っ
て
、
ご
自
分
の
極
楽
往
生
を
願
い
な
が
ら
日
々
の
お
念

仏
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
き
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
へ
、
ま
た

は
人
か
ら
人
へ
、
口
か
ら
口
へ
と
お
念
仏
の
御
教
え
を
お
伝
え

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
阿
弥
陀
さ
ま
と
お

釈
迦
さ
ま
の
御
心
に
適
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

【
参
考
】

・『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
第
四
「
特
留
此
経
」
参
照
。

・�『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
止
住
百
歳
」「
特
留
此
経
」「
住
持

三
宝
」
の
項
目
参
照
。

・�

川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』（
宗
粹
社
、
一
九
二
二
）。

・�

林
隆
碩
『
元
祖
大
師
御
法
語
講
話
』（
総
本
山
知
恩
院
布
教

師
会
、
一
九
六
九
）。

・�

坪
井
俊
映
『
浄
土
三
部
経
概
説　

新
訂
版
』（
法
藏
館
、
一

九
九
六
）。

・�

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
編
集
委
員
会
編
訳
『
法
然
上
人
の

お
言
葉
―
元
祖
大
師
御
法
語
―
』（
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
、

二
〇
一
二
）。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

４
．
参
考
資
料
（
敬
称
略
、
発
行
年
順
）

※
前
号
参
照
。
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５
．
お
わ
り
に

今
回
は
、『
無
量
寿
経
』
巻
下
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。

本
報
告
の
特
徴
は
、
や
は
り
「
三
毒
段
」
お
よ
び
「
五
悪
段
」

を
讃
題
と
し
た
法
話
へ
の
試
み
で
あ
ろ
う
。
讃
題
と
し
て
あ
ま

り
取
り
上
げ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
印
象
の
あ
る
「
三
毒
段
」「
五

悪
段
」
で
あ
る
が
、
現
代
の
世
相
に
照
ら
し
て
も
、
非
常
に
納

得
の
い
く
内
容
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
我
ら
娑
婆
の
衆
生
の
悪
業

と
そ
の
果
を
見
つ
め
、
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
の
想
い
を
お
伝

え
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
尊
い
御
経
文
と
は
い
え
、
こ

の
段
に
は
今
日
の
人
権
擁
護
の
見
地
に
照
ら
し
て
不
適
切
と
思

わ
れ
る
語
句
が
見
ら
れ
る
の
で
、
十
分
な
注
意
の
う
え
本
報
告

を
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

（
5
）
浄
全
一
四
・
四
三
六
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
七
頁
上
。

（
6
）
浄
全
一
四
・
四
三
六
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
七
頁
下
。

（
7
）
浄
全
一
〇
・
一
七
八
頁
下
―
一
七
九
頁
上
。

（
8
）
大
昌
寺
編
『
説
法
色
葉
集
』（
青
史
出
版
、
二
〇
〇
五
）・
一
五
〇

―
一
五
三
頁
。

（
9
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
法
爾
道
理
」
の
項
目
、
並
び
に
『
元
祖

大
師
御
法
語
』
前
篇
第
二
八
「
来
迎
引
接
」
参
照
。

（
10
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
易
往
而
無
人
」
の
項
目
参
照
。

（
11
）
浄
全
三
・
一
二
三
頁
下
。

（
12
）
宮
田
恒
順
「
第
十
五
、
眷
属
長
寿
願
」（「『
三
部
経
』
説
教
の
研
究

（
一
）」、『
教
化
研
究
』
三
五
・
二
〇
六
―
二
〇
九
頁
）。

（
13
）
浄
全
一
四
・
四
三
七
頁
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
八
頁
。

（
14
）
浄
全
一
四
・
四
三
七
頁
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
八
頁
。

（
15
）
浄
全
一
四
・
四
三
七
頁
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
八
頁
。

（
16
）
浄
全
四
・
三
六
二
頁
下
、『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
自
信
偈
」
の

項
目
参
照
。

（
17
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
発
遣
教
主
」「
二
尊
」
の
項
目
参
照
。

（
18
）
浄
全
一
四
・
四
三
八
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
三
〇
頁
上
。

（
19
）
浄
全
一
四
・
四
三
八
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
三
一
頁
上
。

（
20
）
聖
典
一
・
二
六
一
頁
。

（
21
）
宮
田
恒
順
「
３
―
４
『
往
き
易
く
し
て
人
な
し
』」
参
照
。

（
22
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波

注（
1
）
浄
全
一
四
・
四
二
六
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
一
〇
頁
下
。

（
2
）
正
蔵
四
六
・
一
頁
下
。

（
3
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
―
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
―
』（
岩
波
書

店
、
一
九
八
四
）・
二
三
六
頁
。

（
4
）
浄
全
一
四
・
四
三
六
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
二
六
頁
下
。
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書
店
、
一
九
七
八
）・
三
六
頁
。

（
23
）
昭
法
全
・
六
八
一
頁
。

（
24
）
昭
法
全
・
八
〇
八
頁
。

（
25
）
昭
法
全
・
六
七
五
頁
。

（
26
）「
う
ら
む
」
と
「
い
か
る
」
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
う

ら
む
」
の
項
に
は
「
①
自
分
に
対
し
て
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
人
、
ま

た
は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
物
事
や
そ
の
状
態
な
ど
に
不

満
を
持
ち
、
悲
し
く
思
う
。
ま
た
、
残
念
に
思
い
反
発
す
る
気
持
ち

を
持
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
う
ら
む
」
の
主
た
る
意
味
は
他
者
に

対
す
る
心
情
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
「
い
か
る
」
に
つ
い
て
同
書
に

は
「
①
自
分
の
意
に
反
す
る
も
の
の
存
在
に
よ
っ
て
感
情
が
い
ら
だ

ち
荒
れ
る
。
お
こ
る
。
い
き
ど
お
る
」
と
あ
り
、
自
身
の
感
情
を
示

す
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
う
ら
む
」
の
項
に
は
、「
②

憤
り
の
気
持
ち
を
口
に
出
す
。
当
の
加
害
者
に
不
満
を
訴
え
る
」
と
、

感
情
を
口
に
出
す
意
も
あ
る
。（
小
学
館『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』

参
照
）

（
27
）
世
間
を
生
き
抜
く
中
で
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
相
手
を
傷
つ
け
、
い

か
り
の
種
を
つ
く
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
知

ら
ず
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
言
動
は
、
近
年
「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ

レ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
造
語
に
よ
り
、
そ
の
概
念
が
注
目
を
集
め
て

い
る
。
事
例
と
し
て
挙
げ
る
と「
女
性
な
の
に
出
世
し
て
す
ご
い
」「
新

入
社
員
に
し
て
は
い
い
こ
と
言
う
ね
」
と
い
っ
た
言
葉
。
本
人
は
褒

め
言
葉
の
つ
も
り
で
発
言
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
裏
に
は
「
女
性
は

出
世
で
き
な
い
」「
新
入
社
員
は
仕
事
が
で
き
な
い
」
と
い
う
よ
う

な
無
意
識
の
思
い
込
み
が
潜
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
傷
つ
く
当
事

者
も
多
い
。
改
め
て
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
傷
つ
け
合
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
上
で
仏
教
徒
と
し
て
よ
り
良
く
生
き
る

こ
と
を
す
す
め
た
い
。

（
28
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
参
考
（
聖
典
六
・
一
一
頁
、
浄
土
宗
総
合

研
究
所
編『
現
代
語
訳 

法
然
上
人
行
状
絵
図
』〈
浄
土
宗・二
〇
一
三
〉・

四
九
―
五
〇
頁
）。

（
29
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば 

感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波

書
店
、
一
九
七
八
）・
一
〇
頁
。

（
30　
『
教
化
研
究
』
三
一
・
一
四
〇
頁
。

（
31
）
昭
法
全
・
八
〇
八
頁
。

（
32
）
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
法
然
上
人
の
御
法
語
（
四
）
伝
語
・
制

誡
編
』・
二
三
五
頁
。

（
33
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
忍
辱
」
の
項
目
参
照
。

（
34
）『
教
化
研
究
』
三
五
・
三
七
五
頁
下
―
三
八
〇
頁
下
。

（
35
）
聖
典
四
・
五
二
七
頁
、
昭
法
全
・
六
九
二
頁
。

（
36
）
浄
全
一
四
・
四
四
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
四
〇
頁
上
。

（
37
）
浄
全
一
四
・
四
四
四
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
四
〇
頁
下
。

（
38
）
現
代
語
訳
・
一
三
九
頁
。

（
39
）『
十
二
箇
条
の
問
答
』、
聖
典
四
・
四
四
四
頁
。
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（
40
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
二
二
「
無
常
迅
速
」、
聖
典
四
・
四
九

五
頁
、
聖
典
六
・
五
二
一
頁
。

（
41
）『
翼
賛
』、浄
全
一
六・九
五
二
頁
。『
法
然
上
人
秘
伝
』、浄
全
一
七・

三
九
頁
上
―
四
〇
頁
上
。

（
42
）
聖
典
一
・
二
六
三
頁
、
現
代
語
訳
・
一
三
三
頁
。

（
43
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波

書
店
、
一
九
七
八
）・
四
一
頁
。

（
44
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
六
「
五
劫
思
惟
」、
聖
典
四
・
五
〇

六
頁
、
聖
典
六
・
五
三
一
頁
。

（
45
）
聖
典
六
・
三
四
二
頁
。

（
46
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
二
一
、
聖
典
六
・
二
八
六
頁
。

（
47
）
浄
全
一
四
・
四
四
八
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
五
・
三
四
八
頁
下
。

（
48
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば　
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波

書
店
、
一
九
七
八
）・
二
八
頁
。

（
49
）『
教
化
研
究
』
三
五
・
三
四
一
頁
上
―
三
四
四
頁
上
。

（
50
）
浄
全
一
四
・
四
七
七
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
四
八
頁
上
。

（
51
）
浄
全
一
四
・
四
七
七
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
四
八
頁
下
。

（
52
）
浄
全
一
四
・
四
七
三
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
四
一
頁
下
。

（
53
）
聖
典
一
・
二
六
九
頁
。

（
54
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
・
感
興
の
こ
と
ば
』（
岩
波

文
庫
、
一
九
七
八
）・
三
六
頁
。

（
55
）
聖
典
一
・
二
七
一
頁
。

（
56
）
正
蔵
二
五
・
二
一
一
頁
中
。

（
57
）
聖
典
一
・
二
三
〇
頁
。

（
58
）
正
蔵
二
五
・
三
一
七
頁
中
。

（
59
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）・
一

四
六
頁
。

（
60
）
浄
全
一
四
・
四
八
五
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
六
一
頁
下
。

（
61
）
同
右
。

（
62
）
浄
全
一
四
・
四
八
五
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
六
二
頁
上
。

（
63
）
同
右
。

（
64
）
浄
全
一
四
・
四
八
五
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
六
二
頁
下
。

（
65
）
同
右
。

（
66
）
浄
全
一
四
・
四
八
五
頁
下
―
四
八
六
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・

一
六
三
頁
上
―
下
。

（
67
）
浄
全
一
四・四
八
六
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六・一
六
四
頁
下
。『
倶

舎
論
』
は
正
蔵
二
九
・
二
一
頁
下
。

（
68
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
憍
慢
」
の
項
目
参
照
。

（
69
）
聖
典
一
・
二
五
四
頁
。

（
70
）
現
代
語
訳
・
一
一
四
頁
。

（
71
）
法
然
上
人
も
「
さ
れ
ば
我
程
の
念
仏
者
よ
も
あ
ら
じ
と
思
う
は
僻

事
な
り
。
大
憍
慢
に
て
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
便
に
て
魔
縁
の
付
き
て
往

生
を
妨
ぐ
る
な
り
」（
聖
典
四
・
三
四
〇
頁
）
と
仰
っ
て
い
る
。

（
72
）
浄
全
一
四
・
四
八
七
頁
下
―
四
八
八
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
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一
六
七
頁
上
。

（
73
）
浄
全
一
四
・
四
八
九
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
六
九
頁
下
。

（
74
）
浄
全
一
四
・
四
八
九
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
七
〇
頁
上
。

（
75
）
浄
全
一
四
・
四
八
九
頁
上
―
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
七
〇
頁

上
。

（
76
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
五
悪
段
」
の
項
目
参
照
。

（
77
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
性
戒
・
遮
戒
」
の
項
目
参
照
。

（
78
）
聖
典
四
・
四
六
〇
頁
、
昭
法
全
・
六
五
六
頁
。

（
79
）
聖
典
四
・
五
四
八
頁
、
昭
法
全
・
五
五
七
頁
。

（
80
）
正
蔵
四
〇
・
五
八
九
頁
。

（
81
）
聖
典
一
・
二
七
五
頁
。

（
82
）
浄
全
一
四
・
四
九
六
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
八
二
頁
上
。

（
83
）
浄
全
一
四
・
四
九
六
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
八
二
頁
上
。

（
84
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
一
八
「
深
信
因
果
」、
聖
典
四
・
五
〇

四
頁
、
聖
典
六
・
五
三
〇
頁
。

（
85
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
二
一
「
精
進
」、
聖
典
四
・
四
九
四
頁
、

聖
典
六
・
五
二
〇
頁
。

（
86
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
上
―
五
〇
三
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・

一
九
二
頁
上
―
一
九
三
頁
下
。

（
87
）
聖
典
四
・
四
八
四
頁
。

（
88
）
昭
法
全
・
七
八
―
七
九
頁
。

（
89
）
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
で
あ
る
舎
利
弗
が
過
去
世
に
お
い
て
、

菩
薩
道
の
修
行
と
し
て
布
施
行
に
励
ん
で
い
た
時
、
婆
羅
門
が
や
っ

て
き
て
舎
利
弗
に
眼
を
布
施
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
舎
利
弗
は
自
ら

の
眼
を
与
え
た
が
、
バ
ラ
モ
ン
は
そ
の
眼
の
臭
い
を
嫌
っ
て
唾
を
吐

き
か
け
、
地
に
捨
て
た
う
え
足
で
踏
み
つ
け
た
。
こ
れ
を
見
た
舎
利

弗
は
、
こ
の
輩
は
と
て
も
救
い
難
い
と
し
て
、
菩
薩
道
を
退
転
し
、

小
乗
の
考
え
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。（『
大
智
度
論
』
一
二
、

正
蔵
二
五
・
一
四
五
頁
）

（
90
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
二
頁
下
。

（
91
）
三
施
…
衣
食
な
ど
の
物
資
を
施
す
財
施
、教
え
を
説
き
与
え
る
法
施
、

他
人
か
ら
怖
れ
を
取
り
除
い
て
や
る
無
畏
施
を
三
施
と
い
う
。〈
中

略
〉
法
要
等
の
後
、
貧
窮
者
へ
の
衣
食
な
ど
の
布
施
が
為
さ
れ
た
が
、

現
代
で
は
僧
侶
に
対
し
て
施
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
そ
れ
が
財
施
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
僧
侶
が
経
を
読
み
説
法
す
る
の
を
法
施
と
い

う
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』）

（
92
）
無
財
の
七
施
…
財
物
が
な
く
て
も
他
者
に
布
施
を
な
す
こ
と
の
で

き
る
七
つ
の
行
い
。
①
眼
施
。
相
手
を
憎
む
こ
と
な
く
、
好
ま
し
い

眼
差
し
で
接
す
る
こ
と
。
②
和
顔
悦
色
施
。
和
や
か
な
喜
び
の
顔
つ

き
で
接
す
る
こ
と
。
③
言
辞
施
。
相
手
に
柔
ら
か
い
思
い
や
り
の
あ

る
言
葉
を
か
け
て
や
る
こ
と
。
④
身
施
。
相
手
を
敬
い
、
我
が
身
を

惜
し
む
こ
と
な
く
、
他
に
尽
く
し
て
い
く
こ
と
。
⑤
心
施
。
善
い
心

で
相
手
の
立
場
に
た
ち
心
を
か
け
て
い
く
こ
と
。
⑥
床
座
施
。
相
手

に
座
席
を
設
け
た
り
、
譲
っ
た
り
す
る
こ
と
。
⑦
房
舎
施
。
自
分
の
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家
を
一
夜
の
宿
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』）

（
93
）
三
輪
清
浄
…
布
施
行
を
実
践
す
る
と
き
の
理
想
的
な
あ
り
方
。
①

施
者
（
布
施
す
る
者
、能
施
）、②
受
者
（
布
施
を
受
け
る
者
、所
施
）、

③
施
物
（
布
施
さ
れ
る
も
の
）
の
三
者
に
固
執
観
念
の
な
い
こ
と
。

（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』）

（
94
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
三
頁
上
。

（
95
）
昭
法
全
・
七
八
八
頁
。

（
96
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
三
頁
上
。

（
97
）
正
蔵
二
・
一
二
八
頁
。

（
98
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
三
頁
上
。

（
99
）
聖
典
一
・
一
八
―
二
〇
頁
。

（
100
）
浄
全
一
〇
・
三
七
七
頁
下
。

（
101
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
三
頁
上
。

（
102
）
聖
典
四
・
四
五
二
頁
。

（
103
）
聖
典
四
・
四
八
六
頁
。

（
104
）『
よ
し
み
ず
法
話
』（
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
、
一
九
七
六
）・
六

六
―
七
頁
。

（
105
）
浄
全
一
四
・
五
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
三
頁
上
。

（
106
）
昭
法
全
・
二
四
五
―
六
頁
。

（
107
）『
無
量
寿
経
鈔
』
に
「
三
毒
漸
薄
名
之
爲
滅
非
謂
斷
惑
擧
要
言
之
發

心
以
前
三
毒
稱
念
已
後
三
毒
定
不
可
同
」（
浄
全
一
四
・
一
四
五
頁
）

と
あ
る
。

（
108
）
浄
全
一
四・五
〇
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六・一
九
三
頁
上
―
下
。

（
109
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
善
」
の
項
目
参
照
。

（
110
）
聖
典
三
・
一
七
六
―
一
七
七
頁
。

（
111
）
聖
典
四
・
五
二
七
頁
。

（
112
）
浄
全
一
四
・
五
〇
三
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
九
四
頁
下
。

（
113
）
井
野
周
隆
「『
十
日
十
夜
』
に
つ
い
て
」（「
無
量
寿
経
随
聞
講
録
下

二
コ
ラ
ム
」、『
教
化
研
究
』
二
六
・
一
二
〇
頁
下
）
参
照
。

（
114
）
即
ち
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
お
釈
迦
様
の
説
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の

世
界
に
お
い
て
人
々
は
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
煩
悩
に
よ
っ
て

苦
悩
し
、
五
悪
を
犯
し
、
そ
の
報
い
と
し
て
現
世
で
は
五
痛
と
い
う

投
獄
の
罰
を
受
け
、
死
後
は
三
悪
道
に
堕
ち
て
更
に
厳
し
い
五
焼
と

い
う
苦
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。

（
115
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
無
勝
浄
土
」
の
項
目
参
照
。

（
116
）
浄
土
宗
に
お
け
る
お
釈
迦
様
の
受
け
と
め
方
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、

深
貝
師
が
「
善
導
に
よ
る
と
、
五
濁
の
世
に
出
現
し
て
弥
陀
浄
土
教

を
説
い
た
の
は
、
応
現
身
の
釈
迦
仏
で
あ
る
。
そ
の
本
地
は
『
大
般

涅
槃
経
』
に
説
く
無
勝
世
界
の
仏
陀
で
あ
る
。
善
導
は
『
涅
槃
経
』

で
の
釈
迦
仏
の
言
葉
を
受
け
て
、
仏
陀
は
娑
婆
世
界
の
衆
生
の
苦
悩

を
見
る
に
見
か
ね
て
応
現
し
、
釈
迦
仏
と
し
て
八
相
成
仏
し
て
弥
陀

浄
土
教
を
説
い
た
と
見
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
お
釈
迦
様
は
無
勝

世
界
か
ら
の
応
現
さ
れ
た
身
で
あ
る
と
受
け
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
で
あ
る
。（
深
貝
慈
孝
『
中
国
浄
土
教
と
浄
土
宗
学
の
研
究
』〈
思
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文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
〉・
二
〇
五
頁
）

（
117
）
慈
悲
…
諸
仏
諸
菩
薩
が
衆
生
を
憐
れ
み
、
慈
し
む
心
の
こ
と
。

（
118
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
一
巻
、
第
一
段
冒
頭
の
お
釈
迦
様
の
無

勝
浄
土
か
ら
の
応
現
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
紹
介
す
る
の

も
よ
い
で
し
ょ
う
（
聖
典
六
・
四
―
五
頁
）。

（
119
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
四
「
出
世
本
懐
」、
聖
典
四
・
五
一

九
頁
、
聖
典
六
・
四
三
四
頁
。

（
120
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
第
二
「
他
力
往
生
」、
聖
典
四
・
四
三

九
頁
。

（
121
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
一
〇
「
小
消
息
」、
聖
典
四
・
四
二

一
頁
、
聖
典
六
・
二
八
七
頁
。

（
122
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
第
六
「
念
仏
付
属
」、
聖
典
四
・
四
一

三
頁
、
聖
典
六
・
三
七
九
頁
。

（
123
）
聖
典
一
・
二
七
四
頁
。

（
124
）
聖
典
一
・
二
七
五
頁
。

（
125
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
第
一
八
「
深
信
因
果
」、
聖
典
四
・
五

〇
四
頁
、
聖
典
六
・
五
三
〇
頁
。

（
126
）
浄
土
宗
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
５
『
業
を
見
す
え
て
』（
浄
土
宗
、
二

〇
一
三
）・
三
四
―
三
五
頁
。

（
127
）『
月
刊　
か
み
い
な
』

（
128
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
歓
喜
踊
躍
」
の
項
目
参
照
。

（
129
）「
乃
至
一
念
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
、
法
然
・
義
山
・
観
徹
各
上
人

の
釈
を
参
考
の
こ
と
。
法
然
『
無
量
寿
経
釈
』（
昭
法
全
・
九
三
―

九
四
頁
）、
義
山
『
無
量
寿
経
随
聞
講
録
』（
浄
全
一
四・五
二
二
頁
上
、

『
教
化
研
究
』
二
六・二
二
七
頁
下
）、
観
徹
『
無
量
寿
経
合
讃
』（『
浄

土
宗
選
集
』
三
・
三
二
一
頁
）。

（
130
）『
浄
土
宗
略
抄
』、
聖
典
四
・
三
五
八
頁
。

（
131
）
浄
全
一
四
・
五
二
二
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
二
二
八
頁
上
。

（
132
）
但
し
、
極
楽
往
生
以
外
に
も
称
名
念
仏
の
よ
る
利
益
が
あ
る
こ
と

は
善
導
大
師
や
法
然
上
人
の
ご
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
善

導
大
師
は
『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
二
七
頁
下
）
で
、
五
種
の

増
上
縁
を
説
い
て
い
る
。
法
然
上
人
は
『
選
択
集
』
一
五
（
聖
典
三・

一
八
一
頁
）
で
、
称
名
念
仏
す
る
人
に
は
六
方
の
諸
仏
だ
け
で
は
な

く
阿
弥
陀
仏
や
観
音
菩
薩
等
の
護
念
が
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
利
益
を
目
的
に
称
名
念
仏
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
往
生
極
楽
の
為
に
称
名
念
仏
す
る
の
で
あ
っ
て
、
大
利
と
い
え
ば

義
山
上
人
の
釈
に
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
極
楽
往
生
（
報
土
に
生
ず

る
こ
と
）
を
指
す
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
133
）
流
通
…
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
流
通
」
に
は
、「
仏
法
が
伝

わ
り
広
ま
る
こ
と
、
も
し
く
は
伝
え
広
め
る
こ
と
。
経
典
に
は
通
常
、

末
尾
に
そ
の
経
を
後
世
に
流
布
・
伝
持
す
べ
き
こ
と
を
仏
が
説
い
た

部
分
が
あ
り
、
そ
れ
を
流
通
分
と
い
う
」
と
あ
る
。

（
134
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
一
〇
「
小
消
息
」、
聖
典
四
・
四
二

一
頁
、
聖
典
六
・
二
八
六
―
七
頁
。
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（
135
）『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
篇
第
五
「
無
上
功
徳
」、
聖
典
四
・
五
二

四
頁
。

（
136
）
林
隆
碩
『
元
祖
大
師
御
法
語
講
話
』（
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
、

一
九
六
九
）、「
後
篇
第
五
」
参
照
。

（
137
）
浄
全
一
四
・
五
二
七
頁
上
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
二
三
六
頁
上
。

（
138
）
川
合
梁
定
『
浄
土
三
部
経
和
解
』・
三
六
二
頁
。

（
139
）
浄
全
一
四
・
五
二
七
頁
下
、『
教
化
研
究
』
二
六
・
二
三
七
頁
上
。

（
140
）
浄
全
四
・
三
六
二
頁
下
。

（
141
）
聖
典
三
・
一
三
三
頁
。

（
142
）
聖
典
四
・
三
一
五
頁
。

（
143
）
昭
法
全
・
二
六
八
頁
。
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科
学
技
術
が
進
展
し
社
会
へ
普
及
す
る
こ
と
で
私
た
ち
の
生

活
や
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
今
は
と
り
わ
け

科
学
技
術
の
発
展
が
地
球
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
「
環
境
問
題
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
な
の
か
、

社
会
的
な
関
心
と
影
響
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実

践
な
ど
は
そ
の
代
表
例
で
し
ょ
う
。

当
研
究
所
で
は
人
間
の
「
い
の
ち
」
に
関
す
る
諸
問
題
、
い

わ
ゆ
る
生
命
倫
理
が
問
わ
れ
る
様
々
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
調

査
と
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
生
態
系
や
地
球
環
境
と

い
っ
た
人
間
以
外
の
「
い
の
ち
」
に
対
す
る
倫
理
に
関
し
て
は

ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
後
、

地
球
環
境
に
対
す
る
倫
理
や
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、
浄
土
宗

な
ら
で
は
の
見
解
や
指
針
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
私
た
ち
は
仏
教
者
・
浄
土
宗
侶
と
し
て
こ
の
問
題
に

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
「
地
球
環
境
へ
の
向
き
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
球

環
境
を
め
ぐ
る
議
論
の
歴
史
や
そ
の
社
会
的
影
響
、
他
宗
教
に

お
け
る
対
応
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
う
え
で
、

浄
土
宗
の
立
場
か
ら
私
た
ち
の
向
き
合
い
方
（
考
え
方
や
具
体

的
な
行
動
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

研
究
は
令
和
６
・
７
年
度
の
二
年
間
で
実
施
し
ま
す
。
令
和

６
年
度
は
現
状
の
把
握
を
中
心
に
進
め
ま
し
た
。
成
果
報
告
の

構
成
と
担
当
は
以
下
の
通
り
で
す
。
前
半
（
第
一
～
三
章
）
で

は
地
球
環
境
問
題
の
概
要
を
押
さ
え
た
上
で
、
最
新
の
科
学
技

令
和
六
年
度
　
科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応
　
研
究
成
果
報
告

地
球
環
境
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
仏
教
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術
の
活
用
状
況
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
環
境
に
対
す
る
私
た
ち
の

行
動
規
範（
環
境
倫
理
）に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

次
い
で
後
半
（
第
四
～
六
章
）
で
は
、
環
境
問
題
に
対
す
る
仏

教
の
向
き
合
い
・
対
応
に
つ
い
て
、
言
論
・
思
想
の
領
域
や
教

団
な
い
し
宗
教
者
個
々
の
レ
ベ
ル
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
紹
介

し
ま
す
。

第
一
章　
「
環
境
問
題
」
と
は
何
か
（
吉
田
淳
雄
）

第
二
章　
環
境
問
題
に
お
け
る
最
新
科
学
技
術
の
活
用

　
　
　
　
　

―
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
中
心
に
―（
熊
谷
信
是
）

第
三
章　
環
境
倫
理
の
概
要
（
水
谷
浩
志
）

第
四
章　

�

日
本
に
お
け
る
環
境
問
題
に
対
す
る
仏
教
の
関
わ

り
（
岡
崎
秀
麿
）

第
五
章　

�

宗
教
教
団
と
環
境
問
題　

―
曹
洞
宗
の
事
例
か
ら

―
（
平
子
泰
弘
）

第
六
章　

�

環
境
問
題
に
関
す
る
仏
教
者
と
仏
教
関
係
者
の
取

り
組
み
事
例
（
伊
藤
竜
信
）

�

【
主
務
・
吉
田
淳
雄
】

第
一
章　
「
環
境
問
題
」
と
は
何
か

は
じ
め
に

近
年
、
環
境
を
め
ぐ
る
各
種
の
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
環
境
に
関
す
る
問
題
と
い
っ
て
も
、
大
気
や

水
質
の
汚
染
、
外
来
種
の
繁
殖
に
よ
る
生
態
系
の
破
壊
、
地
球

規
模
で
の
温
暖
化
や
異
常
気
象
の
増
加
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
自
分
の
生
活
を
直
接
左
右
す
る
問
題
も
あ
れ
ば
、

な
か
な
か
実
感
が
湧
き
づ
ら
い
問
題
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

身
近
な
問
題
な
ら
と
も
か
く
、
地
球
規
模
で
の
問
題
と
な
る
と

当
事
者
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
持
て
ず
、
は
た
し
て
自
分
が
努

力
し
て
も
改
善
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
を
拭
え
な

い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
環
境
問
題

に
対
し
て
国
や
地
域
、
個
人
個
人
の
間
で
の
温
度
差
が
指
摘
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
こ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
環
境

問
題
を
理
解
し
対
策
へ
の
行
動
を
起
こ
す
た
め
に
は
一
定
の
教

育
や
啓
蒙
が
必
要
な
の
は
確
か
で
す
が
、
充
分
な
教
育
を
受
け

た
人
々
の
中
に
も
少
な
か
ら
ず
否
定
的
・
懐
疑
的
・
消
極
的
な
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人
々
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
多
様
か
つ
極
端
な
意
見
が
入
り
乱

れ
、
激
し
い
対
立
や
分
断
を
招
い
て
い
る
こ
と
も
、
多
く
の
人

に
と
っ
て
環
境
問
題
へ
の
深
入
り
を
避
け
る
理
由
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
実
と
し
て
、
人
間
の
活
動
が
環
境
の
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
、
そ
う
し
た

活
動
を
今
後
も
無
反
省
無
制
限
に
続
け
る
こ
と
に
対
し
て
は
大

多
数
の
人
が
躊
躇
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
一
市
民
と
し
て
、
ま
た
宗
教
者
（
教
化
者
）
と
し
て
、

環
境
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
環
境
問
題
を
理
解
す
る

た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
事
項
を
概
説
し
て
い
き
ま
す
。

１　
公
害
か
ら
地
球
環
境
問
題
へ

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
口
に
「
環
境
問
題
」
と
い
っ
て
も
身

近
な
問
題
か
ら
地
球
規
模
の
テ
ー
マ
ま
で
大
き
な
幅
が
あ
り
ま

す
が
、
影
響
の
及
ぶ
範
囲
の
広
狭
に
よ
り
次
の
三
つ
に
大
別
で

き
ま
す
。

①
公
害

事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
伴
っ
て
生
ず
る
相
当
範
囲

に
わ
た
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の
汚
濁
、
土
壌
の
汚
染
、
騒
音
、

振
動
、
悪
臭
お
よ
び
地
盤
の
沈
下
な
ど
に
よ
り
、
人
の
健
康
ま

た
は
生
活
環
境
に
か
か
る
被
害
を
生
じ
る
こ
と
。
大
気
汚
染
、

水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、
地
盤
の
沈
下

を
典
型
７
公
害
と
呼
ぶ
。

②
地
域
環
境
問
題

原
因
及
び
被
害
が
一
定
の
地
域
（
最
大
で
一
つ
の
国
）
に
限

ら
れ
る
環
境
問
題
。
廃
棄
物
、
日
照
、
空
き
地
の
管
理
、
山
林

管
理
、
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
の
破
壊
な
ど
。

③
地
球
環
境
問
題

原
因
及
び
被
害
が
複
数
の
国
（
地
域
）
に
ま
た
が
る
た
め
一

つ
の
国
の
み
の
対
策
で
は
対
処
し
得
な
い
環
境
問
題
。
温
暖
化
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
森
林
破
壊
、
砂
漠
化
、
野
生
生
物
の
減
少
、

海
洋
汚
染
な
ど
。
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大
ま
か
に
言
え
ば
、
①
と
②
③
の
相
違
点
は
直
接
的
な
被
害

の
有
無
に
、
①
②
と
③
の
違
い
は
問
題
の
範
囲
の
広
狭
に
あ
り

ま
す
。
環
境
問
題
に
関
す
る
問
題
意
識
や
実
際
の
議
論
は
、「
公

害
」か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。当
初
は
公
害
＝
環
境
問
題
で
し
た
が
、

時
代
が
下
る
に
伴
っ
て「
環
境
問
題
」の
範
囲
が
拡
が
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。
と
は
い
え
決
し
て
公
害
が
克
服
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
現
在
で
も
公
害
は
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
球
環
境

問
題
と
な
る
と
、
空
間
的
な
拡
大
だ
け
で
な
く
、
考
慮
す
べ
き

時
間
軸
も
拡
張
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま
た
問
題
が
広
域
化・

長
期
化
す
る
こ
と
で
、
以
下
の
よ
う
な
「
三
つ
の
不
公
平
」
が

顕
在
化
す
る
と
さ
れ
ま
す
。

①�

世
代
内
の
不
公
平
…
体
の
弱
い
人
、
貧
し
い
人
、
途
上
国
に

特
に
影
響
が
で
る

②�

世
代
間
の
不
公
平
…
原
因
を
作
っ
た
人
と
被
害
を
受
け
る
人

が
違
う

③�

人
以
外
の
生
き
物
へ
の
不
公
平
…
人
間
と
違
っ
て
対
策
を
取

れ
な
い

こ
れ
ら
の
理
由
が
重
な
っ
て
、
地
球
環
境
問
題
は
公
害
や
地

域
環
境
問
題
と
比
べ
る
と
当
事
者
意
識
が
生
ま
れ
に
く
く
、
身

近
に
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

２　
公
害

公
害
は
産
業
革
命
に
よ
る
社
会
の
工
業
化
の
進
展
に
伴
っ
て

急
速
に
発
生
が
増
加
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
く
か

ら
重
篤
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
公
害
に
鉱
山
開
発
に
よ
る
鉱
毒

汚
染
が
あ
り
、
戦
前
の
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
な
ど
が
有
名
で
す
。

戦
後
の
高
度
成
長
期
に
な
る
と
、
よ
り
広
い
範
囲
で
よ
り
多
く

の
人
々
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
公
害
が
多
発
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
以
下
の
４
つ
が
代
表
的
な
公
害
疾
病
で
、
四
大

公
害
病
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

四
大
公
害
病

①
水
俣
病

九
州
水
俣
湾
周
辺
で
発
生
し
た
中
毒
性
中
枢
神
経
系
疾
患
。

１
９
５
６
年
に
発
生
確
認
。
原
因
物
質
は
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物

で
、
新
日
本
窒
素
水
俣
工
場
の
工
場
排
水
に
含
ま
れ
て
排
出
さ
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れ
水
俣
湾
内
の
魚
介
類
を
汚
染
、
そ
の
体
内
で
濃
縮
さ
れ
た
メ

チ
ル
水
銀
化
合
物
を
含
有
す
る
魚
介
類
を
地
域
住
民
が
摂
取
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
。
患
者
は
脳
・
神
経
細
胞
に
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
、
四
肢
の
し
び
れ
や
歩
行
障
害
、
言
語
障
害
な
ど
を
発

症
、
重
篤
な
場
合
は
狂
騒
状
態
に
陥
り
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

公
式
認
定
患
者
は
２
２
８
３
名
、
う
ち
死
亡
者
は
１
９
６
３
名

（
２
０
２
０
年
５
月
末
日
時
点
）
だ
が
、
１
９
５
６
年
５
月
の

水
俣
病
公
式
確
認
以
前
に
も
同
様
の
症
状
で
の
死
亡
者
が
多
数

お
り
正
確
な
人
数
は
不
明
。

②
新
潟
水
俣
病
（
第
二
水
俣
病
）

新
潟
県
を
流
れ
る
阿
賀
野
川
流
域
で
発
生
し
た
中
毒
性
中
枢

神
経
系
疾
患
。
１
９
６
５
年
に
公
式
確
認
。
原
因
物
質
は
水
俣

病
と
同
じ
メ
チ
ル
水
銀
化
合
物
で
、
昭
和
電
工
鹿
瀬
工
場
か
ら

阿
賀
野
川
流
域
水
中
に
流
失
し
川
魚
を
汚
染
、
そ
の
川
魚
を
常

時
多
量
に
接
食
し
た
住
民
の
水
銀
含
有
量
が
異
常
に
高
め
ら
れ

た
こ
と
が
原
因
。
認
定
患
者
数
６
９
０
人
。

③
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

富
山
県
神
通
川
神
通
川
流
で
発
生
し
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
慢
性

中
毒
。
１
９
１
０
年
頃
か
ら
発
生
確
認
。
三
井
金
属
神
岡
鉱
山

の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
を
含
む
重
金

属
類
が
水
田
土
壌
や
そ
の
土
壌
中
に
生
育
す
る
水
稲
・
大
豆
な

ど
の
農
作
物
、
お
よ
び
周
辺
の
井
戸
水
を
汚
染
。
主
に
35
歳
過

ぎ
か
ら
更
年
期
に
か
け
て
の
経
産
婦
が
発
病
し
、
症
状
は
ま
ず

腎
臓
障
害
の
発
生
、
次
い
で
骨
軟
化
症
を
き
た
し
、
ひ
ど
く
な

る
と
日
常
の
簡
単
な
動
作
で
も
骨
折
、
痛
い
痛
い
と
苦
し
み
喘

ぎ
、
衰
弱
し
き
っ
て
死
に
至
る
。
認
定
さ
れ
た
患
者
数
は
１
９

８
人
だ
が
認
定
に
至
ら
な
い
要
観
察
者
が
４
０
０
名
以
上
お
り
、

正
確
な
被
害
者
数
は
不
明
。
２
０
２
４
年
８
月
に
最
後
の
認
定

患
者
（
93
才
女
性
）
が
死
亡
。

④
四
日
市
喘
息

三
重
県
四
日
市
市
周
辺
で
発
生
し
た
痙
攣
性
の
呼
吸
困
難
。

１
９
６
１
年
公
式
確
認
。
同
市
の
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か

ら
排
出
さ
れ
た
亜
硫
酸
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
で
引
き
起

こ
さ
れ
た
。
患
者
は
気
管
支
炎
や
喘
息
な
ど
の
激
し
い
呼
吸
器

疾
患
を
起
こ
し
、
呼
吸
困
難
や
心
臓
発
作
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

認
定
患
者
数
は
約
１
０
０
０
人
だ
が
、
自
殺
者
や
因
果
関
係
不
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明
の
死
者
（
乳
幼
児
が
多
い
）
を
含
め
る
と
、
死
者
数
は
最
大

２
０
０
０
名
に
達
す
る
と
の
説
も
あ
る
。
１
９
７
２
年
の
損
害

賠
償
請
求
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
構
成
す
る
被
告

６
社
の
共
同
不
法
行
為
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
。

公
害
基
本
法
か
ら
環
境
基
本
法
へ

公
害
問
題
の
深
刻
化
を
受
け
、
国
は
個
別
の
問
題
へ
の
対
応

と
併
行
し
て
包
括
的
な
公
害
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
１
９
６
７
年
に
制
定
さ
れ
た
「
公
害
対
策
基
本
法
」
で
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
事
業
者
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
公
害
の

防
止
に
関
す
る
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
公
害
の
防

止
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
公
害

対
策
の
総
合
的
推
進
を
図
り
、
国
民
の
健
康
保
護
と
生
活
環
境

の
保
全
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
１
９
７
１
年
に
は
各
省

庁
に
置
か
れ
て
い
た
環
境
関
係
部
局
を
統
合
す
る
形
で
「
環
境

庁
」（
現
、
環
境
省
）
が
総
理
府
（
当
時
）
の
外
局
と
し
て
設

置
さ
れ
、
環
境
行
政
を
所
管
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
１
９
９
３
年
に
は
「
環
境
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
公
害
対
策
基
本
法
で
公
害
対
策
を
、
自

然
環
境
保
全
法
で
自
然
環
境
対
策
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
複

雑
化
・
地
球
規
模
化
す
る
環
境
問
題
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
か

ら
新
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
環
境
基
本
法
の
施
行

に
よ
り
公
害
対
策
基
本
法
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
自
然
環
境
保
全

法
も
環
境
基
本
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。
環

境
基
本
法
は
日
本
の
環
境
政
策
の
根
幹
を
定
め
る
基
本
法
で
あ

り
、
そ
の
基
本
理
念
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
環
境
の
恵
沢
の
享
受
と
継
承
（
第
３
条
）

②�

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
社
会
の

構
築
等
（
第
４
条
）

③�

国
際
的
協
調
に
よ
る
地
球
環
境
保
全
の
積
極
的
推
進
（
第

５
条
）

環
境
基
本
法
に
は
、
環
境
基
準
の
設
定
や
環
境
基
本
計
画
の

策
定
な
ど
具
体
的
な
施
策
に
関
す
る
規
定
（
実
体
規
定
）
も
含

ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
大
半
は
施
策
の
方
向
性
を
示
す
規

定
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
施
策
は
規
定
の
趣
旨
に
基
づ

く
個
別
の
法
制
上
お
よ
び
財
政
上
の
措
置
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
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す
。
ま
た
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」
お
よ
び
「
生
物

多
様
性
基
本
法
」
が
こ
の
法
律
の
下
位
法
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
位
法
と
し
て
循
環
型
社
会
の
形
成
お
よ
び

生
物
多
様
性
に
関
す
る
個
別
法
が
制
定
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
環
境
基
本
法
で
は
「
環
境
基
準
」
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
値
の
扱
い
に
つ
い
て
誤
解
が
あ
る
よ
う

な
の
で
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
環
境
基
本
法
第
16
条
に
お
い
て
、

環
境
基
準
は
「
人
の
健
康
を
保
護
し
、
及
び
生
活
環
境
を
保
全

す
る
上
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
」
と
定
め
ら
れ
、

環
境
基
準
の
項
目
の
選
び
方
と
基
準
値
の
定
め
方
（
１
動
物
実

験
、
２
疫
学
）
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
報
道
な
ど
で
し
ば
し
ば

「
基
準
値
の
○
○
倍
の
化
学
物
質
が
検
出
さ
れ
た
」
な
ど
と
い

う
表
現
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
環
境
基
準
値
は
あ
く
ま
で
も
「
維

持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
」
で
あ
り
、
超
過
し
た
か
ら

と
い
っ
て
そ
れ
が
即
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
状
態
が
永
続
し
な
い
よ
う
、
し
か
る
べ
き
処
置
対
応

を
と
る
必
要
が
あ
り
、
放
置
し
て
い
た
ら
違
法
と
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
っ
て
絶
対
的
な
指

標
で
は
な
い
こ
と
は
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

３　
地
球
環
境
問
題

直
接
的
な
被
害
が
生
じ
る
公
害
や
、
今
回
、
具
体
的
に
述
べ

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
比
較
的
身
近
な
場
所
で
起
こ
る
地
域
環

境
問
題
の
二
つ
に
対
し
て
、
国
を
ま
た
い
で
発
生
す
る
地
球
環

境
問
題
は
い
ま
ひ
と
つ
実
感
が
湧
き
づ
ら
か
っ
た
り
、
当
事
者

意
識
を
抱
き
に
く
い
面
が
あ
る
の
が
率
直
な
感
想
で
し
ょ
う
。

し
か
し
近
年
は
様
々
な
場
面
で
地
球
環
境
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
多
少
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

と
り
わ
け
、
温
暖
化
に
代
表
さ
れ
る
気
候
変
動
は
、
猛
暑
や
豪

雨
な
ど
の
気
象
災
害
の
増
加
を
は
じ
め
、
農
水
産
物
や
水
資
源

の
供
給
不
安
定
化
を
招
き
、
ひ
い
て
は
紛
争
の
火
種
と
な
る
懸

念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
も
座
視
し
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
ず
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
の
代
表
例
を
二
つ
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

２
０
２
３
年
の
世
界
平
均
気
温
は
18
世
紀
の
産
業
革
命
前
か

ら
１・45
度
上
昇
し
、観
測
史
上
最
も
暑
い
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
気
温
上
昇
＝
温
暖
化
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
温
室
効
果
ガ
ス
、
特
に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
濃
度
の
上

昇
で
す
。
す
で
に
19
世
紀
半
ば
に
は
フ
ラ
ン
ス
のFourier

が

Ｃ
Ｏ
２
と
水
蒸
気
が
地
表
を
温
暖
化
す
る
と
主
張
し
て
お
り
、

19
世
紀
後
半
に
な
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
のA

rrhenius

が
、

産
業
革
命
に
お
い
て
工
場
か
ら
発
生
し
た
二
酸
化
炭
素
濃
度
が

増
加
す
る
こ
と
で
地
表
面
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
仮
説
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
か
な
り
昔
か
ら
温
室
効
果
ガ

ス
に
よ
る
温
暖
化
＝
気
候
変
動
は
主
張
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

再
び
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
８
０
年
代
以
降
と

比
較
的
最
近
で
す
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
気
温
の
上
昇
と
そ
れ

に
よ
る
被
害
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と
、
東
西
冷
戦
が
終
結
し

軍
事
最
優
先
の
緊
張
状
態
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
実
効
的
な
対

策
が
採
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
２
年
６
月
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た

環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合
会
議
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
、
地
球

サ
ミ
ッ
ト
）
に
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）」
が
採
択
さ
れ
、
日
本
を
含
む
１
５
５
か
国

が
署
名
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
増
加
が
地
球
を
温
暖
化
し
、
自
然
の
生
態
系
な
ど
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
、
人
類
共
通
の
関
心
事
で
あ

る
と
確
認
し
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
を
安
定
化
さ

せ
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
気
候
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
様
々
な
悪
影
響
を
防
止
す

る
た
め
の
取
り
組
み
の
原
則
や
措
置
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
条
約
の
締
約
国
は
年
に
一
度
集
ま
っ
て
会
議
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
締
約
国
会
議
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
（Conference 

of the parties

）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

第
３
回
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
は
１
９
９
７
年
に
日
本
の
京
都

で
開
催
さ
れ
、
２
０
０
０
年
以
降
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
法

的
拘
束
力
の
あ
る
数
値
目
標
を
定
め
る
「
京
都
議
定
書
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
５
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
は
京
都
議

定
書
以
来
18
年
ぶ
り
と
な
る
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
的
枠
組
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み
で
あ
り
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
に
加
盟
す
る
全
１
９
６
カ
国

全
て
が
参
加
す
る
枠
組
み
と
し
て
は
史
上
初
と
な
る
パ
リ
協
定

が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
毎
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
に
て
、
削

減
量
の
増
加
や
目
標
の
前
倒
し
な
ど
少
し
ず
つ
前
進
し
て
い
ま

す
が
、
世
界
最
大
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
で
あ
る
中
国
と
２
位
の
ア

メ
リ
カ
が
こ
の
協
定
に
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
協
定
の
実
効
性
に

対
し
て
は
疑
問
の
声
も
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

近
年
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）
で
す
。
２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で
、
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
向
こ
う
15
年
間
の
新
た

な
行
動
計
画
『
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
：
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
べ
き
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て
、
17
の
世
界
的
目
標
と
１
６
９

の
達
成
基
準
が
示
さ
れ
た
の
で
す
。
17
の
目
標
と
は
以
下
の
通

り
で
す
。

�

①
貧
困
を
な
く
そ
う　

②
飢
餓
を
ゼ
ロ
に　

③
す
べ
て
の
人

に
健
康
を
福
祉
を　

④
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に　

⑤

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う　

⑥
安
全
な
水
と
ト
イ
レ

を
世
界
中
に　

⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー

ン
に　

⑧
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も　

⑨
産
業
と
技
術
革
新

の
基
盤
を
作
ろ
う　

⑩
人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う　

⑪

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を　

⑫
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任　

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を　

⑭
海
の
豊
か
さ

を
守
ろ
う　

⑮
陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う　

⑯
平
和
と
公
正
を

す
べ
て
の
人
に　

⑰
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し

よ
う

こ
れ
ら
の
目
標
は
あ
く
ま
で
も
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

で
あ
り
、
経
済
活
動
と
対
立
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

さ
え
よ
け
れ
ば
、
目
の
前
の
利
益
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
と
い
う

利
益
至
上
主
義
で
は
な
く
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
と
広
い
視
野
で

経
済
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
い
う
提
言
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

環
境
対
策
と
重
な
る
部
分
も
多
く
、
⑬
⑭
⑮
は
も
と
よ
り
、
⑥

⑦
⑪
⑫
な
ど
も
環
境
に
関
係
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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日
本
で
は
環
境
に
関
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
し
て
、
レ
ジ
袋
の
有

料
化
、
紙
ス
ト
ロ
ー
へ
の
転
換
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
食
器
の
削
減

な
ど
主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
低
減
を
目
指
す
取
り
組
み
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
流
行
）
あ
る
い
は
新
規

ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
の
需
要
喚
起
と
受
け
止
め
ら
れ
た
た
め
か
一

定
の
反
発
も
生
ま
れ
、
国
民
全
体
に
浸
透
し
た
か
と
い
え
ば
や

や
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

�

【
吉
田
淳
雄
】

第
二
章　

�

環
境
問
題
に
お
け
る
最
新
科
学
技
術
の
活
用�

�

　
―
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
中
心
に
―

科
学
技
術
の
進
展
は
大
気
汚
染
や
公
害
な
ど
の
環
境
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
環
境
調
査
自
体
も
、
例
え

ば
調
査
の
た
め
に
生
物
を
捕
獲
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、

生
物
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
な
ど
の
環
境
に
対
し
負
荷
を
か
け
て

し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
で
は
、
環

境
の
現
状
把
握
や
環
境
変
化
の
原
因
究
明
な
ど
の
領
域
で
最
新

の
科
学
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
を
よ
り
少
な
く
す

る
よ
う
に
、
調
査
方
法
自
体
も
進
歩
し
て
い
ま
す
。
本
パ
ー
ト

で
は
、ド
ロ
ー
ン
技
術
、環
境
モ
デ
リ
ン
グ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
、

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
そ
し
て
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
と
最
新
の

生
態
系
の
保
全
や
調
査
に
関
わ
る
科
学
技
術
を
紹
介
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
技
術

ド
ロ
ー
ン
技
術
は
、
現
在
大
気
環
境
調
査
に
効
果
的
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
使
用
に
よ
り
高
度
別
の
大
気
汚
染
調
査
を
安
価

で
手
軽
に
実
施
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
ド
ロ
ー
ン
は
空
中
か
ら
高
解
像
度
の
画
像
や
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
人
間
が
直
接
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
も
詳
細
な
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
調
査

が
難
し
か
っ
た
奥
地
や
危
険
地
帯
の
環
境
情
報
も
入
手
可
能
と

な
り
、
よ
り
包
括
的
な
生
態
系
理
解
に
貢
献
で
き
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す［

１
］。
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環
境
モ
デ
リ
ン
グ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用

環
境
モ
デ
リ
ン
グ
と
は
数
式
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て
実

際
の
環
境
を
モ
デ
ル
化
す
る
試
み
で
す
。
環
境
モ
デ
リ
ン
グ
に

お
い
て
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
大
き
な
変
革
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、Clim

ex

と
呼
ば
れ
る
深
層
学
習
モ
デ
ル
で
は
、

気
候
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
用
い
た
事
前
学
習
に
よ
り
、
気
候
予
測

タ
ス
ク
に
お
い
て
優
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
応
用
に
よ
り
、
気
候
変
動

予
測
や
生
態
系
の
変
化
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度

が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す［

２
］。

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
は
人
工
衛
星
や
航
空
機
な
ど
の
セ

ン
サ
ー
を
使
っ
て
、
遠
く
離
れ
た
場
所
か
ら
地
球
の
様
子
を
調

べ
る
技
術
で
す
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
は
、
環
境
科
学

の
分
野
で
革
命
的
な
進
歩
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術

は
、
衛
星
や
航
空
機
を
利
用
し
て
地
球
の
表
面
を
観
測
し
、
膨

大
な
量
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
研
究
者
た
ち
は
地
球
規
模
の
環
境
変
化
を
高
精
度

で
追
跡
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
が
森
林
被
覆

の
変
化
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
能
力
で
す
。
例
え
ば
、

千
葉
大
学
の
環
境
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
樋

口
篤
志
准
教
授
ら
が
行
っ
た
研
究
で
は
、
雲
に
隠
れ
が
ち
で
従

来
の
方
法
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
熱
帯
雨
林
に
お
け
る
植
物

の
量
や
健
康
状
態
の
季
節
変
動
に
関
す
る
情
報
の
検
出
に
成
功

し
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
技
術
の
更
な
る
進
化
が
環
境
科
学
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

［
３
，４
］。

こ
れ
ら
の
技
術
は
、
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、

効
率
的
か
つ
正
確
な
デ
ー
タ
収
集
を
可
能
に
し
、
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
包
括
的
な
環
境
調
査
や
保
全
活
動

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
中
で

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
注
目
し
て
よ
り
詳
細
に
解
説
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。



164

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
（
ｅ
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
は
「Environm

ental D
N
A

」

の
略
で
、日
本
語
で
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

土
壌
や
水
、
空
気
な
ど
の
環
境
サ
ン
プ
ル
か
ら
収
集
さ
れ
た
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
あ
り
、
生
物
か
ら
環
境
中
に
放
出
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
新
し
い
技
術
は
、
生
態
学
や
生
物
多
様

性
研
究
に
新
た
な
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
生
物
の
体
細
胞
、
排
泄
物
、
粘
液
な
ど
か
ら

環
境
中
に
放
出
さ
れ
、
水
域
、
土
壌
、
空
気
中
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
か
ら
採
取
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
従
来
の
生
物
調
査
方
法
と
比
べ
生

物
に
負
担
を
か
け
ず
に
（
生
物
を
直
接
捕
獲
し
な
い
、
生
息
環

境
を
乱
さ
な
い
、
調
査
対
象
生
物
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
）、

か
つ
効
率
的
に
生
物
の
存
在
を
検
出
で
き
る
点
が
大
き
な
利
点

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
環
境
問
題
に

対
し
て
出
来
る
こ
と
を
具
体
的
に
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

①
生
物
多
様
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
革
新

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
生
物
多
様
性
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
大
き
く

改
善
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
言
及
し
た
通

り
、
従
来
の
調
査
方
法
と
比
較
し
て
、
よ
り
効
率
的
か
つ
生
物

に
負
担
を
か
け
ず
に
生
物
の
存
在
を
検
出
で
き
る
と
い
う
特
長

が
あ
り
ま
す［

１
］。

こ
れ
に
よ
り
、
希
少
種
や
外
来
種
の
迅
速
な
把

握
が
可
能
と
な
り
、
生
態
系
保
全
の
た
め
の
迅
速
な
対
応
が
可

能
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
日
本
に
お
い

て
侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
ブ
ル
ー
ギ
ル
（Lepom

is 

m
acrochirus

）
の
分
布
が
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
法
を
用
い
て
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
目
視
観
察
で
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
確
認
さ
れ
た

全
て
の
池
で
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
さ
れ
、
目
視

で
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
一
部
の
池
で
も
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
さ

れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す［

５
］。

②
生
態
系
の
健
全
性
評
価

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
用
い
る
こ
と
で
、
水
域
や
土
壌
な
ど
の
生
態

系
の
健
全
性
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
物
の
種
類
や

量
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
環
境
の
変
化
や
人
為
的
影
響
を
早
期
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に
検
出
し
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す［

６
］。

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
モ
ン
テ
レ
ー
湾
で
18
ヶ
月
間
に
わ

た
る
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
時
系
列
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
海
水

サ
ン
プ
ル
か
ら
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
、
得
ら
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

配
列
を
解
析
し
た
結
果
、
微
生
物
か
ら
哺
乳
類
ま
で
６
６
３
の

分
類
群
が
同
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
物
群
集
の
組
成
変

化
や
種
間
相
互
作
用
、
環
境
要
因
と
の
相
関
関
係
が
推
定
さ
れ
、

捕
食
者-

被
食
者
関
係
や
栄
養
連
鎖
、
季
節
変
動
な
ど
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

上
記
の
こ
と
が
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
か
ら
示
さ
れ
、
こ
の
研

究
に
よ
り
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
海
洋
生
態
系
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に

関
す
る
詳
細
な
情
報
を
提
供
し
、
生
態
系
の
変
化
を
示
す
高
感

度
な
生
物
学
的
指
標
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た［

７
］。

③
水
産
資
源
管
理
へ
の
貢
献

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
水
産
資
源
管
理
に
も
応
用
で
き
る
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
魚
類
の
種
類
や
量
を
魚
に
負
担
を
か
け
ず
に
把
握

す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
漁
業
や
養
殖
業
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す［

８
］。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
㈠�

マ
グ
ロ
類
の
資
源
量
推
定
：
海
水
サ
ン
プ
ル
か
ら
抽
出

し
た
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
分
析
し
、
マ
グ
ロ
類
の
分
布
や
資

源
量
を
推
定
、
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
捕
獲
調
査
よ
り

も
広
範
囲
か
つ
効
率
的
に
資
源
状
況
を
把
握
で
き
る

　
㈡�

サ
ケ
科
魚
類
の
遡
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
河
川
水
の
環
境

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
サ
ケ
や
マ
ス
の
遡
上
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
、
漁
獲
量
の
調
整
や
産

卵
場
所
の
保
護
な
ど
の
適
切
な
資
源
管
理
を
可
能
と
す

る

④
長
期
的
な
生
態
系
変
化
の
追
跡

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
ル
は
省
ス
ペ
ー
ス
で
半
永
久
的
に
保
存

が
可
能
で
あ
り
、
将
来
的
に
再
解
析
が
で
き
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す［

９
］。

こ
れ
に
よ
り
、
長
期
的
な

生
態
系
の
変
化
を
追
跡
し
、
環
境
変
動
や
気
候
変
動
の
影
響
を

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
高
頻
度
・
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
現

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
高
頻
度
か
つ
広
域
的
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な
生
態
系
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

生
態
系
の
変
化
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
、
環
境
保
全
や
管

理
の
た
め
の
迅
速
な
意
思
決
定
を
支
援
し
ま
す

［
［1
［

。
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
、
こ
れ
ら
の
利
点
を
活
か
し
て
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
、

持
続
可
能
な
環
境
管
理
の
実
現
に
向
け
た
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
題
と
展
望

ド
ロ
ー
ン
技
術
の
課
題
と
し
て
は
バ
ッ
テ
リ
ー
持
続
時
間
や

飛
行
距
離
、
気
象
条
件
な
ど
運
用
面
の
制
約
が
あ
り
、
ま
た
法

規
制
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
。た
だ
、ド
ロ
ー

ン
を
用
い
る
こ
と
で
安
価
に
高
解
像
度
デ
ー
タ
の
取
得
や
人
が

立
ち
入
れ
な
い
地
域
の
調
査
が
可
能
と
な
り
、
生
態
系
理
解
や

環
境
把
握
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

環
境
モ
デ
リ
ン
グ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
に
関
し
て
は
、
モ
デ

ル
の
精
度
や
解
釈
性
、
判
断
プ
ロ
セ
ス
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス

化
な
ど
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
Ａ
Ｉ

技
術
の
発
展
に
よ
り
、
気
候
変
動
や
生
態
系
変
化
の
予
測
精
度

が
向
上
し
、
環
境
政
策
や
保
全
活
動
へ
の
応
用
が
進
む
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
関
し
て
は
災
害
時
に
お
け
る
デ
ー

タ
の
伝
送
速
度
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
な
ど
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後
、
技
術
の
進
化
が

進
め
ば
、
地
球
規
模
で
の
環
境
変
化
の
高
精
度
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
、
持
続
可
能
な
環
境
管
理
へ
の
応
用
が
さ
ら
に
拡
大
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
技
術
に
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
解
や
種
の
同
定
精
度

な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
大
量
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
安
価
で
迅
速
に
解
析
出
来
る
次
世
代
シ
ー
ケ
ン

シ
ン
グ
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
徐
々
に
克
服

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
生
態
系
保
全
や
環
境
管
理
に
お
い
て
、

ま
す
ま
す
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
理
解
を
深
め
、
持
続
可
能
な
環
境
管
理
に
貢
献

す
る
可
能
性
を
秘
め
た
、
注
目
す
べ
き
研
究
分
野
と
言
え
ま
す
。
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第
三
章　
環
境
倫
理
の
概
要

１
．
環
境
倫
理
の
定
義

環
境
倫
理
と
は
、
人
間
と
自
然
環
境
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

倫
理
的
考
察
を
行
う
学
問
分
野
で
す
。
こ
の
分
野
で
は
、
環
境

保
護
や
持
続
可
能
性
、
動
植
物
と
の
関
係
、
人
間
活
動
が
環
境

に
与
え
る
影
響
な
ど
が
論
じ
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
環
境
倫
理

は
自
然
環
境
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
、
そ
の
基
準
や
価
値

観
を
問
い
直
す
も
の
で
す
。



168

環
境
倫
理
は
、
従
来
の
倫
理
学
が
主
に
人
間
関
係
に
焦
点
を

当
て
て
い
た
の
に
対
し
、
自
然
環
境
や
非
人
間
的
存
在
と
の
関

係
に
も
注
目
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
環
境
倫
理
は
倫
理
学
の
枠

を
広
げ
、
新
た
な
価
値
観
や
道
徳
的
義
務
を
提
案
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
環
境
倫
理
の
歴
史
と
背
景

環
境
倫
理
の
概
念
は
、
20
世
紀
後
半
に
入
っ
て
か
ら
急
速
に

発
展
し
ま
し
た
。
特
に
、
１
９
７
０
年
代
に
起
き
た
環
境
運
動

が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
環
境
問
題

が
社
会
的
な
議
題
と
し
て
浮
上
し
、
環
境
に
対
す
る
倫
理
的
配

慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
６
７
年
に
発
表
さ
れ
た
「
バ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
の

環
境
倫
理
声
明
」
や
、
１
９
７
０
年
代
の
「
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
限
界
成
長
報
告
」
が
環
境
問
題
の
重
要
性
を
広
く
認
識
さ

せ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
書
は
、
無
制
限
な

経
済
成
長
が
持
続
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
警
告
し
、
倫
理
的
視

点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
環
境
倫
理
は
、
自
然
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
の

哲
学
的
議
論
を
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や

カ
ン
ト
と
い
っ
た
古
典
的
哲
学
者
の
思
想
が
再
評
価
さ
れ
、
現

代
の
環
境
倫
理
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
は
、
す
べ
て
の
存
在
が
そ
の
特
定
の
目
的
（
エ
イ
ド

ス
）
を
持
つ
と
い
う
目
的
論
を
説
き
ま
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、

生
態
系
の
中
で
の
生
物
や
植
物
の
役
割
を
重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
が
持
つ
価
値
を
認
識
す
る
た
め
の
理
論
的
基
盤
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
カ
ン
ト
の
定
言
命
法
は
、
行
動
が
普
遍
的
に
適

用
で
き
る
原
則
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
で
、
環
境
問
題

に
関
す
る
行
動
や
政
策
は
、
全
て
の
人
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
、
環
境
保
護
の
た
め
の
倫
理
的

な
義
務
が
明
確
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
思
想
に
よ
り
、
自
然

環
境
を
倫
理
的
に
評
価
す
る
た
め
の
理
論
的
基
盤
が
築
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。

３
．
人
間
中
心
主
義
と
生
態
中
心
主
義

環
境
倫
理
に
は
主
に
二
つ
の
立
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
人
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間
中
心
主
義
と
生
態
中
心
主
義
で
す
。

人
間
中
心
主
義
は
、
す
べ
て
の
倫
理
的
価
値
を
人
間
の
利
益

や
幸
福
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
立
場
で
す
。
こ
の
考
え
方
で
は
、

環
境
や
動
植
物
は
人
間
の
生
活
を
支
え
る
手
段
と
さ
れ
、
環
境

問
題
は
主
に
人
間
の
利
益
に
照
ら
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
経
済
的
利
益
や
生
活
の
質
の
向
上
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

一
方
、
生
態
中
心
主
義
は
、
自
然
環
境
や
生
態
系
そ
の
も
の

に
価
値
を
見
出
す
立
場
で
す
。
こ
の
視
点
で
は
、
人
間
以
外
の

生
物
や
自
然
環
境
に
も
固
有
の
価
値
が
あ
り
、
倫
理
的
配
慮
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
生
態
中
心
主
義
者
は
、
環
境
を
保
護
す
る

こ
と
が
人
間
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
る
と
主
張
し
、
持
続
可
能

な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
立
場
は
、
環
境
政
策
や
行
動
の
選
択
に
お
い
て

異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
く
た
め
、
環
境
倫
理
の
議
論
に
お
い

て
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
持
続
可
能
な
発
展
と
環
境
倫
理

持
続
可
能
な
発
展
は
、
環
境
倫
理
と
深
く
関
連
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
発
展
と
は
、
現
在
の
世
代
が
必
要
と
す
る
資
源
を

利
用
し
つ
つ
、
将
来
の
世
代
が
同
様
に
必
要
と
す
る
資
源
を
損

な
わ
な
い
形
で
発
展
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
環
境

へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
世
代
間
で
の
不
平
等
を
生
ま
な
い
経
済

活
動
や
社
会
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

環
境
倫
理
は
、
持
続
可
能
な
発
展
の
理
論
的
根
拠
を
提
供
し

ま
す
。
環
境
問
題
に
対
す
る
倫
理
的
な
責
任
感
を
持
つ
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動
を
促
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
地
域
の
生
態
系
を
守
る
取
り
組
み
な
ど

は
、
持
続
可
能
な
発
展
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
で
す
。

さ
ら
に
、
持
続
可
能
な
発
展
は
、
環
境
だ
け
で
な
く
、
経
済

や
社
会
の
側
面
も
考
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
求
め
ま
す
。
こ
の
た
め
、
環
境
倫
理
は
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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５
．
環
境
正
義
と
社
会
倫
理

環
境
正
義
は
、
環
境
倫
理
と
社
会
倫
理
が
交
差
す
る
重
要
な

概
念
で
す
。
環
境
正
義
は
、
環
境
資
源
や
環
境
の
悪
影
響
が
不

公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
状
況
を
是
正
し
、
す
べ
て
の
人
々
が

健
全
な
環
境
で
生
活
で
き
る
権
利
を
主
張
し
ま
す
。

特
に
、
環
境
問
題
は
貧
困
層
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
不

均
等
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
環
境
正
義
の
観

点
か
ら
問
題
視
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
工
業
地
帯
に
住
む
人
々

が
環
境
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
や
す
い
場
合
、
そ
れ
は

明
ら
か
に
社
会
的
不
公
平
で
す
。

環
境
正
義
の
考
え
方
は
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
際
に
、
社

会
的
な
側
面
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

環
境
政
策
を
策
定
す
る
際
に
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
声
を
反
映

し
、
誰
も
が
公
平
に
利
益
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

６
．
環
境
倫
理
と
科
学
技
術

環
境
倫
理
は
、
科
学
技
術
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

科
学
技
術
の
進
歩
は
、
環
境
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
一
方
で
、

新
た
な
課
題
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
遺
伝
子
操

作
や
人
工
知
能
の
導
入
は
、
農
業
や
産
業
の
効
率
を
向
上
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
う
倫
理
的
な
問
題
も
存

在
し
ま
す
。

環
境
倫
理
は
、
科
学
技
術
の
利
用
に
際
し
て
倫
理
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
科
学
技
術
が
環

境
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
し
、
持
続
可
能
な
利
用
方
法
を
模
索

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
科
学
者
や
技
術
者
も
、
環
境
倫

理
を
理
解
し
、
責
任
を
持
っ
て
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
倫
理
的
な
判
断
を
も
と
に
し
た
科
学
技
術
の

進
歩
が
、
環
境
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

７
．
宗
教
と
環
境
倫
理

環
境
倫
理
の
歴
史
と
背
景
に
つ
い
て
は
前
述
し
ま
し
た
が
、

宗
教
も
ま
た
、
環
境
倫
理
の
形
成
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
与
え
て
来
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
言
及
し
ま
す
。
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１　

キ
リ
ス
ト
教
と
環
境
倫
理

環
境
倫
理
が
、
キ
リ
ス
ト
教
中
心
主
義
の
世
界
観
に
異
を
唱

え
る
形
で
成
立
し
て
き
た
と
言
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
教
中
心
主
義
の
伝
統
的
な
世
界
観
は
、
人
間
が
自
然
を
支
配

す
る
存
在
で
あ
る
と
す
る
聖
書
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
、
近
代
西
欧
に
お
け
る
科
学
技
術
の
発
展
や
産

業
革
命
と
も
結
び
つ
き
、
自
然
の
利
用
が
推
奨
さ
れ
る
背
景
を

作
り
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
20
世
紀
後
半
か
ら
環
境
破
壊
の

影
響
が
深
刻
化
す
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
人
間
優
位
の
視
点

に
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
環
境
倫
理

は
、
こ
う
し
た
批
判
か
ら
生
ま
れ
た
分
野
と
も
言
え
る
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
の
「
土
地
倫
理
（Land　

Ethic

）」
〈
注
１
〉や

、「
深
層
生
態
学
（D

eep Ecology

）」
〈
注
２
〉の

提
唱

者
ア
ー
ネ
ス
・
ネ
ス
は
、
人
間
と
自
然
の
関
係
を
根
本
か
ら
再

構
築
す
る
こ
と
を
主
張
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
内

で
も
「
環
境
神
学
（Ecotheology

）」
の
よ
う
な
新
し
い
視

点
が
生
ま
れ
、
従
来
の
世
界
観
を
修
正
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
環
境
神
学
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら
環
境
問

題
や
自
然
保
護
を
考
え
る
神
学
の
一
分
野
で
す
。
伝
統
的
な
キ

リ
ス
ト
教
神
学
の
枠
組
み
を
見
直
し
、
自
然
を
単
な
る
人
間
の

支
配
対
象
で
は
な
く
、
神
が
創
造
し
た
大
切
な
存
在
と
し
て
捉

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
は
、
環
境
倫
理
や

生
態
学
の
考
え
方
と
も
深
く
関
わ
り
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま
し

た
。つ

ま
り
、
環
境
倫
理
は
キ
リ
ス
ト
教
中
心
主
義
の
世
界
観
を

否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
超
え
て
自
然
と
の
共
存
や
調

和
を
求
め
る
形
で
発
展
し
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

２　

仏
教
と
環
境
倫
理

仏
教
も
ま
た
、
環
境
倫
理
に
お
い
て
深
い
影
響
を
与
え
て
き

た
宗
教
的
伝
統
の
一
つ
で
す
。
そ
の
思
想
や
教
え
は
、
自
然
と

の
調
和
や
共
生
を
重
視
し
、
環
境
保
護
の
基
盤
と
し
て
多
く
の

点
で
貢
献
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
仏
教
思
想
が
持
つ
以

下
の
特
徴
が
、
環
境
倫
理
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

①
相
互
依
存
（
縁
起
）
の
思
想 

仏
教
の
中
心
的
な
教
義
で
あ
る
「
縁
起
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
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在
が
他
の
存
在
と
つ
な
が
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
の
思
想
は
、
人
間
と
自
然
が
密
接
に
依
存
し
あ
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
さ
せ
、
自
然
を
破
壊
す
る
行
為
が
自
分
自
身
や
他
の

生
命
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
理
解
す
る
助
け
と
な
り
ま
す
。

②
非
暴
力
（
ア
ヒ
ン
サ
ー
）
と
慈
悲
の
実
践 

仏
教
は
「
非
暴
力
」（
他
者
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
）
や
慈
悲

の
実
践
を
重
視
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
動
植
物
を
含
む
自
然

界
全
体
に
対
し
て
責
任
を
持
ち
、
慎
重
に
行
動
す
る
倫
理
観
が

形
成
さ
れ
ま
す
。

③
物
質
主
義
へ
の
批
判 

仏
教
は
欲
望
を
減
ら
し
、
簡
素
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
提
唱

し
ま
す
。
こ
の
教
え
は
、
過
剰
消
費
や
資
源
の
乱
用
に
対
す
る

批
判
と
し
て
現
代
の
環
境
倫
理
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
促
進
す
る
指
針
と
も
な
り
ま
す
。

④
自
然
崇
拝
的
側
面 

一
部
の
仏
教
伝
統
（
特
に
ア
ジ
ア
の
大
乗
仏
教
や
密
教
）
で

は
、
自
然
の
中
に
神
聖
な
存
在
を
見
出
す
思
想
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
然
を
尊
重
し
保
護
す
る
倫
理
的
態
度
が
培
わ

れ
ま
す
。

仏
教
の
こ
れ
ら
の
教
え
や
実
践
は
、
現
代
の
環
境
倫
理
や
持

続
可
能
性
の
議
論
に
お
い
て
重
要
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
や
ス
リ
ラ
ン
カ
の
僧
侶
た
ち
が

環
境
保
護
運
動
を
積
極
的
に
支
持
す
る
姿
が
そ
の
一
例
で
す
。

キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
宗
教
的
な
価
値
観
は
、
人
々
に
環
境

保
護
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
よ
り
広
い
社
会
に
対
し
て
倫
理

的
な
行
動
を
促
す
動
機
付
け
と
な
り
得
ま
す
。

ま
と
め

環
境
倫
理
は
、
人
間
と
自
然
環
境
の
関
係
を
倫
理
的
に
考
察

す
る
学
問
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
発
展
や
環
境
正
義
、
科
学
技

術
と
の
関
連
が
深
い
分
野
で
す
。
人
間
中
心
主
義
と
生
態
中
心

主
義
の
対
立
を
経
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
新

た
な
価
値
観
や
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
倫
理
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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〈
注
１
〉「
土
地
倫
理
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
環
境
哲
学
者
ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ

ル
ド
（A

ldo Leopold

）
が
提
唱
し
た
倫
理
的
概
念
で
、
彼
の
著

書
『
サ
ン
ド
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
・
ア
ル
マ
ナ
ッ
ク
』（A

 Sand 
County A

lm
anac

）
の
中
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

倫
理
は
、
自
然
や
土
地
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
）
を
人
間
が
利
用
す

る
単
な
る
資
源
と
し
て
で
は
な
く
、
道
徳
的
な
考
慮
の
対
象
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〈
注
２
〉「
深
層
生
態
学
」
は
、
１
９
７
０
年
代
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
哲
学
者

ア
ー
ネ
ス
・
ネ
ス
（A

rne N
æ
ss

）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
環
境

哲
学
の
一
つ
で
、
人
間
と
自
然
の
関
係
性
を
根
本
的
に
再
考
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
心
的
な
思
想
は
、
環
境
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
表
面
的
な
対
策
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
価
値
観
や
世
界

観
を
根
本
的
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
哲
学
は
、
自
然
環
境
を
単
な
る
資
源
と
し
て
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
人
間
の
利
益
に
関
わ
ら
ず
、
自
然
界
そ
の
も
の
が
内

在
的
な
価
値
を
持
つ
と
認
識
す
る
こ
と
を
強
調
し
ま
す
。
ま
た
、
世

界
を
相
互
依
存
的
な
生
態
系
の
集
合
体
と
見
な
し
、
人
間
も
そ
の
一

部
と
し
て
捉
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
人
間
は
他
の
存
在
よ
り
も
優
越
し

た
地
位
を
持
た
な
い
と
し
ま
す
。

�

【
水
谷
浩
志
】

第
四
章　
日
本
に
お
け
る
環
境
問
題
に
対
す
る
仏
教
の
関
わ
り

は
じ
め
に

２
０
２
３
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
13
日
、
Ｕ
Ａ
Ｒ
の
ド
バ
イ

で
「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
28
回
締
約
国
会
議
」（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
28
）
が
開
催
さ
れ
る
に
際
し
、ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ａ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
緊
急
声
明（

１
）の

発
表
、
諸
宗
教
指
導
者
に
よ
る
共
同

宣
言
の
採
択（

２
）な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
に
よ

る
環
境
問
題
に
対
す
る
関
わ
り
は
、
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る

現
代
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
し
、

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す（

３
）。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
宗
教
は
世
界
的
な
問
題
で
あ
る
環
境
問

題
の
解
決
や
環
境
保
護
を
目
的
と
し
た
思
想
・
教
え
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
宗
教
が
環
境
問
題
と
関
わ
る
と
い
う
そ

の
「
関
わ
り
方
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
特
徴
が
現
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
日
本
に
お
い
て

仏
教
が
環
境
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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１
．「
環
境
問
題
と
宗
教
」
と
い
う
枠
組
み

明
治
時
代
に
は
銅
山
開
発
に
よ
る
大
気
や
水
質
汚
染
と
い
っ

た
形
で
公
害
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
く
社
会
問
題
化
し

た
の
は
、
水
俣
病
に
代
表
さ
れ
る
公
害
問
題
が
表
面
化
し
た
昭

和
30
（
１
９
５
５
）
年
代
、高
度
経
済
成
長
期
の
頃
で
す
。「
公

害
国
会
」
と
も
称
さ
れ
る
第
64
回
国
会
（
臨
時
会
、
１
９
７
０

年
11
月
）
に
よ
る
集
中
的
な
討
議
の
結
果
、
公
害
関
連
法
案
が

可
決
さ
れ
、
昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
に
は
環
境
庁
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

公
害
が
環
境
問
題
の
中
心
で
あ
っ
た
日
本
に
対
し
、
欧
米
社

会
で
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
世
界
規
模
・
地
球
規
模
で
環
境
問

題
が
捉
え
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
し

て
、地
球
の
天
然
資
源
の
枯
渇
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
ロ
ー
マ・

ク
ラ
ブ
『
成
長
の
限
界
』
の
発
表
、
第
１
回
国
際
連
合
人
間
環

境
会
議
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
）
の
開
催
な
ど
に
よ
る
環
境

破
壊
・
環
境
保
護
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動（

４
）、

環
境
倫
理
学（

５
）な

ど
の
諸

思
想
を
興
隆
さ
せ
、
そ
の
中
で
環
境
問
題
と
宗
教
と
が
結
び
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
表
が
「
環
境
破
壊
の
一
因
を
、
キ
リ

ス
ト
教
が
持
つ
人
間
と
自
然
と
を
分
け
る
二
元
論
的
な
見
方
に

あ
る
と
指
摘
し
、
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
思
想
と
し
て

非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
に
注
目（

６
）」

し
た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学

者
リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
で
す
。

こ
う
し
た
欧
米
社
会
の
動
向
が
１
９
８
０
年
代
、
大
気
汚
染

に
代
表
さ
れ
る
都
市
・
生
活
型
の
環
境
問
題
が
社
会
問
題
化
し

て
い
た
日
本
に
紹
介
さ
れ
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま

り
ま
し
た
。 

２
．
日
本
に
お
け
る
環
境
問
題
と
仏
教

１
９
９
０
年
代
以
降（

７
）、

例
え
ば
、
日
本
に
お
け
る
最
大
の
宗

教
学
会
で
あ
る
日
本
宗
教
学
会
が
「
宗
教
と
自
然
」（
１
９
９

５
年
）
と
い
う
特
集
を
組
む
な
ど
、
宗
教
と
環
境
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
た
研
究
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
が
１
９
９
８
年
に
行
っ
た
蓮
如
上
人
５
０
０
回
遠
忌
法
要

に
お
い
て
「
環
境
」
が
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
教
団
単
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位
の
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
や
活
動
を
見
直
す
と
、「
仏
教
」
と
「
環
境

問
題
」
と
の
結
び
つ
け
方
の
特
徴
に
気
付
き
ま
す
。
特
集
「
い

の
ち
の
環
境
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
『
季
刊
仏
教
』
別
冊
6
号

（
法
蔵
館
、
１
９
９
１
年
）
に
収
め
ら
れ
た
松
長
有
慶
氏
「
エ

コ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
み
た
マ
ン
ダ
ラ
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ

り
ま
す
。

　

�

現
在
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
運
動
で
最
も
必
要
な
思
想
的
背
景

は
、
も
う
一
度
原
点
に
か
え
っ
て
、
現
実
世
界
に
存
在
す

る
も
の
が
こ
と
ご
と
く
生
命
を
持
つ
、
と
認
識
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
神
が
人
間
の
た
め
に
動
植
物
を
造
っ
た
と
い

う
西
洋
の
宗
教
観
に
比
べ
て
、
人
間
と
動
植
物
と
が
一
体

の
生
命
を
も
つ
と
い
う
、
仏
教
の
一
切
衆
生
と
い
う
考
え

か
た
が
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
お
い
て
改
め
て
評
価
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
密
教
の
思

想
で
は
、
動
植
物
だ
け
で
は
な
く
、
常
識
的
に
は
生
命
を

も
た
ぬ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
無
生
物
の
中
に
も
、
生
命
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
仏
教
が
「
西
洋
の
宗
教
観
に
比
べ
」
ら

れ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
お
い
て
再
評
価
さ
れ
は
じ
め
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
「
西
洋
（
の
宗
教
）
に
対
す

る
東
洋
（
の
宗
教
）」
と
い
う
図
式
は
、
リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
氏

が
提
示
し
た
枠
組
み
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
研
究
者
が

「
環
境
問
題
と
仏
教
」を
論
じ
る
際
に
用
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

宗
教
哲
学
、
比
較
思
想
を
専
門
と
す
る
小
坂
国
継
氏
は
、
環
境

問
題
の
原
因
を
分
別
的
思
惟
（
西
洋
思
想
）
と
し
、
主
客
統
一

の
思
惟
を
特
徴
と
す
る
東
洋
思
想
を
対
立
さ
せ
て
い
ま
す（

８
）。

「
西
洋
に
対
す
る
東
洋
」
と
い
う
図
式
を
前
提
に
、「
環
境

問
題
に
対
し
て
有
益
な
思
想
と
し
て
の
仏
教
」
を
論
じ
よ
う
と

す
る
際
、
中
心
的
な
論
点
と
さ
れ
た
の
が
環
境
問
題
に
接
続
で

き
る
仏
教
概
念
の
提
示
で
す
。
松
長
氏
の
指
摘
す
る
「
一
切
衆

生
」
を
は
じ
め
、
不
殺
生
、
智
慧
・
慈
悲
、
縁
起
、
共
生
、
少

欲
知
足（

９
）な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、特
に
注
目
さ
れ
た
の
が「
山

川
草
木
悉
皆
成
仏
」
な
ど
の
「
東
ア
ジ
ア
的
環
境
思
想
と
し
て

の
悉
有
仏
性

（
（1
（

」
で
し
た
。

こ
う
し
て
環
境
問
題
に
対
し
て
東
洋
、
あ
る
い
は
仏
教
が
貢
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献
で
き
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
あ
る
い
は
仏
教

思
想
の
有
効
性
が
主
張
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
西
洋
に
対
す
る

東
洋
」
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
を
批
判
的
に
検
討
す
る
主
張

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
谷
本
光
男
氏
は
「
西
洋
に
対
す

る
東
洋
」
と
い
う
枠
組
み
が
、『「
人
間
中
心
主
義
＝
ユ
ダ
ヤ
・

キ
リ
ス
ト
教
」に
対
す
る「
非
人
間
中
心
主
義
＝
仏
教
＝
共
生
」』

と
単
純
化
し
た
構
図
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
は
環
境
破
壊
大
国
で
す
。
し
か

も
日
本
は
仏
教
国
、
仏
教
の
影
響
力
が
非
常
に
強
い
国
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
仏
教
が
強
い
、
す
な

わ
ち
共
生
の
思
想
が
働
い
て
い
る
国
の
中
で
、
こ
の
よ
う

に
環
境
が
破
壊
さ
れ
た
の
か
。
な
ぜ
環
境
破
壊
を
く
い
止

め
る
も
の
が
仏
教
か
ら
出
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。
だ
か
ら
、

仏
教
は
共
生
の
思
想
だ
か
ら
環
境
を
守
る
思
想
に
必
ず
な

る
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す

（
（1
（

。

３
．「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

日
本
に
お
け
る
仏
教
と
環
境
問
題
と
の
「
こ
れ
ま
で
」
の
関

わ
り
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
西
洋
（
キ
リ
ス
ト
教
）
と
の
対
比

の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
い
の
ち
を
見
る
立
場
か
ら
環
境
を

破
壊
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
・
動
物
を
含
む
い
の
ち
を
傷
つ

け
な
い
よ
う
な
行
動
を
す
る
、
と
い
っ
た
日
本
に
お
け
る
仏
教

か
ら
の
環
境
問
題
と
の
関
わ
り
は
、
種
々
の
概
念
を
用
い
て
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
は
「
こ
れ
ま
で
」
を
踏
ま
え
、「
こ
れ
か
ら
」
ど
の
よ
う

に
環
境
問
題
と
関
わ
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
と
考
え
た
と
き
、

以
下
の
2
つ
の
主
張
に
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
竹
村
牧
男
氏
に
よ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
が
環
境
問
題

に
直
面
し
「
新
た
な
神
学
」
を
打
ち
立
て
た
に
対
し
、
仏
教
は

い
ま
だ
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
と
批
判
し
た
上
で
、「
環

境
倫
理
を
仏
教
の
教
理
の
中
か
ら
築
き
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

（
（1
（

」
と
の
主
張
で
す
。

も
う
一
つ
は
、

　

�

宗
教
文
献
中
に
「
使
え
る
思
想
」
を
探
す
こ
と
か
ら
始
め
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る
の
で
は
な
く
、
環
境
思
想
の
体
現
と
も
い
え
る
、
現
存

の
環
境
活
動
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
宗
教
者
た
り
か
ら
、
そ
の

人
た
ち
を
「
支
え
て
い
る
行
動
原
理
」
を
直
接
聞
き
出
し

て
み
る

（
（1
（

。

な
ど
と
述
べ
ら
れ
具
体
的
な
事
例
に
注
目
さ
れ
る
岡
田
真
美
子

氏
の
主
張
で
す
。
個
々
の
宗
教
者
が
ど
の
よ
う
に
環
境
問
題
と

関
わ
っ
て
き
た
の
か
の
見
直
し
は
、
竹
村
氏
が
い
う
「
環
境
倫

理
」
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ

れ
以
上
に
、
環
境
問
題
に
向
き
合
う
中
で
、
西
洋
（
キ
リ
ス
ト

教
）
と
異
な
る
東
洋
（
仏
教
）
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
た
「
こ
れ

ま
で
」
と
同
じ
く
、「
環
境
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
そ
の
ま

ま
私
た
ち
自
身
が
大
切
に
す
る
教
え
を
問
い
直
す
」
こ
と
に
結

び
つ
い
て
い
く
こ
と
が
「
こ
れ
か
ら
」
に
と
っ
て
大
事
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

【
註
】

（
１
）https://w

w
w
.w

crp.or.jp/inform
ation/acrp_cop28_

statem
ent/

（
２
）https://w

w
w
.vaticannew

s.va/ja/pope/new
s/2023-

12/dubai-cop28-appello-leader-religiosi.htm
l

。
な
お
、
中

外
日
報
社
説
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
29
が
示
す
分
断　

気
候
正
義
の
担
い
手
の
宗

教
」（
２
０
２
４
年
12
月
4
日
付
）
に
は
、「
前
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
か
ら

宗
教
者
の
発
言
は
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
気
候
正
義
を

リ
ー
ド
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
あ
る
。
な
お
、
気
候
正

義
と
は
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
平
等
・
不
公
正
な
ど
の
問

題
は
人
権
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
す
る
考
え
の
こ
と
を
い
う
。

（
３
）
公
益
財
団
法
人
庭
野
平
和
財
団
『
宗
教
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
に

関
す
る
調
査
』
報
告
書
（
２
０
１
７
年
）
で
は
、「
期
待
す
る
宗
教

団
体
の
行
う
社
会
貢
献
活
動
」
と
し
て
「
環
境
問
題
へ
の
提
言
や
取

組
み
」
が
平
和
・
医
療
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
次
い
で
高
く
期
待

さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
団
体

に
お
け
る
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
町
田
勝
「
宗
教

団
体
に
お
け
る
環
境
保
全
の
取
り
組
み
」（『
中
央
学
術
研
究
所
紀
要
』

第
44
号
、
２
０
１
５
年
）
参
照
。

（
４
）
寺
田
良
一
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
、
環
境
運
動
、
環
境
正
義
運
動
」

『
環
境
社
会
学
研
究
』
24
号
、
２
０
１
８
年

（
５
）
環
境
倫
理
学
と
生
命
倫
理
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
そ
も
そ
も

「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
用
語
を
最
初
に
（
１
９
７
０
年
）

使
用
し
た
ポ
ッ
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
生
物
科
学
（biological 
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sciences

）
を
中
心
に
諸
科
学
を
総
合
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
類
の
生
存
と
生
活
の
質
の
改
善
を
は
か
る
「
生
存
科
学
」

（Science of Survival

）
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
の
意
味

で
の
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
は
む
し
ろ
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
環
境
倫
理

学
に
近
か
っ
た
」（
丸
山
徳
次
「「
生
命
倫
理
学
と
環
境
倫
理
学
」
に

つ
い
て
－
統
合
的
視
座
を
求
め
て
－
」
高
島
学
司
編
『
医
療
と
バ
イ

オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
展
開
』
法
律
文
化
社
、
１
９
９
４
年
）
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。

（
６
）
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
「「
環
境
問
題
」
論
点
整
理

（
4
）」『
宗
報
』
２
０
２
４
年
8
月
号
。「
少
な
く
と
も
環
境
問
題
と

宗
教
の
関
係
が
議
論
さ
れ
る
の
は
１
９
６
８
年
の
リ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト

氏
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
」（
村
上
明
也
「
比
叡
森
林
継

承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
持
つ
可
能
性
」
道
元
徹
心
編
『
比
叡
山
の
仏
教

と
植
生
』
法
蔵
館
、
２
０
２
０
年
、
１
０
５
頁
）。
リ
ン
・
ホ
ワ
イ

ト
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
中
川
洋
一
郎
「
地
球
環
境
の
悪
化
と
ユ
ダ

ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
中
心
主
義
─
文
明
の
（
だ
が
、
同
時
に
環

境
破
壊
の
）
起
源
と
し
て
の
遊
牧
─
」（『
経
済
学
論
集
』
第
57
巻

３
・
４
合
併
号
、
２
０
１
７
年
）
参
照
。

（
７
）
１
９
９
０
年
代
ま
で
の
代
表
的
な
活
動
と
し
て
、
播
磨
灘
の
海
洋

汚
染
に
対
す
る
活
動
が
あ
る
（
青
木
敬
介
『
仏
教
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
』

同
朋
舎
、
１
９
９
２
年
）。
ま
た
、
佐
田
喜
朗
氏
は
１
９
８
６
年
に

イ
タ
リ
ア
の
ア
ッ
シ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
５
大
宗
教
（
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
）
の
代
表
者
に

よ
る
ア
ッ
シ
ジ
会
議
が
世
界
の
宗
教
界
に
よ
る
環
境
保
全
運
動
に
特

化
し
た
取
り
組
み
の
嚆
矢
と
指
摘
す
る
（「
多
宗
教
に
よ
る
環
境
保

全
運
動
の
嚆
矢
と
な
っ
た
「
ア
ッ
シ
ジ
会
議
」：
５
大
宗
教
に
よ
る

自
然
観
・
人
間
観
の
披
歴
と
相
互
連
携
の
始
ま
り
」『
宗
教
と
社
会

貢
献
』
12
巻
1
号
、
２
０
２
２
年
）。

（
８
）『
西
洋
の
哲
学
・
東
洋
の
思
想
』
講
談
社
、
２
０
０
８
年
、
１
１
４

-

１
１
５
頁
。
そ
の
他
、
小
幡
範
雄
は
「
現
代
科
学
の
基
本
的
思
考

法
の
限
界
、
並
び
に
、
従
来
の
社
会
的
価
値
観
（
西
洋
的
価
値
観
）

の
行
き
詰
ま
り
に
あ
る
と
考
え
て
、
そ
れ
ら
諸
問
題
を
解
決
す
る
ヒ

ン
ト
・
智
慧
が
仏
教
的
な
思
想
、
価
値
観
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

（「
環
境
問
題
へ
の
仏
教
思
想
の
寄
与
」
立
命
館
大
学
政
策
科
学
会

『
政
策
科
学
』
24
巻
3
号
、
２
０
１
７
年
）
と
い
う
。

（
９
）
こ
う
し
た
種
々
の
概
念
を
列
挙
し
検
討
し
て
い
る
の
が
大
谷
光
真

「
仏
教
と
自
然
保
護
・
試
論
」（『
宗
教
的
真
理
と
現
代
』
教
育
新
潮
社
、

１
９
９
３
年
）
で
あ
る
。
な
お
、
共
生
は
「
今
、
地
球
規
模
の
環
境

破
壊
を
前
に
、
私
ど
も
に
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
限
り
な
い
仏
智
に

教
え
ら
れ
、
大
慈
悲
に
も
よ
お
さ
れ
た
「
共
生
」
す
な
わ
ち
倶
会
一

処
の
感
性
で
は
な
い
か
」（
青
木
敬
介
『
仏
教
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
ⅷ

頁
）
と
い
わ
れ
、
仏
教
者
と
し
て
環
境
問
題
に
対
峙
し
た
初
期
か
ら

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
10
）
岡
田
真
美
子
「
東
ア
ジ
ア
的
環
境
思
想
と
し
て
の
悉
有
仏
性
論
」
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（
木
村
清
孝
博
士
還
暦
記
念
論
集
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
』
春
秋
社
、
２

０
０
２
年
）。
岡
田
氏
は
、
当
該
論
文
に
お
い
て
「
ど
う
も
こ
の
「
山

川
草
木
悉
有
仏
性
」「
山
川
草
木
悉
皆
成
仏
」
は
、「
草
木
国
土
悉
有

成
仏
」
と
並
ぶ
伝
統
的
な
仏
教
用
語
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
１
９

６
１
年
以
降
、
現
代
に
な
っ
て
か
ら
人
口
に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ

た
仏
教
用
語
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
」
と
仮
説
を
提
示

し
論
証
さ
れ
て
い
る
。
な
お
悉
有
仏
性
論
を
主
張
す
る
研
究
と
し
て
、

竹
村
牧
男
「
仏
教
の
環
境
観
に
つ
い
て
」（『
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

研
究
』
3
号
、
２
０
０
９
年
）、
川
田
洋
一
「「〈
環
境
〉
と
仏
教
思

想
」（『
地
球
環
境
と
仏
教
思
想
』
第
三
文
明
社
、
１
９
９
４
年
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
11
）
谷
本
光
男
『
環
境
倫
理
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
』
世
界
思
想
社
、
２

０
０
３
年
、
２
１
６-

２
１
７
頁
。
そ
の
他
、
亀
山
純
生
「
自
然
開

発
と
殺
生
禁
断
思
想
－
環
境
問
題
に
お
け
る
日
本
の
仏
教
的
自
然
観

の
二
面
性
」（『
東
京
農
工
大
学
人
間
と
社
会
』 

8
号
、
１
９
９
７
年
）、

畠
中
和
生
「
宗
教
と
自
然
環
境
破
壊
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
紀
要
』
第
2
部
第
51
号
、
２
０
０
２
年
）、
な
ど
に
同
様
の

指
摘
が
あ
る
。

（
12
）「
環
境
倫
理
と
宗
教
思
想
－
仏
教
思
想
の
課
題
に
つ
い
て
」『
エ
コ・

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
研
究
』vol.7

、
２
０
１
３
年

（
13
）
岡
田
真
美
子
「
宗
教
と
環
境
倫
理
」『
宗
教
研
究
』
83
巻
2
号
、
２

０
０
９
年

�

【
岡
崎
秀
麿
】

第
五
章　
宗
教
教
団
と
環
境
問
題
―
曹
洞
宗
の
事
例
か
ら
―

は
じ
め
に

曹
洞
宗
で
は
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
よ
り
「
人
権・平
和・

環
境
」
と
の
教
化
方
針
を
設
け
て
各
種
の
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
は
「
檀
信
徒
の
皆
さ
ま
に
お
釈
迦
さ
ま
の
正

し
い
教
え
と
曹
洞
宗
の
禅
の
教
え
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

「
人
権
の
確
立
、
平
和
の
維
持
、
環
境
の
保
護
」
を
３
大
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
」
て
い
ま
す
。
そ
の
主
旨
を
以
下
の
よ
う
に
示
し

て
い
ま
す
。

　

�

人
間
の
尊
さ
の
自
覚
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
の
尊
重
、
思

い
や
り
の
心
を
生
か
し
た
平
和
な
社
会
づ
く
り
、
生
き
と

し
生
け
る
の
も
の
の
生
存
に
か
か
わ
る
環
境
へ
の
配
慮
、

こ
れ
ら
は
私
た
ち
仏
教
徒
の
使
命
で
も
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
が
他
人
事
で
は
な
く
自
ら
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、

改
善
に
向
け
て
実
践
し
て
い
く
菩
薩
行
で
す
。（
曹
洞
宗
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よ
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）

こ
の
中
で
環
境
へ
の
捉
え
方
と
し
て
「
生
き
と
し
生
け
る
も

の
の
生
存
」
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
を
掲
げ
、「
こ
の
世
に
存

在
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
支
え
合
い
、
助
け
合
っ
て
生
か
さ
れ

て
い
る
」
こ
と
を
自
覚
し
て
、
そ
こ
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
を
説
い
て
各
種
の
啓
発
活
動
や
実
践
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

１
．「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
提
言

「
環
境
の
保
護
」
活
動
に
お
い
て
は
特
に
１
９
９
６
（
平
成

８
）
年
よ
り
そ
の
推
進
計
画
を
“
地
球
環
境
を
守
る
全
曹
洞
宗

の
運
動
”
と
名
づ
け
、
愛
称
と
し
て
「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」

と
呼
称
し
て
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
布
教
教
化
方

針
の
一
つ
に
「
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
環
境
保
護
に
つ
と
め
、

も
の
の
い
の
ち
を
生
か
し
あ
う
生
活
に
努
め
る
」
と
定
め
教
団

内
外
へ
の
敷
衍
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
特
に
環
境
に
つ
い

て
「
心
」
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
啓
発
す
る
」
と
付
記
し
、
環

境
保
護
の
大
切
さ
を
仏
教
・
禅
の
教
え
を
通
し
て
説
き
広
め
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
利
己
主
義
的
風
潮
の
高
ま
っ
て

い
た
時
代
の
中
で
「
自
分
だ
け
良
け
れ
ば
良
い
」
の
で
は
な
く
、

ま
た
物
質
的
な
豊
か
さ
だ
け
で
は
な
い
心
の
豊
か
さ
を
、
宗
教

的
な
視
点
か
ら
社
会
へ
の
提
言
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

地
球
環
境
全
体
を
象
徴
す
る
色
と
し
て
グ
リ
ー
ン
を
用
い
、

「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
と
名
づ
け
て
い
ま
す
が
、
計
画
と
し
て
、

ま
ず
地
球
全
体
の
環
境
保
護
の
必
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
運
動
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
環
境
保
護
活
動
が
ま
だ
今
ほ
ど
に
社
会

の
中
で
広
ま
っ
て
い
な
い
時
代
に
お
い
て
、
ま
た
宗
教
教
団
が

そ
れ
を
宗
教
活
動
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ

と
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
発
表
当
時
の
宗

務
総
長
の
演
説
の
中
で
「「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
め
ざ
す

と
こ
ろ
は
、
環
境
保
護
に
た
い
す
る
人
間
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
で
あ
り
、
そ
れ
を
信
仰
運
動
と
し
て
進
め
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
見
地
に
立
っ
て
寺
院
の
家
庭
や
檀
信
徒
の
生
活

に
お
け
る
「
生
活
指
針
」
を
作
成
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
て
お
り
、
環
境
保
護
へ
の
意
識
を
定
着
さ
せ
、
日
々
の
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生
活
の
中
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

２
．「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
具
体
的
な
内
容

“
地
球
環
境
を
守
る
全
曹
洞
宗
の
運
動
”
を
意
図
す
る
「
グ

リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
は
６
つ
の
目
標
を
立
て
て
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

①
こ
こ
ろ
を
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

緑
を
基
調
と
し
て
「
緑
は
い
の
ち
」「
緑
は
み
ん
な
の
仲
間
」

な
ど
の
文
字
を
配
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
公
募
を
通
し
て
決

定
し
、
環
境
保
護
の
姿
勢
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

②
環
境
を
ま
も
る
曹
洞
宗
の
お
寺

先
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
入
れ
た
プ
レ
ー
ト

を
全
国
全
寺
院
に
配
布
し
掲
示
し
ま
す
。
寺
院
に
関
わ
る
人
、

訪
ね
た
人
び
と
に
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
通
し
て
、
環
境
を

ま
も
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
き
ま
す
。

③
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
実
践
の
家
庭

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
檀
信
徒
家
庭
に
配
布
し
、

掲
示
を
願
い
ま
す
。
各
家
庭
に
お
い
て
も
環
境
保
護
の
大
切
さ

を
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
な
が
ら
、
実
践
を
行
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。

④
暮
ら
し
の
ル
ー
ル
（
曹
洞
宗
の
教
え
）

環
境
保
護
を
図
る
日
々
の
実
践
を
「
グ
リ
ー
ン
・
ラ
イ
フ
五

訓
」
と
し
て
作
成
し
、
全
家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。
こ
の
教
え
は

曹
洞
宗
の
教
え
の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
グ
リ
ー
ン
・
ラ
イ
フ
五
訓
」（
生
活
指
針
）

　
・�

大
地
の
み
ど
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
大
地
は
い
の
ち
の

故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
で
す

　
・�

水
は
だ
い
じ
に
つ
か
い
ま
し
ょ
う
。
水
は
い
の
ち
の
源

泉
（
み
な
も
と
）
で
す

　
・�

光
熱
（
ね
つ
）
は
む
だ
な
く
用
い
ま
し
ょ
う
。
光
熱
は

い
の
ち
の
活
力
（
ち
か
ら
）
で
す

　
・�
大
気
は
き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
大
気
は
い
の
ち
の

広
場
（
ひ
ろ
ば
）
で
す
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・�

自
然
と
と
も
に
生
き
ま
し
ょ
う
。
自
然
は
ほ
と
け
の
姿

形
（
す
が
た
）
で
す

⑤
社
会
に
む
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル

曹
洞
宗
の
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
（
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
禅
を
き
く
会
な
ど
）
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑥
曹
洞
宗
の
み
ん
な
で
参
加

曹
洞
宗
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
の
集
会
、
婦
人
会
や
青
年
会
、

梅
花
講
（
御
詠
歌
講
）
な
ど
全
て
の
団
体
に
お
い
て
も
講
習
会

や
研
修
会
を
通
し
て
環
境
保
護
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

機
関
誌
や
出
版
物
で
の
ア
ピ
ー
ル
も
図
り
「
地
球
環
境
を
守
る

全
曹
洞
宗
の
運
動
」
と
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
か
ら
は
全
国
各
地
の
役
職

に
就
く
寺
院
住
職
等
に
協
力
を
願
い
、酸
性
雨
の
観
測
（
調
査
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
①
予
備
観
測
（
平
成
９
年
度
）。
②
第

一
次
観
測
（
平
成
10
～
14
）
５
年
間
、
協
力
寺
院
６
０
４
ヵ
寺
。

③
第
二
次
観
測
（
平
成
16
～
19
）
４
年
間
、協
力
寺
院
２
５
７
ヵ

寺
。
観
測
方
法
は
毎
月
１
～
10
日
の
間
に
雨
が
降
っ
た
場
合
に
、

器
機
を
設
置
し
て
降
雨
を
採
取
、
観
測
機
器
に
て
Ｐ
ｈ
数
値
を

観
測
し
宗
務
庁
に
報
告
、
集
計
し
ま
し
た
。
こ
の
観
測
は
宗
教

界
初
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
規
模
や
正
確
さ
か
ら
環
境
庁

（
現
環
境
省
）、
東
京
都
、
各
宗
教
団
体
か
ら
注
目
さ
れ
た
活
動

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．『
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン　
行
動
の
た
め
のQ

&
A

』

本
書
は
曹
洞
宗
の
提
唱
す
る
「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
主

旨
を
説
き
、「
仏
教
者
と
し
て
環
境
問
題
を
ど
う
受
け
止
め
、

何
を
な
す
べ
き
か
？
」
に
応
え
る
べ
く
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
す
。

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
曹
洞
宗
現
代
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
環
境
部
会
研
究
班
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
全
寺
院
に
配
布

さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
書
は
全
30
の
質
問
と
答
え
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
大
き

く
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
Ⅰ
．
環
境
問
題
は
他
人
ご
と
？
（
Ｑ
１
～
５
）」
…
私
た
ち

が
環
境
保
護
に
向
き
合
う
必
要
性
。
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「
Ⅱ
．
仏
教
に
何
が
で
き
る
？
（
Ｑ
６
～
14
）」
…
仏
教
の
教

え
か
ら
環
境
保
護
へ
の
教
え
の
学
ぶ
。

「
Ⅲ
．
環
境
問
題
の
現
状
、
そ
し
て
私
に
で
き
る
こ
と
…
（
Ｑ

15
～
30
）」･･･
現
在
起
き
て
い
る
環
境
問
題
、
こ
れ
か
ら
予

想
さ
れ
る
懸
念
を
知
り
、
今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
。ま

た
巻
頭
に
は
「
ス
グ
に
で
き
る
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
実
践
項

目
」
と
題
し
て
、
日
常
生
活
上
で
可
能
な
電
気
や
水
な
ど
の
使

用
方
法
が
示
さ
れ
、
巻
末
に
は
前
項
で
示
し
た
「
グ
リ
ー
ン
・

ラ
イ
フ
五
訓
」
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｑ
＆
Ａ
の
な
か
か
ら
い
く
つ
か
の
設
問
を
紹
介
し
て
み

ま
す
。

Ｑ
４
．
な
ぜ
仏
教
教
団
で
あ
る
曹
洞
宗
が
、
環
境
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
（
前
略
）
地
球
環
境
の
破
壊
は
、
も
う
す
で
に
か
な
り
進
ん

で
お
り
、
人
類
を
は
じ
め
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
今
後
、
深

刻
な
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、

地
球
温
暖
化
、
森
林
破
壊
、
酸
性
雨
、
生
物
種
の
絶
滅
、
海
洋

汚
染
、化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
、人
口
爆
発
等
々
…
…
。（
中
略
）

最
近
で
は
、
電
磁
波
や
遺
伝
子
組
み
替
え
作
物
の
問
題
が
新
た

に
浮
上
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
皆
が
「
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
」

と
傍
観
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
地
球
を
守

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

も
し
、
現
在
進
行
中
の
地
球
環
境
の
破
壊
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
人
類
は
確
実
に
滅
び
の
道
へ
と
進
む
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
総
力
を
あ
げ
て
破
壊
を
防
ぎ
、

次
第
に
修
復
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
明
る
い
未
来
に
連

な
る
道
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
、
人
類
の
歴
史
の
重
要
な
転
換
点
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
曹
洞
宗
は
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
、
曹
洞
宗
は
、
私
た
ち
の
お
か
れ
て
い
る
現
実
に
見
つ

め
て
、
す
み
や
か
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
、
行
動
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。（
後
略
）
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Ｑ
６
．
環
境
問
題
の
解
決
に
は
私
た
ち
の
発
想
の
大
転
換
が
必

要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
（
前
略
）
私
た
ち
は
今
、
地
球
と
い
う
小
さ
な
惑
星
が
も
つ

環
境
の
容
量
を
考
え
て
、
自
分
だ
け
が
―
ひ
い
て
は
人
間
だ
け

が
自
然
を
犠
牲
に
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る
の
で
は
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
生
物
種
と
の
共
存
を
考
え
る
と
い
う
発
想
へ
転
換
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
他
の
動
植
物
と
違
い
、

私
た
ち
人
間
が
存
在
す
る
と
い
う
そ
の
こ
と
が
環
境
を
破
壊
す

る
と
い
う
「
人
間
の
存
在
の
本
質
」
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
想
の
転
換
や
、
認
識
の
た
め
に
は
、
仏
教
の

「
縁
起
」
の
教
え
が
大
き
な
力
に
な
り
う
る
と
考
え
ま
す
。「
縁

起
」
の
教
え
は
、こ
の
世
界
の
「
因
果
関
係
」
と
「
相
互
関
係
」

を
説
く
教
え
で
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
あ

ら
た
め
て
現
実
を
洞
察
し
、
き
た
る
べ
き
未
来
に
向
か
っ
て
最

善
を
つ
く
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ
11
．
釈
尊
の
教
え
か
ら
私
た
ち
は
環
境
保
護
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

こ
こ
で
は
例
と
し
て
「
四
諦
八
正
道
」
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
に
し
ま
す
。（
中
略
）
こ
れ
を
、
環
境
問
題
に
引
き
合
わ

せ
て
考
え
れ
ば
、
ま
ず
今
ま
で
誇
る
べ
き
人
類
の
文
明
の
恩
恵

と
思
っ
て
い
た
も
の
ご
と
が
、
実
は
自
分
自
身
を
苦
し
め
て
い

る
、と
い
う
事
実
と
し
て
捉
え
ま
す
（
苦
諦
）。
そ
の
苦
し
み
は
、

や
は
り
人
間
の
欲
望
が
原
因
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
（
集
諦
）。
従
っ
て
、
そ
う
い
っ
た
欲
望
を
制
御
で
き

れ
ば
、
必
ず
や
理
想
郷
が
実
現
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
滅
諦
）。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
勝
手
な
極
端
に
陥
ら
な
い
正
し
い
実
践

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
道
諦
）。
さ
て
、
そ
の
正
し
い
実
践
は

何
か
、
と
い
え
ば
、
ま
さ
し
く
八
正
道
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま

る
わ
け
で
す
。
問
題
は
何
が
正
し
い
か
と
判
断
す
る
智
恵
を
持

つ
こ
と
で
、
そ
こ
に
釈
尊
の
教
え
と
し
て
中
道
（
極
端
に
偏
ら

な
い
）
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
正
し
さ
を
見
極

め
る
た
め
に
は
、
環
境
問
題
の
現
状
を
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
視
野
を
持
っ
た
上
で
、
自
分
が
為
す
べ
き
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こ
と
、
自
分
の
生
き
方
を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
実
践

す
る
こ
と
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
正
し
い
実
践
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
12
．
道
元
禅
師
と
瑩
山
禅
師
の
生
き
方
か
ら
私
た
ち
は
環
境

保
護
の
た
め
に
何
を
学
び
と
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
「
永
平
杓
底
の
水
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、
道
元
禅
師
が
谷
川
の
水
で
口
を
す
す
ぎ
、
顔
を

洗
い
、
そ
の
残
っ
た
水
を
ま
た
谷
川
の
流
れ
に
も
ど
さ
れ
た
と

い
う
伝
承
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
自
然
の
恵
み
に

よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
実
感
か
ら
生
ま
れ
る
、
ご
く
自
然
な

道
元
禅
師
の
生
活
態
度
で
す
。
そ
し
て
そ
の
実
感
は
、
坐
禅
に

親
し
む
中
で
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。
坐
禅
と
は
、
大
自
然
の
波

動
と
私
た
ち
の
身
体
が
一
体
と
な
っ
て
共
鳴
し
て
い
る
姿
で
す
。

私
た
ち
の
呼
吸
と
大
自
然
の
呼
吸
が
一
つ
に
融
け
合
っ
て
い
る

こ
と
な
の
で
す
。
道
元
禅
師
は
大
自
然
と
融
け
合
っ
て
生
き
ら

れ
た
の
で
す
。

Ｑ
17
．
宗
門
で
は
酸
性
雨
の
調
査
を
全
国
規
模
で
行
う
と
聞
き

ま
し
た
。
酸
性
雨
の
調
査
は
何
故
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
（
前
略
）
自
然
界
に
は
中
和
能
力
が
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度

ま
で
は
中
和
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
尽
き
る
と
急
に
酸
性
に
な

る
と
い
わ
れ
、
酸
性
雨
の
被
害
は
、
あ
る
日
突
然
表
面
化
し
、

そ
の
と
き
は
す
で
に
手
遅
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
酸
性
雨
の
調
査
は
大
変
大
切
で
あ
り
、
全
国
規
模
で

行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
点
で
、
全
国
各
地
に
寺
院
を

持
つ
曹
洞
宗
教
団
が
、
寺
院
等
の
協
力
を
仰
い
で
酸
性
雨
の
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
大
い
に
意
義
あ
る
こ
と
で
、
酸
性
雨

の
実
態
調
査
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
28
．
寺
院
で
で
き
る
グ
リ
ー
ン
・
ワ
ー
ク
に
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ 
寺
院
で
で
き
る
グ
リ
ー
ン
・
ワ
ー
ク
（
緑
を
守
る
運
動
）

に
は
、
主
に
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
情
報
発
信
の

場
と
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
寺
院
活
動
の
無

駄
や
虚
飾
を
省
い
て
い
く
と
い
う
方
法
で
す
。（
後
略
）
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４
．�

ま
と
め　
―
ス
テ
ッ
カ
ー
1
枚
か
ら
始
ま
る
環
境
保
護
活

動
―

以
上
の
よ
う
に
曹
洞
宗
に
お
け
る
約
12
年
に
わ
た
る
「
グ

リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
活
動
内
容
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。

現
在
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
教
団
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、
当
時
に
お
い
て
、
宗
教
教
団
が
主
導
す
る
環
境
保
護

活
動
と
し
て
は
先
駆
け
的
な
存
在
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
故

に
な
ぜ
宗
教
教
団
が
環
境
保
護
を
訴
え
る
の
か
？
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
し
、
こ
の
活
動
が
仏
教
・
禅
の
教
え

の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

主
張
し
て
い
ま
し
た
。
当
初
の
目
標
に
も
あ
る
よ
う
に
、
地
球

環
境
の
保
護
へ
の
意
識
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ

り
、
僧
侶
や
檀
信
徒
が
そ
の
意
識
の
下
で
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
活
動
を
継
続
さ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
曹
洞
宗
に
お
い
て
も
「
人
権
・
平
和
・
環
境
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
環
境
の
保
全
を
旨
と
し
て
い
ま
す
が
、
上
記
の
十

数
年
の
活
動
が
僧
侶
や
檀
信
徒
の
意
識
の
ど
こ
か
に
根
付
い
て

い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
現
在
で
は
酸
性
雨
の
実

態
調
査
の
よ
う
な
宗
門
を
挙
げ
て
の
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

教
化
方
針
な
ど
に
は
環
境
に
目
を
向
け
続
け
て
い
る
こ
と
も
垣

間
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
団
の
関
係
団
体
で
、
緑
化
活
動
へ

の
参
加
や
寄
付
の
お
願
い
が
行
わ
れ
た
り
、
不
要
品
の
再
利
用

や
途
上
国
へ
の
送
付
な
ど
各
団
体
の
実
施
可
能
な
活
動
が
種
々

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
の
素
地
と
し
て
、

「
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
1
枚
貼
っ
た
活
動

が
遺
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
環
境
問
題
は
そ
の
時

代
そ
の
場
所
で
さ
ま
ざ
ま
生
じ
て
く
る
も
の
で
、
意
識
を
持
ち

な
が
ら
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

〔
引
用
文
献
〕

『
曹
洞
宗
宗
勢
の
あ
ゆ
み
Ⅱ
』
平
成
28
年
10
月
1
日
、
曹
洞
宗
宗
務
庁

『
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
行
動
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』
平
成
10
年
2
月
1
日
、

曹
洞
宗
宗
務
庁

「
曹
洞
宗
公
式
サ
イ
ト
」https://w

w
w
.sotozen-net.or.jp/　

（
令
和

7
年
3
月
現
在
）
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�

【
平
子
泰
弘
】

第
六
章　

�
環
境
問
題
に
関
す
る
仏
教
者
と
仏
教
関
係
者
の
取
り

組
み
事
例

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
仏
教
宗
派
や
仏
教
者
が
環
境
に
関
す
る

問
題
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
き
た
か
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
環
境
問
題
に
関
わ
る
意
義
を
仏
教
的
な
視
点
で
捉

え
、
さ
ら
に
は
社
会
の
持
続
可
能
性
や
公
益
性
な
ど
を
踏
ま
え
、

そ
れ
を
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
実
現
さ
せ
て
い
る
仏
教
者
、

仏
教
関
係
者
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．�

足
元
か
ら
地
球
温
暖
化
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
え
ど
が
わ　

（
東
京
都
江
戸
川
区 

寿
光
院
）

東
京
都
江
戸
川
区
に
あ
る
寿
光
院
（
浄
土
宗
東
京
教
区
江
東

組
） 

住
職
の
大
河
内
秀
人
師
は
、
一
九
九
六
年
に
地
域
の
人
々

と
と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
足
元
か
ら
地
球
温
暖
化
を
考
え
る
市

民
ネ
ッ
ト
え
ど
が
わ
（
足
温
ネ
ッ
ト
）」
を
設
立
し
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

（
（
（

。

き
っ
か
け
は
一
九
九
七
年
に
京
都
で
開
か
れ
た
「
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
三
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）」。
人
間
の
活
動

に
伴
う
地
球
環
境
の
変
化
が
様
々
な
分
野
で
話
題
に
な
っ
て
い

た
折
で
も
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
社
会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
大

河
内
師
の
周
辺
で
も
、
市
民
レ
ベ
ル
で
行
う
温
暖
化
防
止
策
を
、

と
の
機
運
が
高
ま
り
、
設
立
に
到
り
ま
し
た
。

足
温
ネ
ッ
ト
で
は
、
気
候
変
動
の
原
因
や
現
状
に
関
す
る
学

習
会
を
開
催
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
一

つ
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
注
目
。
江
戸
川
区
の
自
動
車
解
体
業
者
組

合
に
呼
び
か
け
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
に
使
わ
れ
て
い
た
フ
ロ
ン
ガ

ス
の
回
収
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
に
区
役
所
で
事
業

化
さ
れ
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
て
行
う
対
策
モ
デ

ル
の
先
駆
け
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
一
九
九
九
年
に
は
、
寿
光
院
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

に
よ
る
発
電
装
置
を
設
置
。「
市
民
立
江
戸
川
第
一
発
電
所
」

と
名
付
け
、
発
電
し
た
電
気
を
電
力
会
社
に
販
売
す
る
ほ
か
、

災
害
時
の
地
域
の
非
常
用
電
源
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。（
二
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〇
〇
四
年
に
は
、
寿
光
寺
の
提
供
地
に
建
つ
高
齢
者
用
住
宅
に

「
第
二
発
電
所
」
を
設
置
。）
ま
た
各
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る

家
電
製
品
の
省
エ
ネ
化
に
よ
る
節
電
効
果
の
大
き
さ
に
注
目
し
、

「
古
い
冷
蔵
庫
の
買
い
替
え
融
資
」
事
業
を
進
め
た
ほ
か
、
環

境
に
関
す
る
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
や
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
新
電
力

事
業（

２
）の

窓
口
拡
大
や
再
エ
ネ
電
力
の
固
定
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）

（
３
）の

開
始
な
ど
を
受
け
、
二
〇
一
三
年
に
二
か
所
の
発
電
所

に
そ
れ
ぞ
れ
「
え
ど
・
そ
ら
１
号
」「
同
２
号
」
を
増
設
し
、

ま
た
二
〇
一
六
年
に
は
江
戸
川
区
内
の
立
体
駐
車
場
の
屋
根
に

「
同
３
号
」
を
設
置
し
、
新
電
力
会
社
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
ほ
か
、
寿
光
院
が
子
ど
も
支
援
事
業
の
た
め
に
提

供
し
て
い
る
一
軒
家「
松
江
の
家
」（
江
戸
川
区
松
江
一
丁
目
）を
、

「
足
温
ネ
ッ
ト
」
が
中
古
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
バ
ッ
テ
リ
ー
の

組
合
せ
で
電
力
会
社
の
電
気
を
使
わ
な
い
施
設
「
オ
フ
グ
リ
ッ

ド
ハ
ウ
ス
（
電
力
網
に
依
存
し
な
い
住
宅
）」
と
し
て
整
備
。

多
く
の
市
民
団
体
が
こ
の
施
設
を
活
用
し
、
電
気
の
自
給
自
足

を
体
験
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
環
境

省
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
令
和
２
年
度
に
は
「
気
候
変
動
ア

ク
シ
ョ
ン
環
境
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
河
内
師
は
、
自
身
が
住
職
を
つ
と
め
る
寿
光
院
と
見
樹
院

（
東
京
都
文
京
区
）、
二
つ
の
寺
院
を
中
心
に
、
そ
こ
に
集
ま
る

人
々
と
と
も
に
多
様
な
社
会
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
師
は

そ
う
し
た
地
域
の
人
々
の
志
を
支
え
、
と
も
に
豊
か
な
市
民
社

会
を
築
い
て
い
く
の
が
仏
教
者
や
寺
院
の
役
目
で
あ
る
と
し
、

「
市
民
と
協
働
し
未
来
を
作
る
寺
院
の
役
割
」
と
し
て
、
次
の

３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す（

４
）。

①�

智
恵
と
慈
悲
で
人
と
社
会
を
輝
か
せ
る
。
…「
公
」で
も「
私
」

で
も
な
い
「
共
の
存
在
と
し
て
、
正
し
い
心
あ
る
コ
ミ
ュ
ミ

ニ
テ
ィ
ー
（
檀
信
徒
・
市
民
グ
ル
ー
プ
）
を
育
て
、
支
え
て

い
く
。

②�
真
実
を
見
極
め
る
目
利
き
と
な
る
。
…
現
場
、
苦
し
み
の
側

に
寄
り
添
い
、
正
し
い
社
会
変
革
の
志
を
持
つ
人
と
繋
が
る
。

③�

三
毒
に
よ
る
支
配
か
ら
の
解
放
。…
人
は
根
源
的
な
煩
悩（
貪
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瞋
痴
）
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を

目
指
す
生
き
方
を
奨
励
す
る
。

ま
た
「
自
分
が
い
か
に
他
者
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
生
き
る
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
つ
つ
、
当
事
者
と
し
て
参
加
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
つ
ま

り
『
市
民
社
会
』
を
育
む
こ
と
が
、
仏
教
の
目
指
す
と
こ
ろ
で

も
あ
る
」
と
語
り（

５
）、

二
つ
の
寺
院
が
持
つ
ア
セ
ッ
ト
（
資
産
・

価
値
）
を
公
益
的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の
試
み
と
し
て
、
一

般
財
団
法
人
「
リ
タ
市
民
ア
セ
ッ
ト
財
団
」
を
設
立
し
、
将
来

の
公
益
財
団
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す（

６
）。

今
後
も
二
つ
の
お
寺
と
、
そ
こ
に
集
う
人
々
に
よ
り
、
環
境

問
題
を
は
じ
め
様
々
な
社
会
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
が
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
1
）
足
温
ネ
ッ
ト 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.sokuon-net.

org/

）

（
2
）
冊
子
『
足
温
ネ
ッ
ト
２
０
年
～
そ
の
足
跡
と
想
い
～
』（
足
元
か
ら

地
球
温
暖
化
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
え
ど
が
わ
二
〇
一
七
年
）

（
3
）
新
電
力　

二
〇
一
六
年
四
月
に
「
電
気
小
売
業
へ
の
参
入
全
面
自

由
化
」
が
施
行
さ
れ
、
全
て
消
費
者
が
電
力
供
給
会
社
や
料
金
メ

ニ
ュ
ー
を
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
他

分
野
な
ど
か
ら
参
入
し
た
電
力
会
社
の
こ
と
を
「
新
電
力
」
会
社
と

呼
ぶ
。

（
4
）
再
エ
ネ
電
力
固
定
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
作
ら
れ
た
電
気
を
、
電
力
会
社
が
一
定
価
格
で
一
定
期
間
買
い

取
る
こ
と
を
国
が
保
証
す
る
制
度
（Feed-in T

ariff　

固
定
価
格

買
取
制
度
）。

（
5
）
工
藤
律
子
『
働
く
こ
と
の
小
さ
な
革
命
ル
ポ 

日
本
の
「
社
会
的
連

帯
経
済
」』（
集
英
社
新
書
二
〇
二
四
年
）

（
6
）
見
樹
院
・
寿
光
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://nam

-m
ind.jp

）

２
．TERA

 Energy

（
テ
ラ
エ
ナ
ジ
ー
） 

株
式
会
社

京
都
市
右
京
区
に
拠
点
を
置
く
「T

ERA
 Energy 

株
式

会
社
（
以
下
テ
ラ
エ
ナ
ジ
ー
）」

（
１
）は

、
２
０
１
８
年
に
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
た
ち
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、
電
力
販
売
を

行
う
新
電
力
会
社
で
す
。

経
営
の
理
念
は
「
仏
道
に
生
き
た
近
江
商
人
の
〈
三
方
よ
し

～
売
り
手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
〉
に
〈
未
来
よ
し
〉
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を
加
え
た
〈
四
方
よ
し
〉
の
精
神
を
重
ん
じ
、
千
年
先
の
未
来

を
見
据
え
、
こ
こ
ろ
豊
か
で
、
安
心・安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
通
し
て
、
温
か
な
つ
な
が
り
を
つ
む
ぐ
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
い
う
も
の
。
同
社
が
取
り
扱
う
の
は
、

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ

な
い
太
陽
光
・
風
力
・
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
発
電
さ
れ
た
電
気
で
す
。
ま
た
原
子
力

や
、
地
域
住
民
か
ら
反
対
を
受
け
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
、

海
外
の
自
然
を
破
壊
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
輸
入
材
に

よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
な
ど
か
ら
は
電
気
を
仕
入
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
も
う
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
同
社
を
通
し
て
電
気
を
買

う
（
電
気
料
金
を
支
払
う
）
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
収
益
の
一
部

を
対
人
支
援
な
ど
社
会
事
業
に
取
り
組
む
団
体
に
寄
付
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
団
体
は
、「
国
際
協
力
」、「
出
産・

子
育
て
」、「
子
ど
も
の
教
育
」、「
社
会
福
祉・障
が
い
」、「
就
職・

雇
用
」、「
人
権
保
護
」、「
保
険・医
療
増
進
」、「
女
性
支
援
」、「
社

会
教
育
推
進
」、「
自
然
環
境
の
保
護
」、「
動
物
愛
護
」、「
防
災・

被
災
地
支
援
」、「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
む
全

国
の
一
四
七
団
体
（
二
〇
二
五
年
五
月
現
在
）。
そ
の
中
に
は

様
々
な
社
会
活
動
を
行
う
寺
院
や
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
青
年

僧
の
会
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
活
動
テ
ー
マ
や

地
域
な
ど
の
属
性
か
ら
、
応
援
し
た
い
団
体
を
自
由
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、
事
業
の
収
益
か
ら
最
大
二
・
五
％
が
、
選
択
し
た

団
体
の
活
動
に
寄
付
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

同
社
が
設
立
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
代
表
取
締
役
で
あ
る
竹

本
了
悟
師
が
、
自
身
が
代
表
を
つ
と
め
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ーSotto

（
ソ
ッ
ト
）」

（
２
）の

運
営

継
続
に
苦
慮
し
た
経
験
か
ら
、
社
会
支
援
に
取
り
組
む
団
体
の

安
定
的
な
運
営
に
は
、
そ
れ
を
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
存
在
が

必
要
と
考
え
、
寄
付
を
行
え
る
会
社
の
起
業
に
着
目
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

竹
本
師
は
、
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
て
い
る
「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル

ケ
（Stadtw

erke

）」
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
（
自
治
体
出
資

の
地
域
の
事
業
者
が
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
事
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業
を
行
い
、
そ
の
収
益
を
街
づ
く
り
や
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
に
還
元
す
る
も
の（

３
））

に
ヒ
ン
ト
を
得
、
当
時
注
目
を
集

め
て
い
た
新
電
力
会
社
が
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
と

考
え
、「
寄
付
つ
き
で
ん
き
」
を
提
供
す
る
会
社
と
し
て
テ
ラ

エ
ナ
ジ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

設
立
当
初
は
寺
院
を
中
心
に
営
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

次
第
に
同
社
の
取
り
組
み
や
経
営
姿
勢
に
共
感
す
る
企
業
・
個

人
の
利
用
が
増
え
、
二
〇
二
四
年
に
は
同
社
を
通
じ
て
寄
付
さ

れ
た
金
額
は
約
二
三
〇
〇
万
円
、
寄
付
先
と
な
っ
た
団
体
は
八

六
団
体
に
上
っ
て
い
ま
す（

４
）。

ま
た
事
業
内
容
も
発
展
し
、
売
電
の
ほ
か
環
境
問
題
に
関
す

る
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
の
運
営
な
ど
も
手

掛
け
て
い
ま
す
。

（
1
）
テ
ラ
エ
ナ
ジ
ー
で
ん
き
（https://tera-energy.com

/

）

（
2
）
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

京
都
自
死
・
自
殺
相
談
セ
ン
タ
ー
「Sotto

（
ソ
ッ
ト
）」（https://w

w
w
.kyoto-jsc.jp/

）

（
3
）
諸
富
徹
「
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
の
仕
組
み
と
日
本
へ
の

適
用
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
」（『
国
際
文
化
研
修
』
第
１
１
０
号
２
０

２
１
年
）

（
4
）
テ
ラ
エ
ナ
ジ
ーnote

よ
り
（ https://note.com

/teraenergy

）

お
わ
り
に

今
回
紹
介
し
た
の
は
、
環
境
問
題
の
中
で
も
特
に
「
地
球
温

暖
化
」
の
問
題
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
を
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
な
ど
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
事
例
で

し
た
。

ま
た
こ
の
他
に
も
、
普
段
か
ら
使
う
も
の
を
な
る
べ
く
環
境

に
配
慮
し
た
も
の
に
換
え
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
を
守
る

一
歩
と
し
て
い
こ
う
と
い
う
仏
教
者
、
仏
教
関
係
者
の
取
り
組

み
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。
本
稿
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
そ
う

し
た
事
例
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
都
大
田
区
に
あ
る
日
蓮
宗
・
永
寿
院
住
職
の
吉
田
尚
英

師
は
「
杉
塔
婆
の
普
及
を
考
え
る
会
」
の
代
表
を
つ
と
め
て
い

ま
す
。現
在
、国
内
の
木
材
は
安
い
外
材
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
供
給
し
て
い
た
日
本
の
山
々
は
伐
採
な
ど
の
手
入
れ
が
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行
き
届
か
ず
荒
廃
し
て
い
ま
す
。
山
の
荒
廃
は
そ
れ
を
取
り
巻

く
環
境
に
も
影
響
し
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
、
花
粉
症
な
ど
様
々

な
問
題
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
同

会
は
日
本
産
（
東
京
都
多
摩
地
区
産
）
の
間
伐
材
を
使
っ
た
塔

婆
の
普
及
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
重
要
な
環
境
資
源
の
一
つ
で

あ
る
里
山
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
お
寺
で
杉
塔

婆
を
使
う
だ
け
で
は
な
く
、
多
摩
地
区
の
林
業
・
製
材
・
塔
婆

加
工
の
現
場
を
訪
問
す
る
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な

ど
、
一
般
市
民
・
各
宗
派
の
お
寺
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

そ
の
使
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す（

１
）。

ま
た
京
都
に
店
舗
を
構
え
る
「
直
七
法
衣
店
株
式
会
社
」
は
、

「
ヘ
ン
プ
（
大
麻
）」
生
地
を
使
っ
た
お
袈
裟
や
法
衣
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

製
造
の
過
程
で
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
う
必
要
が
な
く
、
土

壌
改
良
に
も
使
わ
れ
る
ヘ
ン
プ
は
、
環
境
に
優
し
い
植
物
と
さ

れ
、
そ
れ
を
使
っ
た
生
地
は
地
球
を
汚
さ
な
い
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
素
材
と
し
て
世
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
社
は
こ

の
「
ヘ
ン
プ
生
地
」
や
、
不
殺
生
の
繭
（
蚕
が
羽
化
し
た
繭
）

を
利
用
し
た
「
ア
ヒ
ン
サ
ー
シ
ル
ク
」
な
ど
の
素
材
を
用
い
た

商
品
を
製
作
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
ま
す（

２
）。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、「
環
境
問
題
」
と
い
う
一
見
大
き

な
問
題
へ
の
解
決
策
に
つ
い
て
、
大
上
段
に
構
え
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
身
近
な
と
こ
ろ
や
、
自
分
が
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
意
識
し
、
実
践
し
よ
う
、
と
い
う
意
思
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
私
た
ち
が
一
人
の
仏
教
者
と
し
て
「
環

境
問
題
」
に
向
き
合
い
、
考
え
る
際
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
も
な

り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
さ
れ
る
取
り
組
み
の
事
例
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
私
た
ち
が
一
人
の
仏
教
者
と
し
て
「
環

境
問
題
」
に
向
き
合
い
、
考
え
る
際
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
も
な

り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
こ
う
い
っ
た
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
さ
れ
る
取
り
組
み
の
事
例
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



193　地球環境をめぐる諸問題と仏教

研究成果報告

（
1
）
仏
教
タ
イ
ム
ス　
記
事
杉
や
間
伐
材
で
エ
コ
塔
婆 

里
山
の
管
理
に

一
役
」（
二
〇
〇
九
年
九
月
十
七
日
号https://w

w
w
.bukkyo-

tim
es.co.jp/backnum

ber/Backnum
ber7.htm

l 

）

（
2
）
直
七
法
衣
店
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
ヘ
ン
プ
法
衣
―
仏
教
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
体
現
し
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
法
衣
」（ https://naoshichi-

kyoto.com
/blogs/houi-kesa/houi-kesa-sdgs-hem

p 

）

�

【
伊
藤
竜
信
】
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◎
第
一
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
不
敬
師
長
戒
」（
ふ
き
ょ
う
し
ち
ょ
う
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
人
間
と
し
て
経
験
あ
る
年
上
の
方
々
を
敬
い
ま
し
ょ
う

・
令
和
の
敬
上
慈
下

・�「
我
以
外
皆
我
師
也
（
わ
れ
い
が
い
み
な
わ
が
し
な
り
）」（
吉

川
英
治
）

・
敬
老
主
義

・
教
え
の
宝
を
持
つ
師
を
敬
え

・
恭
敬
師
長

三
、
戒
の
趣
旨

・
経
験
あ
る
長
老
に
耳
を
傾
け
る
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

佛
言
佛
子
欲
受
國
王
位
時
受
轉
輪
王
位
時
百
官
受
位
時
應
先

受
菩
薩
戒
一
切
鬼
神
救
護
王
身
百
官
之
身
諸
佛
歡
喜
既
得
戒
已

應
生
孝
順
心
恭
敬
心
見
上
座
和
上
阿
闍
梨
大
同
學
同
見
同
行
者

應
起
承
迎
禮
拜
問
訊
而
菩
薩
反
生
憍
心
慢
心
癡
心
瞋
心
不
起
承

迎
禮
拜
問
訊
一
一
不
如
法
供
養
以
自
賣
身
國
城
男
女
七
寶
百
物

而
供
給
之
若
不
爾
者
犯
輕
垢
罪

令
和
六
年
度
　
四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解
　
研
究
ノ
ー
ト

四
十
八
軽
戒
の
現
代
的
理
解
―
第
一
軽
戒
～
第
十
二
軽
戒
―
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五
、�『
梵
網
経
』
訓
読
（
※
訓
読
、
和
訳
は
大
雲
校
訂
本
の
訓

点
に
従
っ
た
）

仏
の
言の

た
ま

わ
く
、
仏
子
、
国
王
の
位
を
受
け
ん
と
欲
せ
ん
時
、

転
輪
王
の
位
を
受
け
ん
時
、
百
官
、
位
を
受
け
ん
時
、
応
に
先

ず
菩
薩
戒
を
受
く
べ
し
。
一
切
の
鬼
神
、
王
の
身
、
百
官
の
身

を
救く

護ご

し
、
諸
仏
歓
喜
し
た
ま
う
。
既
に
得
戒
し
已お

わ
ら
ば
応
に

孝
順
心
、
恭
敬
心
を
生
ず
べ
し
。
上
座
、
和
上
、
阿
闍
梨
、
大

同
学
、
同
見
、
同
行
の
者
を
見
て
は
、
応
に
起
ち
て
承
迎
、
礼

拝
、
問
訊
す
べ
し
。
而
る
を
、
菩
薩
反か

え
っ
て
憍
心
、
慢
心
、
癡

心
、
瞋
心
を
生
じ
て
、
起
ち
て
、
承
迎
、
礼
拝
、
問
訊
せ
ず
、

一
一
に
如
法
に
供
養
せ
ざ
ら
ん
や
。
自み

ず
か

ら
身
、
国
城
男
女
を
売

り
、
七
宝
、
百
物
を
以
っ
て
も
之
を
供
給
す
べ
し
。
若
し
爾
ら

ず
ん
ば
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

仏
の
仰
る
に
は
、
仏
子
よ
、
国
王
の
位
を
受
け
た
い
と
望
ん

だ
時
、
転
輪
王
の
位
を
受
け
る
時
、
役
人
が
位
を
受
け
る
時
、

真
っ
先
に
菩
薩
戒
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。〔
な
ら
ば
〕
一
切

の
鬼
神
た
ち
が
、
王
の
身
や
役
人
の
身
を
護
り
、
諸
仏
は
心
か

ら
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
戒
を
受
け
お
え
た
な
ら
ば
、
ま
さ

に
孝
順
心
、
恭
敬
心
を
起
こ
す
べ
き
で
あ
る
。
上
座
の
僧
、
和

上
（
師
僧
）、
阿
闍
梨
（
指
導
者
）、
大
同
学
（
先
輩
僧
侶
）、

同
見
（
学
び
を
共
に
す
る
者
）、
同
行
（
修
行
を
共
に
す
る
者
）

と
接
す
る
時
は
、
立
ち
上
が
っ
て
丁
重
に
迎
え
、
敬
い
拝
み
、

合
掌
低
頭
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
菩
薩
の
心
に
反
し
て
、

お
ご
り
の
心
、
た
か
ぶ
り
の
心
、
愚
か
な
心
、
怒
り
の
心
を
起

こ
し
た
状
態
で
、
立
ち
上
が
っ
て
丁
重
に
迎
え
、
敬
い
拝
み
、

合
掌
低
頭
し
な
い
で
、
一
々
に
対
し
如
法
に
供
養
し
な
い
こ
と

が
あ
ろ
う
か
、
い
や
な
い
。
自
ら
自
分
の
体
、
領
地
、
街
、

人
々
な
ど
を
売
り
、〔
得
た
財
産
で
〕
七
宝
や
様
々
な
品
物
を

〔
上
座
の
僧
や
和
上
等
に
〕
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
、
そ

の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

人
間
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
ま
ず
親
か
ら
学
び
、
学
校
で
先

生
に
学
び
、
社
会
に
出
て
上
司
に
学
び
ま
す
。
そ
し
て
や
が
て
、
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親
、
先
生
、
上
司
、
あ
る
い
は
国
の
リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
に
教
え

る
立
場
と
な
り
、
役
割
が
逆
転
し
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
循

環
を
た
ど
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
は
、
教
え
ら
れ
な
く
て
も
本
能

的
に
食
べ
た
り
泣
い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
親
に
よ
る
養
育

を
通
し
て
、
正
直
さ
、
思
い
や
り
、
礼
儀
と
い
っ
た
基
本
的
な

道
徳
観
や
価
値
観
を
学
び
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
」
や
「
ご
め

ん
な
さ
い
」
を
素
直
に
言
え
る
心
や
、
他
人
を
尊
重
す
る
態
度

を
身
に
つ
け
、
家
事
や
お
金
の
管
理
と
い
っ
た
実
生
活
に
必
要

な
ス
キ
ル
も
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
親
が
子
ど
も
の
個
性
や
感

情
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
り
、

家
族
の
絆
を
通
し
て
人
間
関
係
を
築
く
力
が
育
ま
れ
ま
す
。

次
に
、
幼
稚
園
や
学
校
と
い
う
集
団
生
活
を
通
じ
て
、
社
会

で
生
き
る
た
め
の
基
礎
的
な
教
育
を
受
け
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

先
生
か
ら
社
会
や
自
然
、
言
語
、
数
学
と
い
っ
た
専
門
的
な
知

識
を
学
び
、
論
理
的
思
考
や
問
題
解
決
能
力
を
養
い
ま
す
。
ま

た
、
ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ
や
協
調
性
を
学
び
ま
す
。
先
生
は

公
平
な
立
場
で
指
導
し
、
生
徒
が
努
力
の
大
切
さ
や
目
標
を
達

成
す
る
喜
び
を
学
べ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
こ
う
し
た
経
験
は
、

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
形
成
す
る
重
要
な
段
階
で
す
。

学
校
を
卒
業
し
て
社
会
に
出
る
と
今
度
は
、
学
び
と
教
え
の

循
環
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
こ
の
「
学
び
⇒
教
え
⇒
学
び
⇒
教

え
・
・
・
」
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
個

性
や
考
え
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
発
見
や
創
造
が
生

ま
れ
、
人
類
の
進
歩
が
促
さ
れ
ま
す
。

特
に
「
師
弟
関
係
」
は
、
こ
の
循
環
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
職
人
や
料
理
人
の
世
界
で
は
、
師
匠
が
弟
子

を
一
人
前
と
認
め
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弟
子
が
自

分
を
過
信
し
て
師
匠
に
反
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
優
れ

た
師
匠
は
客
観
的
な
視
点
で
適
切
な
指
導
を
続
け
ま
す
。
そ
し

て
、
弟
子
が
師
匠
を
超
え
た
時
、
や
っ
と
一
人
前
と
認
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
師
弟
関
係
は
、
文
化
や
技
術
を
次
世
代
に

伝
え
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
師
や
先
達
へ
の
敬
意

は
、
こ
の
伝
承
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と
い
え
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
、
上
司
・
部
下
、
先
輩
・
後
輩
な
ど
の
上
下

関
係
に
対
す
る
敬
意
の
在
り
方
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
年
齢
や
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地
位
に
基
づ
く
敬
意
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
の
人
格
や
行
動
に

基
づ
い
た
尊
重
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
年
功
序
列
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
を

人
間
と
し
て
尊
重
す
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
師
弟
関
係
も
同
様
で
あ
り
、
他
者
の
努
力

や
役
割
を
尊
重
し
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
こ
と
が
基
本
的

な
倫
理
観
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
不
敬
師
長
戒
」
と
い
う
言
葉
も
、
厳
格
な
上
下
関
係
を
示

す
も
の
で
は
な
く
、
現
代
社
会
や
文
化
に
適
し
た
「
お
互
い
を

尊
重
し
合
う
」
倫
理
的
な
指
針
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
田
中
芳
道
）

◎
第
二
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
飲
酒
戒
」（
お
ん
じ
ゅ
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

【
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
】

・『
酒
は
飲
ん
で
も
飲
ま
れ
る
な
』

・
お
酒
は
、
飲
み
ま
せ
ん
！

・
飲
ん
だ
お
前
が
悪
い
の
だ

・
飲
み
過
ぎ
た
の
は
、
あ
な
た
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

・
酒
害

・
酒
は
過
失
無
量
な
り

三
、
戒
の
趣
旨

・
酒
に
飲
ま
れ
る
ほ
ど
飲
ん
で
は
い
け
な
い
勧
め

�

〔
原
則
〕
酒
を
呑
む
な
。〔
運
用
上
〕
酒
に
飲
ま
れ
る
ほ
ど
飲

ん
で
は
い
け
な
い

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
故
飮
酒
而
酒
過
失
無
量
若
自
身
手
過
酒
器
與
人
飮
酒

者
五
百
世
無
手
何
況
自
飮
亦
不
得
教
一
切
人
飮
及
一
切
衆
生
飮

酒
況
自
飮
酒
一
切
酒
不
得
飮
若
故
自
飮
教
人
飮
者
犯
輕
垢
罪
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五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
故こ

と
さ

ら
に
酒
を
飲
ま
ん
や
。
而
も
酒
は
、
過
失
無

量
な
り
。
自
身
の
手
よ
り
酒
器
を
過わ

た
し
て
人
に
与
え
て
酒
を
飲

ま
し
む
る
若ご

と
き
す
ら
、
五
百
世
ま
で
手
、
無
し
。
何
に
況
や
、

自
ら
飲
ま
ん
や
。
亦
、
一
切
の
人
を
教
え
て
、
飲
ま
し
め
及
び

一
切
衆
生
に
酒
を
飲
ま
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
況
や
自
ら
酒

を
飲
ま
ん
や
。
一
切
の
酒
、
飲
む
こ
と
を
得
ざ
れ
。
若
し
、
故こ

と
さ

ら
に
自
ら
飲
み
、
人
を
教
え
て
飲
ま
し
め
ば
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
意
図
し
て
酒
を
飲
む
こ
と
が
あ
ろ
う

か
、
い
や
な
い
。
そ
も
そ
も
、
酒
に
よ
る
過
ち
は
、
計
り
し
れ

な
い
。
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
酒
器
を
渡
し
て
、
人
に
酒
を
注
い

で
飲
ま
す
こ
と
で
す
ら
、
五
百
回
、
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
、
手

の
な
い
生
き
物
〔
例
え
ば
ウ
ジ
虫
や
へ
び
〕
に
生
ま
れ
る
。
ま

し
て
や
、
自
ら
飲
む
な
ど
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て

の
人
に
対
し
、
そ
そ
の
か
し
て
〔
酒
を
〕
飲
ま
せ
た
り
、
す
べ

て
の
生
き
と
し
生
け
る
者
に
、
酒
を
飲
ま
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
自
ら
飲
む
な
ど
言
う
ま
で
も
な
い
。

す
べ
て
の
酒
は
飲
ん
で
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
意
図
し
て
酒
を

飲
み
、
人
を
そ
そ
の
か
し
て
飲
ま
せ
た
な
ら
軽
垢
罪
を
犯
す
こ

と
に
な
る
。

七
、
例
話

暑
い
夏
の
日
、
帰
宅
し
て
缶
ビ
ー
ル
を
プ
シ
ュ
ッ
と
開
け
て

グ
ビ
と
呑
む
。
冬
に
は
、
お
で
ん
を
つ
つ
き
な
が
ら
コ
ッ
プ
酒

…
…
。
お
酒
が
好
き
な
方
に
は
極
上
の
幸
せ
を
感
じ
る
ひ
と
と

き
で
す
。
美
味
し
い
料
理
に
は
美
味
し
い
酒
、
こ
ん
な
に
素
敵

な
贅
沢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
と
、「
美
味
し
い
、
美
味
し
い
」
と
つ
い
つ
い
呑
み
す
ぎ
て

し
ま
い
、
翌
朝
辛
い
思
い
を
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
辛
い
思
い
だ
け
な
ら
ま
だ
し
も
、
怪
我
を
し
た
り
、

判
断
力
を
失
っ
て
他
人
を
傷
つ
け
る
ま
で
し
て
し
ま
え
ば
、
飲

酒
は
害
悪
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
酒

好
き
同
士
で
飲
み
交
わ
す
酒
席
で
は
つ
い
つ
い
呑
み
す
ぎ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。



201　四十八軽戒の現代的理解―第一軽戒～第十二軽戒―

研究ノート

数
年
前
の
こ
と
、
な
に
か
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
よ
う
と
酒

好
き
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
一
人
だ
け
飲
ま
な
い

（
飲
め
な
い
わ
け
で
は
な
い
）
人
が
い
ま
し
た
が
、
食
べ
る
こ

と
が
好
き
な
方
で
し
た
か
ら
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
飲

む
連
中
は
酒
好
き
の
こ
と
で
す
か
ら
、
料
理
屋
で
は
ビ
ー
ル
か

ら
始
ま
り
冷
や
酒
、
燗
酒
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
と
、
も
う
こ
の
時
点

で
完
全
に
出
来
上
が
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
い
つ
も
の

流
れ
で
、
河
岸
を
変
え
ス
ナ
ッ
ク
で
水
割
り
を
引
っ
掛
け
て
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
飲
ま
な
か
っ
た
方
が
酔
っ

払
い
た
ち
を
一
人
ひ
と
り
自
宅
に
送
り
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
が
っ
つ
り
と
し
た
飲
み
食
い
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
体
調
が
悪
か
っ
た
の
か
、
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
ま

で
は
覚
え
て
い
た
の
に
、
布
団
に
入
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
前
夜
の
振
る
舞
い
が
不
安
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
思
い

出
し
て
み
る
と
、
飲
食
代
を
払
っ
た
記
憶
が
無
い
！
財
布
を
確

認
し
て
み
る
と
お
金
が
減
っ
て
い
ま
し
た
の
で
お
そ
ら
く
は

払
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
ど
う
い
う
状
況
だ
っ
た
の
か
不
安
で

し
か
た
が
な
く
、
一
緒
に
呑
ん
で
い
た
友
人
に
電
話
を
し
て
み

ま
し
た
。
彼
は
彼
で
完
全
に
記
憶
が
飛
ん
で
い
た
上
に
、
財
布

が
な
く
な
っ
て
い
て
、
慌
て
ふ
た
め
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
一
人
だ
け
飲
ま
な
か
っ
た
方
に
連
絡
し
て
み
ま
す
と
、
前
夜

の
行
動
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
羽
目
を
外
し
て
い
た
も
の

の
、
そ
う
悪
い
こ
と
は
し
て
お
ら
ず
、
正
し
く
支
払
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
記
憶
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
て
も
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
く
安
心
し
ま
し
た
。
数
時
間
た

ち
ま
し
て
、
財
布
を
な
く
さ
れ
た
方
も
、
財
布
が
出
て
き
た
と

の
こ
と
で
、
一
安
心
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
飲
み
す
ぎ
て
記
憶
を
失
う
こ
と
は
そ
う
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
記
憶
を
失
う
ほ

ど
飲
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
自
分
自
身
の
悪
辣
な
本

性
を
行
動
に
だ
す
こ
と
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、

「
心
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
え
ど
も
矩
を
踰
え
ず
（『
論
語
』「
為

政
編
」）」
と
い
う
ほ
ど
の
聖
人
君
子
で
は
な
い
者
に
と
っ
て
は

そ
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
わ
け
で
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
て
な
い
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
て
し
ま
い
ま
す
。

飲
酒
の
結
果
、
自
分
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
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ど
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
し
ら
ふ
で
あ
れ
ば
し
な
い
よ
う
な
悪

事
を
犯
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
指
摘

し
て
、
飲
酒
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。「
酤
酒
戒
」
の
な
か
に
「
是

れ
酒
は
、
起
罪
の
因
縁
な
り
」
と
い
う
の
は
そ
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。

か
つ
て
の
我
が
国
で
は
飲
酒
や
飲
酒
に
よ
る
問
題
行
動
に
対

し
て
寛
容
で
し
た
。
記
憶
を
失
う
ほ
ど
に
酔
っ
払
っ
て
も
、
酒

席
で
少
々
羽
目
を
外
し
て
も
、
酒
の
上
の
こ
と
だ
か
ら
と
容
認

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
飲
酒
運
転
が
悲
惨
な
事
故
を

引
き
起
こ
し
た
り（

（
（

、
大
学
の
新
歓
の
時
期
の
過
度
の
飲
酒
の

強
要
に
よ
る
死
亡
事
故
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
飲
酒
行
為
そ
の

も
の
に
対
し
て
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
事
件
の
具
体
的
な
事
例
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
の
十
重
禁
戒
の
「
酤
酒
戒
」
に
関
す
る
例
話
で
提
示
し
た

の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い（

（
（

。

在
家
信
者
の
五
戒
に
「
飲
酒
戒
」
が
あ
り
、
殺
・
盗
・
妄
・

邪
婬
と
あ
わ
せ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
比
丘
戒
で
も

同
様
に
禁
止
さ
れ
ま
す
が
、「
波は

逸い
つ

提だ
い

法ほ
う

」
と
い
う
懴
悔
す
る

だ
け
で
許
さ
れ
る
比
較
的
軽
い
罪
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

病
気
の
時
に
は
酒
の
服
用
を
認
め
る
と
い
っ
た
例
外
規
定
が
定

め
ら
れ
る
よ
う
に
、
飲
酒
そ
れ
自
体
を
完
全
な
悪
事
と
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
殺
・
盗
・
妄
・
邪
婬
は

人
間
と
し
て
な
し
て
は
な
ら
な
い
本
質
的
な
悪
業
（
性
罪
）
で

す
が
、
飲
酒
は
特
に
仏
教
で
は
禁
止
さ
れ
る
も
の
の
本
質
的
な

悪
業
で
は
な
い
（
遮
罪
）
と
さ
れ
ま
す
。

菩
薩
の
振
舞
を
規
定
す
る
『
梵
網
経
』
に
は
酒
に
関
す
る
二

つ
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
酤
酒
戒
」、
も
う
一
つ
が

「
飲
酒
戒
」
で
す
。「
酤
酒
戒
」
は
「
酒
」
の
よ
う
に
人
を
狂
わ

せ
る
物
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
る
こ
と
を
戒
め
る
規

定
で
す
。
酒
に
は
、
飲
酒
に
よ
り
正
気
を
失
わ
せ
悪
事
を
行
わ

せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
飲
酒
者
の
み
な
ら
ず
飲
酒
者
の
周
囲
に
い

る
人
々
に
ま
で
苦
し
み
を
与
え
不
幸
に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
販
売
し
て
利
益
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
を
不

幸
に
す
る
こ
と
で
自
分
の
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
か

ら
、
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
そ
の
使
命
と
す
る
菩
薩
に
と
っ

て
、
け
っ
し
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
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「
酤
酒
戒
」
を
犯
す
と
菩
薩
の
資
格
を
失
う
「
波
羅
夷
罪
」
に

な
り
ま
す
。

一
方
で
「
飲
酒
戒
」
は
菩
薩
の
資
格
を
失
う
こ
と
の
な
い

「
軽
垢
罪
」
と
さ
れ
ま
す
。
飲
酒
自
体
が
他
者
を
不
幸
に
す
る

こ
と
は
な
く
、
飲
酒
し
て
も
そ
の
影
響
に
よ
り
他
者
を
苦
し
め

る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
問
題
は
な
い
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
飲
酒
そ
れ
自
体
が
飲
酒
者
の
菩
薩
と
し
て
の
資
質
を
否
定

す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
飲
酒
の
影
響

に
よ
っ
て
、
他
者
を
苦
し
め
る
行
為
、
つ
ま
り
「
波
羅
夷
罪
」

と
さ
れ
る
行
為
を
行
っ
て
し
ま
え
ば
菩
薩
の
資
格
を
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
飲
酒
の
影
響
で
悪
事
を
犯
し
た
場
合
、
そ
の
責

任
は
酒
を
飲
ん
だ
本
人
に
あ
り
ま
す
。
飲
酒
そ
れ
自
体
で
は
な

く
、
そ
の
影
響
に
よ
っ
て
他
者
を
苦
し
め
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
飲
酒
そ
れ
自
体
を
「
軽
垢
罪
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
飲
酒
戒
」
で
は
他
者
に
酒
を
注
ぐ
こ
と
す
ら
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
酒
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
者
を
酔
わ
せ
る
行
為
は
、
そ

の
人
が
誰
か
を
不
幸
に
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
故
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
お
酒
が
嫌
い
な
人
、
飲
め
な
い
人
に
飲
酒
を
強
要
す
る
こ
と

は
、
論
外
の
行
為
で
す
。

お
酒
の
魅
力
に
は
抗
い
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人
付
合
い

の
な
か
で
止
む
を
得
ず
飲
酒
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
限
り
、
そ
の
楽
し
み
ま
で
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
飲
酒
の
結
果

正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
こ
と
で
間
違
っ
た
行
動

を
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
で
き
る

だ
け
避
け
る
よ
う
に
す
る
の
が
合
理
的
な
判
断
で
す
。

で
す
か
ら
、
法
然
上
人
が
「
ま
こ
と
に
は
飲
む
べ
く
も
な
け

れ
ど
も
」
と
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
本
来
は
飲
む
べ
き
で
は
な

く
、
飲
ま
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
世
の

習
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
決
し
て
お
酒
を
勧
め
て
お
ら
れ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
そ
し
て
、
本
当
に
お
勧

め
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
ま
こ
と
に
は
飲
む
べ
く
も
な
け
れ
ど

も
」
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
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俗
世
に
生
き
る
我
々
に
と
っ
て
は
「
お
酒
は
控
え
め
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
」
と
心
が
け
る
の
が
ほ
ど
よ
い
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。�

（
執
筆
者
：
齊
藤
舜
健
）

◎
第
三
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
食
肉
戒
」（
じ
き
に
く
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
肉
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い

・
ミ
ー
ト
フ
リ
ー

・
お
肉
な
し
生
活

・
肉
食
か
ら
の
卒
業

三
、
戒
の
趣
旨

・
肉
食
を
控
え
る
勧
め

�

（
肉
を
食
べ
る
姿
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
を
恐
れ
さ
せ
る
か

ら
）

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
故
食
肉
一
切
肉
不
得
食
夫
食
肉
者
斷
大
慈
悲
佛
性
種

子
一
切
衆
生
見
而
捨
去
是
故
一
切
菩
薩
不
得
食
一
切
衆
生
肉
食

肉
得
無
量
罪
若
故
食
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
故こ

と
さ

ら
に
肉
を
食
わ
ん
や
。
一
切
の
肉
、
食
す
る

こ
と
を
得
ざ
れ
。
夫
れ
、
肉
を
食
せ
ば
、
大
慈
悲
の
仏
性
種
子

を
断
ず
。
一
切
衆
生
、
見
て
而
も
捨
て
去
る
。
是
の
故
に
一
切

の
菩
薩
、
一
切
衆
生
の
肉
を
食
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
肉
を
食

せ
ば
無
量
の
罪
を
得
。
若
し
故こ

と
さ

ら
に
食
せ
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
意
図
し
て
肉
を
食
す
る
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
い
や
、
そ
う
で
な
い
だ
ろ
う
。
す
べ
て
の
生
き
と
し
生

け
る
者
の
肉
を
食
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
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も
、
肉
を
食
せ
ば
、
大
い
な
る
慈
悲
を
持
つ
仏
と
な
る
可
能
性

を
断
つ
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
者
は
、〔
食

肉
の
姿
を
〕
見
て
、〔
食
肉
の
者
か
ら
〕
逃
げ
去
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
菩
薩
た
ち
は
、
す
べ
て
の
生
き
と

し
生
け
る
者
の
肉
を
食
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
肉

を
食
し
た
な
ら
ば
、
計
り
知
れ
な
い
罪
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

も
し
意
図
し
て
肉
を
食
せ
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

「
肉
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
！
」

こ
れ
は
、
円
頓
戒
の
特
質
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
条
項
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
命
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
だ
か
ら
殺
生
に
つ
な
が
る
肉
食
を
誡
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不
殺
生
は
す

で
に
十
重
禁
戒
の
第
一
！
「
殺
戒
」
に
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
十
重
禁
戒
で
す
の
で
、「
波
羅
夷
罪
」、
す

な
わ
ち
教
団
追
放
と
い
う
も
っ
と
も
厳
し
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。
今
回
の
「
食
肉
戒
」
は
、
こ
の
十
重
禁
戒
の
第
一
と
は

別
項
目
と
し
て
、
四
十
八
軽
戒
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点

が
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
、
肉
を
食
べ
る
べ
き

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
も
そ
も
初
期
の
仏
教
教
団
は
、
肉
食
を
禁
止
し
て
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
古
い
経
典
に
は
釈
尊
の
言
葉
と
し
て
「
肉
食
す

る
こ
と
が
〈
な
ま
ぐ
さ
い
〉
の
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す（

（
（

。
あ
る
い
は
見
・
聞
・
疑
（
殺
さ
れ
る
と

こ
ろ
を
見
て
い
な
い
・
自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
と
聞
か
な

い
・
自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
疑
い
が
な
い
）
の
条
件
が
揃
っ

た
三
種
の
浄
肉
は
食
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
ご

存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
鑑
真
が

日
本
に
伝
え
た
『
四
分
律
』
で
は
病
人
に
肉
を
食
べ
さ
せ
た
例

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す（

（
（

。
出
家
修
行
者
は
、
乞
食
、
す
な
わ

ち
村
の
家
々
を
回
り
、
残
り
物
を
含
め
て
在
家
者
が
差
し
出
す

も
の
を
集
め
て
く
る
と
い
う
食
料
調
達
の
方
法
を
と
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
、「
鉢
に
入
れ
る
際
に
は
肉
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
は
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
鉢
に
入
れ
ら
れ
た
食
べ
物
を
い
た
だ
く
に
当
た
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り
、
そ
こ
に
肉
が
入
っ
て
い
て
も
、
入
っ
て
い
な
く
て
も
、
構

わ
ず
食
べ
る
の
が
自
然
な
在
り
方
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
梵
網
戒
で
は
肉
食
が
軽
戒
と
し
て
誡
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
肉
を
食
せ
ば
、
大

慈
悲
の
仏
性
種
子
を
断
ず
」、
つ
ま
り
「
大
い
な
る
慈
悲
を
持

つ
仏
と
な
る
可
能
性
を
断
つ
こ
と
に
な
る
」
と
説
か
れ
る
の
で

す
が
、
さ
ら
に
肉
を
食
た
べ
る
こ
と
が
「
仏
と
な
る
可
能
性
を

断
つ
こ
と
に
な
る
」
理
由
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

�

す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る
者
は
、〔
食
肉
の
姿
〕
を
見
て
、

〔
食
肉
の
者
〕
か
ら
逃
げ
去
る

か
ら
だ
と
い
う
の
で
す
。
わ
た
し
達
が
肉
を
食
べ
る
姿
を
見
て
、

あ
ら
ゆ
る
生
物
は
恐
れ
を
抱
き
逃
げ
去
っ
て
い
く
と
い
う
の
で

す
。も

は
や
天
敵
を
持
た
な
い
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
は
、
こ
の

恐
怖
は
理
解
し
難
い
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
目
を

剥
き
、
両
手
で
掴
ん
だ
子
ど
も
の
胴
体
か
ら
腕
を
食
い
ち
ぎ
る
、

そ
う
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ゴ
ヤ
（
一
七
四
六
～
一
八
二
八
）

の
『
我
が
子
を
食
ら
う
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
』
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い（

（
（

。
食
べ
て
い
る
の
は
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
と
い
う
神
で
あ
り
、

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
食
べ
て
い
る
の
は
自
身
の
子
な
の
で
、

や
は
り
人
間
で
は
な
く
神
で
す
。
し
か
し
私
た
ち
と
同
じ
形
を

し
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
姿
は
、
私
た
ち
に
は
恐
怖
以
外

の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
い
は
、
40
代
か
ら
60
代
の
方
の
中
に
は
ト
ラ
ウ
マ
を

持
っ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
永
井
豪
先
生
の
『
デ
ビ
ル

マ
ン
』（

（
（

に
登
場
す
る
ジ
ン
メ
ン
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
彼

は
人
間
を
殺
す
こ
と
は
せ
ず
に
、
し
か
し
食
べ
る
悪
魔
で
し
た
。

ジ
ン
メ
ン
は
う
そ
ぶ
き
ま
す
。

な
ん
せ
お
れ
は
食
っ
た
だ
け
だ
か
ら
な
ー

�

人
間
の
感
覚
じ
ゃ　

生
き
物
を
食
う
の
は　

わ
る
い
こ
と

じ
ゃ
な
い　
そ
ー
だ
ろ
う

�
従
順
で
お
と
な
し
い
ウ
シ　

ブ
タ
を
へ
い
き
で
食
っ
て
る
か

ら
な
ー
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だ
が
殺
す
の
は
い
け
な
い
な（

（
（

私
た
ち
は
、
こ
の
ジ
ン
メ
ン
の
言
葉
に
ど
う
反
論
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
大
乗
菩
薩
が
な
す
べ
き
修
行
は
言
う
ま
で
も
な
く
六

波
羅
蜜
で
す
が
、
そ
の
筆
頭
が
布
施
で
す
。
こ
の
布
施
の
一
種

に
「
施
無
畏
」
が
あ
り
ま
す
。
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
恐
れ

を
除
き
、
安
心
を
与
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
布
施
の
修
行
な
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
円
頓
戒
の
特
徴
は
単
な
る
悪
行
の
禁
止

（
摂
律
義
戒
）
を
い
う
だ
け
で
は
な
く
、善
い
行
い
を
勧
め
（
摂

善
法
戒
）、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
救
う
（
摂
衆
生
戒
）
と

い
う
性
質
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
食
肉
戒
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
生

き
物
の
恐
怖
の
取
り
除
く
、「
施
無
畏
」
を
勧
め
る
戒
で
あ
る

と
理
解
で
き
そ
う
で
す�

（
執
筆
者
：
市
川
定
敬
）

◎
第
四
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
食
五
辛
戒
」（
じ
き
ご
し
ん
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
他
者
へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
に
！

・
ス
メ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

・
食
後
の
あ
な
た
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

・
悪
臭
は
悪
習

・
そ
の
一
口
で
空
気
が
変
わ
る

・
悪
臭
は
心
に
固
着
す
る

三
、
戒
の
趣
旨

・
人
が
不
快
に
感
じ
る
臭
い
を
避
け
る
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
不
得
食
五
辛
大
蒜
茖
䓗
慈
䓗
蘭
䓗
興
渠
是
五
辛
一
切



208

食
中
不
得
食
若
故
食
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
五ご

辛し
ん

を
食
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
大だ

い

蒜さ
ん

と
、
茖か

く

䓗そ
う

と
、
慈じ

䓗そ
う

と
、
蘭ら

ん
䓗そ

う

と
、
興こ

う
渠ご

と
な
り
。
是
の
五
辛
、
一
切

の
食
中
に
も
食
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
若
し
故こ

と
さ

ら
に
食
せ
ば
、

軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
悪
臭
の
も
と
と
な
る
五
種
類
の
野
菜

（
五
辛（

（
（

）
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。〔
五
辛
と
は
〕
大
蒜
（
に

ん
に
く
）
と
、
茖
䓗
（
ら
っ
き
ょ
う
）
と
、
慈
䓗
（
ね
ぎ
）
と
、

蘭
䓗
（
の
び
る
）
と
、
興
渠
（
ヒ
ン
グ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

五
辛
は
あ
ら
ゆ
る
食
事
に
混
ぜ
て
食
べ
て
も
な
ら
な
い
。
も
し
、

意
図
し
て
食
べ
る
な
ら
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

こ
の
戒
は
、
五
辛
を
食
べ
る
こ
と
を
い
ま
し
め
る
戒
で
す
。

「
五
辛
」
と
は
五
種
類
の
臭
い
の
強
い
野
菜
で
す
。
ニ
ン
ニ

ク
や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
ネ
ギ
属
や
、
ア
サ
フ
ェ
テ
ィ
ダ
と
も

呼
ば
れ
る
セ
リ
科
の
ヒ
ン
グ
な
ど
が
「
五
辛
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
異
説
も
多
く
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

「
辛
」
と
い
っ
て
も
、
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
以
外
の
、
カ
ラ
シ

や
ワ
サ
ビ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
い
っ
た
辛
味
の
あ
る
も
の
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
シ
こ
そ
古
く
か
ら
ア

ジ
ア
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ワ
サ
ビ
は
日
本
原
産
、
辛
味

成
分
で
あ
る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
を
含
む
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
中
南
米
原

産
で
す
。
現
在
ス
パ
イ
ス
か
ら
カ
レ
ー
を
作
る
時
に
多
用
さ
れ

る
ト
マ
ト
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
到
達
し

た
十
五
世
紀
以
降
、
世
界
に
広
ま
っ
た
作
物
で
す
。『
梵
網
経
』

な
ど
の
仏
典
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
に
は

存
在
し
て
お
ら
ず
、
当
然
「
五
辛
」
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
激
辛
カ
レ
ー
で
も
、
タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
を
使
わ
な

け
れ
ば
、
こ
の
戒
に
は
抵
触
し
な
い
、
と
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
た
だ
し
、
常
用
ス
パ
イ
ス
の
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
〔
タ

イ
料
理
や
ベ
ト
ナ
ム
料
理
で
使
わ
れ
る
パ
ク
チ
ー
〕
を
「
五
辛
」
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の
一
つ
と
す
る
説
も
あ
る
の
で
、
留
意
は
必
要
で
す
。）

伝
統
的
に
、
こ
の
戒
が
制
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
ニ
ン
ニ

ク
な
ど
の
「
五
辛
」
を
食
べ
る
と
「
精
が
つ
く
」「
怒
り
の
心

が
増
す
」
の
で
修
行
の
妨
げ
に
な
る
か
ら
い
ま
し
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。『
首
楞
嚴
経
』
な
ど
を
引
用

し
て
説
明
し
て
い
る
著
作
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
制
定
さ
れ
た
当
初
に
想
定
さ
れ
て
い
た
理
由
は
、

「
五
辛
」
を
摂
取
す
る
と
、
そ
の
不
快
な
臭
い
に
よ
っ
て
、
周

囲
に
い
る
人
が
心
安
ら
か
に
説
法
を
聞
く
妨
げ
に
な
る
か
ら
、

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
善
導
大
師（

（
（

や
法
然
上
人（

（1
（

が
、「
五
辛
」

な
ど
を
食
べ
た
者
が
病
人
や
臨
終
間
近
の
人
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
示
さ
れ
て
い
る
の
も
、
心
安
ら
か
に
養
生
し
臨
終
を
迎
え

る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
、
趣
旨
は
同
じ
で
す
。

確
か
に
、
食
後
の
口
臭
だ
け
で
な
く
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

身
体
か
ら
も
臭
っ
て
き
ま
す
。
食
べ
た
本
人
が
考
え
る
以
上
に
、

そ
の
臭
い
は
周
囲
に
漂
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
五
辛
」
を

控
え
て
い
る
と
、
切
実
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
非
喫
煙
者
が
、
タ

バ
コ
の
臭
い
に
敏
感
な
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

現
代
日
本
で
は
、「
ス
メ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ス
メ
ハ
ラ
）」

や
「
香
害
」
と
い
っ
た
言
葉
で
、
臭
い
や
香
り
に
よ
っ
て
、
周

囲
を
不
快
に
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
身
心
に
不
調
が
起
こ
る
方

も
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
分
で
は

良
い
香
り
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、「
悪
臭
」
と
感
じ
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
臭
い
ま
で
は
致

し
方
な
い
で
す
が
、
努
力
す
れ
ば
避
け
る
こ
と
の
で
き
る
「
悪

臭
」
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
の
は
、
社
会
通
念
上
、
当
然
心
が

け
る
こ
と
で
あ
り
、
最
低
限
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

大
な
り
小
な
り
実
行
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
例
え

ば
、
人
と
会
う
前
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク
入
り
の
食
事
を
避
け
る
方

は
、
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
接
客
業
で
、
前
日
の
食
事
か
ら

気
を
つ
け
る
、
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
く
さ
や
、

鮒
ず
し
、
ド
リ
ア
ン
、
シ
ュ
ー
ル
ス
ト
レ
ミ
ン
グ
（
発
酵
し
た

ニ
シ
ン
の
缶
詰
）
と
い
っ
た
独
特
の
匂
い
の
食
材
を
、
閉
ざ
さ

れ
た
公
共
の
空
間
（
例
え
ば
、
新
幹
線
の
車
内
）
で
食
べ
る
と

い
う
方
は
、
あ
ま
り
お
ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
焼
肉
店
で
、

食
後
の
ガ
ム
や
飴
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
も
、
臭
い
消
し
の
た
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め
で
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
こ
の
戒
は
単
な
る
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
大
差
の
な
い
ル
ー

ル
な
の
で
し
ょ
う
か
。

仏
教
と
言
え
ば
亡
き
人
を
弔
う
「
仏
事
」、「
仏
事
」
と
い
え

ば
煩
瑣
な
作
法
・
し
き
た
り
を
伴
う
儀
式
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
仏
事

に
お
け
る
、
い
ろ
い
ろ
な
作
法
や
し
き
た
り
は
、
亡
き
人
の
た

め
だ
け
で
な
く
私
た
ち
自
身
が
勤
め
る
仏
道
修
行
の
た
め
に
、

先
人
た
ち
が
経
験
を
積
み
重
ね
て
作
り
上
げ
て
き
た
実
践
方
法

で
す
。
皆
が
仏
と
な
り
、
思
い
煩
う
こ
と
も
な
く
過
ご
す
た
め

の
作
法
や
し
き
た
り
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
戒
も
非
常
に
仏
教
的
で
す
。
人
が
不

快
に
感
じ
な
い
よ
う
に
臭
い
に
配
慮
す
る
こ
と
は
、
些
細
な
心

が
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
香
な
ど
の
よ
い
香
り
が
心
を
落
ち

着
か
せ
る
の
と
同
様
、
皆
共
々
に
、
少
し
で
も
穏
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
努
め
る
仏
道
修
行
の
一
環
で
も
あ
る
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
八
橋
秀
法
）

◎
第
五
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
不
挙
教
懺
戒
」（
ふ
こ
き
ょ
う
さ
ん
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
懺
悔
～
悪
の
連
鎖
に
ブ
レ
ー
キ
を
～

・
未
来
を
善
い
方
へ
向
け
る
た
め
に

・
広
げ
よ
う
～
苦
を
減
ら
す
た
め
の
懺
悔
の
輪
～

・
共
に
自
省
の
時
間
を
持
と
う

・
自
省
空
間

・
楽
に
な
り
た
い
な
ら
、
全
部
吐
け

・
お
寺
で
反
省
会

・
ま
ず
罪
を
見
よ

三
、
戒
の
趣
旨

・
慈
悲
心
に
よ
り
懴
悔
を
促
す
勧
め
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四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
見
一
切
衆
生
犯
八
戒
五
戒
十
戒
毀
禁
七
逆
八
難
一
切

犯
戒
罪
應
教
懺
悔
而
菩
薩
不
教
懺
悔
同
住
同
僧
利
養
而
共
布
薩

一
衆
説
戒
而
不
擧
其
罪
不
教
悔
過
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
一
切
衆
生
の
、
八
戒
・
五
戒
・
十
戒
を
犯ぼ

ん
じ
、

禁
を
毀や

ぶ
り
七
逆
八
難
、
一
切
犯
戒
の
罪
を
見
て
は
、
応
に
教
え

て
懺
悔
せ
し
む
べ
し
。
而
る
を
菩
薩
、
教
え
て
懺
悔
せ
し
め
ず

し
て
、
同
住
し
僧
の
利
養
を
同
じ
う
し
、
而
し
て
共
に
布
薩
し
、

一
衆
に
説
戒
し
て
、
而
も
其
の
罪
を
挙
げ
ず
、
教
え
て
悔
過
せ

し
め
ず
ん
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が

八
戒
（
八
齋
戒
）・
五
戒
・
十
戒
（
十
善
戒
）
に
違
反
し
、
禁

戒
（
具
足
戒
）
を
破
り
、
七
逆
〔
を
犯
し
〕、
八
難
に
な
る
行
為
、

あ
ら
ゆ
る
戒
に
違
反
す
る
罪
を
目
に
し
た
な
ら
ば
、
懺
悔
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
菩
薩
で
あ
り
な
が
ら
懴
悔
さ

せ
ず
、〔
そ
れ
ど
こ
ろ
か
犯
戒
者
と
〕
住
所
を
同
じ
く
し
、
教

団
の
利
益
を
共
有
し
、
あ
ま
つ
さ
え
布
薩
を
共
に
行
っ
て
、
同

じ
集
団
の
な
か
で
〔
持
戒
の
状
況
を
確
認
す
る
〕
説
戒
を
行
っ

て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
の
罪
を
摘
発
も
せ
ず
、
過
失
を
悔

い
改
め
さ
せ
な
い
な
ら
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

仏
教
に
お
い
て
罪
を
滅
し
、
身
を
清
め
る
た
め
の
最
も
重
要

な
行
い
の
一
つ
が
懺
悔
で
す
。
出
家
者
や
仏
像
の
前
な
ど
で
自

ら
が
犯
し
た
罪
を
反
省
し
て
告
白
す
る
懺
悔
は
、
過
去
を
振
り

返
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
生
き
方
を
変
え
る
こ
と
に
も
繋
が

る
の
で
す
。

さ
て
、憲
法
第
二
〇
条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
信
教
の
自
由
」

は
、
刑
務
所
や
拘
置
所
、
少
年
院
等
の
矯
正
施
設
の
被
収
容
者

に
対
し
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
で
す
。
被
収
容
者
の
宗
教

的
欲
求
に
対
応
す
る
た
め
、
各
宗
教
・
各
宗
派
の
宗
教
家
が
矯

正
施
設
内
で
行
う
宗
教
活
動
を
「
宗
教
教
誨
」
と
言
い
ま
す
。
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私
が
宗
教
教
誨
師
と
し
て
拘
置
所
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

法
律
を
犯
し
て
拘
置
所
に
入
っ
て
い
る
被
収
容
者
か
ら
法
を
犯

す
に
至
っ
た
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。
大
切
な
家
族
の
た
め
に
毎

日
遅
く
ま
で
一
生
懸
命
に
働
い
て
、
心
身
と
も
に
疲
労
の
ピ
ー

ク
に
達
し
た
あ
る
日
、
お
酒
を
飲
ん
だ
勢
い
で
、
カ
ギ
の
空
い

た
家
に
侵
入
し
て
お
金
を
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
家

族
を
養
う
お
金
が
手
に
入
っ
た
悪
い
経
験
は
、
二
回
目
の
犯
罪

へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
三
回
目
・
四
回
目
・
・
・
と
盗
み
を

繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
逮
捕
さ
れ
た
の
で
す
。
拘
置

所
で
真
面
目
に
過
ご
し
て
、
少
し
で
も
大
切
な
家
族
の
元
へ
戻

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
手
元
に
届
い
た
の
は
離
婚
届
で

し
た
。
望
み
を
失
う
中
で
、
自
分
を
責
め
る
思
い
が
日
に
日
に

増
し
て
い
く
の
で
す
。
拘
置
所
の
中
で
は
作
業
を
す
る
時
間
も

あ
り
ま
す
が
、
一
人
反
省
す
る
時
間
も
多
く
あ
る
の
で
す
。
心

の
弱
さ
を
自
覚
し
て
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直

し
、
反
省
を
繰
り
返
す
姿
は
大
変
尊
い
と
感
じ
ま
し
た
。
罪
を

犯
し
た
方
の
出
所
後
に
は
、
周
り
か
ら
の
冷
た
い
視
線
や
、
安

定
し
た
収
入
を
得
に
く
い
な
ど
、
厳
し
い
現
実
が
待
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
拘
置
所
内
で
の
反
省
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
少
し
で
も
善
い
方
へ
向
け
よ
う
と
い
う
強
い
意
思
を

感
じ
た
の
で
す
。

こ
の
方
に
対
し
て
、
法
律
を
犯
し
て
こ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

日
常
の
生
活
に
追
わ
れ
て
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
て
反
省
す
る

機
会
が
少
な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
過
去
を

振
り
返
る
機
会
は
未
来
の
生
き
方
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
仏

教
の
懺
悔
は
、
悪
の
連
鎖
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
善
い
方
へ
ハ

ン
ド
ル
を
き
っ
て
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
懺
悔
に
関
わ
る
の
が
「
不
挙
教
懺
戒
」
で
す
。
仏
教
の
罪

を
犯
し
た
人
に
対
し
て
懺
悔
を
勧
め
る
戒
で
す
。
他
者
に
懺
悔

を
勧
め
る
こ
と
は
、
そ
の
方
の
未
来
が
少
し
で
も
善
い
方
へ
向

い
て
欲
し
い
と
い
う
慈
悲
の
実
践
で
す
。
も
し
懺
悔
を
勧
め
ず

に
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
れ
ば
、
罪
を
犯
す
と
い
う
悪
い
経
験

が
、
次
の
罪
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
さ
ら
に
繰
り
返
し
や
す

く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
人
間
の
欲
望
は
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。
罪
を
繰
り
返
し
た
人
も
、
そ
の
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

人
も
苦
し
む
結
果
に
な
る
の
で
す
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
、
苦
を
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抜
き
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
い
う
慈
悲
の
実
践
に
反
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
反
対
に
懺
悔
を
勧
め
る
こ
と
は
苦
を
減
ら
す
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

人
間
の
弱
さ
・
愚
か
さ
は
、
反
省
し
た
と
思
っ
て
も
、
時
間

が
経
て
ば
忘
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
自
分
も
周
り
の
人
も
短
い
間
隔
で
懺

悔
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
浄
土
宗
の
お
勤
め
で
は
、
懺
悔

偈（
（1
（

を
お
唱
え
し
ま
す
か
ら
、
毎
日
仏
壇
の
前
で
懺
悔
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
法
要
な
ど
の
機
会
に
は
、
お
寺
に
お
参

り
し
て
住
職
や
参
詣
者
と
一
緒
に
懺
悔
で
き
ま
す
。
お
寺
で
法

要
を
勤
め
る
の
は
、
住
職
が
懺
悔
の
機
会
を
提
供
す
る
「
不
挙

教
懺
戒
」
の
実
践
で
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
な
ど
お

誘
い
あ
わ
せ
（「
不
挙
教
懺
戒
」
の
実
践
）
の
上
、
お
寺
の
法

要
で
共
に
懺
悔
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ

ぬ
よ
う
、
未
来
の
在
り
方
を
少
し
で
も
善
い
方
へ
向
け
る
よ
う
、

考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

◎
第
六
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
住
不
請
法
戒
」（
じ
ゅ
う
ふ
し
ょ
う
ぼ
う
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
聞
法
！

・
法
を
聞
け
！

・
法
を
聞
い
て
聞
き
ま
く
れ

・
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
犠
牲
に
し
て
で
も
教
え
を
聞
け

・
情
報
は
た
だ
で
は
な
い

三
、
戒
の
趣
旨

・�

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
で
も
教
え
を
聞
く
こ
と
の
勧

め
四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
見
大
乘
法
師
大
乘
同
學
同
見
同
行
來
入
僧
坊
舍
宅
城
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邑
若
百
里
千
里
來
者
即
起
迎
來
送
去
禮
拜
供
養
日
日
三
時
供
養

日
食
三
兩
金
百
味
飮
食
牀
座
醫
藥
供
事
法
師
一
切
所
須
盡
給
與

之
常
請
法
師
三
時
説
法
日
日
三
時
禮
拜
不
生
瞋
心
患
惱
之
心
爲

法
滅
身
請
法
不
懈
若
不
爾
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
大
乗
の
法
師
、
大
乗
の
同
学
、
同
見
、
同
行
の

僧
坊
、
舍し

ゃ

宅た
く

城じ
ょ
う

邑お
う

に
来
入
し
、
若
し
は
百
里
千
里
よ
り
来
ら
ん

を
見
て
は
、
即
ち
起
て
迎こ

う

来ら
い

送そ
う

去こ

し
、
礼
拝
供
養
す
べ
し
。
日

日
三
時
に
供
養
し
、
日
に
三
両
の
金
、
百
味
の
飲
食
を
食
し
め
、

牀し
ょ
う

座ざ

医い

薬や
く

ま
で
も
、
法
師
に
供
事
し
、
一
切
の
所し

ょ

須し
ゅ

、
尽
く
こ

れ
に
給
与
す
べ
し
。
常
に
法
師
を
請
し
て
、
三
時
に
説
法
せ
し

め
日
日
三
時
に
礼
拝
し
て
、
瞋し

ん

心じ
ん

患げ
ん

悩の
う

の
心
を
生
ぜ
ざ
れ
。
法

の
た
め
に
身
を
滅
す
と
も
、
法
を
請
し
て
懈お

こ
た

ら
ざ
れ
。
若
し
爾

ら
ず
ん
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
大
乗
の
法
師
や
、
大
乗
で
共
に
学
び

同
じ
見
解
を
持
ち
共
に
修
行
す
る
も
の
が
、
僧
坊
や
自
宅
や
都

市
に
や
っ
て
来
た
り
、
あ
る
い
は
百
里
・
千
里
〔
の
向
こ
う
〕

か
ら
来
た
の
を
見
れ
ば
、
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
、
来
た
の
を

迎
え
、
立
ち
去
る
の
を
送
り
、
礼
拝
し
、
供
養
し
な
さ
い
。
毎

日
三
回
の
時
に
供
養
し
、
一
日
あ
た
り
三
両
（
お
金
の
単
位
で

は
な
く
金
の
重
さ
）
の
金
に
相
当
す
る
種
々
様
々
の
飲
食
物
を

食
べ
さ
せ
、
臥
具
や
座
具
や
医
薬
品
に
い
た
る
ま
で
も
法
師
に

奉
仕
し
、
す
べ
て
必
要
な
も
の
を
全
部
、
与
え
な
さ
い
。
い
つ

で
も
法
師
を
招
い
て
〔
一
日
に
〕
三
回
の
時
に
説
法
し
て
も
ら

い
、
毎
日
三
回
の
時
に
礼
拝
し
て
、
怒
り
の
心
や
煩
わ
し
く
思

う
心
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
。
法
の
た
め
に
身
を
滅
ぼ
し
て
も
、

法
を
求
め
、
怠
け
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

「
住
不
請
法
戒
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
で
も

教
え
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

十
重
禁
戒
第
八
の
「
慳
惜
加
毀
戒
」
で
は
、
教
え
を
与
え
る
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側
が
与
え
お
し
み
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
を

苦
し
み
か
ら
済
い
さ
と
り
へ
と
導
く
こ
と
を
存
在
理
由
と
す
る

菩
薩
が
吝り

ん

嗇し
ょ
く

（
ケ
チ
）
の
た
め
に
教
え
を
与
え
な
い
な
ら
ば
、

自
身
の
存
在
理
由
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
菩
薩
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
る
「
波
羅
夷
罪
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

一
方
、「
住
不
請
法
戒
」
は
教
え
を
与
え
ら
れ
る
側
の
態
度

を
定
め
た
も
の
で
す
。「
軽
垢
罪
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
態

度
が
少
々
悪
く
教
え
を
安
く
買
い
叩
い
た
と
し
て
も
菩
薩
と
し

て
の
存
在
理
由
を
否
定
す
る
ま
で
の
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
判

断
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
も

買
っ
た
あ
と
で
「
高
い
買
い
物
だ
っ
た
」
と
思
え
ば
ム
カ
つ
き

も
す
る
で
し
ょ
う
し
、
後
悔
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
教
え
に
関
し
て
は
、
そ
う
い
う
後
悔
を
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
よ
、
と
い
う
の
が
こ
の
規
定
が
教
え
る
こ
と
で
す
。
む
し
ろ

教
え
に
対
し
て
は
対
価
を
お
し
ん
で
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い

ま
す
。
今
風
に
言
う
な
ら
ば
、
情
報
は
タ
ダ
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

一
九
九
五
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
商
用
化
さ
れ
日
常
的
に

使
い
始
め
た
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
業
者
に
対
し

て
接
続
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
の
に
、
接
続
先
の
サ
ー
バ
ー
の

運
営
者
に
対
し
て
何
ら
の
支
払
い
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
不
思

議
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
接
続
業
者
が
利
用

者
の
接
続
先
に
料
金
を
支
払
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

す
こ
し
考
え
れ
ば
わ
か
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
情
報
を
提
供
す
る
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
本

来
無
料
で
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
な
の
で
す
。

あ
る
書
籍
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
と
し
て
、

必
要
な
経
費
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
利
用
者
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
閲
覧
す
る
た
め
の
サ
イ
ト
に
パ
ソ
コ
ン
な

り
ス
マ
ホ
な
り
で
ア
ク
セ
ス
し
て
閲
覧
用
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て

閲
覧
し
ま
す
。
利
用
者
側
に
必
要
な
支
出
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
通
信
料
や
機
材
の
代
金

で
す
。
一
方
、
書
籍
を
提
供
す
る
側
は
、
紙
媒
体
の
書
籍
を
作

る
費
用
（
元
原
稿
作
成
、
書
籍
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
出
版
な
ど
の

経
費
）、
紙
媒
体
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
た
め
の
費
用
（
画
像
な
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ら
ば
撮
影
、
文
字
情
報
の
入
力
作
業
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
経

費
）、
さ
ら
に
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
た
め

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
費
用
、
ペ
ー
ジ
の
保
守
管
理
の

費
用
、
提
供
す
る
サ
ー
バ
ー
の
費
用
（
自
前
の
サ
ー
バ
ー
を
持

つ
組
織
で
あ
れ
ば
機
材
の
費
用
や
維
持
管
理
費
用
な
ど
、
レ
ン

タ
ル
サ
ー
バ
ー
を
使
っ
て
い
れ
ば
レ
ン
タ
ル
料
な
ど
）
な
ど
、

非
常
に
多
く
の
経
費
が
必
要
で
す
。
わ
た
し
た
ち
が
日
常
的
に

利
用
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
こ
う
い
う
経
費
を

費
や
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
が
、
大
半
の
情
報

に
対
し
て
直
接
的
な
対
価
を
支
払
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

例
え
ば
、浄
土
宗
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』

は
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誰
で
も
無
料
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
こ
の
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
運
営
す
る
の
に
必
要
な
経
費
は

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
紙
版
の
『
新
纂
浄
土
宗
大

辞
典
』
の
完
成
ま
で
に
は
、
事
前
に
企
画
・
項
目
や
執
筆
者
の

選
定
・
事
業
の
運
営
の
た
め
の
組
織
の
立
上
げ
と
運
営
が
必
要

で
し
た
。
こ
の
人
件
費
、
そ
の
他
の
経
費
が
ま
ず
必
要
に
な
り

ま
す
。
執
筆
者
は
四
百
人
あ
ま
り
で
、
そ
の
原
稿
料
も
必
要
で

す
。
そ
し
て
原
稿
を
集
め
、
整
理
し
、
印
刷
会
社
に
渡
す
原
稿

を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
、
お
び
た
だ
し
い
事
務
作
業
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
当
然
、
人
件
費
な
ど
の
経
費
が
発
生
し
ま
す
。
続

い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
化
の

作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
紙
版
の
大
辞
典
が
完
成
し
た
後
、
そ
の

デ
ー
タ
を
印
刷
会
社
か
ら
譲
り
受
け
る
の
に
も
、
対
価
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
で

き
る
よ
う
に
整
理
、
加
工
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
は

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
た
め

の
経
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
た
め
の
サ
ー
バ
ー
を
レ
ン
タ
ル
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

の
構
築
な
ど
の
準
備
が
行
わ
れ
、
テ
ス
ト
等
を
繰
り
返
し
て
初

め
て
公
開
に
至
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
経
費
が
発
生
し
ま
す
。
一

旦
公
開
し
て
か
ら
も
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
不

具
合
の
修
正
が
行
わ
れ
、
サ
ー
バ
ー
の
費
用
も
固
定
費
と
し
て

継
続
的
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
手
間
ひ
ま
と
経
費

を
か
け
て
初
め
て
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
無
償
で
公
開
し
て
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い
る
の
は
浄
土
宗
の
正
し
い
教
え
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
で

す
。こ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
現
代
の
わ
た
し
た
ち
は
多
く
利
用

し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
続
け
て
い
る
と
、
情
報
と
は

無
料
で
あ
る
、
提
供
さ
れ
て
当
た
り
前
、
と
思
い
込
ん
で
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
ど
い
場
合
は
、

そ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
不
平
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
る
こ

と
ま
で
平
気
で
し
て
し
ま
う
。
情
報
を
提
供
す
る
側
の
手
間
と

経
費
が
見
え
な
い
、
見
な
い
と
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
そ
う
で
す
。

昨
今
は
動
画
配
信
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で
利
用
す
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
特
定
の
情
報
に
関
し
て
は
無
料
で

は
な
い
、
と
い
う
意
識
が
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
っ
と
も
か
つ
て
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
と
比
べ
る
と
大
変
に
安
価
の
設
定
で

す
。　

ま
た
、
書
籍
・
映
像
・
画
像
・
音
声
と
い
っ
た
様
々
な

情
報
に
つ
い
て
、
正
規
の
ル
ー
ト
で
無
償
で
提
供
さ
れ
る
も
の

も
多
く
あ
り
、
大
変
に
恩
恵
を
被
る
一
方
、
海
賊
版
に
よ
る
権

利
の
侵
害
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
は
無
料
、

あ
る
い
は
そ
れ
ほ
ど
高
額
で
は
な
い
、
と
い
う
意
識
は
ま
だ
ま

だ
強
い
で
す
。
そ
し
て
、
情
報
は
無
料
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
、

情
報
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
に
費
や
さ
れ
た
労
力
と
経
費
を
軽
ん

じ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
情
報
そ
の
も
の
を
軽
ん
じ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

情
報
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
や
り
取
り
さ
れ
る
も
の
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
情
報
が
一
国
の
行
く
末
す
ら
左
右

し
た
、
と
い
う
事
例
は
歴
史
の
上
で
い
く
つ
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
情
報
で
あ
れ
ば
、
人
は
命
を
か
け
て
も

入
手
し
、
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
情
報
の
重
要

度
に
も
色
々
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
た
ち

は
過
剰
と
も
言
え
る
量
の
情
報
に
日
々
接
し
て
い
ま
す
。
そ
の

情
報
を
得
る
ま
で
に
費
や
さ
れ
た
労
力
経
費
と
、
そ
の
情
報
の

価
値
を
吟
味
し
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

情
報
の
な
か
で
も
仏
教
の
教
え
は
、
人
々
を
窮
極
的
に
救
い

と
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
、
値
を
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
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の
価
値
の
あ
る
も
の
で
す
。
菩
薩
は
そ
の
教
え
を
体
現
し
、

人
々
を
す
く
い
取
る
こ
と
を
存
在
理
由
と
し
ま
す
。
そ
の
自
ら

の
存
在
理
由
を
成
り
立
た
せ
る
教
え
（
＝
情
報
）
は
、
何
よ
り

も
重
要
な
価
値
を
持
つ
は
ず
で
す
。
情
報
の
重
要
度
と
そ
の
情

報
を
入
手
す
る
た
め
に
費
や
さ
れ
た
労
力
（
こ
の
場
合
は
先
輩

菩
薩
の
学
習
や
修
行
）
が
体
感
で
き
な
い
と
、
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
の
貴
重
さ
を
低
く
見
積
も
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
「
住
不
請
法
戒
」
で
は
、
教
え
の
重

要
性
を
正
し
く
見
積
も
り
、
あ
ら
ゆ
る
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
教

え
を
聞
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
齊
藤
舜
健
）

◎
第
七
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
不
能
遊
学
戒
」（
ふ
の
う
ゆ
う
が
く
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
菩
薩
の
学
び
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
だ

・
ボ
－
デ
ィ
サ
ッ
ト
バ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

・
法
門
無
尽
誓
願
知

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
学
べ

・
主
体
的
な
学
び
、
対
話
的
な
学
び
、
深
い
学
び

三
、
戒
の
趣
旨

・
自
ら
赴
い
て
聴
い
て
、
学
び
質
問
す
べ
き
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
見
一
切
處
有
講
法
毘
尼
經
律
大
宅
舍
中
有
講
法
處
是

新
學
菩
薩
應
持
經
律
卷
至
法
師
所
聽
受
諮
問
若
山
林
樹
下
僧
地

房
中
一
切
説
法
處
悉
至
聽
受
若
不
至
彼
聽
受
諮
問
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
一
切
の
処
に
、
法
・
毘び

尼に

・
経
・
律
を
講
ず
る

こ
と
あ
ら
ん
。
大
宅
舎
の
中
に
、
講
法
の
処
あ
ら
ん
を
見
て
は
、
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こ
れ
新
学
の
菩
薩
は
、
ま
さ
に
経
律
の
巻
を
持
し
て
、
法
師
の

所
に
至
っ
て
、
聴
受
諮
問
す
べ
し
。
若
し
は
山
林
樹
下
、
僧
地

房
中
、
一
切
説
法
の
処
、
悉
く
至
っ
て
聴
受
す
べ
し
。
若
し
、

か
し
こ
に
至
っ
て
聴
受
諮
問
せ
ず
ん
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、〔
法
師
が
〕
様
々
な
場
所
で
教
え
や

律
を
講
義
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。〔
法
師
が
〕
大
き
な
邸

宅
で
仏
法
の
講
義
が
な
さ
れ
る
場
所
が
あ
る
の
を
見
た
な
ら
ば
、

新
学
の
菩
薩
は
経
と
律
の
経
巻
を
持
っ
て
法
師
の
と
こ
ろ
に
赴

い
て
、
聴
き
受
け
と
め
、
質
問
す
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

山
林
に
あ
る
木
の
下
や
僧
団
の
滞
在
す
る
地
に
あ
る
房
舎
内
等

の
様
々
な
説
法
の
場
所
に
す
べ
て
に
赴
い
て
聴
き
受
け
と
め
る

べ
き
で
あ
る
。
も
し
そ
の
場
所
に
赴
い
て
聴
き
受
け
と
め
、
質

問
し
な
い
な
ら
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

四
十
八
軽
戒
の
第
七
「
不
能
遊
学
戒
」
は
、
新
学
の
菩
薩
が

教
え
や
律
を
聴
聞
し
、
質
問
す
る
こ
と
を
怠
れ
ば
、
軽
罪
と
す

る
戒
条
で
す
。
和
訳
に
あ
る
「
赴
い
て
、
聴
き
受
け
と
め
、
質

問
す
る
べ
き
」
と
は
、
積
極
的
に
学
び
励
む
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

修
行
僧
が
道
場
生
活
で
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
基

本
的
な
決
ま
り
を
定
め
た
「
道
場
清
規
」
に
も
、
こ
の
「
不
能

遊
学
戒
」
に
似
た
条
項
が
み
ら
れ
ま
す
。
浄
土
宗
が
主
催
す
る

宗
侶
養
成
機
関
の
某
道
場
清
規
に
は
、「
入
行
者
は
〈
中
略
〉

勤
行
講
義
作
務
等
の
所
定
の
解
行
に
励
む
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

佛
教
大
学
道
場
清
規
の
三
つ
目
に
は
「
毎
日
の
仏
前
の
勤
行
お

よ
び
日
課
称
名
懈
怠
な
き
こ
と
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
知
恩
院
伝
宗
伝
戒
道
場
（
加
行
道
場
）
で
は
、
道
場
清
規

第
二
条
に
「
受
者
は
規
定
の
時
間
を
厳
守
し
勤
行
聴
法
の
事
に

励
精
し
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
条
項
の
内
容
に
細
か
な

違
い
は
あ
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
「
精
励
す
る
こ
と
」・「
懈
怠
な

き
こ
と
」
と
、
積
極
的
な
姿
勢
を
求
め
て
い
ま
す
。

積
極
的
な
学
び
の
姿
勢
を
求
め
促
す
こ
と
は
、
僧
侶
だ
け
に

限
り
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、
昨
今
、「
ア
ク
テ
ィ
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ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
学
習
方
法
が
活
発
に
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
定
義
に
よ
る
と
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
は
「
学
修
者
（
表
記
の
ま
ま
）
が
能
動

的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知
的
、
倫
理
的
、
社
会
的
能
力
、

教
養
、
知
識
、
経
験
な
ど
の
汎
用
的
能
力
の
向
上
や
育
成
を
目

指
ざ
す
」
と
さ
れ
、
従
来
の
受
動
的
な
講
義
（
授
業
）
と
は
真

逆
の
、
学
習
す
る
側
の
積
極
的
な
授
業
参
加
を
促
す
学
習
法
の

総
称
で
す
。
新
し
い
社
会
に
対
応
で
き
る
資
質
の
獲
得
や
能
力

の
向
上
が
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
ね
ら
い
の
一
つ

と
さ
れ
て
お
り
、「
不
能
遊
学
戒
」
と
も
似
た
面
が
あ
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
実
施
す
る
上
で
の
ポ

イ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
お
り
、
主
体
的
な
学
び
、
対
話
的
な
学
び
、

深
い
学
び
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
不
能
遊
学
戒
」

と
並
べ
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
目
「
主
体
的
な
学

び
」
と
は
、「
不
能
遊
学
戒
」
の
和
訳
で
言
え
ば
「
赴
い
て
、

聴
き
受
け
と
め
」
の
部
分
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。
次
に
二
つ
目

の
「
対
話
的
な
学
び
」
と
は
、同
じ
く
和
訳
の
「
質
問
す
べ
し
」

の
部
分
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
興
味
や
関
心

を
持
っ
て
踏
み
込
ん
で
学
べ
ば
、
疑
問
が
湧
い
て
く
る
も
の
で

す
し
、
そ
の
疑
問
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
次
の
学
習

に
繋
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
も
し
質
問
し
よ
う
と
思

え
ば
深
く
掘
り
下
げ
て
理
解
し
よ
う
と
積
極
的
な
姿
勢
に
な
る

も
の
で
す
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
質
問
を
投
げ
掛
け
る
ま
で
に

は
な
か
な
か
辿
り
着
け
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
質

問
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
方
だ
け
に
留
ま
ら
ず
他
者
の
考

え
方
を
手
が
か
り
に
し
て
自
身
の
考
え
方
が
広
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
よ
り
深
い
理
解
を
促
す
き
っ
か
け
と
も
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
三
つ
目
の
「
深
い
学
び
」
と
は
、「
不
能
遊
学
戒
」

の
和
訳
に
直
接
相
当
す
る
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
び
の
過

程
で
様
々
な
知
識
や
考
え
方
を
得
て
こ
れ
ら
を
互
い
に
関
連
さ

せ
な
が
ら
更
に
学
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
指
し
ま
す
。
浄
土

宗
の
僧
侶
は
、
こ
れ
を
「
研
鑽
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
大
き
く
変
化
す
る
社
会
や
多

様
な
価
値
観
の
中
で
も
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
法
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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元
々
「
不
能
遊
学
戒
」
と
は
、
新
学
菩
薩
の
威
儀
や
振
る
舞

い
が
集
団
生
活
の
中
で
整
う
よ
う
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
に
規

定
さ
れ
た
条
項
の
様
で
す
が
、「
積
極
的
」
と
い
う
点
で
括
れ
ば
、

上
記
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
共
通
点
を
見
出
だ
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
」
と
い
う
姿
勢
が
、
自

身
の
環
境
を
よ
り
良
く
高
め
て
い
く
原
動
力
で
あ
る
と
伝
え
て

く
れ
る
条
項
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
仏
教
や
浄
土
宗
の
教
え
に
つ

い
て
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
先
に
、
自
身
の
信
仰
の

深
ま
り
が
あ
り
、
有
難
い
仏
様
の
尊
い
教
え
が
頂
け
る
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
粟
飯
原
岳
志
）

【
参
考
文
献
・
参
考
資
料
】

・�

齊
藤
隆
信
『
円
頓
戒
の
あ
る
暮
ら
し
〜
現
世
安
穏
の
た
め
に
〜
』
※
和

合
連
載
よ
り
。

・�

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
考
え
方
－
中
央
教
育
審
議

会
に
お
け
る
議
論
か
ら
改
訂
そ
し
て
実
施
へ
。

　

�https://w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/new

-cs/__
icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf

・
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
用
語
集
。

　

�https://w
w
w
.m

ext.go.jp/com
ponent/b_m

enu/shingi/
toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/ 1325048_3.pdf

・
浄
土
宗
教
師
養
成
道
場 

道
場
清
規
。

・
佛
教
大
学
通
信
教
育
課
程
『
入
行
の
し
お
り
』。

・
総
本
山
知
恩
院
伝
宗
伝
戒
道
場
要
項
。

◎
第
八
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
背
正
向
邪
戒
」（
は
い
し
ょ
う
こ
う
じ
ゃ
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・�

郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
。
大
乗
に
入
っ
て
は
大
乗
戒
に
従

え
・
自
ら
の
道
を
信
じ
、
歩
め

・
宗
論
は
ど
ち
ら
が
負
け
て
も
釈
迦
の
恥

・
大
乗
仏
説
な
り
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三
、
戒
の
趣
旨

・
大
乗
戒
を
守
る
勧
め

�
（
浄
土
宗
の
教
え
な
ど
の
、
大
乗
仏
教
の
教
え
に
帰
依
す
る

な
ら
ば
、
大
乗
に
背
か
ず
、
大
乗
を
誹
謗
せ
ず
、
他
の
戒
に

依
ら
ず
、
我
が
宗
で
は
、
大
乗
の
戒
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
十
重
四
十
八
軽
戒
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。）

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
心
背
大
乘
常
住
經
律
言
非
佛
説
而
受
持
二
乘
外
道
惡

見
一
切
禁
戒
邪
見
經
律
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
心こ

こ
ろ

、
大
乗
常
住
の
経
律
に
背
き
、
仏
説
に
非
ず

と
言お

も
う
て
、
而
も
二
乗
外
道
、
悪
見
の
一
切
禁
戒
、
邪
見
の
経

律
を
受
持
せ
ん
と
せ
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、〔
お
前
た
ち
の
〕
心
が
大
乗
〔
の
立

場
か
ら
〕
常
住
〔
を
説
く
と
こ
ろ
〕
の
経
と
律
に
背
い
て
、「
仏

説
で
は
な
い
」
と
思
（
言
）
い
、
二
乗
（
声
聞
・
縁
覚
）・
外

道
（
他
教
徒
）・
誤
っ
た
見
解
で
あ
る
す
べ
て
の
禁
戒
・
間
違
っ

た
見
解
の
経
と
律
を
受
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
軽
垢
罪
を

犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

こ
の
「
第
八
軽
戒
」
で
は
、
大
乗
仏
教
に
背
か
ず
、
誹
謗
せ

ず
、「
二
乗
」
の
小
乗
仏
教
（
釈
尊
以
外
は
仏
に
な
れ
ず
、
最

高
で
も
阿
羅
漢
の
位
ま
で
の
教
え
の
学
派
で
、
大
乗
仏
教
側
が
、

自
利
に
大
き
く
比
重
を
置
く
と
し
て
批
判
し
た
、
小
さ
な
乗
り

物
の
意
の
蔑
称
。）
や
仏
教
以
外
の
戒
律
に
従
う
こ
と
な
き
よ

う
に
戒
め
て
い
ま
す
。
大
乗
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
当
然
、
小

乗
な
ど
の
戒
律
で
は
な
く
、
大
乗
の
戒
、
す
な
わ
ち
、
こ
の

『
梵
網
経
』
の
立
場
で
は
、
十
重
四
十
八
軽
戒
を
守
る
べ
き
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

す
な
わ
ち
、
大
乗
の
教
え
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
大
乗
の
精

神
に
則
っ
た
大
乗
の
戒
を
守
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
乗
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仏
教
の
教
え
や
戒
律
で
は
、
利
他
や
慈
悲
の
姿
勢
が
、
や
や
弱

い
で
す
が
、
そ
れ
に
比
べ
、
こ
の
十
重
四
十
八
軽
戒
は
、
大
乗

の
強
力
で
広
大
な
慈
悲
の
精
神
を
柱
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
戒
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
大

乗
の
慈
悲
の
精
神
な
ど
を
有
す
る
教
え
と
、
軌
を
一
に
し
た
大

乗
の
戒
を
守
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
す
。
浄
土
宗
で
は
、
そ
の

大
乗
の
慈
悲
の
精
神
に
彩
ら
れ
た
、
十
重
四
十
八
軽
戒
を
守
る

べ
き
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
「
背
正
向
邪
戒
」
の
文
で
は
、「
大
乗
常
住
の

経
律
」
と
「
仏
説
に
非
ず
と
言お

も
う
て
」
の
文
は
、
対
比
的
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
大
乗
は
「
常
住
」
と
し
て
、
確

固
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
一
方
、
そ
の
大
乗
の
存
在
を

根
底
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
「
仏
説
に
非
ず
」
の
文
を
配
置
し
、

対
比
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
大
乗
常
住
の
経
律
」
は
、「
二
乗
外
道
、
悪

見
の
一
切
禁
戒
、
邪
見
の
経
律
」
と
も
対
比
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
大
乗
に
つ
い
て
、「
常
住
」
と
断

定
的
に
肯
定
し
て
い
ま
す
が
、
二
乗
・
外
道
を
「
悪
見
」「
邪

見
」
と
、
厳
し
く
否
定
し
て
い
る
表
現
で
す
。
対
比
的
に
示
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

更
に
、
大
乗
を
「
常
住
」
と
し
つ
つ
、
そ
の
大
乗
に
「
背
」

く
と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
常
住
の
も
の
を

否
定
し
て
「
背
」
く
と
い
う
、
甚
だ
し
い
背
反
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
乗
を
「
常
住
」
と
表
現
す
る
こ
と
で
、

大
乗
が
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
に
背

い
た
り
、
誹
謗
し
た
り
、
他
に
依
る
こ
と
を
、
戒
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、『
梵
網
経
』
の
浄
土
宗
の
大
雲
本
の
テ
キ
ス
ト
の
訓

読
で
は
、「
言
」
を
「
オ
モ
フ
テ
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
乗
の
誹
謗
を
「
言
」
っ
て
口
に
し
て
し
ま
う
と
、
極
め
て
重

い
罪
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
軽
垢
罪
」
と
齟
齬
を
き
た
す
と
判

断
し
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
大
乗
の
誹
謗
を

〝
言
う
〟
ま
で
で
は
な
く
て
、〝
思
う
〟
程
度
な
ら
、
重
罪
で
は

な
く
、「
軽
垢
罪
」
程
度
に
お
さ
ま
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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と
こ
ろ
で
、
二
乗
や
外
道
の
こ
と
を
、「
悪
見
」「
邪
見
」
と

厳
し
く
非
難
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
背
正
向
邪
戒
」
の
文
で

の
二
乗
・
外
道
は
、
大
乗
を
排
除
し
て
、
二
乗
や
外
道
の
み
の

経
典
や
戒
律
に
依
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
厳
し
く
非

難
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
大
乗
の
中
に
も
、
二
乗
や
外
道
な
ど
は
存
在
し
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
者
た
ち
は
、
大
乗
の
色
に
染
ま
っ
た
、
大
乗

の
教
え
に
依
る
二
乗
や
外
道
の
衆
生
で
す
の
で
、
そ
こ
ま
で
の

厳
し
い
非
難
は
、
通
常
な
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、

大
乗
を
排
除
す
る
よ
う
な
姿
勢
な
の
で
、
厳
し
く
非
難
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
大
乗
の
立
場
な
ら
ば
、
大

乗
を
排
除
す
る
よ
う
な
姿
勢
は
、
許
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
大
乗
は
、
確
固
と
し
て
常
住
で
あ
る
の
で
、

そ
れ
と
背
反
し
、
誹
謗
す
る
、
悪
見
・
邪
見
の
小
乗
や
外
道
の

戒
律
に
依
る
の
で
は
な
く
、
大
乗
の
戒
に
依
る
べ
き
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
「
背
正
向
邪
戒
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
大
乗
と
小
乗
の
争
い
は
、
イ
ン
ド

で
大
乗
仏
教
が
誕
生
し
て
以
降
、
続
い
て
い
る
も
の
で
す
が
、

多
く
の
場
合
、
そ
の
争
い
は
、
絶
対
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
も
、

相
対
的
な
争
い
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
特
に
、

中
国
や
日
本
な
ど
の
仏
教
界
で
は
、
相
対
的
な
優
劣
を
主
張
す

る
争
い
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

無
論
、
例
え
ば
、
小
乗
が
、「
背
正
向
邪
戒
」
に
あ
る
よ
う

に
、
大
乗
を
非
仏
説
と
し
て
、
絶
対
的
に
大
乗
を
否
定
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
批
判
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
仏
教
の
歴
史

の
中
で
は
、
大
乗
を
完
全
に
殲
滅
さ
せ
る
よ
う
な
、
戦
争
や
大

き
な
暴
力
ま
で
に
は
、
な
か
な
か
発
展
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

同
様
に
、
大
乗
も
、
小
乗
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
ま
す
が
、

た
だ
、
そ
れ
で
も
、
小
乗
を
殲
滅
さ
せ
る
よ
う
な
、
戦
争
や
大

き
な
暴
力
ま
で
に
は
、
な
か
な
か
発
展
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
大
乗
も
小
乗
も
、
論
説
の
中
で
は
、
厳
し
く
相
手

を
批
判
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
言
説
上
の
こ
と
が
主
で
、
相

手
を
殲
滅
さ
せ
よ
う
と
い
う
よ
り
も
、
事
実
上
、〔
人
間
的
な
〕

存
在
自
体
は
、
部
分
的
に
相
対
的
に
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
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に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
も
し
、
そ
の
存
在
自
体
も
完
全
に
認
め

て
い
な
い
な
ら
、
暴
力
な
ど
を
用
い
て
殲
滅
さ
せ
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
上
記
の
よ
う
に
、
仏
教
の
歴
史
上
、
な

か
な
か
そ
こ
ま
で
に
は
発
展
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
故
に
、

事
実
上
、
存
在
自
体
は
、
部
分
的
に
は
認
め
合
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
の
大
き
な
暴
力
に
な
ら
な
い
か
と
い
え
ば
、

無
論
、
両
者
と
も
に
、
暴
力
を
否
定
し
て
い
る
教
え
だ
か
ら
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
加
え
て
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
部
分
的
に

相
対
的
に
お
互
い
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
の
中

心
思
想
で
あ
る
、
空
や
無
我
の
教
え
が
い
く
ら
か
利
い
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
空
や
無
我
の
教
え
は
、

全
て
の
も
の
に
つ
い
て
、
絶
対
的
な
本
体
を
否
定
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、
一
つ
の
立
場
の
み
に
絶
対
的
に
執
着
す
る
こ

と
を
、
否
定
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
故
に
、
仏
教
の

教
え
は
、
柔
軟
な
思
想
・
考
え
方
と
い
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
対
機
説
法
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
機
根
に

よ
っ
て
、
異
な
る
人
な
ら
ば
、
違
う
仏
教
の
信
仰
の
道
が
あ
り

う
る
と
い
う
考
え
方
な
ど
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
仏
教
に

は
、
八
万
四
千
の
法
門
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
空
や
無
我
の
教
え
が
利
い
て
、
一
つ
の
立
場
の

み
に
固
着
せ
ず
、
仏
教
は
柔
軟
な
思
想
な
の
で
、
絶
対
的
に
相

手
を
殲
滅
さ
せ
よ
う
と
い
う
発
想
に
な
か
な
か
な
ら
ず
、
部
分

的
に
相
対
的
に
、
お
互
い
の
存
在
自
体
は
認
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
相
手
を
言
説
上
で
は
、
厳
し
く

批
判
し
つ
つ
も
、
部
分
的
に
相
対
的
に
、
行
動
や
振
る
舞
い
上

な
ど
で
は
、
相
手
の
存
在
自
体
は
認
め
、
あ
る
意
味
で
の
共
存

が
成
り
立
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
極
め
て
狭
量
に
す
ぎ
て
、
相
手
の
能
力
や
影
響
力

や
存
在
の
大
き
さ
の
あ
ま
り
、
そ
の
相
手
に
〔
大
勢
で
〕
嫌
が

ら
せ
を
し
て
、
孤
立
さ
せ
よ
う
、〔
大
き
な
能
力
や
影
響
力
や

存
在
を
〕
排
除
し
よ
う
、
果
て
は
、
殺
害
し
て
し
ま
お
う
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
世
の
中
に
は
、
し
ば

し
ば
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、
ど
こ
か
の
点
で
、
共
存
的
な
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考
え
方
が
重
要
な
の
で
し
ょ
う
。（
大
乗
と
小
乗
の
場
合
、
部

分
的
に
相
対
的
に
存
在
自
体
は
認
め
て
い
た
点
で
、
あ
る
種
の

共
存
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）
ど
こ
か
の
点
で
、
お

互
い
が
理
解
し
合
い
、
共
存
す
る
こ
と
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

特
に
、
指
導
的
な
役
割
を
担
う
人
に
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え

方
が
、
よ
り
必
要
に
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
指
導
者
に
は
、

組
織
を
動
か
す
大
き
な
権
力
が
あ
る
か
ら
で
す
。
逆
に
、
自
身

の
名
声
や
保
身
や
悪
し
き
プ
ラ
イ
ド
の
た
め
、
大
し
て
悪
い
こ

と
を
し
て
い
な
い
、
能
力
や
影
響
力
や
存
在
の
大
き
な
人
に
対

し
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
を
し
て
、
排
除
す
る
と
い
う
の
は
、
指
導

者
と
し
て
の
器
量
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。

指
導
者
や
指
導
者
以
外
の
人
で
も
、
共
存
と
い
う
考
え
方
は

大
変
重
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
第
八
軽
戒
で
は
、
厳
し
く

小
乗
や
外
道
を
批
判
し
て
い
ま
す
が
、
い
き
す
ぎ
た
批
判
は
、

慎
み
た
い
も
の
で
す
。
今
日
的
な
良
識
か
ら
す
れ
ば
、
小
乗
や

仏
教
以
外
の
人
た
ち
に
対
し
て
も
、
一
定
の
尊
重
を
し
つ
つ
、

我
々
大
乗
や
浄
土
宗
の
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
教
え
や
戒
を

守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
相
対
的
に
共
存
を

は
か
る
一
方
、
我
々
大
乗
や
浄
土
宗
の
者
た
ち
は
、
勝
れ
た
自

分
た
ち
の
教
え
や
戒
を
信
じ
て
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。�

（
執
筆
者
：
角
野
玄
樹
）

◎
第
九
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
不
瞻
病
苦
戒
」（
ふ
せ
ん
び
ょ
う
く
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
寄
り
添
お
う

・
見
捨
て
れ
ば
、
見
捨
て
ら
れ
る　

・
人
の
た
め
が
自
分
の
た
め

・
す
ぐ
に
行
動
に
起
こ
す

・
衆
生
済
度
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三
、
戒
の
趣
旨

・�
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
分
け
隔
て
な
く
看
病
す
る
こ

と
の
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
見
一
切
疾
病
人
常
應
供
養
如
佛
無
異
八
福
田
中
看
病

福
田
是
第
一
福
田
若
父
母
師
僧
弟
子
病
諸
根
不
具
百
種
病
苦
惱

皆
供
養
令
差
而
菩
薩
以
瞋
恨
心
不
看
乃
至
僧
房
城
邑
曠
野
山
林

道
路
中
見
病
不
救
濟
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
一
切
疾
病
の
人
を
見
て
は
、
常
に
ま
さ
に
供
養

す
る
こ
と
、
仏
の
如
く
に
し
て
異
な
る
こ
と
無
か
る
べ
し
。
八

福
田（

（1
（

の
中
に
看
病
福
田
は
、
是
れ
第
一
の
福
田
な
り
。
若
し

父
母
師
僧
弟
子
の
病
、
諸
根
不
具
、
百
種
の
病
、
苦
悩
あ
ら
ば
、

皆
、
供
養
し
て
差い

え
し
む
べ
し
。
而
る
を
菩
薩
、
瞋
恨
の
心
を

以
っ
て
看
ず
、
乃
至
僧
房
、
城じ

ょ
う

邑お
う

広
野
、
山
林
道
路
の
中
に
し

て
、
病
め
る
を
見
て
救
済
せ
ず
ん
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
人
を
見
た
ら
、
い

つ
で
も
仏
と
異
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
供
養
（
看
病
）
す
べ

き
で
あ
る
。
八
福
田
の
中
に
お
い
て
看
病
福
田
は
第
一
の
福
田

で
あ
る
。
も
し
、
父
母
や
師
僧
、
弟
子
が
病
気
に
な
り
、
感
覚

器
官
に
障
害
が
生
じ
、
百
種
の
様
々
な
病
に
よ
っ
て
苦
悩
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
皆
を
供
養
（
看
病
）
し
て
〔
病
気
を
〕
治
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
菩
薩
が
瞋
り
の
心
で
も
っ

て
看
病
せ
ず
、
ま
た
僧
房
や
町
中
や
広
野
、
山
林
や
道
路
の
中

に
お
い
て
、
病
人
を
み
て
救
済
を
し
な
い
な
ら
ば
、
軽
垢
罪
を

犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話（

（1
（

四
十
八
軽
戒
の
第
九
番
目
は
「
不
瞻
病
苦
戒
」
で
す
。
こ
の

戒
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
と
、「
苦
し
ん
で
い
る
人
々

に
分
け
隔
て
な
く
寄
り
添
お
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仏
教
信
仰
の
厚
か
っ
た
岩
手
県
ご
出
身
の
詩
人
・
童
話
作
家
、
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宮
沢
賢
治
氏
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
と
い
う
詩
は
ご
存
じ
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
詩
を
俳
優
の
渡
辺
謙
氏
が
、
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
っ
た
直
後
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
朗
読
さ
れ
、
そ
の
動
画
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
こ

と
も
ご
記
憶
に
新
し
い
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
詩
は
宮
沢

賢
治
氏
が
こ
の
世
で
菩
薩
と
し
て
、
宮
沢
賢
治
氏
ご
自
身
ま
た

は
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
在
る
べ
き
か
と
い
う
、
人
と
し
て
の

理
想
の
在
り
方
・
生
き
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

詩
の
中
に
東
西
南
北
の
各
方
角
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
対
し

て
寄
り
添
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
東
の
方
角
に
は

こ
う
あ
り
ま
す
。「
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ
行
ッ
テ
看
病

シ
テ
ヤ
リ
…（

（1
（

」
と
。
東
の
方
角
に
病
気
（
病
苦
）
で
苦
し
ん

で
い
る
子
ど
も
が
い
れ
ば
看
病
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
菩
薩
が
守
る
べ
き
「
不
瞻
病
苦
戒
」
そ
の

も
の
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
法
然
上
人
の
お
伝
記
に
も
、
法
然
上
人
が
病
人
に
対

し
て
手
を
差
し
の
べ
て
お
ら
れ
る
興
味
深
い
出
来
事
が
記
さ
れ

て
い
ま
す（

（1
（

。
そ
れ
は
、
明
遍
僧
都（

（1
（

と
い
う
お
坊
様
の
夢
の
中

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
大
阪
四
天
王
寺
の
西
門
に
お
い
て
横
た

わ
り
苦
し
ん
で
い
る
数
え
き
れ
な
い
病
人
に
対
し
て
、
御
粥
の

入
っ
た
鉢
を
持
っ
た
法
然
上
人
が
一
人
ひ
と
り
の
病
人
の
口
に

匙
で
御
粥
を
与
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
御
粥

が
重
病
人
の
喉
を
通
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
お
念
仏
の
み

教
え
は
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
を
救

い
取
る
、
万
人
に
通
じ
る
み
教
え
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
敵
味
方
関
係
な
く
、
こ
の
世
で
苦

し
ん
で
い
る
誰
も
が
救
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
る
お
念
仏
の

み
教
え
を
人
々
に
説
か
れ
た
法
然
上
人
の
お
姿
と
い
う
の
は
ま

さ
に
、「
不
瞻
病
苦
戒
」
の
実
践
の
お
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
に
お
示
し
な
ら
れ
た
内
容
は
私
た
ち
が
実
践
す

る
場
合
に
お
い
て
と
て
も
困
難
な
こ
と
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
自
分
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
る
と
い
う
姿
勢

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
家
庭
内
で
あ
れ
ば
、
父
母
の
看

病
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
大
変
立
派
な
、「
不
瞻
病
苦
戒
」
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の
実
践
と
な
る
と
お
経
に
は
示
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
様

の
中
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
献
血
や
募
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
、
紛
争
、
災
害
や
病
気
で
苦
し
む
人
々
に
寄
り
添
わ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か（

（1
（

。

赤
十
字
の
父
と
い
わ
れ
、
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
ス
イ
ス
人
の
実
業
家
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ
ン
氏
は
イ
タ
リ

ア
統
一
戦
争
で
多
く
の
死
傷
し
た
兵
士
が
敵
味
方
問
わ
ず
戦
場

で
放
置
さ
れ
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
て
こ
の
よ
う
に

決
意
し
ま
し
た
。「
傷
つ
い
た
兵
士
は
も
は
や
兵
士
で
は
な
い
、

人
間
で
あ
る
。
人
間
同
士
と
し
て
そ
の
尊
い
生
命
は
救
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
の
信
念
の
も
と
、
戦
争
期
間
中
は

敵
国
の
兵
士
で
あ
ろ
う
と
も
関
係
な
く
、
救
護
活
動
を
懸
命
に

お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
「
人
間
の
命
を
尊
重
し
、

苦
し
む
人
を
敵
味
方
の
区
別
な
く
救
護
す
る
」
と
い
う
こ
と
を

国
際
社
会
に
強
く
訴
え
、
赤
十
字
規
約
と
い
う
も
の
を
作
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
現
在
世
界
中
で
救
護
活
動
を
お
こ
な
う
赤
十
字

の
起
こ
り
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
が

「
人
間
の
命
を
尊
重
し
、
苦
し
む
人
を
敵
味
方
の
区
別
な
く
救

護
す
る
」
と
い
う
赤
十
字
の
精
神
は
「
不
瞻
病
苦
戒
」
の
精
神

と
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
父
や

母
等
の
家
族
の
看
病
や
赤
十
字
を
通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
募

金
活
動
、
献
血
と
い
っ
た
皆
さ
ん
が
普
段
か
ら
さ
れ
て
い
る
身

近
な
活
動
も
「
不
瞻
病
苦
戒
」
の
実
践
そ
の
も
の
と
な
る
と
い

え
る
の
で
す
。

ま
ず
は
、
自
分
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
で
良
い
の

で
す
。
遠
く
で
苦
し
ん
で
い
る
人
の
こ
と
を
想
っ
て
合
掌
し
お

祈
り
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
悩
ん
で
い
る
お
友
達
に
「
ど

う
し
た
の
？
」
と
お
声
が
け
し
て
話
を
聴
く
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
募
金
箱
に
少
額
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
困
っ
て
い
る
、
悲
し

ん
で
い
る
人
の
こ
と
を
思
っ
て
募
金
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
の
こ
と
を

思
っ
て
献
血
を
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
は
じ
め
は
行
動
す

る
こ
と
に
勇
気
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
自
身
が
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
、
ご
自
身
が
手
の
届
く
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ

は
じ
め
、「
不
瞻
病
苦
戒
」
を
実
践
し
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々

に
心
か
ら
寄
り
添
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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：
岩
井
正
道
）

◎
第
十
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
畜
殺
生
具
戒
」（
ち
く
せ
つ
し
ょ
う
ぐ
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・「
兵
戈
無
用
」

・
不
要
な
武
器
を
棄
て
よ

・『
武
器
よ
さ
ら
ば
』

・
道
具
が
凶
器
に
も
武
器
に
も
兵
器
に
も
な
る

・
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず

・
包
丁
を
武
器
に
用
い
る
な

・
非
武
装
の
ス
ス
メ

三
、
戒
の
趣
旨

・�

殺
生
の
道
具
を
所
持
せ
ず
、
慈
し
み
の
心
で
他
者
に
接
す
る

勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
仏
子
不
得
畜
一
切
刀
杖
弓
箭
鉾
斧
闘
戦
之
具
及
悪
網
羅
罥

殺
生
之
器
一
切
不
得
畜
而
菩
薩
乃
至
殺
父
母
尚
不
加
報
況
殺
一

切
衆
生
若
故
畜
刀
杖
者
犯
軽
垢
罪
。

如
是
十
戒
応
当
学
敬
心
奉
持
下
六
品
中
当
広
明

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
一
切
刀と

う

杖じ
ょ
う

、
弓ぐ

う

箭せ
ん

鉾む

斧ふ

、
闘
戦
の
具
を
畜
う
る

こ
と
を
得
ざ
れ
。
及
び
悪あ

く

網も
う

、
羅ら

罥け
ん

、
殺
生
の
器
、
一
切
畜
う

る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
而
も
菩
薩
は
、
乃
至
父
母
を
殺
さ
る
と
も
、

な
お
報む

く
い

を
加
え
ざ
れ
。
況
や
一
切
衆
生
を
殺
さ
ん
や
。
若
し
故こ

と
さ

ら
に
刀
杖
を
畜
え
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

是
の
如
き
十
戒
、
応ま

当さ

に
学
し
敬
心
に
奉
持
す
べ
し
。
下
の

六
品
の
中
に
当
に
広
く
明
か
す
べ
し
。
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六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
前
た
ち
、
仏
子
よ
、
す
べ
て
の
刀
や
杖
、
弓
矢
、
鉾
や
斧
、

戦
闘
の
た
め
の
道
具
を
蓄
え
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
。
ま

た
、
魚
や
鳥
を
捕
る
と
い
う
悪
事
に
使
う
網
、
殺
生
の
た
め
の

器
具
の
す
べ
て
を
蓄
え
て
は
い
け
な
い
。
そ
も
そ
も
菩
薩
は
父

母
を
殺
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
報
復
し
て
は

い
け
な
い
。
ま
し
て
や
、
す
べ
て
の
衆
生
を
殺
す
こ
と
な
ど

も
っ
て
の
外
で
あ
る
。
も
し
、
意
図
し
て
刀
や
杖
を
蓄
え
れ
ば
、

軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
十
戒
を
学
び
、
敬
う
心
で
守
る
べ
き
で
あ
る
。

下
の
六
品
の
中
に
、
き
っ
と
広
く
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

七
、
例
話

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍

事
侵
攻
を
開
始
し
た
当
初
、
浄
土
宗
は
以
下
の
よ
う
な
声
明
を

発
表
し
ま
し
た 

（
（1
（

。

こ
の
た
び
ロ
シ
ア
が
世
界
の
国
々
の
信
頼
を
裏
切
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
侵
攻
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
憂
慮

に
堪
え
ま
せ
ん
。
い
か
な
る
状
況
で
あ
れ
、
武
力
の
行
使
に
は

反
対
し
ま
す
。

私
た
ち
浄
土
宗
は
、法
然
上
人
が
説
か
れ
た
「
愚
者
の
自
覚
」

の
立
場
か
ら
、
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
人
間
の
哀
し
み
を
み
つ
め
、

す
べ
て
の
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
に
想
い
を
馳
せ
、
世
界
の

人
々
が
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
平
和
を
実
現
し
て
ゆ
く
こ
と
を

強
く
望
み
ま
す
。

現
在
の
混
沌
と
し
た
世
界
情
勢
の
中
で
、
恐
怖
、
不
安
、
悲

し
み
、
怒
り
と
い
う
「
苦
」
の
真
っ
只
中
に
お
ら
れ
る
あ
ら
ゆ

る
人
々
に
一
刻
も
早
い
安
寧
が
訪
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
し
い

国
土
に
穏
や
か
な
日
々
が
戻
る
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
残
念
な
が
ら
平
和
を
希
求
す
る
浄
土
宗
の
願
い
も

虚
し
く
、
今
も
（
二
〇
二
五
年
四
月
現
在
）、
な
お
戦
闘
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
テ
レ
ビ
画
面
に
は
幾
度
と

な
く
凄
惨
な
状
況
が
映
し
出
さ
れ
、
何
万
、
何
十
万
と
も
、
い

わ
れ
る
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
私
た
ち
人
間
の
性
で
あ
る
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貪
り
、
怒
り
、
愚
か
さ
と
い
っ
た
三
毒
煩
悩
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
上
記
の
声
明
文
に
も
あ
っ
た
よ
う
に

煩
悩
に
と
ら
わ
れ
た
人
間
の
哀
し
み
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
声
明
文
の
中
で
も
教
団
を
挙
げ
て
、
い
か
な
る
状
況

で
も
、
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
の
意
を
表
明
し

て
お
り
、
こ
の
事
を
仏
教
で
は
「
兵
戈
無
用
」
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
『
無
量
寿
経
』
に
出
て
く
る
言
葉
で
、「
兵
」
と
「
戈
」

の
漢
字
は
、
共
に
武
器
を
表
し
て
お
り
、
即
ち
武
力
や
武
器
を

持
た
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
背
景
に
は
、
十
重
禁
戒
の
第
一
「
殺
戒
」
の

「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
命
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
教
え
が
流
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
四
十
八
軽

戒
の
第
十
番
目
「
畜
殺
生
具
戒
」
に
も
共
通
し
て
い
え
ま
す
。

こ
の
戒
で
は
、
殺
生
の
道
具
を
所
持
し
な
い
こ
と
と
報
復
し
な

い
こ
と
の
二
つ
が
戒
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
主
に
前

者
の
殺
生
の
道
具
を
所
持
し
な
い
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
戒
の
精
神
は
、
人
の
命
を
奪
う
武
器
や
道
具

を
持
つ
こ
と
自
体
が
菩
薩
の
慈
悲
の
精
神
に
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
罪
に
な
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
法
律
で
も

銃
砲
刀
剣
類
所
持
取
締
法
で
許
可
を
受
け
た
者
以
外
は
銃
砲
・

刀
剣
類
の
所
持
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
銃
の
所
持
の
許
可

を
受
け
た
ば
っ
か
り
に
二
〇
〇
七
年
の
十
二
月
に
何
と
も
痛
ま

し
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
当
時
、
都
内
に
住
む
お
医
者
さ

ん
が
応
接
間
で
競
技
用
ラ
イ
フ
ル
の
手
入
れ
の
最
中
に
少
し
席

を
離
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
隙
に
五
歳
の
息
子
と
二
歳
の
息
子
が

部
屋
に
入
り
込
み
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

事
故
の
詳
細
に
つ
い
て
、
読
売
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
以
下
の
よ

う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た（

（1
（

。

東
京
都
内
の
医
師
宅
で
射
撃
用
の
ラ
イ
フ
ル
銃
が
暴
発
し
、

2
歳
の
次
男
が
死
亡
し
た
。
応
接
間
で
銃
の
手
入
れ
を
し
て
い

た
父
親
が
別
室
に
立
っ
た
と
き
、
幼
い
兄
弟
が
部
屋
に
入
り
、

5
歳
の
長
男
が
誤
っ
て
引
き
金
を
引
い
た
も
の
ら
し
い
。
銃
弾

に
胸
を
貫
か
れ
、
た
っ
た
2
歳
で
人
生
を
終
え
た
弟
も
不
憫
な

ら
ば
、
5
歳
の
兄
も
ま
た
、
か
わ
い
そ
う
で
な
ら
な
い
。
指
先

に
残
る
引
き
金
の
冷
た
い
感
触
と
、
耳
に
残
る
銃
声
と
、
目
に
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残
る
そ
の
場
の
光
景
と
、
記
憶
の
断
片
は
幼
い
心
を
深
く
刺
す

だ
ろ
う
。
銃
刀
法
な
ど
に
は
、
銃
と
弾
を
別
々
に
保
管
す
る
規

定
が
あ
る
。
弾
が
装
填
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
父
親
の
重
い
落

ち
度
だ
が
、
わ
が
身
を
責
め
て
責
め
て
責
め
苛
ん
で
い
る
だ
ろ

う
そ
の
人
に
、
い
ま
は
追
い
打
ち
の
言
葉
を
見
つ
け
ら
れ
な
い

で
い
る
。

私
は
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
何
と
も
言
え
な
い
切
な
さ
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
に
も
書
い
て
あ
っ
た
よ
う
に
、
亡
く

な
っ
た
二
歳
の
弟
も
不
憫
な
ら
ば
、
五
歳
の
兄
も
ま
た
、
か
わ

い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
な
っ
た
父
親
の
お
医
者
さ
ん
の
胸
中
を
慮
る
と
、

い
た
た
ま
れ
な
い
気
持
ち
が
い
た
し
ま
し
た
。
本
来
な
ら
趣
味

の
射
撃
目
的
の
銃
が
結
果
的
に
我
が
子
に
殺
人
を
犯
さ
せ
る
銃

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

ま
さ
に
、
こ
の
事
故
は
、
殺
生
の
道
具
を
所
持
し
て
い
た

ば
っ
か
り
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
悲
惨
な
事
故
だ
っ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
第
十
番
目
「
畜
殺
生
具
戒
」
で
殺
生
の
道
具
を
所

持
し
な
い
こ
と
を
戒
め
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
何
も
銃
ば

か
り
で
な
く
、
時
に
は
料
理
道
具
の
包
丁
や
野
球
道
具
の
バ
ッ

ト
で
さ
え
、
そ
れ
を
使
用
す
る
人
の
使
い
か
た
一
つ
で
殺
生
の

道
具
に
な
り
う
る
の
で
す
。

今
か
ら
約
八
十
年
前
の
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
資
材
不
足
か

ら
国
か
ら
「
金
属
回
収
令
」
が
出
さ
れ
、
寺
院
に
あ
る
梵
鐘
や

仏
具
も
供
出
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
全
国

の
寺
院
は
、
こ
の
御
触
れ
に
従
い
、
梵
鐘
や
仏
具
を
供
出
し
た

の
で
す
。
そ
の
供
出
さ
れ
た
梵
鐘
の
数
は
、
四
万
七
千
口
と
も

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
、
仏
教
の
教
え
へ
と
人
々
を
誘

う
役
目
を
果
た
す
梵
鐘
に
赤
い
タ
ス
キ
が
か
け
ら
れ
、
戦
争
目

的
で
使
用
さ
れ
る
殺
生
の
道
具
と
し
て
供
出
さ
れ
た
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
戦
時
下
に
お
い
て
、「
兵
戈
無
用
」
を
説
か
ね

ば
な
ら
な
い
僧
侶
も
こ
の
よ
う
な
形
で
、
戦
争
に
協
力
せ
ね
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
時
、
あ
ろ
う
こ
と
か
浄
土
宗
を
開
か
れ
た
法
然

上
人
の
幼
少
期
の
お
姿
を
象
っ
た
「
私
ら
の
勢
至
丸
さ
ま
」
と

い
う
銅
像
ま
で
赤
い
タ
ス
キ
が
か
け
ら
れ
供
出
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
銅
像
は
、
一
九
三
二
年
に
総
本
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山
知
恩
院
で
執
り
行
わ
れ
た
法
然
上
人
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
法

要
を
記
念
し
て
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
お

姿
も
幼
い
法
然
上
人
が
正
座
し
て
合
掌
し
て
お
ら
れ
る
銅
像
で

あ
り
ま
し
た
。　

そ
の
後
、
戦
争
が
終
わ
り
、
京
都
の
あ
る
仏
具
屋
の
社
長
さ

ん
が
、
地
方
の
工
場
を
視
察
に
回
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
工
場
へ

参
り
ま
す
と
端
の
方
に
見
覚
え
の
あ
る
銅
像
が
一
つ
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
工
場
の
方
に
事
情
を
聞
き
ま
す
と
「
こ
の
工
場
に

は
第
二
次
世
界
大
戦
中
た
く
さ
ん
の
銅
像
が
運
び
込
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
銅
像
を
工
員
が
ハ
ン
マ
ー
で
あ
る
程
度
ま
で
叩
き
潰

し
て
か
ら
、
溶
鉱
炉
へ
入
れ
武
器
や
弾
丸
に
作
り
替
え
て
い
く

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
銅
像
も
何
度
か
工
員
の
手
に

よ
っ
て
叩
き
潰
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
幼
い
子
供

の
合
掌
し
た
姿
を
見
る
と
振
り
上
げ
た
ハ
ン
マ
ー
が
ど
う
し
て

も
振
り
下
ろ
せ
な
か
っ
た
の
で
す
。
他
に
も
銅
像
は
あ
る
か
ら

と
後
回
し
、
後
回
し
と
な
っ
て
い
く
う
ち
に
こ
の
銅
像
一
つ
残

し
て
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
元
あ
っ
た
所
が
不
明
で
あ
っ
た
た

め
、
返
す
に
返
せ
ず
こ
こ
に
置
い
て
い
た
の
で
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
聞
い
た
社
長
さ
ん
は
、
こ
の
銅
像
が
元
々
京
都

知
恩
院
の
境
内
地
に
祀
ら
れ
て
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、
台

座
だ
け
が
残
っ
て
い
た
元
の
場
所
に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で

す（
（2
（

。現
在
、「
私
ら
の
勢
至
丸
さ
ま
」
は
華
頂
短
期
大
学
の
付
属

幼
稚
園
の
正
門
に
お
祀
り
さ
れ
、
園
児
た
ち
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
が
、
や
や
も
す
れ
ば
当
時
、
法
然
上
人
の
銅
像

で
さ
え
危
う
く
戦
争
目
的
で
使
用
さ
れ
る
殺
生
の
道
具
に
な
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
も
そ
も
寺
院
の
梵
鐘
や
仏
具
、
銅
像
に
し
た
っ
て
、
本
来

は
人
の
命
を
奪
う
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
は
、
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
殺
生
の
道
具
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
使
用
す
る
人
次
第
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
私
た
ち
は
常
に
人
間
の
性
で
あ
る
貪
り
、
怒
り
、

愚
か
さ
と
い
っ
た
三
毒
煩
悩
を
持
っ
て
い
ま
す
。

戦
時
中
の
よ
う
に
、
三
毒
煩
悩
に
振
り
回
さ
れ
て
、
本
来
の

使
用
目
的
か
ら
大
き
く
外
れ
、
人
の
命
を
奪
う
殺
生
の
道
具
へ
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と
も
う
二
度
と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
肝
に
銘
じ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
三
毒
煩
悩
を
持
つ
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
殺
生
の

道
具
、
即
ち
武
力
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
だ
か

ら
こ
そ
、
仏
教
で
は
「
兵
戈
無
用
」
と
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

�

　
（
執
筆
者
・
井
野
周
隆
）

◎
第
十
一
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
通
国
使
命
戒
」（
つ
う
こ
く
し
め
い
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
子
ど
も
が
泣
か
な
い
世
界
の
実
現
を

・
真
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー

・
世
界
の
か
け
は
し

三
、
戒
の
趣
旨

・�

国
使
と
な
っ
て
他
国
に
通
じ
、
争
い
を
け
し
か
け
て
は
な
ら

な
い
勧
め

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

仏
言
仏
子
不
得
為
利
養
悪
心
故
通
国
使
命
軍
陣
合
会
興
師
相

伐
殺
無
量
衆
生
而
菩
薩
尚
不
得
入
軍
中
往
来
況
故
作
国
賊
若
故

作
者
犯
軽
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

仏
の
言の

た
ま

わ
く
、
仏
子
、
利
養
悪
心
の
為
の
故
に
、
国
の
使
命

を
通
じ
て
、
軍
陣
合
会
し
、
師
さ
を
興お

こ
し
て
相
い
伐
ち
、
無
量

の
衆
生
を
殺
さ
し
む
る
こ
と
を
得
ざ
れ
。
而
も
菩
薩
は
、
な
お

軍
中
に
入
り
て
往
来
す
る
こ
と
を
得
ず
。
況
や
故こ

と
さ

ら
に
国
賊
を

作
さ
ん
や
。
若
し
故こ

と
さ

ら
に
作
さ
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。

六
、『
梵
網
経
』
和
訳

仏
の
仰
る
に
は
、
仏
子
よ
、
利
得
や
悪
い
心
に
よ
っ
て
、
使
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者
と
し
て
国
の
命
令
を
伝
え
て
、
軍
隊
と
軍
隊
と
を
対
峙
さ
せ
、

戦
団
を
編
成
し
て
、
互
い
に
戦
い
合
わ
せ
、
無
数
の
生
き
と
し

生
け
る
も
の
を
殺
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
。

そ
も
そ
も
、
菩
薩
は
、
軍
隊
の
中
に
身
を
投
じ
て
、
行
き
来
し

て
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
意
図
し
て
国
に
害
を
与
え
る
よ

う
な
こ
と
は
尚
更
し
て
は
い
け
な
い
。
も
し
、
意
図
し
て
自
分

か
ら
行
え
ば
、
軽
垢
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

「
子
ど
も
が
泣
か
な
い
世
界
、
そ
れ
を
作
り
た
く
て
オ
レ
は

ス
パ
イ
に
な
っ
た
ん
だ
」

こ
の
言
葉
は
、
人
気
ア
ニ
メ
『SPY

×FA
M

ILY
（
（2
（

』（
ス

パ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
の
第
一
話
で
ス
パ
イ
に
扮
す
る
ロ
イ
ド
が
、

自
分
が
ス
パ
イ
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
回
想
す
る
シ
ー
ン
で
語

ら
れ
た
セ
リ
フ
で
す
。
こ
こ
で
ロ
イ
ド
の
い
う
、「
子
ど
も
が

泣
か
な
い
世
界
」
と
は
、
ど
ん
な
世
界
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ロ
イ
ド
自
身
が
戦
争
孤
児
と
し
て
辛
い
目
に
遭
っ
て

き
た
戦
争
被
害
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、「
子
ど
も

が
泣
か
な
い
世
界
」
と
は
、
ま
さ
に
「
戦
争
の
な
い
平
和
な
世

界
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
間
で
戦
争
が
激
化
し
て
、
三
年
（
二
〇
二
五

年
四
月
時
点
）
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
二
五
二
〇
人
の
子

ど
も
が
死
傷
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
五
人
に
一
人

の
子
ど
も
が
親
や
友
人
を
失
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

戦
争
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
に
計
り
知
れ
な
い
恐
怖
と
苦
痛
を
も

た
ら
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
今
も
「
子
ど
も
が
泣
く
世
界
」

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
真
っ
先
に
戦
争
の
犠
牲
に

な
る
の
は
、
力
の
弱
い
子
ど
も
達
で
す
。
で
す
か
ら
、
ア
ニ
メ

の
中
で
、
ロ
イ
ド
は
ス
パ
イ
に
扮
し
て
、
戦
争
の
な
い
平
和
な

世
界
を
作
る
た
め
に
、
ス
パ
イ
と
し
て
暗
躍
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
相
手
国
の
情
報
を
一
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ

と
が
戦
争
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
が
、
逆
に
、
そ

の
情
報
を
掴
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
国
に
有
利
に
働
か
せ
、
戦

争
へ
と
巻
き
込
む
場
合
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
仏
教
で
は
、『
梵
網
経
』
所
説
の
十
一
番
目
の
軽
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戒
、「
通
国
使
命
戒
」
の
中
で
戦
争
へ
と
巻
き
込
む
行
為
を
戒

め
て
い
る
の
で
す
。「
通
国
使
命
戒
」
は
、
別
名
「
国
使
戒
」

と
も
呼
ば
れ
、「
国
使
」
と
は
、
国
家
の
命
を
受
け
て
外
国
に

派
遣
さ
れ
る
使
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
現
代
的
に
言
え
ば
、

外
交
官
や
、
あ
る
い
は
諜
報
員
、
工
作
員
、
ス
パ
イ
も
含
ま
れ

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。「
国
使
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
、
最

も
暗
躍
す
る
の
は
、
戦
争
な
ど
の
国
家
の
行
く
末
を
左
右
す
る

よ
う
な
時
で
す
が
、
有
事
の
際
に
、
相
手
国
の
事
情
を
把
握
し

て
い
れ
ば
、
自
国
に
と
っ
て
事
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、「
国
使
」
は
相
手
国
へ
侵
入
し
、
隠
密

裏
に
諜
報
活
動
を
行
い
、
自
国
に
情
報
を
流
す
役
目
を
果
た
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、「
国
使
」
が
流
し

た
情
報
に
よ
っ
て
戦
争
に
な
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
多
く
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
、「
子
ど
も
が
泣
く
世
界
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
パ
イ
・
ゾ
ル
ゲ
こ
と
リ
ヒ
ャ
ル
ド
・
ゾ
ル
ゲ（

（2
（

（
一
八
九
五
～
一
九
四
四
） 

は
、
戦
前
に
戦
局
を
左
右
す
る
情

報
を
掴
み
、
自
国
で
あ
る
当
時
の
ソ
連
に
有
利
な
情
報
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ゾ
ル
ゲ
は
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、

ソ
連
時
代
に
国
家
に
殉
じ
た
英
雄
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
国
家
の
中
枢
の
判
断
を
歪
ま

せ
、
情
報
を
相
手
国
に
流
し
た
国
賊
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
行
為
は
ま
さ
に
、
十
重
禁
戒
の
「
第
一
殺
戒
」
に
抵
触

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
も
う
菩
薩
の
精
神
に
反
す
る
行

為
で
あ
り
ま
す
。
本
来
は
、
戦
争
を
止
め
る
の
が
菩
薩
の
立
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、「
国
使
」
と
な
り
相
手
国
に

侵
入
し
、
軍
隊
と
接
触
し
戦
争
に
協
力
す
る
よ
う
な
行
為
を
厳

し
く
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救
っ
た
一

人
の
日
本
人
外
交
官
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
の
名
を
、
杉
原
千

畝
（
一
九
〇
〇
～
一
九
八
六
）
と
い
い
ま
す
。
杉
原
氏
は
、
一

九
三
九
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ
な
国
リ
ト
ア
ニ
ア
の
領
事
館

に
赴
任
し
ま
し
た
。

当
時
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
リ
ー
ド
す
る
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
を
掲
げ
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
強

制
的
に
収
容
所
に
送
り
込
み
、
戦
争
が
終
わ
る
一
九
四
五
年
ま
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で
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
銃
や
毒
ガ
ス
に
よ
っ
て
奪
い
ま

し
た
。
特
に
労
働
力
に
な
ら
な
い
子
ど
も
達
の
命
も
奪
わ
れ
、

こ
の
地
に
消
え
た
小
さ
な
命
の
数
二
十
一
万
六
千
人
以
上
。

杉
原
氏
が
領
事
館
に
赴
任
し
た
際
も
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
追

わ
れ
国
外
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
領
事
館
に
押
し
か

け
、
助
け
を
求
め
ま
し
た
。
杉
原
氏
は
、
こ
の
時
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
命
を
助
け
て
や
ろ
う
と
、
外
務
省
の
命
令
に
背
き
独
断
で
ビ

ザ
を
発
行
し
ま
し
た
。
発
行
し
た
ビ
ザ
の
数
は
、
二
一
三
九
枚

に
も
の
ぼ
り
、
約
六
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救
っ
た
と
い
わ

れ
、
子
や
孫
、
ひ
孫
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
優
に
二
十
万
人
を
超

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
発
行
さ
れ
た
ビ
ザ
は
、

後
に
「
命
の
ビ
ザ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
杉
原
氏
は
現

在
も
偉
大
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
「
東
洋
の
シ
ン
ド

ラ
ー（

（2
（

」
と
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
杉
原
氏

は
一
流
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
で
し
た
。
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー
と
は
、
国
家
の
た
め
に
極
秘
に

情
報
分
析
や
防
諜
活
動
を
行
う
人
を
指
し
ま
す
。
実
際
に
、
杉

原
氏
は
ド
イ
ツ
と
ソ
連
の
国
境
近
く
に
位
置
す
る
ケ
ー
ニ
ヒ
ス

ベ
ル
ク
に
領
事
館
を
開
設
し
、
積
極
的
に
情
報
収
集
に
努
め
ま

し
た
。
そ
の
時
に
杉
原
氏
が
命
が
け
で
得
た
情
報
が
、
ド
イ
ツ

軍
が
ソ
連
侵
攻
の
準
備
を
極
秘
に
進
め
て
い
る
と
い
う
情
報
で

し
た
。
当
時
、
日
本
は
日
独
伊
三
国
同
盟
に
ソ
連
を
加
え
た
四

国
の
協
力
で
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
対
抗
し
て
い
く
方
針
で

し
た
。
将
来
日
本
が
ソ
連
と
手
を
組
む
た
め
に
、
ド
イ
ツ
が
協

力
す
る
と
の
約
束
を
取
り
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
が

ソ
連
へ
の
侵
攻
を
隠
密
裏
に
進
め
た
こ
と
で
、
裏
切
ら
れ
た
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
杉
原
氏
は
、
こ
の
情
報
を
一
早
く
掴
み
、

日
本
に
流
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
情
報
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
が
信

用
で
き
な
い
国
で
あ
る
こ
と
が
明
る
み
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

日
本
政
府
は
、
杉
原
氏
が
身
の
危
険
を
も
か
え
り
み
ず
、
危
険

を
お
か
し
て
手
に
入
れ
た
情
報
を
生
か
し
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、

日
本
は
戦
争
へ
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

杉
原
氏
は
偏
に
日
本
を
正
し
い
方
向
に
導
く
た
め
に
命
が
け

で
情
報
を
流
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
さ
に
杉
原
氏
の
行
為

は
、
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
ビ
ザ
の
発
行
に
し
て
も
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ

ル
ク
で
の
防
諜
活
動
に
し
て
も
、「
子
ど
も
が
泣
か
な
い
世
界
」、
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即
ち
「
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
」
の
実
現
た
め
に
な
さ
れ
た
、

ま
さ
に
菩
薩
の
精
神
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

二
〇
二
五
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
で
す
が
、
過
去
の

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
平
和

の
実
現
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

【
参
考
文
献
】

・
白
石
仁
章
『
戦
争
と
諜
報
外
交
』
杉
原
千
畝
た
ち
の
時
代
、
株
式
会
社

K
A
D
O
K
A
W

A

、
二
〇
一
五
年
。

◎
第
十
二
軽
戒

一
、
戒
の
名
称

・「
悩
他
販
売
戒
」（
の
う
た
ぼ
ん
ま
い
か
い
）

二
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
他
者
の
不
幸
を
望
ん
で
、
商
売
を
し
て
は
な
ら
な
い

・
死
者
を
食
い
物
に
す
る
な

・
人
の
不
幸
を
飯
の
種
に
す
る
な

・
命
は
飯
の
種
で
は
な
い

三
、
戒
の
趣
旨

・
他
人
の
不
幸
を
期
待
す
る
商
売
を
さ
せ
な
い
勧
め
。

（
死
に
加
担
す
る
商
売
を
行
っ
て
は
い
け
な
い
）。

四
、『
梵
網
経
』
漢
文

若
佛
子
故
販
賣
良
人
奴
婢
六
畜
市
易
棺
材
板
木
盛
死
之
具
尚

不
應
自
作
況
教
人
作
若
故
自
作
教
人
作
者
犯
輕
垢
罪

五
、『
梵
網
経
』
訓
読

若な
ん
ぢ

、
仏
子
、
故こ

と
さ

ら
に
良
人
・
奴
婢
・
六
畜
を
販
売
し
、
棺

材
・
板
木
・
死
を
盛い

る
る
の
具
を
市し

易や
く

せ
ん
や
。
な
お
、
自
ら

作
す
べ
か
ら
ず
。
況
や
人
を
教
え
て
作
さ
し
め
ん
や
。
若
し
故

に
自
ら
作
し
、
人
を
教
え
て
作
さ
し
め
ば
、
軽
垢
罪
を
犯ぼ

ん
ず
。
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六
、『
梵
網
経
』
和
訳

お
ま
え
達
、
仏
子
よ
、
意
図
し
て
善
良
な
人
々
や
奴
隷
、

馬
・
牛
・
羊
・
鶏
・
犬
・
猪
を
売
買
す
る
こ
と
や
、〔
あ
る
い

は
、〕
棺
や
〔
棺
の
〕
材
料
、〔
あ
る
い
は
〕、
死
者
を
載
せ
る

道
具
を
売
買
す
る
こ
と
を
、
自
ら
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
し

て
や
、
他
人
に
行
わ
せ
る
こ
と
は
尚
更
し
て
は
い
け
な
い
。
も

し
、
意
図
し
て
自
分
か
ら
行
い
、
他
人
に
行
わ
さ
せ
れ
ば
、
軽

垢
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。

七
、
例
話

二
〇
二
五
年
の
冒
頭
、
米
の
物
価
高
を
し
き
り
に
聞
き
ま
し

た
。
二
〇
二
三
年
と
比
べ
て
米
の
収
穫
量
は
増
加
し
て
い
る
に

も
拘
わ
ら
ず
、
米
の
値
段
は
上
が
る
一
方
で
す
。
こ
の
背
景
に

は
安
く
米
を
購
入
し
、
高
く
販
売
し
よ
う
と
転
売
を
目
論
む

人
々
の
関
与
が
あ
る
と
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
聞
き
ま
す
。
商
品

を
安
く
買
い
、
高
く
売
る
こ
と
が
自
由
市
場
の
常
と
は
言
え
、

一
部
の
販
売
者
だ
け
に
利
益
が
集
ま
り
、
一
般
の
購
入
者
が
不

利
益
を
被
る
現
状
に
は
違
和
感
を
覚
え
ま
す
。

さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
『
梵
網
経
』
の
第
十
二
軽
戒
は
「
脳

他
販
売
戒
」
で
す
。
こ
こ
で
は
様
々
な
も
の
の
売
買
が
禁
止
さ

れ
ま
す
。
売
買
の
禁
止
が
規
定
さ
れ
る
品
々
は
、
一
見
す
る
と

ま
と
ま
り
の
な
い
グ
ル
ー
プ
に
見
え
ま
す
。
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
、
命
に
ま
つ
わ
る
不
適
切
な
売
買
と
い
う
点
が
共
通
項
に
な

り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
脳
他
販
売
戒
」
と
は
「
命
に
ま
つ
わ
る

不
適
切
な
売
買
の
禁
止
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
つ
目
は
命
そ
の
も
の
の
売
買
で
す
。
最
初
の
三
つ
、「
良

人
・
奴
婢
・
六
畜
」
の
売
買
が
命
の
売
買
に
相
当
し
ま
す
。

「
善
良
な
人
々
」
と
は
、
一
般
人
が
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

に
「
奴
隷
」
と
は
売
買
の
対
象
に
な
る
誰
か
の
持
ち
物
と
し
て

の
人
間
で
す
。
最
後
の
「
六
畜
」
と
は
当
時
の
中
国
で
流
通
し

て
い
た
家
畜
一
般
が
意
図
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
者
の
売

買
は
い
う
な
れ
ば
、
生
物
の
売
買
で
す
。
そ
れ
を
禁
止
す
る
規

定
と
な
り
ま
す
。
昨
今
で
は
人
間
の
売
買
は
人
権
の
観
点
か
ら

当
然
問
題
が
あ
る
の
で
す
が
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
価
値
観
は

存
在
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
財
産
と
し
て
売
買
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
禁
止
が
提
言
さ
れ
て
い
る
の
は
、
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彼
ら
の
自
由
や
権
利
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教

に
お
け
る
業
の
考
え
方
で
は
、
殺
生
の
直
接
的
原
因
（
刀
で
切

る
な
ど
）
は
当
然
悪
業
で
す
が
、
結
果
的
に
殺
生
を
も
た
ら
す

間
接
的
原
因
も
悪
業
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
命
を
売
買
す
る
こ
と

で
彼
ら
が
す
ぐ
さ
ま
死
ぬ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
売
買

の
結
果
、
購
入
し
た
他
者
が
そ
れ
ら
の
殺
生
を
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
間
接
的
要
因
を
我
々
は
作
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
食
用

豚
を
仕
入
れ
て
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
場
合
、
食
用
豚
が
殺
さ
れ

食
肉
に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
間
接
的
に
も
殺
生
に
加
担
す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
つ
目
は
他
人
の
死
を
期
待
す
る
売
買
で
す
。
禁
止
項
目
の

後
半
の
三
つ
「
棺
材
・
板
木
・
盛
死
之
具
」
が
具
体
的
に
は
該

当
し
ま
す
。「
棺
材
」
と
は
死
者
を
埋
葬
す
る
時
に
使
う
道
具
、

今
で
言
う
棺
桶
で
す
。「
板
木
」
と
は
、
お
葬
式
の
際
に
死
者

の
周
り
を
囲
う
た
め
の
板
材
で
す
。
最
後
の
「
盛
死
之
具
」
は

死
者
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
た
荷
車
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
つ

ま
り
こ
れ
ら
三
点
は
お
葬
式
の
道
具
の
売
買
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
売
買
は
直
接
的
に
殺
生
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
誰
か
の
死
を
期
待
し
た
商
売
で
す
。

食
用
豚
を
売
る
時
は
食
用
豚
が
屠
殺
さ
れ
、
食
べ
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
葬
式
道
具
を
売
る
と
き
も
誰
か
が
死
ぬ
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
『
梵
網
経
』
で
は
、
こ
れ
ら
の

死
を
期
待
す
る
商
売
は
、
そ
れ
ら
の
殺
生
の
間
接
的
原
因
で
あ

る
と
し
て
禁
止
条
項
に
数
え
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
行
為
は
生
き
物
の
死
に
必
ず
し
も
直
結
す
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
十
重
で
は
な
く
、
四
十
八
の
「
軽
垢

罪
」
と
し
て
数
え
た
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
こ
の
戒
で
す
が
、
現
代
を
生
き
る
我
々
が
文
言
通
り

に
遵
守
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
我
々
が

人
々
を
売
り
買
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
家
畜

の
売
買
や
葬
儀
に
携
わ
る
仕
事
は
現
代
社
会
に
必
要
不
可
欠
で

す
。
家
畜
の
売
買
に
携
わ
る
人
々
が
い
な
け
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
我
々
は
肉
や
魚
を
買
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
葬
儀
に

携
わ
る
仕
事
を
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
葬
儀
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
誰
か
の
幸
せ
を
願
っ
て
そ
れ
ら
の
仕
事
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を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
誰
も
が
誰
か
の
不
幸
を
望
ん
で

商
売
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
戒
は
、「
他
者
の
不
幸
を
望
む
商
売
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
読
み
解
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
滋
賀
県
近
江
の
出
身
で
す
が
、
近
江
で
は
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
に
か
け
て
「
近
江
商
人
」
と
い
う
人
々
が
活
躍
し

ま
し
た
。
有
名
な
高
島
屋
や
伊
藤
忠
商
事
な
ど
は
こ
の
近
江
商

人
の
末
裔
で
す
。
こ
の
近
江
商
人
の
こ
と
わ
ざ
に「
三
方
よ
し
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
商
売
は
「
売
り
手
」、「
買
い
手
」、

「
世
間
」
に
と
っ
て
良
い
も
の
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
考
え
方

で
す
。
ど
の
よ
う
な
商
売
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の
不
幸
に
つ
け

こ
む
こ
と
な
く
、「
売
り
手
」、「
買
い
手
」、「
世
間
」
の
幸
福

を
期
待
し
た
も
の
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最

初
に
紹
介
し
た
米
の
売
買
問
題
も
同
様
で
す
。
周
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
ず
、
自
分
の
利
益
を
考
え
す
ぎ
て
商
売
を
し
て
し
ま

う
と
、
ど
こ
か
で
不
幸
に
な
っ
て
い
る
人
々
が
生
ま
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、「
売
り
手
」、「
買

い
手
」、「
世
間
」
の
幸
福
を
期
待
し
た
商
売
こ
そ
が
一
番
良
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
四
十
八
軽
戒
の
「
脳
他
販
売
戒
」
に
込
め
ら
れ
た
「
他

者
の
不
幸
を
望
む
商
売
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
教
え
は
、

利
益
優
先
の
昨
今
の
社
会
に
も
通
用
す
る
考
え
方
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
執
筆
者
：
田
中
裕
成
）

注（
1
）
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
酤
酒
戒
」
の
例
話
を
参
照
。
具
体
的
な
事
故

に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
警
が
公
開
し
て
い
る
「
過
去
の
重
大
飲
酒
運

転
事
件
」�（http://w

w
w
.police.pref.fukuoka.jp/data/open/

cnt/3/812/1/kakonojyudaijiken.pdf

）
を
参
照
。

（
2
）
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
酤
酒
戒
」
の
例
話
を
参
照
。『
教
化
研
究
』
三

五
号
、
三
五
六
頁
、
二
〇
二
四
年
。

（
3
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
、
五
四

頁
～
五
六
頁
）。

（
4
）
石
田
瑞
麿
『
仏
典
講
座
14　
梵
網
経
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
七
一
、

一
三
八
頁
）。

（
5
）『
我
が
子
を
食
ら
う
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
』�

 
子
ど
も
は
す
で
に
頭
部
も
右
腕
も
食
い
ち
ぎ
ら
れ
、
血
に
ま
み
れ
て
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い
る
。
な
め
ら
か
な
同
体
も
、
父
の
巨
大
な
両
手
で
今
に
も
砕
か
れ

そ
う
だ
。
い
や
、
す
で
に
獰
猛
な
爪
は
皮
膚
を
破
り
、
内
臓
に
ま
で

達
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
指
の
間
か
ら
、
じ
わ
り
と
血
が
に
じ
む
。

こ
の
鮮
血
の
赤
は
、
仄
に
輝
く
子
ど
も
の
白
い
背
に
痛
々
し
く
、
サ

ト
ゥ
ル
ヌ
ス
の
飛
び
出
た
目
の
黒
白
と
同
様
、
強
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
な
し
て
い
る
。
何
と
恐
ろ
し
い
絵
だ
ろ
う
！�
 

（
中
野
京
子
『
怖
い
絵
』、
朝
日
出
版
社
、
二
〇
〇
七
頁
、
一
〇
四
頁
）。

　
　

　
　
（
バ
ル
ド
美
術
館
Ｈ
Ｐ
）。

（
6
）『
デ
ビ
ル
マ
ン
』　

永
井
豪
が
一
九
七
二
年
に
発
表
し
た
漫
画
。
人

類
撲
滅
を
狙
う
デ
ー
モ
ン
族
の
攻
撃
に
対
抗
す
る
た
め
、
自
ら
好
ん

で
悪
魔
と
合
体
し
、
超
能
力
を
得
た
青
年
の
運
命
を
描
く
。
デ
ー
モ

ン
族
は
人
間
の
内
面
に
宿
る
恐
怖
心
と
悪
に
付
け
入
り
、
彼
ら
が
互

い
に
殺
戮
し
合
う
方
向
に
向
か
わ
せ
る
。
壮
絶
な
最
終
戦
争
の
あ
と

で
、
青
年
は
世
界
の
没
落
の
光
景
を
眺
め
る
。
永
井
は
ダ
ン
テ
の

『
神
曲
』
全
編
を
漫
画
化
し
た
経
歴
を
持
つ
作
家
で
、
こ
こ
で
も
人

間
の
悪
の
極
限
を
描
こ
う
と
腐
心
し
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ク
の
『
天
国

と
地
獄
の
結
婚
』
に
通
じ
る
、
善
と
悪
の
統
合
の
論
理
が
、
そ
こ
か

ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
日
本
の
漫
画
が
キ
リ
ス
ト
教
と
接
触
し

た
希
有
な
例
と
し
て
興
味
深
い
（『
岩
波　
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』）。

（
7
）
永
井
豪
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ロ
『
デ
ビ
ル
マ
ン
』
第
二
集
（
Ｋ
Ｃ

ス
ペ
シ
ャ
ル
四
八
、
講
談
社
、
一
九
八
三
年
、
一
九
九
頁
）。

（
8
）
五
辛
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
は
船
山
徹
『
梵
網
経
』（
二
九
五
頁
）
に

よ
っ
た
。

（
9
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
、
二
二
七
頁
上
）。

（
10
）『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』（
浄
全
九
、
五
九
七
頁
下
）。

（
11
）『
教
化
研
究
』
三
三
号
、
二
八
四
頁
、「
解
説
・
法
話
例
」
参
照
。

（
12
）
八
福
田
…
福
徳
を
生
ず
る
も
の
を
田
に
喩
え
、
八
つ
に
整
理
し
た

も
の
。
仏
・
聖
人
・
僧
・
和
尚
・
阿
闍
梨
・
父
・
母
・
病
人
を
い
う
。

ま
た
、
外
に
も
社
会
救
済
活
動
を
主
に
し
た
見
方
が
あ
る
。『
例
文

仏
教
語
大
辞
典
』
小
学
館
。

（
13
）
例
話
の
設
定
と
し
て
、
対
象
は
十
代
、
二
十
代
の
比
較
的
若
い
世

代
と
し
、
時
間
は
十
分
程
度
を
想
定
。

（
14
）
続
き
は
「
西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ　

行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
朿
ヲ

［「
朿
ヲ
」
マ
マ
］
負
ヒ
南
ニ
死
ニ
サ
ウ
ナ
人
ア
レ
バ　

行
ッ
テ
コ
ハ

ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
ヽ
ト
イ
ヒ
北
ニ
ケ
ン
ク
ヮ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ
ガ
ア
レ
バ　

ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
ヒ
」
と
あ
る
。�

 

参
照
「【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集　

第
十
三
巻
（
上
）
覚
書
・
手

帳　
本
文
篇
」
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
。

（
15
）『
聖
典
』
六
、
一
八
七
～
一
八
八
頁
。

（
16
）
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
―
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）
六
月
一
六
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日
。
入
仏
、
空
阿
弥
陀
仏
と
号
し
た
。
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時

代
初
期
の
僧
。
父
は
藤
原
通
憲
（
信
西
入
道
）。
兄
弟
に
醍
醐
寺
座

主
勝
憲
、
安
居
院
澄
憲
、
遊
蓮
房
ら
が
い
る
。『
四
十
八
巻
伝
』
に

よ
る
と
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
の
大
原
問
答
に
重
源
、
貞
慶
ら

と
共
に
列
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
参
照
）。

（
17
）
ご
自
身
や
身
近
な
方
が
経
験
さ
れ
た
看
病
体
験
等
の
お
話
を
交
え

て
お
伝
え
す
る
と
聴
衆
・
読
者
に
伝
わ
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

（
18
）
二
〇
二
二
年
三
月
二
日
（
浄
土
宗
宗
務
総
長
・
川
中
光
敎
）。

（
19
）『
読
売
新
聞
』「
編
集
手
帳
」（
二
〇
〇
七
／
十
二
月
／
十
一
日
）。

（
20
）
岩
井
信
道
『
華
頂
文
庫
26　
知
恩
の
こ
こ
ろ
』、
総
本
山
知
恩
院
布

教
師
会
、
一
九
八
一
年
。

（
21
）
ス
パ
イ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
偽
り
の
家

族
を
描
い
た
ア
ニ
メ
。
熾
烈
な
情
報
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
な
か
戦

争
を
防
ぐ
た
め
に
暗
躍
す
る
ス
パ
イ
（
ロ
イ
ド
）
と
、
国
の
た
め
に

手
を
汚
す
殺
し
屋
（
ヨ
ル
）、
そ
し
て
超
能
力
少
女
（
ア
ー
ニ
ャ
）

と
い
う
個
性
的
す
ぎ
る
3
人
と
い
う
奇
妙
な
か
り
そ
め
の
家
族
を
め

ぐ
る
コ
メ
デ
ィ
で
す
。

（
22
）
ソ
連
の
ス
パ
イ
。
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
、
ド
イ
ツ

紙
の
記
者
を
装
い
、
元
朝
日
新
聞
記
者
の
尾
崎
秀
実
ら
と
と
も
に
、

日
本
で
諜
報
活
動
を
行
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
日
本
の
対
ソ
参
戦
に
お
い

て
、
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
「
南
進
」
を
選
択
し
、
対
米

開
戦
を
決
意
す
る
と
い
う
情
報
を
い
ち
早
く
ソ
連
に
送
る
な
ど
、
戦

局
を
左
右
す
る
情
報
を
掴
ん
で
い
た
。
一
九
四
一
年
、
日
米
開
戦
前

に
ス
パ
イ
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、
尾
崎
秀
実
と
と
も
に
処
刑
さ
れ

た
。

（
23
）
オ
ス
カ
ー
・
シ
ン
ド
ラ
ー
（
一
九
〇
八
～
一
九
七
四
）
と
い
う
ド

イ
ツ
人
の
実
業
家
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人

の
命
を
救
っ
た
こ
と
で
人
物
。
そ
の
シ
ン
ド
ラ
ー
の
功
績
に
な
ぞ
ら

え
て
、
後
に
杉
原
千
畝
は
「
東
洋
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
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『
無
量
寿
経
釈
』
解
題

『
無
量
寿
経
釈
』及
び
本
書
が
収
録
さ
れ
る『
三
部
経
釈
』（
い

わ
ゆ
る
東
大
寺
講
説
『
三
部
経
釈
』・『
三
部
経
私
記
』、以
下
『
三

部
経
釈
』）
が
ど
の
よ
う
な
文
献
な
の
か
、
書
き
下
し
作
業
に

際
し
て
整
理
を
し
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、『
三
部
経
釈
』
は
法
然
上
人
（
以
下
法
然
）
が
東
大

寺
の
大
仏
殿
復
興
の
折
に
、
そ
の
軒
下
で
浄
土
三
部
経
を
講
義

し
た
記
録
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
法
然
の
数
少
な
い
教

義
書
の
中
の
一
つ
で
あ
る
点
か
ら
先
学
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。

し
か
し
こ
の
文
献
は
書
誌
的
に
い
く
つ
も
の
大
き
な
問
題
を
か

か
え
て
お
り
、
扱
い
を
難
し
く
し
て
い
る
。

『
無
量
寿
経
釈
』
及
び
『
三
部
経
釈
』
の
書
き
下
し
・
現
代

語
訳
は
、
大
橋
俊
雄
『
法
然
全
集
』
第
一
巻
（
春
秋
社
、
一
九

八
九
）、
斎
藤
舜
健
『
傍
訳 

法
然
著 

無
量
寿
経
釈
（
上
・
下
）』

（
四
季
社
、
二
〇
〇
三
）
な
ど
が
あ
る
。
詳
細
な
解
題
は
こ
の

齊
藤
舜
健
訳
に
「『
無
量
寿
経
釈
』
解
説
」
と
し
て
付
さ
れ
て

お
り
、詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、『
三
部
経
釈
』

を
扱
っ
た
研
究
の
中
、岸
一
英「『
逆
修
説
法
』と『
三
部
経
釈
』」

（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記
念
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』、
一
九
八
八
、

同
朋
舎
出
版
）
は
、後
に
述
べ
る
『
三
部
経
釈
』
に
は
「
新
層
」

と
「
古
層
」
が
あ
る
と
い
う
指
摘
を
す
る
中
、
研
究
史
や
問
題

点
が
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
回
は
特
に
こ
の
論
文
を
参
照

し
て
整
理
を
行
っ
た
。

令
和
六
年
度
　
法
然
上
人
漢
語
文
献
『
無
量
寿
経
釈
』
の
研
究
　
研
究
ノ
ー
ト

『
無
量
寿
経
釈
』
書
き
下
し
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諸
本『

三
部
経
釈
』は『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』（
漢
語
編
、以
下『
漢

語
灯
録
』）
収
録
本
と
、『
三
部
経
釈
』（
外
題
『
三
部
経
私
記
』）

と
し
て
単
体
で
流
布
し
た
も
の
、聖
聰
の
『
大
経
直
談
要
註
記
』

に
収
録
（『
無
量
寿
経
釈
』
の
み
）
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
も

の
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

①　

�

善
照
寺
所
蔵
『
漢
語
灯
録
』（
写
本
）
所
収
本
※
『
無

量
寿
経
釈
』『
観
経
釈
』
は
省
略
さ
れ
て
い
る

②　

�

大
谷
大
学
所
蔵
『
漢
語
灯
録
』（
写
本
）
所
収
本
※
『
無

量
寿
経
釈
』『
観
経
釈
』
は
省
略
さ
れ
て
い
る

③　

�

慶
安
元
・
四
年
版
『
大
経
直
談
要
註
記
』（
聖
聰
著
）

所
収
『
無
量
寿
経
釈
』
※
無
刊
記
版
（
江
戸
初
期
か
）

も
三
系
統
現
存

④　

�

正
徳
版
『
漢
語
灯
録
』（
版
本
）
所
収
本

　
　
　
※�

後
に
『
三
部
経
釈
』
の
部
分
を
「
漢
語
灯
録
抜
抄

『
三
部
経
釈
』」
と
し
て
抜
き
刷
り
し
刊
行

⑤　

�

寛
永
九
年
版
『
三
部
経
私
記
』（
版
本
）

⑥　
承
応
三
年
版
『
三
部
経
私
記
』（
版
本
）

こ
れ
ら
の
中
、
①
善
照
寺
本
『
漢
語
灯
録
』
と
②
大
谷
大
学
本

『
漢
語
灯
録
』
は
書
写
元
が
、
恵
空
の
書
写
し
た
も
の
で
共
通

し
て
お
り
同
系
統
で
あ
る
。
こ
の
写
本
と
④
正
徳
版
『
漢
語
灯

録
』
と
共
通
し
て
第
一
か
ら
第
三
ま
で
が
そ
れ
ぞ
れ
『
無
量
寿

経
釈
』『
観
無
量
寿
経
釈
』『
阿
弥
陀
経
釈
』
で
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、①
と
②
の
二
本
の
写
本
に
つ
い
て
は
、

　
第
一
第
二
は
印
本
流
布
の
ゆ
え
、
今
略
し
て
写
さ
ず

と
い
っ
て
、『
無
量
寿
経
釈
』『
観
無
量
寿
経
釈
』
は
す
で
に
刊

行
さ
れ
て
世
に
広
ま
っ
て
い
る
の
で
（
④
寛
永
版
と
さ
れ
て
い

る
）
書
写
を
省
略
し
た
と
し
て
お
り
、
こ
の
二
本
の
写
本
に
は

『
無
量
寿
経
釈
』は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
『
漢
語
灯
録
』
に
本
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
江
戸
期
に

刊
行
さ
れ
た
正
徳
版
『
漢
語
灯
録
』
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
正
徳
版
『
漢
語
灯
録
』
は
、
意
味
が
と
り
ず
ら
い
部
分

や
誤
字
と
思
わ
れ
る
部
分
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
訂
正
し
た

り
、
省
略
部
分
を
補
填
す
る
な
ど
、
大
き
く
手
の
入
っ
た
文
献

と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
一
次
資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
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は
避
け
ら
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
『
三
部
経
釈
』
の
研
究
に
は
⑤

⑥
の
版
本
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
研
究
ノ
ー
ト
も
⑤

の
寛
永
版
を
使
用
し
た
。

東
大
寺
で
講
説
さ
れ
た
と
い
う
根
拠

『
無
量
寿
経
釈
』
の
収
録
さ
れ
る
『
三
部
経
釈
』
は
、
奈
良

東
大
寺
で
法
然
が
浄
土
三
部
経
を
講
説
し
た
記
録
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
『
四
十
八
巻
伝
』
に

　

�

建
久
二
年
の
頃
、
上
人
を
請
じ
奉
り
て
、
大
仏
殿
の
未
だ

半
作
な
り
け
る
軒
の
下
に
て
、入
唐
の
時
渡
し
奉
れ
る『
観

経
』
の
曼
陀
羅
、
並
び
に
浄
土
五
祖
の
影
を
供
養
し
、
又
、

浄
土
の
三
部
経
を
講
ぜ
さ
せ
奉
り
け
る

�

（
聖
典
六
・
四
七
八
頁
）

と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
義
山
版
の
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に

　

�

然
る
に
今
輙
く
三
経
講
讃
の
請
に
応
じ
て
三
日
解
説
の
会

を
開
く
。
譬
え
ば
魚
亀
、
層
雲
の
上
に
登
る
が
奚
し
て
翔

天
の
用
有
ら
ん
。
然
り
と
い
え
ど
も
重
賢
上
人 

太
上
法

王
の
叡
命
を
承
り
て
慇
懃
に
請
を
致
す
。

�

（『
昭
法
全
』
一
四
六
頁 

元
漢
文
）

と
あ
る
こ
と
、
ま
た
善
照
寺
本
に

　

�

然
れ
ば
す
な
わ
ち
三
経
講
讃
の
仁
に
応
じ
て
三
日
講
讃
の

会
を
開
く
事
、
譬
え
ば
魚
鱗
の
層
雲
の
上
に
登
る
が
ご
と

し
。（
同
右
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
重
賢
の
請
い
で
三
日
に
わ
た
っ
て
三
部
経
の

講
説
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
善
照
寺
本
に
は
本
文
は
省
略

さ
れ
な
が
ら
も
『
観
経
釈
』
の
部
分
に

　

�

本
に
云
く
、
文
治
六
年
（
庚
戌
）
二
月
二
日
東
大
寺
に
お

い
て
こ
れ
を
講
じ
畢
ぬ
。

　

�

所
請
は
源
空
上
人
、
能
請
は
重
賢
上
人

と
い
う
奥
付
の
み
は
書
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
奥
付
け
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
、
さ
ら
に
『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
終
わ
り
に
も

　
�

本
に
云
く
、
文
治
六
年
二
月
一
日
東
大
寺
に
お
い
て
こ
れ

を
講
じ
畢
ぬ
。

　

�
所
請
は
源
空
上
人
、
能
請
は
重
賢
上
人
（
以
上
書
本
）

と
い
う
奥
付
け
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
東
大
寺
に
お
い

て
三
部
経
の
講
説
が
あ
っ
た
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
る
。（
こ
れ
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に
よ
る
と
『
阿
弥
陀
経
釈
』
の
方
が
先
に
講
説
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
）
ち
な
み
に
こ
の
奥
書
は
、
義
山
版
に
は
『
阿
弥
陀

経
釈
』
の
末
尾
の
み
に
善
照
寺
本
と
同
様
の
奥
が
あ
る
の
み
で
、

『
無
量
寿
経
釈
』、『
観
経
釈
』
に
は
奥
書
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
講
説
の
年
時
に
つ
い
て
も
、
奥
付
で
は
文
治
六
年
、『
四

十
八
巻
伝
』
で
は
建
久
二
年
と
あ
り
違
い
が
あ
り
、
東
大
寺
の

史
料
で
は
講
説
が
あ
っ
た
こ
と
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
問
題
は
『
三
部
経
釈
』
が
東
大
寺
で
の
講
説
の
記
録

で
あ
る
と
い
う
根
拠
が
『
四
十
八
巻
伝
』
の
記
載
以
外
は
『
阿

弥
陀
経
釈
』で
講
説
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
部
分
と『
観
経
釈
』『
阿

弥
陀
経
釈
』
の
奥
付
に
記
さ
れ
る
部
分
で
の
み
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
阿
弥
陀
経
釈
』
に
は
義
山
版
『
漢
語
灯

録
』、
古
本
『
漢
語
灯
録
』
と
、
寛
永
版・承
応
版
『
三
部
経
釈
』

と
諸
本
が
三
系
統
あ
り
、
義
山
版
と
古
本
は
先
に
挙
げ
た
よ
う

に
似
た
記
載
で
講
説
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
寛
永
・
承

応
版
『
三
部
経
釈
』
に
は
こ
の
部
分
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
が
、
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
も
の
な

の
か
、
は
じ
め
か
ら
あ
っ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
点
が
は
っ
き

り
と
せ
ず
、
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

東
大
寺
で
説
か
れ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
客
観

的
根
拠
が
指
摘
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
選
択
集
』
と
重
複
す
る
記
載
と
そ
の
扱
い

そ
し
て
、
こ
の
『
三
部
経
釈
』
に
は
、『
選
択
集
』
と
重
複

す
る
記
載
が
長
文
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
、
こ
の
箇
所
を
ど
う
考

え
る
の
か
と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
い
う

と�

二
五
七
頁
八
行
目
「
こ
こ
に
於
い
て
」
～
二
六
一
頁
六
行
目

「
修
し
難
し
」

�

二
六
三
頁
四
行
目「
問
う
て
曰
く
」～
二
六
六
頁
二
行
目「
故

な
り
」

�

二
七
五
頁
一
五
行
目
「
私
に
云
く
」
～
二
八
五
頁
一
五
行
目

「
知
る
べ
し
」

�
二
九
一
頁
一
五
行
目「
こ
の
経
の
」～
二
九
三
頁
三
行
目「
叵

き
か
」

�

三
〇
一
頁
九
行
目「
故
に
善
導
」～
三
〇
三
頁
一
三
行
目「
通
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ず
べ
し
」

以
上
が
『
選
択
集
』
と
重
複
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が

後
の
時
代
に
『
選
択
集
』
か
ら
転
記
し
て
加
え
た
の
か
、
そ
れ

と
も
元
か
ら
あ
っ
た
記
載
を『
選
択
集
』に
用
い
た
の
か
と
い
っ

た
説
が
あ
り
、
現
在
で
は
『
選
択
集
』
か
ら
転
記
し
た
と
す
る

説
が
承
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
決
着
は
見
て
い
な
い

（
（
（

。
こ
う

し
た
『
選
択
集
』
と
重
複
す
る
記
載
に
対
し
て
、
重
複
部
分
は

後
に
『
選
択
集
』
か
ら
転
記
さ
れ
た
「
新
層
」
部
分
で
あ
る
と

い
う
説
が
提
唱
さ
れ
、
そ
れ
以
降
『
三
部
経
釈
』
に
「
新
層
」

と
「
古
層
」
が
あ
る
と
い
う
枠
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
（
（
（

。ま
た
、『
三
部
経
釈
』
は
法
然
の
思
想
形
成
の
上
で
ど
こ
に

位
置
す
る
の
か
と
い
う
視
点
で
も
重
要
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
法
然
の
思
想
形
成
の
段
階
に
よ
っ
て
、

『
三
部
経
釈
』
→
『
逆
修
説
法
』
→
『
選
択
集
』
の
順
で
法
然

の
思
想
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
説
が
一
般
的
に
な
っ
て

い
る
が

（
（
（

、
こ
の
説
は
、
助
業
論
や
「
選
択
思
想
」「
善
導
弥
陀

化
身
説
」「
念
仏
勝
行
説
」
な
ど
の
諸
思
想
を
も
と
に
具
体
的

に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
研
究
で
は
、
先
の
「
新
層
」

と
「
古
層
」
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
選
択
思
想
」
な
ど
の
思
想

は
後
に
加
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
選
択
集
』
と
の
重
複
部
分
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、『
三
部
経
釈
』
成
立
時
期
に
は
成

立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る

（
（
（

。
こ
の
よ
う
に
『
選
択
集
』
と
の
重
複
部
分
の
扱
い

に
よ
っ
て
、
法
然
の
思
想
形
成
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

『
無
量
寿
経
釈
』
に
説
か
れ
る
諸
思
想

こ
の
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
釈
』
は
『
選
択
集
』
と
の
重
複

部
分
を
中
心
と
す
る
書
誌
的
な
問
題
や
、
法
然
初
期
の
思
想
が

見
ら
れ
る
と
い
っ
た
視
点
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
重
複

部
分
の
他
に
も
注
目
す
べ
き
思
想
は
多
く
、
先
学
の
言
及
も
少

な
く
な
い
。
例
え
ば
真
言
宗
、
仏
心
宗
、
法
華
宗
と
い
っ
た
諸

宗
の
教
義
を
取
り
上
げ
て
念
仏
往
生
の
願
の
普
遍
性
を
語
る
部

分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
を
宗
と
し
た
人
師
を
救
わ
れ
る
対
象
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と
し
た
説
、ま
た
、阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
を
「
抜
苦
」
と
「
与

楽
」
の
願
に
分
類
し
て
理
解
す
る
説
、
本
願
を
語
る
上
で
女
人

の
往
生
に
つ
い
て
特
に
紙
数
を
割
い
て
力
説
す
る
点
、『
無
量

寿
経
』
の
理
解
の
中
で
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
に
言
及
す
る
こ
と
、

善
導
の
説
を
補
助
す
る
義
と
し
て
、
智
栄
・
信
仲
・
懐
感
・
覚

親
・
源
信
・
永
観
・
珍
海
と
い
う
七
人
の
人
師
を
指
摘
す
る

説
（
（
（

、「
但
念
」「
助
念
」「
諸
行
」
と
い
う
語
で
念
仏
以
外
の
諸

行
を
扱
う
説
な
ど

（
（
（

、
他
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
説
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
説
は
そ
の
ま
ま
女
人
の
往
生
を
扱

う
研
究
や

（
（
（

、
本
願
観
、
仏
身
説
、
念
仏
以
外
の
諸
行
、
法
然

が
意
識
し
た
人
師
と
い
っ
た
思
想
を
扱
う
際
に
は
必
ず
言
及
さ

れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
少
し
だ
け
そ
の
内
容
を
紹
介
し

た
い
。

諸
宗
の
人
師
を
取
り
上
げ
る
部
分

ま
ず
、
念
仏
往
生
の
願
の
普
遍
性
を
説
く
部
分
で
諸
宗
の
人

師
を
取
り
上
げ
る
部
分
で
は
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
が
、
救
い
の

対
象
を
限
定
的
な
も
の
と
し
て
い
た
場
合
、

　

�

昔
法
蔵
比
丘
、
真
言
宗
の
心
に
由
ら
ば
、
三
密
の
章
句
を

以
て
往
生
の
別
願
と
為
せ
ば
、
無
為
・
不
空
・
恵
果
・
法

全
、
往
生
す
べ
し
。
自
餘
の
諸
宗
の
人
は
生
ず
べ
か
ら
ず
。

次
に
仏
心
宗
の
意
に
由
ら
ば
、
見
性
成
仏
を
以
て
別
願
と

為
せ
ば
、
恵
可
・
僧
璨
・
弘
忍
・
恵
能
、
往
生
す
べ
し
…

と
い
っ
て
救
わ
れ
る
対
象
が
諸
宗
を
代
表
す
る
人
師
に
限
定
さ

れ
る
が
、
念
仏
往
生
の
願
を
誓
願
と
し
た
た
め
に
、「
真
言
等

八
宗
、
共
に
往
生
慈
悲
の
願
網
に
漏
れ
ず
」
と
し
て
、
念
仏
往

生
の
願
が
諸
宗
の
人
師
を
も
漏
ら
さ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う

主
張
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
説
は
他
の
文
献
で
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
ろ
う
。

本
願
を
「
抜
苦
」
と
「
与
楽
」
で
分
類
す
る
説

ま
た
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
を
「
抜
苦
」
と
「
与
楽
」
の

願
に
分
類
し
て
理
解
す
る
説
は
、

　
�

抑
、
こ
の
四
十
八
願
は
、
皆
抜
苦
与
楽
の
義
有
り
。
爾
る

は
、
大
悲
と
は
抜
苦
な
り
。
大
慈
と
は
与
楽
な
り
。
第
一

の
無
三
悪
趣
は
大
悲
抜
苦
な
り
。
第
二
の
不
更
悪
趣
は
ま
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た
こ
れ
大
悲
抜
苦
な
り
。
第
三
の
悉
皆
金
色
は
こ
れ
与
楽

な
り
。
第
四
の
無
有
好
醜
は
こ
れ
与
楽
な
り
。
乃
至
十
八

の
念
仏
往
生
の
願
は
に
二
つ
の
意
有
り
。
出
離
生
死
は
こ

れ
抜
苦
な
り
。
往
生
極
楽
は
こ
れ
与
楽
な
り
。

と
い
い
、
こ
こ
で
は
第
四
願
ま
で
と
十
八
願
に
つ
い
て
を
例
に
、

抜
苦
の
願
、
与
楽
の
願
と
に
分
類
で
き
る
と
い
う
主
張
が
見
ら

れ
る
。

女
人
の
往
生
を
説
く
部
分

女
人
の
往
生
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
女
人
往
生
の

願
を
取
り
上
げ
て
、

　

�「
設
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
そ
れ
女
人
有
っ
て
、
我

が
名
字
を
聞
き
て
、
歓
喜
信
楽
し
て
、
菩
提
心
を
発
し
、

女
身
を
厭
う
に
、
寿
終
の
後
、
ま
た
女
像
と
為
ら
ば
正
覚

を
取
ら
じ
」
と
。
こ
れ
に
付
き
て
疑
い
有
り
。
上
の
念
仏

往
生
の
願
は
男
女
を
嫌
わ
ず
、
来
迎
引
接
も
男
女
に
亘
る
。

と
い
い
、「
こ
の
日
本
国
に
、
さ
し
も
貴
く
止
む
ご
と
無
き
霊

地
霊
験
の
砌
に
は
皆
な
悉
く
嫌
わ
れ
た
り
と
」
と
い
っ
て
、
女

人
の
往
生
に
対
す
る
当
時
の
問
題
を
い
く
つ
も
取
り
上
げ
て
こ

れ
を
憂
い
、「
女
人
の
苦
を
抜
き
て
女
人
の
楽
を
与
え
る
慈
悲

の
御
意
の
誓
願
利
生
な
り
」
と
い
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
に

よ
る
女
人
の
救
済
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
法
然
の
当

時
の
社
会
に
お
け
る
女
人
の
扱
い
へ
の
想
い
が
特
に
現
れ
て
い

る
部
分
で
あ
り
、
ま
た
当
時
の
社
会
の
状
況
も
う
か
が
え
、
注

目
を
集
め
る
部
分
で
あ
る
。

善
導
の
説
を
補
助
す
る
七
師

さ
ら
に
、
善
導
の
説
を
補
助
す
る
義
と
し
て
、
智
栄・信
仲・

懐
感
・
天
竺
覚
親
・
源
信
・
永
観
・
珍
海
と
い
う
七
人
の
人
師

を
指
摘
す
る
説
も
、他
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
。こ
れ
ら
の
中
、

智
栄
・
信
仲
・
天
竺
覚
親
に
つ
い
て
は
「
そ
の
文
別
紙
に
在
り
。

こ
れ
を
見
る
べ
し
」
と
し
て
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
当
時
法
然
が
こ
う
し
た
人
師
の
浄
土
教
思
想
を
、
善
導

の
説
の
補
助
す
る
も
の
と
表
明
し
て
い
た
点
、
そ
し
て
こ
の
表

明
が
本
書
の
み
に
見
ら
れ
る
と
い
う
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
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以
上
、
ほ
ん
の
一
例
だ
が
、
こ
う
し
た
思
想
が
本
書
だ
け
に

見
ら
れ
る
思
想
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
書
は
文
献
と
し
て
大
き
な
問
題
を
か
か
え
る
も
の
で
は
あ

る
が
、こ
う
し
た
諸
思
想
が
、法
然
に
よ
っ
て
い
つ
、ど
う
い
っ

た
想
い
で
構
築
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
も
論
じ
ら
れ
続
け
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
研
究
が
こ
の
書
き

下
し
作
業
に
よ
っ
て
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
を
願
う
。

注（
1
）
大
須
賀
秀
道
「
三
経
釈
と
選
択
集
と
の
対
検
」（『
仏
教
研
究
』
第

五
巻
三
・
四
合
併
号
・
一
九
二
四
）、
徳
沢
龍
泉
「
選
択
集
と
三
経

釈
と
に
お
け
る
所
顕
」（『
宗
学
院
論
輯
』
第
一
一
号
・
一
九
三
二
）、 

今
岡
達
音
「
三
経
釈
と
選
択
集
の
著
作
前
後
」（『
今
岡
教
授
記
念
論

集
』、
一
九
三
三
、『
浄
土
学
』
第
二
巻
と
し
て
一
九
八
〇
に
再
版
）、

石
井
教
道
「
選
択
集
と
三
部
経
釈
と
の
成
立
前
後
考
」（『
大
正
大
学

学
報
』
第
三
二
号
、
一
九
四
一
）、
大
橋
俊
雄
「
法
然
上
人
撰
述
浄

土
三
部
末
疏
の
成
立
前
後
に
就
い
て
」（『
仏
教
史
学
』
第
八
巻
一
号
、

一
九
五
九
、
名
僧
論
集
『
法
然
』
に
一
九
八
三
に
再
録
）
な
ど
。
岸

一
英
「『
逆
修
説
法
』
と
『
三
部
経
釈
』」（
藤
堂
恭
俊
博
士
古
稀
記

念
『
浄
土
宗
典
籍
研
究
』、
一
九
八
八
、
同
朋
舎
出
版
）
に
よ
る
整

理
を
転
記
し
た
。
ま
た
本
解
題
中
の
東
大
寺
で
の
講
説
の
根
拠
の
部

分
も
こ
の
岸
一
英
の
研
究
を
参
照
し
た
。

（
2
）
岸
一
英
の
こ
う
し
た
視
点
で
の
研
究
に
、「
三
部
経
釈
の
研
究
（
一
）」

（『
法
然
上
人
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
二
）、「『
無
量
寿
経
釈
』
古

層
の
復
元—

三
部
経
釈
の
研
究
（
二
）—

」（
佐
藤
成
順
博
士
古
稀

記
念
論
文
集
『
東
洋
の
歴
史
と
文
化
』（
山
喜
房
仏
書
林
、二
〇
〇
四
）、

「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
の
復
元—

三
部
経
釈
の
研
究
（
五
）—

」（
高

橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』（
第
一
巻
）、

山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
石
井
教
道
『
選
択
集
の
研
究 

総
論
篇
』（『
現
代
仏
教
名
著
全
集
』

第
六
巻
、
隆
文
館
、
一
九
七
四
）
以
降
こ
う
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
4
）
こ
う
し
た
視
点
か
ら
法
然
の
思
想
の
変
化
に
着
目
し
た
研
究
に
安

達
俊
英
「
法
然
上
人
に
お
け
る
選
択
思
想
と
助
業
観
の
展
開
」（『
浄

土
宗
学
研
究
』
一
七
、
一
九
九
〇
）、
林
田
康
順
「
法
然
上
人
「
三

部
経
釈
」
に
説
か
れ
る
「
選
択
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
三
康
文
化
研
究

所
年
報
』
三
一
、
一
九
九
八
）、「
東
大
寺
講
説
「
三
部
経
釈
」
に
説

か
れ
る
「
選
択
」
思
想
へ
の
疑
義
」（『
印
仏
研
』
四
八
―
一
、
一
九

九
九
）、「
廬
山
寺
本
『
選
択
集
』
に
お
け
る
偏
依
善
導
一
師
を
め
ぐ

る
推
敲
」（『
印
仏
研
』
四
九
―
二
、
二
〇
〇
一
）、「
法
然
上
人
に
お

け
る
難
易
義
成
立
の
意
義
～『
無
量
寿
経
釈
』か
ら『
選
択
集
』へ
～
」
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（『
仏
教
論
叢
』
四
五
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
が
あ
る
。

（
5
）
大
谷
旭
雄
「
善
導
義
補
助
の
七
師
と
法
然
」（『
浄
土
教
―
そ
の
伝

統
と
創
造
Ⅱ
―
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
八
四
・『
法
然
浄
土
教
と

そ
の
周
縁
』
坤
、
山
喜
房
仏
書
林
に
再
録
）
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
6
）
前
掲
安
達
俊
英
論
文
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）
遠
藤
元
男
「
女
人
成
仏
思
想
序
説
」（『
日
本
思
想
史
の
研
究
』
章

華
社
、
一
九
三
六
）、
香
川
孝
雄
「
法
然
上
人
の
女
性
観
」（
井
川
博

士
記
念
論
文
集
『
日
本
文
化
と
浄
土
教
論
考
』
一
九
七
四
）、「
法
然

上
人
女
人
往
生
観
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
八
）、
笠
原
一
男
『
女
人

往
生
思
想
の
系
譜
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
）、
平
雅
行
「
旧
仏

教
と
女
性
」（
津
田
秀
夫
記
念
論
文
集
『
法
然
社
会
と
近
代
』）
松
尾

剛
次「
遁
世
僧
と
女
人
救
済
」（『
救
い
と
教
え
』平
凡
社
、一
九
八
九
）

今
堀
太
逸
「
法
然
の
絵
巻
と
遊
女
」（『
鷹
陵
史
学
』
一
一
、
一
二
）、

福
原
隆
善
「
法
然
上
人
の
女
人
往
生
論
」（『
日
本
佛
教
學
會
年
報
』

五
六
、
一
九
九
一
）
な
ど
の
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

『
無
量
寿
経
釈
』
書
き
下
し
凡
例

・�

本
訓
読
は
寛
永
版
『
無
量
寿
経
釈
』（
外
題
『
三
部
経
私
記
』）

を
底
本
と
し
、
承
応
版
同
本
と
正
徳
版
『
漢
語
灯
録
』
を
参

照
し
た
。

・�

漢
字
表
記
は
、
平
易
を
旨
と
し
て
可
能
な
も
の
は
常
用
漢
字

に
改
め
た
。

・�

ル
ビ
や
送
り
仮
名
は
、
原
則
『
浄
土
宗
聖
典
』（
三
巻
）
所

収
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
し
た
が
っ
た
が
研
究
班
で
検
討

し
訂
正
し
た
部
分
も
あ
る
。

・�

割
注
の
部
分
は
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
、
割
注
に
せ
ず
〈 

〉

で
括
っ
た
。
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無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

釈し
ゃ
く〈

正ま
さ

し
く
は
善ぜ

ん

導ど
う

に
依よ

り
、
傍

か
た
わ
らに

諸し
ょ

師し

に
依よ

り
て
、
并な

ら

び
に
愚ぐ

懐か
い

を
述の

ぶ
。〉 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天て

ん

台だ
い

黒く
ろ

谷だ
に

沙し
ゃ

門も
ん

源げ
ん

空く
う

記き

ま
さ
に
こ
の
経き

ょ
う

を
釈し

ゃ
く

せ
ん
と
す
る
に
、
略り

ゃ
く

し
て
五ご

意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
大た

い

意い

、
二ふ

た

つ
に
は
立り

っ

教
き
ょ
う

開か
い

宗し
ゅ
う、

三み

つ
に
は
浄

じ
ょ
う

教き
ょ
うの

不ふ

同ど
う

、
四よ

つ
に
は
釈

し
ゃ
く

名み
ょ
う、

五い
つ

つ
に
は
入

に
ゅ
う

文も
ん

解げ

釈し
ゃ
くな

り
。

一ひ
と

つ
に
大た

い

意い

と
は
、
釈し

ゃ

迦か

、
無む

勝し
ょ
う

浄じ
ょ
う

土ど

を
捨す

て
て
、
こ
の
穢え

土ど

に
出い

で
た
も
う
事こ

と

は
、
も
と
浄

じ
ょ
う

土ど

の
教き

ょ
うを

説と

き
て
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

勧か
ん

進じ
ん

し
て
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生し

ょ
うぜ

し
め
ん
が
為た

め

な
り
。
弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

、
穢え

土ど

を
捨す

て
て

彼か

の
浄

じ
ょ
う

土ど

に
出い

で
た
も
う
事こ

と

は
、
も
と
穢え

土ど

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

導み
ち
びき

て
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生し

ょ
うぜ

し
め
ん
が
為た

め

な
り
。
こ

れ
則す

な
わ

ち
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
浄

じ
ょ
う

土ど

に
出い

で
て
穢え

土ど

に
出い

で
た
も
う
御ご

本ほ
ん

意い

な
り
。
善ぜ

ん

導ど
う

の
釈し

ゃ
く

に
云い

わ

く
、「
釈し

ゃ

迦か

は

こ
の
方か

た

よ
り
発は

っ

遣け
ん

す
」
と
云

云
。
こ
れ
則す

な
わち

こ
の
経き

ょ
うの

大た
い

意い

な
り
。

二ふ
た

つ
に
立り

っ

教き
ょ
う

開か
い

宗し
ゅ
うと

は
、
ま
た
分わ

か

ち
て
二ふ

た

つ
と
為な

す
。
一ひ

と

つ
に
は
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

立り
っ

教き
ょ
うの

不ふ

同ど
う

、
二ふ

た

つ

に
は
正ま

さ
しく

二に

教き
ょ
うを

立た

つ
。

一ひ
と

つ
に
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

立り
っ

教き
ょ
うの

不ふ

同ど
う

と
は
、
法ほ

っ

相そ
う

に
は
三さ

ん

時じ

云
云
、
三さ

ん

論ろ
ん

に
は
二に

蔵ぞ
う

云
云
、
天て

ん

台だ
い

に
は
あ
る

い
は
五ご

味み

、
あ
る
い
は
四し

教き
ょ
うな

り
云

云
、
華け

厳ご
ん

に
は
五ご

教き
ょ
う、

あ
る
い
は
十じ

っ

宗し
ゅ
う
云

云
、
真し

ん
ご
ん言

に
は
あ
る
い

は
二に

教き
ょ
う、

あ
る
い
は
十

じ
ゅ
う

住じ
ゅ
う

心し
ん
云

云
。
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二ふ
た

つ
に
正ま

さ
しく

二に

教き
ょ
うを

立た

つ
と
は
、
綽

し
ゃ
く

禅ぜ
ん

師じ

の
意こ

こ
ろ、

略り
ゃ
くし

て
二に

教き
ょ
うを

立た

て
て
以も

っ

て
仏ぶ

っ

教き
ょ
うを

判は
ん

ず
。
一ひ

と

つ
に
は
聖

し
ょ
う

道ど
う

の
教き

ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
浄じ

ょ
う
ど土

の
教き

ょ
うな

り
。

一ひ
と

つ
に
聖

し
ょ
う

道ど
う

の
教き

ょ
うと

は
、
も
し
は
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
う、

も
し
は
大だ

い

乗じ
ょ
う、

も
し
は
顕け

ん

教ぎ
ょ
う、

も
し
は
密み

っ

教き
ょ
うの

中な
か
云

云
。

二ふ
た

つ
に
浄

じ
ょ
う

土ど

の
教き

ょ
うと

は
、
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
うの

中な
か

に
は
全ま

っ
たく

浄
じ
ょ
う

土ど

の
法ほ

う

門も
ん

を
説と

か
ず
、
大だ

い

乗じ
ょ
うの

中な
か

に
は
多お

お

く
往お

う

生じ
ょ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
法ほ

う

を
説
く
。
こ
れ
を
名な

ず
け
て
浄

じ
ょ
う

土ど

の
教き

ょ
うと

謂い

う
。
今い

ま

こ
の
経き

ょ
うは

正ま
さ

し
く
こ
れ
浄

じ
ょ
う

土ど

の

教き
ょ
うに

摂せ
っ

す
云

云
。

次つ
ぎ

に
横お

う

截さ
い

五ご

悪あ
く

趣し
ゅ

の
文も

ん

を
以も

っ

て
二に

門も
ん

を
分ふ

ん

別べ
つ

す
る
な
り
。
抑

そ
も
そ
も、

三さ
ん

乗じ
ょ
う

四し

乗じ
ょ
うの

聖
し
ょ
う

道ど
う

は
、
正

し
ょ
う

像ぞ
う

す

で
に
過す

ぎ

て
末ま

っ

法ぽ
う

に
至い

た
りて

よ
り
、
た
だ
教き

ょ
うの

み
有あ

り
て
行

ぎ
ょ
う

証し
ょ
う

無な

し
。
故ゆ

え

に
末ま

っ

法ぽ
う

の
近き

ん

来ら
い

は
断だ

ん

惑な
く

証し
ょ
う

理り

無な

し
。断だ

ん

惑な
く

証し
ょ
う

理り

無な

き
が
故ゆ

え

に
、こ
れ
を
以も

っ

て
生

し
ょ
う

死じ

を
出い

ず
る
の
輩

と
も
が
ら

無な

し
。往お

う

生じ
ょ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
法ほ

う

門も
ん

は
、

未い
ま

だ
煩ぼ

ん

悩の
う

の
迷ま

よ
いを

断だ
ん

ぜ
ず
と
い
え
ど
も
、
弥み

陀だ

の
願が

ん

力り
き

に
依よ

り
て
極ご

く

楽ら
く

に
生し

ょ
うず

る
者も

の

、
永な

が

く
三さ

ん

界が
い

を

離は
な

れ
て
六ろ

く

道ど
う

生し
ょ
う

死じ

を
出い

ず
。
故ゆ

え

に
往お

う

生じ
ょ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
法ほ

う

は
こ
れ
未い

ま

だ
惑わ

く

を
断だ

ん

ぜ
ず
し
て
三さ

ん

界が
い

を
出い

ず

る
の
法ほ

う

云
云
。
故ゆ

え

に
末ま

つ

代だ
い

の
出

し
ゅ
つ

離り

生し
ょ
う

死じ

、
往お

う

生じ
ょ
う

浄じ
ょ
う

土ど

、
更さ

ら

に
以も

っ

て
階す

す

む
べ
か
ら
ざ
る
事こ

と

な
る
が
故ゆ

え

に
、
心

こ
こ
ろ

有あ

り
て
ん
の
人
、
も
し
生

し
ょ
う

死じ

を
出い

で
ん
と
欲ほ

っ

さ
ば
、
必か

な
らず

浄
じ
ょ
う

土ど

の
門も

ん

に
帰き

す
べ
し
。
故ゆ

え

に
道ど

う

綽し
ゃ
く

禅ぜ
ん

師じ

こ
の
経き

ょ
うの
「
横お

う

截さ
い

五ご

悪あ
く

趣し
ゅ

」
の
文も

ん

を
釈し

ゃ
くし
て
云い

わ

く
、「
も
し
こ
の
方か

た

の
修

し
ゅ
う

治ち

断だ
ん

除じ
ょ

に
依よ

ら
ば
、

先ま

ず
見け

ん

惑わ
く

を
断だ

ん

じ
て
三さ

ん

途ず

の
因い

ん

を
離は

な

れ
三さ

ん

途ず

の
果か

を
滅め

っ

す
。後の

ち

に
修し

ゅ

惑わ
く

を
断だ

ん

じ
て
人に

ん

天で
ん

の
果か

を
離は

な

る
。

こ
れ
皆み

な
漸ぜ

ん

次じ

の
断だ

ん

除じ
ょ

に
し
て
「
横お

う

截さ
い

」
と
名な

ず
け
ず
。
も
し
弥み

陀だ

の
浄

じ
ょ
う

国こ
く

に
往お

う

生じ
ょ
うす

る
こ
と
を
得う
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れ
ば
、
娑し

ゃ

婆ば

の
五ご

道ど
う

一い
ち

時じ

に
頓と

み

に
捨す

つ
る
が
故ゆ

え

に
「
横お

う

截さ
い

」
と
名な

ず
く
。「
截さ

い

」
は
五ご

悪あ
く

趣し
ゅ

の
そ
の

果か

を
截き

る
な
り
」
と
。
天て

ん

台だ
い

真し
ん

言ご
ん

皆み

な
頓と

ん

教ぎ
ょ
うと

名な

ず
く
と
雖い

え
ども
、
惑わ

く

を
断だ

ん

ず
る
が
故ゆ

え

に
、
猶な

お

こ
れ
漸ぜ

ん

教き
ょ
うな

り
。
未い

ま

だ
惑わ

く

を
断だ

ん

ぜ
ず
、
三さ

ん

界が
い

の
長

ち
ょ
う

迷み
ょ
うを

出
し
ゅ
っ

過か

す
る
が
故ゆ

え

に
、
こ
の
教き

ょ
うを

以も
っ

て
頓と

ん

中ち
ゅ
うの

頓と
ん

と
為す

る
な
り
。

三み

つ
に
浄

じ
ょ
う

教き
ょ
うの

不ふ

同ど
う

と
は
、
往お

う

生じ
ょ
う

教き
ょ
うに

於お

い
て
根こ

ん

本ぽ
ん

有あ

り
、
ま
た
枝し

末ま
つ

有あ

り
。
例れ

い

せ
ば
真し

ん

言ご
ん

の

如ご
と

し
云

云
。
こ
の
経き

ょ
う

を
以も

っ

て
根こ

ん

本ぽ
ん

と
名な

ず
け
、
余よ

経き
ょ
うを

以も
っ

て
枝し

末ま
つ

と
名な

ず
く
云

云
。
ま
た
こ
の
経き

ょ
う

を
以も

っ

て
正

し
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

教き
ょ
う

と
名な

ず
け
、
余よ

経き
ょ
うを

以も
っ

て
傍ぼ

う

往お
う

生じ
ょ
うの

教き
ょ
う

と
名な

ず
く
云

云
。
ま
た
こ
の
経き

ょ
う

を
以も

っ

て
有う

所し
ょ

往お
う

生じ
ょ
うの

教き
ょ
う

と
名な

ず
け
、
他た

経き
ょ
うを

以も
っ

て
無む

所し
ょ

往お
う

生じ
ょ
うの

教き
ょ
う

と
名な

ず
く
云

云
。
ま
た
こ
の
経き

ょ
う

を
ば
往お

う

生じ
ょ
う

具ぐ

足そ
く

の
教き

ょ
うと

名な

ず
け
、
他た

経き
ょ
うを

ば
不ふ

具ぐ

足そ
く

の
教き

ょ
うと

名な

ず
く
云

云
。

四よ

つ
に
釈

し
ゃ
く

名み
ょ
うと

は
云

云
。

五い
つ

つ
に
入

に
ゅ
う

文も
ん

解げ

釈し
ゃ
くと

は
、
こ
の
経

き
ょ
う

一い
ち

部ぶ

二に

巻か
ん

、
分わ

か

ち
て
三さ

ん

段だ
ん

と
為な

す
。
始は

じ

め
「
我が

聞も
ん

如に
ょ

是ぜ

」
よ
り

「
于う

願が
ん

楽ぎ
ょ
う

欲よ
く

聞も
ん

」
に
至い

た

る
ま
で
は
、
こ
れ
序じ

ょ

分ぶ
ん

な
り
。
次つ

ぎ

に
「
乃

ぎ
ゅ
う

往お
う

過か

去こ

久く

遠お
ん

無む

量り
ょ
う」

よ
り
下げ

巻か
ん

の

「
略

り
ゃ
く

説せ
つ

之し

に耳
」
に
至い

た

り
て
は
、
正

し
ょ
う

宗じ
ゅ
うな

り
。
次つ

ぎ

に
「
其ご

有う

得と
く

聞も
ん

彼ひ

仏ぶ
つ

名み
ょ
う

号ご
う

」
よ
り
「
靡ま

不ふ

歓か
ん

喜ぎ

」
に

至い
た

り
て
は
こ
れ
流る

通づ
う

な
り
。

始は
じ

め
、
序じ

ょ

に
付つ

き
て
通つ

う

有あ

り
、
別べ

つ

有あ

り
。
通つ

う

と
は
云

云
、
別べ

つ

と
は
云

云
。

　
次つ

ぎ

に
正

し
ょ
う

宗じ
ゅ
うに

付つ

き
て
略り

ゃ
く

し
て
四し

段だ
ん

有あ

り
。
一ひ

と
つ

に
は
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

の
興こ

う

意い

、
二ふ

た
つ

に
は
依え

願が
ん

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う、

三み
つ
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に
は
所し

ょ

得と
く

の
依え

正し
ょ
う、

四よ
つ

に
は
往お

う

生じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

業ご
う

な
り
。

一ひ
と

つ
に
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

の
興こ

う

意い

と
い
う
は
、『
双そ

う

巻か
ん

経ぎ
ょ
う』

に
云い

わ

く
、「
乃な

い

往お
う

過か

去こ

久く

遠お
ん

無む

量り
ょ
う

不ふ

可か

思し

議ぎ

劫こ
う

に
、
仏

ほ
と
け

世よ

に
出い

づ
る
こ
と
有あ

り
、
錠

じ
ょ
う

光こ
う

如に
ょ

来ら
い

と
名な

ず
く
云

云
。
次つ

ぎ

の
仏ほ

と
け

を
ば
光こ

う

遠お
ん

と
名な

ず
く
。
乃な

い

至し

第だ
い

五ご

十じ
ゅ
う

三さ
ん

の
仏ほ

と
け

を
ば
処し

ょ

世せ

如に
ょ

来ら
い

と
名な

ず
く
云

云
。
そ
の
次つ

ぎ

に
仏

ほ
と
け

在ま
し
まし

き
、
世せ

自じ

在ざ
い

王お
う

如に
ょ

来ら
い

と
名な

ず

く
云

云
。
時と

き

に
国こ

く

王お
う

有あ

り
、
離り

垢く

浄じ
ょ
う

王お
う

か
、
無む

諍じ
ょ
う

念ね
ん

王お
う

か
、
所し

ょ

詮せ
ん

一い
っ

体た
い

同ど
う

名み
ょ
うな

り
。
仏ほ

と
けの

所し
ょ

説せ
つ

を
聞き

き
無む

上じ
ょ
うの

道ど
う

心し
ん

を
発お

こ

す
。
す
な
わ
ち
金こ

ん

輪り
ん

の
位い

を
棄す

て
て
、
行ぎ

ょ
う

じ
て
沙し

ゃ

門も
ん

と
作な

し
、
万ば

ん

乗じ
ょ
うの

機き

を

辞じ

し
て
、
無む

上じ
ょ
う

道ど
う

を
求も

と

む
。
高こ

う

才ざ
い

勇ゆ
う

哲て
つ

に
し
て
世よ

と
超

ち
ょ
う

異い

せ
り
。
号ご

う

し
て
法ほ

う

蔵ぞ
う

と
曰い

う
。
世せ

自じ

在ざ
い

王お
う

如に
ょ

来ら
い

の
所み

も
とに

詣ま
い

り
て
、
乃な

い

至し

こ
こ
に
於お

い
て
世せ

自じ

在ざ
い

王お
う

仏ぶ
つ

、
す
な
わ
ち
為た

め

に
広ひ

ろ

く
二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

諸し
ょ

仏ぶ
つ

の
刹せ

つ

土ど

の
人に

ん

天で
ん

の
善ぜ

ん

悪あ
く

・
国こ

く

土ど

の
麁そ

妙み
ょ
うを

説と

き
て
、
そ
の
心し

ん

願が
ん

に
応お

う

じ
て
悉

こ
と
ご
とく

現げ
ん

じ
て
こ
れ

を
与あ

た

う
。
時と

き

に
彼か

の
比び

丘く

、
仏ほ

と
け

の
所し

ょ

説せ
つ

の
厳ご

ん

浄じ
ょ
うの

国こ
く

土ど

を
聞き

き
、
皆み

な

悉こ
と
ご
とく

覩と

見け
ん

し
て
無む

上じ
ょ
う

殊し
ゅ

勝
し
ょ
う

の
願が

ん

を
超

ち
ょ
う

発ほ
つ

す
。
そ
の
心

こ
こ
ろ

寂じ
ゃ
く

静じ
ょ
うに

し
て
志

こ
こ
ろ
ざ
し

所し
ょ

着じ
ゃ
く

無な

き
こ
と
、
一い

っ

切さ
い

の
世せ

間け
ん

に
能よ

く
及お

よ

ぶ
者も

の

無な

し
。
五ご

劫こ
う

を
具ぐ

足そ
く

し
思し

惟ゆ
い

し
て
、
荘

し
ょ
う

厳ご
ん

仏ぶ
っ

国こ
く

清し
ょ
う

浄じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
う

を
摂せ

っ

取し
ゅ

す
。
阿あ

難な
ん

仏ほ
と
けに

白も
う

さ
く
、
彼か

の

仏ほ
と
けの

国こ
く

土ど

の
寿じ

ゅ

量り
ょ
う、

幾い
く

何ば
く

ぞ
や
。
仏ほ

と
け

の
言

の
た
ま
わく

、
そ
の
仏

ほ
と
け

寿じ
ゅ

命み
ょ
う

四し

十じ
ゅ
う

二に

劫こ
う

な
り
。
時と

き

に
法ほ

う

蔵ぞ
う

比び

丘く

、

二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

諸し
ょ

仏ぶ
つ

の
妙

み
ょ
う

土ど

の
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うの
行ぎ

ょ
うを
摂せ

っ

取し
ゅ

す
」
と
已

上
。

ま
た
『
大だ

い

阿あ

弥み

陀だ

経き
ょ
う』

に
云い

わ

く
、「
そ
の
仏ほ

と
け

す
な
わ
ち
二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

の
仏ほ

と
け

の
国こ

く

土ど

の
中な

か

の
諸し

ょ

天て
ん

人に
ん

民み
ん

の
善ぜ

ん

悪あ
く

・
国こ

く

土ど

の
好こ

う

醜し
ゅ
うを

選せ
ん

択ち
ゃ
くし

て
、
為た

め

に
心し

ん

中ち
ゅ
う

所し
ょ

欲よ
く

の
願が

ん

を
選せ

ん
ち
ゃ
く択

す
。
楼る

夷い

亘ご
う

羅ら

仏ぶ
つ

〈
こ
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れ
に
は
世せ

自じ

在ざ
い

王お
う

仏ぶ
つ

と
云い

う
〉
経き

ょ
うを

説と

き
畢お

わ

り
て
曇ど

ん

摩ま

迦か

〈
こ
こ
に
は
法ほ

う

蔵ぞ
う

と
云い

う
〉
す
な
わ
ち
そ

の
心こ

こ
ろを

一
も
っ
ぱ
らに

し
て
、
す
な
わ
ち
天て

ん

眼げ
ん

を
得え

て
、
徹て

つ

視じ

し
て
悉

こ
と
ご
とく

自み
ず
から

二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
国こ

く

土ど

の
中な

か

の
諸し

ょ

天て
ん

人に
ん

民み
ん

の
善ぜ

ん

悪あ
く

・
国こ

く

土ど

の
好こ

う

醜し
ゅ
うを

見み

、
す
な
わ
ち
心し

ん

中ち
ゅ
うの

所し
ょ

願が
ん

を
選せ

ん

択ち
ゃ
くし

て
、
す
な
わ
ち

こ
の
二に

十じ
ゅ
う

四し

願が
ん

の
経き

ょ
うを

結む
す

び
得え

た
り
」〈『
平

び
ょ
う

等ど
う

覚か
く

経き
ょ
う』

ま
た
ま
た
こ
れ
同お

な

じ
〉。

こ
の
中な

か

に
選せ

ん

択ち
ゃ
くと

は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
取し

ゅ

捨し
ゃ

の
義ぎ

な
り
。
謂い

わ

く
、
二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
浄

じ
ょ
う

土ど

の
中な

か

に
於お

い
て
、
人に

ん

天で
ん

の
悪あ

く

を
捨す

て
て
人に

ん

天で
ん

の
善ぜ

ん

を
取と

り
、
国こ

く

土ど

の
醜し

ゅ
うを

捨す

て
て
国こ

く

土ど

の
好こ

う

を
取と

る

な
り
。『
大だ

い

阿あ

弥み

陀だ

経き
ょ
う』の

選せ
ん

択ち
ゃ
くの

義ぎ

か
く
の
ご
と
し
。『
双そ

う

巻か
ん

経ぎ
ょ
う』の

意こ
こ
ろま

た
選せ

ん

択ち
ゃ
くの

義ぎ

有あ

り
。
謂い

わ

く
、

二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

諸し
ょ

仏ぶ
つ

の
妙

み
ょ
う

土ど

の
清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
うを

摂せ
っ

取し
ゅ

す
と
云い

う
こ
れ
な
り
。
選せ

ん

択ち
ゃ
くと

摂せ
っ

取し
ゅ

と
そ
の
言こ

と
ばは

異こ
と
なり

と
い
え
ど
も
、そ
の
意こ

こ
ろこ

れ
同お

な

じ
。
然し

か

れ
ば
不ふ

清し
ょ
う

浄じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
うを

捨す

て
て
、清

し
ょ
う

浄じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
うを

取と

る
な
り
。

上か
み

の
天て

ん

人に
ん

の
善ぜ

ん

悪あ
く

・
国こ

く

土ど

の
麁そ

妙み
ょ
う、

そ
の
義ぎ

ま
た
然し

か

な
り
。
こ
れ
に
准じ

ゅ
んじ

て
応ま

さ

に
知し

る
べ
し
。

そ
れ
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

に
約や

く

し
て
、
一い

ち

往お
う

各
お
の
お
の

選せ
ん

択ち
ゃ
く

摂せ
っ

取し
ゅ

の
義ぎ

を
論ろ

ん

ぜ
ば
、
第だ

い

一い
ち

に
無む

三さ
ん

悪あ
く

趣し
ゅ

の
願が

ん

と

は
、
覩と

見け
ん

す
る
所と

こ
ろ

の
二に

百ひ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
う

億お
く

の
土ど

の
中な

か

に
於お

い
て
、
あ
る
い
は
三さ

ん

悪な
く

趣し
ゅ

有あ

る
の
国こ

く

土ど

有あ

り
、

あ
る
い
は
三さ

ん

悪あ
く

趣し
ゅ

無な

き
の
国こ

く

土ど

有あ

り
。
そ
の
三さ

ん

悪あ
く

趣し
ゅ

有あ

る
麁そ

悪あ
く

の
国こ

く

土ど

を
選え

ら

び
捨す

て
て
、
そ
の
三さ

ん

悪あ
く

趣し
ゅ

無な

き
善ぜ

ん

妙み
ょ
うの

国こ
く

土ど

を
選え

ら

び
取と

る
が
故ゆ

え

に
選せ

ん

択ち
ゃ
くと

云い

う
な
り
。
第だ

い

二に

に
不ふ

更き
ょ
う

悪あ
く

趣し
ゅ

の
願が

ん

と
は
、
彼か

の
諸

も
ろ
も
ろの

仏ぶ
つ

土ど

の
中な

か

に
於お

い
て
、
あ
る
い
は
た
と
い
国く

に

の
中な

か

に
三さ

ん

悪な
く

道ど
う

無な

し
と
い
え
ど
も
、
そ
の
国く

に

の

人に
ん

天で
ん

、
寿じ

ゅ

終じ
ゅ
うの

後の
ち

に
そ
の
国こ

く

土ど

よ
り
去さ

り
て
、
ま
た
三さ

ん

悪な
く

趣し
ゅ

に
更か

え
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
悪あ

く

道ど
う
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に
更か

え
ら
ざ
る
の
土ど

有あ

り
。
す
な
わ
ち
そ
の
悪あ

く

道ど
う

に
更か

え
る
麁そ

悪あ
く

の
国こ

く

土ど

を
選え

ら

び
捨す

て
て
、
そ
の
悪あ

く

道ど
う

に
更か

え

ら
ざ
る
善ぜ

ん

妙み
ょ
うの

国こ
く

土ど

を
選え

ら

び
取と

る
が
故ゆ

え

に
選せ

ん

択ち
ゃ
くと

云い

う
な
り
。
第だ

い

三さ
ん

に
悉し

っ

皆か
い

金こ
ん

色じ
き

の
願が

ん

と

は
、彼か

の
諸

も
ろ
も
ろの

土ど

の
中な

か

に
於お

い
て
、あ
る
い
は
一ひ

と
つの

土ど

の
中な

か

に
黄お

う

白び
ゃ
く

二に

類る
い

の
人に

ん

天で
ん

有あ

る
の
国こ

く

土ど

有あ

り
、

あ
る
い
は
純

じ
ゅ
ん

黄お
う

金こ
ん

色じ
き

の
国こ

く

土ど

有あ

り
。
す
な
わ
ち
黄お

う

白び
ゃ
く

二に

類る
い

の
麁そ

悪あ
く

の
国こ

く

土ど

を
選え

ら

び
捨す

て
て
、
す
な

わ
ち
黄お

う

金ご
ん

一い
っ

色し
き

の
善ぜ

ん

妙み
ょ
うの

国こ
く

土ど

を
選え

ら

び
取と

る
が
故ゆ

え

に
選せ

ん

択ち
ゃ
くと

云い

う
な
り
。
第だ

い

四し

に
無む

有う

好こ
う

醜し
ゅ
うの

願が
ん

と

は
、
彼か

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
土ど

の
中な

か

に
於お

い
て
、
あ
る
い
は
人に

ん

天で
ん

の
形

ぎ
ょ
う

色し
き

好こ
う

醜し
ゅ
う

不ふ

同ど
う

の
国こ

く

土ど

有あ

り
、
あ
る
い

は
形

ぎ
ょ
う

色し
き

一い
ち

類る
い

に
し
て
好こ

う

醜し
ゅ
う

有あ

る
こ
と
無な

き
の
国こ

く

土ど

有あ

り
。
す
な
わ
ち
好こ

う

醜し
ゅ
う

不ふ

同ど
う

の
麁そ

悪あ
く

の
国こ

く

土ど

を

選え
ら

び
捨す

て
て
、
無む

有う

好こ
う

醜し
ゅ
うの

善ぜ
ん

妙み
ょ
うの

国こ
く

土ど

を
選え

ら

び
取と

る
が
故ゆ

え

に
選せ

ん

択ち
ゃ
くと

云い

う
な
り
。

乃な

い

し至
第だ

い
じ
ゅ
う
は
ち

十
八
念ね

ん
ぶ
つ仏

往お
う
じ
ょ
う

生
の
願が

ん

と
は
、
彼か

の
諸し

ょ
ぶ
つ仏

の
土ど

の
中な

か

に
お
い
て
、
あ
る
い
は
布ふ

せ施
を
以も

っ

て

往お
う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
持じ

か

い戒
を
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う生

の
行ぎ

ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は

忍に
ん
に
く辱

を
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う生

の
行ぎ

ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
精し

ょ
う
じ
ん進

を
以も

っ

て
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、

あ
る
い
は
禅ぜ

ん
じ
ょ
う

定
を
以も

っ

て
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
うと

す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
般は

ん
に
ゃ若

〈
第だ

い
い
ち一

義ぎ

を
信し

ん

ず
る
等と

う

こ
れ

な
り
〉
を
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う生

の
行ぎ

ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
菩ぼ

だ

い提
心し

ん

を
以も

っ

て
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
六ろ

く

念ね
ん

を
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う生
の
行ぎ

ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
持じ

経き
ょ
うを
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う生
の
行

ぎ
ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
持じ

呪じ
ゅ

を
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う

生
の
行ぎ

ょ
うと

す
る
の
土ど

有あ

り
、
あ
る
い
は
起き

立り
ゅ
う

塔と
う

像ぞ
う

、

飯ぼ
ん
じ
き
し
ゃ

食
沙
門も

ん

お
よ
び
孝

き
ょ
う
よ
う養

父ぶ

も母
、
奉ぶ

じ

し

事
師
長ち

ょ
う

等と
う

の
種し

ゅ
じ
ゅ種

の
行ぎ

ょ
う

を
以も

っ

て
、
各

お
の
お
の
お
う
じ
ょ
う

往
生
の
行ぎ

ょ
う

と
す
る
の
国こ

く

土ど
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等と
う

の
有あ

り
、
あ
る
い
は
専も

っ
ぱら

そ
の
国く

に

の
仏ほ

と
けの

名な

を
称し

ょ
うす

る
を
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
うと

す
る
の
土ど

有あ

り
。
か
く
の

ご
と
く
一い

っ
ぎ
ょ
う

行
を
以も

っ

て
一い

ち
ぶ
つ仏

の
土ど

に
配は

い

す
る
は
、
こ
れ
且し

ば
らく

一い
ち

往お
う

の
義ぎ

な
り
。
再さ

い
お
う往

こ
れ
を
論ろ

ん

ず
れ
ば

そ
の
義ぎ

不ふ
じ
ょ
う定

な
り
。
あ
る
い
は
一ひ

と

つ
の
仏ぶ

つ

土ど

の
中な

か

に
多た

の
行ぎ

ょ
う

を
以も

っ

て
往お

う
じ
ょ
う生

の
行ぎ

ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
、

あ
る
い
は
多た

の
仏ぶ

つ

ど土
の
中な

か

に
一い

ち
ぎ
ょ
う行

を
以も

っ

て
通つ

う

じ
て
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
う

と
す
る
の
土ど

有あ

り
。
か
く
の
ご
と
く

往お
う
じ
ょ
う

生
の
行ぎ

ょ
う、

種し
ゅ
じ
ゅ種

に
不ふ

同ど
う

な
り
。
つ
ぶ
さ
に
述の

ぶ
べ
か
ら
ず
。
す
な
わ
ち
今い

ま

、
前さ

き

の
布ふ

せ施
持じ

か

い戒
乃な

い

し至

孝き
ょ
う
よ
う養

父ぶ

も母
等と

う

の
諸し

ょ
ぎ
ょ
う行

を
選え

ら

び
捨す

て
て
、
専せ

ん
し
ょ
う
ぶ
つ
ご
う

称
仏
号
を
選え

ら

び
取と

る
。
故ゆ

え

に
選せ

ん
ち
ゃ
く択

と
云い

う
な
り
。
且し

ば
ら

く

五い
つ

つ
の
願が

ん

に
約や

く

し
て
略り

ゃ
くし

て
選せ

ん

択ち
ゃ
くを

論ろ
ん

ず
る
こ
と
、
そ
の
義ぎ

か
く
の
ご
と
し
。
自じ

よ余
の
諸し

ょ
が
ん願

は
こ
れ

に
准じ

ゅ
んじ

て
ま
さ
に
知し

る
べ
し
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
普あ

ま
ね

く
諸し

ょ

願が
ん

に
約や

く

し
て
麁そ

悪あ
く

を
選せ

ん
し
ゃ捨

し
て
善ぜ

ん

妙み
ょ
うを

選せ
ん

取し
ゅ

す
る
こ
と
は
、
そ
の
理り

然し
か

る
べ
し
。
何な

ん

が
故ゆ

え

ぞ
第だ

い

十
じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

に
一い

っ
さ
い切

諸し
ょ
ぎ
ょ
う

行
を
選せ

ん

捨し
ゃ

し
て
、
た
だ
偏ひ

と
え

に
念ね

ん
ぶ
つ仏

の
一い

ち
ぎ
ょ
う行

を
選せ

ん

取し
ゅ

し
て

往お
う
じ
ょ
う

生
の
本ほ

ん
が
ん願

と
し
た
ま
う
や
。

答こ
た

え
て
曰い

わ

く
、
聖

し
ょ
う

意い

測は
か

り
難が

た

し
、
輙た

や
すく

解げ

す
る
に
能あ

た

わ
ず
。
然し

か

り
と
い
え
ど
も
、
今い

ま

試こ
こ
ろみ

に
二に

ぎ義

を
以も

っ

て
こ
れ
を
解げ

せ
ん
。
一ひ

と
つに

は
勝し

ょ
う
れ
つ

劣
の
義ぎ

、
二ふ

た
つに

は
難な

ん

い易
の
義ぎ

な
り
。
初は

じ

め
に
勝し

ょ
う
れ
つ

劣
と
は
、
念ね

ん
ぶ
つ仏

は
こ
れ
勝し

ょ
う、

余よ

行ぎ
ょ
うは

こ
れ
劣れ

つ

な
り
。
所ゆ

え以
は
何い

か
ん

と
な
れ
ば
、
名み

ょ
う
ご
う号

は
こ
れ
万ま

ん

徳と
く

の
所し

ょ

き帰
な
り
。
然し

か

れ
ば
す
な
わ
ち
、
弥み

陀だ

一い
ち

仏ぶ
つ

の
所し

ょ

有う

の
四し

智ち･

三さ
ん

身じ
ん･

十
じ
ゅ
う

力り
き･

四し

無む

畏い

等と
う

の
一い

っ
さ
い切

の
内な

い
し
ょ
う証

の
功く

ど

く徳
、

相そ
う
ご
う好･

光こ
う
み
ょ
う

明･

説せ
っ
ぽ
う法･

利り
し
ょ
う生

等と
う

の
一い

っ
さ
い切

の
外げ

ゆ

う用
の
功く

ど

く徳
、
皆み

な

こ
と
ご
と
く
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
名み

ょ
う
ご
う号

の
中な

か
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に
摂

し
ょ
う

在ざ
い

す
。
故ゆ

え

に
名

み
ょ
う

号ご
う

の
功く

徳ど
く

、
最も

っ
と

も
勝し

ょ
う

と
す
る
な
り
。
余よ

行ぎ
ょ
うは

然し
か

ら
ず
、
各

お
の
お
の

一い
ち

隅ぐ
う

を
守ま

も

る
。
こ

れ
を
以も

っ

て
劣れ

つ

と
す
る
な
り
。
譬た

と

え
ば
世せ

け

ん間
の
屋お

く
し
ゃ舎

の
ご
と
し
。
そ
の
屋お

く
し
ゃ舎

の
名み

ょ
う
じ字

の
中な

か

に
は
、
棟と

う･

梁り
ょ
う･

椽て
ん･

柱
ち
ゅ
う

等と
う

の
一い

っ
さ
い切

の
家け

ぐ具
を
摂せ

っ

す
。
棟
・
梁
等と

う

の
一い

ち
い
ち一

の
名み

ょ
う
じ字

の
中な

か

に
は
一い

っ
さ
い切

を
摂せ

っ

す
る
こ

と
能あ

た

わ
ず
。
こ
れ
を
以も

っ

て
ま
さ
に
知し

る
べ
し
。
然し

か

れ
ば
す
な
わ
ち
、
仏ほ

と
けの

名み
ょ
う
ご
う

号
の
功く

ど

く徳
は
余よ

の
一い

っ
さ
い切

の
功く

ど

く徳
に
勝す

ぐ

れ
た
り
。
故ゆ

え

に
劣れ

つ

を
捨す

て
て
勝し

ょ
うを

取と

り
て
、
以も

っ

て
本ほ

ん
が
ん願

と
し
た
ま
う
か
。
次つ

ぎ

に
難な

ん

い易
の

義ぎ

と
は
、
念ね

ん
ぶ
つ仏

は
修し

ゅ

し
易や

す

く
諸し

ょ
ぎ
ょ
う

行
は
修し

ゅ

し
難が

た

し
。
故ゆ

え

に
諸し

ょ
ぶ
つ仏

の
心

み
こ
こ
ろは

慈じ

ひ悲
を
体た

い

と
す
。
こ
の
平び

ょ
う
ど
う

等
の

慈じ

ひ悲
を
以も

っ

て
、
普あ

ま
ねく

一い
っ
さ
い切

を
摂せ

っ

す
る
な
り
。
仏ほ

と
けの

慈じ

ひ悲
は
一い

ち
に
ん人

を
も
漏も

ら
さ
ず
、
普あ

ま
ねく

一い
っ
さ
い切

を
利り

す

べ
し
。
ま
ず
宗し

ゅ
うに

約や
く

し
て
こ
れ
を
言い

わ
ば
、
昔

む
か
し
ほ
う
ぞ
う

法
蔵
比び

く丘
、
真し

ん
ご
ん
し
ゅ
う

言
宗
の
心こ

こ
ろに

由よ

ら
ば
、
三さ

ん

密み
つ

の
章し

ょ
う
く句

を
以も

て
往お

う
じ
ょ
う

生
の
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
無む

い畏･

不ふ

空く
う･

恵け
い

果か･

法は
っ

全せ
ん

、
往お

う

生じ
ょ
うす

べ
し
。
自じ

余よ

の
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

人ひ
と

は
生し

ょ
う

ず
べ
か
ら
ず
。
次つ

ぎ

に
仏ぶ

っ

心し
ん

宗し
ゅ
うの

意こ
こ
ろ

に
由よ

ら
ば
、
見け

ん

性し
ょ
う

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
恵え

可か･

僧そ
う

璨さ
ん･

弘こ
う

忍に
ん･

恵え

能の
う

、
往お

う

生じ
ょ
うす

べ
し
。
自じ

余よ

の
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

人ひ
と

は
生し

ょ
うず

べ
か
ら
ず
。
法ほ

っ

華け

宗し
ゅ
うの

意こ
こ
ろに

由よ

ら

ば
、
一い

ち

乗じ
ょ
う

実じ
っ

相そ
う

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
章

し
ょ
う

安あ
ん･

天て
ん

台だ
い･

妙
み
ょ
う

楽ら
く･

道ど
う

𨗉ず
い

は
生し

ょ
う

ず
べ
し
。
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

人ひ
と

は
生し

ょ
う

ず
べ
か
ら
ず
。
次つ

ぎ

に
華け

厳ご
ん

法ほ
っ

界か
い

の
意こ

こ
ろ

に
由よ

ら
ば
、
海か

い

印い
ん

頓と
ん

現げ
ん

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
賢げ

ん

首じ
ゅ･

清し
ょ
う

凉り
ょ
うは
生し

ょ
うず
べ
し
。
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの
人ひ

と

は
生し

ょ
うず
べ
か
ら
ず
。
次つ

ぎ

に
無む

相そ
う

宗し
ゅ
うの
意こ

こ
ろに
由よ

ら
ば
、
八は

っ

不ぷ

中ち
ゅ
う

道ど
う

を

以も
っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
嘉か

祥じ
ょ
う･

興こ
う

皇こ
う

は
生し

ょ
う

ず
べ
し
。
諸し

ょ
し
ゅ
う宗

の
人ひ

と

は
生し

ょ
う

ず
べ
か
ら
ず
。
次つ

ぎ

に
有う

相そ
う

宗
し
ゅ
う

の
意こ

こ
ろ

に
由よ

ら
ば
、
唯ゆ

い
し
き識

唯ゆ
い
し
ん心

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
玄げ

ん

奘じ
ょ
う･

慈じ

恩お
ん

は
生し

ょ
う

ず
べ
し
。
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

人ひ
と

は
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生し
ょ
うず

べ
か
ら
ず
。
次つ

ぎ

に
四し

分ぶ
ん

宗し
ゅ
うに

由よ

ら
ば
、
二に

百ひ
ゃ
く

五ご

十じ
っ

戒か
い

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
南な

ん

山ざ
ん･

東と
う

西ざ
い

の
律り

っ

師し

は
生し

ょ
う

ず
べ
し
。
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

人ひ
と

は
生し

ょ
う

ず
べ
か
ら
ず
。
次つ

ぎ

に
梵ぼ

ん

網も
う

の
意こ

こ
ろ

に
由よ

ら
ば
、
五ご

十じ
ゅ
う

八は
っ

戒か
い

を

以も
っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
為な

せ
ば
、
恵え

威い･

明み
ょ
う
こ
う

曠
は
生し

ょ
うず

べ
し
。
諸し

ょ
し
ゅ
う

宗
の
人ひ

と

は
生し

ょ
うず

べ
か
ら
ず
。
然し

か

る
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

は
真し

ん

言ご
ん･

止し

観か
ん

の
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

、
同お

な

じ
く
こ
れ
を
修し

ゅ

し
、
華け

厳ご
ん･

達だ
つ

磨ま

の
人ひ

と

、
ま
た
以も

っ

て
こ
れ
を
修し

ゅ

す
る
に
妨さ

ま
たげ

な
し
。
無む

相そ
う･

有う

相そ
う

の
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

、
四し

分ぶ
ん･

五ご

分ぶ
ん

の
律り

っ

師し

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

妨さ
ま
たげ

無な

く
し
て
往お

う

生じ
ょ
うの

憑
た
の
み

あ
り
。
然し

か

れ
ば
す
な
わ
ち
真し

ん

言ご
ん

等と
う

八は
っ

宗し
ゅ
う、

共と
も

に
往お

う

生じ
ょ
う

慈じ

悲ひ

の
願が

ん

網も
う

に
漏も

れ
ず
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
も
し
布ふ

施せ

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
せ
ば
、
戒か

い

日に
ち

孤ひ
と

り
往お

う

生じ
ょ
うす

べ
し
。
一い

っ

切さ
い

貧び
ん

窮ぐ

の
人ひ

と

は
生し

ょ
うず

べ
か
ら
ず
。
も
し
起き

塔と
う

を

以も
っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
せ
ば
、
育い

く

王お
う

一ひ
と

り
往お

う

生じ
ょ
うす

べ
し
。
一い

っ
さ
い
こ
ん
ぼ
う

切
困
乏
の
倫

と
も
が
らは

往お
う
じ
ょ
う

生
す
べ
か
ら
ず
。
も
し
稽け

い

古こ

鑽さ
ん

仰ご
う

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
せ
ば
、
訪ほ

う･

生し
ょ
う･

光こ
う･

基き

の
倫

と
も
が
らは

生し
ょ
う

ず
べ
し
。
も
し
多た

聞も
ん

広こ
う

学が
く

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と

せ
ば
、
生し

ょ
う・

肇じ
ょ
う・

融ゆ
う

・
叡え

い

の
類た

ぐ
いは

生し
ょ
うず

べ
し
。
も
し
、
棄き

家け

捨し
ゃ

欲よ
く

を
以も

っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
せ
ば
、
出

し
ゅ
っ

家け

の
二に

衆し
ゅ
うは

生し
ょ
うず

べ
し
。
在ざ

い

家け

の
両

り
ょ
う

輩は
い

は
生し

ょ
うず

べ
か
ら
ず
。
も
し
貴き

家け

尊そ
ん

宿し
ゅ
くを

以も
っ

て
別べ

つ

願が
ん

と
せ
ば
、
一い

ち

人に
ん

三さ
ん

公こ
う

は
生し

ょ
うず

べ
し
。九

き
ゅ
う

民み
ん

百ひ
ゃ
く

黎れ
い

は
生し

ょ
うず

べ
か
ら
ず
。然し

か
るに

今い
ま

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

は
有う

智ち

無む

智ち

を
選え

ら

ば
ず
、

持じ

戒か
い

破は

戒か
い

を
嫌き

ら

わ
ず
、
少

し
ょ
う

聞も
ん

少し
ょ
う

見け
ん

を
云い

わ
ず
、
在ざ

い

家け

在ざ
い

俗ぞ
く

を
云い

わ
ず
、
一い

っ

切さ
い

の
有う

心し
ん

の
者も

の

、
唱と

な

え

易や
す

く
生し

ょ
うじ

易や
す

し
。
一い

ち

月げ
つ

の
万ば

ん

水す
い

に
浮う

か

ぶ
に
水み

ず

の
浅せ

ん

深じ
ん

の
嫌き

ら

い
無な

き
が
如ご

と

く
、
太た

い

陽よ
う

世せ

界か
い

を
照て

ら

し
て
地じ

の
高こ

う

低て
い

を
選え

ら

ば
ざ
る
が
如ご

と

し
。
法ほ

っ

照し
ょ
う

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
、「
貧び

ん

を
簡え

ら

ば
ず
」
と
云

云
。
た
と
い
少

し
ょ
う

聞も
ん

少し
ょ
う

見け
ん

と
い
え
ど
も
名

み
ょ
う

号ご
う

を
唱と

な

え
ば
す
な
わ
ち
生し

ょ
うず

べ
し
。
た
と
い
多た

聞も
ん

多た

見け
ん

と
い
え
ど
も
仏ぶ

つ

名み
ょ
うを

称と
な

え
ば
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す
な
わ
ち
生し

ょ
うず

。
た
と
い
月げ

っ

卿け
い

雲う
ん

客か
く

と※
1

い
え
ど
も
念ね

ん

仏ぶ
つ

す
る
者も

の

は
す
な
わ
ち
生し

ょ
うず

。
た
と
い
田で

ん

夫ぷ

野や

人じ
ん

な
り
と
い
え
ど
も
称

し
ょ
う

念ね
ん

す
れ
ば
す
な
わ
ち
生し

ょ
うず
云

云
。
万ば

ん

機き

を
一い

ち

願が
ん

に
摂せ

っ

し
、千せ

ん

品ぽ
ん

を
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

に
納お

さ

む
。

こ
の
平

び
ょ
う

等ど
う

の
慈じ

悲ひ

を
以も

っ

て
普あ

ま
ねく

一い
っ

切さ
い

を
摂せ

っ

す
る
な
り
。〈
こ
の
意い

を
釈し

ゃ
くす

べ
し
云
云
〉
と
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
一い

っ

切さ
い

の
菩ぼ

薩さ
つ

そ
の
願が

ん

を
立た

つ
と
い
え
ど
も
、
あ
る
い
は
已い

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

有あ

り
、
あ
る
い

は
未み

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

有あ

り
。
未い

審ぶ
か

し
、
法ほ

う

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

は
已す

で

に
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
た
も
う
と
や
せ
ん
、
は
た
未い

ま

だ
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
た
ま
わ
ず
と
や
せ
ん
。

答こ
た

え
て
曰い

わ

く
、
法ほ

う

蔵ぞ
う

の
誓せ

い

願が
ん

は
一い

ち

一い
ち

に
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
た
ま
え
り
。
僉す

べ

て
も
っ
て
信し

ん

受じ
ゅ

す
、
敢あ

え

て
孤ひ

と

り
疑

う
た
が

い
ぬ
る
こ
と
莫な

か

れ
。
何な

ん

と
な
れ
ば
、
極ご

く

楽ら
く

世せ

界か
い

の
中な

か

に
す
で
に
三さ

ん

悪な
く

趣し
ゅ

無な

し
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、

こ
れ
す
な
わ
ち
第だ

い

一い
ち

無む

三さ
ん

悪な
く

趣し
ゅ

の
願が

ん

を
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
な
り
。
何な

に

を
以も

っ

て
か
知し

る
こ
と
を
得う

れ
ば
、
す

な
わ
ち
無む

三さ
ん

悪な
く

趣し
ゅ

の
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

の
文も

ん

に
、「
ま
た
地じ

獄ご
く

餓が

鬼き

畜ち
く

生し
ょ
う、

諸し
ょ

難な
ん

の
趣し

ゅ

無な

し
」
と
云い

え
る
こ
れ

な
り
。
ま
た
彼か

の
国く

に

の
人に

ん

天で
ん

、
す
で
に
以も

っ

て
一い

ち

人に
ん

も
三さ

ん

十じ
ゅ
う

二に

相そ
う

を
具ぐ

せ
ざ
る
こ
と
有あ

る
こ
と
無な

し
。

ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
こ
れ
す
な
わ
ち
第だ

い

廿
に
じ
ゅ
う

一い
ち

の
具ぐ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

二に

相そ
う

の
願が

ん

を
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
な
り
。
何な

に

を
以も

っ

て
か
知し

る
こ
と
を
得う

れ
ば
、す
な
わ
ち
具ぐ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

二に

相そ
う

の
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

の
文も

ん

に
、「
彼か

の
国く

に

に
生し

ょ
うず

る
者も

の

は
、

皆み
な

悉こ
と
ご
とく
三さ

ん

十じ
ゅ
う

二に

相そ
う

を
具ぐ

足そ
く

す
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
初は

じ

め
無む

三さ
ん

悪な
く

趣し
ゅ

の
願が

ん

よ
り

終お
わ

り
三さ

ん

法ぼ
う

忍に
ん

の
願が

ん

に
至い

た

り
て
、
一い

ち

一い
ち

の
誓せ

い

願が
ん

皆み

な
以も

っ

て
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
た
ま
え
り
。
第だ

い

十じ
ゅ
う

八は
ち

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生
じ
ょ
う

の
願が

ん

、
あ
に
孤ひ

と

り
以も

っ

て
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

せ
ざ
ら
ん
や
。
然し

か

れ
ば
則す

な
わち

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
人ひ

と

、
皆み

な

以も
っ

て
往お

う

生じ
ょ
うす

べ
し
。
何な

に

を
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以も
っ

て
か
知し

る
こ
と
を
得う

れ
ば
、
す
な
わ
ち
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

の
文も

ん

に
、「
諸あ

ら

ゆ有
る
衆し

ゅ

生じ
ょ
うそ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
聞き

き
て
信し

ん

心じ
ん

歓か
ん

喜ぎ

し
て
、
乃な

い

至し

一い
ち

念ね
ん

至し

心し
ん

に
廻え

向こ
う

し
て
、
彼か

の
国く

に

に
生し

ょ
うぜ

ん
と
願が

ん

ず
れ
ば
、
す
な

わ
ち
往お

う

生じ
ょ
うを

得え

て
不ふ

た

い退
転て

ん

に
住じ

ゅ
うす

」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。
お
よ
そ
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

荘し
ょ
う

厳ご
ん

の
浄

じ
ょ
う

土ど

華け

池ち

宝ほ
う

閣か
く

、願が
ん

力り
き

に
非あ

ら

ざ
る
こ
と
無な

し
。
何な

ん

ぞ
そ
の
中な

か

に
お
い
て
独ひ

と

り
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

を
疑ぎ

惑わ
く

す
べ
き
や
。

加し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
一い

ち

一い
ち

の
願が

ん

の
終お

わ

り
に
皆み

な
「
も
し
爾し

か

ら
ず
ん
ば
正

し
ょ
う

覚が
く

を
取と

ら
じ
」
と
云い

う
。
し
か
る
に
、

阿あ

弥み

だ

ぶ

つ

陀
仏
、
成

じ
ょ
う

仏ぶ
つ

已い

来ら
い

今い
ま

に
お
い
て
十じ

っ

劫こ
う

な
り
。
成

じ
ょ
う

仏ぶ
つ

の
果か

、
以も

っ

て
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

し
た
ま
え
り
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
一い

ち

一い
ち

の
願が

ん

虚む
な
しく

設も
う

く
る
べ
か
ら
ず
。
故ゆ

え

に
上か

み

に
引ひ

く
所と

こ
ろの

『
往お

う

生じ
ょ
う

礼ら
い

讃さ
ん

』
に
云い

わ

く
、「
彼か

の
仏ほ

と
け、

今い
ま

現げ
ん

に
世よ

に
在ま

し
ま

し
て
成

じ
ょ
う

仏ぶ
つ

し
た
ま
え
り
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
本ほ

ん

誓ぜ
い

の
重

じ
ゅ
う

願が
ん

虚む
な

し
か
ら
ず
、

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

称し
ょ
う
ね
ん

念
す
れ
ば
必か

な
らず

往お
う

生じ
ょ
うを

得う

」
と
已

上
。
釈

し
ゃ
っ

家け

、
願が

ん

の
旨む

ね

を
得え

た
り
、
須

す
べ
か
らく

仰ご
う

信し
ん

す
べ
き
の
み
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
経き

ょ
うに

は
「
十じ

ゅ
う
ね
ん

念
」
と
云い

い
、
釈し

ゃ
くに

は
「
十じ

っ

声し
ょ
う」

と
云い

う
。
念ね

ん

声し
ょ
うの

義ぎ

、
一い

ち

異い

い
か

ん
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、
念ね

ん

声し
ょ
うこ

れ
一い

つ

な
り
。
何な

に

を
以も

っ

て
か
知し

る
こ
と
を
得う

れ
ば
、『
観か

ん
ぎ
ょ
う経

』
の
下げ

品ぼ
ん

下げ

生し
ょ
うに

云い
わ

く
、「
声こ

え

を
し
て
絶た

え
ざ
ら
し
め
、
十じ

ゅ
う
ね
ん

念
を
具ぐ

足そ
く

し
て
南な

む無
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

と
称し

ょ
うせ

し
む
。
仏ぶ

つ

名
み
ょ
う

を
称し

ょ
うす

る
が
故ゆ

え

に
念ね

ん

念ね
ん

の
中な

か

に
八は

ち

十じ
ゅ
う

億お
く

劫こ
う

生し
ょ
う

死じ

の
罪つ

み

を
除の

ぞ

く
」
と
已

上
。
今い

ま

こ
の
文も

ん

に
依よ

る
に
、
声

し
ょ
う

は
す
な
わ
ち
こ
れ
念ね

ん

、
念ね

ん

は
則す

な
わち

こ
れ
声し

ょ
う、

そ
の
意い

暁あ
き
らか

な
り
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、『
大だ

い

集し
ゅ
う

月が
つ

蔵ぞ
う

経き
ょ
う』

に
云い

わ

く
、

「
大だ

い

念ね
ん

は
大だ

い

仏ぶ
つ

を
見み

、
小

し
ょ
う

念ね
ん

は
小

し
ょ
う

仏ぶ
つ

を
見み

る
」
と
。
感か

ん

師し

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
、「
大だ

い

念ね
ん

と
は
大だ

い

声し
ょ
うに

念ね
ん

仏ぶ
つ

す

る
な
り
。
小

し
ょ
う

念ね
ん

と
は
小

し
ょ
う

声し
ょ
うに

念ね
ん

仏ぶ
つ

す
る
な
り
」
と
。
ま
た
こ
の
意い

に
依よ

ら
ば
、念ね

ん

声し
ょ
うは

こ
れ
一い

っ

な
り
。
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ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
念ね

ん

は
す
な
わ
ち
こ
れ
唱し

ょ
うの

訓く
ん

な
り
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
経き

ょ
うに

は
「
乃な

い

至し

」
と
云い

い
、
釈し

ゃ
くに

は
「
下げ

至し

」
と
云い

う
。「
乃な

い

」「
下げ

」
の
義ぎ

、
そ

の
意い

い
か
ん
。
答こ

た

う
、「
乃な

い

至し

」
と
は
「
下げ

至し

」
と
そ
の
意い

こ
れ
一い

っ

な
り
。
経き

ょ
うに

「
乃な

い

至し

」
と
云い

う
は
、

多た

よ
り
少し

ょ
うに

向む

か
う
の
言こ

と
ばな

り
。
多た

と
は
上か

み

一い
ち

形ぎ
ょ
うを

尽つ
く

す
な
り
。
少し

ょ
うと

は
下し

も

十じ
っ

声し
ょ
う

一い
っ

声し
ょ
う

等と
う

に
至い

た

る

な
り
。
釈し

ゃ
くに

「
下げ

至し

」
と
云い

う
は
「
下し

も

」
と
は
「
上か

み

」
に
対た

い

す
る
の
辞こ

と
ばな

り
。
言い

う
所と

こ
ろの

「
下し

も

」
と

は
、
下し

も

十じ
っ

声し
ょ
う

一い
っ

声し
ょ
う

等と
う

に
至い

た

る
な
り
。
対た

い

す
る
所と

こ
ろの

「
上か

み

」
と
は
、
上か

み

一い
ち

形ぎ
ょ
うを

尽つ
く

す
な
り
。
上

じ
ょ
う

下げ

相そ
う

対た
い

の
文も

ん

、
そ
の
例れ

い

一い
つ

に
非あ

ら

ず
、
且し

ば
ら

く
宿

し
ゅ
く

命み
ょ
う

通つ
う

の
願が

ん

に
云い

う
が
如ご

と

し
。「
も
し
我わ

れ
を
得え

た
ら
ん
に
、

国こ
く

中ち
ゅ
うの

天て
ん

人に
ん

、
宿

し
ゅ
く

命み
ょ
うを

識し

ら
ず
、
下し

も

、
百

ひ
ゃ
く

千せ
ん

億の
く

那な

由ゆ

他た

諸し
ょ

劫こ
う

の
事こ

と

を
知し

ら
ざ
る
に
至い

た

ら
ば
正

し
ょ
う

覚が
く

を
取と

ら
じ
」
と
。
か
く
の
ご
と
く
五ご

神じ
ん

通ず
う

お
よ
び
光こ

う

明み
ょ
う

寿じ
ゅ

命み
ょ
う

等と
う

の
願が

ん

の
中な

か

に
一い

ち

一い
ち

に
皆み

な

「
下げ

至し

」
の
言ご

ん

を
置お

け
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
多た

よ
り
少し

ょ
うに

至い
た

り
、
下し

も

を
以も

っ

て
上か

み

に
対た

い

す
る
の
義ぎ

な
り
。
ま
さ
に
上か

み

の

八は
っ

種し
ゅ

の
願が

ん

に
准

じ
ゅ
ん

例れ
い

す
る
に
今い

ま

こ
の
願が

ん

の
中な

か

の
「
乃な

い

至し

」
と
は
す
な
わ
ち
こ
れ
「
下げ

至し

」
な
り
。
こ
の

故ゆ
え

に
今い

ま

、
善ぜ

ん

導ど
う

所し
ょ

引い
ん

の
解げ

釈し
ゃ
くの

「
下げ

至し

」
の
言ご

ん

は
そ
の
意い

、
経

き
ょ
う

旨じ

に
冥み

ょ
うせ

り
。
た
だ
こ
の
願が

ん

を
解げ

す

こ
と
、
善ぜ

ん

導ど
う

と
諸し

ょ

師し

と
そ
の
意い

不ふ

同ど
う

な
り
。
諸し

ょ

師し

の
釈し

ゃ
くは

別べ
っ

し
て
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

と
云う

う
は
、
も
し

十じ
ゅ
うを
満み

た

さ
ざ
れ
ば
す
な
わ
ち
生し

ょ
うず
る
こ
と
を
得え

ず
。善ぜ

ん

導ど
う

の
意い

は
惣そ

う

じ
て「
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの
願が

ん

」と
云い

う
。

員い
ん

数す
う

を
限か

ぎ

ら
ず
、
称

し
ょ
う

念ね
ん

す
れ
ば
皆み

な

生し
ょ
うず

。
諸し

ょ

師し

別べ
っ

し
て
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

と
云い

う
は
、
そ
の
意い

す
な
わ

ち
周あ

ま

ね
か
ら
ざ
る
な
り
。
然し

か

る
所ゆ

え

ん以
は
、
上か

み

は
一い

ち

形ぎ
ょ
うを

捨す

て
、
下し

も

は
一い

ち

念ね
ん

を
捨す

つ
る
の
故ゆ

え

な
り
。
善ぜ

ん
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導ど
う

は
惣そ

う

じ
て
「
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

」
と
言い

う
は
、
そ
の
意い

広ひ
ろ

く
周あ

ま
ねき

な
り
。
然し

か

る
所ゆ

え

ん以
は
上か

み

は
一い

ち

形ぎ
ょ
うを

取と

り
、
下し

も

は
一い

ち

念ね
ん

を
取と

る
が
故ゆ

え

な
り
。

抑そ
も
そ
も、

こ
の
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

の
願が

ん

は
、
皆み

な

抜ば
っ

苦く

与よ

楽ら
く

の
義ぎ

有あ

り
。
爾し

か

る
故ゆ

え

は
、
大だ

い

悲ひ

と
は
抜ば

っ

苦く

な
り
。
大だ

い

慈じ

と
は
与よ

楽ら
く

な
り
。
第だ

い

一い
ち

の
無む

三さ
ん

悪な
く

趣し
ゅ

は
大だ

い

悲ひ

抜ば
っ

苦く

な
り
。
第だ

い

二に

の
不ふ

更き
ょ
う

悪あ
く

趣し
ゅ

は
ま
た
こ
れ
大だ

い

悲ひ

抜ば
っ

苦く

な
り
。
第だ

い

三さ
ん

の
悉し

っ

皆か
い

金こ
ん

色じ
き

は
こ
れ
与よ

楽ら
く

な
り
。
第だ

い

四し

の
無む

有う

好こ
う

醜し
ゅ
うは

ま
た
こ
れ
与よ

楽ら
く

な
り
。
乃な

い

至し

十じ
ゅ
う

八は
ち

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

に
二ふ

た

つ
の
意い

有あ

り
。
出

し
ゅ
っ

離り

生し
ょ
う

死じ

は
こ
れ
抜ば

つ

苦く

な
り
。
往お

う

生じ
ょ
う

極ご
く

楽ら
く

は
こ

れ
与よ

楽ら
く

な
り
。
生

し
ょ
う

死じ

衆し
ゅ
う

苦く

一い
ち

時じ

に
能よ

く
離は

な

れ
て
浄

じ
ょ
う

土ど

の
諸し

ょ

楽ら
く

一い
ち

念ね
ん

に
能よ

く
受う

く
。
も
し
弥み

陀だ

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
願が

ん

無な

く
、
衆し

ゅ

生じ
ょ
うこ

の
願が

ん

力り
き

に
乗じ

ょ
うぜ

ず
ん
ば
、
五ご

苦く

逼ひ
っ

迫ぱ
く

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、

い
か
ん
が
苦く

界か
い

を
離は

な

る
べ
け

ん
。
過か

去こ

生し
ょ
う

生し
ょ
う

世せ

世せ

、
弥み

陀だ

の
誓せ

い

願が
ん

に
値あ

わ
ざ
り
け
れ
ば
、
今
よ
り
三さ

ん

界が
い

皆か
い

苦く

の
火か

宅た
く

に
在あ

り
て
、

未い
ま

だ
に
四し

徳と
く

常じ
ょ
う

楽ら
く

の
宝ほ

う

城じ
ょ
うに

至い
た

ら
ざ
る
に
、
過か

去こ

皆み
な

以も
っ

て
か
く
の
ご
と
し
。
未み

来ら
い

ま
た
空む

な

し
く
送お

く

る
べ
し
。
今こ

ん

生じ
ょ
うに

何い
か

な
る
福ふ

く

有あ

り
て
か
こ
の
大だ

い

願が
ん

に
値あ

え
る
。
設た

と

い
遇あ

う
と
い
え
ど
も
、
も
し
信し

ん

ぜ

ざ
れ
ば
値あ

わ
ざ
る
が
如ご

と

し
。
す
で
に
深ふ

か

く
こ
れ
を
信し

ん

ず
。
今い

ま

正ま
さ

し
く
こ
れ
値あ

う
な
り
。
但た

設と

い
心こ

こ
ろに

こ
れ
を
信し

ん

ず
と
い
え
ど
も
、
も
し
こ
れ
を
行ぎ

ょ
うぜ

ず
ん
ば
、
ま
た
信し

ん

ぜ
ざ
る
が
ご
と
し
。
す
で
に
こ
れ

を
行ぎ

ょ
うず

、
正ま

さ

し
く
こ
れ
信し

ん

ず
る
な
り
。
願が

ん

力り
き

空む
な

し
か
ら
ず
、
行

ぎ
ょ
う

業ご
う

誠ま
こ
と

有あ

り
、
往お

う

生じ
ょ
う

疑う
た
がい

無な

し
。
す

で
に
生

し
ょ
う

死じ

を
離は

な

る
、
衆

し
ゅ
う

苦く

を
離は

な

る
べ
し
。
す
な
わ
ち
こ
れ
大だ

い

悲ひ

抜ば
っ

苦く

な
り
。

次つ
ぎ

に
極ご

く

楽ら
く

に
往お

う

生じ
ょ
うの

後の
ち

、
身し

ん

心じ
ん

に
諸

も
ろ
も
ろの

楽ら
く

を
受う

く
。
眼め

に
如に

ょ

来ら
い

を
拝は

い

見け
ん

し
、
聖

し
ょ
う

衆じ
ゅ

を
瞻せ

ん

仰ご
う

せ
ん
。
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見み

る
毎ご

と

に
眼げ

ん

根こ
ん

の
楽ら

く

を
増ま

す
。
耳み

み

に
深じ

ん

妙み
ょ
うの

法ほ
う

を
聞き

く
。
聞き

く
毎ご

と

に
耳に

根こ
ん

の
楽ら

く

を
増ま

さ
ん
。
鼻は

な

に
功く

徳ど
く

の
法ほ

う

香こ
う

を
聞き

く
。
聞き

く
毎ご

と

に
鼻び

根こ
ん

の
楽ら

く

を
増ま

す
。
舌し

た

に
法ほ

う

喜き

禅ぜ
ん

悦え
つ

の
味あ

じ

を
嘗な

む
。
嘗な

む
毎ご

と

に
舌ぜ

っ

根こ
ん

の
楽ら

く

を
増ま

す
。
身み

に
は
弥み

陀だ

の
光こ

う

明み
ょ
うを

蒙こ
う
む

る
。
触ふ

る
毎ご

と

に
身し

ん

根こ
ん

の
楽ら

く

を
増ま

す
。
意い

に
楽ら

く

の
境き

ょ
う

を
縁え

ん

ず
。
縁え

ん

ず
毎ご

と

に
意い

根こ
ん

の
楽ら

く

を
増ま

す
。
極ご

く

楽ら
く

世せ

界か
い

の
一い

ち

一い
ち

の
境

き
ょ
う

界が
い

、
皆み

な

離り

苦く

得と
く

楽ら
く

ば
か
り
な
り
。
風か

ぜ

の

宝ほ
う

樹じ
ゅ

を
吹ふ

く
も
こ
れ
楽ら

く

な
り
。
枝し

条じ
ょ
う

華け

菓か

、常
じ
ょ
う

楽ら
く

を
韻あ

ら
わす

。
波な

み

の
金こ

ん

の
岸き

し

を
洗あ

ら

う
も
こ
れ
楽ら

く

な
り
。

　
　

微さ
ざ

　
は
四し

徳と
く

を
廻え

流り
ゅ
うす

。
洲

し
ゅ
う

靍か
く

囀さ
え
ずる

も
こ
れ
楽ら

く

な
り
。
根こ

ん

力り
き

覚か
く

道ど
う

の
法ほ

う

門も
ん

な
る
が
故ゆ

え

に
塞さ

い

鴻こ
う

の
鳴な

く

も
こ
れ
楽ら

く

な
り
。
念ね

ん

仏ぶ
っ

法ぽ
う

僧そ
う

の
妙

み
ょ
う

法ほ
う

な
る
が
故ゆ

え

に
宝ほ

う

地ち

を
歩あ

ゆ

む
も
こ
れ
楽ら

く

な
り
。
天て

ん

衣ね

趺ふ

を
受う

け
宝ほ

う

宮ぐ
う

に
入い

る
も
こ
れ
楽ら

く

な
り
。
天て

ん

の
楽が

く

の
耳に

に
奏そ

う

す
、
こ
れ
則す

な
わち

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

慈じ

悲ひ

の
御み

心こ
こ
ろ、

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
誓せ

い

願が
ん

を
放は

な

ち
て
我わ

れ

等ら

衆し
ゅ

生じ
ょ
うに

苦く

を
抜ぬ

き
、
楽ら

く

を
与あ

た

う
る
心こ

こ
ろな

り
。

次つ
ぎ

に
、
別べ

っ

し
て
女に

ょ

人に
ん

に
約や

く

し
て
発ほ

つ

願が
ん

し
て
云い

わ

く
、「
設も

し
我わ

れ
仏ほ

と
け

を
得え

た
ら
ん
に
、
そ
れ
女に

ょ

人に
ん

有あ

っ
て
、
我わ

が
名

み
ょ
う

字じ

を
聞き

き
て
、
歓か

ん

喜ぎ

信し
ん

楽ぎ
ょ
うし

て
、
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

を
発お

こ

し
、
女に

ょ

身し
ん

を
厭い

と

う
に
、
寿じ

ゅ

終じ
ゅ
うの

後の
ち

、
ま
た
女に

ょ

像ぞ
う

と
為な

ら
ば
正

し
ょ
う

覚が
く

を
取と

ら
じ
」
と
。
こ
れ
に
付つ

き
て
疑う

た
がい

有あ

り
。
上か

み

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

は
男な

ん

女に
ょ

を
嫌き

ら

わ
ず
、
来ら

い

迎こ
う

引い
ん

接じ
ょ
うも

男な
ん

女に
ょ

に
亘わ

た

る
。
繋け

念ね
ん

定じ
ょ
う

生し
ょ
うの

願が
ん

も
ま
た
然し

か

な
り
。
今い

ま

、
別べ

つ

に
こ

の
願が

ん

有あ

り
、
そ
の
心こ

こ
ろい
か
ん
。
倩

つ
ら
つ
らこ
の
事こ

と

を
案あ

ん

ず
る
に
、
女に

ょ

人に
ん

は
障さ

わ

り
重お

も

く
し
て
明あ

き

ら
か
に
女に

ょ

人に
ん

に

約や
く

せ
ず
ん
ば
、
す
な
わ
ち
疑ぎ

心し
ん

を
生し

ょ
うぜ

ん
。
そ
の
由ゆ

え

は
、
女に

ょ

人に
ん

は
過と

が

多お
お

く
障さ

わ

り
深ふ

か

く
し
て
一い

っ

切さ
い

の
処

と
こ
ろ

に
嫌き

ら

わ
れ
た
り
。
道ど

う

宣せ
ん

経き
ょ
うを

引ひ

い
て
云い

わ

く
、「
十じ

っ

方ぽ
う

世せ

界か
い

に
女に

ょ

人に
ん

有あ

る
処と

こ
ろに

は
す
な
わ
ち
地じ

獄ご
く

有あ

り
」

な
み
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と
云

云
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
内う

ち

に
五ご

障し
ょ
う

有あ

り
、
外そ

と

に
三さ

ん

従じ
ゅ
う

有あ

り
。
五ご

障し
ょ
うと

は
、
一ひ

と

つ
に
は
不ふ

得と
く

云
云
、
二ふ

た

つ
に

は
帝た

い

釈し
ゃ
く、

三み

つ
に
は
魔ま

王お
う

、
四よ

つ
に
は
転て

ん

輪り
ん

王の
う

、
五い

つ

つ
に
は
仏ぶ

っ

身し
ん

云
云
。
一ひ

と

つ
に
梵ぼ

ん

天て
ん

王の
う

と
作な

る
こ

と
を
得え

ず
と
は
、色し

き

界か
い

初し
ょ

禅ぜ
ん

の
王お

う

は
梵ぼ

ん

衆し
ゅ
う

梵ぼ
ん

輔ぽ

の
王お

う

な
り
。
彼か

れ

は
な
お
生

し
ょ
う

滅め
つ

の
境き

ょ
う、輪り
ん

転で
ん

の
質し

つ

な
り
。

無む

量り
ょ
うの

梵ぼ
ん

王の
う

、
か
わ
る
が
わ
る
居お

れ
ど
も
全ま

っ
たく

女に
ょ

身し
ん

を
以も

っ

て
高こ

う

台だ
い

の
閣か

く

に
登の

ぼ

る
者も

の

無な

く
、
三さ

ん

朱し
ゅ

の
襟え

り

を
刷

か
い
つ
くろ

う
者も

の

無な

し
。
こ
れ
な
お
難か

た

し
、
何い

か

に
況い

わ
んや

往お
う

生じ
ょ
うを

や
と
、
こ
れ
を
疑う

た
がう

べ
し
。
故ゆ

え

に
別べ

っ

し
て

女に
ょ

人に
ん

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

を
発お

こ

す
。
二ふ

た

つ
に
帝た

い

釈し
ゃ
くと

は
、
欲よ

っ

界か
い

第だ
い

二に

の
天て

ん

、
須し

ゅ

弥み

八は
ち

万ま
ん

の
頂

い
た
だ
き、

三さ
ん

十じ
ゅ
う

三さ
ん

天て
ん

の

王お
う

、
殊し

ゅ

勝し
ょ
う

殿で
ん

の
主あ

る
じな

り
。
彼か

れ
ま
た
五ご

衰す
い

の
形か

た
ち、

摩ま

滅め
つ

の
境き

ょ
うな

り
。
若そ

こ
ば
く干

、
帝た

い

釈し
ゃ
く

替か
わ

り
移う

つ

る
と
云い

う
も
未い

ま

だ
女に

ょ

身し
ん

を
以も

っ

て
帝た

い

釈し
ゃ
くの

宝
た
か
ら

座ざ

に
登の

ぼ

る
者も

の

あ
ら
ず
。
三み

つ
に
は
摩ま

王お
う

と
は
、
欲よ

っ

界か
い

の
第だ

い

六ろ
く

天て
ん

、

他た

化け

自じ

在ざ
い

の
王お

う

な
り
。
な
お
業ご

う

報ほ
う

の
質し

つ

遷せ
ん

変ぺ
ん

の
処し

ょ

、
百

ひ
ゃ
く

千せ
ん

の
魔ま

王お
う

移う
つ

り
居お

る
と
云い

い
、
未い

ま

だ
女に

ょ

身し
ん

魔ま

王お
う

と
云い

う
事こ

と

有あ

ら
ず
。
四よ

つ
に
は
転て

ん

輪り
ん

聖じ
ょ
う

王お
う

と
は
、
東と

う

西ざ
い

南な
ん

北ぼ
く

四し

洲し
ゅ
うの

王お
う

、
金こ

ん

銀ご
ん

銅ど
う

鉄て
つ

四し

輪り
ん

の
王お

う

な
り
。
そ
の
中な

か

に
未い

ま

だ
一ひ

と

人り

も
女に

ょ

輪り
ん

王お
う

と
い
う
も
の
有あ

ら
ず
。
五い

つ

つ
に
は
仏ぶ

っ

身し
ん

と
は
、
仏ほ

と
け

に
成な

る

こ
と
は
、
男な

ん

子し

な
お
難か

た

し
、
何い

か

に
況い

わ
ん

や
女に

ょ

人に
ん

こ
れ
を
や
。
大だ

い

梵ぼ
ん

高こ
う

台だ
い

閣か
く

に
も
嫌き

ら

わ
れ
、
梵ぼ

ん

衆し
ゅ
う

梵ぼ
ん

輔ぽ

の
雲く

も

を
望の

ぞ

む
こ
と
無な

く
、
帝た

い

釈し
ゃ
く

柔に
ゅ
う

軟な
ん

の
床と

こ

に
も
下さ

げ
ら
れ
て
三さ

ん

十じ
ゅ
う

三さ
ん

天て
ん

の
華は

な

を
翫な

ら

う
こ
と
無な

し
。

六ろ
く

天て
ん

魔ま

王お
う

の
位い

、
四し

種し
ゅ

輪り
ん

王の
う

の
跡あ

と

、
望の

ぞ

み
永な

が

く
絶た

え
て
影か

げ

だ
に
も
指さ

さ
ず
、
天て

ん

上じ
ょ
う

天て
ん

下げ

の
な
お
賤

い
や
し

き
生

し
ょ
う

死じ

有う

漏ろ

の
果か

報ほ
う

、
無む

常じ
ょ
う

生し
ょ
う

滅め
つ

の
柮つ

た
なき

身み

に
だ
に
も
成な

さ
ず
。
何い

か

に
況い

わ
んや

仏ぶ
っ

位ち

を
や
。
申も

う

す
に

憚は
ば
かり

有あ

り
。
思お

も

え
ば
恐お

そ

れ
有あ

り
、
三さ

ん

惑な
く

頓と
ん

に
尽つ

き
、
二に

死し

永な
が

く
除の

ぞ

き
て
、
長

ち
ょ
う

夜や

明あ

け
て
、
覚か

く

月げ
つ

正ま
さ

に
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円ま
ど
かな

り
。
四し

智ち

円え
ん

明み
ょ
うの

春は
る

の
苑え

ん

に
三さ

ん

十じ
ゅ
う

二に

相そ
う

の
華は

な

、
鮮あ

ざ

や
か
に
発ひ

ら

き
、
三さ

ん

身じ
ん

即そ
く

一い
つ

の
秋あ

き

の
虚そ

ら

八は
ち

十
じ
ゅ
っ

種し
ゅ

好こ
う

の
月つ

き

、
清き

よ

く
澄す

め
り
。
位く

ら
い

は
妙

み
ょ
う

覚が
く

高こ
う

貴き

の
位く

ら
い、

四し

海か
い

灌か
ん

頂じ
ょ
うの

法ほ
う

王お
う

な
り
。
形か

た
ち

は
仏ぶ

っ

果か

円え
ん

満ま
ん

の

形か
た
ち、

三さ
ん

点て
ん

法ほ
っ

性し
ょ
う

円え
ん

融ゆ
う

の
聖せ

い

容よ
う

な
り
。
実じ

つ

に
は
男な

ん

子し

だ
に
も
善ぜ

ん

財ざ
い

大だ
い

士し

の
一い

っ

百ぴ
ゃ
く

一い
ち

十じ
ゅ
うの

城し
ろ

に
求も

と

め
し

が
如ご

と

し
。
雪せ

っ

山せ
ん

童ど
う

子じ

の
四し

句く

の
半は

ん

偈げ

に
身み

を
投と

う

ぜ
し
が
如ご

と

し
。
仏ほ

と
け

に
は
成な

る
べ
し
と
申も

う

し
て
候

そ
う
ろ
うに

、

緩ゆ
る

く
行お

こ
な

い
疎そ

に
求も

と

め
て
は
、
全ま

っ
た

く
叶か

な

う
べ
か
ら
ず
候

そ
う
ろ
う。

さ
れ
ば
五ご

千せ
ん

上じ
ょ
う

慢ま
ん

こ
れ
男な

ん

子し

な
れ
ど
も
成

じ
ょ
う

仏ぶ
つ

の
座ざ

を
去さ

り
て
し
か
も
起た

つ
。
五ご

闡せ
ん

提だ
い

羅ら

が
沙し

ゃ

門も
ん

な
る
、
無む

間け
ん

の
業ご

う

を
結む

す

び
て
し
か
も
落お

ち
ぬ
。

凡お
よ

そ
仏ぶ

つ

道ど
う

に
嫌き

ら

わ
れ
仏ぶ

っ

家け

に
棄す

て
ら
る
る
者も

の

は
勝

し
ょ
う

計げ

す
べ
か
ら
ず
、
何い

か

に
況い

わ
ん

や
女に

ょ

人に
ん

の
身み

は
諸し

ょ

経
き
ょ
う

論ろ
ん

の
中な

か

に
嫌き

ら

わ
れ
、在ざ

い

在ざ
い

所し
ょ

所し
ょ

に
擯ひ

ん

出し
ゅ
つせ

ら
れ
た
り
。
三さ

ん

途ず

八は
ち

難な
ん

に
非あ

ら

ざ
れ
ば
趣お

も
むく

べ
き
方か

た

も
無な

く
、

六ろ
く

趣し
ゅ

四し

生し
ょ
うに

非あ
ら

ざ
れ
ば
受う

く
べ
き
形か

た
ちも

無な

し
。
然し

か

れ
ば
則す

な
わち

富ふ

楼る

那な

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
成

じ
ょ
う

仏ぶ
つ

の
国く

に

に
は
「
諸

も
ろ
も
ろの

女に
ょ

人に
ん

有あ

る
こ
と
無な

く
ま
た
諸

も
ろ
も
ろの

悪あ
く

道ど
う

無な

し
」
等と

う

と
云い

え
り
。
三さ

ん

悪な
く

道ど
う

に
等ひ

と
しめ

て
永な

が

く
女に

ょ

人に
ん

の
跡あ

と

を
削け

ず

る
。
天て

ん

親じ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

の
『
往お

う

生じ
ょ
う

論ろ
ん

』
の
中な

か

に
は
、「
女に

ょ

人に
ん

及お
よ

び
根こ

ん

欠け
つ

と
二に

乗じ
ょ
う

種し
ゅ

は
生し

ょ
うぜ

ず
」
と
云い

い
て
、

根こ
ん

欠け
つ

敗は
い

種し
ゅ

に
同お

な

じ
く
し
て
、
遠と

お

く
往お

う

生じ
ょ
うの

望の
ぞ
み

を
絶た

つ
と
云

云
。
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
浄

じ
ょ
う

土ど

に
思お

も

い
を
寄よ

せ
る
べ
か

ら
ず
。

こ
の
日に

本ほ
ん

国こ
く

に
、
さ
し
も
貴と

う
とく
止や

む
ご
と
無な

き
霊れ

い

地ち

霊れ
い

験け
ん

の
砌み

ぎ
りに
は
、
皆み

な
悉

こ
と
ご
とく
嫌き

ら

わ
れ
た
り
と

云
云
。
先ま

ず
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

は
こ
れ
伝で

ん

教ぎ
ょ
う

大だ
い

師し

の
建こ

ん

立り
ゅ
う、

桓か
ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
御ご

願が
ん

な
り
。
大だ

い

師し

自み
ず
から

結け
っ

界か
い

し
て
谷た

に

を
堺さ

か

い
、
峯み

ね

を
局か

ぎ

り
て
女に

ょ

人に
ん

の
形か

た
ち

を
入い

れ
ず
。
一い

ち

乗じ
ょ
うの

峯み
ね

高た
か

く
立た

ち
て
五ご

障し
ょ
うの

雲く
も

聳そ
び

う
る
こ
と
無な
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く
、
一い

ち

味み

の
谷た

に

深ふ
か

く
し
て
三さ

ん

従じ
ゅ
うの

水み
ず

流な
が

る
る
こ
と
無な

し
。
薬や

く

師し

医い

王お
う

の
霊れ

い

像ぞ
う

、
耳み

み

に
聞き

こ

え
て
眼め

に
視み

ず
、
大だ

い

師し

結け
っ

界か
い

の
霊れ

い

地ち

、
遠と

お

く
見み

て
近ち

か

く
臨の

ぞ

ま
ず
。
高こ

う

野や

山さ
ん

は
弘こ

う

法ぼ
う

大だ
い

師し

結け
っ

界か
い

の
峯み

ね

、
真し

ん

言ご
ん

上じ
ょ
う

乗
じ
ょ
う

繁は
ん

昌じ
ょ
うの

地ち

な
り
。
三さ

ん

密み
つ

の
月が

つ

輪り
ん

普あ
ま
ねく

照て
ら

す
と
い
え
ど
も
、
女に

ょ

人に
ん

非ひ

器き

の
闇や

み

を
ば
照て

ら

さ
ず
。
五ご

瓶び
ょ
うの

智ち

水す
い

、等ひ
と

し
く
流な

が

る
と
い
え
ど
も
女に

ょ

身し
ん

垢く

穢え

の
質た

ち

に
は
灑そ

そ

が
ず
。
こ
れ
等ら

の
所と

こ
ろに

於お
い

て
尚な

お

そ
の
障

し
ょ
う

有あ

り
、

何い
か

に
況い

わ
ん

や
出

し
ゅ
っ

過か

三さ
ん

界が
い

道ど
う

の
浄

じ
ょ
う

土ど

に
於お

い

て
を
や
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
ま
た
聖

し
ょ
う

武む

天て
ん

王の
う

の
御ご

願が
ん

、
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

丈じ
ょ
う

金こ
ん

銅ど
う

の

舎し
ゃ

那な

の
前み

ま
え、

遥は
る
か

に
こ
れ
を
拝は

い

見け
ん

す
と
い
え
ど
も
、
尚な

お
扉と

び
ら

の
内う

ち

に
は
入い

ら
ず
。
天て

ん

智ち

天て
ん

王の
う

の
建こ

ん

立り
ゅ
う、

五ご

丈じ
ょ
う

石せ
き

像ぞ
う

の
弥み

勒ろ
く

の
前み

ま
え、

高た
か

く
仰あ

お

い
で
こ
れ
を
礼ら

い

拝は
い

す
と
い
え
ど
も
、
尚な

お
壇だ

ん

上じ
ょ
うに

は
障さ

わ

り
有あ

り
。

乃な
い

至し

、
金き

ん

峯ぷ

の
雲く

も

の
上う

え

、
醍だ

い

醐ご

の
霞か

す
みの

中な
か

、
女に

ょ

人に
ん

は
影か

げ

を
さ
さ
ず
。
悲か

な
しき

か
な
、
両

り
ょ
う

足そ
く

を
備そ

な

う
と
い

え
ど
も
登の

ぼ

ら
ざ
る
法ほ

う

の
峯み

ね

有あ

り
、
沓ふ

ま
ざ
る
仏ほ

と
けの

庭に
わ

有あ

り
。
恥は

ず
かし

き
か
な
、
両

り
ょ
う

眼げ
ん

は
明あ

き

ら
か
な
り
と

い
え
ど
も
見み

ざ
る
霊れ

い

地ち

有あ

り
、
拝は

い

せ
ざ
る
霊れ

い

像ぞ
う

有あ

り
。
こ
の
穢え

土ど

の
瓦が

礫り
ゃ
く

荊け
い

棘き
ょ
くの

山や
ま

、
泥で

い

木ぼ
く

素そ

像ぞ
う

の
仏ほ

と
けに

だ
に
も
障さ

わ

り
有あ

り
、
何い

か

に
況い

わ
んや

衆し
ゅ

宝ほ
う

合ご
う

成じ
ょ
うの

浄
じ
ょ
う

土ど

、
万ま

ん

徳ど
く

究く

竟き
ょ
うの

仏ほ
と
けを

や
。
こ
れ
に
因よ

り
て

往お
う

生じ
ょ
うそ

の
疑う

た
が

い
有あ

る
べ
き
か
。
故ゆ

え

に
こ
の
理り

を
鑒か

ん
が

み
て
別べ

つ

に
こ
の
願が

ん

有あ

り
と
云

云
。
善ぜ

ん

導ど
う

こ
の
願が

ん

を

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
、「
乃す

な
わ

ち
弥み

陀だ

の
大だ

い

願が
ん

力り
き

に
由よ

る
が
故ゆ

え

に
、
女に

ょ

人に
ん

仏ほ
と
けの

名
み
ょ
う

号ご
う

を
称し

ょ
う

し
て
、
正ま

さ
し

く
命

い
の
ち

終お
わ

る

時と
き

、
す
な
わ
ち
女に

ょ

身し
ん

を
転て

ん

じ
て
男な

ん

子し

と
成な

る
こ
と
を
得う

。
弥み

陀だ

手み
て

を
接と

り
、
菩ぼ

薩さ
つ

身み

を
扶さ

さ

え
て
宝ほ

う

華け

の
上う

え

に
座ざ

し
て
仏ほ

と
け

に
随し

た
が

い
て
往お

う

生じ
ょ
うし

、
仏ほ

と
け

の
大だ

い

会え

に
入い

り
て
無む

生し
ょ
うを

証
し
ょ
う

悟ご

す
。
ま
た
一い

っ

切さ
い

の
女に

ょ

人に
ん

、

も
し
弥み

陀だ

の
名な

、
願が

ん

力り
き

に
因よ

ら
ざ
れ
ば
、
千せ

ん

劫ご
う

万ま
ん

劫ご
う

恒ご
う

河が

沙し
ゃ

等と
う

の
劫こ

う

に
も
終つ

い

に
女に

ょ

身し
ん

を
転て

ん

ず
る
こ
と
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を
得う

べ
か
ら
ず
。
あ
る
い
は
道ど

う

俗ぞ
く

有あ

り
て
云い

わ

く
、
女に

ょ

人に
ん

浄じ
ょ
う

土ど

に
生し

ょ
う

ず
る
こ
と
を
得え

ず
と
は
、
こ
れ

は
こ
れ
妄も

う

説せ
つ

な
り
信し

ん

ず
べ
か
ら
ず
と
云

云
。
こ
れ
則す

な
わ

ち
女に

ょ

人に
ん

の
苦く

を
抜ぬ

き
て
女に

ょ

人に
ん

の
楽ら

く

を
与あ

た

え
る
慈じ

悲ひ

の
御み

こ
こ
ろ意

の
誓せ

い

願が
ん

利り

生し
ょ
うな

り
。
ま
た
そ
の
後ご

、
不ふ

可か

思し

議ぎ

兆ち
ょ
う

載さ
い

永よ
う

劫ご
う

に
菩ぼ

薩さ
つ

の
無む

量り
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

願が
ん

を
積つ

み
植う

え

て
、
難な

ん

行ぎ
ょ
う

苦く

行ぎ
ょ
うし

て
劫こ

う

を
積つ

み
徳と

く

を
累か

さ

ぬ
。

あ
る
人
云い

わ

く
、
そ
の
因い

ん

行ぎ
ょ
うは

多お
お

く
六ろ

く

度ど

を
摂せ

っ

す
。
そ
の
果か

徳と
く

と
云い

う
は
多お

お

く
三さ

ん

身じ
ん

を
摂せ

っ

す
。『
法ほ

っ

華け

』
に
云い

わ

く
、「
声

し
ょ
う

聞も
ん

を
求も

と

め
ん
者も

の

の
為た

め

に
、
応お

う

ぜ
る
四し

諦た
い

の
法ほ

う

を
説と

く
」
と
云

云
。
六ろ

く

度ど

と
は
、
一ひ

と

つ
に
は
檀だ

ん

、
二ふ

た

つ
に
は
戒か

い

、
三み

つ
に
は
忍に

ん

、
四よ

つ

つ
に
は
進し

ん

、
五い

つ

つ
に
は
禅ぜ

ん

、
六む

つ
に
は
恵え

な
り
。
初

は
じ
め

の
檀だ

ん

に
付つ

き
て
無む

量り
ょ
う

有あ

り
。
謂い

わ

く
国こ

く

城じ
ょ
う、

妻さ
い

子し

、
奴ぬ

婢ひ

、
僕ぼ

く

従じ
ゅ
う、

聚
し
ゅ
う

落ら
く

、
田で

ん

地ち

、
舎し

ゃ

宅た
く

、
園お

ん

林り
ん

、

象ぞ
う

馬め

、
車し

ゃ

乗じ
ょ
う、

珍ち
ん

宝ぽ
う

、
輦れ

ん

輿よ

等と
う

、
諸

も
ろ
も
ろの

身し
ん

外げ

の
一い

っ

切さ
い

の
財ざ

い

物も
つ

、
能よ

く
こ
れ
を
施せ

与よ

す
。
乃な

い

至し

、
眼げ

ん

耳に

鼻び

舌ぜ
っ

身し
ん

、
頭ず

目も
く

髄ず
い

脳の
う

、
一い

っ

切さ
い

の
身み

の
上う

え

の
諸し

ょ

根こ
ん

、
能よ

く
こ
れ
を
捨し

ゃ

与よ

す
。
然し

か
れば

則す
な
わち

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

、
菩ぼ

薩さ
つ

の
道ど

う

を
行ぎ

ょ
うず

る
の
時と

き

、檀だ
ん

を
修し

ゅ

し
て
劫こ

う

海か
い

を
送お

く

る
。
経き

ょ
うに

云い
わ

く
、「
所し

ょ

施せ

の
目め

、一い
ち

恒ご
う

河が

沙し
ゃ

の
如ご

と

く
、

乞こ
つ

眼げ
ん

婆ば

羅ら

門も
ん

の
如ご

と

し
。
飲お

ん

血け
つ

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

有あ

り
て
身し

ん

分ぶ
ん

の
生

し
ょ
う

血け
つ

を
乞こ

え
る
。
施せ

す
る
所と

こ
ろ

の
生

し
ょ
う

血け
つ

は
四し

大だ
い

海か
い

の
水み

ず

の
如ご

と

し
。
噉た

ん

宍に
く

の※
2

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

有あ

り
て
身し

ん

分ぶ
ん

の
脂し

肉に
く

を
乞こ

う
。
施ほ

ど
こ

す
所と

こ
ろ

の
宍に

く

は
千せ

ん

の
須し

ゅ

弥み

山せ
ん

の
如ご

と

し
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
捨す

つ
る
所と

こ
ろ

の
舌し

た

は
大だ

い

鉄て
っ

囲ち

山せ
ん

の
如ご

と

し
。
捨す

つ
る
所と

こ
ろ

の
耳み

み

は
純

じ
ゅ
ん

陀だ

羅ら

山せ
ん

の
如ご

と

し
。
捨す

つ

る
所と

こ
ろの

鼻は
な

は
毘び

布ふ

羅ら

山せ
ん

の
如ご

と

し
。
捨す

つ
る
所と

こ
ろの

歯は

は
嗜ぎ

闍じ
ゃ

崛く
っ

山せ
ん

の
如ご

と

し
。
捨す

つ
る
所と

こ
ろの

身し
ん

皮ぴ

は
三さ

ん

千ぜ
ん

大だ
い

千せ
ん

世せ

界か
い

の
所し

ょ

有う

の
地ち

の
如ご

と

し
」
と
云

云
。
加

し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
あ
る
時と

き

に
は
肉に

く

山せ
ん

と
成な

り
て
衆し

ゅ

生じ
ょ
うに

食
し
ょ
く

噉だ
ん

せ
ら
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れ
、
あ
る
時と

き

に
は
大た

い

魚ぎ
ょ

と
成な

り
て
身し

ん

分ぶ
ん

を
衆し

ゅ

生じ
ょ
うに

与あ
た

う
。
菩ぼ

薩さ
つ

の
慈じ

悲ひ

こ
れ
を
以も

っ

て
知し

る
べ
し
と
云

云
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
うの

貪と
ん

欲よ
く

こ
れ
を
以も

っ

て
知し

る
べ
し
と
云

云
。
飲お

ん

血け
つ

噉た
ん

肉に
く

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
うは

情な
さ

け
無な

し
、
菩ぼ

薩さ
つ

利り

生し
ょ
うの

膚ふ

を
破や

ぶ

り
、
求ぐ

食じ
き

着じ
ゃ
く

味み

の
凡ぼ

ん

夫ぶ

は
憚は

ば
か

り
無な

し
、
薩さ

っ

埵た

慈じ

悲ひ

の
肉に

く

を
食じ

き

す
。
か
く
の
ご
と
き
こ
と
一い

っ

劫こ
う

二に

劫こ
う

に
非あ

ら

ず
、
兆

ち
ょ
う

載さ
い

永よ
う

劫ご
う

の
間あ

い
だ、

四し

大だ
い

海か
い

水す
い

の
血ち

を
流な

が

し
、
千せ

ん

須し
ゅ

弥み

山せ
ん

の
肉に

く

を
竭つ

く

す
。
捨す

て
難が

た

き

を
能よ

く
捨す

て
、
忍し

の

び
難が

た

き
を
能よ

く
忍し

の

び
て
檀だ

ん

度ど

を
満ま

ん

じ
、
尸し

羅ら

波は

羅ら

密み
つ

を
満ま

ん

足ぞ
く

す
と
云

云
。
忍に

ん

辱に
く

精
し
ょ
う

進じ
ん

、
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う

智ち

恵え

、
六ろ

く

度ど

円え
ん

満ま
ん

し
、
万ま

ん

行ぎ
ょ
う

具ぐ

足そ
く

す
と
云

云
。

次つ
ぎ

に
果か

位い

の
三さ

ん

身じ
ん

〈
常
の
ご
と
し
〉、
法ほ

っ

身し
ん

と
は
〈
常
の
ご
と
し
〉、
報ほ

う

身し
ん

と
は
、
前ぜ

ん

因い
ん

に
報む

く

い
て

感か
ん

得と
く

す
る
所と

こ
ろの

身し
ん

な
り
。
髪か

み

を
布し

き
て
泥ど

ろ

を
掩お

お

う
の
功こ

う

は
紺こ

ん

瑠る

璃り

頂ち
ょ
うを

感か
ん

じ
、
血ち

を
流な

が

し
肉に

く

を
割さ

く

の
勤つ

と

め
は
紫し

磨ま

金こ
ん

の
膚ひ

を
得う

。
禽と

り

に
代か

わ
りし

の
慈じ

は
空む

な

し
か
ら
ず
し
て
早は

や

く
鵝が

王お
う

の
相そ

う

を
得え

、
獣け

も
のに

代
か
わ
り

し
の
悲ひ

は
誠

ま
こ
と

有あ

り
て
遥は

る
か

に
鹿か

王お
う

の
膞せ

ん

を
感か

ん

ず
。
脳の

う

を
破さ

き
て
他た

の
病や

ま
い

を
治ち

せ
し
が
故ゆ

え

に
、
今い

ま

医い

王お
う

、

大だ
い

医い

王お
う

と
成な

る
。
肉に

く

を
施ほ

ど
こし

商
し
ょ
う

人に
ん

に
て
与あ

た

え
し
が
故ゆ

え

に
、
今い

ま

船せ
ん

師し

、
大だ

い

船せ
ん

師し

と
成な

る
。
灯と

う

燭し
ょ
くを

施ほ
ど
こす

が
故ゆ

え

に
光こ

う

明み
ょ
う

無む

量り
ょ
うの

仏ほ
と
けと

成な

る
。
殺せ

っ

生し
ょ
うを

断だ
ん

ず
る
が
故ゆ

え

に
寿じ

ゅ

命み
ょ
う

無む

量り
ょ
うの

聖ひ
じ
りと

成な

る
。
宝た

か
らを

以も
っ

て
人ひ

と

に
与あ

た

え
て
衆し

ゅ

宝ほ
う

国こ
く

土ど

の
主あ

る
じ

と
成な

り
、
床と

こ

を
以も

っ

て
人ひ

と

に
施ほ

ど
こ

し
て
大だ

い

宝ほ
う

華け

王お
う

の
座ざ

を
得え

た
り
。
布ふ

施せ

を

庫こ

蔵ぞ
う

と
為な

し
て
百

ひ
ゃ
く

福ふ
く

荘し
ょ
う

厳ご
ん

の
財ざ

い

を
収お

さ

め
、
持じ

戒か
い

を
良

り
ょ
う

田で
ん

と
為な

し
て
三さ

ん

菩ぼ

提だ
い

の
種し

ゅ

子じ

を
下く

だ

す
。
忍に

ん

辱に
く

の
鎧よ

ろ
いを

着き

て
固か

た

く
魔ま

王お
う

の
十

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

と
戦た

た
かい

、
精

し
ょ
う

進じ
ん

の
駿

し
ゅ
ん

馬ば

に
乗の

り
て
早は

や

く
嶮け

ん

難な
ん

の
六ろ

く

度ど

を
超こ

う
。
静

じ
ょ
う

慮り
ょ

の
利り

釼け
ん

を
以も

っ

て
結け

っ

使し

の
首く

び

を
裁き

り
、
禅ぜ

ん

定じ
ょ
うの

深じ
ん

水す
い

を
以も

っ

て
諸し

ょ

欲よ
く

の
垢あ

か

を
洗あ

ら

い
、
智ち

恵え

の
船ふ

な

筏い
か
だを

以も
っ

て
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生し
ょ
う

死じ

の
大た

い

海か
い

を
渡わ

た

り
、
般は

ん

若に
ゃ

の
明め

い

灯と
う

を
挑か

か

げ
て
無む

明み
ょ
う

長じ
ょ
う

夜や

を
照て

ら
す
。
凡お

よ

そ
万ま

ん

行ぎ
ょ
うの

因い
ん

に
答こ

た

え

て
万ま

ん

徳ど
く

の
果か

を
感か

ん

ず
る
こ
と
依え

因い
ん

感か
ん

果か

、
華は

な

の
果み

を
結む

す

ぶ
が
如ご

と

し
。
業ご

う

に
酬む

く

い
て
報ほ

う

を
招ま

ね

く
。
響ひ

び
きの

声こ
え

に
随し

た
がう

に
似に

た
り
。
こ
れ
則す

な
わち

、
法ほ

う

蔵ぞ
う

比び

丘く

の
実じ

っ

修し
ゅ
うの

万ま
ん

行ぎ
ょ
うに

酬む
く

い
て
、
弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

実じ
っ

証し
ょ
うの

万ま
ん

徳ど
く

を
得え

た
ま
え
る
、
報ほ

う

身し
ん

の
如に

ょ

来ら
い

な
り
。

次つ
ぎ

に
応お

う

身じ
ん

と
は
、
始し

終じ
ゅ
う

応お
う

同ど
う

の
身し

ん

な
り
と
云

云
。

次つ
ぎ

に
仏ほ

と
け

の
色し

き

身し
ん

相そ
う

好ご
う

の
功く

徳ど
く

と
は
、
そ
の
身し

ん

量り
ょ
うを

云い

わ
ば
六ろ

く

十じ
ゅ
う

万ま
ん

億の
く

と
云

云
。
そ
の
身し

ん

色じ
き

を
言い

わ

ば
百

ひ
ゃ
く

千せ
ん

万ま
ん

億の
く

と
云

云
。
こ
の
身し

ん

量り
ょ
うの

所し
ょ

得と
く

の
依え

正し
ょ
うと

は
、
こ
れ
則す

な
わ

ち
別べ

つ

の
者も

の

に
非あ

ら

ず
、
六ろ

く

度ど

万ま
ん

行ぎ
ょ
うの

修し
ゅ
う

因い
ん

に
酬む

く

い
た
り
。
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

一い
ち

一い
ち

に
相そ

う

違い

無な

し
。
本ほ

ん

願が
ん

の
如ご

と

く
名な

に
顕あ

ら
わ

れ
た
る
所し

ょ

得と
く

の
依え

正
し
ょ
う

と
は
、
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

の
人ひ

と

人び
と

申も
う

さ
ざ
る
前ま

え

に
こ
れ
を
知し

ろ

食し

め
ん
。
も
し
こ
れ
を
釈し

ゃ
く

さ
ば
、
一い

ち

一い
ち

の
依え

正し
ょ
う、

四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

に
依よ

る
。
別べ

つ

に
釈し

ゃ
くす

こ
れ
在あ

り
、
こ
れ
を
読よ

む
べ
し
。

四よ

つ
に
往お

う

生じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

業ご
う

と
は
〈
来ら

い

意い

云う
ん

云ぬ
ん

〉。
こ
れ
に
二ふ

た

つ
有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
二に

行ぎ
ょ
うを

分わ

か
ち
、
二ふ

た

つ
に
は
文も

ん

に
依よ

り
て
別べ

っ

釈し
ゃ
くす

。
一ひ

と

つ
に
、
二に

行ぎ
ょ
うを

分わ

か
つ
と
は
、
ま
た
分わ

か
ち
て
三み

つ
と
為な

す
。
一ひ

と

つ
に
は
正ま

さ

し
く
二に

行ぎ
ょ
うを

分わ

か
ち
、
二ふ

た

つ
に
は
善ぜ

ん

導ど
う

に
依よ

り
て
得と

く

失し
つ

を
論ろ

ん

ず
、
三み

つ
に
感か

ん

師し

等と
う

の
義ぎ

を

以も
っ

て
善ぜ

ん

導ど
う

の
義ぎ

を
助た

す

く
。

一ひ
と

つ
に
二に

行ぎ
ょ
うを

分わ

か
つ
と
は
、
ま
た
分わ

か
ち
て
二ふ

た

つ
と
為な

す
。
一ひ

と

つ
に
は
正ま

さ

し
く
二に

行ぎ
ょ
うを

分わ

か

つ
。
善ぜ

ん

導ど
う

等と
う

に
依よ

ら
ば
、
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
う、

大お
お

い
に
分わ

か
ち
て
二ふ

た

つ
と
為な

す
。
一ひ

と

つ
に
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
う、

二ふ
た
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つ
に
は
余よ

の
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うと
云

云
。
余よ

の
諸し

ょ

師し

は
未い

ま

だ
必か

な
ら

ず
し
も
か
く
の
ご
と
く
分ふ

ん

別べ
つ

せ
ず
と
云

云
。
こ
れ
に

依よ

り
て
生じ

ょ
うの

正
し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、凡ぼ
ん

夫ぶ

、輙た
や
すく

以も
っ

て
了り

ょ
うす

べ
き
こ
と
難か

た

し
と
云

云
。
二ふ

た

つ
に
略り

ゃ
くし

て
相そ

う

を
釈し

ゃ
くす

と
は
、

こ
れ
に
ま
た
二ふ

た

つ
と
為な

す
。
一ひ

と

つ
に
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
釈し

ゃ
く

し
、
二ふ

た
つ

に
は
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

釈し
ゃ
く

す
。
一ひ

と

つ
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
は
、

あ
る
い
は
仏ほ

と
けの

相そ
う

好ご
う

を
観か

ん

じ
、
あ
る
い
は
光こ

う

明み
ょ
うを

観か
ん

じ
、
あ
る
い
は
帰き

命み
ょ
うの

想そ
う

に
依よ

り
、
あ
る
い
は

引い
ん

接じ
ょ
うの

想そ
う

に
依よ

り
て
、
一い

っ

心し
ん

に
弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
名み

な

を
称

し
ょ
う

念ね
ん

す
。
こ
れ
を
名な

ず
け
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
為な

す
。
相そ

う

好ご
う

を

観か
ん

ず
と
は
云

云
。
光こ

う

明み
ょ
うと

は
云

云
。
帰き

命み
ょ
う

想そ
う

と
は
云

云
。
引い

ん

接じ
ょ
う

想そ
う

と
は
云

云
。
た
と
い
ま
た
観か

ん

念ね
ん

無な

く
と

も
た
だ
称

し
ょ
う

名み
ょ
うを

信し
ん

ず
る
、
ま
た
往お

う

生じ
ょ
うを

得う

と
云

云
。
二ふ

た

つ
に
余よ

の
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

釈し
ゃ
く

す
と
は
、
極ご

く

楽ら
く

を
求も

と

む

者も
の

は
必か

な
らず

し
も
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
み
に
あ
ら
ず
、
各

お
の
お
の

楽ぎ
ょ
う

欲よ
く

に
随し

た
がい

て
種し

ゅ

種じ
ゅ

の
行ぎ

ょ
うを

修し
ゅ

す
。
そ
の
行

ぎ
ょ
う

相そ
う

、
広ひ

ろ

く

経き
ょ
う

論ろ
ん

に
在あ

り
、
具つ

ぶ

さ
に
こ
れ
を
引ひ

く
こ
と
能あ

た

わ
ず
。
諸し

ょ

経き
ょ
うに

説と

く
所と

こ
ろ、

そ
の
業ご

う

多お
お

し
と
い
え
ど
も
、

そ
の
要よ

う

を
結む

す

ぶ
る
に
三さ

ん

意い

を
出い

で
ず
。
故ゆ

え

に
『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

に
云い

わ

く
、「
諸し

ょ

経き
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

業ご
う

、
惣そ

う

じ
て
言い

わ
ば
梵ぼ

ん

網も
う

の
戒か

い

品ぼ
ん

を
出い

で
ず
、
別べ

っ

し
て
こ
れ
を
論ろ

ん

ぜ
ば
六ろ

く

度ど

を
出い

で
ず
。
細こ

ま

か
く
そ
の
相そ

う

を
明あ

か
す

に
そ
の
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
財ざ

い

法ほ
う

等と
う

の
施せ

、
二ふ

た

つ
に
は
三さ

ん

帰き

・
五ご

戒か
い

・
八は

っ

戒か
い

・
十じ

っ

戒か
い

等と
う

の
多た

少し
ょ
うの

戒か
い

行ぎ
ょ
う、

三み

つ
に
は
忍に

ん

辱に
く

、
四よ

つ
に
は
精

し
ょ
う

進じ
ん

、
五い

つ

つ
に
は
禅ぜ

ん

定じ
ょ
う、

六む

つ
に
は
般は

ん

若に
ゃ

〈
第だ

い

一い
ち

義ぎ

を
信し

ん

ず
る

等と
う

こ
れ
な
り
〉、
七な

な

つ
に
は
発ほ

つ

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

、
八や

つ
に
は
修し

ゅ

行ぎ
ょ
う

六ろ
く

念ね
ん

〈
仏ぶ

つ

と
法ほ

う

と
僧そ

う

と
戒か

い

と
施せ

と
天て

ん

と
こ

れ
を
六ろ

く

念ね
ん

と
謂い

う
〉。
九こ

こ
のつ

に
は
読ど

く

誦じ
ゅ

大だ
い

乗じ
ょ
う、

十と
お

に
は
守し

ゅ

護ご

仏ぶ
っ

法ぽ
う

、
十

じ
ゅ
う

一い
ち

に
は
孝

き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

父ぶ

母も

・
奉ぶ

事じ

師し

長ち
ょ
う、

十
じ
ゅ
う

二に

に
は
不ふ

生し
ょ
う

驕き
ょ
う

慢ま
ん

、
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

に
は
不ふ

染ぜ
ん

利り

養よ
う

な
り
。
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一ひ
と

つ
に
は
布ふ

施せ

と
は
云

云
。
九こ

こ
のつ

に
読ど

く

誦じ
ゅ

大だ
い

乗じ
ょ
うと

は
云

云
。
こ
の
中な

か

に
持じ

経き
ょ
う

持じ

呪じ
ゅ

有あ

り
云

云
。
次つ

ぎ

に
善ぜ

ん

導ど
う

に
依よ

る
に
二ふ

た

つ
有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
先ま

ず
二に

行ぎ
ょ
うを

釈し
ゃ
くす

、
二ふ

た

つ
に
は
正ま

さ

し
く
得と

く

失し
つ

を
論ろ

ん

ず
。
一ひ

と

つ
に

二に

行ぎ
ょ
うと

は
、
一ひ

と

つ
に
は
正

し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。
正

し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

言い

う
は
専も

っ
ぱ

ら
往お

う

生じ
ょ
う

経き
ょ
うに

依よ

り
て
行

ぎ
ょ
う

を
行ぎ

ょ
うず

る
者も

の

、
こ
れ
を
正

し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

ず
く
。
何な

に

者も
の

か
こ
れ
な
る
や
。
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

こ
の
『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』・『

弥み

陀だ

経き
ょ
う』・『

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う』

等と
う

を
読ど

く

誦じ
ゅ

し
、
一い

っ

心し
ん

に
彼か

の
国く

に

の
二に

報ほ
う

の
荘

し
ょ
う

厳ご
ん

を
専せ

ん

注ち
ゅ
うし

思し

想そ
う

し
観か

ん

察ざ
つ

し

憶お
く

念ね
ん

す
。
も
し
礼ら

い

す
る
に
は
す
な
わ
ち
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

彼か

の
仏ほ

と
けを

礼ら
い

し
、
も
し
口く

ち

に
称し

ょ
うせ

ん
に
は
す
な

わ
ち
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

彼か

の
仏ほ

と
けを

称し
ょ
うす

。
も
し
讃さ

ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

せ
ん
に
は
、
す
な
わ
ち
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

讃さ
ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

す
。
こ
れ
を
名な

ず
け
て
正し

ょ
う

と
為な

す
。
ま
た
こ
の
正し

ょ
う

の
中な

か

に
就つ

い
て
ま
た
二に

種し
ゅ

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
念ね

ん

じ
て
、
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

に
時じ

節せ
つ

の
久く

近ご
ん

を
問と

わ
ず
、
念ね

ん

念ね
ん

に
捨す

て
ざ
る
者も

の

、

こ
れ
を
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うの

業ご
う

と
名な

ず
く
。
彼か

の
仏ほ

と
けの

願が
ん

に
順じ

ゅ
んず

る
が
故ゆ

え

に
。
も
し
礼ら

い

誦じ
ゅ

等と
う

に
依よ

る
を
ば
、
す
な

わ
ち
名な

ず
け
て
助じ

ょ

業ご
う

と
為な

す
。
こ
の
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

除の
ぞ

き
て
已い

外げ

の
自じ

余よ

の
諸し

ょ

善ぜ
ん

を
ば
、
悉

こ
と
ご
とく

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

ず
く
。
も
し
先さ

き

の
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
に
は
、
心し

ん

常つ
ね

に
親し

ん

近ご
ん

し
て
憶お

く

念ね
ん

断た

え
ざ
れ
ば
名な

ず
け
て
無む

間け
ん

と
す
る
な
り
。
も
し
の
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

行ぎ
ょ
うず

る
に
は
、
す
な
わ
ち
心

こ
こ
ろ

常つ
ね

に
間け

ん

断だ
ん

す
。
廻え

向こ
う

し
て
生し

ょ
うず

る
こ

と
を
得う

べ
し
と
い
え
ど
も
。
す
べ
て
疎そ

雑ぞ
う

の
行ぎ

ょ
うと
名な

ず
く
云

云
。

　
私

わ
た
く
しに

云い
わ

く
、
こ
の
文も

ん

に
就つ

き
て
二ふ

た

つ
の
意こ

こ
ろあ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
往お

う
じ
ょ
う

生
の
行

ぎ
ょ
う

相そ
う

を
明あ

か
し
、
二ふ

た

つ
に
は

二に
ぎ
ょ
う行

の
得と

く
し
つ失

を
判は

ん

ず
。
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初は

じ

め
に
往お

う
じ
ょ
う

生
の
行ぎ

ょ
う
そ
う

相
を
明あ

か
す
と
は
、
善ぜ

ん
ど
う導

和か
し
ょ
う尚

の
意こ

こ
ろに

依よ

る
に
往お

う
じ
ょ
う

生
の
行

ぎ
ょ
う

多お
お

し
と
雖い

え
ども

、
大お

お

い

に
分わ

か

ち
て
二ふ

た

つ
と
な
す
。
一ひ

と

つ
に
は
正

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

行
、
二ふ

た

つ
に
は
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。

　
初は

じ

め
に
正

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

行
と
は
、
こ
れ
に
就つ

き
て
開か

い

合ご
う

の
二に

義ぎ

あ
り
。
初は

じ

め
に
は
開ひ

ら

き
て
五ご

種し
ゅ

と
な
し
、
後の

ち

に

は
合が

っ

し
て
二に

種し
ゅ

と
な
す
。

　
初は

じ

め
に
開ひ

ら

き
て
五ご

種し
ゅ

と
な
す
と
は
、
一ひ

と

つ
に
は
読ど

く

誦じ
ゅ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
観か

ん

察ざ
つ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、

三み

つ
に
は

礼ら
い

拝は
い

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、

四よ

つ
に
は
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、

五い
つ

つ
に
は
讃さ

ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うな

り
。

　
第だ

い

一い
ち

に
読ど

く

誦じ
ゅ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
専も

っ
ぱ

ら
『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』

等と
う

を
読ど

く

誦じ
ゅ

す
る
な
り
。
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
一い

っ

心し
ん

に
専

も
っ
ぱ

ら
こ
の
『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』、『

阿あ

み

だ

弥
陀
経き

ょ
う』、『

無む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う

量
寿
経
』
等と

う

を
読ど

く
じ
ゅ誦

す
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。
言い

う
所と

こ
ろの

「
等と

う

」
と
は
、
上か

み

の
三さ

ん

経ぎ
ょ
うを

指さ

す
。
今い

ま

、
余よ

経き
ょ
う

諸し
ょ

典て
ん

を
等と

う

取し
ゅ

す
る
に
は
非あ

ら

ず
。
例た

と

え
ば
彼か

の
『
法ほ

っ

華け
の

記き

』
の
第だ

い

五ご

の
中な

か

に
、
妙

み
ょ
う

楽ら
く

大だ

い

し師
、
十

じ
ゅ
う

力り
き

等と
う

功く

徳ど
く

の
文も

ん

を
釈し

ゃ
くす

る
に
「
言い

う
所と

こ
ろの

等と
う

と
は
、
唯た

だ

供く

仏ぶ
つ

の
み
に
非あ

ら

ず
、
浄

じ
ょ
う

土ど

の
行ぎ

ょ
うを

兼か

ぬ
」
と
云い

う
が
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
き
等と

う

の
例れ

い

、
甚は

な
はだ

多お
お

し
、
繁は

ん

を
恐お

そ

れ
て
出い

だ

さ
ず
。
学が

く

者し
ゃ

、
更さ

ら

に
検し

ら

べ
よ
。
加

し
か
の

之み
な
ら
ず、

五ご

種し
ゅ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
う、

皆み
な

弥み

陀だ

一い
ち

仏ぶ
つ

の
功く

徳ど
く

に
限か

ぎ

る
。

所ゆ

え以
に
観か

ん
ざ
つ察

・
礼ら

い
は
い拝

・
称

し
ょ
う
み
ょ
う

名
・
讃さ

ん
だ
ん歎

四し

か箇
の
正

し
ょ
う
ぎ
ょ
う

行
、
す
で
に
唯た

だ

だ
彼か

の
弥み

陀だ

の
依え

正し
ょ
うに

あ
り
、
あ
に

読ど
く

誦じ
ゅ

の
行

ぎ
ょ
う

独ひ
と

り
他た

経き
ょ
うを

兼か

ね
ん
や
。

第だ
い

二に

に
観か

ん

察ざ
つ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
専も

っ
ぱら

彼か

の
国く

に

の
依え

正し
ょ
う

二に

報ほ
う

を
観か

ん

察ざ
つ

す
る
な
り
。
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
一い

っ

心し
ん

に
彼か

の
国く

に

の
二に

報ほ
う

の
荘

し
ょ
う

厳ご
ん

を
専せ

ん

注ち
ゅ
うし

思し

想そ
う

し
観か

ん

察ざ
つ

し
憶お

く

念ね
ん

す
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。
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第だ
い

三さ
ん

に
礼ら

い

拝は
い

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
専も

っ
ぱ

ら
弥み

陀だ

を
礼ら

い

拝は
い

す
る
等と

う

な
り
。
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
も
し
礼ら

い

す
る
に

は
す
な
わ
ち
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

彼か

の
仏ほ

と
けを

礼ら
い

す
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。

第だ
い

四し

に
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
専も

っ
ぱら

弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
称し

ょ
う

す
る
な
り
。
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
も
し
口く

ち

に
称

し
ょ
う

せ
ん
に
は
す
な
わ
ち
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

彼か

の
仏ほ

と
けを

称し
ょ
うす

」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。

第だ
い

五ご

に
讃さ

ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
専も

っ
ぱ

ら
弥み

陀だ

を
讃さ

ん

嘆だ
ん

し
供く

養よ
う

す
る
な
り
。
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
も
し

讃さ
ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

せ
ん
に
は
、
す
な
わ
ち
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

讃さ
ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

す
。
こ
れ
を
名な

ず
け
て
正し

ょ
うと

為な

す
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。
も
し
讃さ

ん

嘆だ
ん

と
供く

養よ
う

と
を
開ひ

ら

き
て
二ふ

た

つ
と
な
せ
ば
六ろ

く

種し
ゅ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

づ
く
べ
し
。
今い

ま

は
合ご

う

の
義ぎ

に
依よ

る
が
故ゆ

え

に
五ご

種し
ゅ

と
云い

う
。

　
次つ

ぎ

に
合が

っ

し
て
二に

種し
ゅ

と
な
す
と
は
、
一ひ

と

つ
に
は
正

し
ょ
う

業ご
う

、
二ふ

た

つ
に
は
助じ

ょ

業ご
う

な
り
。

　
初は

じ

め
に
正

し
ょ
う

業ご
う

と
は
、
上か

み

の
五ご

種し
ゅ

の
中な

か

の
第だ

い

四し

の
称

し
ょ
う

名み
ょ
うを

以も
っ

て
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うの

業ご
う

と
な
し
、
す
な
わ
ち
文も

ん

に

「
一ひ

と

つ
に
は
一い

っ

心し
ん

に
専も

っ
ぱら

弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
念ね

ん

じ
て
、
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

に
時じ

節せ
つ

の
久く

近ご
ん

を
問と

わ
ず
、
念ね

ん

念ね
ん

に

捨す

て
ざ
る
者も

の

、こ
れ
を
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うの

業ご
う

と
名な

ず
く
。彼か

の
仏ほ

と
けの

願が
ん

に
順じ

ゅ
んず

る
が
故ゆ

え

に
」と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。

次つ
ぎ

に
助じ

ょ

業ご
う

と
は
、
第だ

い

四し

の
口く

称し
ょ
うを

除の
ぞ

き
て
外ほ

か

の
読ど

く

誦じ
ゅ

等と
う

の
四し

種し
ゅ

を
以も

っ

て
し
か
も
助じ

ょ

業ご
う

と
な
す
。
す
な

わ
ち
文も

ん

に
「
も
し
礼ら

い

誦じ
ゅ

等と
う

に
依よ

る
を
ば
、す
な
わ
ち
名な

ず
け
て
助じ

ょ

業ご
う

と
為な

す
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。

　
問と

う
て
曰い

わ

く
、
何な

ん

が
故ゆ

え

ぞ
五ご

種し
ゅ

の
中な

か

に
独ひ

と

り
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うの

業ご
う

と
す
る
や
。

　
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、
彼か

の
仏ぶ

つ

願が
ん

に
順じ

ゅ
ん

ず
る
が
故ゆ

え

に
。
意こ

こ
ろ

の
云い

わ

く
、
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

は
こ
れ
彼か

の
仏ほ

と
け

の
本ほ

ん

願が
ん
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の
行ぎ

ょ
うな

り
。
故ゆ

え

に
こ
れ
を
修し

ゅ

す
る
者も

の

、
彼か

の
仏ほ

と
けの

願が
ん

に
乗じ

ょ
うじ

て
必か

な
らず

往お
う

生じ
ょ
うす

る
こ
と
を
得う

。
願が

ん

虚む
な

し

か
ら
ざ
る
に
由よ

る
が
故ゆ

え

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うの

業ご
う

と
な
す
。
本ほ

ん

願が
ん

の
義ぎ

は
下し

も

に
至い

た

り
て
当ま

さ

に
弁べ

ん

ず
べ

し
。
但た

だ

し
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うと

は
、
法ほ

う
ぞ
う蔵

菩ぼ

さ

つ薩
、
二に

ひ
ゃ
く
い
ち
じ
ゅ
う
お
く

百
一
十
億
諸し

ょ
ぶ
つ仏

の
誓せ

い
が
ん願

海か
い

の
中な

か

に
お
い
て
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

を
撰せ

ん

定じ
ょ
うす

。
故ゆ

え

に
「
定じ

ょ
う」

と
云い

う
な
り
。
選せ

ん
ち
ゃ
く

択
の
義ぎ

、
ま
た
前さ

き

の
ご
と
し
。
こ
れ
等ら

の
意こ

こ
ろに

依よ

る
が

故ゆ
え

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
名な

づ
け
て
正

し
ょ
う

定じ
ょ
うの

業ご
う

と
す
る
者も

の

な
り
。
読ど

く

誦じ
ゅ

等と
う

の
行ぎ

ょ
うは

、
す
な
わ
ち
本ほ

ん

願が
ん

選せ
ん

択ち
ゃ
くの

行ぎ
ょ
うに

非あ
ら

ざ
る
が
故ゆ

え

に
名な

づ
け
て
助じ

ょ

と
な
す
。
念ね

ん

仏ぶ
つ

は
ま
た
こ
れ
正

し
ょ
う

中ち
ゅ
うの

正し
ょ
うな

り
、
礼ら

い

誦じ
ゅ

等と
う

は
こ
れ
正

し
ょ
う

中ち
ゅ
うの

助じ
ょ

な
り
。
正

し
ょ
う

助じ
ょ

異こ
と

な
り
と
い
え
ど
も
、同お

な

じ
く
弥み

陀だ

に
あ
る
が
故ゆ

え

に
。
正し

ょ
うと

な
す
と
い
え
ど
も
、

然し
か

も
勝

し
ょ
う

劣れ
つ

の
義ぎ

、
無な

き
に
非あ

ら

ず
。

　
次つ

ぎ

に
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うと

は
、
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
こ
の
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

除の
ぞ

き
て
已い

外げ

の
自じ

余よ

の
諸し

ょ

善ぜ
ん

を
ば
、
悉

こ
と
ご
とく

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

ず
く
」
と
云い

え
る
こ
れ
な
り
。
意こ

こ
ろの

云い
わ

く
、雑ぞ

う

行ぎ
ょ
う

無む
り
ょ
う量

な
り
、具つ

ぶ
さに

述の

ぶ
る
に
遑い

と
まあ

ら
ず
。

今い
ま

且し
ば
らく

五ご

種し
ゅ

の
正

し
ょ
う

行ぎ
ょ
うに

翻ほ
ん

対た
い

し
て
、
以も

っ

て
五ご

種し
ゅ

の
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

明あ
か

さ
ん
。

　
一ひ

と

つ
に
は
読ど

く

誦じ
ゅ

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
観か

ん

察ざ
つ

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
う、

三み

つ
に
は
礼ら

い

拝は
い

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
う、

四よ

つ
に
は
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
う、

五い
つ

つ
に
は
讃さ

ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うな

り
。
第だ

い

一い
ち

に
読ど

く

誦じ
ゅ

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
上か

み

の
『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』

等と
う

の
往お

う

生じ
ょ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
経

き
ょ
う

を
除の

ぞ

い
て
已い

げ下
の
大

だ
い
し
ょ
う
じ
ょ
う

小
乗
顕け

ん

密み
つ

の
諸し

ょ

経き
ょ
うに

お
い
て
受じ

ゅ

じ持
し
読ど

く

誦じ
ゅ

す
る
を
悉

こ
と
ご
とく

読ど
く

誦じ
ゅ

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

づ
く
。

第だ
い

二に

に
観か

ん

察ざ
つ

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
上か

み

の
極ご

く

楽ら
く

の
依え

正し
ょ
うを

除の
ぞ

い
て
已い

下げ

の
大だ

い

小し
ょ
う

顕け
ん

密み
つ

事じ

理り

の
観か

ん

行ぎ
ょ
うを

皆み
な

悉こ
と
ご
とく

観か
ん

察ざ
つ

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

づ
く
。
第だ

い

三さ
ん

に
礼ら

い

拝は
い

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
上か

み

の
礼ら

い

拝は
い

弥み

陀だ

を
除の

ぞ

い
て
已い

下げ

の
一い

っ

切さ
い

の
諸し

ょ

余よ

の
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仏ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

等と
う

、
及お

よ

び
諸

も
ろ
も
ろの

世せ

天て
ん

等と
う

に
お
い
て
礼ら

い

拝は
い

恭く

敬ぎ
ょ
うす

る
を
悉

こ
と
ご
とく

礼ら
い

拝は
い

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

づ
く
。
第だ

い

四し

に
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
上か

み

の
称

し
ょ
う

弥み

陀だ

名み
ょ
う

号ご
う

を
除の

ぞ

い
て
已い

下げ

の
自じ

余よ

の
一い

っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

等と
う

、
及お

よ

び
諸

も
ろ
も
ろの

世せ

天て
ん

等と
う

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
称し

ょ
う

す
る
を
ば
悉

こ
と
ご
とく
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

づ
く
。
第だ

い

五ご

に
讃さ

ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

は
、
上か

み

の
弥み

陀だ

仏ぶ
つ

を
除の

ぞ

い
て
已い

下げ

の
一い

っ

切さ
い

の
諸し

ょ

余よ

の
仏ぶ

つ

菩ぼ

薩さ
つ

等と
う

、
及お

よ

び
諸し

ょ

世せ

天て
ん

等と
う

に
お
い
て
讃さ

ん

嘆だ
ん

供く

養よ
う

す
る
を
ば

悉こ
と
ご
とく
讃さ

ん

歎だ
ん

供く

養よ
う

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うと

名な

づ
く
。
こ
の
外ほ

か

に
ま
た
布ふ

施せ

持じ

戒か
い

等と
う

の
無む

量り
ょ
うの

行ぎ
ょ
う

あ
り
。
皆み

な

雑ぞ
う

行ぎ
ょ
うの

言ご
ん

に
摂

し
ょ
う

尽じ
ん

す
べ
し
。

次つ
ぎ

に
二に

行ぎ
ょ
うの

得と
く

失し
つ

を
判は

ん

ず
と
は
、
も
し
前さ

き

の
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

せ
ん
に
は
、
心

こ
こ
ろ

常つ
ね

に
親し

ん

近ご
ん

し
て
憶お

く

念ね
ん

断だ
ん

ぜ
ざ
れ
ば
、
名な

ず
け
て
無む

間け
ん

と
す
る
な
り
。
も
し
後の

ち

の
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

行ぎ
ょ
うぜ

ん
に
は
、
す
な
わ
ち
心し

ん

常つ
ね

に

間け
ん

断だ
ん

す
。
廻え

向こ
う

し
て
生し

ょ
うず

る
こ
と
を
得う

べ
し
と
い
え
ど
も
、
衆す

べ

て
疎そ

雑ぞ
う

の
行ぎ

ょ
うと

名な

ず
く
と
。
す
な
わ

ち
そ
の
文も

ん

な
り
。
こ
の
文も

ん

の
意い

を
案あ

ん

ず
る
に
、
正

し
ょ
う

雑ぞ
う

二に

行ぎ
ょ
うに

就つ

き
て
五ご

番ば
ん

の
相そ

う

対た
い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は

親し
ん

疎そ

対た
い

、
二ふ

た

つ
に
は
近ご

ん

遠の
ん

対た
い

、
三み

つ
に
は
無む

間け
ん

有う

間け
ん

対た
い

、
四よ

つ
に
は
不ふ

廻え

向こ
う

廻え

向こ
う

対た
い

、
五い

つ

つ
に
は
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

対た
い

な
り
。

第だ
い

一い
ち

に
親し

ん

疎そ

対た
い

と
は
、
先ま

ず
親し

ん

と
は
、
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

に
お
い
て
甚は

な
はだ

以も
っ

て

親し
ん

眤じ
つ

を
結む

す

ぶ
。
故ゆ

え

に
『
疏し

ょ

』
の
上か

み

の
文も

ん

に
云い

わ

く
、「
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、
行ぎ

ょ
う

を
起お

こ

し
て
口く

ち

に
常つ

ね

に
仏ほ

と
け

を
称し

ょ
う

す
れ
ば

仏ほ
と
けす

な
わ
ち
こ
れ
を
聞き

き
た
も
う
。
身み

に
常つ

ね

に
仏ほ

と
け

を
礼ら

い

敬き
ょ
うす

れ
ば
仏ほ

と
け

す
な
わ
ち
こ
れ
を
見み

た
も
う
。

心こ
こ
ろ

常つ
ね

に
仏ほ

と
け

を
念ね

ん

ず
れ
ば
仏ほ

と
け

す
な
わ
ち
こ
れ
を
知し

り
た
も
う
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

仏ほ
と
けを

憶お
く

念ね
ん

す
れ
ば
仏ほ

と
け

ま
た
衆し

ゅ
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生じ
ょ
うを

憶お
く

念ね
ん

し
た
も
う
。
彼ひ

此し

の
三さ

ん

業ご
う

、
相あ

い
捨し

ゃ

離り

せ
ず
。
故ゆ

え

に
親し

ん

縁ね
ん

と
名な

ず
く
る
な
り
。
次つ

ぎ

に
疎そ

と

は
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。
親し

ん

を
翻ほ

ん

じ
て
こ
れ
を
謂い

わ
ば
、
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

仏ほ
と
けを

称し
ょ
う

せ
ざ
れ
ば
、
仏ほ

と
け

す
な
わ
ち
こ
れ
を
聞き

こ
し
め
さ
ず
。身み

に
仏ほ

と
けを

礼ら
い

せ
ざ
れ
ば
、仏ほ

と
けす

な
わ
ち
こ
れ
を
見み

た
ま
わ
ず
。心こ

こ
ろに

仏ほ
と
けを

念ね
ん

ぜ
ざ
れ
ば
、

仏ほ
と
けす

な
わ
ち
こ
れ
を
知し

ら
し
め
さ
ず
。
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

仏ほ
と
けを

憶お
く

念ね
ん

せ
ざ
れ
ば
、
仏

ほ
と
け

衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

憶お
く

念ね
ん

し
た
ま
わ
ず
。

彼ひ

此し

の
三さ

ん

業ご
う

常つ
ね

に
相あ

い
捨し

ゃ

離り

す
る
が
故ゆ

え

に
疎そ

行ぎ
ょ
うと

名な

ず
く
。

第だ
い

二に

に
近ご

ん

遠の
ん

対た
い

と
は
、
先ま

ず
近ご

ん

と
は
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

に
於お

い
て
甚は

な
はだ

以も
っ

て
隣り

ん

近ご
ん

と
す
。
故ゆ

え

に
『
疏し

ょ

』
の
上か

み

の
文も

ん

に
云い

わ

く
、「
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、

仏ほ
と
け

を
見み

ん
と
願ね

が

わ
ば
、
仏ほ

と
け

す
な
わ
ち
念ね

ん

に
応お

う

じ
て
現げ

ん

に
目め

の
前ま

え

に
在ま

し
ます

。
故ゆ

え

に
近ご

ん

縁ね
ん

と
名な

ず
く
る
な
り
」
と
。
次つ

ぎ

に
遠お

ん

と
は
こ
れ
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。
近ご

ん

を
翻ほ

ん

じ
て
こ
れ
を
謂い

わ
ば
、
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

仏ほ
と
けを

見み

ん
と
願ね

が

わ
ざ
れ
ば
、
仏ほ

と
け

す
な
わ
ち
念ね

ん

に
応お

う

ぜ
ず
、
目め

の

前ま
え

に
現げ

ん

じ
た
ま
わ
ず
。
故ゆ

え

に
遠お

ん

と
名な

ず
く
る
な
り
。
但た

だ

し
親し

ん

近ご
ん

の
義ぎ

、
こ
れ
一ひ

と

つ
に
似に

た
り
と
い
え

ど
も
、
善ぜ

ん

導ど
う

の
意こ

こ
ろ、

分わ
か

ち
て
而し

か

も
二ふ

た

つ
と
す
。
そ
の
旨む

ね

『
疏し

ょ

』
の
文も

ん

に
見み

え
た
り
、
故ゆ

え

に
今い

ま

引い
ん

釈し
ゃ
くす

る
所と

こ
ろな

り
。

第だ
い

三さ
ん

に
無む

間け
ん

有う

間け
ん

対た
い

と
は
、
先ま

ず
無む

間け
ん

と
は
、「
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

に
於お

い
て

憶お
く

念ね
ん

間け
ん

断だ
ん

せ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
名な

ず
け
て
無む

間け
ん

と
為な

す
」
と
云い

う
こ
れ
な
り
。
次つ

ぎ

に
有う

間け
ん

と
は
こ
れ
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。
無む

間け
ん

を
翻ほ

ん

じ
て
こ
れ
を
謂い

わ
ば
、
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
、
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

に
お
い
て
憶お

く

念ね
ん

常つ
ね

に

間け
ん

断だ
ん

す
。
す
な
わ
ち
文も

ん

に
「
も
し
後の

ち

の
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

行ぎ
ょ
うぜ

ば
、
す
な
わ
ち
心し

ん

常つ
ね

に
間け

ん

断だ
ん

す
」
と
云い

う
こ
れ
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な
り
。

第だ
い

四し

に
不ふ

廻え

向こ
う

廻え

向こ
う

対た
い

と
は
、
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
、
た
と
い
別べ

っ

し
て
廻え

向こ
う

を
用も

ち

い
ず
と
い

え
ど
も
、
自じ

然ね
ん

に
而し

か

も
往お

う

生じ
ょ
うの

業ご
う

と
成な

る
。
故ゆ

え

に
『
疏し

ょ

』
の
上か

み

の
文も

ん

に
云い

わ

く
、「
今い

ま

こ
の
『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』

の
中な

か

の
十じ

っ

声し
ょ
うの

称
し
ょ
う

仏ぶ
つ

は
す
な
わ
ち
十

じ
ゅ
う

願が
ん

十じ
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

有あ

り
て
具ぐ

足そ
く

す
。
い
か
ん
が
具ぐ

足そ
く

す
る
。
南な

無む

と
言い

う
は
す
な
わ
ち
帰き

命み
ょ
う、

ま
た
こ
れ
発ほ

つ

願が
ん

廻え

向こ
う

の
義ぎ

な
り
。
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

と
言い

う
は
す
な
わ
ち
こ
れ
そ
の

行ぎ
ょ
うな

り
。
こ
の
義ぎ

を
以も

っ

て
の
故ゆ

え

に
必か

な
ら

ず
往お

う

生じ
ょ
うを

得う

」
と
已

上
。
次つ

ぎ

に
廻え

向こ
う

と
は
こ
れ
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。
不ふ

廻え

向こ
う

を
翻ほ

ん

じ
て
こ
れ
を
謂い

わ
ば
、
す
な
わ
ち
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
必か

な
ら

ず
廻え

向こ
う

を
用も

ち

う
る
の
時と

き

、
往お

う

生じ
ょ
うの

因い
ん

と
成な

る
。
も
し
廻え

向こ
う

を
用も

ち

い
ざ
る
の
時と

き

は
、
往お

う

生じ
ょ
うの

因い
ん

と
は
成な

ら
ざ
る
が
故ゆ

え

に
、「
廻え

向こ
う

し

て
生し

ょ
うず

る
こ
と
を
得う

べ
し
と
い
え
ど
も
」
と
云い

う
こ
れ
な
り
。

第だ
い

五ご

に
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

対た
い

と
は
、
先ま

ず
純じ

ゅ
んと

は
正

し
ょ
う

助じ
ょ

二に

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
、
純も

っ
ぱら

こ
れ
極ご

く

楽ら
く

の
行ぎ

ょ
うな

り
。
次つ

ぎ

に
雑ぞ

う

と
は
こ
れ
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うな

り
。
純じ

ゅ
んを

翻ほ
ん

じ
て
こ
れ
を
謂い

わ
ば
、
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
者も

の

は
こ
れ
純も

っ
ぱら

極ご
く

楽ら
く

の

行ぎ
ょ
うに

非あ
ら

ず
、
人に

ん

天で
ん

お
よ
び
三さ

ん

乗じ
ょ
うに

通つ
う

じ
、
ま
た
十じ

っ

方ぽ
う

の
浄

じ
ょ
う

土ど

に
通つ

う

ず
。
故ゆ

え

に
雑ぞ

う

と
云い

う
な
り
。
然し

か

れ

ば
西さ

い

方ほ
う

の
行

ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

、
す
べ
か
ら
く
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

捨す

て
正

し
ょ
う

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
べ
き
な
り
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
こ
の
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
義ぎ

は
経

き
ょ
う

論ろ
ん

中ち
ゅ
うに
お
い
て
そ
の
証

し
ょ
う

拠こ

有あ

り
や
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、
大だ

い

小
し
ょ
う

乗じ
ょ
う

経き
ょ
う

律り
つ

論ろ
ん

の
中な

か

に
お
い
て
、
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
二に

門も
ん

を
立た

つ
る
こ
と
、
そ
の
例れ

い

一い
つ

に
非あ

ら

ず
。
大だ

い

乗じ
ょ
うに

は
す
な

わ
ち
八は

ち

蔵ぞ
う

の
中な

か

に
お
い
て
雑ぞ

う

蔵ぞ
う

を
立た

つ
。
八は

ち

蔵ぞ
う

と
は
安あ

ん

然ね
ん

和か

尚し
ょ
うの

『
教

き
ょ
う

時じ

義ぎ

』
の
中な

か

に
『
菩ぼ

薩さ
つ

処し
ょ

胎た
い
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経き
ょ
う』

を
引ひ

き
て
云い

わ

く
、「
一ひ

と

つ
に
は
胎た

い

化け

蔵ぞ
う

、
二ふ

た

つ
に
は
中

ち
ゅ
う

陰い
ん

蔵ぞ
う

、
三み

つ
に
は
摩ま

訶か

衍え
ん

方ほ
う

等ど
う

蔵ぞ
う

、
四よ

つ
に
は
戒か

い

律り
つ

蔵ぞ
う

、
五い

つ

つ
に
は
十

じ
ゅ
う

住じ
ゅ
う

蔵ぞ
う

、
六む

つ
に
は
雑ぞ

う

蔵ぞ
う

、
七な

な

つ
に
は
金こ

ん

剛ご
う

蔵ぞ
う

、
八や

つ
に
は
仏ぶ

つ

蔵ぞ
う

」。

ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
七し

ち

蔵ぞ
う

は
こ
れ
純じ

ゅ
んな

り
、
一い

ち

蔵ぞ
う

は
こ
れ
雑ぞ

う

な
り
と
。

小し
ょ
う

乗じ
ょ
うに

は
す
な
わ
ち
四し

含ご
ん

の
中な

か

に
お
い
て
雑ぞ

う

含ご
ん

を
立た

て
た
り
。
四し

含ご
ん

と
は
、
一ひ

と

つ
に
は
増ぞ

う

一い
つ

阿あ

含ご
ん

、
二ふ

た

つ
に
は
長

ち
ょ
う

阿あ

含ご
ん

、
三み

つ
に
は
中

ち
ゅ
う

阿あ

含ご
ん

、
四よ

つ
に
は
雑ぞ

う

阿あ

含ご
ん

な
り
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
三さ

ん

含ご
ん

は

こ
れ
純じ

ゅ
んな

り
、
一い

ち

含ご
ん

は
こ
れ
雑ぞ

う

な
り
と
。

律り
つ

に
は
則す

な
わ

ち
二に

十じ
っ

犍け
ん

度ど

の
中な

か

に
お
い
て
し
か
も
雑ぞ

う

犍け
ん

度ど

を
立た

つ
、
二に

十じ
っ

犍け
ん

度ど

と
は
、
一ひ

と

つ
に
は

受じ
ゅ

戒か
い

犍け
ん

度ど

、
二ふ

た

つ
に
は
説せ

っ

戒か
い

犍け
ん

度ど

、
三み

つ
に
は
安あ

ん

居ご

犍け
ん

度ど

、
四よ

つ
に
は
自じ

恣し

犍け
ん

度ど

、
五い

つ

つ
に
は
皮ひ

革か
く

犍け
ん

度ど

、
六
つ
に
は
衣え

犍け
ん

度ど

、
七な

な

つ
に
は
薬や

っ

犍け
ん

度ど

、
八や

つ
に
は
迦か

絺ち

那な

衣え

犍け
ん

度ど

、
九こ

こ
の

つ
に
は
鳩く

睒せ
ん

弥み

犍け
ん

度ど

、
十と

お

に
は
瞻せ

ん

婆ば

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

一い
ち

に
は
呵か

責し
ゃ
く

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

二に

に
は
人に

ん

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

に
は
覆ふ

く

蔵ぞ
う

犍け
ん

度ど

、

十じ
ゅ
う

四し

に
は
遮し

ゃ

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

五ご

に
は
破は

僧そ
う

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

に
は
滅め

っ

諍そ
う

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

七し
ち

に
は
尼に

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

八は
ち

に

は
説せ

っ

法ぽ
う

犍け
ん

度ど

、
十

じ
ゅ
う

九く

に
は
房ぼ

う

舎し
ゃ

犍け
ん

度ど

、
二に

十じ
ゅ
うに

は
雑ぞ

う

犍け
ん

度ど

な
り
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
前さ

き

の
十

じ
ゅ
う

九く

は

こ
れ
純じ

ゅ
んな

り
、
後の

ち

の
一ひ

と

つ
は
雑ぞ

う

犍け
ん

度ど

な
り
。

論ろ
ん

に
は
則す

な
わち

八は
ち

犍け
ん

度ど

の
中な

か

に
お
い
て
、
し
か
も
雑ぞ

う

犍け
ん

度ど

を
立た

て
た
り
。
八
犍け

ん

度ど

と
は
、
一ひ

と

つ
に
は

業ご
う

、
二ふ

た

つ
に
は
使し

、
三み

つ
に
は
智ち

、
四よ

つ
に
は
定じ

ょ
う、

五い
つ

つ
に
は
根こ

ん

、
六む

つ
に
は
大だ

い

、
七な

な

つ
に
は
見け

ん

、

八や

つ
に
は
雑ぞ

う

な
り
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
前さ

き

の
七な

な

つ
は
こ
れ
純じ

ゅ
ん、

後の
ち

の
一ひ

と

つ
は
こ
れ
雑ぞ

う

犍け
ん

度ど

な
り
。
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ま
た
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
う

経き
ょ
う

量り
ょ
う

部ぶ

に
、
五ご

蔵ぞ
う

の
中な

か

に
お
い
て
し
か
も
雑ぞ

う

蔵ぞ
う

を
立た

て
た
り
。
五ご

蔵ぞ
う

と
は
、
一ひ

と

つ

に
は
修し

ゅ

多た

羅ら

蔵ぞ
う

、
二ふ

た

つ
に
は
毘び

尼に

蔵ぞ
う

、
三み

つ
に
は
阿あ

毘び

曇ど
ん

蔵ぞ
う

、
四よ

つ
に
は
雑ぞ

う

蔵ぞ
う

、
五い

つ

つ
に
は
咒じ

ゅ

蔵ぞ
う

な

り
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
四よ

つ
は
純じ

ゅ
んな
り
一ひ

と

つ
は
雑ぞ

う

な
り
。

ま
た
『
賢げ

ん

聖じ
ょ
う

集し
ゅ
う』

の
中な

か

に
、
唐と

う

宋そ
う

両り
ょ
う

伝で
ん

に
十じ

っ

科か

の
中な

か

に
お
い
て
し
か
も
雑ぞ

う

科か

を
立た

て
た
り
。
十じ

っ

科か

法ほ
う

と
は
、
一ひ

と

つ
に
は
訳や

っ

経き
ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
義ぎ

解げ

、
三み

つ
に
は
習

し
ゅ
う

禅ぜ
ん

、
四よ

つ
に
は
明

み
ょ
う

律り
つ

、
五い

つ

つ
に
は
護ご

法ほ
う

、
六む

つ
に
は
感か

ん

通つ
う

、
七な

な

つ
に
は
読ど

く

誦じ
ゅ

、
八や

つ
に
は
遺い

身し
ん

、
九こ

こ
の

つ
に
は
興こ

う

福ふ
く

、
十と

お

に
は
雑ぞ

う

科か

な
り
。

ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
前さ

き

の
九こ

こ
のつ

は
こ
れ
純じ

ゅ
んな

り
、
後の

ち

の
一ひ

と

つ
は
こ
れ
雑ぞ

う

科か

な
り
。

乃な
い

至し

『
大だ

い

乗じ
ょ
う

義ぎ

章し
ょ
う』

に
は
五ご

聚じ
ゅ

の
法ほ

う

門も
ん

を
立た

て
た
り
。
そ
の
中な

か

に
雑ぞ

う

聚じ
ゅ

有あ

り
。
五ご

聚じ
ゅ

と
は
、
一ひ

と

つ
に
は
教

き
ょ
う

聚じ
ゅ

、
二ふ

た

つ
に
は
義ぎ

聚じ
ゅ

、
三み

つ
に
は
染ぜ

ん

聚じ
ゅ

、
四よ

つ
に
は
浄

じ
ょ
う

聚じ
ゅ

、※
3

五い
つ

つ
に
は
雑ぞ

う

聚じ
ゅ

な
り
。
ま

さ
に
知し

る
べ
し
、
前さ

き

の
四し

聚じ
ゅ

は
こ
れ
純じ

ゅ
んな

り
、
後の

ち

の
一ひ

と

つ
は
こ
れ
雑ぞ

う

な
り
。

ま
た
顕け

ん

教ぎ
ょ
うの

み
に
非あ

ら

ず
、
密み

っ

教き
ょ
うの

中な
か

に
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
法ほ

う

有あ

り
。
謂い

わ

く
、『
山さ

ん

家げ

の
仏ぶ

っ

法ぽ
う

血け
ち

脉み
ゃ
くの

譜ふ

』
に

云い
わ

く
、「
一ひ

と

つ
に
は
胎た

い

蔵ぞ
う

界か
い

曼ま
ん

陀だ

羅ら

血け
ち

脉み
ゃ
くの

譜ふ

一い
っ

首し
ゅ

、
二ふ

た

つ
に
は
金こ

ん

剛ご
う

界か
い

の
曼ま

ん

陀だ

羅ら

血け
ち

脉み
ゃ
くの

譜ふ

一い
っ

首し
ゅ

、

三み

つ
に
は
雑ぞ

う

曼ま
ん

陀だ

羅ら

の
血け

ち

脉み
ゃ
くの

譜ふ

一い
っ

首し
ゅ

、
前さ

き

の
二に

首し
ゅ

は
こ
れ
純じ

ゅ
んな

り
、
後の

ち

の
一ひ

と

つ
は
こ
れ
雑ぞ

う

な
り
。

か
く
の
ご
と
く
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
義ぎ

多お
お

し
と
い
え
ど
も
、
今い

ま

且し
ば
らく
略り

ゃ
くし
て
少

し
ょ
う

分ぶ
ん

を
挙あ

ぐ
の
み
。
ま
さ
に
知し

る

べ
し
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
義ぎ

、
法ほ

う

に
随し

た
がい

て
不ふ

定じ
ょ
うな

り
。
然し

か

れ
ば
則す

な
わち

今い
ま

善ぜ
ん

導ど
う

和か

尚し
ょ
うの

意こ
こ
ろ、

且し
ば
らく

浄
じ
ょ
う

土ど

の
行ぎ

ょ
うに

お

い
て
而し

か

も
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

を
論ろ

ん

ず
る
な
り
。
ま
た
こ
の
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
義ぎ

、
唯た

だ
内な

い

典て
ん

の
み
に
局か

ぎ

ら
ず
、
外げ

典て
ん

の
中な

か

に
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そ
の
例れ

い

甚は
な
はだ

多お
お

し
。
繁は

ん

を
恐お

そ

れ
て
出い

だ
さ
ず
。
要よ

う

を
取と

り
て
こ
れ
を
言い

わ
ば
、
正し

ょ
うに

は
す
な
わ
ち
読ど

く

誦じ
ゅ

観か
ん

察ざ
つ

礼ら
い

拝は
い

讃さ
ん

嘆だ
ん

等と
う

の
五ご

種し
ゅ

の
不ふ

同ど
う

有あ

り
と
い
え
ど
も
、
称

し
ょ
う

名み
ょ
うを

取と

り
て
名な

ず
け
て
正

し
ょ
う

行ぎ
ょ
うと

為な

す
。

雑ぞ
う

に
は
す
な
わ
ち
疎そ

遠え
ん

有う

間け
ん

の
廻え

向こ
う

雑ぞ
う

等と
う

の
五ご

義ぎ

の
不ふ

同ど
う

有あ

り
と
い
え
ど
も
、
純

じ
ゅ
ん

雑ぞ
う

の
義ぎ

を
取と

り
て

名な

ず
け
て
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うと

為な

す
。

但た
だ

し
往お

う

生じ
ょ
うの

行ぎ
ょ
うに

お
い
て
、
か
く
の
ご
と
く
二に

行ぎ
ょ
うを

分わ

か
つ
こ
と
は
、
唯た

だ

だ
独ひ

と

り
善ぜ

ん

導ど
う

の
一い

っ

師し

に

限か
ぎ

る
に
非あ

ら

ず
。
道ど

う

綽し
ゃ
く

禅ぜ
ん

師じ

の
意い

に
依よ

ら
ば
、
往お

う

生じ
ょ
う

行ぎ
ょ
う

多お
お

し
と
い
え
ど
も
、
束つ

か

ね
て
二ふ

た

つ
と
為な

す
。

一ひ
と

つ
に
は
謂い

わ

く
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
謂い

わ

く
万ま

ん

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うな

り
。
念ね

ん

仏ぶ
つ

は
こ
れ
正し

ょ
う

な
り
、
万ま

ん

行ぎ
ょ
うは

こ

れ
雑ぞ

う

な
り
。
も
し
懐え

感か
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
意い

に
依よ

ら
ば
、
往お

う

生じ
ょ
う

行ぎ
ょ
う

多お
お

し
と
い
え
ど
も
束つ

か

ね
て
し
か
も
二ふ

た

つ
と

為な

す
。
一ひ

と

つ
に
は
謂い

わ

く
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
う、

二ふ
た

つ
に
は
謂い

わ

く
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うな

り
〈
恵え

心し
ん

こ
れ
に
同お

な

じ
〉。
念ね

ん

仏ぶ
つ

は
前さ

き

の
如ご

と

し
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うは

こ
れ
雑ぞ

う

な
り
。
か
く
の
ご
と
く
三さ

ん

師し

は
言ご

ん

異い

に
し
て
意い

一ひ
と

つ
な
り
。
各

お
の
お
の

二に

行ぎ
ょ
うを

立た

て
て
往お

う

生じ
ょ
う

行ぎ
ょ
うを

摂せ
っ

す
る
こ
と
甚は

な
はだ

そ
の
旨む

ね

を
得え

た
り
、最も

っ
とも

帰き

依え

す
べ
し
。余よ

師し

は
然し

か

ら
ず
。

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

思し

択た
く

す
べ
し
。

ま
た
、
善ぜ

ん

導ど
う

和か

尚し
ょ
うの

『
往お

う

生じ
ょ
う

礼ら
い

讃さ
ん

』
の
中な

か

に
細こ

ま
か

く
二に

行ぎ
ょ
うの

得と
く

失し
つ

を
判は

ん

ず
。
謹

つ
つ
し
みて

彼か

の
文も

ん

を
案あ

ん

ず

る
に
云い

わ

く
、「
も
し
能よ

く
上か

み

の
如ご

と

く
念ね

ん

念ね
ん

相そ
う

続ぞ
く

し
て
畢ひ

つ

命み
ょ
うを

期ご

と
為な

す
者も

の

は
、
十じ

ゅ
う

は
す
な
わ
ち
十じ

ゅ
う

な

が
ら
生し

ょ
うじ

、
百ひ

ゃ
くは

す
な
わ
ち
百ひ

ゃ
くな

が
ら
生し

ょ
うず

。
何な

に

を
以も

っ

て
の
故ゆ

え

に
。
外げ

の
雑ぞ

う

縁え
ん

無な

く
し
て
正

し
ょ
う

念ね
ん

を
得う

る
が
故ゆ

え

に
。
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

願が
ん

と
相そ

う

応お
う

す
る
が
故ゆ

え

に
。
教き

ょ
うに

違た
が

わ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
。
仏ぶ

つ

語ご

に
随ず

い

順じ
ゅ
んす

る
が
故ゆ

え

に
。
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も
し
専せ

ん

を
捨す

て
て
雑ぞ

う

業ご
う

を
修し

ゅ

す
る
者も

の

は
、
百ひ

ゃ
く

が
時と

き

に
希ま

れ

に
一い

ち

二に

を
得え

、
千せ

ん

が
時と

き

に
希ま

れ

に
五ご

三さ
ん

を
得う

。

何な
に

を
以も

っ

て
の
故ゆ

え

に
。
雑ぞ

う

縁え
ん

乱ら
ん

動ど
う

し
て
正

し
ょ
う

念ね
ん

を
失し

っ

す
る
に
由よ

る
が
故ゆ

え

に
。
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

願が
ん

と
相そ

う

応お
う

せ
ざ
る
が

故ゆ
え

に
。
教き

ょ
うと

相そ
う

違い

す
る
が
故ゆ

え

に
。
仏ぶ

つ

語ご

に
順じ

ゅ
んぜ

ざ
る
が
故ゆ

え

に
。
係け

念ね
ん

相そ
う

続ぞ
く

せ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
。
憶お

く

想そ
う

間け
ん

断だ
ん

す
る
が
故ゆ

え

に
。廻え

願が
ん

慇お
ん

重じ
ゅ
う

真し
ん

実じ
つ

な
ら
ざ
る
が
故ゆ

え

に
。貪と

ん

嗔じ
ん

諸し
ょ

見け
ん

の
煩ぼ

ん

悩の
う

来き
た

り
て
間け

ん

断だ
ん

す
る
が
故ゆ

え

に
。

慚ざ
ん

愧き

悔け

過か

の
心し

ん

有あ

る
こ
と
無な

き
が
故ゆ

え

に
。
ま
た
相そ

う

続ぞ
く

し
て
念ね

ん

じ
て
彼か

の
仏ほ

と
け

の
恩お

ん

を
報ほ

う

ぜ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
。
心こ

こ
ろに

軽
き
ょ
う

慢ま
ん

を
生し

ょ
うじ

て
業ご

う

行ぎ
ょ
うを

作な

す
と
い
え
ど
も
、
常つ

ね

に
名

み
ょ
う

利り

と
相そ

う

応お
う

す
る
が
故ゆ

え

に
。
人に

ん

我が

自み
ず
から

覆お
お

い
て
同ど

う

行ぎ
ょ
う

善ぜ
ん

知じ

識し
き

に
親し

ん

近ご
ん

せ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
。
雑ぞ

う

縁え
ん

に
楽

ぎ
ょ
う

近ご
ん

し
て
自み

ず
か

ら
も
障さ

え
、
他た

の
往お

う

生じ
ょ
うの

正
し
ょ
う

行ぎ
ょ
うを

も
障さ

う
る
が
故ゆ

え

な
り
。
何な

に

を
以も

っ

て
の
故ゆ

え

に
。
余よ

比こ
の
ご
ろ日

、
自み

ず
から

諸し
ょ

方ほ
う

の
道ど

う

俗ぞ
く

を
見け

ん

聞も
ん

す
る
に
、
解げ

行ぎ
ょ
う

不ふ

同ど
う

に
し
て
専せ

ん

雑ぞ
う

異こ
と
なり

有あ

り
。
た
だ
し
、
意い

を
専も

っ
ぱ

ら
に
し
て
作な

さ
し
む
る
者も

の

は
十じ

ゅ
う

は
す
な
わ
ち

十じ
ゅ
うな

が
ら
生し

ょ
うず

。
雑ぞ

う

を
修し

ゅ

し
て
至し

心し
ん

な
ら
ざ
る
者も

の

は
千せ

ん

が
中な

か

に
一い

つ

も
無な

し
。
こ
の
二に

行ぎ
ょ
うの

得と
く

失し
つ

、
前さ

き

に
已す

で

に
弁べ

ん

ず
る
が
如ご

と

し
。
仰あ

お

ぎ
願ね

が

わ
く
ば
一い

っ

切さ
い

の
往お

う

生じ
ょ
うの

人に
ん

等と
う

、
善よ

く
自み

ず
から

思し

量り
ょ
うす

べ
し
。
已す

で

に
能よ

く
今こ

ん

身じ
ん

に
彼か

の
国く

に

に
生し

ょ
う

ぜ
ん
と
願ね

が

わ
ん
者も

の

は
、
行

ぎ
ょ
う

住じ
ゅ
う

坐ざ

臥が

に
必か

な
ら

ず
須

す
べ
か
らく

心こ
こ
ろ

を
励は

げ
ま

し
己お

の
れ

を
尅こ

く

し
て
昼

ち
ゅ
う

夜や

に
廃は

い

す
る
こ
と
莫な

く
、
畢ひ

つ

命み
ょ
うを

期ご

と※
4

す
べ
し
。
上か

み

一い
ち

形ぎ
ょ
うに

在あ

り
て
小

し
ょ
う

苦く

に
似に

た
れ
ど
も
、
前ぜ

ん

念ね
ん

に

命み
ょ
う

終じ
ゅ
うし
て
後ご

念ね
ん

に
は
す
な
わ
ち
彼か

の
国く

に

に
生し

ょ
う

じ
て
、
長

じ
ょ
う

時じ

永よ
う

劫ご
う

に
常つ

ね

に
無む

為い

の
諸し

ょ

楽ら
く

を
受う

く
。
乃な

い

至し

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

し
て
ま
た
生

し
ょ
う

死じ

を
経へ

ず
。
あ
に
快

こ
こ
ろ
よき

に
非あ

ら

ず
や
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
」
と
。
已

上

私わ
た
く
しに

云い
わ

く
、
凡お

よ

そ
こ
の
文も

ん

は
こ
れ
行

ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

の
至し

要よ
う

な
り
。
専せ

ん

雑ぞ
う

の
訓く

ん

、
得と

く

失し
つ

の
誡か

い

、
甚は

な
は

だ
以も

っ

て
苦

ね
ん
ご



286

ろ
な
り
。
極ご

く

楽ら
く

を
求も

と

む
る
の
人ひ

と

、
盍な

ん

ぞ
寸す

ん

符ぷ

に
貯お

さ

め
ざ
ら
ん
や
。
も
し
そ
れ
雑ぞ

う

を
抛な

げ
うち

て
専せ

ん

を
修し

ゅ

す

る
者も

の

は
、
百ひ

ゃ
くは

す
な
わ
ち
百ひ

ゃ
くな

が
ら
生し

ょ
うず

べ
し
。
迂う

を
弃す

て
て
直ち

ょ
くに

向む
か

う
が
ご
と
し
、
あ
に
以も

っ

て
届い

た

ら
ざ
ら
ん
や
。
専せ

ん

を
捨す

て
雑ぞ

う

を
修し

ゅ
うす
る
者も

の

は
、
千せ

ん

が
中な

か

に
一い

つ

も
無な

し
。
夷た

い

ら
か
な
る
を
捨す

て
て
嶮け

わ

し

き
に
趣お

も
むく

が
ご
と
し
。
遂つ

い

に
以も

っ

て
達た

っ

せ
ざ
ら
ん
。

『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

の
下げ

に
云い

わ

く
、「
問と

う
、
も
し
凡ぼ

ん

下げ

の
輩や

か
ら

も
ま
た
、
往お

う

生じ
ょ
うす

る
こ
と
を
得え

ば
、
い

か
ん
が
、
近き

ん

代だ
い

、
彼か

の
国こ

く

土ど

に
お
い
て
求も

と

む
る
者も

の

は
千せ

ん

万ま
ん

な
る
に
、
得う

る
も
の
は
一い

ち

二に

も
無な

き
や
。

答こ
た

う
、
綽

し
ゃ
く

和か

尚し
ょ
うの

云い
わ

く
、「
信し

ん

心じ
ん

深ふ
か

か
ら
ず
、
存あ

る
が
若ご

と

く
亡な

く
る
が
若ご

と

き
故ゆ

え

に
。
信し

ん

心じ
ん

一い
つ

な
ら
ず
、

決け
つ
じ
ょ
う

定
せ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
。
信し

ん

心じ
ん

相そ
う

続ぞ
く

せ
ず
、
余よ

念ね
ん

間へ
だ

つ
る
が
故ゆ

え

に
。
こ
の
三み

つ

、
相そ

う

応お
う

せ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
往お

う

生じ
ょ
うす

る
こ
と
能あ

た

わ
ず
。
も
し
三さ

ん

心じ
ん

を
具ぐ

す
る
者も

の

の
往お

う

生じ
ょ
うせ

ざ
れ
ば
、
こ
の
処

こ
と
わ
り

有あ

る
こ
と
無な

し
」
と
。

導ど
う

和か

尚し
ょ
うの

云い
わ

く
、「
も
し
具つ

ぶ
さ

に
能よ

く
上か

み

の
ご
と
く
念ね

ん

念ね
ん

相そ
う

続ぞ
く

し
て
畢ひ

つ

命み
ょ
うを

期ご

と
す
る
者も

の

は
、
十じ

ゅ
う

は
す

な
わ
ち
十

じ
ゅ
う

生し
ょ
うじ

、
百ひ

ゃ
くは

す
な
わ
ち
百

ひ
ゃ
く

生し
ょ
うず

。
も
し
専せ

ん

修じ
ゅ

の
業ご

う

を
捨す

て
ん
と
欲ほ

っ

す
る
者も

の

は
、
百ひ

ゃ
くが

時と
き

に

希ま
れ

に
一い

ち

二に

を
得え

、
千せ

ん

が
時と

き

に
希ま

れ

に
三さ

ん

五ご

を
得う

」
と
」
已

上
。
こ
の
問も

ん

答ど
う

の
意い

、
明あ

き

ら
か
な
り
。
善ぜ

ん

導ど
う

和か

尚し
ょ
うの

二に

修し
ゅ
うを

以も
っ

て
極ご

く

楽ら
く

に
往お

う

生じ
ょ
うす

る
の
行ぎ

ょ
うを

決け
っ

せ
ん
と
欲ほ

っ

す
る
者も

の

な
り
。
意こ

こ
ろの

云い
わ

く
、
も
し
専せ

ん

修じ
ゅ

に
依よ

り
て
行

ぎ
ょ
う

用ゆ
う

す
る
者も

の

は
千せ

ん

万ま
ん

悉こ
と
ご
とく

生し
ょ
う

ず
。
も
し
雑ぞ

う

業ぎ
ょ
うに

拠よ

り
て
欣ご

ん

求ぐ

す
る
も
の
は
一い

ち

二に

も
生し

ょ
う

じ

叵が
た

し
。
す
で
に
恵え

心し
ん

の
意い

は
、
西さ

い

方ほ
う

の
行ぎ

ょ
うに

お
い
て
は
導ど

う

和か

尚し
ょ
うを

以も
っ

て
し
か
も
指し

南な
ん

と
す
。
そ
の
余よ

の
末ま

つ

学が
く

、
寧む

し

ろ
依え

憑ひ
ょ
うせ

ざ
ら
ん
や
。
す
で
に
知し

ん

ぬ
、
恵え

心し
ん

尚な

お
以も

っ

て
叙じ

ょ

用よ
う

す
、
何い

か

に
況い

わ
んや

そ
の
余よ

の
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世せ

人に
ん

に
お
い
て
を
や
。
な
か
ん
ず
く
我わ

が
輩や

か
ら、

賢け
ん

愚ぐ

を
隔へ

だ

つ
る
こ
と
万ま

ん

万ま
ん

里り

な
り
。
人ひ

と

の
情こ

こ
ろは

念ね
ん

念ね
ん

に
下げ

劣れ
つ

の
故ゆ

え

に
、
時じ

代だ
い

を
去さ

る
こ
と
二に

百ひ
ゃ
く

廻え

な
り
。

仏ぶ
っ

法ぽ
う

日に
ち

日に
ち

に
澆

ぎ
ょ
う

薄は
く

す
る
が
故ゆ

え

に
云い

わ

く
、
何な

ん

ぞ
近き

ん

代だ
い

の
浅せ

ん

識じ
き

の
徒

と
も
が
ら、

愚ぐ

に
処し

ょ

し
て
賢け

ん

を
誚そ

し

り
、
末ま

つ

に

居ご

し
て
本ほ

ん

を
非ひ

せ
ん
や
。
然し

か

ら
ば
則す

な
わ

ち
決け

つ

定じ
ょ
うし

て
彼か

の
極ご

く

楽ら
く

国こ
く

土ど

に
生し

ょ
う

ず
る
こ
と
得え

ん
と
欲ほ

っ

さ
ば
、

こ
の
答こ

た

え
の
意い

に
由よ

り
て
雑ぞ

う

を
捨す

て
専せ

ん

を
修し

ゅ

す
べ
し
。
こ
れ
先せ

ん

徳と
く

の
意い

な
り
、
懈け

慢ま
ん

す
べ
か
ら
ず
、

努ゆ

力め

努ゆ

力め

。
ま
た
綽

し
ゃ
く

禅ぜ
ん

師じ

の
三さ

ん

信し
ん

三さ
ん

不ぷ

は
ま
た
こ
れ
専せ

ん

雑ぞ
う

二に

修し
ゅ
うの

義ぎ

な
り
。
答こ

た

え
の
中な

か

の
二に

文も
ん

は
一い

ち

意い

を
成じ

ょ
うぜ

ん
が
為た

め

な
り
。
師し

資し

儡ら
い

同ど
う

し
て
差た

が

う
こ
と
無な

き
の
み
。

次つ
ぎ

に
感か

ん

師し

智ち

栄え
い

等と
う

に
依よ

り
て
善ぜ

ん

導ど
う

の
義ぎ

を
補ほ

助じ
ょ

せ
ば
、
こ
れ
に
七な

な

つ
有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
智ち

栄え
い

、
二ふ

た

つ
に
は
信し

ん

仲ち
ゅ
う、

三み

つ
に
は
感か

ん

師し

、
四よ

つ
に
は
天て

ん

竺じ
く

の
覚か

く

親し
ん

、
五い

つ

つ
に
は
日に

本ほ
ん

の
源げ

ん

信し
ん

、
六む

つ
に
は
禅ぜ

ん

林り
ん

、
七な

な

つ
に
は
越え

っ

州し
ゅ
うな

り
。

一ひ
と

つ
に
感か

ん

師し

と
は
、『
群ぐ

ん

疑ぎ

論ろ
ん

』
に
云い

わ

く
、「
問と

う
て
曰い

わ

く
、
前ぜ

ん

後ご

に
意い

を
発お

こ

す
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
っ

国こ
く

に
生し

ょ
うぜ

ん
と
欲ほ

っ

す
る
者も

の

、
深ふ

か

く
懈け

慢ま
ん

国こ
く

土ど

に
染ぜ

ん

着じ
ゃ
くし

て
、
進す

す

ん
で
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
っ

国こ
く

土ど

に
生し

ょ
うず

る
こ
と

能あ
た

わ
ず
。
千せ

ん

万ま
ん

衆し
ゅ
うあ

り
て
時と

き

に
一い

ち

人に
ん

有あ

り
て
阿あ

弥み

陀だ

の
国く

に

に
生し

ょ
うず

。
こ
の
経き

ょ
うを

以も
っ

て
准じ

ゅ
んず

る
に
、
生

し
ょ
う

ず
る
こ
と
を
得う

べ
難が

た

し
、
何い

か

ん
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、
こ
の
経き

ょ
う

に
か
く
の
言ご

ん

教き
ょ
う

有あ

る
に
由よ

る
が
故ゆ

え

に
、

善ぜ
ん

導ど
う

禅ぜ
ん

師じ

、
諸

も
ろ
も
ろの

衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

勧す
す

め
て
専も

っ
ぱ

ら
西さ

い

方ほ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
業ご

う

を
修し

ゅ

す
者も

の

は
、
四し

修し
ゅ

墜お

ち
靡が

た

く
、
三さ

ん

業ご
う

に

雑ま
じ

り
無な

く
し
て
、
余よ

の
一い

っ

切さ
い

の
諸

も
ろ
も
ろの

願が
ん

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
西さ

い

方ほ
う

の
一い

ち

行ぎ
ょ
うを

唯ゆ
い

願が
ん

し
唯ゆ

い

行ぎ
ょ
うせ

し
む
。
雑ざ

っ

修し
ゅ

の
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者も
の

は
万ま

ん

に
一ひ

と

つ
も
生し

ょ
うぜ

ず
、
専せ

ん

修じ
ゅ

の
人ひ

と

は
千せ

ん

に
一ひ

と

つ
も
失し

つ

無な

し
。
す
な
わ
ち
こ
の
経き

ょ
うの

下し
も

の
文も

ん

に
言い

わ

く
、「
何な

に

を
以も

っ

て
の
故ゆ

え

に
。
皆み

な
懈け

慢ま
ん

に
し
て
、執

し
ゅ
う

心し
ん

牢ろ
う

固こ

な
ら
ざ
る
に
由よ

る
」
と
。
こ
こ
に
知し

ん
ぬ
、

雑ざ
つ

修し
ゅ

の
者も

の

は
執

し
ゅ
う

心し
ん

不ふ

牢ろ
う

の
人ひ

と

と
為な

る
が
故ゆ

え

に
懈け

慢ま
ん

に
生し

ょ
うず

る
な
り
。
正ま

さ

し
く
『
処し

ょ

胎た
い

経き
ょ
う』

の
文も

ん

と
相あ

い
当あ

た

れ
り
。
も
し
雑ざ

っ

修し
ゅ

せ
ず
、
専も

っ
ぱら

こ
の
業ご

う

を
行ぎ

ょ
うず

る
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち
執

し
ゅ
う

心し
ん

牢ろ
う

固こ

に
し
て
定さ

だ

ん

で
極ご

く

楽ら
っ

国こ
く

に
生し

ょ
うず

」
と
云

云
。

二ふ
た

つ
に
智ち

栄え
い

と
は
〈
そ
の
文も

ん

別べ
っ

紙し

に
在あ

り
、
こ
れ
を
見み

る
べ
し
〉。

三み

つ
に
信し

ん

仲ち
ゅ
うと

は
〈
そ
の
文も

ん

別べ
っ

に
在あ

り
、
こ
れ
を
見み

る
べ
し
〉。

四よ

つ
に
天て

ん

竺じ
く

覚か
く

親し
ん

〈
そ
の
文も

ん

別べ
っ

に
在あ

り
、
こ
れ
を
見み

る
べ
し
。
あ
る
い
は
取し

ゅ

意い

暗く
ら

し
、
こ
れ
を
釈

し
ゃ
く

す
べ
し
〉。

五い
つ

つ
に
日に

本ほ
ん

の
源げ

ん

信し
ん

に
二ふ

た

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
三さ

ん

重じ
ゅ
うの

問も
ん

答ど
う

、
二ふ

た

つ
に
は
専せ

ん

修じ
ゅ

等と
う

な
り
〈
十

じ
ゅ
う

門も
ん

を
立た

て
て
専も

っ
ぱ

ら
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うを

明あ

か
し
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

捨す

つ
と
云
云
〉。
そ
の
中な

か

に
第だ

い

八は
ち

門も
ん

に
至い

た

り
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うと

を
相そ

う

対だ
い

し
て
三さ

ん

番ば
ん

の
問も

ん

答ど
う

有あ

り
。
後ご

日じ
つ

に
こ
れ
を
釈し

ゃ
く

す
べ
し
。
こ
れ
則す

な
わ

ち
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

捨す

て

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
取と

る
、
取し

ゅ

捨し
ゃ

の
意い

な
り
。
次つ

ぎ

に
第だ

い

十じ
ゅ
う

門も
ん

に
至い

た

っ
て
は
、
ま
た
十

じ
ゅ
う

門も
ん

の
料

り
ょ
う

簡け
ん

有あ

り
。
謂い

わ

く
、

極ご
く

楽ら
く

の
依え

正し
ょ
う

乃な
い

至し

第だ
い

十じ
ゅ
うの

助じ
ょ

道ど
う

の
人に

ん

法ぽ
う

な
り
。
そ
の
中な

か

に
第だ

い

二に

の
往お

う

生じ
ょ
うの

階か
い

位い

の
中な

か

に
二ふ

た

つ
の
問も

ん

答ど
う

有あ

り
。
善ぜ

ん

導ど
う

の
専せ

ん

雑ぞ
う

二に

修し
ゅ
うの

義ぎ

を
以も

っ

て
問も

ん

答ど
う

し
決け

っ

択ち
ゃ
くす

。
そ
の
問も

ん

答ど
う

、
別べ

つ

に
こ
れ
を
書し

ょ

す
、
見み

る

べ
し
。
故ゆ

え

に
知し

ん
ぬ
、
恵え

心し
ん

の
意こ

こ
ろ、

始は
じ

め
に
は
二に

行ぎ
ょ
うに

お
い
て
取し

ゅ

捨し
ゃ

を
論ろ

ん

じ
、
次つ

ぎ

に
は
善ぜ

ん

導ど
う

の
得と

く

失し
つ
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の
義ぎ

を
用も

ち
うる

と
云

云
。

六む

つ
に
禅ぜ

ん

林り
ん

と
は
、
す
な
わ
ち
当と

う

寺じ

の
権ご

ん

律り
っ

師し

永え
い

観か
ん

な
り
。
す
な
わ
ち
善ぜ

ん

導ど
う

・
道ど

う

綽し
ゃ
くの

意こ
こ
ろに

依よ

り

て
、『
往お

う

生じ
ょ
う

十じ
ゅ
う

因い
ん

』
を
作つ

く

り
て
、
永な

が

く
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
一い

ち

門も
ん

に
お
い
て
『
十

じ
ゅ
う

因い
ん

』
を
開か

い

す
。

あ
に
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
うに

非あ
ら

ず
や
。

七な
な

つ
に
越え

っ

洲し
ゅ
うと

は
、
ま
た
同お

な

じ
く
当と

う

寺じ

の
三さ

ん

論ろ
ん

の
碩せ

き

徳と
く

、
越え

っ

洲し
ゅ
うの

珍ち
ん

海が
い

な
り
。
こ
れ
ま
た
同お

な

じ
く

『
決け

つ

定じ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
う

集し
ゅ
う』

一い
っ

巻か
ん

を
作つ

く

り
て
、
十

じ
ゅ
う

門も
ん

を
立た

て
て
往お

う

生じ
ょ
うの

法ほ
う

を
明あ

か
す
。
そ
の
中な

か

に
ま
た
善ぜ

ん

導ど
う

の
前さ

き

の
文も

ん

に
依よ

り
て
、
傍か

た
わら

に
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

述の

ぶ
と
い
え
ど
も
、
正ま

さ

し
く
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うを

用も
ち
うる

。
こ
こ
に

知し

ん
ぬ
、
往お

う

生じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

業ご
う

に
お
い
て
専せ

ん

雑ぞ
う

の
二に

修し
ゅ
うを

論ろ
ん

じ
て
、
雑ぞ

う

行ぎ
ょ
うを

捨す

て
て
専も

っ
ぱら

正
し
ょ
う

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ
うす

こ
と

は
天て

ん

竺じ
く

・
震し

ん

旦た
ん

・
日に

ち

域い
き

、
そ
の
伝で

ん

来ら
い

尚ひ
さ

し
と
云

云
。

二ふ
た

つ
に
は
来ら

い

意い

、
上か

み

に
は
文も

ん

に
依よ

り
て
別べ

つ

に
釈し

ゃ
くす

と
は
、
経き

ょ
うの

文も
ん

に
依よ

り
て
別べ

つ

に
釈し

ゃ
くす

と
は
、
経

き
ょ
う

文も
ん

に
依よ

り
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
う

を
釈し

ゃ
く

す
な
り
。
そ
の
文も

ん

に
七な

な

つ
有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
前さ

き

の
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

の
中な

か

、

「
乃な

い

至し

十じ
ゅ
う

念ね
ん

若に
ゃ
く

不ふ

生し
ょ
う

者じ
ゃ

」
の
文も

ん

。
二ふ

た

つ
に
は
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

の
「
諸し

ょ

有う

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

聞も
ん

其ご

名み
ょ
う

号ご
う

」
等と

う

の
文も

ん

。
三み

つ
に
は
三さ

ん

輩ぱ
い

往お
う

生じ
ょ
うの

中な
か

、
上

じ
ょ
う

輩は
い

生し
ょ
うに
明あ

か
す
「
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

」
の
文も

ん

。
四よ

つ
に
は
同お

な

じ
く
中

ち
ゅ
う

輩は
い

生し
ょ
うの

中な
か

の
「
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

」
の
文も

ん

。
五い

つ

つ
に
は
同お

な

じ
く
下げ

輩は
い

の
中な

か

の
「
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

」
の
文も

ん

。
六む

つ
に
は
流る

通づ
う

の

初は
じ

め
の「
其ご

有う

得と
く

聞も
ん

彼ひ

仏ぶ
つ

名み
ょ
う

号ご
う

」等と
う

の
文も

ん

。
七な

な

つ
に
は
同お

な

じ
く
流る

通づ
う

の
中な

か

の「
当と

う

来ら
い

之し

」等と
う

の
文も

ん

な
り
。

こ
の
七し

ち

文も
ん

、
皆み

な

専も
っ
ぱら

一い
っ

向こ
う

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うを

明あ

か
す
云

云
。
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一ひ
と

つ
に
「
設せ

つ

我が

得と
く

仏ぶ
つ

十じ
っ

方ぽ
う

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

乃な
い

至し

十じ
ゅ
う

念ね
ん

若に
ゃ
く

不ふ

生し
ょ
う

者じ
ゃ

」。
こ
れ
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

の
中な

か

の
第だ

い

十じ
ゅ
う

八は
ち

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
う

願が
ん

な
り
云

云
。
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

等ひ
と

し
く
微み

妙み
ょ
う

殊し
ゅ

勝し
ょ
うな

り
と
い
え
ど
も
、
中な

か

に
お
い
て
ま
た
要よ

う

有あ

り
、
不ふ

要よ
う

有あ

り
。
第だ

い

一い
ち

の
無む

三さ
ん

悪な
く

趣し
ゅ

、
乃な

い

至し

第だ
い

四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

の
得と

く

三さ
ん

法ぼ
う

忍に
ん

、
何い

ず
れ

の
願が

ん

ぞ
最さ

い

要よ
う

な
り
云

云
。

愚ぐ

僧そ
う

未い
ま

だ
知し

ら
ず
云

云
。
祖そ

師し

善ぜ
ん

導ど
う

そ
の
要よ

う

を
出い

だ

し
て
云い

わ

く
、「
弘ぐ

誓ぜ
い

多た

も

ん門
に
し
て
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

な
れ
ど
も
、

偏ひ
と
えに

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
標ひ

ょ
うし

て
最も

っ
とも

親し
た

し
と
す
。
人ひ

と

能よ

く
仏ほ

と
けを

念ね
ん

ず
れ
ば
仏ほ

と
けま

た
念ね

ん

じ
た
ま
う
。
専せ

ん

心じ
ん

に
仏ほ

と
けを

想お
も

え
ば
、
仏

ほ
と
け

人ひ
と

を
知し

り
た
ま
う
」
と
云

云
。
次つ

ぎ

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

門も
ん

に
お
い
て
独ひ

と

り
こ
の
願が

ん

を
発お

こ

す
。
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

門も
ん

に
お
い
て
は
別べ

つ

に
こ
の
願が

ん

の
由よ

し

無な

し
云

云
。
願が

ん

力り
き

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

、
こ
れ
を
釈し

ゃ
くす

べ
し
。

二ふ
た

つ
に
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

の
「
諸し

ょ

有う

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

聞も
ん

其ご

名み
ょ
う

号ご
う

信し
ん
じ
ん
か
ん
ぎ

心
歓
喜
乃な

い
し
い
ち
ね
ん

至
一
念
」
等と

う

と
は
、こ
れ
に
三み

つ
有あ

り
。

一ひ
と

つ
に
は
来ら

い

意い

。
二ふ

た
つ

に
は
一い

ち

念ね
ん

十じ
ゅ
う

念ね
ん

等と
う

の
義ぎ

、
諸し

ょ

師し

不ふ

同ど
う

な
り
。
三み

つ
に
は
唯ゆ

い

除じ
ょ

五ご

逆ぎ
ゃ
くの

義ぎ

云
云
。
　

一ひ
と

つ
に
来ら

い

意い

と
は
云

云
。
二ふ

た

つ
に
一い

ち

念ね
ん

十じ
ゅ
う

念ね
ん

の
義ぎ

、
諸し

ょ

師し

と
不ふ

同ど
う

と
は
云

云
。
三み

つ
に
唯ゆ

い

除じ
ょ

五ご

逆ぎ
ゃ
くの

義ぎ

と
は
云

云
。
こ
の
二に

文も
ん

を
以も

っ

て
こ
れ
を
案あ

ん

ず
る
に
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

、
事こ

と

す
で
に
切き

り
畢お

わ

ん
ぬ
。
な

ん
の
疑

う
た
が
いか

有あ

ら
ん
や
云

云
。

三み

つ
に
は
三さ

ん

輩ぱ
い

中ち
ゅ
うの

上
じ
ょ
う

輩は
い

、「
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

」
と
は
、
上か

み

に
二に

文も
ん

を
以も

っ

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

を

明あ

か
す
と
い
え
ど
も
、
未い

ま

だ
そ
の
品ほ

ん

秩ち
つ

を
分わ

か
た
ず
。
故ゆ

え

に
今い

ま

、
一ひ

と

つ
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
開ひ

ら

き
て
三さ

ん

品ぼ
ん

と
為な

し
て
そ
の
品ほ

ん

秩ち
つ

を
分わ

か
つ
。
こ
こ
に
二ふ

た

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うに

付つ

き
て
三さ

ん

品ぼ
ん

有あ

り
、

中ち
ゅ
う

下げ

を
捨す

て
て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

を
欣ね

が

わ
し
め
ん
が
為た

め

に
品ほ

ん

秩ち
つ

を
分わ

か
つ
。
二ふ

た

つ
に
は
行

ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

を
し
て
自み

ず
か

ら
の
念ね

ん
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仏ぶ
つ

の
位く

ら
いの

分ぶ
ん

斉ざ
い

を
知し

ら
し
め
ん
が
為た

め

な
り
。
一ひ

と

つ
に「
中ち

ゅ
う
げ下

を
捨す

て
て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

を
欣ね

が

わ
し
む
」と
は
云

云
。

二ふ
た

つ
に
「
次じ

い位
を
知し

る
」
と
は
云

云
。

問と

う
、
今い

ま

の
三さ

ん

輩ぱ
い

の
文も

ん

を
見み

る
に
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
外ほ

か

に
諸

も
ろ
も
ろの

行
ぎ
ょ
う

業ご
う

を
説と

く
。
何な

ん

ぞ
唯た

だ
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
謂い

う
や
。

所ゆ

え以
は
い
か
に
。
上じ

ょ
う
ぼ
ん

品
の
中な

か

に
念ね

ん
ぶ
つ仏

の
外ほ

か

に
出し

ゅ
っ
け家

・
受じ

ゅ
か
い戒

・
発ほ

っ
し
ん心

、
修し

ゅ

諸し
ょ

功く

ど

く徳
を
挙あ

げ
た
り
。
中

ち
ゅ
う
ぼ
ん品

の
中な

か

に
念ね

ん
ぶ
つ仏

の
外ほ

か

に
菩ぼ

だ

い提
心し

ん

、
及お

よ

び
斎さ

い
か
い戒

等と
う

の
善ぜ

ん

を
説と

く
。
下げ

ぼ

ん品
の
中な

か

に
念ね

ん
ぶ
つ仏

の
外ほ

か

に
発ほ

つ

菩ぼ

だ

い提
心し

ん

を

説と

く
。
何な

ん

が
故ゆ

え

ぞ
唯た

だ
念ね

ん
ぶ
つ仏

往お
う
じ
ょ
う

生
と
云い

う
や
。
答こ

た

う
、
こ
の
問と

い
最も

っ
と

も
然し

か

る
べ
し
。
仏ぶ

っ

意ち

測は
か

り
難が

た

し
、
凡ぼ

ん

下げ

輒た
や
すく

解げ

し
難が

た

し
。
然し

か

る
に
今い

ま

、
善ぜ

ん
ど
う導

等と
う

の
意こ

こ
ろに

依よ

り
て
今い

ま

こ
の
文も

ん

を
案あ

ん

ず
る
に
、
略り

ゃ
くし

て

二ふ
た

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
但た

ん

念ね
ん
ぶ
つ仏

往お
う
じ
ょ
う

生
、
二ふ

た

つ
に
は
助じ

ょ
ね
ん
ぶ
つ

念
仏
往お

う
じ
ょ
う

生
な
り
。
一ひ

と

つ
に
但た

ん

念ね
ん
ぶ
つ仏

と
は
、

凡お
よ

そ
三さ

ん

品ぼ
ん

の
義ぎ

を
論ろ

ん

ず
る
事こ

と

は
、
も
と
一い

っ

法ぽ
う

に
付つ

き
て
こ
れ
を
論ろ

ん

ず
。
九く

品ほ
ん

の
煩ぼ

ん

悩の
う

等と
う

の
ご
と
し
。

今い
ま

往お
う
じ
ょ
う

生
の
行ぎ

ょ
う

も
ま
た
然し

か

る
べ
し
。
何な

ん

ぞ
必か

な
ら

ず
し
も
行ぎ

ょ
う

の
多た

少し
ょ
うに

付つ

き
て
三さ

ん

品ぼ
ん

を
論ろ

ん

ぜ
ん
。
故ゆ

え

に
今い

ま

、

本ほ
ん

願が
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
うに

付つ

き
て
三さ

ん

品ぼ
ん

往お
う

生じ
ょ
うの

旨む
ね

を
説と

く
な
り
。
何な

に

を
以も

っ

て
か
こ
れ
を
知し

る
。
三さ

ん

品ぼ
ん

の
文も

ん

に

共と
も

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
お
い
て
「
一い

っ
こ
う向

」
の
言ご

ん

を
置お

け
り
。
謂い

わ
く
、
上じ

ょ
う
ぼ
ん

品
に
「
一い

っ
こ
う向

専せ
ん
ね
ん念

無む
り
ょ
う量

寿じ
ゅ
ぶ
つ仏

」
と
説と

き
、
乃な

い

至し

下げ

品ぼ
ん

に
「
一い

っ
こ
う向

専せ
ん
ね
ん念

無む
り
ょ
う量

寿じ
ゅ
ぶ
つ仏

」
と
説と

く
。
凡お

よ

そ
余よ

所し
ょ

に
准じ

ゅ
んず

る
に
「
一い

っ
こ
う向

」
と
云い

う
は

余よ

行ぎ
ょ
うを
兼か

ね
ざ
る
の
意い

な
り
。
故ゆ

え

に
今い

ま

念ね
ん

仏ぶ
つ

に
付つ

き
て
、三さ

ん

品ぼ
ん

を
立た

て
て
品ほ

ん

袂ち
つ

を
分ふ

ん

別べ
つ

す
る
な
り
云

云
。

こ
れ
も
ま
た
私

わ
た
く
しの

義ぎ

に
非あ

ら

ず
。
故ゆ

え

に
善ぜ

ん
ど
う導

の
釈し

ゃ
くに

云い

わ
く
、「
こ
の
経き

ょ
うの

下げ

か

ん巻
の
初は

じ

め
に
云い

わ

く
、
仏ほ

と
け、

一い
っ

切さ
い

衆し
ゅ

生じ
ょ
うの

根こ
ん

性じ
ょ
うの

不ふ

同ど
う

を
説と

く
に
上

じ
ょ
う

中ち
ゅ
う

下げ

有あ

り
。
そ
の
根こ

ん
じ
ょ
う性

に
随し

た
が

い
て
、
仏ほ

と
け、

皆み
な

勧す
す

め
て
専も

っ
ぱ

ら



292

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

仏ぶ
つ

の
名み

な

を
念ね

ん

ぜ
し
む
。
そ
の
人ひ

と

命い
の
ち

終お

わ
ら
ん
と
欲ほ

っ

す
る
時と

き

に
、
仏ほ

と
けと

聖
し
ょ
う

衆じ
ゅ

と
と
も
に
自み

ず
から

来ら
い

迎こ
う

し
た
ま
う
」
と
。
釈し

ゃ
くの

意こ
こ
ろに

依よ

り
て
三さ

ん

輩ぱ
い

共と
も

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うと

云い

う
な
り
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
こ
の
釈し

ゃ
く、

未い
ま

だ
前さ

き

の
難な

ん

を
遮し

ゃ

せ
ず
。
何な

ん

ぞ
余よ

行ぎ
ょ
うを

棄す

て
、
唯た

だ
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
云い

う
や
。

答こ
た

え
て
云い

わ

く
、
こ
れ
に
三み

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
帰き

せ
ん
が
為た

め

に
而し

か

も
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
。
二ふ

た

つ
に
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
助じ

ょ

成じ
ょ
うせ

ん
が
為た

め

に
而し

か

も
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
。
三み

つ
に
は
念ね

ん
ぶ
つ仏

諸し
ょ
ぎ
ょ
う

行
の
二に

も

ん門

に
約や

く

し
て
各

お
の
お
の

三さ
ん

品ぼ
ん

を
立た

て
ん
が
為た

め

に
而し

か

も
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
。
一ひ

と
つ

に
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
帰き

せ
ん
が

為た
め

に
而し

か

も
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
と
は
、
善ぜ

ん

導ど
う

の
『
観か

ん

経ぎ
ょ
うの

疏し
ょ

』
の
中な

か

に
「
上

じ
ょ
う

来ら
い

雖す
い

説せ
つ

定じ
ょ
う

散さ
ん

両り
ょ
う

門も
ん

之し

益や
く

望ぼ
う

仏ぶ
つ

本ほ
ん

願が
ん

意い

在ざ
い

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

一い
っ

向こ
う

専せ
ん

称し
ょ
う

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

名み
ょ
う」

と
云い

え
る
釈し

ゃ
くの

意こ
こ
ろに

准じ
ゅ
んじ

て
且し

ば
らく

こ
れ
を
解げ

せ
ば
、
上

じ
ょ
う

輩は
い

の
中な

か

に
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

等と
う

の
余よ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
と
い
え
ど
も
、
上か

み

の
本ほ

ん

願が
ん

の
意こ

こ
ろに

望の
ぞ

め
ば
、
た
だ
衆し

ゅ

生じ
ょ
うを

し
て
専

も
っ
ぱ

ら
弥み

陀だ

の
名み

な

を
称し

ょ
う

せ
し
む
る
に
在あ

り
。
而し

か

る
に
、
本ほ

ん

願が
ん

の
中な

か

に
更さ

ら

に
余よ

行ぎ
ょ
う

無な

し
。
三さ

ん

輩ぱ
い

共と
も

に
上か

み

の

本ほ
ん
が
ん願

に
依よ

る
が
故ゆ

え

に
「
一い

っ
こ
う向

専せ
ん
ね
ん念

無む
り
ょ
う量

寿じ
ゅ
ぶ
つ仏

」
と
云い

う
。
一い

っ

向こ
う

と
は
二に

向こ
う

等と
う

に
対た

い

す
る
言ご

ん

な
り
。
例れ

い

せ
ば
彼か

の
五ご

天て
ん

竺じ
く

に
三み

つ
の
寺て

ら

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
一い

っ
こ
う向

大だ
い

乗じ
ょ
う

寺じ

。
こ
の
寺て

ら

の
中な

か

に
は
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
うを

学が
く

す

る
こ
と
無な

し
。
二ふ

た

つ
に
は
一い

っ

向こ
う

小し
ょ
う

乗じ
ょ
う

寺じ

。
こ
の
寺て

ら

の
中な

か

に
は
大だ

い

乗じ
ょ
うを

学が
く

す
る
こ
と
無な

し
。
三み

つ
に

は
大だ

い

小し
ょ
う

兼け
ん

行ぎ
ょ
う

寺じ

。
こ
の
寺て

ら

の
中な

か

に
は
大だ

い

小し
ょ
う

兼け
ん

学が
く

す
、
故ゆ

え

に
兼け

ん

行ぎ
ょ
う

寺じ

と
云い

う
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、

大だ
い

小し
ょ
うの

両
り
ょ
う

寺じ

に
は
一い

っ

向こ
う

の
言ご

ん

有あ

り
、
兼け

ん

行ぎ
ょ
うの

寺て
ら

に
は
一い

っ

向こ
う

の
言ご

ん

無な

し
。
今い

ま

こ
の
経き

ょ
うの

中な
か

の
一い

っ

向こ
う

も
ま

た
然し

か

な
り
。
も
し
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
外ほ

か

に
ま
た
余よ

行ぎ
ょ
うを

加く
わ

え
ば
す
な
わ
ち
一い

っ

向こ
う

に
非あ

ら

ず
、
も
し
寺て

ら

に
准じ

ゅ
んぜ

ば
兼け

ん
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行ぎ
ょ
うと

云い

う
べ
し
。
す
で
に
一い

っ

向こ
う

と
云い

う
、
余よ

を
兼か

ね
ざ
る
こ
と
明あ

き

ら
け
し
。
す
で
に
先さ

き

に
余よ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
と
い
え
ど
も
、
後の

ち

に
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

と
云い

う
。
明あ

き

ら
か
に
知し

ん
ぬ
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
唯た

だ
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
用も

ち

う

る
が
故ゆ

え

に
一い

っ

向こ
う

と
云い

う
。
も
し
爾し

か

ら
ず
ば
一い

っ

向こ
う

の
言ご

ん

、
最も

っ
とも

以も
っ

て
消し

ょ
うし

叵が
た

き
か
。

二ふ
た

つ
に
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
助じ

ょ

成じ
ょ
うせ

ん
が
為た

め

に
こ
の
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

説と

く
と
は
、
こ
こ
に
二ふ

た

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に

は
同ど

う

類る
い

の
善ぜ

ん

根ご
ん

を
以も

っ

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
助じ

ょ

成じ
ょ
うす

。
二ふ

た

つ
に
は
異い

類る
い

の
善ぜ

ん

根ご
ん

を
以も

っ

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
助じ

ょ

成じ
ょ
うす

。
初は

じ

め
に

同ど
う

類る
い

の
助じ

ょ

成じ
ょ
うと

は
、
前さ

き

に
善ぜ

ん

導ど
う

の
専せ

ん

修じ
ゅ

正し
ょ
う

行ぎ
ょ
うの

中な
か

の
助じ

ょ

念ね
ん

こ
れ
な
り
。
前さ

き

に
委く

わ
し

く
申も

う

し
了お

わ
ん

ぬ
云

云
。

二ふ
た

つ
に
異い

類る
い

の
善ぜ

ん

と
は
、
こ
れ
『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

の
意こ

こ
ろ

な
り
。
彼か

の
集し

ゅ
う

の
中な

か

に
十

じ
ゅ
う

門も
ん

を
立た

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うを

釈し
ゃ
く

す
。
且し

ば
ら

く
そ
の
中な

か

の
第だ

い

四し

は
正

し
ょ
う

修じ
ゅ

念ね
ん

仏ぶ
つ

、
第だ

い

五ご

は
助じ

ょ

念ね
ん

方ほ
う

法ほ
う

な
り
云

云
。
正

し
ょ
う

修じ
ゅ

念ね
ん

仏ぶ
つ

と
は
こ

こ
に
五ご

念ね
ん

門も
ん

有あ

り
。そ
の
中な

か

の
第だ

い

四し

観か
ん

察ざ
つ

門も
ん

は
正ま

さ
しく

こ
れ
念ね

ん

仏ぶ
つ

門も
ん

な
り
云

云
。助じ

ょ

念ね
ん

方ほ
う

法ほ
う

に
七な

な

つ
有あ

り
。

そ
の
七な

な

つ
と
は
云

云
。
且し

ば
らく

七し
ち

の
惣そ

う

結け
つ

要よ
う

行ぎ
ょ
うに

問と

う
て
云い

わ

く
、「
上か

み

の
諸し

ょ
も
ん門

の
中な

か

」
等と

う

と
云

云
。
こ
の
義ぎ

は
す
な
わ
ち
今い

ま

の
経き

ょ
うの

意い

に
似に

た
り
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
異い

類る
い

の
善ぜ

ん

根ご
ん

を
以も

っ

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
助じ

ょ

成じ
ょ
うす

る
な

り
。
彼か

の
集し

ゅ
うの

意こ
こ
ろ、

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
助た

す

く
る
を
以も

っ

て
決け

つ

定じ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

業ご
う

と
為な

す
と
云

云
。
能の

う

助じ
ょ

に
随し

た
がわ

ば
諸し

ょ

行
ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うと

謂い

う
べ
し
。
今い

ま

は
且し

ば
らく

所し
ょ

助じ
ょ

に
随し

た
がう

、
こ
こ
を
以も

っ

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

門も
ん

と
為な

す
。

三み

つ
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うと
に
約や

く

し
て
各

お
の
お
の

三さ
ん

品ぼ
ん

を
立た

つ
と
は
、
今い

ま

の
文も

ん

の
中な

か

に
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

及お
よ

び
造ぞ

う

像ぞ
う

等と
う

の
諸し

ょ

善ぜ
ん

根ご
ん

は
余よ

経き
ょ
うに

准じ
ゅ
ん

ず
れ
ば
各

お
の
お
のこ

れ
一ひ

と

つ
の
往お

う

生じ
ょ
うの

業ご
う

な
り
。
然し

か

れ
ば
則す

な
わ

ち
こ
の
文も

ん

は
、
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

・
諸

も
ろ
も
ろの

善ぜ
ん

根ご
ん

に
約や

く

し
て
各

お
の
お
の

三さ
ん

品ぼ
ん

を
立た

て
て
往お

う

生じ
ょ
うを

明あ
か

す
。
謂い

わ

く
、
且し

ば
ら

く
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

に
付つ

き
て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん
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有あ

り
、
中

ち
ゅ
う

品ぼ
ん

有あ

り
、
下げ

品ぼ
ん

有あ

り
。
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
発ほ

っ

心し
ん

を
以も

っ

て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
業ご

う

と
為な

す
。
乃な

い

至し

下げ

品ぼ
ん

の
発ほ

っ

心し
ん

を

以も
っ

て
下げ

品ぼ
ん

の
業ご

う

と
為な

す
と
云

云
。
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

已す
で

に
然し

か

な
り
、
造ぞ

う

像ぞ
う

等と
う

も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
故ゆ

え

に
知し

ん

ぬ
、
こ
の
文も

ん

は
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うに

付つ

き
て
三さ

ん

品ぼ
ん

を
分わ

か

つ
と
云い

う
事こ

と

を
。
こ
れ
ま
た
私

わ
た
く
しの

義ぎ

に
非あ

ら

ず
、『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

の
中な

か

に
こ
れ
等ら

の
文も

ん

を
引ひ

き
て
ま
た
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

証し
ょ
う

と
為な

す
。
故ゆ

え

に
ま
た
こ
の
解げ

を
作つ

く

る
。

加し
か
の
み
な
ら
ず

之
、
善ぜ

ん

導ど
う

『
観か

ん

経ぎ
ょ
うの

疏し
ょ

』
に
「
復ま

た
三さ

ん

種し
ゅ

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

有あ

り
」
の
文も

ん

を
釈し

ゃ
く

す
に
、
粗ほ

ぼ

こ
の
義ぎ

見み

え

た
り
云

云
。
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
約や

く

し
て
三さ

ん

品ぼ
ん

を
立た

つ
と
は
、『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

の
中な

か

に
こ
の
三さ

ん

品ぼ
ん

の
文も

ん

を
引ひ

き
て

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

証
し
ょ
う

拠こ

と
為な

す
。
そ
の
意い

こ
れ
に
同お

な

じ
。
こ
れ
則す

な
わち

但た
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

な
り
。

問と

う
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
一い

っ

法ぽ
う

に
付つ

き
て
、
何な

ん

ぞ
三さ

ん

品ぼ
ん

を
分わ

か
つ
や
。
こ
れ
に
且し

ば
らく

三さ
ん

義ぎ

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は

返へ
ん

数す
う

の
多た

少し
ょ
うに

約や
く

す
。
二ふ

た

つ
に
は
時じ

節せ
つ

の
長

じ
ょ
う

短た
ん

に
約や

く

す
。
三み

つ
に
は
観か

ん

念ね
ん

の
浅せ

ん

深じ
ん

に
約や

く

す
。
一ひ

と

つ
に

返へ
ん

数す
う

に
約や

く

し
て
分わ

か
つ
と
は
、
善ぜ

ん

導ど
う

の
釈し

ゃ
く

に
云い

わ

く
「
毎ま

い

日に
ち

三さ
ん

万ま
ん

返べ
ん

は
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
業ご

う

」
と
云

云
。
こ
れ
を

以も
っ

て
こ
れ
を
案あ

ん

ず
る
に
、
二に

万ま
ん

は
中ち

ゅ
う、

一い
ち

万ま
ん

は
下げ

な
り
。
こ
れ
則す

な
わち

返へ
ん

数す
う

の
多た

少し
ょ
うに

約や
く

し
て
三さ

ん

品ぼ
ん

を

分わ

か
つ
義ぎ

な
り
。
九く

品ほ
ん

こ
れ
に
准じ

ゅ
んず

べ
し
。

二ふ
た

つ
に
時じ

節せ
つ

に
約や

く

す
と
は
、
源げ

ん

信し
ん

僧そ
う

都ず

『
弥み

陀だ

経き
ょ
うの

記き

』
の
中な

か

に
、
彼か

の
経き

ょ
うの

七し
ち

日に
ち

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

と
為な

す
。
彼か

に
因よ

り
て
こ
れ
に
准じ

ゅ
ん

ぜ
ば
、
あ
る
い
は
十と

お

日か

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
上

じ
ょ
う

々じ
ょ
う

品ぼ
ん

と
為な

す

べ
し
。
こ
れ
す
な
わ
ち
一い

ち

往お
う

時じ

節せ
つ

の
久く

近ご
ん

に
約や

く

し
て
三さ

ん

品ぼ
ん

を
分わ

か
つ
な
り
。
九く

品ほ
ん

こ
れ
に
准じ

ゅ
んず

べ
し
。

三み

つ
に
観か

ん

念ね
ん

の
浅せ

ん

深じ
ん

に
約や

く

す
と
は
云

云
。
こ
れ
を
以も

っ

て
こ
れ
を
案あ

ん

ず
る
に
、
今い

ま

の
文も

ん

も
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
付つ
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き
て
三さ

ん

品ぼ
ん

を
立た

つ
る
な
り
。
こ
れ
に
依よ

り
て
こ
れ
を
案あ

ん

ず
る
に
、今い

ま

三さ
ん

輩ぱ
い

の
文も

ん

に
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
義ぎ

有あ

り
、

助じ
ょ

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
義ぎ

有あ

り
、
ま
た
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

有あ

り
。
仏ほ

と
け、

一い
っ

音と
ん

を
以も

っ

て
法ほ

う

を
演え

ん

説ぜ
つ

す
る
に
、
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、

類る
い

に
随し

た
がい

て
各

お
の
お
の

解げ

を
得う

と
云

云
。
仏ぶ

っ

意ち

は
多た

含ご
ん

な
り
、
今い

ま

且し
ば
らく

三さ
ん

解げ

を
作つ

く

る
。

次つ
ぎ

に
こ
の
三さ

ん

義ぎ

に
付つ

き
て
傍ぼ

う

正し
ょ
うを

論ろ
ん

ぜ
ば
、
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
正し

ょ
う

と
為な

し
余よ

の
二ふ

た

つ
を
傍ぼ

う

と
為な

す
。

何な
に

を
以も

っ

て
の
故ゆ

え

に
。
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

願が
ん

に
准じ

ゅ
んず

る
が
故ゆ

え

に
、
前ぜ

ん

後ご

の
多た

文も
ん

に
依よ

る
が
故ゆ

え

に
云

云
。

次つ
ぎ

に
中

ち
ゅ
う

輩は
い

の
造ぞ

う

像ぞ
う

に
付つ

き
て
、
道ど

う

鏡き
ょ
う

并な
ら

び
に
志し

法ほ
う

の
縁え

ん

を
以も

っ

て
釈し

ゃ
くす

べ
し
。
二ふ

た

つ
に
「
願が

ん

生し
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
う

業ご
う

」
云

云
。
中

ち
ゅ
う

輩は
い

に
ま
た
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

及お
よ

び
助じ

ょ

念ね
ん

并な
ら

び
に
但た

ん

念ね
ん

有あ

り
云

云
。

四よ

つ
に
は
中

ち
ゅ
う

輩は
い

の
「
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

仏ぶ
つ

」
の
文も

ん

、
中

ち
ゅ
う

輩は
い

ま
た
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
う・

助じ
ょ

念ね
ん

往お
う

生じ
ょ
う・

但た
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
う

義ぎ

の
由よ

し
有あ

り
云

云
。

五い
つ

つ
に
は
下げ

輩は
い

に
ま
た
三み

つ
有あ

り
。
前さ

き

の
如ご

と

く
下げ

輩は
い

「
一い

っ

向こ
う

専せ
ん

念ね
ん

」
の
文も

ん

、
上

じ
ょ
う

輩は
い

に
例れ

い

し
て
知し

る
べ
し
。
別べ

つ

に
こ
れ
を
釈し

ゃ
く

さ
ず
云

云
。
往お

う

生じ
ょ
うの

業ご
う

を
修お

さ

む
る
に
三み

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

、

二ふ
た

つ
に
は
助じ

ょ

念ね
ん

、
三み

つ
に
は
但た

ん

諸し
ょ

行ぎ
ょ
うな

り
。
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

の※
5

人ひ
と

人び
と

、
各

お
の
お
の

御み

心こ
こ
ろに

任ま
か

せ
て
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うせ

し
め
給た

も

う

べ
し
。
た
だ
導ど

う

師し

の
愚ぐ

意い

は
善ぜ

ん

導ど
う

に
依よ

る
と
云

云
。
已い

上じ
ょ
う

正し
ょ
う

宗じ
ゅ
う

了お
わ

ん
ぬ
。

六む

つ
に
流る

通づ
う

の
初は

じ
めに
、「
そ
れ
、
彼か

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
聞き

く
こ
と
を
得う

る
こ
と
有あ

っ
て
、
歓か

ん

喜ぎ

踊ゆ

躍や
く

し
て
、

乃な
い

至し

一い
ち

念ね
ん

せ
ん
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
こ
の
人ひ

と

は
す
な
わ
ち
こ
れ
無む

上じ
ょ
うの

功く

徳ど
く

を
具ぐ

足そ
く

す
」
と
は
、

こ
の
文も

ん

に
四よ

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
来ら

い

意い

。
二ふ

た

つ
に
は
助じ

ょ

念ね
ん

及お
よ

び
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
明あ

か
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す
。
三み

つ
に
は
一い

ち

念ね
ん

を
挙あ

げ
て
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

等と
う

に
況き

ょ
うず

。
四よ

つ
に
は
信し

ん

心じ
ん

を
生し

ょ
うじ

て
誹ひ

謗ぼ
う

を
為な

さ
ず
。
一ひ

と

つ

に
来ら

い

意い

と
は
、
上か

み

の
正

し
ょ
う

宗じ
ゅ
うは

正ま
さ

し
く
時じ

会え

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
うの

為た
め

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

法ほ
う

を
説と

く
な
り
。
今い

ま

の
流る

通づ
う

と
は
、
た
だ
当と

う

時じ

大だ
い

利り

益や
く

を
獲う

る
の
み
に
非あ

ら

ず
、
後の

ち

五ご

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

に
ま
た
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

法ほ
う

を
説と

き
、
遠と

お

く
妙

み
ょ
う

道ど
う

に
沾う

る
おす
等と

う

と
云

云
。

二ふ
た

つ
に
は
、
こ
れ
は
上か

み

の
助じ

ょ

念ね
ん

及お
よ

び
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
明あ

か
す
故ゆ

え

と
は
、
上か

み

の
本ほ

ん

願が
ん

の
願が

ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

の
文も

ん

に
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
明あ

か
す
と
い
え
ど
も
、
上か

み

の
来ら

い

迎こ
う

の
願が

ん

等と
う

の
中な

か

、
及お

よ

び
次つ

ぎ

の
三さ

ん

輩ぱ
い

の
文も

ん

に

助じ
ょ

念ね
ん

の
往お

う

生じ
ょ
う、

諸し
ょ

行ぎ
ょ
うの

往お
う

生じ
ょ
うを

明あ

か
す
。
こ
れ
に
依よ

り
て
諸

も
ろ
も
ろの

往お
う

生じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

、
但た

ん

念ね
ん

・
助じ

ょ

念ね
ん

・
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うに

お
い
て
疑ぎ

網も
う

を
懐い

だ

き
て
未い

ま

だ
決け

っ

せ
ざ
る
が
故ゆ

え

に
、
流る

通づ
う

に
至い

た

り
て
初は

じ
めに
助じ

ょ

念ね
ん

・
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うの

二に

門も
ん

を

廃は
い

し
、但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
往お

う

生じ
ょ
うを

明あ

か
す
。
謂い

わ

く
、「
そ
れ
彼か

の
仏ほ

と
けの

名
み
ょ
う

号ご
う

を
聞き

く
こ
と
を
得う

る
こ
と
有あ

り
て
」

と
云

云
。
善ぜ

ん

導ど
う

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
、「
そ
れ
彼か

の
弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
聞き

く
こ
と
を
得う

る
こ
と
有あ

り
て
、
歓か

ん

喜ぎ

し
て
一い

ち

念ね
ん

に
至い

た

る
ま
で
皆み

な
ま
さ
に
彼か

し
こ

に
生し

ょ
う

ず
る
こ
と
を
得う

べ
し
」
と
云

云
。
こ
の
義ぎ

ま
た
私

わ
た
く
しの

意い

に
非あ

ら

ず
、
す
な
わ
ち
善ぜ

ん

導ど
う

の
御み

意こ
こ
ろな

り
。
こ
の
経き

ょ
うの

三さ
ん

輩ぱ
い

の
中な

か

に
助じ

ょ

念ね
ん

及お
よ

び
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

説と

き
、
後の

ち

に
流る

通づ
う

の
中な

か

、
こ
れ
を
廃は

い

し
て
た
だ
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
明あ

か
す
。
そ
の
次し

第だ
い

、『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』

に
似に

た
り
。『
観か

ん

経ぎ
ょ
う』

の
中な

か

に
は
、
ま
ず
広ひ

ろ

く
機き

縁え
ん

に
逗と

う

じ
、
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

定じ
ょ
う

善ぜ
ん

・
三さ

ん

福ぷ
く

九く

品ほ
ん

の
業ご

う

を
説と

き
て
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うを

明あ

か
す
。

そ
の
次つ

ぎ

に
、
仏ほ

と
け

こ
の
法ほ

う

を
以も

っ

て
付ふ

属ぞ
く

し
給た

ま

う
。
文も

ん

に
云い

わ

く
、「
仏ほ

と
け、

阿あ

難な
ん

に
告つ

げ
た
ま
わ
く
、
汝

な
ん
じ

好よ

く
こ
の
語ご

を
持た

も

て
」
等と

う

と
云

云
。
善ぜ

ん

導ど
う

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
「
仏ぶ

つ

告ご
う

阿あ

難な
ん

汝に
ょ

好こ
う

持じ

是ぜ

語ご

よ
り
已い

下げ

は
、
正ま

さ

し
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く
弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
付ふ

属ぞ
く

し
て
、
遐け

代だ
い

に
流る

通ず
う

す
る
こ
と
を
明あ

か
す
。
上

じ
ょ
う

来ら
い

定じ
ょ
う

散さ
ん

両り
ょ
う

門も
ん

の
益や

く

を
説と

く

と
い
え
ど
も
、
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

願が
ん

に
望の

ぞ

む
れ
ば
、
意

こ
こ
ろ

衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

し
て
一い

っ

向こ
う

に
専も

っ
ぱら

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
名み

な

を
称し

ょ
うせ

し
む
る

に
在あ

り
」
と
已

上
。
こ
れ
す
で
に
か
く
の
ご
と
し
。
今い

ま

の
経き

ょ
う

ま
た
か
く
の
ご
と
く
、
上か

み

に
は
機き

縁え
ん

に

逗と
う

じ
て
且し

ば
らく

助じ
ょ

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
う

及お
よ

び
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

旨む
ね

を
説と

く
と
い
え
ど
も
、
仏ほ

と
けの

本ほ
ん

願が
ん

に
准じ

ゅ
んず

る
が
故ゆ

え

に
、
流る

通づ
う

の
初は

じ
めに

至い
た

り
て
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

に
帰き

す
る
な
り
。
助じ

ょ

行ぎ
ょ
うな

お
こ
れ
を
廃は

い

す
、
況い

わ

ん

や
但た

ん

諸し
ょ

行ぎ
ょ
うを

や
云

云
。

三み

つ
に
上か

み

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うを

説と

く
に
三さ

ん

品ぼ
ん

を
説と

く
意こ

こ
ろは

、
一い

ち

念ね
ん

を
挙あ

げ
て
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

等と
う

に
況き

ょ
うす

。
文も

ん

は
只た

だ
下げ

品ぼ
ん

の
一い

ち

念ね
ん

往お
う

生じ
ょ
うを

明あ

か
す
に
非あ

ら

ず
、
一い

ち

念ね
ん

を
挙あ

げ
て
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

等と
う

に
況き

ょ
う

し
、
兼か

ね
て
上

じ
ょ
う

中ち
ゅ
う

二に

品ほ
ん

の

往お
う

生じ
ょ
うを

明あ

か
す
。
所ゆ

以え

に
一い

ち

念ね
ん

な
お
往お

う

生じ
ょ
うす

、
況い

わ

ん
や
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

を
や
。
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

な
お
往お

う

生じ
ょ
うす

、
況い

わ

ん
や
多た

念ね
ん

を
や
。
一い

ち

日に
ち

な
お
往お

う

生じ
ょ
うす

、
況い

わ

ん
や
一ひ

と

月つ
き

を
や
。
一ひ

と

月つ
き

な
お
往お

う

生じ
ょ
うす

、
況い

わ

ん
や
三み

月つ
き

一い
ち

夏げ

九く

旬じ
ゅ
んを

や
。
一い

ち

夏げ

な
お
往お

う

生じ
ょ
うす

、
況い

わ

ん
や
一い

ち

年ね
ん

を
や
。
一い

ち

年ね
ん

な
お
往お

う

生じ
ょ
うす

、
況い

わ

ん
や
一い

っ

生し
ょ
うを

や
云

云
。

四よ

つ
に
「
信し

ん

心じ
ん

を
生し

ょ
う

じ
て
誹ひ

謗ぼ
う

を
為な

さ
ず
」
と
云い

う
は
、
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

文も
ん

義ぎ

か
く
の
ご
と
し
。

誰た
れ

人び
と

か
こ
れ
を
聴き

き
て
踊ゆ

躍や
く

歓か
ん

喜ぎ

せ
ざ
ら
ん
。
然し

か

る
に
あ
る
人ひ

と

こ
れ
を
聴き

き
て
誹ひ

謗ぼ
う

を
な
す
。
ま
さ

に
知し

る
べ
し
、こ
の
人ひ

と

は
五ご

劫こ
う

の
中う

ち

に
大だ

い

地じ

獄ご
く

に
堕だ

す
べ
し
。故ゆ

え

に『
称

し
ょ
う

揚よ
う

諸し
ょ

仏ぶ
つ

功く

徳ど
く

経き
ょ
う』に
云い

わ

く
、「
そ

れ
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

の
功く

徳ど
く

を
讃さ

ん

嘆だ
ん

し
称

し
ょ
う

揚よ
う

す
る
こ
と
を
信し

ん

ぜ
ず
し
て
、
し
か
も
謗ぼ

う

毀き

す
る
こ
と
有あ

る
者も

の

は
、
五ご

劫こ
う

の
中う

ち

に
ま
さ
に
地じ

獄ご
く

に
堕だ

し
て
つ
ぶ
さ
に
衆し

ゅ

苦く

を
受う

く
べ
し
」
と
云

云
。
ま
さ
に※

6

地じ
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獄ご
く

に
堕だ

し
て
い
ま
だ
い
ず
れ
の
地じ

獄ご
く

と
謂い

わ
ず
、
つ
ぶ
さ
に
衆し

ゅ

苦く

を
受う

く
と
云い

い
て
い
ま
だ
い
ず
れ

の
苦く

と
も
説と

か
ず
。
も
し
は
等と

う

活か
つ

地じ

獄ご
く

の
砕さ

い

刺し

磨ま

舂し
ょ
うの

苦く

か
、
も
し
は
衆

し
ゅ
う

合ご
う

地じ

獄ご
く

の
両

り
ょ
う

山せ
ん

合ご
う

来ら
い

の
苦く

か
云

云
。
御ご

聴ち
ょ
う

聞も
ん

の
人ひ

と

人び
と

、
有う

智ち

無む

智ち

、
若

に
ゃ
く

男な
ん

若に
ゃ
く

女に
ょ

、
貴き

賤せ
ん

上じ
ょ
う

下げ

、
願ね

が

わ
く
は
各お

の

各お
の

信し
ん

心じ
ん

を
生し

ょ
う

じ

て
誹ひ

謗ぼ
う

を
な
さ
ざ
れ
云

云
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
、
無む

量り
ょ
う

劫こ
う

の
中な

か

に
お
い
て
適ま

さ

に
始は

じ

め
て
こ
れ
を
聞き

く
こ
と
を
得う

。
聞き

く
者も

の

す
な
わ
ち
踊ゆ

躍や
く

歓か
ん

喜ぎ

す
べ
し
。
何な

ん

ぞ
軽き

ょ
う
い易

の
思お

も

い
を
な
さ
ん
、
何な

ん

ぞ
ま
た
誹ひ

謗ぼ
う

を
為な

さ
ん
や
云

云
。「
設せ

つ

満ま
ん

大だ
い

千せ
ん

火か

」
の
義ぎ

、
こ
れ
を
釈し

ゃ
くす

べ
し
。

七な
な

つ
に
「
当と

う

来ら
い

の
世よ

に
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

せ
ん
に
、
我わ

れ
慈じ

悲ひ

哀あ
い

愍み
ん

を
以も

っ

て
独ひ

と

り
こ
の
経き

ょ
うを

留と
ど

め
て
、
止し

住じ
ゅ
うす

る
こ
と
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

な
ら
ん
」
と
は
、
こ
の
文も

ん

を
釈し

ゃ
く

す
る
に
多お

お

く
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
来ら

い

意い

。
二ふ

た

つ
に
は
正ま

さ

し
く
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
て
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
明あ

か

す
。
三み

つ
に
は
聖

し
ょ
う

道ど
う

浄じ
ょ
う

土ど

二に

教き
ょ
う

滅め
つ

尽じ
ん

久く

近ご
ん

に
約や

く

し
て

往お
う

生じ
ょ
うを

勧す
す

む
。
四よ

つ
に
は
十じ

っ

方ぽ
う

浄じ
ょ
う

土ど

と
往お

う

生じ
ょ
う

極ご
く

楽ら
く

の
二に

教き
ょ
う

滅め
つ

尽じ
ん

の
前ぜ

ん

後ご

に
約や

く

し
て
往お

う

生じ
ょ
うを

勧す
す

む
。

五い
つ

つ
に
は
上

じ
ょ
う

生し
ょ
うと

往お
う

生じ
ょ
うと

の
二に

教き
ょ
うの

滅め
つ

尽じ
ん

の
久く

近ご
ん

に
約や

く

し
て
ま
た
往お

う

生じ
ょ
うを

勧す
す

む
。
六む

つ
に
は
釈し

ゃ

迦か

の

慈じ

悲ひ

、
弥み

陀だ

の
本ほ

ん

願が
ん

に
約や

く

し
て
往お

う

生じ
ょ
うを

勧す
す

む
。
一ひ

と

つ
に
来ら

い

意い

と
は
、
上か

み

の
正

し
ょ
う

宗じ
ゅ
うの

五ご

文も
ん

并な
ら

び
に
流る

通づ
う

の
初は

じ

め
の
文も

ん

は
、
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

、
文も

ん

理り

と
も
に
顕あ

ら
わ

れ
了お

わ

ん
ぬ
。
し
か
る
に
今い

ま

こ
の
文も

ん

の
意い

は
、

諸し
ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

義ぎ

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

経
き
ょ
う

論ろ
ん

重じ
ゅ
う

巻か
ん

を
、
軸じ

く

を
並な

ら

べ
て
共と

も

に
流る

布ふ

す
。
正

し
ょ
う

法ぼ
う

末ま
っ

法ぽ
う

の
間あ

い
だ

に
、

誠ま
こ
とに

念ね
ん

仏ぶ
つ

と
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うと

の
両

り
ょ
う

行ぎ
ょ
うの

是ぜ

非ひ

傍ぼ
う

正し
ょ
う、

暗ひ
そ

か
に
以も

っ

て
定さ

だ

め
難が

た

し
。
あ
る
い
は
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

経
き
ょ
う

を
見み

て
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

旨む
ね

を
執し

ゅ
う

し
、
あ
る
い
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

経き
ょ
う

を
見み

て
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

旨む
ね

を
執し

ゅ
う

す
。
い
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ず
れ
か
是ぜ

、
い
ず
れ
か
非ひ

、
仏ほ

と
けに

あ
ら
ず
ば
知し

り
難が

た

し
。
し
か
る
に
今い

ま

ま
た
百ひ

ゃ
く
ね
ん

年
の
時と

き

、
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

意い

を
挙あ

げ
て
、
今こ

ん

時じ

の
但た

ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うを

勧す
す

む
る
な
り
。
こ
れ
ま
た
私

わ
た
く
しの

義ぎ

に
あ
ら
ず
。
浄

じ
ょ
う

影よ
う

の

『
双そ

う

巻か
ん

経ぎ
ょ
うの

疏し
ょ

』
に
釈し

ゃ
く

し
て
云い

わ

く
「
後の

ち

を
以も

っ

て
今い

ま

を
勧す

す

む
」
と
。
故ゆ

え

に
上か

み

に
次つ

い
で
こ
の
文も

ん

来き

た
る

な
り
。

二ふ
た

つ
に
、
委く

わ

し
く
重か

さ

ね
て
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

廃は
い

し
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
明あ

か

す
と
は
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うに

付つ

い
て
略り

ゃ
く

し
て
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

有あ

り
、

前さ
き

に
申も

う

す
が
如ご

と

し
。
一ひ

と

つ
に
は
布ふ

施せ

、乃な
い

至し

十じ
ゅ
う

三さ
ん

は
不ふ

染ぜ
ん

利り

益や
く

な
り
。
要よ

う

を
取と

り
て
こ
れ
を
言い

う
に
、

十じ
ゅ
う

三さ
ん

の
中な

か

に
付つ

い
て
持じ

戒か
い

往お
う

生じ
ょ
う

有あ

り
、
持じ

経き
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
う

有あ

り
。

持じ

戒か
い

と
云い

う
は
、
四し

分ぶ
ん

・
五ご

分ぶ
ん

・
十

じ
ゅ
う

誦じ
ゅ

・
僧そ

う

祇ぎ

・
梵ぼ

ん

網も
う

・
地じ

持じ

・
瓔よ

う

珞ら
く

等と
う

の
大だ

い

小し
ょ
う

戒か
い

経き
ょ
うに

依よ

り
て
、

三さ
ん

帰き

五ご

戒か
い

乃な
い

至し

声し
ょ
う

聞も
ん

具ぐ

足そ
く

戒か
い

、
菩ぼ

薩さ
つ

十じ
ゅ
う

重じ
ゅ
う

四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

軽き
ょ
う

戒か
い

乃な
い

至し

三さ
ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

を
持た

も

つ
な
り
。
し
か

る
に
彼か

の
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

の
時と

き

に
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

す
。
こ
れ
ら
の
戒か

い

経き
ょ
うこ

と
ご
と
く
滅め

つ

尽じ
ん

し
な
ば
、
彼か

の
時と

き

に
已す

で

に

戒か
い

経き
ょ
う

無な

し
。
戒か

い

経き
ょ
う

無な

き
が
故ゆ

え

に
受じ

ゅ

戒か
い

の
者も

の

無な

し
。
受じ

ゅ

戒か
い

の
者も

の

無な

き
が
故ゆ

え

に
持じ

戒か
い

の
者も

の

無な

し
。
持じ

戒か
い

の
者も

の

無な

き
が
故ゆ

え

に
破は

戒か
い

の
者も

の

無な

し
。
破は

戒か
い

の
者も

の

無な

き
故ゆ

え

に
た
だ
無む

戒か
い

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

有あ

り
。
然し

か

り
と
い
え

ど
も
た
だ
至し

誠じ
ょ
うに

弥み

陀だ

の
名な

を
念ね

ん

じ
て
遂つ

い

に
往お

う

生じ
ょ
うを

得う

る
な
り
。
こ
の
経き

ょ
うに

持じ

戒か
い

の
言ご

ん

有あ

り
と
い
え

ど
も
、
い
ま
だ
持じ

戒か
い

の
行

ぎ
ょ
う

相そ
う

を
説と

か
ず
。
持じ

戒か
い

の
行

ぎ
ょ
う

相そ
う

を
説と

く
は
広ひ

ろ

く
大だ

い

小し
ょ
うの
戒か

い

律り
つ

に
あ
り
。
彼か

の

戒か
い

律り
つ

ま
ず
滅め

っ

し
な
ば
、
持じ

戒か
い

の
行ぎ

ょ
う、

何な
に

に
因よ

っ
て
か
こ
れ
を
修し

ゅ

せ
ん
。
故ゆ

え

に
善ぜ

ん

導ど
う

の
釈し

ゃ
くに

云い
わ

く
「
万ま

ん

年ね
ん

に
三さ

ん

宝ぼ
う

滅め
っ

せ
ん
に
」
等と

う

と
云

云
。
こ
れ
を
以も

っ

て
こ
れ
を
案あ

ん

ず
る
に
、
た
と
い
今こ

ん

時じ

の
我わ

れ

等ら

、
専も

っ
ぱ

ら
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戒か
い

行ぎ
ょ
うを

持た
も

た
ず
と
い
え
ど
も
、
も
し
一い

っ

心し
ん

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

せ
ば
何な

ん

ぞ
往お

う

生じ
ょ
うを

遂と

げ
ざ
ら
ん
。
い
わ
ん
や
今こ

ん

日に
ち

随ず
い

分ぶ
ん

に
一い

っ

戒か
い

二に

戒か
い

を
持た

も

た
ん
や
。
故ゆ

え

に
知し

ん
ぬ
、
別べ

つ

に
戒か

い

品ほ
ん

を
持た

も

た
ず
と
い
え
ど
も
、
も
し
能よ

く
念ね

ん

仏ぶ
つ

せ
ば
往お

う

生じ
ょ
う

極ご
く

楽ら
く

を
遂と

ぐ
べ
し
と
云い

う
事こ

と

を
。
こ
の
中な

か

に
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

集し
ゅ
う

来ら
い

の
人ひ

と

人び
と

、
あ
る
い
は
戒か

い

品ほ
ん

を

持た
も

ち
あ
る
い
は
戒か

い

を
持た

も

た
ず
、
持じ

戒か
い

も
破は

戒か
い

も
無む

戒か
い

も
一い

っ

心し
ん

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
て
往お

う

生じ
ょ
うを

期き

す
べ
し
。
こ
の

経き
ょ
うに

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

の
言ご

ん

有あ

り
と
い
え
ど
も
、
い
ま
だ
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

の
行

ぎ
ょ
う

相そ
う

を
説と

か
ず
。
而し

か

る
に
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

の
行

ぎ
ょ
う

相そ
う

を
説と

く
は
、
広ひ

ろ

く
『
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

経ぎ
ょ
う』

等と
う

に
あ
り
。
彼か

の
経き

ょ
うま

ず
滅め

っ

し
な
ば
、
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

の
行ぎ

ょ
う、

何な
に

に
因よ

っ

て
こ
れ
を
修し

ゅ

し
て
か
往お

う

生じ
ょ
うし

給た
ま

わ
ん
。
ま
た
次つ

ぎ

に
読ど

く

誦じ
ゅ

往お
う

生じ
ょ
う

有あ

り
。
読ど

く

誦じ
ゅ

と
は
、
持じ

経き
ょ
う

持じ

呪じ
ゅ

の
往お

う

生じ
ょ
うな

り
。
持じ

経き
ょ
うに

付つ

き
て
華け

厳ご
ん

有あ

り
法ほ

っ

華け

有あ

り
お
よ
び
諸し

ょ

大だ
い

乗じ
ょ
う

経き
ょ
う

有あ

り
。
然し

か

る
に
今い

ま

、
彼か

の
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

の
時と

き

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
うは

、
こ
れ
ら
の
諸し

ょ

経き
ょ
う

滅め
つ

尽じ
ん

す
る
が
故ゆ

え

に
、
こ
の
経き

ょ
う

を
持た

も

た
ず
と
い
え
ど
も
、
こ
の

経き
ょ
う

留と
ど

ま
る
が
故ゆ

え

に
、
経き

ょ
うに

依よ

り
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
て
す
な
わ
ち
往お

う

生じ
ょ
うを

得う

べ
し
。
故ゆ

え

に
善ぜ

ん

導ど
う

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
、

「
万ま

ん

年ね
ん

に
三さ

ん

宝ぼ
う

滅め
っ

せ
ん
に
」
等と

う

と
云

云
。
こ
れ
を
以も

っ

て
こ
れ
を
案あ

ん

ず
る
に
、
今こ

ん

時じ

設た
と

い
華け

厳ご
ん

法ほ
っ

華け

等と
う

を

持た
も

た
ず
と
い
え
ど
も
、
た
だ
能よ

く
念ね

ん

仏ぶ
つ

せ
ば
何な

ん

ぞ
往お

う

生じ
ょ
うを

遂と

げ
ざ
ら
ん
や
。
今い

ま

、
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

集し
ゅ
う

来ら
い

の
人ひ

と

人び
と

の
御お

ん

中な
か

に
、
あ
る
い
は
華け

厳ご
ん

の
普ふ

賢げ
ん

の
十

じ
ゅ
う

願が
ん

を
持た

も

つ
人ひ

と

有あ

り
、
あ
る
い
は
持た

も

た
ざ
る
人ひ

と

有あ

り
。
あ

る
い
は
法ほ

っ

華け

を
持た

も

つ
人ひ

と

有あ

り
、
あ
る
い
は
持た

も

た
ざ
る
人ひ

と

有あ

り
。
諸

も
ろ
も
ろの

大だ
い

乗じ
ょ
う

経き
ょ
うま

た
か
く
の
ご
と
し
。

持じ

経き
ょ
う

不ふ

持じ

経き
ょ
うを

簡え
ら

ば
ず
、
転て

ん

読ど
く

不ふ

転て
ん

読ど
く

を
論ろ

ん

ぜ
ず
、
往お

う

生じ
ょ
うの

志
こ
こ
ろ
ざ
し

御ご

ざ坐
れ
ば
た
だ
能よ

く
弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
念ね

ん

ず
べ
し
。
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次つ
ぎ

に
持じ

咒じ
ゅ

に
付つ

き
て
、
咒じ

ゅ

と
は
こ
れ
諸

も
ろ
も
ろの

陀だ

羅ら

尼に

な
り
。
陀だ

羅ら

尼に

に
付つ

き
て
随ず

い

求ぐ

有あ

り
、
尊そ

ん

勝
し
ょ
う

有あ

り
、
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

有あ

り
、
光こ

う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

有あ

り
、
及お

よ

び
諸

も
ろ
も
ろの

神じ
ん

咒じ
ゅ

有あ

り
。
持じ

者し
ゃ

は
皆み

な
往お

う

生じ
ょ
うを

得う

。
然し

か

る

に
彼か

の
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

の
時と

き

に
は
、
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

と
云い

い
て
こ
れ
等ら

の
陀だ

羅ら

尼に

悉こ
と
ご
とく

滅め
つ

尽じ
ん

す
べ
し
。
こ
れ
に
依よ

り
て
彼か

の
時と

き

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、

一ひ

と

り人
も
持じ

咒じ
ゅ

の
者も

の

有あ

る
こ
と
無な

し
。
も
し
然し

か

ら
ば
、
設た

と

い
咒じ

ゅ

を
持た

も

た
ず
と
い

え
ど
も
、
皆み

な
弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
念ね

ん

じ
て
悉

こ
と
ご
とく

往お
う

生じ
ょ
うを

得う

。
設た

と

い
今こ

ん

時じ

の
我わ

れ

等ら

も
神じ

ん

咒じ
ゅ

を
持た

も

た
ず
と
い

え
ど
も
、
も
し
能よ

く
念ね

ん

仏ぶ
つ

せ
ば
何な

ん

ぞ
往お

う
じ
ょ
う

生
せ
ざ
ら
ん
。
こ
れ
を
以も

っ

て
こ
れ
を
知し

り
ぬ
、
今こ

ん

時じ

の
聴

ち
ょ
う

聞も
ん

の
諸し

ょ

衆し
ゅ
う、

あ
る
い
は
尊そ

ん

勝し
ょ
うを

持た
も

つ
人ひ

と

有あ

り
、
あ
る
い
は
持た

も

た
ざ
る
人ひ

と

有あ

り
。
あ
る
い
は
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

・

光こ
う

明み
ょ
う

真し
ん

言ご
ん

を
持た

も

つ
人ひ

と

有あ

り
、
あ
る
い
は
持た

も

た
ざ
る
人ひ

と

有あ

り
。
持じ

咒じ
ゅ

不ふ

持じ

咒じ
ゅ

を
論ろ

ん

ぜ
ず
、
も
し
往お

う

生
じ
ょ
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ
し

有あ

ら
ば
た
だ
仏ぶ

つ

名み
ょ
うを

念ね
ん

ず
べ
し
。
故ゆ

え

に
善ぜ

ん

導ど
う

の
『
往お

う

生じ
ょ
う

礼ら
い

讃さ
ん

』
に
釈し

ゃ
く

し
て
云い

わ

く
、「
万ま

ん

年ね
ん

に

三さ
ん

宝ぼ
う

滅め
っ

せ
ん
に
、
こ
の
経

き
ょ
う

住じ
ゅ
うす

る
こ
と
百

ひ
ゃ
く

年ね
ん

な
ら
ん
。
そ
の
時と

き

聞き

き
て
一い

ち

念ね
ん

せ
ば
皆み

な
ま
さ
に
彼か

し
こに

生し
ょ
うず

る
こ
と
を
得う

べ
し
」
と
。
こ
の
文も

ん

を
釈し

ゃ
くす

る
に
略り

ゃ
くし

て
四よ

つ
の
意い

有あ

り
。
一ひ

と

つ
に
は
聖

し
ょ
う

道ど
う

と
浄

じ
ょ
う

土ど

と
の
二に

教き
ょ
う

住じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

、
二ふ

た

つ
に
は
十じ

っ

方ぽ
う

と
西さ

い

方ほ
う

と
の
二に

教き
ょ
う

住じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

、
三み

つ
に
は
都と

率そ
つ

と
西さ

い

方ほ
う

と
の
二に

教き
ょ
う

住じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

、
四よ

つ
に
は
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うと

の
住

じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

な
り
。
一ひ

と

つ
に
聖

し
ょ
う

道ど
う

と
浄

じ
ょ
う

土ど

と
の
二に

教き
ょ
うの
住

じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

と
は
、
謂い

わ

く
、
聖

し
ょ
う

道ど
う

門も
ん

の
諸し

ょ

経き
ょ
うは
先さ

き

に
滅め

っ

す
が
故ゆ

え

に
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

と

云い

い
、
浄

じ
ょ
う

土ど

門も
ん

の
こ
の
経き

ょ
うは

特ひ
と

り
留と

ど

ま
る
故ゆ

え

に
「
止し

住じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

」
と
云い

う
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
聖

し
ょ
う

道ど
う

の
機き

縁え
ん

は
浅せ

ん

薄ぱ
く

に
し
て
浄

じ
ょ
う

土ど

の
機き

縁え
ん

は
深じ

ん

厚こ
う

な
り
。
二ふ

た

つ
に
十じ

っ

方ぽ
う

と
西さ

い

方ほ
う

と
の
二に

教き
ょ
うの

住
じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん
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後ご

と
は
、
謂い

わ

く
、
十じ

っ

方ぽ
う

浄じ
ょ
う

土ど

往お
う

生じ
ょ
うの

諸し
ょ

教き
ょ
うは

先ま

ず
滅め

っ

す
が
故ゆ

え

に
「
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

」
と
云い

い
、
西さ

い

方ほ
う

浄
じ
ょ
う

土ど

往お
う

生じ
ょ
うの

こ
の
経き

ょ
う

は
特ひ

と

り
留と

ど

ま
る
が
故ゆ

え

に
「
止し

住じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

」
と
云い

う
。
ま
さ
に
知し

る
べ
し
、
十じ

っ

方ぽ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
機き

縁え
ん

は
浅せ

ん

薄ぱ
く

に
し
て
西さ

い

方ほ
う

浄じ
ょ
う

土ど

の
機き

縁え
ん

は
深じ

ん

厚こ
う

な
り
。
三み

つ
に
都と

率そ
つ

と
西さ

い

方ほ
う

と
の
二に

教き
ょ
うの

住じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

と
は
、
謂い

わ

く
、『
上

じ
ょ
う

生し
ょ
う』『

心し
ん

地じ

』
等と

う

の
上

じ
ょ
う

生し
ょ
う

都と

率そ
つ

の
諸し

ょ

教き
ょ
うは

先ま

ず
滅め

っ

す
が
故ゆ

え

に
「
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

」
と
云い

い
、
往お

う

生じ
ょ
う

西さ
い

方ほ
う

の
こ
の
経き

ょ
う

は
特ひ

と

り
留と

ど

ま
る
が
故ゆ

え

に
「
止し

住じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

」
と
云い

う
。
ま

さ
に
知し

る
べ
し
、
都と

率そ
つ

は
近ち

か

し
と
い
え
ど
も
縁え

ん

浅あ
さ

く
、
極ご

く

楽ら
く

は
遠と

お

し
と
い
え
ど
も
縁え

ん

深ふ
か

き
な
り
。
四よ

つ
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

と
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うと

の
二に

行ぎ
ょ
うの

住
じ
ゅ
う

滅め
つ

の
前ぜ

ん

後ご

と
は
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

諸し
ょ

教き
ょ
うは

先ま

ず
滅め

っ

す
が
故ゆ

え

に
「
経

き
ょ
う

道ど
う

滅め
つ

尽じ
ん

」
と
云い

い
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

こ
の
経き

ょ
うは

特ひ
と

り
ま
る
が
故ゆ

え

に
「
止し

住じ
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

」
と
云い

う
。
ま
さ
に

知し

る
べ
し
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

機き

縁え
ん

は
最も

っ
と

も
浅あ

さ

し
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

機き

縁え
ん

は
甚は

な
は

だ
厚あ

つ

き
な
り
。
し
か
の
み

な
ら
ず
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

往お
う

生じ
ょ
うの

縁え
ん

は
少す

く
な

く
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

縁え
ん

は
多お

お

し
。
ま
た
諸し

ょ
ぎ
ょ
う行

の
往お

う
じ
ょ
う生

は
近ち

か

く
末ま

っ

法ぽ
う

万ま
ん

年ね
ん

の
時と

き

に
局か

ぎ

れ
り
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うは

遠と
お

く
法ほ

う

滅め
つ

百ひ
ゃ
く

歳さ
い

の
代よ

を
霑う

る
おす

。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
す
で
に
「
我わ

れ
慈じ

悲ひ

哀あ
い

愍み
ん

を
以も

っ

て
特ひ

と

り
こ
の
経き

ょ
うを

留と
ど

め
て
止し

住じ
ゅ
うす

る
こ
と
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

な

ら
ん
」
と
云い

う
。
も
し
し
か
ら
ば
、
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

慈じ

悲ひ

を
以も

っ

て
し
か
も
経

き
ょ
う

教ぎ
ょ
うを

留と
ど

め
た
ま
わ
ば
、
何い

ず
れ

の
経き

ょ
う、

何い
ず
れの

教き
ょ
うか

、
し
か
も
留と

ど

ま
り
た
ま
わ
ざ
ら
ん
。
し
か
る
を
何な

ん

ぞ
余よ

経き
ょ
うを

留と
ど

め
ず
、
た
だ
こ
の
経き

ょ
うを

留と
ど

め
た
ま
う
や
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、
た
と
い
何い

ず
れの

経き
ょ
うを

留と
ど

む
と
い
え
ど
も
、
別べ

つ

に
一い

っ

経き
ょ
うを

指さ

さ
ば
、
ま
た

こ
の
難な

ん

を
避さ

く
べ
か
ら
ず
。
た
だ
特ひ

と

り
こ
の
経き

ょ
う

を
留と

ど

め
た
ま
う
は
そ
の
深じ

ん

意い

有あ

る
か
。
も
し
善ぜ

ん

導ど
う
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和か

尚し
ょ
うの

意こ
こ
ろ

に
依よ

ら
ば
、
こ
の
経き

ょ
う

の
中な

か

に
已す

で

に
弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

の
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

本ほ
ん

願が
ん

を
説と

く
。
釈し

ゃ

迦か

の
慈じ

悲ひ

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
留と

ど

め
ん
が
為た

め

に
殊こ

と

に
こ
の
経き

ょ
うを

留と
ど

む
。
余よ

経き
ょ
うの

中な
か

に
は
い
ま
だ
弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

念ね
ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

本ほ
ん

願が
ん

を
説と

か
ざ
る
が
故ゆ

え

に
、
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

の
慈じ

悲ひ

、
し
か
も
以も

っ

て
こ
れ
を
留と

ど

め
ず
。
凡お

よ

そ
四よ

ん

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

、
皆み

な
本ほ

ん

願が
ん

な
り
と
い
え
ど
も
、
殊こ

と

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
往お

う

生じ
ょ
うの

規の
り

と
為な

す
。
故ゆ

え

に
善ぜ

ん

導ど
う

釈し
ゃ
くし

て
曰い

わ

く
、「
弘ぐ

誓ぜ
い

多た

門も
ん

に
し
て
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

な
れ
ど
も
偏ひ

と
えに

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
標ひ

ょ
うし

て
最も

っ
とも

親し
た

し
と
す
。
人ひ

と

能よ

く
仏ほ

と
けを

念ね
ん

ず
れ
ば
、

仏ほ
と
け

還か
え

り
て
念ね

ん

じ
た
も
う
。
専せ

ん

心じ
ん

に
仏ほ

と
け

を
想お

も

え
ば
、
仏

ほ
と
け

人ひ
と

を
知し

り
た
ま
う
」
と
已

上
。
故ゆ

え

に
知し

り
ぬ
、

四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

の
中な

か

に
す
で
に
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うの

願が
ん

を
以も

っ

て
し
か
も
本ほ

ん

願が
ん

の
中な

か

の
主あ

る
じ

と
為な

す
。
こ
こ
を
以も

っ

て

釈し
ゃ

迦か

の
慈じ

悲ひ

、
特と

く

に
こ
の
経き

ょ
う

を
以も

っ

て
止し

住じ
ゅ
うす

る
こ
と
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

な
り
。
例れ

い

せ
ば
彼か

の
『
観か

ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う』

の
中な

か

に
、
定

じ
ょ
う

散さ
ん

の
行ぎ

ょ
うを

付ふ

属ぞ
く

せ
ず
し
て
た
だ
孤ひ

と

り
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
うを

付ふ

属ぞ
く

し
た
ま
う
が
ご
と
し
。
こ
れ
す

な
わ
ち
彼か

の
仏ほ

と
けの

願が
ん

に
順じ

ゅ
んず

る
が
故ゆ

え

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
一い

ち

行ぎ
ょ
うを

付ふ

属ぞ
く

す
る
な
り
。

問と

う
て
曰い

わ

く
、
百

ひ
ゃ
く

歳さ
い

の
間あ

い
だ、

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
留と

ど

む
べ
き
こ
と
そ
の
理り

然し
か

る
べ
し
。
こ
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
うは

た
だ

彼か

の
時と

き

の
機き

に
被こ

う
むら

む
と
や
せ
ん
、
ま
た
正

し
ょ
う

像ぞ
う

末ま
つ

の
機き

に
通つ

う

ず
と
や
せ
ん
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、
広ひ

ろ

く
正

し
ょ
う

像ぞ
う

末ま
つ

に
通つ

う

ず
べ
し
。
ま
た
次つ

ぎ

に
諸し

ょ

宗し
ゅ
う

諸し
ょ

家け

の
甚じ

ん

深じ
ん

理り

観か
ん

の
行

ぎ
ょ
う

有あ

り
。
云い

わ

く
法ほ

っ

相そ
う

宗し
ゅ
うの

五ご

重じ
ゅ
う

唯ゆ
い

識し
き

三さ
ん

性し
ょ
う

三さ
ん

無む

性し
ょ
うの
観か

ん

、
三さ

ん

論ろ
ん

宗し
ゅ
うの
八は

っ

不ぷ

中ち
ゅ
う

道ど
う

勝し
ょ
う

義ぎ

皆か
い

空く
う

の
観か

ん

、
華け

厳ご
ん

宗し
ゅ
うの
十

じ
ゅ
う

玄げ
ん

六ろ
く

相そ
う

法ほ
っ

界か
い

円え
ん

融ゆ
う

の
観か

ん

、

天て
ん

台だ
い

宗し
ゅ
うの

一い
ち

念ね
ん

三さ
ん

千ぜ
ん

一い
っ

心し
ん

三さ
ん

諦だ
い

の
観か

ん

、
達だ

つ

ま磨
宗し

ゅ
うの

即そ
く

心し
ん

是ぜ

仏ぶ
つ

一い
ち

念ね
ん

不ふ

生し
ょ
うの

観か
ん

、
真し

ん

言ご
ん

宗し
ゅ
うの

阿あ

字じ

本ぼ
ん

不ぷ

生し
ょ
う

三さ
ん

密み
つ

同ど
う

体た
い

の
観か

ん

、
こ
れ
等ら

の
諸

も
ろ
も
ろの

理り

観か
ん

の
法ほ

う

は
皆み

な
経

き
ょ
う

論ろ
ん

に
依よ

り
て
こ
れ
を
建こ

ん

立り
ゅ
うす

。
然し

か

る
に
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彼か

の
時と

き

に
已す

で

に
所し

ょ

依え

の
経き

ょ
う、

悉
こ
と
ご
とく

滅め
つ

尽じ
ん

し
な
ば
能の

う

依え

の
章

し
ょ
う

疏し
ょ

皆み

な
塵じ

ん

埃あ
い

と
成な

る
べ
し
。
八は

っ

宗し
ゅ
う

九く

宗
し
ゅ
う

の
章

し
ょ
う

疏し
ょ

、
悉

こ
と
ご
とく

滅め
つ

尽じ
ん

し
な
ば
何な

に

に
依よ

り
て
か
彼か

の
時と

き

の
衆し

ゅ

生じ
ょ
う、

理り

観か
ん

を
修し

ゅ

せ
ん
。
然し

か

り
と
い
え
ど
も
、

独ひ
と

り
こ
の
経き

ょ
うを

留と
ど

む
る
が
故ゆ

え

に
、
こ
の
経き

ょ
うに

依よ

り
て
理り

観か
ん

を
修し

ゅ

さ
ず
と
い
え
ど
も
弥み

陀だ

の
名な

を
称し

ょ
うし

一い
っ

心し
ん

に
乱み

だ

れ
ざ
れ
ば
皆み

な
往お

う

生じ
ょ
うす

る
こ
と
を
得う

べ
し
。
こ
れ
を
以も

っ

て
こ
れ
を
思お

も

わ
ば
、
今こ

ん

時じ

の
我わ

れ

等ら

設た
と

い
法ほ

っ

相そ
う

三さ
ん

論ろ
ん

の
学が

く

徒と

と
為な

る
と
い
え
ど
も
五ご

重じ
ゅ
う

唯ゆ
い

識し
き

勝し
ょ
う

義ぎ

皆か
い

空く
う

の
観か

ん

を
も
修し

ゅ

さ
ず
、
設た

と

い
華け

厳ご
ん

天て
ん

台だ
い

の
門も

ん

人じ
ん

と
為な

る
と
い
え
ど
も
法ほ

っ

界か
い

円え
ん

融ゆ
う

一い
ち

念ね
ん

三さ
ん

千ぜ
ん

の
観か

ん

を
も
修し

ゅ

さ
ず
、
禅ぜ

ん

門も
ん

三さ
ん

密み
つ

の
行

ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

、
即そ

く

心し
ん

是ぜ

仏ぶ
つ

阿あ

字じ

本ほ
ん

空く
う

を
観か

ん

ぜ
ず
と
も
何な

ん

ぞ
一い

っ

心し
ん

に
称

し
ょ
う

名み
ょ
うし

て
往お

う

生じ
ょ
うせ

ざ
ら
ん
や
。
こ
れ
を
以も

っ

て
こ
れ
を

案あ
ん

ず
る
に
、
今い

ま

聴ち
ょ
う

聞も
ん

の
諸し

ょ

衆し
ゅ
うの

御お
ん

中な
か

に
、
あ
る
い
は
五ご

重じ
ゅ
う

唯ゆ
い

識し
き

勝し
ょ
う

義ぎ

皆か
い

空く
う

の
観か

ん

を
修し

ゅ

す
る
人ひ

と

も

有あ

り
、
あ
る
い
は
修し

ゅ

せ
ざ
る
人ひ

と

も
有あ

り
。
あ
る
い
は
華け

厳ご
ん

天て
ん

台だ
い

の
観か

ん

門も
ん

を
修し

ゅ

す
る
人ひ

と

も
有あ

り
、
修し

ゅ

せ

ざ
る
人ひ

と

も
有あ

り
。
あ
る
い
は
禅ぜ

ん

門も
ん

三さ
ん

密み
つ

の
即そ

く

心し
ん

是ぜ

仏ぶ
つ

阿あ

字じ

本ほ
ん

空く
う

を
修し

ゅ

す
る
人ひ

と

有あ

り
、
修し

ゅ

せ
ざ
る
人ひ

と

も

有あ

り
。
諸し

ょ

宗し
ゅ
うの

理り

観か
ん

に
お
い
て
修し

ゅ

習じ
ゅ
うす

る
輩や

か
ら

に
お
い
て
は
、
往お

う

生じ
ょ
う

極ご
く

楽ら
く

は
沙さ

汰た

に
及お

よ

ば
ず
。
設た

と

い

理り

観か
ん

を
修し

ゅ

せ
ず
と
い
え
ど
も
、
本ほ

ん

願が
ん

を
馮た

の

み
て
一い

っ

心し
ん

に
称

し
ょ
う

念ね
ん

せ
ば
、
何な

ん

ぞ
往お

う

生じ
ょ
うを

遂と

げ
ざ
ら
ん
。
次つ

ぎ

に
唯た

だ
名

み
ょ
う

号ご
う

を
唱と

な

う
る
事こ

と

盛さ
か

ん
な
る
や
、
故ゆ

え

に
善ぜ

ん

導ど
う

釈し
ゃ
くし

て
云い

わ

く
、「
万ま

ん

年ね
ん

に
三さ

ん

宝ぼ
う

滅め
っ

せ
ん
に
」
と

云
云
〈
始し

皇こ
う

、
五ご

経き
ょ
う

毛も
う

持じ

を
焼や

く
に
誦じ

ゅ

を
失し

つ

せ
ず
、
人に

ん

口く

在あ

り
。
こ
の
故ゆ

え

に
弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
称し

ょ
う

す
。

こ
れ
に
例れ

い

す
べ
し
〉。
故ゆ

え

に
知し

ん

ぬ
、
往お

う

生じ
ょ
う

極ご
く

楽ら
く

の
道み

ち

は
専も

っ
ぱら

弥み

陀だ

の
名

み
ょ
う

号ご
う

を
念ね

ん

ず
る
に
過と

が

無な

し
云

云
。

次つ
ぎ

に
何な

ん

が
故ゆ

え

ぞ
独ひ

と

り
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
行

ぎ
ょ
う

昌さ
か
んな

る
や
。
今い

ま

こ
の
経き

ょ
うの

中な
か

に
委く

わ
しく

こ
れ
を
尋た

ず

ね
ば
、
傍ぼ

う

正し
ょ
うに

お
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い
て
こ
れ
を
論ろ

ん

ぜ
ば
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
正し

ょ
うと

為な

す
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

以も
っ

て
傍ぼ

う

と
為な

す
。
故ゆ

え

に
知し

ん

ぬ
往お

う

生じ
ょ
うの

行
ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
以も

っ

て
正し

ょ
う

と
為な

し
、
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを

以も
っ

て
傍ぼ

う

と
為な

す
。
然し

か

れ
ば
則す

な
わ

ち
、
今い

ま

行ぎ
ょ
う

人に
ん

傍ぼ
う

を
捨す

て
正し

ょ
う

を
行お

こ
な

う

を
為な

せ
と
云

云
〈
次つ

ぎ

に
玄げ

ん

通つ
う

の
縁え

ん

に
云い

わ

く
、
そ
の
文も

ん

別べ
つ

に
有あ

り
〉。
抑

そ
も
そ
も、

上か
み

に
は
善ぜ

ん

導ど
う

道ど
う

綽し
ゃ
くの

御ぎ
ょ

意い

を

捜さ
ぐ

り
、
下し

も

に
は
『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

等と
う

の
意い

に
依よ

り
て
、
殊こ

と

に
愚ぐ

意い

を
抽ぬ

き
い
で
て
、
両

り
ょ
う

巻か
ん

の
経

き
ょ
う

文も
ん

に

お
い
て
要よ

う

を
取と

り
、詮せ

ん

を
抽ぬ

き
い
で
て
粗ほ

ぼ

解げ

釈し
ゃ
くし

了お
わ
んぬ

。
も
し
万ま

ん

が
一ひ

と

つ
も
仏ぶ

っ

意ち

に
階か

な

う
事こ

と

有あ

ら
ば
、

願ね
が
わく

ば
自じ

他た

倶と
も

に
浄

じ
ょ
う

土ど

に
帰き

し
、
菩ぼ

提だ
い

に
お
い
て
各

お
の
お
の

不ふ

退た
い

を
得え

せ
し
め
ん
。
も
し
文も

ん

理り

に
お
い
て

謬び
ゅ
う

有あ

ら
ば
願ね

が
わく

は
大だ

い

衆し
ゅ
うの

御ご

証し
ょ
う

誠じ
ょ
うを

仰あ
お

い
で
、
宜よ

ろ
しく
三さ

ん

宝ぽ
う

の
照

し
ょ
う

見け
ん

を
憑た

の

む
べ
し
。
仰あ

お

ぎ
乞こ

う
云

云
。

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う
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底
本
お
よ
び
承
応
版
に
は
「
月
郷
雲
客
」
と
あ
る
が
こ
の
用
語
は
な
く
、「
月
卿
雲
客
」
の
誤
刻
と
考
え
、

「
郷
」
の
字
を
「
卿
」
と
訂
正
し
た
。

底
本
お
よ
び
承
応
版
に
は 「
噉
完
」
と
あ
る
が
、『
悲
華
経
』
と
『
大
宝
積
経
』
の
類
似
箇
所
に
は
「
噉

肉
」
と
あ
り
、
義
山
版
も
「
噉
肉
」
と
し
て
い
る
。「
完
」
に
似
た
「
肉
」
意
の
字
に
「
宍
」
が
あ
り
、

こ
の
字
の
誤
刻
と
考
え
、「
完
」
を
「
宍
」
と
訂
正
し
た
。

底
本
に
は
「
四
つ
に
は
浄
聚
」
が
欠
け
て
お
り
。
承
応
版
と
義
山
版
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

底
本
お
よ
び
承
応
版
に
は
「
斯
」
と
あ
る
が
、
義
山
版
及
び
『
往
生
礼
讃
』『
往
生
要
集
』
で
は
「
期
」

と
あ
る
た
め
、
誤
刻
と
考
え
「
期
」
の
字
に
改
め
た
。

底
本
に「
徳
聴
門
」と
あ
る
が
承
応
版
に
は「
聴
聞
」と
あ
る
た
め
、誤
刻
と
考
え「
聴
聞
」に
訂
正
し
た
。

底
本
に
は
「
当
」
の
前
に
「
云
」
の
字
が
あ
る
が
、
衍
字
と
判
断
し
て
削
除
し
た
。
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※
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※
３

　
　
※
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※
５

　
　
※
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次第です。（①57）

【英訳】

For those with no link to this thinking （縁なきこと）, despite it being recommended 

to them, they will not accede to this perspective. When people who are not familiar 

with the details of [the teaching] explain things, that will also not result in 

compliance. In my estimation I am happy that the general pattern is that when the 

time and the circumstances （機縁＝時機と因縁） for someone matures, it is 

precisely because that person has reached this point, that they can then become 

dedicated in this way.
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③ 道心がない人

 （「津戸の三郎へ遣わす御返事」十月十八日付）

【和語】

また道心なからん人はいかに道理百千万分すともよも心得そうらわじ。（517.6）

【現代語訳】

往生を願う心のない人には、たとえばどれほど手を尽くして説明しても、念仏

往生の道理は、決して納得してもらえるものではありません。（①105）

【英訳】

Moreover, someone who has no commitment to the path, even if they analyze a 

billion points within the teachings, will not understand. 

④ お念仏のご縁を結ぶ

 （「津戸の三郎へ遣わす御返事」九月廿八日付）

【和語】

縁なき事は、わざと人の勧めそうろうにだにも叶わぬ事にてそうろうに、子細

も知らせたまわぬ人なんどの仰せられんによるべき事にてもそうらわぬに、も

とより機縁純熟して時至りたる事にてそうらえばこそ、さほどに専修の人なん

どはそうろうらめと推し量りあわれに覚えそうろう。（518.5-8）

【現代語訳】

（あなたの周りに、専らお念仏を称えて浄土往生を目指すお仲間がそんなに多

く集まったのは大変有り難いことです。）御縁のないことには、人がわざわざ

勧めても結ばれないものです。まして、詳しいことをご存じない方が「お念仏

を称えましょう」と勧められてもそれには同調しないでしょうから、このたび

は皆さんの資質、そして御教えを受け入れるだけの条件が相い整い、お念仏と

の御縁が結ばれる時が自ずとおとずれたということです。だからこそ専修念仏

に励む人がそれほどお集りになられたのでしょう、と拝察し尊いことと存ずる
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being, to engage in nenbutsu with the aspiration for Birth in the Pure Land is 

precisely because my father and mother raised me. If one thinks that in sympathy 

with the merit from my nenbutsu, the Buddha comes to bring my parents to the Land 

of Bliss, eliminating their sins, then the Buddha will surely accept and bring them to 

[his realm]. 

② 他人はさておき、自分の極楽往生を願いなさい

 （「津戸の三郎へ遣わす御返事」十月十八日付）

【和語】

また「念仏申すべからず」と仰せられそうろうとも、往生にこころざしあらん

人はそれによりそうろうまじ。「念仏よくよく申せ」と仰せられそうろうとも、

道心なからん者はそれによりそうろうまじ。とにかくにつけてもこの度往生し

なんと、人をば知らず御身に限りては思召すべし。（516.9-516.13）

【現代語訳】

「念仏など称えてはならない」と言われても、往生の志を持っている人はそん

なことに耳を貸さないものです。反対に「お念仏をよくよく称えるように」と

言われても、往生の志を持たない人は耳を貸さないものです。いずれにしても、

他の人のことはさておいて、あなたさま自身はこのたびこそ往生しようとお心

得ください。（①61）

【英訳】

Even when someone says, “There is no need for you to recite the nenbutsu,” there 

will be individuals with the aspiration for Birth who will not pay attention to such 

statements. Even when someone says, “Say the nenbutsu as much as you can,” there 

will be individuals without a sincere commitment to the path （道心） who will not 

pay attention to them, either. Whatever happens, in terms of you seeking your own 

Birth, regardless of what others think, you should focus only on yourself. 



＊ 46

研究ノート

・ 現代語訳と英訳の整合性ついて…本研究班は『和語灯録』の英訳作業にお

いて『浄土宗聖典』第4巻を底本としているため、本稿に利用させて頂

いた現代語訳の底本（『昭法全』）とは異なる。また英訳の際、当該箇所の

現代語訳を踏まえ、相互の訳文の整合性を図りながら英訳したものでない

ため、若干の文意の相違が見られる点についてはご了承頂きたい。

① 孝養父母―我が念仏は父母のお陰である―

 （「ある人に示すことば」）

【和語】

一つ、孝養の心をもて父母を重くし思わん人は、まず阿弥陀仏に預けまいらす

べし。我が身の人となりて往生を願い念仏する事は、偏に我が父母の養い立て

たればこそあれ。我が念仏しそうろう功を哀れみて我が父母を極楽へ迎えさせ

おわしまして罪をも滅しましませと思わば、必ず迎え取らせおわしまさんずる

なり。（511.12-512.1）

【現代語訳】

父母に孝養を尽くし大切にしようと思う人は、まず父母のことは阿弥陀さまに

おまかせして、このように考えてみてはいかがでしょうか。すなわち「私が人

として生まれ、往生を願ってお念仏できるのは、ひとえに父母にお育ていただ

いたお陰なのですから、阿弥陀さま、どうぞ、私がお念仏を称えた功徳に慈悲

を垂れ給い、私の父母を極楽へとお迎えいただき、父母の罪をも滅してくださ

い」と願うのです。そうすれば阿弥陀さまは必ず御両親を極楽へ迎え摂ってく

ださります。（①135）

【英訳】

Point [2]:

Anyone who takes their parentsʼ intentions about having been raised by them 

seriously should entrust [their parentsʼ future] to the Buddha Amida. As a human 
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はじめに
現在、本研究班（1）は『和語灯録』に収録されている各ご法語の英訳作業を進

めている。本研究ノートでは令和6年度の研究成果である英訳「ある人に示す

ことば」「津戸の三郎へ遣わす御返事」の中から適宜、ご法語の英訳の一部分

を選出し、それに対応する原文和語と現代語訳を対比させ研究成果の報告とす

る。

〈凡例〉

・各ご法語の見出し語は本研究班にて適宜付した。

・各テキストの底本は以下の通りである。

【和語】 …『浄土宗聖典』第4巻釈文（各ご法語末尾の数字は頁数を示す）

【現代語訳】 …文庫版『法然上人のご法語』①消息編②法語類編③対話編④

伝語・制誡編、浄土宗総合研究所編訳、令和3～ 4年、発行：

浄土宗 

各ご法語末尾の丸数字は巻数、算用数字は法語番号を示す。

【英訳】…本研究班による英訳文（2）

（1）The English Translation Project Members: Mark L. Blum, Yoshiharu Tomatsu （戸松義晴）, 
Ryushi Hojo （北條竜士）, Hodo Tanaka （田中芳道）, Tatsuaki Harumoto （春本龍彬）, 
Atsushi Aoki （青木篤史）, Masayoshi Watanabe （渡邉眞儀）, Jinsei Sakai （酒井仁成）, 
Ryuho Iwaya （岩谷隆法）, Keisuke Shimobata （下端啓介）.

（2）This translation is a draft. Please do not cite without the authorʼs permission. 本英訳は下訳
です。著者の許可なく引用は出来ません。

令和6年度　浄土宗基本典籍の英訳研究　研究ノート

英訳�「ある人に示すことば」
「津戸の三郎へ遣わす御返事」抄訳
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つつも、社会貢献活動は今後の浄土宗寺院の護持発展に寄与し、結果として浄

土宗の存続に寄与するであろう。現代の日本社会の中で、浄土宗寺院がこれら

の特定課題に向き合いどのように社会貢献事業に取り組んでいくことができる

のか、今後その可能性についてさらに研究を進めていきたい。

  （文責　東海林良昌）

※ライト層　 ある分野・商品への、人々の関心の寄せ方を研究するファンマーケティングの
分野では、活動に対する時間や費用、労力の費やし方などの基準により、関わ
る人の層をコア（積極的、熱狂的な層）・ライト（コア層に比べて熱狂的では
ないが、適度な愛着を持って関わる層）等に分類している。
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⑤人生の意味（スピリチュアル）支援では、それぞれの寺院で、活動の始

まる前に手を合わせ、お勤めを行っていた。寺院は安心できる区間、心のより

どころでウェルビーイングにつながるという話も聞いた。日本に暮らす人々に

とって、仏様、先祖は自分たちに人生の意味、目的を気づかせてくれる存在で

あり、その営みを通じてそれぞれの生きがいにも関わる人生の意味（スピリチュ

アル）な支援につながることは寺院での活動の大きな特色である。

以上、お寺での介護者カフェ以外の五つの分野にわたる浄土宗寺院の社会

貢献事業について概観してきた。当研究班では、これまで研究協力を行ってき

た、東京都健康長寿医療センター研究所との連携の中で、高齢者の居場所づく

りが課題であるということが分かっている。また青少年への関わりも複雑化し

ている現状、過疎地域または都会での孤独孤立の課題、災害支援にも残されて

いる課題が多い。

今回、浄土宗ともいき財団の助成先団体を調査していて感じるのは、専門

職ではない住職や寺庭婦人が、特定の社会課題と向き合いながらも軽やかに活

動している点である。ともいき財団の助成に申請を行い、活動を実施し報告を

行う。そのことがそれぞれの活動のリズムを作り、はげみになっていると思わ

れた。

先鋭的な活動は、ライト層（※）があるからこそ生まれる。ライトな稼働

をする中に、実践を通じて、深刻な現実を知るに至る。それがさらなる活動の

深化に向かうきっかけにもなるであろう。草の根レベルの活動のスタートアッ

プ促進や、下支えになっている可能性がある。こうした活動に対する働きかけ

は、まずは自走を促すことを目的とし、無理な促しにならないことも注意すべ

きであろう。

これらの活動を継続するうえで、資金以外にも様々なリソースへのアクセ

スが必用になってくるが、僧侶個人への裁量に依存するところが大きく、包括

的な支援体制構築が求められるのではないだろうか。そのような課題をはらみ
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人柄、習得されている技能、地域やお仕事を通じてのおつながりが十二分に発

揮された事業ばかりであった。そして、その事業のご縁で地域からの信頼関係

がしっかり構築されていることを見て取れる内容ばかりであった。

今回取り上げた寺院での事業を分類すると五つの分野があることに気づく。

それは①育児教育支援、②高齢者支援、③コミュニティ支援、④文化体験、⑤

人生の意味（スピリチュアル）支援の五つである。

まず①育児教育支援では、サラナ親子教室で乳幼児の支援を行う寺院もあり、

学童保育や書道教室の形で子どもたちの学習支援を行っている寺院もあった。

そして子どもの直接支援のみならず、それを通じて子育てをする親の孤立への

支援を行っている点に特色があった。その話を聴く住職や寺庭も子育ての悩み

を経てきた体験を持つゆえに、親身になって関わっていた。

②高齢者支援では、フレイル予防のために体操教室を定期的に行っている

寺院では、その体操の模範動画や危惧を地元の地域包括センターから貸与され

るなど自然とその連携が行われていた。そして寺院での地域の人々の交流が、

お互いを温かく見守る緩やかなつながりを作り、現在政府が取り組んでいる、

孤独孤立支援にもつながっている場面を目の当たりにした。

③コミュニティ支援では、寺フェスやイベントにより寺院での交流人口が

生まれることで、分断しかかっていた地域に明るい兆しをもたらしていた。特

に過疎地域においては貴重な場であると感じる。もちろん一寺院が過疎問題を

解決することは困難であるが、寺院での活動が行われることで、そこに暮らす

人々が、共に育ち、育て、老い、いたわり合う、温かな場が生まれていた。

④文化体験では、地域の伝統や文化の蓄積のある寺院が中心となって、そ

れらの価値に再び光を当てる活動が行われていた。それは地元の伝統食材を生

かした食育であったり、地域の歴史を知るスタンプラリーであったり、愛郷意

識に対し多様な形で寺院が果たせる具体的な役割を各ご住職やご寺庭が担って

いた。またそれに地域の人々が期待を寄せていることも知ることができた。
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でお念仏を称えることは難しいが、病室からお勤めの動画配信を見ていま

すという人もある。檀家制度が崩れたと嘆くが、言うなればそれは自由に

なったということである。フリーになった分、インターネットを通じて、

檀家さんもフリーの立場で見てくれている。地域の方が助けてくれる。参

加者も配膳も片付けもしてくれる。片づけるまでやっていくのが大切と考

えている。片づけて帰るのが感謝ですよとお伝えしている。心につながる

社会貢献活動がお寺の強みでもある。

内） 社会貢献活動に取り組むのは楽しいですよ。空間がにぎやかになる。みん

なが明るくなるし丸くなる。取り組むと楽しい。人数集まるかな。来なかっ

たらどうしよう。不安もあったが、始めてみたら意外と人が来てくれた。

身構えずありのままで取り組む。自然体でいい。

  （調査担当：東海林良昌）

おわりに
これまで当研究班では、超高齢社会における浄土宗寺院の社会事業のモデ

ルとして、「お寺での介護者カフェ」に着目し研究を続けてきた。この研究成

果は浄土宗の施策として取り上げられ、現在浄土宗の推進事業となり、全国三

十か所以上の寺院で地域の介護者の憩いの場として活動が展開されている。ま

た各カフェ開催寺院同士のつながりを深める中で連携が生まれている。この研

究を進めていく中で見えてきたのが、現在の浄土宗寺院の中で、社会貢献事業

に取り組む寺院の活発さである。社会貢献に取り組む寺院では、住職や寺庭を

はじめとする寺族の関心やスキル、そして各寺院の地域の特性や強みを基にし

た様々な活動が行われている。

今回は上述の如く、（公財）浄土宗ともいき財団が助成を行っている団体か

ら七寺院を選定し、インタビュー調査を行った。その内容をこれまで報告して

きた。これらの寺院では、その寺院の強みを生かして、各ご住職やご寺庭のお
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住） 現代は精神的にほっとする場所がない。SNSを視聴してくれている方の

インターネット上の愚痴を聞くこともある。仏様の前であるということは

重要で、見守られていることを感じることが精神的な支えになると思う。

内） 私たちの活動は地域貢献につながっている。地域への愛着は大切である。

若い人たちは、地元の良さを分からないで外に出て行ってしまう。地元の

お米や塩がこんなにおいしいのだと、外に出た人が、福井のものは美味し

いと言って戻って来る。地域の活性化になると思う。

◆浄土宗に期待すること

住） ともいき財団の助成はありがたい。地方のお寺ではできないことができる

ようになる。助成金を活用することで、規模も大きくなるし、提供できる

ものも充実してくる。各寺院で行われている具体的な事例が提供されると

ありがたい。イベントや事業のノウハウに関する実例集であるといい。い

ろいろな事業を企画しているが、アイディアは出尽くしてしまう。ネタが

尽きてしまう。各寺院のインスタグラムなどを検索して見られるものがほ

しい。それぞれの寺院でハッシュタグつけているが、一ケ所でみられない。

他の寺院で実際していることを共有したい。ナムちゃんグッズを買いやす

くしてほしい。もう少し配りやすくて、時代に合ったものがほしい。一歩

踏み出しやすくなる。季節ごとの限定商品などもほしい。浄土宗ではたく

さん法話の動画も出しているので、その先の共に実践を行う場所や、時間

を共有する場があってもいいのでは。毎朝のお朝事をYouTubeで生配信

してほしい。自坊では生配信している。視聴者からお布施やローソクや線

香も届くことがある。SNSを強化ツールとして利用しないのはもったい

ない。他宗派檀信徒が見る。熱心な檀家さんもいつかお寺に来られなくな

る。リアルタイムで生きて動く僧侶の読経を聞き見たりすることの大切さ

がある。元気な時にお参りをして見慣れた本堂が、病気や体が不自由になっ

て行けなくなってもインターネットを通じて毎日見ることができる。一人
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る。地区を超えて子どもたちが集まる姿。仏様が見ている前でさせていた

だいていることを再認識した。

内） サポートする側として自分の活動を捉えている。食心同感という言葉を大

切にしている。仏様がいる前での活動だということは子どもの成長を見て

いてつくづく感じる。子どもたちは心から安心して楽しんでいるように見

える。生産量が少なくても分けてくださる農家の方がいる。ただただ感謝

していただく、恵みに感謝である。自分としても家族としても良い方につ

ながっている。

◆浄土宗の社会貢献活動について

住） 目の前に困っている人がいたら、もっとしっかり見ていくことが必要であ

る。一人ひとりのことを数ではなくもっともっと個人単位を見ていくとい

うことである。

内） 企業でも社会貢献はしているが、寺院は仏様ありきである。最初に手を合

わせる。感謝をする。これを忘れてはならない。

◆主催事業が向き合っている社会課題について

住） 私たちの活動は過疎問題に対するコミュニティ支援と関わっている。過疎

地域での人と人とのつながり、過疎地域への移住者のつながりを促進する

ことに寄与している。仏さまに向かって礼拝をする。子どもは怒られたら

謝るけれど、大人は謝る相手がいない。仏さまに礼拝する。自分と向き合

うことにつながるからこそ活動の時には、しっかりおつとめをする。

内） 私たちの活動のうち私が担当している領域は、食育を通じて失われていく

地域の伝統食文化の保持や再評価に向き合っている。面白がってくれてい

るのは移住組の人たちである。子育てサポートにもつながっている。お母

さんの愚痴を私が聞かせてもらって、父親が子どもの相手をしてくれる。

なにより寺院なので仏教に基づいているので、地域の他のサロンとは違う。

参加者にとって自分と向き合う時間になっていると感じる。
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子どもたちに呼びかけるきっかけがなくなってしまった。保育所の先生か

ら、座禅したいという要望があり、念仏礼拝を行い、それが楽しかったと

言われた。参加者からは、地区を超えて育てたい、地区をまたいで、子ど

もたちをみんなで育てていくように変わってくれているんですよねと、評

価をいただいた。

◆法務と助成事業との関係性

住） 私が幼いころ、父親が自坊で子ども会を開いていた。それを見ていた経験

から、これは僧侶の役割であり、関わるのは当然のことだと感じている。

内） 今は社会貢献活動とお寺の行事は別だけれど徐々に融合していきたい。郷

土料理を今の人たちは知らない。ご高齢の方がいるうちに伝えたい。もっ

たいない。ご高齢の方は知識が豊富であり、私も知りたいし、残していき

たい。それらをお寺の行事と、ともいき財団の活動と一緒にして、融合し

たい。つなげていきたい。

◆地域・自坊の強み

住） 強みは何もないこと。物質的な物はなにもない。不便だけれどそれがいい。

自然や伝統的な、昔のものがある。

内） 何もないのに、なぜ来てくれるのかと不思議に思うぐらいである。参加者

はおもしろがってくれる。ここにいたいと言ってくれる。みんな一緒にお

寺で食べる。特別でここでしかできない体験がある。

◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

住） 社会貢献活動を行うことは当たり前だと思っていたが、取り組んでみてよ

かった。プラスになっている。当山はすたれていて、最終的にはお寺自体

が無くなると思っていたところに住職として入ったと考えていたが、それ

は大変申し訳なかったと感じている。仏様が見守っていてくれると子ども

たちから聞いた。その言葉が印象に残っている。維持ができる、できない

というように、ものとして自坊のことを考えていたが、そこには仏様がい
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と告知をしたい。どうしたらいいのか、まだわからない。これから広報に

力を入れたい。

◆参加者の声

住） ご飯+ワークショップの時に、「いただきます」と言ってもらうために、

住職が「食べる前に何かありませんか」と声を掛けたら、子どもたちから

「南無阿弥陀仏と言わないんですか」と言われたのが印象に残った。続け

てよかった

内） 土鍋で炊いた地元のお米を子どもたちがおいしく食べる顔がいい。子ども

たちは毎月来るのが楽しみとなっている。普段は苦手な梅干しも自分で漬

けたものは食べてくれる。自分たちが作った塩も美味しいと言ってくれる。

「おいしい」という言葉が印象的である。

◆地域の他寺院からの評価

住） SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を通じてすぐ反応してくれ

る住職もいる。その住職は私たちのことを応援してくれて気にかけてくれ

ている。若い年代なので気にかけてくれる。

内） 寺庭婦人のつながりで協力して参加してくれる他寺院の寺族がいる。寺庭

婦人の会員からもいいですねと言われる。いまのところはないが、声をか

けられたら、機会があれば、ぜひ取り組んでみたいという声もいただいて

いる。

◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

内） はじめ福井への移住サポートを受けた。神戸での料理教室の生徒さんの紹

介で、福井の地域おこし関係の方とご縁を結んだ。米粉事業についての調

査の延長として、協力隊の方が引率して街歩きを行い、最後に自坊を訪問

し、米粉パンのランチを提供した。この事例はローカル雑誌で取り上げら

れ、地域の方への周知の一助となった。この近隣では、どの地区も子ども

会がなくなってしまった。これはさみしいことである。地域の方からは、
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学校（全校生徒二八名）は複式学級。中学校は車で二〇分ぐらい。合併し

た学校で一学年三クラス。

◆ともいき財団の助成事業を始めたきっかけ

住） 宗報に同封されているリーフレットでともいき財団の助成を知った。取り

組みたい事業があり、資金的にも困難であったので、助成があることを知っ

て応募した。

内） 未来の種まきプロジェクトと題して毎月行っている。もともとは食育につ

いてお伝えしたいと始めた。年間のスケジュールとしては、四月お花まつ

りカレー祭り、五月田植え、六月梅干しづくり、七月塩作り、八月おてつ

ぎ子ども奉仕団、九月稲刈り、十月新米を食べる会、十一月そば打ち、十

二月しめ縄とリボンのワークショップ。無農薬のお米作り農家でもある息

子の保育園での友人や、地元の知り合いに講師やスタッフとしてご協力い

ただいている。法要をしてから、行事を行う。住職がいなければご本尊に

お参りして始める。基本的には私が企画して進める。

◆活動主体・内容・頻度

内） お花まつりカレー祭りは、子どもの周りから声をかけて小学校保育園の子

どもたち、住職の友達や、近隣寺院の子どもが中心で、親子で参加してく

れる。地域おこし協力隊の人も来てくれる。ユーチューブで住職のことを

知ったそうで、同居する外国人を連れてきて、手伝ってくれることもある。

参加者のうち、檀家さんは一％。残りは檀家外の方が来ている。参加人数

は、多い時は三十人ぐらい。少ない時は五人ぐらいである。自坊は交通の

手段が車しかなく、送迎が必要なので、企画内容によって参加者の増減が

ある。

◆必要物資・予算

住） ともいき財団の助成が中心になっている。

内） 野菜を檀家さんが持ってきてくれる。畑で作った野菜も使っている。もっ
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聞き取り対象

・ 清水良将　住職

 　淡路大震災で全壊した安養寺を父（師僧）が復興することになり福井から

神戸に移住。はじめは兼務、後に安養寺は本寺となった。父がインド・ブッ

ダガヤにある仏心寺の立ち上げメンバーの一人で、その縁により二十四歳か

ら仏心寺に関わる。現在は一年のうち二ヵ月がインド、残りは日本で生活を

送っている。一年半前に善導寺住職晋山。

・ 清水明菜　住職内室

 　大学在学中に社会保険労務士の国家資格を取得、地方銀行勤務後に住職と

結婚。四人の子を育てつつ、PTAの活動も行う。また出産と子育てを通じ、

食の大切さを感じ食養指導士（日本総合医学会、民間認定資格）の資格を取

得した。第一子の子育て中、相談相手がおらず辛かった経験がある。妊娠中

の食への関心から、野菜や玄米を中心としたマクロビオティックという調理

法を学び、神戸では料理教室を開設。良将住職は次男ということもあり、当

初は福井に戻るつもりではなかったが、次男から善導院の住職になりたいと

の言葉があり、また三男からも「農家になりたい」との希望を聞き、その縁

もあって福井に移住した。

⑶ 調査結果（以下、回答者の発言について、住職を住、内室を内として表記す

る）

◆地域について

住） この地域は農業地域、自分たちが食べる分だけを作り、高齢者だけが暮ら

している。みな年金やアルバイトを中心にして生活をし、シルバー人材セ

ンターでアルバイトをしている人もいる。若い人たちは武生に働きに出て

いる。そちらに家を建てる人もいる。この集落は一〇〇人弱程の人口であ

る。病院は武生の病院。お買い物も武生まで行く。移動スーパーも集落に

来る（週一）ので、移動手段のない人は移動スーパーを利用している。小
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・ 大事にしているのは、体裁を整えないこと。寺子屋活動などをしてみても、

体裁を整えたがる親が多い。自分をそのまま出していいのだと思える子ども

を育みたい。そのためには、寺子屋活動で、自分もときに大声で怒ったりも

する。大人が格好つけていることによる弊害が多いと感じている。

◆浄土宗の社会貢献活動について

・ 聞いたことはある。

・ お坊さんが何していたって社会貢献にはなると思う。そこに大義や意義はな

くてもいいと感じている。体裁を整えるうちに、最初のパッションはどこに

いってしまったのかという事業もあるだろう。思いでその人が動いているこ

と自体、熱があってパワーがある。そこを大切にしてほしい。

◆主催事業が向き合っている社会課題について

・ 地域コミュニティの創出、過疎化地域対策、ウェルビーイング、デジタル社

会における思考判断力低下防止、安心空間の提供。

◆浄土宗に期待すること

・ 助成金をいただいていることは助けになっている。

・ 地方寺院が中央のことを計り知れないように、すべての寺院を足並みそろえ

るのは難しいだろう。助成という手段でサポートすることは良いと感じてい

る。

・ ともいき財団の助成はハードルが低いのでありがたい。

・ ささいな活動、規模の小さな活動をピックアップしてほしい。

  （調査担当：山下千朝）

事例G.
⑴調査寺院

善導院（福井教区武生南組五二番）福井県南条郡南越前町

⑵調査日時　二〇二五年一月八日
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・ 助産院関係者を招き、越前大野おやこ寺子屋で「人性ゲーム」という包括的

性教育を実施するなどの連携がある。

・ 越前大野おやこ寺子屋として、市の「若者チャレンジ支援金受給」を受給（二

〇二三年二六万円、二〇二四年十五万円）

・ （お寺を）市が企画する事業に使わせてほしいとの声をいただいたり、お寺

が実施する写経の会に市の職員が参加してくださるようになった。

◆法務と助成事業の関係性

・ 別の活動であると感じている。

・ 法務は寺院の年間行事にからめとられている印象を持っている。本義に立ち

止まって、筋をたがえず工夫して活動をすれば、もっとおもしろく、いろい

ろな方に仏教や浄土宗の教えを届けることができる。

・ 唄うお坊さんの活動をすることで対応力がついた側面はあり、お説教にも役

立っている。瞬発力や臨機応変に対応できる余力は、これらの活動で鍛えら

れたような気がする。

◆地域・自坊の強み

・ 水がいい。お風呂もいい。食べ物、空気もきれい。来るだけで心も洗われて

ほっとする。子どものときには弱みだと思っていたが、今となっては強みと

感じている。

◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

・ 当初は、写経絵、花祭りなどお寺にふさわしいことをしていたが、現在行っ

ている活動ではテンプルレコードに合わせて居酒屋を開催し、音楽をかけた

りすることもしている。それをお寺にふさわしくない活動だとして、怒られ

ることはないし、唄うお坊さん活動についても最初は気になる点もあったが、

今はそれもない。

・ 寺院の器の大きさを今さらながらに感じている。阿弥陀様の懐の深さを感じ

ている。
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タ」で申請経験があった。

・ 二〇二四年、本堂でレコードを聴く「テンプルレコード」の行事で2回目の

申請。

◆活動主体・内容・頻度

・ どの事業も本人と友人ボランティアスタッフ数名で実施。

・ 二〇一三年～寺子屋活動、二〇一七年～唄うお坊さん活動を実施するなど、

個人で行ってきた活動を二〇二二年～より「越前大野おやこ寺子屋」として

友人と事業化（※年間四回程度、親子イベント実施）。

・ 今後は「サニーアド」という任意団体として収益化を図る仕組みを検討中。

・ 二〇二三年「謎解きイベント」・二〇二四年「テンプルレコード」については、

善導寺主体の事業として、ともいき財団への事業申請をした。

◆必要物資・予算

・ 基本経費は、助成金申請、自己の持ち出し、イベント参加費で賄う。

・ 寺子屋活動の経費は、一回のイベントで五～六万円（講師二万円、スタッフ

人件費一万円、チラシデザイン三万円）。

・ お寺は「お気持ち文化」。イベントを実施しても、檀家さんから寄付をいた

だくことは難しい。そこに限界を感じたことと、収益をあげたい目的もあっ

て「サニーアド」という任意団体を立ち上げた。

◆参加者の声

・ 寺子屋活動を一緒にしているうちに、参加者の親御さんといろいろ話すよう

になった。

◆地域の寺院からの評価

・ 良いと言ってくれている。

◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

・ 越前大野おやこ寺子屋として、役所の健康長寿課と相談するなどの連携はで

きている。
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・ いわゆる「家の信仰」について、男性、長男が代々繋ぐという昔ながらの形

だけではなく、実感として、女性の方が実家を大事にしている事例も数多く

目にする。女性が自分の家の信仰を伝えていくというあり方もあるのでは。

・ 大きく変化する社会にあって、信仰の継承やお寺の在り方への模索の方法に

関し支えてもらいたい。

  （調査担当：伊藤竜信）

事例F.
⑴調査寺院

善導寺（福井教区福井組二〇番）福井県大野市錦町

⑵調査日時　二〇二五年一月七日

聞き取り対象

・ 大門哲爾副住職

 　大阪府立大学卒業後、佛大専攻科にて教師資格取得。飲食店などでの勤務

を経て自坊に。PTAや地域の警察への協力、保護司。知恩院・百万遍布教師、

福井教区青年会会長。

⑶調査結果

◆地域について（歴史、産業、仕事、人口、病院、学校、生活）

・ 福井県大野市、人口約三万人。

・ 寺町として異なる宗派の寺院が七ケ寺、うち浄土宗は一ケ寺のみ。

・ 基本産業は農業、織物、厨房機器製造業など。

・ 中学校・小学校で統廃合が進む。

・ 総合病院・娯楽などはは福井市まで出る必要がある。

◆助成事業（「テンプルレコード」）を始めたきっかけ

・ 二〇二三年、寺院で謎解きイベント行った際に、カレー飲食などに経費がか

かったので助成申請した。その前に全国浄土宗青年会の事業「寺子屋フェス
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そうした街のお寺を会場に、落語や講談などの伝統芸能を味わい、そこに息

づく仏教のエッセンスに接することが出来る。

・ 主催が子育て経験のある副住職なため、女性や子ども連れの人でも参加しや

すい雰囲気がある。

◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

・ つい先日、子どもが学校から「親の仕事について尋ねる」という課題をもらっ

てきた。どういう仕事か尋ねられ、ご葬儀や自坊での活動のことを思い出し

「人の心に寄り添う仕事」と伝えた。

・ 仕事について尋ねられたことで、自身の活動について考えること、気づくこ

とが多々あった。相手があってこその活動なので非常に気を遣うことも多い

が、参加者が喜んでくれた時、自然に手を合わせてくれた時にとてもやりが

いを感じる。

◆主催事業が向き合っている社会課題について

・ 独居、孤独な高齢者への関わり、子どもたちへの情操教育など。

・ 家庭にある仏壇がどんどん小さくなったり、無くなったりしている昨今、参

加者には、仏様、大きな存在に手を合わせることの大切さを伝えたいと活動

している。

・ 様々な理由から孤食・孤独になりがちな社会にあって、「共に食べること」

の大切さを伝えたいと、そうした機会も作るようにしている（そばのふるま

いや薬膳教室など）。

・ 楽しい時も、不安な時にも、集まってこられる場、心のよりどころとなれる

場を作りたい。ここに来れば何かがある、阿免寺でそういった事業を展開で

きればと思っている。

◆浄土宗に期待すること

・ 若い世代への仏事の継承。価値観が違う人に、どうやってこのことを伝えて

いくのか。
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◆参加者の声

・ 「お寺の前を通ることはあっても、中で手を合わせる機会が無かった。そう

いう機会ができて良かった」

・ 「今日ちょうど家族の命日だったので、拝む機会になった」という声をいた

だくことがある。

・ お寺を会場にしての行事でもあり、開催日にはご本尊の前に焼香台を用意し、

まず手を合わせてからご参加下さいと案内しているため、そうした言葉は嬉

しい。

◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

・ 地域の未就園児やその父兄、またボランティアに関心のある人などが集まっ

ている市の施設があり、そこで行事の案内などの声がけを行っている。その

甲斐あってか、ちぎり絵などの会には子ども連れの母親などが参加してくれ

るようになった。

・ 特に目立った評価を伝えられたことはない。

・ お寺としてはこの取り組みにもっと宗教色を出していきたいとの気持ちもあ

る。しかし、宗教・信仰についての距離感はさまざまであり、前面に出しす

ぎると抵抗感を持つ人もいる。その点は考慮しながら取り組んでいる。

◆法務と助成事業との関係性

・ 法務と社会活動はまったくの別物ではなく、どこかで関連しているという実

感がある。

・ 宗教や信仰への距離感は様々であっても、この「てら活」を通し柔らかい気

持ちになって欲しい。

・ 自然に手を合わせられる場や雰囲気を作れればいいなと思っている。やはり、

お寺だからこそ生まれる雰囲気が確かにある。

◆地域・自坊の強み

・ 堺には数多くの史跡が残り、茶の湯などの歴史文化の遺風が残る街である。
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◆ともいき財団の助成事業（「ともいきてら活」）を始めたきっかけ

・ 年中行事のほか、吉水講や写仏などの教室も定期的に開催していた。しかし

近年、参加者の数が減少。コーラスやヨガなど新しい企画を試みていた折に

最中にコロナ禍となり、どうやって継続しようか思案していた。そんな時に

ともいき財団の助成を知り、活用しようと思い立った。

・ 財団の助成により、令和五年から開始した事業は「ともいき てら活」。地域

で気軽に集まれるお寺、日常的に手を合わせ、心の安らげる場所づくりを目

指し、従来の催しを充実させるとともに、様々なイベントを開催している。　

◆活動主体・内容・頻度

・ 副住職が主催者。円幸師をはじめ住職や知子さんも協力、お寺総出で活動を

支えている。

・ 外部講師としてヨガのインストラクターや、プロの落語家や講談師などを招

いている。

・ 修正会、春彼岸会、御忌会、盂蘭盆会、秋彼岸会などを阿免寺の年中行事に

合わせ、筝曲の演奏会や落語会、講談の会など文化的なものを主題にした内

容のイベントを開催。

・ この他には認知症予防講座など、生活の課題に密着した内容のものも開催し

ている。

・ ちぎり絵教室や副住職による絵画教室、ヨガ教室など、毎月何かしらの行事

が継続的に開かれている。

・ 参加者は小さい子ども連れの親御さんから、高齢の方まで幅広い年齢層。地

域の方と檀信徒との比率は約半々。

◆必要物資・予算

・ 助成金でまかなっているほか、参加費をいただいている。お寺の費用の持ち

出しについては特に無く、「てら活」の収支はちょうどプラマイゼロといっ

たところ。
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・ 北川円幸師　住職の次女。一般企業勤務の傍ら、養成講座にて教師資格取得。

大阪教区教務所に書記として勤務し、阿免寺や兼務寺院の幸徳寺の法務をつ

とめる。

⑶調査結果

◆地域について

・ 古くからの港があり、室町時代以降、貿易・商業の拠点としてとして栄えた

街。堺商人の保護により、多くの寺社が立ち並び、茶の湯などの文化が栄え

た地域であったが、第二次世界大戦で大規模な空襲（堺空襲）に遭い、焼け

野原となった。

・ 戦後、街の再建とともに寺社も再興されたが、区画が大幅に刷新され、住宅

地（泉北ニュータウン）整備などの背景もあり、市の主導により寺院墓地が

境内とは別の場所（郊外）に移されてしまった。

・ 阿免寺がある堺区の人口は約十五万人（堺市全体は約八十万人。堺市HPよ

り）。しかし人の入れ替わりが激しく、他の街に移ってしまった檀信徒も多い。

・ 近隣では兼業のお寺も多く、境内墓地が無い影響もあって、信仰の継承が難

しいとの言葉も良く聞かれる。

・ 阿免寺開基は文禄元（一五九二）年。様々な宗教・宗派文化が混交する堺で、

阿免寺は浄土宗の教義を伝えるとともに、当時弾圧されていたキリシタンの

擁護も行っていた。

・ 昭和二〇（一九四五）年の堺空襲により、それまでの本堂や庫裏が消失。前

住職が苦労を重ね、木造平屋建ての本堂からお寺の再興につとめた。

・ 戦後、交流のあったキリスト教会から、キリシタン供養のため十字架を寄進

され、焼け残った阿弥陀如来像の後背に設置し、お祀りしている。

・ 多文化の共生・交流に理解のあった前住職の教化姿勢を、現在の笹脇住職・

金光副住職たちも継承している。
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・ 行きやすいお寺。したしみやすいお寺。開かれているお寺。知らない人のと

ころには行けない。若い人はお寺や住職を知らない。様々なイベントを行っ

て、住職のことを知ってもらいたい。

◆主催事業が向き合っている社会課題について

・ 地域の高齢者見守りの役割がある。ヨガを休んでいる人は気になってしまう。

生徒さん同士でもコミュケーションができているので、孤独孤立支援にもつ

ながっている。参加者はお檀家ばかりでなく幅広い。コミュニティ支援に繋

がっている。地元の文化を知ってもらいたい。愛郷教育にも繋がっている。

◆浄土宗に期待すること

・ もっと寺院のことを知ってもらいたい。それをもっと多くの方に知らせるサ

ポートをしてほしい。

  （調査担当：東海林良昌）

事例E.
⑴調査寺院

阿免寺（大阪教区堺組三四七番）大阪府堺市堺区中之町

⑵調査日時　二〇二五年二月二一日

聞き取り対象　

・ 金光昌恵　副住職　事業主宰者。美大で日本画を専攻。在学中に浄土宗教師

資格と教員免許を取得、自坊で法務を行う傍ら、地元の夜間中学に勤務。浄

土宗関係団体にイラストを提供するほか、写仏教室の講師などを行う。

・ 笹脇幹雄　住職　在家出身。前住職の息女であった知子さんと縁を結び、佛

大にて教師資格を取得。かつて宗務庁に勤務し、業務を通して浄土宗寺院の

社会活動への理解を深めた。

・ 笹脇知子　住職内室　自坊や地域の歴史に詳しく、町内会などの役員もつと

める。
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◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

・ 地域との交流を積極的に行っている。自坊でのヨガ教室は週二回、講師の先

生を迎えて行っている。近所で知らない方も来てくれて知り合いになってい

る。地域のネットワークが自然に生まれている。地域包括センターにも相談

に行き、健康体操をお寺でしてみようかと話をいただいた。

・ イベントを行っていなければ、近隣の文化施設の代表者と知り合うこともな

かった。各所からお褒めの言葉をいただいている。

◆法務と助成事業の関係性

・ 両者は繋がっている。ＤＭを送るのを心掛けている。話のきっかけになる。

お檀家さんも参加している気になる。いくら頑張っていても知ってもらわな

ければ。インスタ。余計なことも載せているが、楽しそうな雰囲気の写真を

載せている。

◆地域・自坊の強み

・ 堺市はモノづくりの街。物の始まりの町。いいものがあるのに住んでいる人

も知らない。寺院に人が集まれば、私たちも楽しい。私たちが楽しくなけれ

ば人も楽しくない。刃物、お菓子、古墳、皆さんに知ってもらいたい。

◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

・ 小さいお寺は、そのお寺なりに小回りがきく取り組みをすれば良いと思う。

在家で育ったので、お寺ってこうだったらいいなという思いを実現したい。

自分の実家の菩提寺は閉鎖的だった。お寺のイメージ自体当時の私は良くな

かった。お寺は人が死んだら行くところで墓参りのイメージ、和尚さんの話

もよく分からなかった。葬儀前の関係性を作る必要がある。お寺に何度も足

を運んでもらってからの関係作りである。知らない住職を頼りにはできない

と思う。

◆浄土宗の社会貢献活動について

・ あまり知らなかった。お寺に入ってみてはじめて知った。
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◆活動主体・内容・頻度

・ 副住職と内室が中心。内容は、包丁とぎ、染め物体験、人形劇、書道体験、

写経、こけし教室等多岐にわたる。講師は、知り合いもいれば、檀家さんか

らの紹介もある。年間一〇回ぐらい。助成金があってそのきっかけとなった。

アイディアはたくさんある。

・ こうした企画や運営も、講師の先生と自分たちとで楽しみながら行っている。

参加者は一〇名前後だが、昨年行ったスタンプラリーの時には二五〇名の参

加者があった。スタンプラリーの時には、ユーチューバーのお檀家と共同で

事業を行った。大きな塗り絵を参加者と制作し、近隣のカフェ、文具店とも

コラボした。ユーチューバーが各施設との交渉を行ってくれたのは有難かっ

た。来年以降も行う予定。

◆必要物資・予算

・ 予算はともいき財団の助成金を基にしている。とても助けになっている。

◆参加者の声

・ 子どもの「木魚を初めて叩けて良かった」の言葉が印象に残っている。初め

てお寺に来るという方もいる。お檀家さんだけでは広がっていかないと思っ

ている。お檀家さん以外の方が、またお寺に来てみようかなという気持ちに

なってくれればいい。イベントを通じて久し振りに来てくれたお檀家さんが

いたことが嬉しかった。イベントに来た方には、ダイレクトメールを送って

いる。一定の年齢以上の方には媒体として紙が有効である。

◆地域の寺院からの評価

・ いろいろなことをやっているなと、浄土宗の先輩たちからお褒めの言葉をい

ただいている。一緒に何かイベントに取り組んでみようという声もある。青

年会世代の若い方にも助成金を使ってほしい。どうしようかと悩んでいる人

は多いと感じている。
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事例D.
⑴調査寺院

大善寺（大阪教区堺組三三〇番）大阪府堺市堺区柳之町

⑵調査日時　二〇二五年一月二十一日

聞き取り対象

・ 鈴木佑太　副住職

 　一般家庭から僧侶となり、妻の実家である大善寺に入寺。前職は中学校教

師。教員時代は学内イベントや掃除などを通し生徒と交流を深める。その経

験を活かし法務に従事。

・ 鈴木雅恵　副住職内室

⑶調査結果

◆地域について（歴史、産業、仕事、人口、病院、学校、生活）

・ 近隣は古くからの寺町である。第二次世界大戦時の空襲の影響はなかった。

浄土宗だけでも二〇カ寺以上ある。檀家は近所に住んでいて、墓地はこのあ

たりに持っている人が多い。本堂は四〇年前に新しくされ、その頃からはお

檀家が増えている。

◆助成事業（「お寺から　明るく楽しい町づくり」）を始めたきっかけ

・ 「お寺から明るく楽しい町づくり」をテーマに、二年前から年中行事以外の

時に行事を行っている。大きいお寺は同様のことを行っていることを知って

いたが、自坊にはそれほど大衆教化にかける予算がない。その時にともいき

財団のチラシを見て自分でもできるのではないかと思い応募した。

・ イベントが好きである。学校に勤務している時も学校を盛り上げることが好

きだった。近隣の本願寺別院がヨガや夏祭り等、先行してイベントを行って

いた。書道教室をしている寺も近所にある。相互に刺激を受けており、寺町

ならではの地域性もあると思う。寺院は誰もが行きやすい場所ではない。こ

の近所の方が行きやすい場所になればいい。
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り、ありがたいことと思う。

◆地域・自坊の強み

・ 近隣に檀家がいないので、ある意味で見えていないから自由にできるという

ことは言えるかもしれない。

・ 地域としてはPTAや自治会がまだ機能している方だと思う。

◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

・ 檀家は何もしなくても来てくれる、地域の人は何もしなければ来てくれない。

法話ひとつとっても、檀家はきいてくれるが、地域の人にはどう話したらい

いのか。一般の方の気持ちを想像するようになった。

・ 寺を見る目、僧侶を見る目が変わってきたと感じる。気軽に話せるのだとい

う認識を持ってもらえたらよい。こちらから歩み寄ることで開かれる。

・ 公民館のサロンもあるが、それを本堂でやることのアドバンテージがある。

寺院は一般の方にとって特別な場所。毎月そこでおつとめできるということ

にありがたさを感じてくれている。

 ◆浄土宗の社会貢献活動について

・ 月参りなどで忙しい檀家寺であれば、こういう活動をしていなかったように

思う。地域活動しなくてもいい寺もあると思うので、一律に語るのは難しい。

 ◆主催事業が向き合っている社会課題について

・ 地域には独居高齢者が多く孤立が課題。

・ 育児の悩みなどを抱えて孤立状態にある親。

◆浄土宗に期待すること

・ てらかつナビがあることで、今から始めたい人には役に立つのではないか。

事例集が一番ヒントになる。事例・情報があれば、スタートのつまずきは少

ないと思う。何かをしたいけれど、何をしたらいいかわからないお寺はたく

さんあると思う。

  （調査担当：小川有閑）



社会貢献に取り組む浄土宗寺院　＊ 21

◆参加者の声

・ マルシェで「地元でこんなことしてもらえる、電車に乗らずにこられる」と

感謝を伝えてもらった。

・ 回を重ねるなかで子どもが成長していく姿を見られる。参加店舗も子どもの

成長を楽しみにしている。近所の年配の方々も喜んでくれている。

◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

・ 社会福祉協議会から提案が来ることや、出張法話を頼まれたこともある。

・ 地域包括支援センターはチラシを置いてもらったり、いずみの広場で職員に

ヒートショックなどの講話をしてもらったりしたこともある。

・ 民生委員には報告をしている。

・ 寝屋川市の高齢介護室という部署がマルシェにブースを出して人生会議の啓

発をした。

・ 地元の自治会には、以前、夏の寺子屋のチラシを掲示板に貼らせてもらい、

そこから参加者があったのだが、「宗教」ということでクレームが入ったら

しく、翌年から断られてしまった。地域の人が超泉寺を知らない、地域に根

差していないことが原因だと思うので、マルシェなどで地道に認知度を上げ

ていきたい。

・ 珍しいからか、ほめてくれる。できることあったらしますよと声掛けいただ

いている。

・ 令和四年五月が第一回のマルシェだったが、コロナ第八波のはざまだった。

当時、市内のおまつりは軒並み中止だったからこそ、参加者も多かったので

はと思う。

 ◆法務と助成事業との関係性

・ 別物と考えている。檀家は遠方のため、檀家がサロンに来ることはなく、マ

ルシェにもたまに一人、二人くる程度。

・ サロンやマルシェでつながった地域の人からお参りを頼まれることは数件あ
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・ マルシェは、知恩寺の手作り市がヒントとなっている。

◆活動主体・内容・頻度

・ 住職夫妻で年間計画を立てている。

・ サラナ親子教室は妻が担当、おつとめ・法話を住職が担当。高齢者サロン、

マルシェは夫婦で共同担当。

・ サラナ親子教室（サラナ親子ひろば）は毎月第二金曜日十時半から十二時半

に開催、同日十四時から十五時半に高齢者サロン「いずみのひろば」を開催

している。いずれは昼ご飯を親子・高齢者一緒にできるといいなと考えてい

る。

・ 二か月に一回くらいで地域交流サロン「ともいきサロン」を開催、その内、

年に二回「マルシェ」を開催している。

・ マルシェは実行委員会で運営しており、妻が委員長をつとめる。ママ友にも

実行委員として入ってもらっている。社会福祉協議会に相談にいき、摂南大

学の先生を紹介してもらった。そのおかげで社会貢献に関心のある学生、ま

た付属高校の高校生にもスタッフとして参加してもらっている。

・ マルシェの店舗集めはママ友経由で、計二十店舗が参加。できるだけ地域の

店舗に来てもらうようにし、そこで地域のつながりが生まれるといいと考え

ている。

・ マルシェには四〇〇人くらいが来場、親子連れが一番多く、高齢者も来る。

◆必要物資・予算

・ マルシェはともいき財団の助成が無いと開催は難しい。（サラナ親子ひろば、

いずみのひろばはそれほど費用がかからない。）

・ 助成金によってテント、音響など最低限の備品を用意。

・ マルシェは学生ボランティアには交通費二〇〇〇円を支給、サラナ親子ひろ

ばのスタッフには一〇〇〇円を支給。
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・ 子ども・お母さん・お年寄り、雑踏の中で孤独孤立を抱えている人たち

◆浄土宗に期待すること

・ 現状、会費を取ることは難しいため、ともいき財団のように金銭的援助はあ

りがたい。

  （調査担当：小川有閑）

ー事例C.
⑴調査寺院

超泉寺　（大阪教区第一河南組一五五番）大阪府寝屋川市成田東町

⑵調査日時　二〇二五年二月二二日

聞き取り対象

・ 茂上洋之住職　在家出身、一般企業に就職後、妻と出会い三十歳で結婚。妻

は超泉寺の関係寺院の息女。結婚後に企業を退職し、養成道場を経て加行成

満。令和元年に晋山。

⑶調査結果

◆地域について

・ 昔からの家が多い地域。高台で静かで穏やかで比較的人気のあるエリア。

・ 地域の小学校は一二〇〇人が在校する。

・ 一方で高齢者が多い地域でもある。

◆助成事業（「サラナ親子ひろば・マルシェ」）を始めたきっかけ

・ 超泉寺は大阪市天満の寺町にあったが、戦災により現地に移転。ほとんどの

檀家は寺とは離れた場所に居住、住宅街の中で、大きな伽藍もなく、地域に

馴染んでいるとは言えない状況だった。（現在の伽藍は平成一六年に落慶）

・ そのような現状を打開すべく、まずサラナ親子教室を始めた。サラナ親子教

室は妻にインストラクター養成講座を受講してもらい、スタート。その後、

住職も受講している。
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と申し出があり、受付やカレー配食などを率先してやってくれる。そして「あ

りがとうございました」と言って帰っていく。

◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

・ 子どもの居場所ということで、社会福祉協議会のホームページに掲載されて

いる。大阪市や天王寺区の福祉課なども見学に来る。

・ 「共生いきいきサロン」は天王寺区の社会福祉協議会や大阪市福祉局と連携、

機関紙に紹介してもらっている、

・ 今では社会福祉協議会から「これはどうですか」と提案してくれるようになっ

た。必要な備品の貸し出しなどもしてくれる。

◆法務と助成事業の関係性

・ 法務と活動は同じではないが、もともと寺は開かれているものだと思う。

・ 庭を外から眺めてきれいだと入ってくる人もいる。それでちょっとでも心が

癒され、帰ってくれたらいい。

◆地域・自坊の強み

・ この地域は寺町なので、寺が住民の身近にある。

・ たとえば、この地域の寺院は警察から「子ども見守り寺」のノボリを配られ

ているように、警察、消防から寺への信頼はまだあると思われる。

◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

・ 今来てくれている親子、お年寄りはみんな喜んでくれている。

・ 公園で子どもが遊んでいる姿をほとんど見ることがなくなったが、昨年、初

めて取り入れた地蔵盆には子どもが五〇人も参加し、驚いた。

◆浄土宗の社会貢献活動について

・ 孤独なお母さんや子どものつながりの場所、評価関係のない場所であること。

（学校は子どもも親も評価される）

 ◆主催事業が向き合っている社会課題について

・ 子育ての悩み
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・ 主任児童委員として、子育て支援を地域で立ち上げ、幼稚園や公共会館で活

動していたが、コロナ禍で借りられなくなった。そこで寺を活用しようと考

え、助成事業「ともいき子ども塾」をスタートした。

◆活動主体・内容・頻度

・ 住職夫婦で行っているが、二人とも都合悪いときは家族が対応。ほかに四天

王寺中学の生徒が一名ボランティアで手伝ってくれている。

・ 夫婦で内容を考え、ポスターは妻が作成。インスタグラムでの広報も行う。

・ 月曜二～三時が「共生いきいきクラブ」（毎週）、四～六時が「ともいき子ど

も塾」（月一回）というスケジュール。（後者がともいき助成対象）

・ 子ども塾は二〇人くらいが参加、いきいきクラブは高齢者が誘い合わせて参

加。

・ 宗教色を出しすぎないように留意しているが、二〇二四年から「花まつり」「地

蔵盆」を入れてみた。二〇二五年は「お十夜」を入れてみようかと考えてい

る。

・ 子ども塾では、Eスポーツの体験をやってみた。今後はモルック、フラダン

スなども開催予定。二〇二五年度からカレーの提供も始めたのだが、子ども

だけでなく、保護者も楽しみにしている。近隣寺院の住職が理科教師で科学

実験をしてもらっているのだが、とても子どもたちから人気を得ている。

◆必要物資・予算

・ ともいき財団からの助成金でほぼまかなっている。

・ 檀家総代からの寄付やマンパワーとしての協力もいただいている。

 ◆参加者の声

・ 最初から継続して参加している親子がいるが、当初は引っ越してきたばかり

で、このあたりに知り合いがいないという状態だった。彼らが「楽しい」と

言ってくれたことが印象的。

・ 参加者のお母さんから「お世話になっているから、何か手伝わせてください」
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⑵調査日時　二〇二五年二月二〇日

聞き取り対象

・ 大野真弘　光明寺住職。

 　高校教員を六五歳の定年までつとめた後は寺に専念していたが、二〇二三

年から非常勤教員（物理・生物担当）をつとめている。町内会の役員をして

いる。

・ 大野加寿子　住職内室。元中学校教員。一九九五年ころからPTA役員、そ

の後、民生児童委員（主任児童委員）をつとめる。主任児童委員として不登

校の子を見ていた。

 ⑶調査結果

◆地域について

・ 社寺が多く、また、公園や学校、文化施設が豊富な文教地区。

・ 大きい駅が三つあり、マンションが林立。子育て世代が多いため、地域内に

ある小学校は在校生一〇〇〇人を超えている。

・ 子どもの多くは共働き世帯で、塾や習い事に通っているため、普段は姿を見

ることがない。

・ 高層マンションの富裕層もいるが、古いマンションには母子家庭や問題を抱

えた家庭の子どもも多い。

・ 子どもも多いが、高齢化も見られる。町内の役員は高齢者が占める。

◆助成事業（「ともいき子ども塾」）をはじめたきっかけ

・ 以前より「百歳体操」（共生いきいきクラブ）を開催。参加者が五人集まれば、

大阪市が「百歳体操」のDVDを貸与してくれ、また指導員も数回来てくれ

るのだが、DVD視聴のためのプロジェクターがなかった。そこで、NHK

の歳末助け合いに申請すると一〇万円くらいの助成が受けられると知り、プ

ロジェクターを購入することができた。そこから助成金に興味を持ち、とも

いき財団の助成事業を知ることになった。
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◆自己評価、活動を通じた宗教者としての変化

・ 副住職は在家出身なので、寺はなかなか立ち入れない、閉鎖的な空間と思っ

ていたが、認識が変わった。

・ 参加者も普段は本堂に入る機会はなかなかないので、いい経験をされている

と思う。

・ 敷居が低い寺にしようと思ってやってきたが、寺側が勉強させてもらうこと

も多い。「雲の会」をやっているから、つながった人たちがたくさんいる。

◆浄土宗の社会貢献活動について

・ キーワードは「ともいき」ではないか。檀家もお寺もそれ以外の地域の人々

も老若男女みんながつながり生きていく。

 ◆主催事業が向き合っている社会課題について

・ マンション生活の方など、地域のつながりがあまりないので、地域での孤立

を防ぎたい。

・ 卒業してもつながり続ける。そういう場を作れているのは良かった。毎年十

一月の周年行事である餅つき大会には卒業した人も呼んで、同窓会のような

感じになる。

・ フリーマーケットもおさがり交換会みたいなものだけれど、そこで地域の人、

卒業生とのつながりを作ってもらう。

◆浄土宗に期待すること

・ 浄土宗としてサラナ親子教室をすすめていたから、はじめられたことには感

謝している。

  （調査担当：小川有閑）

事例B.
⑴調査寺院

光明寺（大阪教区西清堀組九七番）大阪市天王寺区上本町
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・ 檀家総代から子ども用の自由帳が一四〇冊寄贈されたり、石材店の檀家から

餅つき用の石臼が寄付されたりしているように、檀家からの理解は得られて

いる。（ほかにも、たとえば「雲の会」の開催日は法要を自宅で行うことの

了解を得ている）

◆参加者の声

・ 一〇年前は参加者に専業主婦もいたが、今はほとんどいない。夫が日曜日に

子どもを連れてきて、専業主婦の妻の休養日にしているという事例もある。

一〇年で父親の育児参加が増しているのを実感。

◆地域の公的団体・ステークホルダーとの連携・評価

・ 地域内でNPOや町内会でも子育てサロンを開催しているが、保険代百円、

もしくは無料でやっているので、参加費千円の「雲の会」は溶け込めてはい

ない。宗教色がある点もネックとなっている。

・ この地域にはどんな課題があるか、どういう支援をしたらいいかという情報

を知りたいので、子育てサロンの連合会議には参加したい。

・ 毎年2回開催する子ども用品を中心としたフリーマーケットのポスターは地

域の子育て支援の場に貼らせてもらっている。

◆法務と助成事業との関係性

・ 参加者は地域住民がほとんどで、檀家は来ない。そもそも檀家は近隣にほと

んどいない現状。

・ 住職は「檀家あってのお寺、檀家さんのおかげ」という意識をスタッフ全員

が忘れてはいけないと言っている。

◆地域・自坊の強み

・ 自坊のスタッフ、人材が豊富、結束力がある。

・ 都会で広い場所がなかなかない。子どもが安心してハイハイできる畳の場所

があることも貴重。
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◆活動主体・内容・頻度

・ 運営は家族が中心だが保育士、住職の後輩、檀家などがスタッフとしてかか

わっている。

・ 副住職の子どもたち（小学五年生、二年生、年長）もスタッフとしてかかわっ

ており、毎月の「雲の会」によって子どもたちも成長していることを感じる。

・ 「雲の会」では、参加者の皆さんに食育の大切さを知ってもらうため、スタッ

フの手作り料理で親子一緒に食事をする時間を設けている。

・ 「雲の会」を始めた当初は檀家さんや近隣寺院にも声をかけて、なんとか参

加者を集めていた。今はどんどん誘い合わせてくるので、入会をストップし

ている状況。

・ 今は親子併せて五〇人くらいが参加している。二〇二五年一月五日は大人約

三〇人、子ども約二〇人が参加。（年始だったこともあり実家に帰省してい

る人たちがおり、いつもより少ないくらい）正月なので手作りのおせち弁当

と白みそ雑煮をふるまった。

・ その日の内容はその日のうちにFB等SNSに投稿するようにしている。

・ 毎年四月の「雲の会」では花祭りは浄土宗だけのものじゃないということを

知ってもらうためにも、近隣の日蓮宗寺院とも協力してスタンプラリーを開

催。

・ この地域は共働き夫婦が多く、実家も遠い。一流企業につとめていても、子

育てには不安がたくさんある。実家の親に相談も難しい。日曜日に開催して

いるのは、それが理由。

◆必要物資・予算

・ ともいき財団からの助成金がメイン。

・ 大人一人につき参加費千円をいただいている。

・ 講師は一流を呼びたいと思い、プロを招き、参加費と助成金から謝礼を出し

ている。
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の一端を明らかにしたい。

事例A.
⑴調査寺院

大雲寺（大阪教区西清堀組九三番）大阪市中央区中寺

⑵調査日時　二〇二五年二月二一日

聞き取り対象

・ 杉原正悟　副住職。在家出身、妻（江崎住職夫妻の長女）との結婚を機に入

山。法務のかたわら大阪湾の水先人をつとめる。

・ 江崎順子　江崎融志住職内室。

・ 寺前温子　住職夫妻の次女。保育士、学研講師をしながら、茶道や着付けを

教えている。

⑶調査結果

◆地域について

・ この地域は十年前くらいからマンション開発がさかんで、子どもが増えて仕

方がない状況。近隣小学校は一学年四，五クラスで編成。

◆ 助成事業（サラナ親子教室「雲の会」）を始めたきっかけ

・ 従来の彼岸や施餓鬼以外で、順子さんが家族一緒に何か一つのことをやりた

いと発案。

・ サラナ親子教室のインストラクター講習は次女の温子さんが最初に受講し、

順子さん、長女・陽子さんが続いて受講。その後大雲寺でサラナ親子教室を

やろうということになった。

・ 先代住職の時代に、観音講をやっていた。そこには檀家以外の人たちも参加

していたし、一緒に食事をした経験があった。

・ 順子さんは寺離れが言われているなかで「お寺はこれではいけないだろう」

という思いを抱いていた。
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はじめに
浄土宗では、平成二十五年に当時の社会福祉委員会より具申された社会福

祉推進事業に基づき、社会貢献事業が推進されている。すでに当研究班では、

施策として二〇二〇年より浄土宗の推進事業となった「お寺での介護者カフェ」

についての立案と実施にあたっての知識提供などを行った実績がある。現在宗

内での社会貢献事業は、この他にも、寺フェス、寺子屋、災害支援、ホームレ

ス支援、子ども食堂等が広く行われている。これらの実施のための資金助成を

行っているのが、「公益財団法人　浄土宗ともいき財団」である。今期当研究

班では、財団が助成を行っている事業への試掘的な調査を行った。そこから見

えてきたのは、非専門職が中心となった特定課題に向き合う社会貢献事業の姿

であった。

上述の非専門職が中心となった特定課題に向き合うという社会貢献事業の

姿は、まさに浄土宗二十一世紀劈頭宣言の「社会に慈しみを」の実現に他なら

ない。しかしながら、すでに浄土宗では、「浄土宗社会福祉協会」会員寺院を

中心とした、社会福祉に関わる活動もすでに行われている。それらはすでに五

十年の歴史を持ち理念的にも確立をされていると言ってよい。これら社会福祉

事業と社会貢献事業との住み分けや連携を考える必要性も生じている。

本研究ノートでは、浄土宗教師や寺族という非専門職が特定課題に向き合

う社会貢献事業の特色について調査検討を行い、浄土宗がこれまで行ってきた

社会福祉事業との連携をも視野に入れた、「社会に慈しみを」の実現の具体相

令和6年度　浄土宗寺院における社会事業の地域間連携の展開　研究ノート

社会貢献に取り組む浄土宗寺院
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【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　法式研究
主　務 中野孝昭

研究員
青木篤史 荒木信道 大橋雄人
坂上典翁 柴田泰山 八橋秀法
若林隆仁

研究スタッフ
粟飯原岳志 青木玄秀 井川直樹
井上良昭 吉原寛樹 清水秀浩
遠田憲弘 八尾敬俊 山本晴雄

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　 布教研究
 （『三部経』説教の研究―讃題・フレーズ集の作成―）

主　務 宮入良光

研究員
青木篤史 井野周隆 郡嶋昭示
北條竜士

研究スタッフ
岩井正道 大髙源明 工藤大樹
後藤真法 遠田憲弘 中川正業
宮田恒順 八木英哉 山田紹隆

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（東京）
主　務 柴田泰山

研究スタッフ
小川法道 坂上雅翁 長尾光恵
松尾善匠 和田良世 林田徹順

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
主　務 八橋秀法

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
田中芳道

研究スタッフ

粟飯原岳志 伊藤茂樹 岩井正道
岩谷隆法 小川法道 角野玄樹
曽田俊弘 南宏信 永田真隆
松尾善匠
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【応用研究】　応用研究プロジェクト　外国語浄土宗教化資料の作成
主　務 田中芳道

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
北條竜士 八橋秀法

研究スタッフ
石川広宣 岩井正道 下端啓介
林雅清 原マリ 吹田隆徳

前田信剛 南宏信

【応用研究】　応用研究プロジェクト　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
主　務 石田一裕

研究員
佐藤堅正 袖山榮輝 春本龍彬
北條竜士

研究スタッフ 渡邉眞儀

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の英訳研究
主　務 北條竜士

研究員
青木篤史 石田一裕 齊藤舜健
佐藤堅正 柴田泰山 田中芳道
戸松義晴 春本龍彬

研究スタッフ

渡邉眞儀 酒井仁成 岩谷隆法
ジョナサン・ワッツ 髙瀨顕功 和田良世
マーク・ブラム ウエイン横山茂人 下端啓介

平間理俊 吹田隆徳

【応用研究】　総合研究プロジェクト　法然上人漢語文献『無量寿経釈』の研究
主　務 郡嶋昭示
研究員 青木篤史 吉田淳雄 春本龍彬

研究スタッフ 伊藤茂樹

【応用研究】　基礎研究プロジェクト　浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究
主　務 佐藤堅正

研究員
市川定敬 大橋雄人 工藤量導
齊藤舜健 柴田泰山 春本龍彬
若林隆仁
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【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗寺院における社会事業の地域間連携の展開
主　務 東海林良昌

研究員
大橋雄人 吉田淳雄 田中芳道
中野孝昭 名和清隆 宮入良光
工藤量導

研究スタッフ
石井綾月 伊藤竜信 岩田照賢
小川有閑 小林惇道 下村達郎
髙瀨顕功 山下千朝 斎藤唯衣

【総合研究】　総合研究プロジェクト　宗立宗門学校における仏教教育
主　務 宮坂直樹

研究員
青木篤史 石田一裕 今岡達雄
工藤量導 袖山榮輝 名和清隆
林田康順

研究スタッフ
大屋正順 神田眞雄 中島正淳
高瀬顕功 平間理俊 渡邉龍彦

【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗の平等思想と LGBTQ
主　務 工藤量導

研究員
青木篤史 石田一裕 大橋雄人

東海林良昌 宮入良光 宮坂直樹
若林隆仁

研究スタッフ
エリカ・バッフェリ 関光恵 中村吉基

服部祐淳 山下千朝 吉水岳彦
斎藤唯衣 若麻績憲義

【応用研究】　応用研究プロジェクト　「和語灯録」現代語訳の研究
主　務 林田康順

研究員

青木篤史 石田一裕 大橋雄人
工藤量導 郡嶋昭示 佐藤堅正

東海林良昌 袖山榮輝 曽根宣雄
春本龍彬 和田典善

研究スタッフ
石川琢道 石上壽應 杉山裕俊
吉水岳彦 長尾隆寛 杉浦靖隆
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令和６年度　研究プロジェクト別スタッフ一覧
【総合研究】　総合研究プロジェクト　四十八軽戒の現代的理解

主　務 井野周隆

研究員
市川定敬 齊藤舜健 柴田泰山
田中芳道 八橋秀法

研究スタッフ

粟飯原岳志 安達俊英 伊藤茂樹
岩井正道 上野忠昭 鵜飼秀徳
角野玄樹 善裕昭 曽田俊弘
田中裕成 中川正業 南宏信

【総合研究】　総合研究プロジェクト　次世代継承に関する研究
主　務 名和清隆

研究員
大橋雄人 工藤量導 東海林良昌
袖山榮輝 宮坂直樹 和田典善

研究スタッフ
大屋正順 石上壽應 斎藤唯衣
菅波正行 小路竜嗣

【総合研究】　総合研究プロジェクト　 浄土宗寺院における対人援助の研究 
―開く対話と場づくりの指針―

主　務 曽根宣雄
研究員 郡嶋昭示 春本龍彬 宮坂直樹

研究スタッフ
大河内大博 大島慎也 小野静法
籠島浩貴 曽田俊弘 髙瀨顕功
樋口広思 平間俊宏

【総合研究】　総合研究プロジェクト　 科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗の対応 
―地球環境への向き合い―

主　務 吉田淳雄
研究員 工藤量導 若林隆仁

研究スタッフ
伊藤竜信 岡崎秀麿 熊谷信是
坂上雅翁 水谷浩志 平子泰弘
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総合研究所令和６年度研究プロジェクト一覧

【総合研究】 総合研究プロジェクト

１　四十八軽戒の現代的理解
２　次世代継承に関する研究
３　 浄土宗寺院における対人援助の研究

―開く対話と場づくりの指針―
４　 科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗

の対応　―地球環境への向き合い―
５　 浄土宗寺院における社会事業の地域間連携

の展開
６　宗立宗門学校における仏教教育
７　浄土宗の平等思想と LGBTQ

【応用研究】 応用研究プロジェクト

８　「和語灯録」現代語訳の研究
９　外国語浄土宗教化資料の作成
10　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
11　浄土宗基本典籍の英訳研究
12　法然上人漢語文献『無量寿経釈』の研究
13　浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

14　法式研究
15　 布教研究『三部経』説教の研究　

―讃題・フレーズ集の作成―
16　教学研究Ⅰ（東京）
17　教学研究Ⅱ（京都分室）
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総合研究所運営委員一覧（教化研究 36号）

委員長 西村實則

委員（役職） 吉水仙昭
中嶌正史
茂木恵順
今岡達雄

（宗務役員）
（宗務役員）
（宗務役員）
（総合研究所長）

委員 池田常臣
田中勝道
廣瀬卓爾
本庄良文
安部隆瑞
勝崎裕彦
大澤亮我

（令和７年３月31日現在）
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浄土宗総合研究所研究員一覧（教化研究 36号）
（令和 7 年 3 月 31 日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館 4 階
電話　03-5472-6571（代表）　　FAX　03-3438-4033
＜分室＞
〒605-0062　京都市東山区林下町416　浄土宗教化研修会館（源光院）内
電話　075-744-0841　　FAX　075-744-0849
ホームページアドレス　https://www.jsri.or.jp/

所長 今岡達雄

副所長 戸松義晴

主任研究員 齊藤舜健・坂上典翁・袖山榮輝

研究員

青木篤史・荒木信道・石田一裕・市川定敬・井野周隆・大橋雄人
工藤量導・郡嶋昭示・佐藤堅正・柴田泰山・東海林良昌・曽根宣雄
田中芳道・中野孝昭・名和清隆・林田康順・春本龍彬・北條竜士
宮入良光・宮坂直樹・八橋秀法・吉田淳雄・若林隆仁・和田典善

事務員 青木篤史・岩井正道・斎藤唯衣・杉浦靖隆

研究スタッフ

粟飯原岳志・青木玄秀・安達俊英・井川直樹・石井綾月・石上壽應
石川広宣・石川琢道・伊藤茂樹・伊藤竜信・井上良昭・岩井正道
岩谷隆法・岩田照賢・ウエイン横山茂人・上野忠昭・鵜飼秀徳
エリカ バッフェッリ・大河内大博・大島慎也・大髙源明
大屋正順・岡崎秀麿・小川法道・小川有閑・小野静法・角野玄樹
籠島浩貴・神田眞雄・工藤大樹・熊谷信是・小路竜嗣・後藤真法
小林惇道・斎藤唯衣・酒井仁成・坂上雅翁・清水秀浩・下端啓介
下村達郎・ジョナサン ワッツ・菅波正行・杉浦靖隆・杉山裕俊
関光恵・善裕昭・曽田俊弘・高瀬顕功・田中裕成・遠田憲弘
長尾光恵・長尾隆寛・中川正業・中島正淳・永田真隆・中村吉基
服部祐淳・林雅清・林田徹順・原マリ・樋口広思・平子泰弘
平間俊宏・平間理俊・吹田隆徳・マーク ブラム・前田信剛
松尾善匠・水谷浩志・南宏信・宮田恒順・八尾敬俊・八木英哉
山下千朝・山田紹隆・山本晴雄・吉原寛樹・吉水岳彦・若麻績憲義
和田良世・渡邉龍彦・渡邉眞儀
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編集後記

▽ 令和６年度の研究成果をあらわした『教化研究』第 36 号をお届けします。
▽ 本号では研究活動報告として、総合研究・応用研究・基礎研究の各プロジェク

トの研究目的と進捗状況について、計 17 本掲載しています。
▽ また研究成果報告として、「『三部経』説教の研究―讃題・フレーズ集の作成―
（二）『無量寿経』巻下」・「地球環境をめぐる諸問題と仏教」の計２本を掲載し
ています。

▽ また研究ノートとして、「四十八軽戒の現代的理解―第一軽戒～第十二軽戒―」・
「『無量寿経釈』書き下し」・「英訳「ある人に示すことば」「津戸の三郎へ遣わ
す御返事」抄訳」・「社会貢献に取り組む浄土宗寺院」の計４本を掲載していま
す。

▽ おかげさまで本年も『教化研究』第 36 号を発行することができました。これ
もひとえに当研究所の活動に携わり、お支え下さった方々のご尽力があっての
ことです。すべての関係者の皆さまに、この場をお借りして心より御礼申し上
げます。

教化研究　第 36 号
令和 7 年 9 月 5 日　発行

発　行　人　今　岡　達　雄
編集・発行　浄土宗総合研究所

電話（03）5472-6571（代表）FAX（03）3438-4033
〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4　明照会館内

制作・DTP　株式会社平河工業社印刷・製本　
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